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^^に 採錄 した 十二 篇の 論考 は、 それ^ \獨 立 的な ものと して 成 稿し、 一度 學界 に發 表した の を、 

其 後 多少と も 補正した ものである。 從 つて 各篇 相互 間に は豫め 別段の 豚 絡 あらしむ る 意 圖を加 へ て 

ゐ ない。 唯 *印 を附 した もの は、 前 論文 集 「I 彻 社會の 研究」 中 之と 類似 的な 題目 を 取扱った 論考 

に聯關 せる ものである こと を 示し、 又 その 中には 原題 名 を 多少 變更 した もの も ある。 猶各篇 の 排列 

は、 成 稿 年月の 前後に よら やして、 所論 內容の 時代 を 顧慮した ので ある。 
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土地 及び 聚落 史上の 諸問題 


こ の 書 を 


0  者 

「時え と 農政 一 の 著者 柳 田國男 先生に 槔く 


第 一 莊圜に 於け る 請負 

1 序說  -. 

二 嫌 倉 幕府 時代に 於け る 請負 制の 展開 

I 一一  室 町 幕府 時代に 於け る 請負 制 の 進展 

四 諸 負 制の 普遍 化と 莊阖 崩壞 への 蜮廻 

ー序說 

我國 中世に 於け る 社 會經濟 の 某 調 をな すと ころの 莊園 問題に ついて、 殊に、 その 末期に 至って 崩 

壞狀 態^ 陷 つて 行く 徑路に 於いて、 こ、 に 問題と する 請負 行爲 は、 頗る 重要なる 役割り を 演出し つ 

つあった と考 へ る。 

旣に n 十く、 奈良 朝に 於て 成立の 條件を 具備した わが 莊園 制度 は、 やがて 平安朝 中期に 至りて、 不 

輸不 入の 特權を 獲得す る ことにより て、 完全な 組織 を 整へ る ことが 出來 たと すべきで あるが、 斯る 

莊^, V- 踏^と して、 邊境 —— 殊に 東國 に發逹 したる 武家 勢力の 伸張 は、 從來 の專勢 者であった 公家 

笫 li. 莊阅に 於け る篛负  一 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  .  二 

側に 對 する 必然的な 挑戰 となり、 それ は、 保 元、 平 治, 亂の拆 裂に 際會 して、 急激なる 促進 運動の 顯 

揚 となった。 そして、 そこに 登場した 第一 着の 成效 者に、 平家の 一 黨、 及び それと 臈行 する 源義仲 

等 を 見る ので あつたが、 旣 にして、 其 相次いでの 飽氣 なき 沒 落に 次いで、 更らに 深 重なる 態度に よ 

つて 前者の 規模 を受繼 いだ 源 賴朝を 頭 首と する 鎌 倉 幕府 は、 前 失敗 者の 淺擧を 熟慮して、 何よりも 

公家 側の 生命と する 保有 莊 園に 對 して、 巧妙なる 干涉を 目標と して 働き かける 術策に 出で た。 これ 

卽ち、 文治 元年の 守護 地頭の 設置 を 以て 開始せられ たる、 幕府の 持久 的 武家 補强 工作の 强制 である。 

從來 と雖、 勿論 幾度 か徐々 に變 化されて 來_ た莊園 組織 は、 こ k に 格段なる 變 質の 止むな きに 至， o、 

これより して、 主として、 地頭 櫂の 伸張 を 根柢と する 土地 支配の 武家への 移管 は 着々 として 實 現さ 

れる こと、 なった。 而 して それ は、 續 いて 室町 幕府 時代に 至って、 地頭の 勢力 を併吞 しつ V あった 

守護の 權カ 伸張の 要具と なり、 而 して 遂に 應仁、 文明の 大亂を 契機と して、 劃期的に 彼等の 蓮 動 は、 

坡堤を 決する 洪水の 如く、 全國 的に 武權强 制の 飽く なき 所業 を 示しつ、、 莊 園の 崩壞 作用が 仕 終 は 

せらる、 と共に、 諸 大名の 完成が 遂行され る ことにな つた。 而 して、 勢力の 窮まる ところ、 分裂よ， o 

統一 への 機運 要望 は、 織 田、 豐臣の 二 覇者 をして この 舞臺に 登場す る 立 役者たら しめ、 彼等 は莊園 

全 破 壞の總 決算 を杲 すと 共に、 全國 地域に 直っての 撿 地の 勵 行に よって 從來の 莊園型 態 を 塗 潰ぶ し、 


封地 は 天皇の 御名に よって 支配 權を 委任せられ たる 彼等の 覇者の 手に よって 宛 行せられ、 鄕 村を單 

位と する 組織 型 態が 普通と される ことに 改定され た。 旣 にして、 秀吉ゅ 後 を 承け て猶 未完成だった 

天下 統一 の 大業 を、 頭目 德川 家康に 代表 せらる 、江戶 幕府の 成立に よって、 完全に 其 目的が 到達 さ 

れる こと、 なった。 家康を 以て、 平家 ゃ義肿 等の 後 を 承け た賴 朝の 位置に 置かん とする 觀方 は、 斯 

る 立場に 於ても ー應 理由な しとせられ ない。 玆に 於て、 封建 前期 は、 全く 帳 幕の 彼方に 完了され て、 

所謂 封建 後期が 新たに 時代 を 劃して 出現す る こと、 なった ので ある。 

今 斯る莊 園崩壞 への 道程 を通觀 する 時に、 その 觀點 は、 公家の 舊 勢力に 對 して 加 へられた る 武力 

的 抑壓を 以てする 打倒と 奪取、 それ 以外に は 何の 手段 もない II 例へば、 鎌 倉 幕府 時代 以來 殆ど 通 

例と された、 和與 法に よる 下地 割 分の 方法に しても、 若しくは、 室町 幕府 以降 特に 頻出され た、 非 

常 手段と しての 半 濟の强 制 等に 於ても、 其 等の 方法の 適用に よって、 い つの 間に か 武家の 手中に、 彼 

等の 執念深く 狙 ひ つ、 あった 自己 勢力の 培養 素 を、 根 こそぎ 奪取 せんとす る 目的 へ の 驀進が 續 けら 

れてゐ たので ある。 而 して 淤、 其 等の 注意され る 諸方 策の 中に、 相夾雜 しつ、 莊 園の 機構に 深く 嵌 

入して、 一面 合理的で あるかの 如くに 見える 方法 を 適用して、 結局 その 目的への 最後の ゴ ー ルに到 

迮 する 手段が 講ぜられつ、 あった。 其は實 に、 以下 論述 せんとす る 莊園諸 職への 請負 行爲を 主潮と 

第 1 莊 園に 於け る 請 食  三 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  四 

なす ものに 外なら ない と考 へる ので ある。 而 して 其 は、 他の 多くの 制度に 見ら る V と 同じく、 その 

起源 を 溯って 追究す るなら ば、 旣に 之を奈 良、 平安時代に 迄 も 上りつ めて 探求す る ことが 出来る に 

相違ない。 斯くて 今、 鎌 倉 幕府の 創設者 賴朝 は、 守護 地頭の 設置と 共に、 請 所の 設定に よって その 

目的 を果 さんと する 劃期的な 働き を 示した。 請 所 は卽ち 請負 を 表明す る 一 つの 先行 語で あり、 亦 同 

意 語で も ある。 

. 請負の 原義 は、 うけ (受) (請)、 卽ち 承諾. をす る ことの 意で あると される。 (諝 合) うけあ ふとな り 

て (一) 身に 引 請けて 確かに 約束す る。 違へ ざる を 誓 ふ、 (一一) 保證 する 意味と する。 更ら に、 それ は 

溯， o て 祈誓 を 原義と して 見る ことが 出來 る。 うけ ひが， o  (祈 禱) うけ ひふみ (誓 書) うけ ふ (祈誓) 

の 用例に 見れば、 神に 誓って 確保す る。 保證 する 意味 を 持つ ことで ある。 うけび (宇氣 比、 誓約) は 

やがてう け (請) び (活用の 語尾) より 成立して ゐる とされよう。 但し、 混同し 易き は、 莊園諸 職 

を 乞 ひ 求む る 場合 「申請 …… 」 事 若しくは 「請 申 …… 事」 として 使用され る。 乞 ひ 求む るの 原義の 

表現 語 は、 往々 にして その 不用意に 使用し つ、 ある 所 意た る 「請負 申」 にある ことが 勤くな く、 そ 

れは旣 に 一面 請 申 (乞 索) の 意味 を 分離して 請負 關係 にある こと を 表 はすので ある。 故に、 斯る請 


狀の 間に 交雜 して、 屢々 「うけたい 申年 貢 事」 と 明記され たる ものが、 鎌 倉 幕府 時代 以降の 請 文に 

頻出して くる 次第で ある。 

斯くて、 莊 園に 於け る 請負の 本體 は、 請負 者が 領主 (本 所、 領家其 他) と 契約して、 所定の 年貢 

を 請負 ひ、 名主 百姓より 之 を徵收 納入して 一切の 管理 を 委任 さる、 こと を 指す ものと して、 ー應簡 

單に 定義つ けて 置いて よいと 思 ふ。 其 は 鎌倉時代より 室町 時代に かけて、 その 事 一切 を 請 所の 名稱 

の 下に 表明し、 特に、 該當の 土地 其 もの を 指示す る 場合 を 主と する に 至って， Q るので ある。 從來の 

莊園諸 職に 於け る、 預 所の 職能に 額 似した ところが 多い。 今、 以下の 錯雜 せる 所論 を 進める 前に 當 

つて 便宜上 玆に 請負 契約 上の 一 標本 を 提示して、 先 づ槪念 的な 說明 を充 行せ しめる こと 、したい。 

一例と して、 東 寺 百合 文書、 寶德ニ 年 十一月 十九 日附 香恩坊 大和 河原 城庄 代官 職 請狀を 執って 見 

る。 

「一、 於 御 年貢、 有 請 口 毎年 拾 伍 貫 文、 拾 月 中 悉可致 運送、 如 此請定 申 上 者、 不依 地下 損 否 之 儀、 可 致 其 沙汰 事。 

一 、 地下 興行 之 S 畠 等、 雖爲數 歩 令出來 者、 無 隱匿之 儀、 相 當分御 年貢、 必加增 可 申 之 事。 

一、 若 御 年貢 請 口 之 内、 雖爲 S 錢、 忭過約 月 十月、 就中 毎 事寄 事 於 左右 于細申 者、 御代 官職、 不日 可 有 御 改易 

^。 右 條々、 或 令 不法、 或 及 異議 於 申 子細 者、 急 公方 樣被訴 申、 可 及 厳密 之 御沙汰 矣。 若雖爲 一事 背 此旨申 
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者、 八幡 ；… (下略)」 

として ある ものに ついて 檢按 するならば、 こ、 に 代官 職と あるの は、 同時代に ありて は、 下司、 公文 

のこと も あり、 又預 所の こと も あり、 必ゃ しも 一 檨 ではない が、 この 三 ケ條の 中、 第一 ケ條 は、 年 

貢 請 口の 納期 確約と 完納と に對 しての 誓言で あり、 第二 ケ條は 耕地 增墾の 際の 正しき 申告 を 約し、 ， 

第三 ケ條 は、 以上 逢 約の 際の 制裁 を 誓約した ものである。 以上の 如き 請負 條件 は、 或 者 は 十 數條の 

繁雜 に亘る もの も あり、 又 或 場合に は、 單に  一、 二 ケ條に 止まる 簡單 なる ものに 過ぎない こと も あ 

るので あるが、 結局 その 最も 主要 條件 とすると ころ は、 請負 料 を 定めて 確實に 納入 を 約す る こと を 

眼目と してぬ る ことに 於て 一 致して ゐ るので ある。 

而も、 云 ふ 迄 もな くこの 請負 契約 は、 單 なる 相互 間の 一般的 契約で はなく、 その 發 達の 史的 經過 

を 襲用す る ことに 於て 恩 補の 形式 をと る を 普通と して ゐる。 今 その 關 係の 最も 明示され て ゐる 一例 

として、 東 寺 百合 文書 應永八 年 四月 廿 八日 附、 備中新 見 莊所務 代官 補任 狀を 例示す るなら ば、 

「(裏 端 書) 新 見所 務 代官 方 上之狀 raflt! 

補任 

東 寺 領備中 國新見 庄領家 方 所務職 事、 爲請所 宛 行 岩 生 助成 者 也。 .仍 京 濟睦拾 貫 文 sss^l 不依 地下 之 損 否幷國 


下 用 等、 十一 月 中 仁 可 被 致 其 沙汰 候。 若 万一 天下一 同 之 風雨 早弒 損亡、 幷 天下 無 穏國中 動 亂之時 者、 就 子細 注 

進 可 被 相 計 者 也。 將叉任 契狀之 3 曰、 請 料 等 於 被 致 慇數之 沙汰 者、 聊雖爲 難 去 權門之 仰 口 入、 自今 以後 爲寺 家不 

可 有 改替彼 所 務職者 也。 但三名 三 職 以下 有 興行 之 儀 者、 加 增之員 數重可 申定之 旨、 依 衆議 執 達 如 件。 

應永八 年 四月 二十 八日」 

に 於て 見ら る、 如く、 それ は 正しく 請負 者 岩 生 助成と 稱 する ものに 對 する 一 の 宛 行狀の 形ち に 於け 

る 請負 契約で ある。 其に 對 して、 同年 同月 日附、 所務 代官の 請負 本人た る 助成 (宣 深) は 請 文 を 出 

して、 

「柬寺 御領 備中 ® 新 見庄領 家 方 所務職 事、 爲請 所所 預賜 也。 不依 地下 之 損 否 丼 國下用 等、 毎年 陸 拾 貫 文 g|g 十 

一 月 中 仁 可 令 運送 寺 家。 就中 三 名 三 職 事 申談寺 家、 廻 內外之 秘計 令本複 者、 任 相當可 致員數 加增。 背 此等之 旨、 

有 未進 不法 等 候 者、 不日 被 召 放 彼所務 職、 且爲請 人 可 致 其辨、 其 時 屬權門 等 不可 申 異俵者 也。 仍請 文狀如 件。 

應永八 年 四月 廿 八日  宣深 (花押)， 一 

と 誓言し、 更らに 同月 日附請 人の 請 文に よると 

「束 寺 御り やう 備屮阈 に. S 兑の庄 りゃうけ 方 所務職 事、 うけ 所と し 候て、 V はなす の 助 殿がん あっかり 申され 候 

旨 存知 仕 候。 此人御 年貢 等、 少時に て 候 共、 無沙汰 候ハ 、、 うけ 人 四 條坊門 町 東 紙屋 八郞次 郞辨申 候へ く 候。 

若 無沙汰 候ハ 、、 諧人 住宅 资財等 相 常の ほと てんしめ され 候へ く 候。 もし なを子 細 中 候 者、 公方に をレ て、 さ 
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いく わに 申お こな われ 候へ く 候。 但 天下一 同の 大 ふう 雨かん はち 損亡ち り を はらい 候 はん 時、 叉 天下 かくれな 

き 國中動 亂の時 は、 御 代官 子細 を 申 ひらかれ 候ハ ヽ、 請 人 又 其 旨 を 存知す へく 候。 自由の たいかん は ある まし 

く 候。 仍請文 之狀如 件。 

應永八 年 四月 廿 八日  八 郞ニ郞 (花押)」 

と 誓約 を 重ねて 居る ものが ある。 以上 三. 通 ー聯の 補任 狀、 本人 請 文、 請 人 請 文の 連鎖 的效果 によつ 

て、 形式的な 恩 補の 關 係が 表示され てゐる こと を 1 應 明らかにされる であらう。 斯くて 請狀の 中に 

「うけたい 申 …… 事」 と 明記せ る ものが 頻出して くるに 至った ので ある。 東 寺 百合 文書 明應 元年 七月 

柚 木本 佛田 年貢 請 文の 裏 端 書に 「年貢 請 乞 一 紙」 として 乞 索の 原義 を 示せる ものに 對 して、 本文に 

は 「請負 申 云々」 とし 、「右 御 年貢 請負 申處實 正 也」 として ゐ るの は、 この 二重の 意義 を 一 紙の 上に 

不用意に 示して ゐる ものと 見られる ので ある。 

細敍 する 迄 もな く、 此 等の 例證に 見られる 恩 補關係 は、 領主より (本 所、 領家 等) 莊官 以下に 對 

する、 扶持の 目的 を 以て、 土地 其 他 を 配 袷し、 名主、 百姓に 對 して は經濟 的の 目的に 利用せ しむ .る 

爲 配給す る ことで あり、 その 形式 は、 長く 保持され る こと、 なって. Q るので はあった が、 漸次 其 性 

質を變 じて、 實 質に 於て は、 單 なる 契約 事項に 過ぎざる こと、 なった。 


而 して 前記 鎌 倉 幕府の 初め、 賴朝 によって 請 所の 端 を 啓いた 諸 例の 內、 壽永 元年 七月、 賴 朝の 乳 

母 比 企 尼の 忠節 を 賞して 武藏國 比 企 郡 を 請 所と せる こと、 建久 三年 十二月 相模國 吉田庄 地頭 を領家 

阒满院 に 申請せられ 請 所と した こと、 此 等の 例 證は、 その 實、 幕府の 手に よって 始めて 案出され た 

もので はなく、 其よりも 遙か 以前に その 先蹤が 見られる ので ある。 例へば 東大寺 文書 長 承 二 年 十二 

月 前 太 政 大臣 家政 所 (藤 原忠 通) から 伊賀 國矢川 中 村莊郡 司に 下した 下 文に 「近 國請 所、 田 畠 請 文 

等、 進上 之」 と ある もの 若-しく は 長久 四 年 「請 所領 田 畠 地 直 米 事」 として 米 百斛分 請く ると ころの 

もの ある を 示せる もの、 及び 天 永 元. 年 七月 附僧 賴智. y 野 地 一 所 を 請 申せる によりて 宛 行せ る もの、 

如き は、 その 表 はれの 早き もの、 例證 として 見て よいので ある。 

然も 亦斯る 請負 的 型體を 示す に 至った 狀勢 は、 更 らに猶 早く 奈良朝 以來、 地方 官 任用の 變 則なる 

適用が 行 はる、 に 至り、 多くの 例證 がそ こに 先行され て. q るの を 見逃す わけに 行かない。 卽ち、 年 

給 制と 稱 する ものに よって、 在京 官に 地方 官を宛 行 せらる、 に 至り、 令 制に 於け る國司 制度 は攪亂 

されて、 知行 國の 制度 起り、 知行 者 は 右任國 に、 目 代 等 を 派遣して、 正税 以下 收 入の 利益 を受 用し 

たので あるが、 之 は 結局 國司 としての 收益權 と、 その 本來の 職務と が 互に 遊離す るに 至れる こと を 

意味す るに 外なら ない ので ある。 玆に 於て 旣に實 際の 政務に よら や、 唯 正 稅所當 の 配分 を 目的と す 

笫 一 莊搠に 於け る 請負  九 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  10 

る 以上、 寧ろ 一定の 租額を 規定して 納入せ しむる 方法が、 相互 間に 便利なる こと は 何人に とっても 

極めて 明瞭なる を 以て、 國守は 亦租稅 徵收權 ある 國郡衙 をして、 年貢 を 上納せ しむる に 至った の 

は、 自然の 勢と 稱 すべきで あり、 國、 郡、 鄕の請 所が 發 達する 所以 は、 こ、 に發 源す る ものである 

と 云 ふこと が出來 ようと 考 へられる。 先に 抄出した 吾妻 鏡、 壽永 元年 七月 條、 比 企 尼に 武藏比 企 郡 

を 請 所と した その 事 は、 この 一 適用と 見做す ことが 出來る もので あらう。 同じく 鎌倉時代の 所 例で 

あるが、 東 寺 百合 文書、 弘安九 年 八月 左 辨官の 佐 渡國に 下した 請 所 停止 令に は 「諸 郡鄕 等、 或號前 

司 和與、 或 稱非分 請 所、 任雅 意、 抑留 入 勘； - ^如 國威、 不辨 正稅、 徒 送 年月、 吏務 如 無 ：… 」 と 示 

して ゐる もの、 如き、 その 實情を 示す 適例と して 擧 ぐべき である。 之 を 以て 充分に 前代の 所 例と し 

たと ころ を 推す ことが 可能で あるし、、 亦 以て 國 司が、 自由に 郡、 鄕と 契約して、 請 所と L たる 慣習 

が 諒解され る。 明月 記 嘉祿ニ 年 九月、 日記の 筆者 藤 原定家 は、 藤 原 通 方の 上野 國 司に 改 任される こ 

とを敍 し、 「近代 以任國 司、 爲其 得分 之 例 也。」 と L てゐる ものに 於ても、 猶當 代の 狀勢を 窺 ふに 足 

る ものが ある。 斯くて 新篇 追加に は r 國領請 所 事、 前々 蒙 下知 預御ロ 入 地 之 外 者可顚 倒、 但、 康元 

元年 以前 者雖爲 私和談 不可 有 相違、 弘 安七 年 以後 者、 縱帶 裁許 狀、 宜任國 司 之 意 焉。」 と I て 制限 を 

加へ てぬるが、 それ は 到底 履行され たと も覺 えない ので ある。 冇カ たる 幕府の 地頭が 頻々 として 國 


衙領に 嵌入して ぬる 所 例 は、 斯の正 嘉ニ年 九月 入來院 文書に 示された る 留守 所の 廳宣 によっても 歴 

然 たる ものが ある。 

更らに 亦 平安朝 末期 以來、 諸 國に續 々慣行せ られつ V あった 成功 は、 一種の 請負 行爲と 見て 差閊 

なさ を覺 ゆるので ある。 それ は 簡單. y 云へば、 一 國 の所納 何千 石 何百 貫と 見 積って 之 を 請負 ひ、 所 

定額 を國 庫に 納入して、 その 徵收 高との 差額 を 自ら 利得 せんとす る ものである。 明月 記 安貞 元年 閏 

三月に 見ら る、、 信 濃國の 成功の 場合で は、 朝臣 中の 競爭 者が 相當に 多かった ので あるが、 彼等の 

內には 五 百 貫の 豫想 額に 對し、 三百 貫 迄 出さん とする ものが あり、 三百 貫で は 儲からな いだら うと 

する 者が あり、 結局 その 國に 往返して 實情を 精査せ る 人の 報告に 「善 光寺 近邊號 後廳、 爲眼代 等 之 

居所、 於 古 ハ尤廣 博 國溫潤 之 地歟。 亂 以後、 隆仲卿 使者 不忠 檢注、 百 町鄕只 麻布 之 類 二三 段 注 之、 

一 國已 如此、 不足 言 事 云々。 國中皆 熟 田、 依 無 米穀 之 蓮 上、 住民 皆 豊饒、 未 代 國務更 不可 有 得分 云々。 

れ愿等 卽皆當 世 之 猛將之 輩 也、 寧 隨所勘 哉 者… ：」 と 云った 風に、 明らかに 自己の 財 囊を膨 ますこ 

とに 見込な き 內狀を 示して， Q る ものが ある。 

斯 くの 如く、 旣に鎌 倉 幕府の 武權强 盛期に 入って、 諸 令 制に 於け る 國廳の 組織 は、 多く 解體 せら 

れ たる 頃であった にも 關 はら や、 ともかく 斯の 如き 事情に よって、 成功の 實 際が、 如何に 請負 的に 
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5 はれまる かの if なす か を 示す ものと して この 一項 は 篁 置され てよ い 記事で 

之き する に 莊園£ する 震、 卽 ちその 對象 として S 所が、 鎌 倉 幕府の 初 まら、 1 への 

實權確 取の 方法と して 企圖 せら t に 先ち、 if^^^^  . 

、 i ゥ餐ミ、、ゝ〗チ1土して吾ったことは、 この 問題の 根元 を 示す 上に ー應 役立った と St 

篛以钐 態の 種々 の 樣式カ 存在して 居つ ナ 

しめる ものが あるので ある。 

二 縑倉 幕府 時代に 於け る 請負 制の 展開 

霞 行爲の|| べきの は、 旣 1§ く 早くよ 条し^ る I そ^^ 

に適 用され て、 その I し！ 卷の蓮 用 を 助長せ しめたと すべきで あの f は ^ ぽ 

く、 自ら艮 定制 S せらる、 爲 之に 代って 桥 

幕府 封建の 目的物た る、 恩賞と しての 守護| の 補任 力 白ら 。 定 f ゼ 

き」 ，0 しむ べき 一 の靈策 の 現れが 斯る 形ち となって 約定され たと 考 へる、 へきで ある 吾雲ま 

0vi 「i 輩 者、 偏備 勇敢、 尤相叶 御意 之 間、 111, 以 彼等 領所相 模國吉 

•  , . 、 え 3 り 斤 皮 賣： y、£>K& 。一と ある ものに その 意圖 すると こ 

-田莊 地頭、 被 申請 領家圓 滿院爲 請 所、 以# 倉 納物^ 被 贖^ 乃 貢 也 」 と あ ひ 

ろが 充分に 推知され る。 


元來莊 園の 組織 形態 は、 本家、 領家、 預所 以下より 成り、 從 つて 莊園內 の所當 課役 雜物等 は、 各 

規定され たる 配分法に よって、 得分 を處理 せられた 害で あつたが、 文治 元年 十一月 賴朝 奏請して 全 

國ー齊 に各莊 園に 地頭 を 補任し、 下地 を 知行して、 租税 徵收を 司 掌せ しめ、 本家、 領家、 預所 以下 

の 得分 は 地頭より 上納す る こと V なり、 地頭と 領 家との 間に 於る 複雜 なる 關 係を發 生せ しむる こ 

と、 なった ので ある。 

改めて 細敍 する 迄 もな く、 鎌 倉 幕府の 規定に 於て は、 本 補 地頭に 一定の 土地 又は その他の 領分 を 

得、 新 補 地頭 は 十 町 別に 一 町の 土地と 段別 五 升の 加 徵米を 得る ことであった ので あるが、 彼等 は 多く 

の 示された る 所 例に 於て、 年貢 抑留所 當 未進 を 常習と し、 領 家との 紛爭 亦絕ぇ や、 慕府 として は 成 

るべ く 地頭の 收入を 多くして、 御家人の 勢力 伸張 を 計る は、 結局 幕府 成立の 經濟的 根柢 を强 化する 

こと、 なる 以上、 努めて 地頭 側の 利益 擁護 を圖， o、 遂に その 口 入に よって 領 家と 相 妥協して、 一定 

の 年貢 を 上納し 請 所と する ことの 手段 をと つた ものと 解せられ る。 旣に 一定の 年貢 を 納入し、 その 

土地 を 支配す る こと、 なれば、 莊園內 に 於け る 所務の 全權を 得る と共に、 その 土地より 生やる 所當 

地 利の 差額 は、 地頭の 得分と なり、 領家 側に 於ても 亦、 地頭の 常套手段 たる 紛爭を 避く る 上より、 

割合 容易に この 妥協に 應じ たもの、 如く 考察され るので ある。 
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斯くて、 この 請所莊 園に は 大まかに 云へば 領家 として 所務に 干渉せ や、 故に 雜掌、 預所 等の 所 職 

を 置く 必要な きこと V なり、 又 設置して あるに しても、 地頭が 專ら その 土地 を 支配して、 利益 壟斷 

の爲 めに は、 努めて 請 所に あらざる 莊園 をも緣 因假稱 して 强 入し、 預所 等の 所 職 を 無視 追放して 押 

領 狼藉者が 累加す る やうに なった。 斯る 現象の 續 出に は 流石の 幕府 側に あっても 手を燒 いて、 蔞々 

禁令 を 出し、 幕府 口 入の 請 所に あらやして、 自由に 各莊 園に 對 しての 預所 等の 莊官 追放 行爲を 厳禁 

する 手段 を 執る やうになる ことの、 止むな さ 次第に 至った ので ある。 

而 して 亦、 幕府 勢力の 伸張に 附隨 して、 . それ を 背景と する 御家人の 地頭 を、 各莊 園の 請 所に 契約 

する こと は、 反って 彼等と 紛 爭を續 くるよ， o は、 寧ろ 有利の 條件 となる ことよ. て、 幕府の 口 入 

以外に、 私的 契約 を 以て、 請 所と する ものが、 漸次 增大 する 形勢 ともなった。 新 編 追加、 永 仁 七 年 

七月の 法令 「寛 元 以前 請 所 者、 不可 顚倒之 由、 先度 雖定 之、 御 口 入 地 之 外、 於承久 以後 請 所 者、 自 

今 以後 可 爲本所 進 止、.， 一 と ある ものが、 それ を 儼 示して， Q るので ある。 然し、 斯る 意味の 私の 請 所 

は、 この 契約 條件 として、 若し 地頭に 不法 行爲 があった 場合、 領 家より 自由に 解除す る こと を 専 る 

を 示す ので あるが、 事實 地頭 等 は 之に 從 はやして、 紛爭を 繰返して， Q た 事例が 多 いのも、 當 時の 實 

狀 であった。 從 つて 領家 側から 幕府に 對 しての 訴訟 は、 益々 頻繁と なり、 幕府 は 文 永 五 年 四月 二十 


五日の 法令 を 以て、 請 所と して 十 ヶ月 を經 過せ る もの は、 容易に 改替 する こと を 得 ざら しむる こと 

と 規定す るに 至った。 高野山 文書 續寶簡 集； S 治 元年 十二月 紀州阿 豆川莊 地頭 湯 淺家親 陳狀に 「抑、 

如 文 永 五 年 四月 廿 五日 關東 平均 御 式目 者、 請 所 事 廿ケ年 無 相違 處、 今更 不可 有違亂 云々」 と ある もの 

は、 正しく それの 適用 を 示して. Q る。 そ は 結局 幕府が 御家人た る 武士 を 保護 せんとす る 政策の 顯は 

れに 相違ない のであって、 種々 の錯雜 した 社會 上の 事情から、 當時 御家人の 窮乏 時代 を 現出した る 

それに 對 しての ー對 策で あつたと 見るべき である。 而 して 亦、 右の 平均 式目に よれば、 その後に 行 

はれた る德 政令に 對 しても 亦、 相 通 やる 意味が ある こと を豫 察せられる であらう。 

旣 にして、 鎌 倉 幕府の 國運を 賭して 戰 つた 元寇 役 後に は經濟 的に 御家人の 疲弊 甚 しくな つて、 彼 

等 は その 所領 を 非 御家人 其 他 衆庶に 賣 却讓與 する もの 續出 L、 今度 は 反って、 關東 御領 卽ち 幕府 直 

轄地內 に 於ても、 請 所と 稱 して、 沽券 (賣 買證 書) 質券 (質 入證 書) を帶 して、 衆庶 一 般に その 土 

地を領 する もの 多くな， o、 御家人 武士 は 益、 >  窮地に 陷. o、 玆に 於て 幕府 は 遂に、 彼の 德 政令の 公布に 

よって、 二十 ケ年以 內の賣 買 貸借 は價 格を辨 償す る ことなく、 本 主に 送附 せしめ、 非 御家人 さへ、 衆 

庶 一 般 との 契約 は年紀 如何に 關せゃ 悉く 本 主に 還 さしめ て、 御家人 救濟の 非常手段 を 執る こと、 な 

つたので ある。 斯る 場合に 於て は、 請 所 は 全く 一般の 賣買 地と 同じ 性質の もとに 取极 はる V こと、 
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なった ので、 其 は 永 仁 五 年 六月 一日の 評定に. 「請 所 事 者、 不可 違 沽却之 地、 不及 沙汰、」 と ある もの 

に 明解され る。 績 いて、 同年 七月、 寛 元 以前の 請 所は廢 止す る ことなから しめ、 幕府 口 入の 請 所以 

外、 承久 以外の 請 所 を 悉く 停お し、 本 所の 進 止と する こと 、した。 前 揭新編 追加 永 仁 七 年 七月の 規 

定は それで ある、 之 は 結局、 御家人の 權 利に 歸屬 した 請 所が、 多く は 非 御家人の 手に 轉讓 されて、 

今更ら 如何と もす ベ からざる に 至った からの 窮策に 出で たものに 相 逢ない。 唯 當初賴 朝の 手に よつ 

て 口 入され た 幕府の 諝所 にあって は、 由 緖を重 じて 特に 之 を 保護せ しめたと すべきで あらう。 

以上 は、 極めて 簡單 に、. 唯 普通 式 足りの ま V に 筆 を 進めて、 鎌 倉 幕府 時代 を 素通りして、 主と し 

て 法制 上の 立場から 請 所の 適用 を 見た のに 過ぎない ので あるが、 更 らに實 際の 所 例に 於て、 如何な 

る 徑路を 踏んで 其 は 地頭の 手に 渡されて、 彼等の 利用す ると ころと なった のか、 換言すれば、 其 丈 

け 公家 寺社 側の 莊 園が 侵略 せらる V に 至れる かを檢 討す る 順序と なった。  In 

其 第一 の 所 例と して、 注意に 値する もの は、 束大寺 文 害に 所 〜て， Q る、 同 寺領、 美濃國 茜部莊 

に 於け る、 文 永、 弘 安に かけての、 十二 三々 年の 期間に 演出され た、 同莊雜 掌と 請 所の 保持者 だつ 

た 地頭との 間に、 繰 返された 訴論 である。 勿論 それ は 何れ. の 場合で も、 訴狀の 習 ひとして、 原被 兩 


吿 それ どれの 言明、 並びに 提出され る證據 |e 類と 稱 する ものに は、 互に 信據を 置き 難き もの ある は、 

言 ふ 迄 もない ので あるが、 先づ 第一、 文 永 四 年 七月 維 掌 某原吿 となって、 地頭 代行 村の 不法 を 申告 

した 訴狀に 見ら る、 ところでは、 

「(上略) 設雖爲 武家 御 口 入 之 請 所、 如 今 所行 者、 尤足被 改易、 ^爲 武家 御 口 入 之 由 不備 一 紙之證 文、 何 背 寺 家 

之 命 自由 可柙領 哉。 凡 於 此請所 者、 良 應 年中 勸修寺 故 僧正 房 寺務之 時、 一 且雖被 宛 行 地頭、 更非 永代 請 所 之 

義、 仍其後 於 僧正 御 房 以後 六 代 者、 差 下 寺 家之雜 掌、 直 被 加 沙汰 了。 而新熊 野 僧正 房 寺 務之時 者、 地頭 代依爲 

廉直 之 仁、 年貢 所 濟可爲 憲法 之 間、 又 被 宛 行 了。 其 時 地頭 代 請 文 狀之常 御 莊可爲 地頭 請 所 之 由 被 仰 下 者、 件 

絹 已下員 數無 相違、 不論旱 水 損、 毎年 不 D 先例 可 令究濟 00S 如狀 者、 請 所 非 永代 之 儀、 可 爲寺務 進退 之 

旨 分明 也。 而於彼 一 任 者、 年貢 無 懈怠 之 間、 請 所 之 儀又不 相違 …； (下略)」 

とされて、 請 所の 效カ を、 武家の 口 入た る こと、 又 永代に 連續 して 中斷 せられざる 請 所 を、 最も 請 

所と しての 資格 を 具備せ る ものなる こと をカ說 せる ことであって、 之に よって、 同時代の 請 所が、 

未だ 法制 上 頗る 制限され て. Q た 實情を 知る ことが 出來 る。 故に 相手方の 地頭 代行 村 も 請 所の 效 力に 

ついては 總て之 を 肯定し、 唯 自分と して は、 その 資格に 合せる ものた る こと を 種々 の例證 によって 

した ものである。 右に 對 して デ， I トを 逸して は. Q るが、 恐らく 地頭 代行 村から 雜 掌に 宛て、、 
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提起した とすべき 訴狀が 見え、 それに は、 茜部莊 が、 以前 その 預所 から、 東大寺に 上納すべき 年貢 

を 辨じ難 かりし より、 貞應 年中 寺 家 は 所定の 年貢 を 納入し 得る もの を 請 所たら しめたる により、 之 

に應 募し、 爾來九 代 四十 餘年 を經 て、 自己に 至る 迄、 些少の 缺 怠な きを 述べて、 雜 掌の 訴訟が 理由 

なき こと を反駭 してぬ る ものが ある。 卽ち 

「(上略) 被 停止 地頭 請 所、 一 向 可 爲寺家 進 止 之 由、 欲 蒙 御成 敗 gs;^ 此條 存外 申狀 也。 其 故 者、 去 良 應 年中、 

自領家 東大寺 刖當 勸修寺 僧正 御 房、 被 仰合于 地頭 長 井 入道 殿 云、 當莊 年貢 爲預所 依 難 辨及闕 如、 然者、 絹百疋 

綿 千兩、 無 懈怠 被 致 其 沙汰 者、 可 爲請所 之 由、 以此旨 令 申 兩國司 mi 給、 自定于 請 所 已來、 旣領家 九 代年紀 

四十 餘年之 間、 有限 年貢 于今無 懈怠 之 上 者、 (中略) 所詮 任領家 御契狀 旨、 年貢 等 今 無 一 糜 懈怠 之 上 者、 非 地 

頭 奉公 乎。 (下略)」 

と 云へ る もので、 以上 は その 要點を 摘記した ので ある。 而 して 亦 其に 次いで、 弘安 元年 十二月 八日 

附、 幕府 は右雜 掌と 地頭 代賴廣 との 爭 論に 判決 を與 へて ゐ るので あるが、 それに は、 維 掌の 主張す 

ると ころ は 依然として、 この 莊 園に 於け る 請 所 は、 確た る 鎌 倉 幕府の 口 入に あらざる こと、 又 年貢 

未進 等 ある 爲、 請 所の 義を顚 倒せん とし、 非 公認の 請 所と して、 之を廢 止した る もの、、 いくつか 

の 列證を 擧げ、 isj しく その 處置 を、 本 所の 意に 任せん とする にある を 示して 居り、 又 地頭 代の 主張 


では、 當莊 が、 武家 口 入の 公認 請 所た る こと は、 貞應 年中の 領家 下知 狀に 明證 せられ、 五十 年來相 

違な きもの を、 何 ど 私の 請 所と 稱 すべ けんやと なし、 幕府が、 寛 喜 以後の 請 所に 相 逢な きを、 確認 

したる こと を も强 調し て 居 るので ある。 

此兩 者の 主張 を 裁 慮して 作成され た その 判決文に 見られる ところでは、 何れの 申 分 を も 確認せ や 

と雖、 假 りに 幕府 公認の 請 所たら やとす る も、 二十 箇年 を經 過した る もの は 相違な しとの 式目 (文 永 

五 年 二月 二十日の もの を 云 ふ) を 適用して 結局、 幕府 は 地頭 側に 勝訴の 判決 を與 へて. Q るので ある。 

然るに、 この 訴 論が 終って 五十 年後、 嘉曆 元年に 至って その 七月、 東大寺の 衆徒より、 更らに 茜 

部莊 地頭 亡狀の 旨を訴 出に 及んで， Q るので あるが、 右に よれば、 同莊に は、 嘗て 大江廣 元の 子孫と 

稱 する ものが、 地頭と して 强 ひて 入部し 來， o、 貞應 以來、 地頭 請 所と して、 所定の 年貢 を 納入す ベ 

きを ® 約し、 寺 門の 雜掌を 莊園內 に 立 入ら ざら しめ、 その 中に、 漸次 年貢の 納入 を 怠， o、 特に 前 地 

頒靜 瑜と稱 する ものより 甚 しくな り、 未進 額 遂に 數千 貫に 及んで ゐ ると 申告して ゐる ものが ある。 

此訴狀 の內容 が、 文 永、 弘 安の それと 如何なる 關 係に 置かれて， Q る もので あるか は、 簡單に は 了解 

されない ので あるが、 幕府の 武力 を 背景と して、 先づ その 有力なる 地頭 をして 强 ひて 入部せ しめて 

それから 地頭 請 所 を 取 込む やうに する 徑路 が、 頗る 明瞭に 示されて ゐる ことが 注意され る。 殊に、 
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文 永 六 年 十月 同 庄預所 賢 象の 陳狀中 r 當庄者 正員 地頭 殿 出 羽 守 殿 令于借 上而所 知行 來 也。」 と陳べ 

て、 武家 側から 借 上、 卽ち 強制的な 領知 方法に よ， o て その 目的 を 達した る こと を 云って ゐる もの は、 

その 翌月 武家 側の 地頭 行 村の 申立 狀に之 を 否認して ゐる けれども、 恐らく 「借 上」 なる 武力 行爲を 

以て、 知行の 目的 を 達せん とする 方策が 一 般に行 はれん としつ V あった ものと 考 へられる。 

次に、 高野山 文書に 見られる、 紀州 南部 莊の 場合 を 例示す るなら ば、 弘安 以降、 鎌 倉 末期へ かけ 

て、 同じく 莊官對 請 所 を 有する 地頭との 間の 紛爭が 一 聯 の速關 した 訴狀の 上に 極めて 明らかに 示さ 

れて .Q る ものが ある。 卽 ちその 第一 は、 弘安 元年 十二月 廿 七日 附、 南部 莊の 雜掌眞 善と 稱 する もの 

より、 地頭 藤 原 氏代憲 長に 對 する 訴論を 指す もので、 內容の 大要 は、 年貢 未進の 訴訟に 對 する 幕府 

の 判決で あるが、 右に は、 請 所 年貢 は、 將 軍の 下知に よって、 本 所 宛に 納入す る を本體 とすと なし、 

地頭 代が 其 を 延滞した 6 とすれば、 逢 法た るべき にっき、 宜しく 寺 家に 辨濟 すべし として 居り、 更 

ら に貞應 元年 九月 十三 日附の 幕府 下知 狀 では、 地頭 は、 寺 家の 訴訟に より、 五代に 瓦る 請 所 年貢、 

五百石の 納入 を 命ぜられて ゐ るの を 以て 見れば、 容易に 請 所の 正當 なる 規定が、 例へ 幕府の 下知に 

あっても、 履行せられ なかった 實 情が 明白に 知られる。 而 して 亦、 それ は 相次いで、 疋和五 年 正月 

二十 七日 附、 幕府の 判決 狀 によると、 同莊雜 掌より、 地頭 代 請 所の 年貢 未進の 訴訟に より、 重ねて 


未進 究濟を 命じて ゐ るので ある。 そして 遂に 嘉暦 元年 八月 廿 一日 和與條 件が 成立し、 地頭 代 沙彌蓮 

圓が 請狀を 出して ぬる こと、 なって. Q る。 右 請 狀の槪 要は、 地頭 請 所と しての 年貢が、 近年 連續し 

て 未進せ る を 述べ、 雜 掌の 訴訟に よる 六 波羅、 關東雙 方の 法廷に て 其 は 結局 和解の 成立と なり、 未 

進 年貢 一千 三百 餘石を 向後 三ケ 年間に 辨濟 する こと V し、 若し 不履行の 際に は、 地頭の 一 莊內に 於 

ける 所務を 停止して、 寺 家に て 直接 向後 五ケ 年間 知行 せんと 宣言し、 又將來 にあっても 請 所と して 

の 年貢 は 每年嚴 重に 納入す る こと を 約し、 若し 懈怠の 際に は、 何度な りと も 地頭の 所務を 停止し、 

その 度 每に向 ふ 三ケ 年間 は 寺 家の 知行と なさん とし、 雙方 とも 之 を 和與條 件と して 嚴 守すべし とし 

た。 斯る 場合 I 斯く 迄に、 未進の 年貢が 累加した 際に あっても、 領家 側と して、 斷乎、 地頭の 所 

務削 奪の 處 分に 出られなかった ところに 非 武家と しての 立場の 弱點を さらけ出して ゐ るので ある。 

桝 之に 加 ふるに、 第三 例と して、 山 內首藤 文書の 示す ところに 求めて みるならば、 延慶 元年 十二 

リ ー 八日 附、 備 後地 毗本鄕 の 雜掌道 祐と稱 する ものが、 地頭 山內通 資に對 し、 所 務を訴 論した 結 

采、 成立した 和與 狀を收 めて. Q るが、 それに は、 先づ 劈頭、 地頭の 無道に 堪 へや、 止むな く 和與法 

によって 長く 爾後の 爭論 を絕 つべき を 述べ、 當鄕の 下地 所務 は、 永代 地頭の 請 所 職と して、 領家方 

の卑貢 徵收の 任務に 當り、 その 爲 めに は、 領家 方の 莊官の 入部 を遏 め、 毎年 所定せられ たる 年貢 納 
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額 四十 二 貫 を、 懈怠な く 京 進し、 若し 領家 方が 請 所 を 破棄した る 際 は、 年貢 を 中分して、 地頭 之 を 

取得すべし、 又 地頭が 違約した る 場合に は、 請 所 職 を 破棄して、 雜 掌の 入部 を認 むべ しと 規定して 

ゐ るので ある。 それに 對 して、 六 波羅の 法廷に て 下した る 裁定で は、 右 協定 事項 を 認知して 確認の 

下知 狀を 附與 して ゐる。   

今 之と 相對 照して、 與福寺 文書に 見えた、 嘉曆 三年 三月 廿 七日 附、 安樂 毐 院領、 越 前 小山 茈 雜^ 

とその 地頭と が、 同 莊の請 所に ついて 和 與狀を 取 交 はし、 それにつ いて、 幕府の 附與 して ゐる 下知 

狀の 示す ところでは、 請 所 を 介して、 地頭の 權利を 伸張し つ V あった 一 事例 を 極めて 明確に 提示す 

る ものが ある。 それに は雜 掌の 主張す ると ころと、 地頭の それと に は、 各、 > それ- i\ の 立場に より、 

幾分 事件の 出入 ある を 免れない ので あり、 地頭 側の 和 與狀の 主張す ると ころで は、 始め 地頭 は、 何 

かの さっかけ で 莊內を 中分して、 地頭と 領 家に 各 別に 所得す る こと を 規定した ので あるが、 領家側 

の 中分 違犯に より、 その 代償と して、 地頭 請 所 を 得、 所定の 錢貨 九十 五 貫 文 を 京都に 送 進す る こと 

として、 莊內 一切の 所 勘 を 司 掌し、 若し 違背の 際 は、 請 所 を 破棄 せらるべし としたと 申 述べて 居 

り、 それに 對 して、 幕府から 確認 を與 へて： Q るので ある。 

この場合に ありて は、 地頭の 莊園 嵌入の 第 一 手段と して、. 中分 卽ち領 家 方と 地頭 方し」 5 所 務^ 


別 支配が あり、 それが 第二 手段と して 飛躍す る 時に 請^の 獲得と なること を定刑 としか や ある。 

斯くて 亦、 春 日 神社 文書に 示さる 、嘉 元元 年 九月^ 磨 久^ 美 莊內 地頭 藤 原秀綱 は、 始め 雜 掌の 非 法 

により 訴訟 和與の 後、 請 所 を捷ち 獲た ので あるが、 その 提出した 請 文の 示す ところに よれば、 若し 

契約 事項 不履行の 際 は、 宜しく 中分 せらる べしと 陳 上して ぬるので ある。 之に よって 見れば、 請 所 

は此 場合 莊內 所務 の分擔 よりも 有利なる 一 阒 支配の 形態に ある ことが 明白に 知られる ので ある。 

以上 提示した 諸 例 は、 地頭 側より 發 動的に、 諸莊 園に 喰 ひ 込んで、 請 所の 所定 を 契機と して、 自 

己の 勢力 を 伸張す る こと V なった ので、 換言すれば、 該當莊 園 は それ 丈莊 園と， L ての 機能 を、 地頭 

よ. O 佼 害せられ たる こと、 なった とす べきで ある。 然も、 亦 一 面、 莊園 領主の 側から 云 へ ば、 本 來- 

は それ どれ 莊官を 配置して、 之 を 支配せ しむる やうの 仕組に なって， Q たもの、、 特に 賴 朝の 地頭 設 

ぉ以 來、 彼等の 武力の 威嚇に よる 種々 の紛雜 せる 事件と、 之に 對 する 對應處 置に は尠 からぬ 苦慮が 

拂 はされ る赏狀 にあった。 

又 一面に は、 彼等の 武力 を假 用す る ことによって、 反って 有利に、 何よりも 主要 目的た る、 年貢 

徴收其 他の 便宜 を 得る 場合 さへ 亦靱 くない だら うとの 豫 想の 下に、 莊園內 の所務 を、 此等 優勢の 地 
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頭に 委任す る を 便宜 且つ 安全と し、 自發 的に 依賴 する ものが、 相當 にあった てらう こと を 思 はせ る 

ものが 亦 見られる ので ある。 單に 地頭と 稱 しても、 前 所 例の 如き 不逞な 行爲に 出で たもの が、 當時 

代の 幕府 御家人の 總 てく は 勿論ない。 中には、 能吏 傳に 特筆され る莊官 として 治績 を 擧げ、 頗る 精 

細に 亙って 規定され た 條項を 嚴守勵 行して、 莊內の 利益 擁護に 當っ たもの も 亦、 存在し なかった わ 

けで は 決してない。 

斯くて、 例へば 延長 二 年九條 道家の 處分狀 に 見えた 所領 中、 註記して、 地頭 請 所と した ものが、 

十數ケ 所に 瓦って 示されて. Q る もの V 如き もの は、 恐らく 彼等 を、 自發 的に 請負 者に 懇願して 依託 

した もので はない かと 思 はれる 理由 を認 むべき ものが ある。 卽ち 便宜上、 彼等 を 選 揮して、 請負 支 

配 人に 依託した こと 、なる ので ある。 そのこと は 吾妻 鏡延應 元年 七月 廿 五日 條に、 越中國 東條、 河 

口、 曾 根、 八 代 等の 諸 保 を 請 所と して、 京 定米百 石 を 以て 備 進すべき 旨、 地頭 等 去年 十一月 連署 狀 

を九條 道家に 提出し、 仍て國 使 入部、 勅院事 以下の 國使を 停止すべき 旨 を 以て、 やがて 國 司の 廳宣 

が あり、 それによ つて、 領家東 福 寺 は、 勅院事 以下 國使等 を 停止し、 地頭 請 所と した 旨が 所見して 

ゐ るので あるが、 此 等の 列記され たる 諸 保 は、 道家の 前記 處分狀 に 所見され た 地頭 請 所の 中の 其れ 

に該當 すべき ものである。 勿論 この 條文 丈け のみ を 以てして は、 地頭 請 所 任命の 事情が 必ゃ しも 道 


家 側の 希望と 發動 のみに よって 成立した とは斷 言出來 ない にしても、 その 結果から 見て、 道家の 諸 

領 安全の 方策と して、 父祖 以來 幕府との 宿緣 から その 威勢 を藉 り、 斯る 工作 をな さしめ たもの、 如 

く 察知して、 恐らく 過った 觀察 ではないだら うこと を考 へさせる。 其爲 めに は、 國使 入部 其 他の 停 

止と さ へな つて、 完全に 請 所と なし 終へ たものと 察知 せらるべき である。 

更らに 亦、 邊境領 知 不便の 地方に あって は、 殊更 殆ど 普遍的と 稱 しても よい 位に、 所謂 浮浪の 蔥 

黨が 跳梁して、 年貢 納入の 安全と 莊園內 の 治安と が保證 せられざる 常態 を 示して 居 6、 斯る 葸黨掃 

篛の 必要に 迫 まられ たる 主要 目的と して、 莊內の 請負 契約 を 成立せ しめたる s^、 尠 から や 見え 

て _Q るの は、 恐らく、 幕府が 天降り 的に 嵌め込んだ、 云 はく 公認 的な 請 所、 若しくは 地頭が 武力 を 

藉 つて 乘 取った 請 所と は 別に、 私的 請負の 成立に 主要なる 素因 をな さしめ たもので はない かと 思 は 

れる點 が、 極めて 濃厚^ 認められる。  . 

何よ 6 も その 一 適例と して 擧 ぐべき もの は、 興 福 寺 文書 中、 嘉曆 三年 二月 十八 日附、 地頭 代 親 綱 

の 提出 t た 越 前 小山 莊惡黨 退治の 契約 狀を擧 ぐべき である。 其に は、 

「ム<:3 莊內鄉 々、爲 地頭 請 所 被 仰 付 所 務候上 者、 惡黨 大納言 房、 不日 可 加 退治 候。 惣領御 管領 分、 同御雜 掌、 

？ま然 退お. N 時々、 致 €： 外 祕計可 令 退治。 若爲 無沙汰 者、 可 破 請 所之侬 時、 更ー言 不可 申 子細。 仍爲後 E、 契約 
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狀如 件。」 

と 誓言して 居り、 請 所 許與の 理由、 及び その 代償と して 要求す ると ころの もの を 示す ことが、 頗る 

明白で ある。 

更らに 其より 猶 少しく 時代 を 降下して、 觀應ニ 年 八月 二日 附、 高野山 領紀州 大部 莊 について、 衆 

議 起請せ る ものに よってみ ると、 惡黨 某莊內 を亂妨 して 所務 有名 無實 となれ る實情 を遺慽 とし、 偶 

i 請 人 を 立て V 所務 請負の もの ある を機會 として、 之 を 任用せ しむべき や 否やの 評議に 及ぶ も、 是 

非の 結末 成らざる により、 其處 置に 關 して 更らに 凝議して _Q るので あるが、 以上の 如き 場合が、 屢 

ふ 請負 者 を依囑 せし むる 動機 を與 へた くらう こと は、 容易に 想像され るので ある。 但し、 請 所の 惯 

用が 旣に 充分に 發 達して 以來 は、 利權 獲得の 樞 要が そこに ある こと を 知って、 地頭 御家人 等 は、 そ 

の 獲得 運動に 腐心す る こと V なり、 更らに 次の 時代に 至って、 急激に その 飛躍 展開 を 見る に 至った 

とすべき である。 

三 室町 慕府 時代に 於け る 請負 制の 進展 

鎌 倉 幕府の 倒壞 によって 出現した、 所謂 建武 中興の 新政に 於て は、 もとより その 一 nE. 遠なる 理想に 


よって 處理 されん とすると ころ は、 靳の賴 朝 以來、 鎌 倉 幕府の 方針と して 根 强く培 はれた 莊園 政策 

を 一蹴して、 一天 王土の 形ち に 引き 戾 さんと する 箬の もので、 記 錄所を 始め、 その他の 諸機關 によ 

つて、 亂後 紛擾の 極に 置かれた 莊園 制の 歸着を 示さん とされて 居る こと は認 むべき であるが、 足 利 

尊 氏 を 代表者と する 公家 反對 運動に 阻止せられ、 折角 着手され た 其 等の 意圖は 遂に 裏切られて、 殆 

ど 何等の 抑制 を 加 へ る こと も 不可能と な. o、 やがて 室町 幕府の 成立 を 見る こと、 なった。 

室町 幕府の 成立 事情、 及び その 機構 構成 は、 同じく 武家と は 云へ、 鎌 倉 幕府の それと は甚 しき 相 

違 を 認めざる わけに ゆかぬ。 殊に、 幕府の 統制 は當 初より 軟弱で あり、 從 つて、 鎌 倉 幕府に 於け る 

守護 地頭が、 賴朝以 來歷代 將軍執 權の强 固なる 統制 下に、 井然 たる 秩序 を 保持して ゐ たのと は大な 

る 相違が あった。 鎌 倉 幕府 は 御家人の 勢力 扶植の 爲 めに、 就中 その 勢力 中心 をな すと ころの 地頭 權 

の强 化を圖 り、 それ は 定石 通り 充分に 機能 を發 揮して、 更らに 幕府の 武力 を 背景と して、 その 著し 

さ 伸張 を 見た ので あるが、 それにしても、 あまりに 極端に 過ぎた 行動 は、 法の 肅 正の 爲 めに、 或 程 

度 迄 軌道 を 逸するな からしむ る 必要 を さへ 認められた ので ある。 然るに、 今 室町 幕府に 於て は、 

it 府の櫬 力が 其 程 尊重せられ や、 加 ふるに 社會 一般の 狀勢 は、 所謂 下剋上 を 以て 律せられ、 結局 前 

幕府 時代に ありて は、 莊園內 に 喰 込んで、 赏 力の 保持者と なった 地頭の 勢力圏の 上に 立って、 之 を 
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兼 保 せんとす る 守護の 勢力が 特に 增大 し、 その 勢力 培養の 根元 は、 莊園內 に 於け る 利權を 種々 の 

強制 手段に よって 奪取す る ことに 集中され る こと、 なった ので ある。 卽 ちその 表現の 一 として、 前代 

以來發 達した 請 所 を 取 込める ことが、 その 手段と して 撰ばる、 に 至った の は 當然の 成行きで ある。 

之 をー應 法制 上から 觀 察する こと、 しても、 室町 幕府の 初 政に は、 屡 5 守護の 權勢を 種々 の 方策 

によって 抑制した のであった が、 多くの場合、 其 は 唯 一 片の 通牒で しかなかった 結果と なった ので、 

所期の 目的 を 達成した と は 到底 思 はれなかった ので ある。 例 へ ば、 建武 式目 追加の 棄永ニ 年 四月 廿九 

日 附の條 項に は、 武家 被 官等 請 所と 號し 若しくは 約諾 をな すと 稱し、 所領 を 自由 押領 する を 禁じ、 

之 を 本 主に 避 渡すべき を 令して ぬる こと を 擧げ、 又 守護 人 非 法條々 中 「號請 所、 假名 字 於 他人、 4, 

知行 本 所 寺社 領事」 と 云へ る ものに よれば、 請 所の 手段に よって 莊園蠶 食の 工作に 出た ものが、 多 

く 守護 人であった こと を 明白に 指摘して. Q るので ある。 

斯くて 一般 莊園 にと りて、 請負 制の 進展 は 明らかに 著しき ものが あつたが、 もとより それ は、 前 

鎌倉時代に あっても、 公私と も斯る 方法 は相當 展開して， Q たものに は 勿論 相違な いとしなければ な 

ら ぬが、 今 室町 時代に 於て は、 幕府 將 軍の 公式 口 入と いふ 場合 は 割合 少なく、 寧ろ それ 以外の 私的 

關 係に 於て 發展 し、 前代に 於て は 殆ど その 核心 をな して ゐた とすべき 地頭の 請負お、 ^々下火と な 


つて、 他の あらゆる 莊園所 職が それ/い \ 同じ 行爲に 出る やうに 轉 化して 來 てぬるの である。 殊に、 

地下 請 卽ち莊 民 それ 自體 が連帶 して 請負 をな す やうに 至って 來 たの は、， 囑 目すべき 現象と して 觀ら 

るべき である。 而 して 亦、 請負の 諸條件 そのもの も 著しく 繁雜 となり、 又 前述せ る 如く、 その 形式 

に 於て こそ 恩 補 宛 給の 序 を踐ん でぬ る もの、、 その 具 示して， Q る 內容に 至って は、 極めて 明瞭に 精 

細なる 契約 方法 を列擧 し、 又 多くの場合 契約 年限 及び その 得分 を 規定し、 一般 經濟狀 態の 發 達と 共 

に、 その 對象物 は、 莊園 としての 主要 構成分子 たる 田 畠 等の 耕地の みに 限定 せられる ことなしに、 

關 所港津 等に 於け る 所得の 對象を も 請負 ふこと、 なり、 又 貨幣 流通の 發達 は、 多くの場合 收 得の 目 

的 物 年貢米 を、 和 市の 方法に よって 貨幣に 換取 する を 普通と する に 至ってぬ る。 それに は猶、 連關 

して 考盧 すべさ 多くの 問題 を 有って ゐ るが、 一 應斯く 片付けて 差砌 へ はないだ らう。 

以上 は當 代に 於け る 請負 制が、 漸次 展開され ていった 大體の 過程であって、 斯る 仕組に なって ぬ 

る莊園 經營の 工作 を、 自己の 所有して ゐる權 力に よって、 その 機構 內に 嵌入して、 勢力 培養の 目的 

を 達成 せんとした 代表者が 守護であって、 所謂 守護 請の 名稱の 下に、 その 工作 を 進め. ていった とす 

べきで ある。 

而 して 亦、 一方 莊園 領主 側で は、 豫め斯 かる 場合に 具 へんが 爲 めに、 契約の 上に 於て は、 それ ど 
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れ逢叛 條項を 喰 ひ 止める やうな 應急 個條を 並べて はぬ る もの、、 結局に 至って は 不履行の 場合が 多 

くな つてい つた 狀勢 であるが、 斯る 際に は、 莊園 領主と して 慣用され てぬ た 殆ど 唯 一 の防衞 法と し 

て、 請 所 を 取消して 直務法 —— 自己 譜代の 莊官を 派遣して、 支配せ しむる 方法 を 執る こと を 普通と 

した。 直 務法は 云 ふ 迄 もな く莊 園經營 そのものに 對 して、 元來 から 云へば 本體 たる ものであった 箬 

である。 請負 者の 介在な しに、 直接 莊民卽 ち 名主 百姓が 恩 補の 形式に よって 庄土を 宛 行され て 耕作 

し、 領家 派遣の 庄 家に 支配 せらる、 こと は、 請 所發達 以前の 本流と して 無論 依存され つ、 あった の 

である。 而し てこの 請負と^ 務 との 關係 は、 この 時代よ 6 更らに 次の 時代に かけて、 莊園崩 壞の斷 

末 魔 迄 支持され て、 辛うじて 崩壞 へ の 途上 を 一 歩たり とも 阻. せんとす る 役目 を果 さんと して ゐた 

ので ある。 然も 結局、 其 は 遂に 兩 者の 背景が 具有して ゐ る 勢力の 强弱 如何によ つて 決定され る 蓮 命 

だった こと は 悲しき 事實 であった。 以下 此 等の 各項に 瓦り、 序 を 追うて 較{詳 はしく その 考說を 重 

ねる こと V したい。 


先づ、 下級 莊官の 一 たる 下司の 請負 は、 高野山 文書 明德 三年 五月、 紀州隅 田 南莊が 元來本 寺へ の 

直納 地た る もの を、 有 勢の 寺院が 口 入せ る こと^よって、 その 下司に 對 して 請 所た る ことに 契約. し 


たる 一例に 明瞭に されて 居， o、 當該 下司の 提出した 請 文 三ケ條 に、 餘蘊 なく その 經 過が 解かる。 

更ら に領所 職、 代官 職、 所務 職な どの 所 例に 至っても、 多數の 協定 條文 を搜し 出す ことに 決して 

不足し ないだら う。 こ、 に 代官 職と 云 ひ、 所務 職と 云へ る は、 大體に 於て、 この 時代の 用例に て は、 

直務莊 園に 於け る預所 職と 額 似の ものと を呼稱 したので、 各莊 園に よる 慣稱 がその 名稱を 異にして 

_Q るまでで あると 考 へ られ る。 勿論 其に は 例外 は あるが、 其 等の 考說は 一 冷 の 場合に 讓る こと、 し 

て 玆には 省略す る。 

斯くて 此 等の 所 職 は、 それ^- 從來莊 園 管理の 當事 者と して 重要の 位置 を 占め、 莊園 領主の 配下 

に隸屬 して 勤務した ので あるが、 玆に 至って、 多く は 請負 關 係に 置 代 へられて、 莊務を 管掌す る こ 

とに なった と 見られる。 又、 給 主 職、 公文 職、 田 所 職な ど 比較的 下級に 位置す る各莊 官職の 請負 契 

約 も， 漸次 出現す る こと 、なった。 更らに 其 等の 中に 介在して、 領 家職が 地頭 職の 得分 を 請 所と し 

た 場合が 見られる の は、 少しく 異例と すべきで あるが、 例へば、 少し 時代 を 溯って、 若 王子 文書に 

所見して ねる 元應 元年 十二月 廿 六日 附、 淡 路國由 良 莊雜掌 地頭 爭論和 與狀の 示す ところに よれば、 

地頭 得分 を領 家が 請 所と して、 所定の 錢貨を 地頭 方に 納入す るの 規定と して. Q る もの k 如き は、 恐 

らく 赏 際に あ.^ て は、 幕府 有 勢 者との 舊緣に 於て、 領 家の 勢力が 地頭の それ を 凌ぐ ものが あって、 

第 I 莊 倒に 於け る諝負  三 1 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  ::-  f 

結局 か >- る 洁杲に 迄 到達した ものと 考 へて 間違 ひ は あるまい。 斯の 如くして、 東 寺 文書 應永 十五 年 

六月 備中國 新 見 wst 和 方 差 出願 狀に 「屬 地頭 請 之 地 之 條事舊 畢。」 と ある 如く、 地頭 請 所 は、 守護 請 

の漸 出す ると 共に 漸次 その 例 證が少 くな つてい つた 傾向に ある こと は 確かで ある。 

而 して 亦、 之と 相對摭 的な も. のとして、 地下 請の 出現した こと は、 時勢の 動向 を 示す ものと して 

頗る 與味 多く 觀 察される。 而 して その 先蹤 は、 旣に鎌 倉 幕府 時代に 於ても、 之 を 認め 得る.^ を 注 

意 せざるを得ない。 例へば 東大寺 文誊、 延應ニ 年 五月 十七 日附、 百姓 十餘名 連署して 大和 窪 莊を請 

斤と して 請 申して わるもの 、如き は、 その 文面に 表 はれた 簡單な 語句から は、 具有せ る 委細の 事情 

を 洞察す る ことに 困難 を 感ぜし むる ものが あると は 云へ、 この 早き 時代の 現 はれで ある ことに も、 

一 つの 重要な 意味 を 添加して ぬる ものが ある 卽ち、 

「請 申、 窪 莊御莊 百姓 筝請所 事 

合，、 肆拾^ 斛者、 

お 件御官 物、 無 懈怠 可 令 沙汰 進 也。 天下 一 同 旱損不 熟 之 時 者、 百姓 等 烈可令 申訴、 不然時 者、 百姓 各 可 令 沙汰 

進 之狀如 作。 

延應ニ 年 五月 十 t  行万 二 名 (以下 十四 名 略)」 


と 云へ る もので、 この 百姓 十數 名の ものが、 窪 莊一莊 に所屬 する 百姓 全部で あるか、 若しくは 一部 

であるか によって、 問題の 看 點が相 異なる ものに ならなければ ならぬ。 更らに 同 寺 文書に 文 永 七 年 

九月 窪庄 百姓 等 十三 名 連署して、 供來 先例に 任せて 請 申た る 旨 を 示した 請 文の 見られる の は、 爾來 

相速續 して 地下 請と なって ぬた ものである こと を敎 へる ので ある。 之と 較ぷ 遅れて、 正應 元年 同じ 

く 東大寺 領櫟 本鄕民 等と して、 土 打 段 米の 請 文 を 捧げて ぬる ものに は、 端 書して 櫟本庄 民 請 文棻と 

して 何れにしても 1 庄 民全體 としての 請 所 引受た る こと を 示して ぬる ものが ある。 

此等を 以て 見れば、 旣に鎌 食 幕府 時代に 於け る斯る 型體の 地下 請 は 相 當廣汎 の 範圍に 行 はれて ね 

たと せられる ので ある。 斯くて 東 寺領太 良庄に 於て 正 和 元年 十 一 月 庄民四 名 連署して 「百姓の な. か 

の 沙汰と して」 地頭 請の 名 地 以外の 所當を 沙汰 せんと 契約せ る もの、 如き 場合 I. 共同 地域に 對す 

る 自治 的な 計ら ひ を 宣言して ゐる ものが 見られる に 至った ので ある。 

而 して 斯る 百姓 中の 沙汰に 於て 請負 行爲の 認容 せられる 迄の 過程にば、 亦 谷 種庄官 百姓 等の 相互 

合问 しての 請負が 行 はれた 場合 も あるで あらう こと は、 東大寺 文書 建 武ニ年 六月 沙汰 人 等 三 名、 庄 

れ— 八 名、 有司 方 六 名、 百姓 十一 名 相 並んで 署 判し、 公方 色々 月 宛 用途 を進濟 すべき を 契約して ぬ 

る ものに 證認 される ものが ある。 それ は 柬大寺 所 屬の庄 官庄民 一 切 を 網羅した 合同 的な もの 、年貢 

笫 1 莊 園に 於け る諝負  三 三 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 四 

請負に 外ならぬ ものである。 然も 當 時代の 階級 觀 念から 云へば、 庄 官等に 於て はこの 地下 請の 盛 行 

は 自己 職能への 侵略で あり、 又 侮辱で もあった が 故に、 高野山に 屬 する 安樂 河庄の 公文 某 は、 該庄 

の 一 部が 庄 民の 支配に 歸 せんとす るに 會 して 歉 やとし 一 百姓 等に 御 預候事 ロ惜存 候。」 として 請負 額 

を 肴 加して 迄 も 自己の 手に 委せら れんこと を 申立て、 -Q る ものが ある。 之に は 歲次を 示して. Q ない 

が、 多分 室町 幕府 初期 頃の もので あらう。 

斯くて 室町 時代に 至って、 この 地下 請の 現 はれ は 充分に その 數を增 L、 重要なる 例 證が數 多く 展 

示されて. Q る。 それ 等に ついては、 更らに 後 節に 至って 論及す るで あらう。 

而 して 亦 一 方 都市の 發 達に 伴うて 屋地子 を 目的と する 請負 行爲が 地下 請の 形に 於て 見られる に 至 

つたこと が 注意に 上されて くる。 永享 三年 足 利將軍 義敎の 御敎書 の 示す と： ろに よれば、 和 泉堺の 

ss、 地下 請と して 七 百 三十 賞 文の 請 文 を 出して ゐ たと 見え、 地下 請の 公許され たこと を 明示し 

て、 そこに は 富裕なる 商人 階級の 勃 輿 を 如 實に敎 ふるものが ある。 右 請負の 主 體者は 勿論 市民階級 

に 之 を 求むべき である。 而 して 其 は、 莊園 領主た る 京都 相 國寺崇 壽院の 宛 文に よれば、 尠くとも 應 

永 二十 六 年 以前に 迄 溯る ことが 出来る とされて ゐる。 


靳る狀 態に 於て、 請負が 上下 各階 級 を 通じて 普遍的に 適用され る ことになると、 それに 從 つて、 

普通の 場合に 於て、 その 相互 間の 契約 事項 は 勢； 5 多種 多樣 になり、 又 利得 を獲收 する 上に 案出 せら 

れた 種々 の 科目が 規定せられ ざる を 得な くな つてき た。 先づ請 所と しての 正當の 得分と 目 せらる、 

請負人の 收入 は、 代官 職、 所務 職、 預所職 等の 比較的 高級 莊官の 場合で、 最も 割合の よい ものに あ 

つて 全收 入の 八分ノ 一、 若しくは 五分 ノ 一、 乃至 三分 ノ  一、  二分 ノ 一と 云った 風で、 到底 その 所得 

率 は 劃 一 的に 見られる もので はない が、 限られた る 史料から 歸納 したと ころで は、 五分 ノ 一  乃至 三分 

ノ 一  の もの を 普通と する。 其 等の 中には、 東 寺 百 4： 文書 文 安二 年 十二月 十 一 日附佾 牧莊代 赏 職 契約 

狀に 見られる 例と して、 訴訟事件の 起った 場合に 當 つて は 自ら 係爭 事件 一 切の 處理を 引受け、 領主 側 

に は 些少の 手 數をも 懸けざる を 以て、 右 代償と して 年貢 一 ケ 年分 を 粉 骨 分と して 自專 すべし と 云つ 

て. Q る 如き ものが ある。 更らに 亦、 莊內 一 圓を 單獨に 何年 かの 間 請負 ふ 期間 は、 得分 を領 家と 相 折半 

し、 更らに 直務の 代官と 共同に 管理す る 場合 は、 自己の 收入額 は 三分 ノ 一た る 旨 を 契約した ものが 

石淸水 八幡宮 文 誊至德 元年 五月 六日 附鹿 野別宮 代官 契約 狀に 示されて ゐる。 猶、 檢斷の 得分 等 は、 

火 體領家 二分 ノ 一、 代官 三分. v 一  の 割合にて 收 得した る 場合が 普通-たった 如くに 歸納 考察され る。 

又、 東 寺 百合 文書 康永 元年 十 一 月 十六 日 附所務 職の 請負 契約 狀の 示す ところでは、 領內 年貢 は 五 

第一 莊 面に 於け る 請負  三 五 


•H 地 及び 聚落 史上の 翳 問題  三 六 

分ノ ーを收 得する 定めと したが、 別に 領內 百姓よりの 請 粋 は t 三分 ノニを 領主 卽ち 寺院に 納入し、 

三分 ノ 一  は 私 得分と して 收入 する こと を約條 書に 加 へ て. Q る もの、 如き は、 請 所 を 有った 莊官 が、 

その 支配して ぬる 領主の 莊 地の 一 部 を、 自己の 手に よりて 百姓に 轉 貸して ぬた こと を 示す もので、 プ 

o 1 力 ー としての 存在が 明らかにされる。 之に よって 考察す ると、 莊內 經營の 方法 も 種， V の 複雜な 

方式に 分 たれて 居り、 其に 對 して、 それ， Y 各種の 得分 を 認容 せられて ぬ たものと 解せられ るので 

ある。 然し、 講 所の 轉貸 著しくて 質 入 等の 營利 方法 は、 表面上に 於て は、 多くの 領主 は 容易に 之 を 許 

容 しなんった ので、 旣に鎌 倉 幕府 時代に 於て、 正 應ニ年 六月 東大寺の 大井庄 下司 職の 輔佐に 當り、 

所 職 (請負) の 質入轉 賣を禁 上して 居る ことが 普通の 契約 様式であった こと を 示し、 時代の 降下と 

共に この 條件は 益、 > 煩 雜 となって ぬる ものに、 犯 過 人の 頻出せ る を 證據 立て V ゐ るので ある。 同じ 

東 寺 文書、 康永 十六 年閏 三月 廿 四日 附攝津 垂水莊 所務の 契約に よれば、 其 管理に 屬 する 下地 を 他人 

に 契約 寸る もの は、 犯 過 人た る を 以て、 斯る 場合に は、 法規の 定 むる ところに より 罪科に 處 せらる 

べき 由 を 誓言して. Q るので ある。 之に は、 遙 かに 後で は あるが、 福井縣 三方 郡 野 崎 文書 文 祿四年 十 

一月 二日 木 下 勝 俊 出す ところの 淀 書中に 「おとな 百姓と して、 下に 耕作 申 付、 つくり あ ひとる まじ 

き 事。」 とする 一 ケ條が 一 道の 脈絡 ある こと を 思 はしめ る。 


次に 又、" 寬正六 年 七月 廿 五日 附備中 新見莊 請負の 代官 職 契約 條項 中に も、 その 支配す ると ころの 

莊地を 自由に 寺社 或は 名主 百姓 等に 宛 行す る を 禁じ、 必ゃ 領主に 申告すべき 旨 を 命ぜられ てぬる こ 

と を 示して ゐる のが あ. o、 それ は 亦、 文 安元 年 十一月、 東大寺 八幡宮 料 兵 庫 北 關桝米 置 石 代官 職 を 

請負うた 油 倉 某が、 該 契約 狀に それ を 私に 餘 人に 申 付けざる を 誓言せ る を 見る ので あるが、 恐らく 

斯る所 例に ありて は、 單に 表面上の 形式に 過ぎない 結果に 立 至った 場合が 多かった ことで あらう こ 

と を 想像され る。 

又、 契約 年限の 規定に ついて 考察す ると、 之 は 多く 請負人が 職務 執行 上 逢 犯な き 場合に は、 一生 

之 を 解約せ やとして. Q るの を 普通と されて ゐ るが、 然し 一方に 於て は、 ーケ 年、 ニケ年 乃至 五ケ 

年、 七ケ 年と いふ 風に、 年期々 間 を 限定した 場合の もの も 凝くな く、 又 最も 長期の ものと して は、 

特殊な 事情 を 持つ ものであった からで は あるが、 更らに 後の 時代に 例證 せんとす る ものに、 五十 ケ 

年間と 定めた やうな 長期な 場合 も あ. o、 更らに 世襲 相 傳をさ へ 認めた もの もないで はない。 例へ 

ば、 前祸 高野山 領 南部 庄 にあり て は、 貞應 元年 七月 關東 下知 狀 案に、 五代 連 續の請 所た る を 申立て 

て ゐ る ものが ある。 然し 之 は、 元 來莊官 の 補任が、 恩 補の 形ち にある ことから、 子孫 相 傳の觀 念が 

斯る 形式と なって 表現 せらる、 に 至った ものと せらるべき 理由が 多分に ある。 

II 莊阅に 於け sgs 負  三 七 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三ヌ 

次に、 請負 契約の 方式が 非常に 精細と なって きた 一 斑に ついて 瞥見す るなら ば、 先づ第 一 に、 前 

代に は 未だ 其 程 迄に は 用語と しても 使用せられ や、 從 つて 多少の 融通 性 を 持って ねた 領主 へ の 年貢. 

の納附 は、 室町 幕府 時代に なつてから は、 漸次 請 切卽ち 一定の 額 を 凡そ 幾何と 見積り、 領主 側 請負 

者 側の 雙 方が 互に 協定して、 其 所得 額 を 所定の 時期の 間に 納入す る を本體 とする に 至った ことが、 

奢し く 注目され る。 故に 遠 境に 點 在せ る各莊 からの 年貢 輸送に 依る 運賃 等に 至って は、 之 を 領主 側 

の負擔 として、 唯 所定 額 を 正確に 耳 を 揃 へ て 納入す る こと を 以て 條件 とした 場合が 多く 見られる の 

である。 但し、 室町 幕府の 中期 以後に 至り、 漸次 頻繁に 賦課 さる、 に 至った 主として 幕府の 臨時 徵 

收 稅段錢 等に 至って は、 請負 者の 側に 於て 納入す るを條 件と した 場合が 頗る 多い こと を も 附記した 

斯くて、 各莊園 それ- J\ の 慣習、 若しくは 其 他の 事情に より、 勿論 例外 は あるに しても、 當 代の 

請負 文書に は 請 切 何程と して、 例へ 凶作の 場合 あるに 係 はら や 「請 切 之 地 損 免不レ 可い 叶」 と 規定す 

る を 常態と したので ある。 然し、 實 際の 蓮 用に 至って は、 條 文の 如何に 係 はら ゃ屢ミ 履行 せられな 

かった の は、 それ は 別問題と して、 專ら 利得の 上から は、 施行す る もの、 側と 請負 ふ もの 、側との 


間に、 打算的な 見積りが 作され てゐ たのであって、 斯る 故に、 諝負ふ 側に 於ても 掼得 到底 償 ふに 足 

ら やとされ た 場合に は、 躊躇せ や 之を辭 退す る 場合が 當然 起って くるの は敢て 異 とする に 足らな 

い ので ある。 

列へば、 東 寺 文書 七月 七日 附 (室町 時代の ものであるが、 歳次 を附 してない) 細 谷 莊の領 家職 を 

契約した 某 は、 請 料 二十 貫 文 を 十五 賞 文に 輕減を 乞 ひ、 然も 猶 損得 償 はざる 際に は 宜しく 別人に 宛 

給せられ たき 旨の 希望 條件を 申 述べて ゐる 如き は、 その 露骨なる 驅引を 示した 好例と 稱 すべ きで あ 

らう。 然も、 一 且 有利 だとの 見込が ついた 以上 は、 相手 は 種々 の 武器 II. 或 者 は 所謂 權門 勢家の 口 

入、 換言すれば 威勢 者の 直接 助言 を 乞 請し、 若しくは 自己の 所有した る 武力 を 振り翳して、 强 ひて 

I 円 B を 敢行し、 目的の 達成に 驀進せ る もの ある を 知る ので ある。 斯る 場合、 相手 は 一人に 止ら や、 

多數 の銃爭 者が 之 を 望 申して 目的の 達成に 力漕す る を 常習と して ゐ たから、 之に 對 して 競 望と 呼稱 

する 用語の 出現 を さ へ 見た ので ある。 

斯くて 後、 請負 契約の 成立す るに 至った 際に は、 宛 給 者から 任 料 を徵收 する ことが 普通と され 

た。 之 を 初 任 粋、 補任 钭等種 々の 名目の 下に 呼稱 して- Q るので あるが、 之 は 一 つの 利 權に對 する プ 

レミ ャム などの 如き 性質の ものに 該當 すると 考 へられる ので、 莊園 領主 側に あって は、 その 補任お 

第 1 莊 園に 於け る諝食  三ォ 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  四 〇 

の收入 を、 請負 地に 於け る 重視すべき 財源と して. Q た, きもの も、 決して 稀れ ではなかった。 之 を 

南都 大乘 院尋 尊の 曰 記に ついて 指摘 するならば (£is)、 寺領 中の 要所であった、 越前國 河口 莊の內 

細呂苴 上方 政所 を、 大館 某に 請負 はせ た 際の 補任 料 は 七十 貫で あつたが、 それに 對 する 納貢總 額 は 

年額 百 十四 貫餘 であった から、 II 年額の 六 割强、 可な り 多額の 附 加負擔 であった と 云へ る。 尤. も 

尋 尊に 特筆され た大館 某の 如き は、 一 旦 契約 を 取 結んだ が 最後、 爾後の 納貢を 完全に 仕 終 はす やう 

な 律義な 請負人で は 決してなかった ので ある。 而 して 亦、 斯る任 料な ど を收入 資源の 主なる ものと 

して、 生活への 補給と して ゐ た 白き 手の 在京 小 領主 は、 數 多く 存在して. Q たので ある。 更ら に猶、 

斯る任 料の みなら や、 或は ー獻 料と 稱し、 酒肴 料 等と 稱 する 名目の 下に、 種々 の附 加せられ たる 費 

目 を も加徵 し、 要するに、 領主と して は、 規定の 請負 年額の 確納を 期せられ ざる 常態に ありて、 寧 

ろ當 初よ， o 各種の プ レミ ャム を 競 望 者より 納入せ しめて 利得 率 を 高めん こと を 計った 狀況 にあった 

とも 云 へ る。 

次に、 請 人 を 要する ことが 必須 條件 となって 來 たの は、 旣 に序說 にも その 所 例 を 示した 如くで あ 

るが、 猶東寺 文 * 應永 二十 九 年 正月 二十  一 口 方 評定 引付に、 攝津 垂水莊 代官 職 施行に 關し、 請 人の 

ことにつ き 「^請 人 無 之 者、 不被恩 補歟」 として ゐ るのに も、 その 重視され た こ とが 知られ. る。 應 


永 三十 一 年 三月、 東寺領 河原 城の 請 人 成 貞は、. 請負人の 年貢 不納に 對 しその 義務 を果 したが、 「自今 

不可 餘請人 候。」 と 宣言して 之を辭 返して ゐる ものに その 實狀が 示されて ゐる。 されば、 請負 者に 對 

する 不安から 抵當金 若しくは 敷金 等に ありても、 契約 法の 上に 見ら る V ところでは、 奢し く 巨額 高 

率に 上って ぬるの を 例と する。 東 寺 文書の 示す ところでは、 康曆ニ 年 七月 卅日 附近 江 三村莊 代官 職 

の 契約書の 上に 書 並べられた 抵當 物件 は、 洛中 四 條京極 住宅、 左 京 九條の 敷地 (それ は 八 丈 四方の 

面積 を 持って ぬた) 及び 三 村莊內 にある 住宅 名 田 全部で、 萬 一 約束 不履行の 際 は 取り上げら るべき 

由 を 述べて. Q るので あるが、 右莊 園の 請負 總額は 年額 七十 石に 過ぎなかった の を 見る と、 抵當額 は 

相當 過大に 要求され て： Q た 實狀が 見られる ので ある。 

又、 嘉吉 三年 十月、 東大寺に 攝津兵 庫 北 關の桝 米 及 置 石の 代官 職 を 請負うた 相國 寺々 僧 等 は、 年 

額 見 積 九 百 貫 文に 對 して 敷 錢 二百 五十 賞 文 を 提供して. Q るので あるが、 この 敷金 は 證據金 若しくは 

保證 金と 云った 性質の ものと して 解釋 される もので、 前者と は 少しく 相違して 居り、 月 割にして 請 

负額を 萬 一未 進の 際、 その 中から 相當分 を支拂 はせ る爲 めの もので、 若し 剩餘 ある 際 は、 之 を 決算 

後 返送す る ことに 規定して _Q るので ある。 而 して、 其の 更らに 所定 年貢 延滯の 際に 當 つて は、 一貫 

文 宛 五十 文の 利息 を支拂 ふこと を條 件と し、 それ も 三月 以上に 連 亙の 際に は、 契約 を 破棄す る 旨 を 
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定めた ものが、 東大寺 領越 中高 瀨莊 代官 職 請 文、 永 享ニ年 十 一 月 十九 日附の ものに 所見して. Q る こ 

と を 注意したい。 

更らに 亦、 一 旦請 切りと して 確定した とされる 年貢と 雖、 それ は 決して 決定的な もので はなく、 

他の 多くの 莊 園が 請負 額を增 した 場合に は、 其 等の 所 例に 倣 ひて、 同じく 增額 せらるべき こと を條 

件と せられた ものが 見られ、 更らに 積極的に は、 領內 への 賦課 年貢 夫錢 等、 一切 時期 を 逸せ や、 莊 

民 を 強制して 蓮 上 を 計らし め、 和 市に 至って は 私曲 自由の 義 なく、 取引 商人と 交渉すべし とし、 莊 

官 としての 一 大 重任 は 實に和 市の 技量に ありと して 利得 を圖 らしめ、 又 年貢米の 賣 買に 當 りて は、 

賣 るに 小 斗 を 以てし、 大斗を 以てすべ から やと 誨 へて ぬる 例 は、 宽正六 年 七月 二十 五日 附、 東寺領 

俯 中 新見莊 代な 職 猜狀に 所： i して ぬるめで ある 力、 此； の 條件は m に^ねの^ 合の みに^ 定 せられ 

やして、 一般的の 領知法 —— 當 時代に 於て は直務 地の 場合で あるが、 その 在勤 莊官 に對 しても、 領 

主 は 同じ 意味 合の 條項 を與 へて ぬるので ある。 何れにしても、 前代より は 格段に 宛 行者と 被 宛 行者 

兩者 間の 契約 條 項が 繁瑣 になった 一 面 を 充分に 窺知す る ことが 出來 るで あらう。 

而 して 亦、 宛 給 者と して 最も 恐る V ところの もの は、 所謂 權門 勢家の 口 入 を 可能と し、 又 之を揚 

言す る 競 望 者で あり、 殊に 權門 そのもので もあった。 南都 大乘院 寺 主尋尊 は、 康正 三年 八月 越 前 河 


ロ莊 內細呂 t 且 等の 請 所に つき、 それ を 大館兵 庫に 宛 給す る ことに 決意した が、 旣に 前述した 如く 大 

館 は元來 公武に 緣故 多き 權 門の 仁た るが 故に、 常習と なり 勝ちであった 年貢 不濟 等の 際に は、 寺 門 

としても 頗る 困難と なるべき を 以て、 右 理由の 下に 一 應之を 拒絶して ぬるの は、 彼等が 權 門の 勢威 

を 笠に 着て、 常に 不法 を 事と した 蔥例を あまりに 多く 知り 過ぎた からの ことで あつ た 

其と 同時に、 對躕 的の 關係 にある 請負 者が、 莊內の 百姓と 相 通謀す る こと は、 莊園 領主と して 深 

く 警戒した ところで あり、 之 を防遏 せんが 爲 めに は 請負 契約の 條 項の 中に、 百姓 等との 合體を 禁止 

する こと を^ 調す る 必要が 生じて 來 たので ある。 それ は實 に、 地下 人卽ち 庶民 階級の 勢力が 格段に 

伸張して 來た 時勢の 反映と して 觀 察する ことに も 意味が ある。 

斯くて 普通の 請負の 場合、 若し 約諾 不履行の 際に は、 前記 美 濃 茜 部莊に 於け る、 至 德四年 四月の 

,同 代官 職の 契約 法.^ 例示して みると、 領庄 側よりの 條件を 履行せ ざる 際に は、 地下の 止 住 を 禁止し 

て gl:^ され、 酋、 濃 尾 兩國の 守護に 通牒して、 國 中を拂 はる、 も 子細 を 申さ やと 迄嚴 命され て 居り、 

所^、 所拂、 國拂の 嚴刑を 以て 處 罰される こと を 表明して. Q る 場合が あるので ある。 

以上 大體、 漸次 瑣 細な 契約 條 件の 下に 展開して 行った 當代莊 園の 請負 法の 一 斑 を 述べた ので ある 
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が、 此 時に 當 つて、 あらゆる 手段 を 講じて 莊園內 に 入り込ん できた 請負 者の 狙 ふところ は、 その 大 

體は云 ふ 迄 もな く不當 利益の 强制的 獲得であった。 此 故に、 永享 十二 年 三月 高野山 根本 大塔雜 掌の 

言上 書で 見る と、 寺 領備後 太田莊 は、 學者 周知の 如く 高野山と して 最も 重要視 された 資源 地の 一 つ 

であり、 從 つて 其 利權を 略取 せんとす る 目的 を 以て 立莊以 來卽ち 鎌倉時代の 當 初から、 旣に 地頭 其 

他の 御家人の 不法 入部が 絕 えなかった のであった が、 今や 室町 幕府 時代に 至って、 守護 山 名 時熙、 

將 軍足 利 義滿の 御 敎書を 獲得して， 年額 千 石の 請 合 約定に 成效 する に 至った ので ある。 同莊は 元來、 

树年 年貢米 千 八 百 石 及び 布帛 五十 餘反 を納 るべき 規定で あつたが、 斯く 年額に して 約 二分 一 を 値切 

つて、 守護の 手が 玆に 結び付く やうに なった ので ある。 然し、 寺院 側に 於ても、 彼等が 常習的 契約 

の 不履行 者た る こと は あまりに 明白に 豫 想され たこと なので、 絕 えざる 怨訴の 上、 極力 之 を 容れざ 

らし めんと したが、 結局 止む こと を 得 や 請負 はる >こ と、 なり、 その 結果 は 果して 應永九 年から 永 

享十 一 年 迄に 二 萬 六百餘 石の 未進 I 最惡の 場合の 豫 想が 不幸に して 的中す る こと V なった。 卽ち 

この 期間 三十 八ケ 年、 每 一 ケ 年に 約 五 百數十 石の 割合 を 以て、 當初 契約せ る 請 切りの 年額し か 納入 

しない 結果と なった ので、 領主 側と して は、 より 早く 直務 地に 還元して、 滿 山の 愁眉 を 開かん こと 

を 訴願^ 及んで ゐ るので ある。 尤も、 この 年貢米 未進 額の 計上 は、 猶 h 通 別の 愁狀 に、 應永 三十 玉 


年 乃至 永享十 一 年 迄 十二 ケ 年間に 五 千 五 百 六十 七 石と せる ものが あり、 之に よれば 一 ケ年 平均 四百 

六十 八餘 石の 未進と なり、 前 數とは 小異 あるが、 何れにしても 一山 經營の 重要 問題と なった ことに 

相違 はない。 然も この 時熙の 乃父 時義 は、 甞 てこの 太 田 庄の爲 めに 極力 武家との 侵害 的な 契約 を 停 

止せし めて 年貢の 寺 家 直 納を圖 つた 恩人であった 丈け に、 一段の 皮肉 を覺 える ので ある。 ， 

更に 猶 少しく 時代 を 降下して、 寬正ニ 年 八月 柬寺々 領備中 新見莊 の例證 にあり て は、 同莊の 代官 

安富 某 契約 を 履行せ や、 嘉吉 元年より 寬正 元年に 至る 二十 年間の 年貢 額 二 千 二百 餘貫を 未納に 附せ 

る を 以て、 寺 僧 等 安富 を 免職して、 直務 地たら しめんと する 運動に 及んで 居る こと を 示す ものが あ 

り、 又 歲次を 逸して ゐ るが、 東 寺 領周防 國美和 莊內に 於て は、 守護 大內 氏の 代官 某 數十ケ 年に 亘り、 

千 三百 餘 貫の 年貢 を滯钠 して、 幕府 宛に 訴狀の 提出に 會 してぬ るが、 此 等の 中 太 田莊に 於け る 山 名 

時熙の 場合 は、 守護 請に 該當 する もので あり、 以下の 二 例 は 代官 職と しての 場合で あるが、 何れも 

その 訴 論の 結末 は 示されて ぬない にしても、 結局 領主 側の 泣寢 入に 終った くらう こと は、 殆ど 間違 

ひ なく 想像 さ れ るので ある。 

^らば、 以上の 如き 守護と しての 權カ によって 強制的に 行 はれた る 請負 行爲、 乃至 各種 莊官 の權 

門 勢家 を 背景と して 計畫 的に 年貢の 不法 強奪 を 敢行 せられた 場合の 處置は 如何にな された か。 斯る 

笫 一 莊凼に 於け る諝負  .  四 五 
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場合に は 勿論、 違犯 請負 者 を 解約して、 新規に 別の 請負 者 を 求める こと を 計った^ら うこと は豫想 

される ので あるが、 更らに 最も 普遍的に は、 直 務卽ち 直接 管理 方法 を 執る こと を 慣習と して， Q た 場 

合 を 多し とする ので ある。 故に、 前記 備後 守護 山 名 時 孵が 太 田莊の 年貢 滞納の 際に 於て は、 高野山 

根本 大塔雜 掌 は その 訴狀に 「元の 如く 寺 家 直務の 成敗 を 蒙らば 满 山の 愁眉 を 開かん 一 と 述べて. Q る 

次第で あり、 又 東 寺々 領新 見莊の 場合で は、 東寺雜 掌の 言上 書に、 同莊 地下 人 等 不逞の 請負人 安富 

某 を糾彈 して 東 寺 自ら 直務 あらん こと を 乞 ひ、 神 水 一味 之 を 契約せ る を 述べ、 雜掌 としての 意見に 

あ， o て も 「直 務 して 未 來の 知行 を 全くすべし」 として. Q るので ある。 されば 斯る 場合 を豫 想して、 

請 所と しての 請狀に は、 契約 違犯の 際 は 何時たり とも 之 を 解除して 直務 たる こと を 承認す る 旨を揭 

出さる V こと を 常例と し、 幕府 も 亦斯る 訴訟の 際に は、 猶豫せ や 原 契約 を 破棄して 直務 たらしむ る 

こと を 命令に 及んだ ので ある。 例へば、 寬正七 年 二月 附石淸 水 八幡宮 領丹後 鹿 野 及び 筑後三 原莊に 

對し、 それん \ 違犯 あ， o たる を 以て、 直務 たらしむ る こと を 各 守護 人に 命令した 如き 場合が 明示 さ 

れ てぬるの である。 更ら に^ 野 山 文^ 所收、 文 安二 年 十月 紀州辆 淵 莊供僧 等 六十 八 名の 一味 連署の 

券狀に 示す ところに よれ ぱ、 同 莊を請 所と して 管理した 下司 等の 年貢 未進の 犯狀 明らかにさる 、に 

及び、 之 を 追放に 處 すると 、もに 「請 文 幷に請 所の 大法に 任せて 直務 あるべし」 として、 一 味 同心 


の 誓約 を 固めて ぬるので あるが、 特に 請 所の 大法と 特記せ る ものに、 直務が 重要なる 莊園法 管理 原 

型と して 認められ、 それだけ 頻繁に か、 る 違犯 事項が 惹起して ぬた かの 實狀を 示す ので ある。 

而 して 亦、 多くの場合、 直務 卽ち莊 園の 直務 管理に ありて は、 莊園 領主の 派遣す ると ころの 莊官 

は、 常に 莊 民と 相交涉 する こと 、なる を 以て、 多く 其 等の 莊官は 領主の 譜第 たる こと を 常態と し、 

莊 民との 接觸 にしても 比較的 密接で あり、 支配 關 係が 槪ね圓 滑で ある ことが 普通と されて ゐた が、 

講 所の 莊官 は、 勿論 例外 は あるに しても、 槪 して 云へば 對 莊民關 係が W 滑を缺 き、 殊に 莊內に 衣食 

する 奮莊宫 との 對 立が、 常に 彼等 を 介して 二重に 莊 民との 感情 を 離隔した 場合が 多い こと を 認めな 

ければ ならぬ。 故に 多くの場合、 莊民等 は 請 所 莊官の 年貢 延滯 等の 行爲を 惹起した 際に は、 忽ち 一 

揆 結合して 莊官を 排除し、 直務 地た らんこと を 切望す る 旨の 意志 を、 強硬に 主張す る ことが 屢ぶ例 

示されて. Q るので ある。 此點 更らに 後の 時代に 於て 言及 せんとす ると ころで あるが、 兎も角 下剋上 

の 瓜 潮が 漸次 瀰漫 して、 其 は 武士階級より 更らに 下層 民衆の 間に 及ぼされ たる を 以て、 彼の 近世に 

至って 頻出せ る、 所謂 百姓一揆の 如き 型 體に屬 する 庶民の 反抗 運動 は、 旣に此 時代に 於て それに 近 

似した 形ち に 於て 勃發 された 例， 澄が 漸次 出現し つ、 あった こと を 否まれない ので ある。 
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以上 粗ぶ、 鎌倉時代から 室町 末期 卽ち應 仁、 • 文明 亂の 演出され た 時期に 至る 迄の 期間に 於て、 前 

代に 其 端緖を 見出され か、 つた 莊 園に 對 する 崩壞 工作が、 請負 行爲を 根幹と して 進展し つ V あった 

かの 徑路 を槪觀 した 積り であるが、 其 は 要するに、 室町 幕府の 機構が 鎌 倉 幕府の 其に 比較して 著し 

く 統制 カを缺 除して： Q た爲 めに、 特に 守護の 勢力 伸張と なり、 守護 は 亦 彼等の 勢力 要素の 擴 充の爲 

めに、 前代に 於て 旣に獻 立され てぬ た莊園 機構へ 喰 ひ 込む ことの 必要 を、 その 權カ 行使の 下に 比較 

的 容易に 遂行す るに 至った とせら るべき である。 之に 對 して、 一般 莊民は 宛然た るブロ ー 力 ー とし 

ての 請 所 莊官を 拒否す る ことの 感情に 置かれた る もの 多く、 領主と 合體 して 直務の 手段 を 執らし 

め、 一 莊の 安泰 を 所期して ぬた とされる。 そこに 莊民對 莊官の 相剋が 漸次 深 酷と なって、 下剋上の 

一般的 傾向が 更らに 拍車 を 加へ、 其 は 次の 時代に 至って、 更ら に名狀 すべから ざる 混亂狀 態に 陷る 

こと を 暗示せ しめる ものが あつたの である。 

四 請負 制の 普遍 化と 莊園崩 壌への 轉廻 

成立の 動機に 多くの 不純 工作が あった 爲 めに、 奢れる 部下の 權臣等 を、 徹底的に その 統制 下に 歸 

服せ しむべく 敢行せられ なかった 室町 幕府の 將軍 は、 歷代 その 臣 僚の 爲 めに、 內兜を 見 透され る 立 


場に あつたが、 其 は 遂に、 應仁、 文明 亂に 至って 幕府と しての 統制が 全く 保持す る 能 はざる 現狀暴 

露に 直面され る ことくな つた。 この 一 亂は、 頗る 鮮明に、 形式 上連續 して ぬる 室町 幕府に 一 大線條 

を 劃して、 これよ. o 以降の 幕府 は、 殆ど 全く その 存在の 意義 を 有せざる ものと なった。 

斯る 時勢の 變轉 期を經 過して、 旣に當 初の 實カを 失墜し かけて： Q た 諸國の 守護、 守護に 代 はって 

實 力の 保持者と して、 活劇 中の 主役 者た らんと しつ、 あった 守護 代、 その 又 代 等々 は、 見限りよ く 

焦土の 京都む 撤退して、 所在の 根據 地に 歸還競 立し、 領土の 擴 張と 統一と を 企 園して、 やがて 時代 

の 終末に 至る 迄に は 殆ど 全國に 瓦って、 それん \ 一  應 所謂 新興 大名 領土の 成立 を來す こと、 なつ 

た。 而 して、 この 際に 於け る、 第一 次 領土 併合の 犧牲 となった もの は、 何よりも 公家と 寺社との 所 

領を主 核と して 擧げ なければ ならぬ。 

彼等 は、 旣に 早く 平家 專權 以來、 鎌 倉 幕府 時代に 於て 武家 吞噬 の對象 物と されて はぬ たが、 彼等 

の 保持して. Q た 歴世の 餘勢 は、 未だ 全く 武家の 手に 之 を 奪取され る 迄に 至ら や、 名實 ともに その 餘 

喘 を 保って ゐ たので あるが、 (その 對 武家 感情と 公家と しての 立場 を、 早くから 最も 深 酷に 述べて. Q 

る 代 辯 者に 明月 記に 見られる 藤原定 家の 感懷が ある) 今や 時勢の 推移す ると ころ、 遂に 公家と して 

は實 力の 隨伴 せざる 徒らに 高き 位置と、 寺社と して は佛 神の 背後に 隱れた 信仰の 假 面を剝 がれて、 
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彼等の 擁して. Q た 勢力の 資源と しての 莊園 は、 殆ど 擧げて 武家の 手に 奪取し 盡 さる、 迄に 立ち至つ 

た。 權門 としての 一 代表者た る、 一條 兼 良の 文明 一統 記 を卒讀 する もの は、 時流に 卓立せ る この 名 

相が 如何に 辭 柄を盡 して、 當代 守護 等の 領土 併呑の 無條理 なる かを說 きたて V ゐ るかに 注意せられ 

るで あらう し、 又 同じ 奢 者の 桃花 蘂 葉の 說述 にあり て は、 堂上の 主班た る 位置 を 占めたる 一條 一家 

の 祖先 以來 傳來 せる 所領が、 如何に 諸國の 守護 その他の 武人の 魔手に よって 押領 せられつ、 あるか 

の實狀 が歷敍 して あるの を 知る であらう。 而 して 亦、 その子 南都 大乗 院尋 尊の、 近 來諸國 の 大名 等 

が 武威 を 以て 寺社 本 所領と 號し 押領を 事と せる を、 痛嘆せ る 繰言 を 見たならば、 莊園 崩壞の 最終 幕 

が、 斯る狀 勢の 下に 閉ぢ られ、 そこに 賴朝 以來の 宿志 を 果たす ことが 出來 て、 食み 盡 され 嚙み 集め 

ら れた莊 園 の 母胎の L に、 ^ゆ 制樹 ひ- の N 的が お 後 のゴ T ルに 人った こと を 示さる 、 の を 知る の で 

ある。 而 して、 斯る 急激なる 莊園 ^呑の 過程に 於て、 請負の 方法 は實に その 主流と なって その 目的. 

を 達成せ しむる 上に 利用され て ゐ たこと を 承認し なければ ならぬ ので ある。 

この 時代に ありて は、 當然の 事象と して、 無力の 權門 寺社な どに 於て は、 所謂 直務 として 自己の 

莊官を それ. t 所領 莊 園に 配置して、 支配と 取得との 權 能を發 揮せ しむる ことが 到底 困難なる 事情 


-に 置かれた る ものが 益々 多くな つて 來た。 勿論 斯る 現象 は 今に 始まれる ことで はなく、 旣に鎌 倉 時 

代の 請 所に 於ても 取扱 はれ、 か V る 例 證は旣 に 前掲した ことで あるが、 其 等 は 又 管理 方法の 便宜に 

出で たやうな 所 例 もな いではなかった が、 今の 場合に ありて は、 辛うじて その 一 生 懸命と せる 生活 

資源と しての 莊 園が、 存亡 如何の 境界線 上に 置かれた る ものが その 多數を 占む るに 立ち至つ たので 

ある。 それが 爲 めに は、 請 所と しての 契約 條 件に 非常なる 不利が あ， o、 又 契約 遂行 後に 於け る 不法 

行爲の 不安が 豫 期せられ る 場合 を 充分に 察知 せらる、 にも 關 はら や、 止む を 得ざる 立場から 依託 行 

爲が績 出して 見られた ので ある。 

斯 る例證 として、 最も 顯 著なる ものに 東 寺 文書に 見られる 若狹太 良莊の 場合が ある。 太 良 莊は其 

程 大規模の 莊 園ではなかった が、 東 寺々 領 として 京都に 近 かりし 爲 め相當 重要の 地位 を 占め、 從來 

餍々 その 代 宫對莊 民との 間に 爭議を 惹起し、 若しくは 傳領關 係の 複雜 だった 理由から、 よく ^来で 

も斯る 場合の 例證に 引用され るので あるが、 今 請負 關 係の 問題に ついては、 長 祿四年 四月 附の 契約 

狀 (三 通 あり。 內 二通 は 請負 者よ. o、 一通 は 寺院 側より、 それ どれ 交換した ものである。) によれ 

ば、 要するに 領主た る 寺 家 無力の 爲め、 寺 領卽ち 太 良莊は 地方 守護の. 爲 めに 押領 せられ、 半濟 分と 

なって 永年 不知 行に 歸 せる もの を、 ！！ 1| 負 者た る 公文 某 は、 公私の 計略 を盡 して 之 を 恢復 せんとし、 
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五十 ケ 年の 長期に 瓦り て 之 を 契約し、 收 得の 年貢 は 折半の こと、 協定し、 飽迄寺 家の 利益 を 計りて、 

萬 一 不法 行爲 あらば 年貢の 直納を 認め、 五十 年後に は 寺 家の 自專 となすべき こと を 誓約して ゐるも 

ので ある。 

此例證 は、 前揭 高野山 領 太田莊 などの 其と は 相 逢して、 強制的に 莊 園の 利得 を獲收 せんとして 發 

動した 計畫 的な もので はなく、 寺院 側より 懇願 的に 發 動して、 方に 廢 亡に 瀕せん とせる ー莊の 立直 

し を 請負 條件 によって、 - —五十 年に 亙る 非常に 長 時期な 而も 有利な 條件 によって 依賴 したので あ 

る。 この 結末が 如何なる 狀 勢に 展開して 行つ たかは 關係 文書の 缺 如から 知られな いので あるが、 守 

護 以下 多 數の有 勢 者に よって、 武力 侵略 を 受けつ、 ある 莊 園が、 辛うじて その 餘喘を 保持 せんが 爲 

めに、 斯る 方法 をと る ことの 止むな きに 至った 實情 を、 この 一 例が 頗る 明確に 示して 吳れる ものが 

ある。 

又應. U  ノ亂に 際し、 危 く半濟 たらん として 八方 奔走の 結果、 漸くに して 之 を 免る V ことの 出来た 

近衞 家の 傳 領地た る 近 江 信樂莊 が、 如何に 同家に とって 掛換 なき 倉廩で あつたか は、 關白政 家 記に 

所見 せらる 、ところの もので 知悉され るので あるが、 これに 對照 する ものと して、 近衞 家文誊 中に 

信樂請 文と 題して、 近衛 政 家の 記錄 した 「文明 三年 三月 十七 日、 爲 自然 寫置之 者 也。 案文。」 と 云 


へる ものが 收 めら れて „Q る。 右 は 同地 方の 土 豪 蓮池定 光と 稱 する ものが、 信 樂鄕の 代官 職 を 請負へ 

る 券 契を寫 留めた 後年への 備忘で あるが、 右に よれ ぱ、 信樂鄕 はー亂 開始 以後、 依然として 伊賀 國 

側の 武士 等が 押妨 せる 爲め、 請負 者 蓮 池 は 之を卻 けて 一 莊を 安泰たら しめんと せる 近衞 家の 依囑を 

受け 預る こと、 したので、 年額 百 五十 貫に 請 切った 年貢 を、 更らに 土 豪 多羅 尾玄 穎. y 徵收 せし むる 

こと を 契約し、 其 他 各種の 條 件に 亙る 附則 はこ、 に は 省略す る こと、 して、 以上 年貢の 外 所要の 木 

炭、 材木 を近衞 家に 納入し、 又 兵士 を も その 用に 從 つて 供給すべき こと を 添 記して， q るので ある。 

武力 防衞に 全然 無能であった 公家 階級の 人々 が、 斯る 懇願 的な 態度の 下に、 非常に 不利益で は あつ 

たが、 比較的 低率なる 年貢の 納入に 併せて、 邸宅 防 衞の爲 めの 兵士の 供給 を も條 件と したと 云 ふの 

は、 通じて. 一般に 執られた る， y む を 得ざる 方法だった と 考察され る。 其 は單； y 徵收の 便宜と か 云 ふ 

風の 單 純な 理由の みで はなく、 到底 莊園 經營の 上に 直務 する ことが 困難と な つ てきた もの 、續 出せ 

る 現狀を 如實に 示す ものと 解すべき である。 

更 らに當 代の 寺社 側に 於け る 一 例 を こ、 に 提示す るなら ば、 京都の 寶鏡 寺領. y 於け る 各地 散在の 

多くの 莊園、 若く は 巿內の 店 棚 等 は、 同 寺 傳來の 券 契の. ！4 する 範圍 にあり て は、 文明 以降 永 正 頃に 

."八、 殆ど 總てを 擧げて 請負 者に 附 して， q る もの、 如き は、 恐らく これ 亦直務 たる ことの 不可能の 
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事情に あつたく らう こと を 多分に 想像させる ものが あり、 若しくは 進んで 競 望 を 利用して、 多額の 

收得を 目的と して 積極的に か、 る 方法 を 執った と 思 はしめ.^ ものが ある。 この 興味 ある 史料に よつ 

て 導かれる 細論 は、 別の 機 會に讓 る こと を豫 期したい。 

大 亂勃發 以來、 從 來直務 地と して 所領され て 來た莊 園 を、 當 時代の 用語に て 所謂 ー預 入れる 一、 卽 

ち 依託 請負に 附 した 例 證は猶 頗る 多い。 小 早 川 文書 中に、 稻荷 神社々 領備 後杭莊 代官 職 を、 土 豪 小 

早 川 敬 平に 預 入れた 契約 狀と、 之に 對 する 請 文の 抄錄 されて ゐる もの を 見る と、 右 契約 狀に は、 杭 

莊は ー每年 公用 百 八 貫 此外諸 公事 等」 を 所得すべき であるが、 國物騷 たる を 以て 取 敢ぇゃ 六十 五 貫 

にて 預 入るべき を 誓約し、 無 爲に復 した 際に は 原 收入額 を納附 すべき を 約して ゐる ものが ある。 と 

の 殆ど 所得の 半額に 近い 契約 高 は、 恐らく 契約者 側の 弱 點が斯 る 結果に 立ち至ら しめた ものと 推察 

して 過. o でないで あらう。 更らに 明 應ニ年 二月の ことで あるが、 近畿 動 亂の爲 め、 將 軍足 利 義穑河 

內に動 座 せんとし、 寺社 本 所領 を 兵糧 料と して 專用 せんと 謀った 際に、 守護 畠 山 氏の 被 官丹下 某 

は、 京都 崇壽 院領 に歸屬 して -Q た 同國野 田莊の 代官 職た らんこと を 競 望し、 そ の 申込の 理由と し 

て、 若し 同人が 代官と して 之 を 預かったならば 今度の 兵糅 料と して 占領 せらる、 こと を 免れら る、 

であらう と 傲 語して， Q るので ある。 斯る 申込に ついては、 寺院 側と しても 、とより 容易に 承諾す ベ 


き 筋合の もので はなく、 屢 i 僧 衆の 協議 を 重ねた 結果、 遂に 補任 狀を與 へて： Q ると ころ を 見る と、 

非常の 際斯る 強談に 反對 する ことの 不利益 を 反省して 斯く 認容の 手段に 出た ものに 相違ない。 其 

は、 鹿 苑日錄 に 所見して ぬる 以上の 數 例によって、 普通の 狀 態の 場合、 換言すれば 武家 側から 積極 

的に 莊園 奪取の 手段に 出で ないやうな 際に あっても、 刻々 濃厚に なって 進行す る 不安なる 境涯に あ 

りて は、 所領 保全の 上に、 必然的に 斯る 手段 を 講ぜざる ベから ざるに 至った 徑路を 看取す る ことが 

決して 至難で はない。 

されば 猶 多くの 所 例に 於て、 單に 一通りの 請 所 契約 狀 にあり て も、 斯る 意味に 於て、 條 文中に 時 

代 色 を 織 込める 特殊な 辭 句が 見られる の は、 敢 へ て異 とする に. 足らない とすべき である。 

更らに 又、 所領の 管理に ついて 無能力なる 寺社 公家 等に ありて は、 窮餘の 策と して、 巧みに 被官 

を 任用して 所領 を 預け、 年貢 徵收 に關 する 一 切の 機能 を 請負 はしむ る もの V 場合 も 頻出す るに 至 つ 

て. Q る。 例 之、 永 正 十 年 十一月 附東寺 八幡 宫領 上久世 莊に對 し、 出 倉 安弘 等 六 名の ものが 望 申し 

て、 被官 となった 際に 提出した 請狀に 見られる 個條 書中の 條項 は、 表面上 單 なる 寺社に 對 する 忠節 

を^ I 言す る 意味の ものであるが、 寺 家に 對 して 不逞の 行爲 ある 莊內の 百姓、 及び 先に 契約 せられた 

る 公文と に對 する 策盧を 主眼と して 作成され たると ころに、 こ の 任命の 意の あると ころが 知られる 
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ので ある。 

但し、 以上 縷述 した 諸 例に 於て、 依 賴者も 被 依 賴者も それ f\ 互に 複雜 なる 策 盧を籌 らして、 斯 

る 契約 を 締結す る もの、、 多くの場合 依託 者の 方が 結局 蠶 食の 憂目に 會 する 運命に ある こと は、 殆 

ど軌を 一 にして. Q ると 稱 して 過言で ない。 

近 江 栃木 文 害に よると、 應仁、 文明 以降、 同地 方の 各 寺社 等の 直務 地が 栃木 氏に 預け入れられた 

こと を 示す ものが 尠 から や 所見して ゐ るので あるが、 其 等の 一 々の 契約 狀は 如何にも 嚴重 であり、 

又列擧 せられた る條項 は相當 綿密に 規定され て 居， o、 こ の 指示す るが 如く 實 行され つ 、あつたと す 

れば、 非常時の 寄託 料と して 決して 不穩當 ではない かの 如くで あるが、 而も 一 々の 場合の 結果に 至 

つて は、 いつ の 間に か 又 その 多く を 擧げて 栃木 氏の 所領と して 阱 合されて ゐ るの を 見る ので ある。 

次に 前節 旣に その 一 斑 を 略述した 請負の 一 般的 契約に ついて、 時代の 推移 は 著しき 特色と して、 

請 人 設置の 更 らに嚴 重を來 たせる こと^ 指摘され る。 その 一例と して、 永 正 五 年 八月 東寺領 丹波大 

山 莊領家 方 代官 職に 進 藤 元廣を 補任す るに 當り (毎年 二十 賞 請 切の 地)、 東 寺の 公文所に あって は、 

補任 狀 を附與 して ゐ るのに 對し、 元廣は 型の 如く 條件を 並列して 諝 文と してぬ るが、 其に は 請 人名 

を 連記して 居り、 更らに 右 請 人と して 別に 猶 一通の 「請 乞 申、 東寺領 丹波國 大山 莊領方 大方 御 代官 


職 請 人事 一 と 題す る 請 文 を 提出に 及んで ゐる。 その 綱要 は、 代官 本人が 義務 不履行の 際 は 請- 

て 辨 償すべき こと を 堅く 誓約して  ぬるので あるが、  か > る 風に、 兎角 契約 不履行 を 常習と せられた 

所 例に 鑑みて、 例； 5 形式的で あるに しても、 斯 くまで 嚴 重な 請 人の 保證を 要求して ゐ るのに は、 格 

段なる 時勢の 反映 を 思 はしめ る ものが あると しなければ^ らぬ。 

次に 請負の 對象 として、 前節に は 兵 庫、 堺 等の 如き 奢 名 貿易港に 於て 土地 以外の 收得、 桝米、 置 

石 等に 關 する 徵收錢 の 夥しき 數に 上れる こと を 指摘した が、 今 東大寺 文書に 明記せられ たる 券 文に 

よりて 室町 幕府 時代よ， o 戰國 時代に 瓦る 兵庫關 の關税 請負の 散見した もの を 示す と 左記の 如くに な 

ゥ、 利 權に蜩 集す る競爭 者の 絕 へなかった 理由が、 その 巨額の 收得 にある こと を 想 はしめ る。 

東大寺 八幡宮 領兵庫 北 關舛米 置 石 請 口 表 

、水享 八  年額 七 一 〇 貫 敷錢 ニー 〇 貫 

嘉 吉 三 ， 同 九 〇〇  同 二 五 〇 

文 安元 . 同 八 五 〇  同 二 五 〇 . 

问  同 八 〇〇  同 ？  • 
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寬正四  同 六 〇〇  同 一 二 〇 

文龜ニ  同一 〇〇  同？ 

永 正 五  同 一 〇〇  同 五 〇 

而 して 亦、 靳の園 城 寺の 造營料 所た る 淀 關を曆 應四年 左 近 助 忠なる ものが 請負って ゐる ものに は、 

1 ケ 年間の 總額 一 千 一 百 貫 を 計上して ゐ るので ある。 

斯くて 戰時國 時代に 至って は、 更らに 世間 周知の 如く 諸國の 通路に 各 領主が 關所を 設置して、 防 

備に 兼ねて 專ら 通行税の 徵收盛 行され、 右 稅額は 場所に よって は 頗る 多數に 上り、 從 つて 關 稅を對 

象と する 所領と しての 請負が 普遍的に 發 生した の は 亦當然 のこと 、すべきであった。 明 應四年 十 一 

月 赤 木 莊內に 設置され た 二月 堂關 所の 代官 職 は、 每年伍 貫 文 を 在所の 地下 人 十 名に よって 「地下と 

して」 請負 はれた 請 文が 東 寺 文書に 見られる 如き は、 其は莊 民の 手に 於て 地下 請と 稱 せらる V もの 

、發 達した 一 適例た ると 共に、 關錢を 目的と して ゐる點 に 時代との 連繋が 明示され て， Q る。 猶 以上 

に連關 して、 宽正ニ 年 八月 東大寺 文書に 尼 崎 問 丸の 請狀が 所見して， Q るの も、 當然 のこと 、云 はな 

ければ ならぬ。 

又 時代 は 亂脈を 極めた 際であった にしても、 斯の 特殊な 自由 都市と しての 存在であった 堺. の 如き 


は、 その 相國寺 崇壽院 領南莊 が、 前節に 示した 如く 在 來七百 三十 貫 文の 家 地 子 請 料 を 以て 希望者に 

支配せ しめて. Q たので あるが、 これより 先き 畠山兩 氏の 爭亂 等の 餘波を 受けて 住民 多 數住吉 に移轉 

してより、 星 地 子 請 料 も亦從 つて 一旦 四百 賞 文に 減額され たので ある。 然るに、 應 仁ノ亂 以後 諸國 

の 爭亂は 劇化せ るに 係 はら や、 堺の. みは 却て 劎戟を 外にせ る 安全 地帶 として、 京都 あたりからの 移 

住 者が 鑌々 引越したり などして 住家 數も 倍加す る 勢 を 見せた。 玆に 於て、 長 享ニ年 十二月 領主 崇壽 

院相議 して、 舊の 如く 請 粋 を 七 百 三十 賞 文に 復增 して 爾後の 競 望 者に 對し 補任 せんこと を 規定して 

ゐ る。 然るに、 其 はやが て 延德ニ 年に 至って、 幕府 は權臣 安富 元 家に 同地 を 宛 行し、 崇壽院 に は 代 

償 地 を附與 する ことにした ので あるが、 之 は 所謂 一 種の 守護 請と して 見るべき 武權强 壓の發 動に 外 

ならぬ 策動であった。 

.. 斯くて、 戰國 時代に 於け る 有名 無實の 室町 幕府の 下に ある 諸國 豪族の 勢力 伸張が、 如何なる 過程 

によって 公家 寺社 側の 所領 を 併呑した か、 又 一 面に は 著しく 前代に 比して その 勢力の 伸張 を 示した 

か、 —I 換言すれば 解放と 結合との 二つの 狀 勢に 置かれた 各 莊に屬 する 名主 百姓 等が、 如何なる 狀 

態の 下に 武家 勢力に 對 して 行動 を 起した か。 彼等が 斯る狀 勢に 置かれた る 間に 於て、 莊園 領主に 對 
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して 如何なる 行動に 出で たかは、 莊園 崩壞の 最後の 幕 を 閉づる この 場面に、 頗る 興味 ある 問題 を提 

供す る ものと 云 はねば ならぬ。 

先づ武 權强制 それ は、 この 章 下に 最初 縷述 した 莊園 領主の 消極的 所 i 保護の 爲 めに、 所在の 豪族 

に倚賴 して 之に 依據 支配 させた 如き 手段で はなく、 その 結果に ありて は 緩急の 差 乙 そ あれ、 結局 之 

を 併呑す る ことになるの では あるが、 積極的に 取 込んだ 種々 の 方策 につ いて 一 應 例示して みたい。 

先づ 第一に 考 へられる こと は、 請負 額 を 契約の 當 初より 強制して 減少せ しめる ことで ある。 云 ふ 

迄 もな くそれ は 相手の 內兜を 見 透しての 手段で ある こと は 察する に 難くない。 前例に 示した る、 京 

都寶鏡 寺領の 中、 讃岐國 南 條山西 分の 代官 職 請 切 は、 延德 三年に は 百 貫で 契約せられ てぬ たので あ 

るが、 僅々 一 年後の 翌明應 元年に は、 別の 土 豪 某から 五十 五 貫で 請 切られて. Q るの は、 結局 地方 土 

豪の 手に その 利 權が飜 弄された 結果と 見て 差 支がない であらう。 又 大和の 西大 寺に ありて は、 武人 

横暴の 宿弊に 堪へ 兼ねて、 古来の 大法 を 以て 俗人 代官 職の 現任 を 停止した ので あるが、 地方の 土 豪 

は 巧みに 法網 を 潜りて 代官 職の 名 稱を帶 びながら、 僧門の 莊 主の 下役 たるべし と 云 ふ斷り 付きで 之 

を預 り、 以て 請負の 目的 を 達した 事情 を 示す ものが ある。 同 寺 文書 文明 十六 年 七月 附の ものに、 二 

名の 武人が 相 連署し つ、、 同 寺 領丹波 志 樂庄主 御 房 宛に 提出して ぬる 請 文に、 往古 四百 貫 文. の 請 口 


及 敷 錢百貫 文の 個所であった もの を、 別段の 議を 以て 二百 貫 文に て 請 切る とい つて ゐる ものが ある 

ので ある。 而 して 亦、 例 令筌權 に 過ぎ ざり しと は 云へ、 武門の 最高 權威 者た る 幕府 並びに 將 軍の 口 

入に よる 請 所 方法が、 特に 絕對の 位置に あらしむ る ものであった こと は、 鎌 倉 幕府 創設の 當初賴 朝 

の 手に よって 棻 示された と 見られる こと は 旣說の 如くで あるが、 室町 幕府 時代に 至って は、 威權の 

及ばざる もとよ， o 前者の 比で はなく、 又 式目の 上に 於ても、 慣習法 をな すと ころの 裁判上の 例證に 

於ても、 其 程 迄に は 認められて ぬなかった ので ある。 然し、 公家 寺社 側の 莊 園が、 か、 る權威 者の 

口 入に よって 請負 者 を 各 莊に入 込まし むる こと は、 もとより 好ましき ことで はない から、 極力 之 を 

褙 止す るに 力め、 又 止む を 得 や 斯るロ 入に よって 任用され た 請負 者との 契約に も、 これ 以上 權門勢 

家の 策動 を 求む る ことの あらざる こと を條 件と した 次第で ある。 然るに、 依然として、 幕府 將 軍の 

手から 彼等の 目的への 最初の 關 門を潛 らんが 爲 めの 口 入 は、 慣行せ られつ、 あつたの みなら や、 更 

らに 或る 意味に 於て は、 事實將 軍よりも 遙 かに 睨みの きいた 守護の 權 威を藉 りて、 口 入の 目的 を 達 

する ものが 尠 くなかった ので ある。 之 は、 この 時代に 於て は 武權强 制の 一の 最 有力なる 場合で あつ 

たと 云へ る。 例へば、 東 寺 領播磨 垂水莊 代官 職 競 望の 際、 該當人 は 兎も角と して、 その 請 人が 公方 

人卽ち 幕府 側の 仁たり し爲 め、 之 を 信用せられ やとして、 寺 家に ありて は 衆議の 上 之 を 否決 せんと 
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したが、 その後 又 寺 家に て旣 に治定 したる 代官 職が、 守護 細川滿 元の 口 入に よりその 部下 某 を 任用 

せんこと を 求められし 場合、 その 會議條 文に よれば 「難 義無 是非 次第、 雖然爲 守護 口 入 之 間、 無力 

領狀 了。」 と 決議して、 泣寢 入に 終った 次第 を 示して. Q る ものが ある。 之れ は、 東寺廿  一口 方 評定 

引付、 應永. 二十 九 年 正月 乃至 六月に 至る 期間の 記錄に 見られる ところで ある。 

而も 斯る 場合、 事件の 決裁 を 幕府に 上 請した ところが、 幕府に 於て は、 有 勢の 守護に 對 して 之 AJ 

抑制す る 丈け の 勢威な く、 多くの場合 言 を 左右に 託して 之 を 取 揚げざる 所 例 は、 彼の 蔭凉軒 日錄等 

に扠扱 はれた る 記事 を 見ても、 斯る 場面 を 見出す こと を 困難と しない。 されば、 常に 斯る 事件に 逢 

着し つ V ある 武家 側に ありて は、 蛇の 道 は 蛇の 道で、 よく 此 等の 內幕を 洞察して、 自己の 意志に よ 

りて 事件 取扱の 際、 豫め 之に 具 ふる 方策 を 慮る に 周到の ものが あつたの は、 亦敢 へて 異 とする に 足 

らな い であらう。 

上 杉 憲實の 置 文と 稱 する もの を 見る と (上 杉 家 文書、 無年號 十二月 廿 八日 附)、 彼 は 丹 波漢部 村に 

於け る 料 所の 收 入の 中 一 年 宛 五十 貫 文 を、 衣服 料と して 一 期の 間 僧 法 亭に與 ふること を 約した が、 

其に ついて 一 つの 注意すべき 條件を 記载 してぬ る。 それ は 「彼方 代官 定而可 致 無沙汰 候 之 間、 請 取 

土 貢 相當之 下地、 可 有所務 候。 若 背 此旨輩 候 者、 對愚 老可爲 不義 之 第一 侯。」 と 云って ぬるので ある 


が、 之 は 自己が 所領 中 は 代官と して I. 恐らく 譜第 として 且つ 自己の 武威に よって 義務 を 忘却す る 

等の ことな かるべき も、 其が 一沙 門の 手に 渡された る 以上、 必 やや 彼等の 常習と する 過怠 を 犯す ベ 

きに より、 この 際 彼の 命令と して、 割讓 したる 年貢 額 相當の 所領 を 右 代官より 質 地の 意味に て 請 取 

り、 以て 斯る 場合に 具へ よと せる ものである。  - 

斯くて、 この 戰國 時代の 大詰に 當 つて、 織 田 信 長 近畿の 錯亂を 平定して 王城の 地に 大旆を 揭げ、 

1 應 室町 幕府の 存立 を 容認して 混亂狀 態の 整頓に 力めた 際 II 尤も 永祿も 終って 天 正 三年 正月の こ 

とで はあった が、 在京 都の 寺社 本 所 宛に、 洛中 洛外 寺社 本 所領 或は 請 本 知 或は 手 續と號 し、 代官 押 

妨し、 剩へ 年貢 所當 不納の 族 曲事た る を 以て、 自今 は 順路の 輩の み 之 を 申 付け、 寺社 本 所 逢 約な き 

やう 覺 悟すべし と 令して ゐ るので あるが、 もとより 之 は、 信 長の 特に 公家 側に 對 する 人氣取 政策の 

巧みなる 表現に 過ぎない と 見るべき であるに しても、 當時 殆ど 名義の みとな つてぬ た 寺社 本 所領の 

が、 請 本 知 若しくは 手鑌 —— それ は 請負 を 名と する 方法に よりて、 旨味 をし やぶられて ゐ た 事 

怙を 知る ことが 出來 る。 

斯の 如き 方法に よって、 武 權の强 制が 武家 寺社の 所領 を 侵略し つ、 あった 中で、 何とい つても 最 
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も 強大なる 勢威 を 揮 ふたの は、 所謂 守護 請の 手段であった とすべき である。 

それ は旣 に、 前節に 於て 端緖を 述べた ところで あるが、 今や この 時期に ありて は、 彼等の 地方 分 

權の 大名 領主と して、 一 のまと まった 領土 を 所要す る爲 めに、 豪族 中の 選手 は、 普遍的に 斯る 方法 

を 適用して ゴ ー ル に 入らん としたの である。 

幕府の 所在地た る 山城 は、 守護 請 地と して 多くの 事件 を 演出した ので 著 聞せられ たと ころで ある 

—— 恐らく それ は、 常に ー國 全域で は 勿論な く、 洛南紀 伊 郡 あたり を 中心とする 地方が 屢、、 その 對 

象 地と なった ので あらう が、 彼の 東 寺 文書の 示す ところに よれば、 明 應ニ年 八月 室町 幕府 山城 を以 

て、 その 權臣 伊勢 負 陸の 守護 請 地と して 任 許した 際、 國 民の 不承 引 を 耳に して、 之に 對抗 せんが 爲 

めに、 紀伊 郡の 諸 侍 卽ち土 豪に 令して 彈壓 せしめた ので あつたが、 續 いて 翌 九月 東 寺 領分 名主 沙汰 

人 宛の 執 達狀に は、 右 守護 請の 件 決定に 付、 時日 を 限定して 守護 遵行 幷 引渡 等を勸 行すべき 旨 を 命 

令に 及んで ゐるも のが ある。 卽 ち引繼 のこと である。 

守護 請 地 は 古來の 例に 任せ、 その 中に 包括され ると ころの 寺社 本 所領 を當然 成敗 せらる、 と ある 

により、 その 管理に 附 せらる、 こと を威壓 的に 申 渡して. Q るので その 權能を 知る ことが 出來 る。 靳 

る 式 足りの 强制 手段 は、 決して 狹 少なる 山城 一 國 にの み 止る もので ない。 諸國 にあ りても、. 同じく 


同様の 形ち に 於て、 より 甚 しく 敢行され たもの が あり 得べき で、 その 結果と して は、 守護 をして、 

又 守護 代 以下の 權カ者 をして、 新興 大名への 實カを 協め 得させた ことになるの である。 斯くて、 靑 

蓮 院門跻 領志摩 國答志 島 半分 は 元 來土豪 九 鬼 氏の 知行す ると ころで あつたが、 守護 土岐 氏の 逢亂侵 

掠に 會 せる を 以て 之 を 恢復 せんとし、 右 知行 地 を 靑蓮院 に 寄進して、 改めて 代官 職の 請 所 を 乞 索し、 

以て 前代より 慣行せ られつ 、 あった 權 門の 威勢 を 借らん としたの である。 然も 守護 土 岐氏は 之 を 肯 

諾す るに 至ら や、 再三^ 官 から 本 所に 宛て V 懇訴に 及んだ が、 到底 守護 方に ありて は、 遵行す るに 

至らなかった 一例 を、 應永十 年 十月の 目安 狀は 示して. Q る。 

斯る狀 勢に ある 守護の 横妨 は、 ともかく 幕府と して 之 を 匡正す る ことの 可能性 如何 は 別と して、 

取締 を 必要と したの は 勿論で、 式目 追加に 再三 右 規定 を 公示す るに 至った 事情 は旣に 前記した 如く 

である。 

併し、 斯く 云へば とて、 公家 寺社 側が 相手の 守護 側に 比して 未だ それ 程 迄に 勢威 を 屈する 狀 態に 

立 至らない もの、 場合が あつたと すれば、 勿論 抗議して、 不法の 申込 を拒絕 した ものが 決してない 

ではなかった。 應仁ニ 年 十一月、 南都 興 福 寺の 所領 萩莊を 伊勢の 國司北 畠 氏から 請 所と して 望 申さ 

れた 際に、 六方 衆議の 結果、 斷乎 之を卻 けて 直務に 決した る 所 例の 如き は、 未だ 與福 寺と しての 勢 
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威が、 北 畠 氏 を 相手に 廻して その 體面を 保つ 程に 自信 づ けられて. Q た 結果であった と 解すべき であ 

る。 

然るに 猶ー つ、 それと 對躕 的に 考察すべき こと は、 奢し きこの 時代相の 反映と して、 武權 に對す 

る 民權、 卽ち莊 園 在住の 百姓と しての 實 力が 加速度 的に 進展され て來 たこと によって 示される 請負 

行爲 へ の關 係で ある。 

莊園 領內の 名主 百姓 等の 庄 民が、 或は 口 入 者と なり、 或は 自ら 單獨に 若しくは 集圑 的に 莊園領 の 

一部 利權を 請負った こと、 I 地下 請の 名に それ を 示された こと は、 旣に 早く 鎌倉時代に 迄 も 溯つ 

て 之 を 認める ことが 出來る こと は、 旣に 前記した が、 この 時代に 至って は、 彼等の 躍進 は 更らに 著 

しくな り、 こ V に 取扱って. Q る 問題に 對 しても 猶 多くの 波瀾 を 示す こと、 なった。 先づ 一般的に 

は、 地下 請の 所 例が 多く 所見す るに 至った それ 丈け でも、 彼等の 實 力が 社 會 上に 段々 上騰して 來た 

こと を 充分に 思 はしめ る ものが ある。 

今 其 代表的な 事例と して は、 三寳院 文書に 見える、 應永 三年 四月 讃岐國 長 尾 莊領家 方 年貢 公事 物 

の 請狀を 提示す る こと を 適當 とする ので あるが、 其 は大體 年貢 額 五百石 其 他 を 莊內の 百姓 三 名に て 


所望の 上預る ことにな つたので、 一 々の 契約 事項 は 型の 如く 別記され、 偖て その 末 文に は、 不法 懈 

怠の 際に は 地下 請の 儀 を 停止 せらる べしと 明記し、 最後に 惣追捕 使 某が 證 記を與 へて ゐる ものが あ 

る。 こ、 に 惣追捕 使と せる もの は、 恐らく 領家 方の 或 職務 (得分) を 持って ゐ た莊官 に該當 する も 

ので あらう。 これに よれば、 長 尾莊の 百姓 某々 と 連署した 莊民等 は、 正式なる 規定 を 踏んで 一般的 

に 武家 土 豪の 手に よって 勢力 伸張の 目的と されて ゐた 請負 行爲 への、 同じ 過程 を 踏んで 行く ことが 

出 來た箬 の ものである。 斯 くの 如くして、 彼等 は 亦 口 入 者と なって、 反って 自己よりも 一段 上層の 

階級に ある 土 豪 を も、 代官 職に 仕向ける 保證 者と なる 場合 を すら 生やる こと 、なった とすべき であ 

る。 又、 南都 柬大寺 ，領 播磨國 大部 莊請狀 之 事と 題す る、 永 正 十八 年 卯月 莊內 百姓 九 名 卽ち庄 內各家 

の 代表者と 思 はる V 庄 民の 連署した 請狀の 示す ところに よれば、 同莊の 代官 職 撰 任の 際、 右 百姓 等 

口 入して、 請 口 四百 七十 貫 文の 定め を 以て 巖龜 房なる ものに 請負 はせ たので あるが、 右 代官 若し 契約 

不履行の 際 は 百姓 中と して 辨 償すべき 旨 を 誓約し、 猶 未進の 際に は、 永代 莊內を 追 失せられん とす 

る こと を條 件と して ゐ るので ある。 個々 の 場合に、 特殊事情の 潜在す る こと はありが ちで あるが、 

今 この 1 通の 請狀に 見られる ところでは、 莊 民の 權 能が 飛躍的に 上騰せ る こと を、 無視す る わけに 

いかぬ と 思 はれる。 斯くて 亦 庄園 領主 側に 於ても この 地下 請の 慣行が 各地. y 見ら る 、に 至. o、 庄園 
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の 事情に よ. o て は必ャ しも 原則として 常時 庄官の 派遣 を 要と せ や、 一 定の範 圍と條 件との 下に 幾分 

庄 民の 自治 的な 支配に 委任す るに 至った と 思 はれる 場合 を 生じて ゐる。 それ は前揭 東大寺 領 茜部庄 

の 支配 型體に 窺知せられ ると ころで ある。 卽ち明 德ニ年 十二月 代表 庄民ニ 名の 連署に 係る 年貢 訴狀 

によれば、 右條 文に 「门 依 先 政所 御上 表、 自 御寺 給 主 無 御 治 定時 分、 爲 百姓 等 沙汰、 可 執 進 御 年貢 

之 旨、 被 仰 下 之 問、 所領 狀 申入 也。」 と證 記して、 以下 詳. 1 なる 年貢 納入 高の 明細 を 示し、 右 違背の 

節 は 上記の 兩名は 罪科に 服 せんと 誓言して. Q る ものが ある。 卽ち、 この 請狀 では、 庄官の 決定せ ざ 

る 場合に は 請 所に 於け る庄民 自體に 於ての 年貢 沙汰 を 認めて， Q るので ある。 

而 して 其 は、 漸次 新しき 實カを もたげ か、 つた 商人 階級に 對 しても、 同じ やうな 傾向が 認められ 

つ、 あった ことが 云 はれなければ ならぬ。 束 寺 文書 應永ニ 年 十 一 月、 同 寺 領播磨 矢 野莊の 一 部 請負 

について、 刑部大 夫と 稱 する ものが 提出した 起請文 は 之を證 して ぬる。 其 訴狀に は 自ら 「 自 元買賣 

爲本候 之 間」 とし、 三十 貫 文の 預分を 違反せ や 納入 せんと 云へ るので ある。 結局 斯る 商人の 新規 登 

場 は 今 取扱って. Q る 問題に. 對 して、 更らに 複雜さ を 添加す る ものと しても 典 味が ある。 

斯くて、 以上の 例 證は莊 園 領主に とって は、 寧ろ 從來單 に納貢 者と しての 對象 物と してより 考へ 

られ てぬな かった もの、 實カ增 進 を 認めて、 彼等の 保證を 信用した 結果 斯る 契約 ともなつ たので あ 


るが、 然し それ は、 多くの 例證に 於て は、 反對に 代官 職 契約の 場合、 百姓 卽ち莊 民の 口 入 は 事態 を 

不利益に 導く ことの 多 いことの 理由の 下に、 之を囘 避せ しむる こと を 普通と して： Q たこと を 注意せ 

ねばならぬ。 それ は 前に も旣に 例示した 如く、 大衆 を 恃んで 動もすれば 一揆の 形ち をと り、 強訴の 

結果 主張 を 貫徹 せんとす る 策動に 出づる ことが、 彼等の 間に 漸次 常習的な ものと されて 來た爲 めで 

ある。 前記した、 東 寺 文書 永 正 四 年 六月 東 寺領. H 城 久世莊 公文 職の 請 文の 契約 條項 中に 「百姓 等稱 

莊家之  一^、 妄雖 致嗷々 之 群訴、 曾以 不可 有 同心 許容 之 儀 事。」 と ある ーケ條 は、 最も 明瞭に 領主 

側に とって 苦手であった 宿弊 を 認めて、 之 を 避けし めんと した こと を 裏書きす るので ある。 

實際 多くの 例證に 於て、 彼等 代官 は莊 民と 通謀 合體 して、 領主 側の 不利 を 知りつ、、 之が 强獰 を 

諜 つた ものが あまりに 多かった ので ある。 彼の 加賀 に勃發 した 一向 一揆の 一 場面に 於て、 林 光院領 

(恐らく 京都) 横 山莊に 於て は、 動 亂に乘 じて 安樂 光院 (同じく 京都 か) が、 云 はぐ 潜りの 形で 一揆 

と 相 通じ、 本領 百 貫 文に 五 千 疋を增 分して 請負の 形ち とし、 猶剩餘 の 年貢 を配當 し、 相 謀って 之 を 

占有して， Q る：^ 狀を、 本 主 側から 蔭凉 軒に 訴願して ゐる ことが、 同日 錄の長 享ニ年 五月 二日 條に見 

えて .Q るの は、 莊 民の 權 能が 遂に こ、 迄增 長して 來た 實證を 明示す る ものと 解して よから う。 

斯くて 其 程 展開して 來た莊 民の 耀能 は、 遂に 從來 殆ど 彼等の 存在 を 無視して、 其莊 土に 臨んで 來 
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た 請負 者 を、 彼等の 立場に 不利益な 場合に は、 直ちに 拒否す る 態度 を 示す ことが、 より 濃厚に なつ 

て來 たの を 見逃す こと は出來 ない ので ある。 

前例に 示した 明 應ニ年 山城の 寺社 本 所領の 莊 民が、 幕府の 容認した 守護 請 地の 實施を 承引し なか 

つたと 云 ふの は、 偶々 その 1 つの 現 はれと 云 ふべき ものである。 されば、 莊民 として 斯る 天降り 的 

の 代官 を 排斥して、 奮に より 直務 たらん こと を 切望せ る 眞劎な 爭議蓮 動 は、 この 時代の 莊園 事件 を 

して 彌が 上に 混亂 せしめて ゐ るので ある。 文明 十七 年 二月、 備 後の 淨 土寺領 である、 同 國櫃田 村の 

直務 代官 某 を 筆頭と して、 莊民 三十 二 名の 連署に なれる 起請文 は、 この 問題に 對 して 大 なる 指嗾を 

與 ふるものが ある。 その 內容 とすると ころ は、 第一 百姓と して、 原則 上 當領內 お 永久 末代 迄 領主た 

る 寺 家 側の 直務 なるべき こと を 固執 主張し、 如何なる 權カ ある 武家の 希望 ありと 雖、 武家の 代官 職 

が 任命され ると 云 ふこと は、 例 ひ 幕府の 命令で あるに しても、 將 寺院の 命令で あるに しても 承引す 

る こと は出來 ない とする。 而 して、 起請文の 型の 如く、 多くの 佛 神に 對 して 誓約の 誠意 を 示しつ、、 

一味 神 水に 及んで ぬる こと を 示して ぬる。 その 決心 は、 非常に 鞏固なる こと を 示す ものが ある。 然 

るに 同 淨土寺 文 * 中には、 この 起請文と 相連關 して、 同年 閏 三月 領主た る 寺院 側から 莊民 側に 與へ 

た 誓約 狀が收 めら れて あり、 その 表明す ると ころも 亦 頗る 注意すべき ものが ある。 それに は 先づ、 


武家 側の 策動に よる 代官 職の 無理 任用が 解消され て、 奮の 如く 寺 家の 直 務に復 せる を 告げ、 彼等が 

一味して 永代に 亙り 武家 代官 職の 入部 を 拒否せ るを德 とし T 此上 者、 自 何方 望 被 申 候 共、 武家 之 代 

官職 事、 不可 致 契約 候。」 との 言質 を 彼等に 與 へて. Q るので ある。 

斯る型 體に屬 する 所 例 は、 東 寺 領備中 新 见莊に 於ても 亦 見られる ところで ある。 これより 先き、 

應仁ニ 年 九月 幕府 は權臣 安富 氏に 委任して、 同莊の 管理に 當ら しめんと したので、 彼 は その 部下の 

代官 を 入部せ しめんと せる に當. o、 莊民は 期せ やして 反對の 態度 を 取り、 急遽 大會議 を 開催して、 

斷乎 「右 代官 叶 まじき 由」 を 決議した。 而 して 亦、 翌 三年 正月に も 引續き 大會を 開きて 「ぜひ 共內 

部へ は 入 立 申 まじく 候。」 と 議決し、 堅き 決意 を 示し、 併せて 舊來 の莊官 ならば この 亂雜に 係 はら や 

貢 納の萬 全 を 期す る こと、 昨年 來の 例に も 之を證 せらるべき 旨 を 申立て、 ゐ るので ある。 猶事 件の 

斯迄 紛糾せ る 事情 は、 東 寺が 反 幕府 方の 山 名 氏に 同意した と 云 ふ 理由から、 幕府 は 同 寺領新 見莊を 

料 所と して その 代官 を 入部せ しむる に 至った やうで あるから、 普通 一 般の 武權强 制の 下に 銃 望せ し 

めた 場合と は、 少しく 事情 は 相違して. Q るので は あるが、 それにしても、 彼等 は 飽く迄 結束して、 

或は ー莊 永遠の 平和 を 期す る爲 め、 「末代 御領に かため あるべき」 旨 を 切望し、 彼等の 中の 巨頭 等 

は、 例 ひ 五 年 三年の 久しき に I ると 雖、 將又假 に 一時 他國に 逃散して 迄 も、 この 無 條理な 天降り 的 
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な 代官の 入部 を 拒否すべし と揚旨 し、 又 譜代の 恩顧に よって 今日に 至れる 關係 を歷敍 して、 如何な 

る權門 勢家の 聲令 あると 雖、 決して 之れ を 認容すべからざる べしと 誓 ひ、 代官の 入部 決行 を聽 いて 

不承 引の 旨 を 強調の 結果 奏功すべき を 信じ、 更らに 莊內を 擧げて 男子の あらん 限り 氏神に 大會 合し 

て 「東 寺より 外に 地頭 もち 申す まじく 候と、 大鐘 をつ き 土 一 きを 引なら し」 て、 示威運動に 及んだ 

爲め、 武家 代官 は 遂に 入部す る こと を 思 ひ 止った 旨 を 示して. Q る。 更 らに猶 別の 上書で は、 その後 

も 依然として 寺官 以外の 管理 を 絕對に 受付け ざる 旨 を 頑強に 主張して ぬると ころ を 見る と、 その 結 

末 は 明らかで ない が、 之 も 恐らく 或 程度 迄、 莊 民の 主張が 貫徹せられ たものと 考 へられよう。 

又庄 民に とって は、 例； 5 直務 とならない 迄 も 競 望の 請負 代官が 如何なる 經歷 者で あるか を 識別し 

て 容易に 之を受 入れなかった 程に 敏感に 利害 關係を 重視して、 常に 動向した ので ある。 歲次を 示し 

てぬな いが、 恐らく 戰國 時代 以前と 思 はる 、東大寺 領 高瀬庄 に 於け る 一事 件 は、 同庄に 代官 入部の 

こと 決定 せられん とする や、 この 候補者の 一人 は、 去る 永享 八年庄 民の 大訴 に會し 改易され た 前科 

者で ある 如く 受取ら れ たので 憤然として 抗議し、 神明に 誓って、 若し 右 代官 排擊の 要求が 容 れられ 

ざらん か 「お 百姓と して 鄕 領に 住宅 候 はん 事 堅 ある まじく 候。」 と 述べて、 牢乎た る 決意 を 示して ゐ 

る ものが ある。 


但し、 以上 云 ふところ は莊 民が 幸に 莊園 領主の 直務に 服す る 方が 比較的 利得で ある こと を 充分に 

知って ぬた 場合であって、 亦事實 強制的に 入り込ん できた 武家の 莊官 管理の 場合に、 よりよ き 結果 

が 望まれる 例 は、 恐らく 見られなかった からで あるが、 然し、 直務 地の 管理 收納の 場合で あると し 

たと ころが、 必 しも 莊民 合體の 以上の 例證の 如き を 期せられ る ものば かりで な い こと は 言 ふ 迄 もな 

いので、 斯る 場合に は、 一層 深 酷な 對 立が 莊民 對莊園 領主との 間に 惹起せられ るので ある。 今 その 

所 例 を、 南都 與福寺 領越前 河口 莊々 民對 大乘院 との 間に 醸成 せられた、 一大 爭議 について 檢 察して 

みたい。 

河口 莊は、 奈良朝 以來興 福 寺の 寺 田 を 設定した 越 前 平野の 中心 (今の 福 井 市 以北) に、 國司藤 原 

氏が 祖 神の 爲め として 平安朝 末期に 寄進した 大莊 園で、 春 日 社兼與 福寺領 として、 興 福 寺 を 代表す 

る 別當大 乘院の 管理に 附 せられた もので あり、 一 莊十鄕 に 分 たれて、 その 地域 六 百 町と 稱 せられて 

ゐ たもので ある。 更ら に、 河口 莊と相 接して その 西北 を 占む る もの は 坪江莊 であって、 鎌倉時代の 

中期に、 同じく 春 日 社 兼與福 寺に 施 入せられ たものと して、 常に 河口、 坪江莊 と併稱 されて- Q るの 

である。 後者の 面積 は、 河口 莊の 十分/ 一と 見られる。 何れにしても、 この 兩莊は 一 國の巨 流 九 頭 
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寵川を 大動脈と して、 用水の 配置よ く 行 はれ、 地味 膏腴、 春 日 社 兼 典 福 寺の 重要なる 穀倉で あり、 中 

世紀 を 通じて 南都 神事 寺務 の莊嚴 はこの 兩莊 より 納入の 年貢 を 資源と して 嚴修 せられた ので ある。 

而 して 亦、 この 兩莊は 特に 施 入の 形式が 皇室の 特旨た る 榮譽を 保持して ゐた爲 めに、 一般の 例に 

倣 ひ、 不輸不 入の 特權を 獲得して. Q たので あるが、 然し 室町 時代 以降、 國家 的な 臨時 用途の 賦課に 

當 つて は、 勿論 之 を 免れる こと は出來 なかった ので ある。 例へば、 造內裏 用と か 神宮 御造營 とかの 

場合で ある。 それ は 反錢の 名目の 下に 賦課され るの を 例と する ので あるが、 それ 以外に も、 元來の 

特權と 云 ふやうな ことが 到底 保證 され 切れる もので はなく、 守護 不 入の 特權が どし く 破られる と 

共に、 或は 幕府から、 若しくは 幕府 以外 守護の 手から、 軍事費 例へば 矢負錢 等の 名目の 徵收が 頗る 

頻繁に 行 はれて ゐ た。 此 等の 課 稅が、 大乘院 にと つて 決して 喜ばれな いこと は 云 ふ 迄 もない ので あ 

るが、 然し 之 は 納入せ やに 濟 すべき 性質の もので はなく、 不幸と 苦情と を 並べ立て 屢、 > 會議を 開催 

の 結果、 例 ひ 十分で はな い にしても、 賦課され たる 義務 を 履行す る ことにな つて ゐ るので ある。 さう 

した 場合、 この 負 擔を負 込まされ 轉 嫁され たもの は 結局 莊 民より 外の もので はない。 そこで 苒び賦 

課に 堪 へられな いとする 莊 民と、 直接 之 を徵發 する 莊官 との 間に 問題が 惹起す る。 かう 云 ふ 順序に 

なる ので ある。 猶 それ 以上、 斯る 幕府 や 守護の 賦課 以外、 自己の 春 日 社 兼與福 寺と しての 臨時 賦課 


が、 その上に も莊 民への 誅求 となった 場合 を も、 こ、 に併敍 せねば ならぬ 事情に あるので あった。 

斯くて 今玆に 問題と しょうと する 爭議 は、 長 祿四年 (寛 正 元) 九月、 田 樂頭數 三 萬疋を 賦課 せんと 

する に 始まる。 大乘院 の 院主 は、 一條 兼 良の 子尋糞 であった。 當時此 等の 兩莊 は、 恰も 全國 的の 凶 

作に 際會 し、 剩 へその 近き 過去に 於て、 連年 各種の 反錢 を徵收 せられた ところであった ので、 莊民 

の 代表者 は縐々 上洛して 納入の 猶豫を 懇願した。 南都の 事務所 風な ものが 京都に 置かれて あ 

る、 そこに 激論され た雙 方の 主張が、 漸次 妥協 を 許さく る 不幸の 立場に なって、 結局 尋尊は 滯京中 

の莊民 代表者 を 朝倉彈 正に 會 見せし むる ことに 決意した。 それ は、 翌寬正 二 年の ことで ある。 こ、 

に 於て、 等 尊が 突如 朝倉彈 正え 稱 する 一武 家 を、 こ 、に 舞臺の 上に 昇せ たと 云 ふこと は、 如何なる 

意味 を 箭 す ことになるの であるか を 一 考 せねば ならぬ。 

朝食 氏の 河口、 坪 江 兩莊に 關係を 有する に 至った 徑路 は、 後に 詳述す る 機會を 有する であらう が、 

結局、 春 日 社 兼 典 福 寺に とって は、 彼 はこの 二つの 莊 園の 大 なる 脅威 者と なる もので あり、 遂に は 

その 破壊者と なる ので あつたが、 今 この場合、 尋尊は 彼 を 使役して 莊民を 威嚇せ しめ、 以て その 目 

的に 到^せし めんと したので ある。 夷 を 以て 夷 を 制し 毒 を 以て 毒 を 制する 策略で ある。 當時朝 倉 氏 

は、 兩莊內 各鄕に 瓦って、 その 職人と して 在勤 者の 身分であった。 職人と は、 興 福寺領 內の莊 園に 
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於け る 莊官を 汎稱 したので、 その 大多數 者 は 請負人で あり、 而 して 朝 倉 は實に その 隨 一 人であった。 

朝 倉 氏 は、 今尋 尊からの 交涉 によって、 直ちに 右 事件 を 解決すべき 請負 狀 を 提出した。 卽ち 反錢の 

割 當高を 示して、 右 徵收方 を 仰 付けられ たるに 付、 當 年中に 必ゃ究 進すべき 旨 を 誓約して なる ので 

ある。 玆に 於て、 南都 大乘院 にあり て は、 在莊 の莊官 に複牒 して、 莊民寺 命に 應ぜ ざる 爲、 朝 倉に 

徴收方 を 請負 はしめ たる こと を 吿げ、 その 旨 名主 百姓に 令 達せよ と 云って ゐる。 この 威嚇 手段 は、 

尋 尊の 豫 想せ る 如く、 急速に 奏功して、 莊 民の 狼狽 その 極に 達し、 遂に 妥協 を 申込み、 年賦 分納—— 

—總 賦課 額の 二分 一 四百 貫 文お、 二 年 分納と して 打 切る こと V せられん こと を 哀願し、 朝 倉の 下向 

を、 ー莊の 大儀と して 極力 之 を 阻止す る ことに 力めた が、 尋尊は 少しも 之に 耳を藉 さや、 勝ち誇つ 

た 態度 を 以て、 朝 倉 は元來 河口、 坪 江莊に 封して 關係 深き 南都 奉公の 仁 なれば、 今に 始まって 任用 

したので もな く、 之 を徵收 方の 任務に 就かし むる は、 何等の 不當處 置と 見るべき ではない として、 

頑として 之を聽 かや、 續 いて 莊民 側が 妥協 を 重ねて、 三百 貫 文の 減額と 朝 倉 氏の 召還と を 迫 まるに 

及んで は、 更らに 手厳しく 之 を拒絕 し、 又莊民 側が 最後の 手段、 卽ち 彼等の 戰術 として 領主 側 を 困 

憊せ しむる 逃散 を 以て、 莊土を 荒 廢に歸 せしめん こと を 揚言して 迄、 領主 側の 猛省 を 求む るに 至つ 

^。 この 常套手段^な 莊民 側の 威嚇 戰術 は、 あまりに も斯る 爭議に 馴れ 切つ ^尋 尊へ 對 しての 場合 


に は、 奏功す る 丈け の 價値を 有たなかった。 尋尊 は、 冷然 莊 民が 斯る 手段に 出る としたならば それ 

は 其 時の 事 だとす まし こんで.、 請負 者 朝 倉 氏の 入部 を 決して 撤囘 しなかった ので ある。 斯くて、 雙 

方猶 相對峙 して 讓らゃ 紛糾 を續 けたが、 寛 正 三年に 至り 漸く 解決 點を 見出した らしく、 漸次 右反錢 

は 納入 せられる こと、 なった。 もとより、 興 福 寺 側の 要求が 全部 收 得された わけで はな かつ. たくら 

うと 察せられる。 而も 事件 終結 後 寬正四 年に 至り、 莊 民の 捧持した 愁狀に 見られる ところでは、 反 

錢徵收 請負の 任に 當 つた 朝 倉の 非道に 堪 へられ や、 事 實上莊 民の 逃散 相次ぐ に 至れる 事情 を 示す も 

の 力 ある  -. 

此深 酷なる 爭議 一 件 を 通じて、 そこに はいろ/ \ の 考察 せらるべき もの を存 する が、 第 一 領主 側 

から、 職業的 管理人 を 派出して、 其武權 による 威嚇 を爭 議彈壓 手段に 用 ひた 點、 第二に、 領主 側で 

は 非常^ 巧妙なる 方法の 如く 利用され たと 思 はれた 請負 莊官、 卽ち 職人が 請託され た それ 丈け、 一 

^の 强味を 以て 莊 土に 依據 して、 自己の 勢力 を癀 大して 益 S 深く その 培養土に 喰 ひ 込む こと、 なつ 

た點、 而 して 亦、 例； 5 莊民 をして 徵稅の 目的 を 達する 爲 派出され た 朝 倉に 反抗して、 之 を 排除す る 

丈け の カ^はなかった と は 云へ、 この 冷酷な 領主に 對 して 無道の 申込に 會 して 條理井 然と 相 抗爭し 

つ、、 お後^ 持弒 して 或る 程度 迄 妥協 點を 見出せる 點、 其 等 は 中世 莊園爭 議史の 上に 表 はれた る特 
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色 ある 事例と すべきで ある。 而 して それ は、 莊 園の 經理 が、 全く 職業的 請負 者 I 代表的 ブ 01 力 

1 の 手に 委せられつ、 あった、 その 最も 惡質に 働いた 半面 を 如實に 示す ものである。 

斯の 如き 混 亂 せる 狀 態に 於て、 莊園崩 壌の 時期 は彌、 > 切迫し、 その 最後に 到達 せんとす る 主流 を 

導いて、 そこに 武家の 强權 が、 よく 近世 大名の 地盤 を それ/^ 築き上げる ことに 於て 成效 せんとし 

つ k あつたので あるが、 その 最後の 蓮 動に ありて は、 皇室 御領 を も、 亦該 奉仕 管理の 手から 押領す 

る ものが 績 出す るに 至った ことに 迄 言及せ ねばならぬ 恐縮すべき 狀態 にある。 帝都に 踏み止まった 

宮廷 側近の 忠良なる 若干の 公卿 達が、 朝 夜 奔走して 供御の 萬 全を圖 らんが 爲 めに、 幕府の 權臣等 を 

會 して 百 千の 方策 を 按じた こと は、 今更 絮說 する 迄 もな く、 又 彼等の 目的 を 達する が爲 めに は、 或 

者 は 大義名分 を 置き忘れた るかの 如き 觀 ある 武家の 間に 說 得して、 漸く 亂 離の 世を經 過した ので は 

あるが、 然し それ は、 不幸に して 總 ての 武家に ついて 豫 期せられ たこと ではなかった ので ある。 

僅かに 一例で は あるが、 三條 西實隆 日記の 示す ところに よると、 永 正 二 年 十月、 禁裏 御料 所 尾 張 

井 戶田莊 を、 然るべき 某 武家に 管理 方の 取 持 を 依賴 せんと 相談して ゐる ことが 見えて ぬるが、 御料 

听は、 前代 官沒 落後 年貢 を 未進し、 現代 官亦甚 心細い 管理 狀態. にある こと を 示し、 又 同じ 御料 所 熱 


田 大宮司 職 も貢納 未進 者た る を 告げて， Q る ものが ある。 その 井 戶田莊 は三ケ 所に 分 たれて. Q るので 

あるが、 右の 內ニケ 所 は 今 川 氏に よりて 管理され て. Q る こと を 示， L て、 當 時より 十數年 前、 延德四 

年に 今川國 氏が 選出した 請負 者と して 代官 職を預 つた 契約 狀を揭 出 L、 猶 一 部ば 織 田 彌九郞 押領也 

と 明記して. Q るので ある。 卽 ち井戶 田莊 は、 その 大部 を 今 川 氏に 管理し 預からせた ので あるが、 そ 

れも 充分に 契約 條 項が 履行せられ や、 その 一部が 織 田 氏に 押領 せられつ、 あつたと 云 ふの は、 恐ら 

く 一旦 契約の 丄、 か、 る 不法 行爲に 出で たもので はない かと 考 へられる。 されば お湯 殿 日記に 散見 

する 御料地の さ 、やかなる 請負が 滯 りなく 進埗 し、 右 年貢 完納の 際に 於け る 宮中 慶賀の 狀は 四百 年 

の 後 之 を 讀む臣 子の 心 をして 淋しく も い たまし く 打ちて しゃまぬ ものが ある。 

g る狀 勢の 下に、 上 は皇窜 御料 を も 一 の 封 象 物と して、 不法なる 利權 獲得の 魔手 は 延ばされつ、 

あつたので、 所謂 公家 領に 包括され る 所領 地 は、 その他の 莊園 侵略の 方法と 相 合して、 殆ど 彼等 を 

t て 體面は 勿論の こと、 生活 資源の 保證 を さへ 奪取 せんとし、 又 奪取して しまった ことにな つたの 

である。 

蔭凉軒 日錄の 筆者 は、 斯る 公家 側の 窮狀 を目擊 しつ、 あった 亂 離の 世の 眞 最中、 明 應ニ年 六月が 

ふこと を^き 列ね て ゐ る。 その 大意 は、 九 條兼實 卿が、 攝政當 時 鎌 倉の 主權 者源賴 朝よ. o 一通 
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の 訴狀を 受理した。 それに 述べられて ある 賴 朝の 申 分 は、 天下の 所領 は 全部 公家の 領有す ると ころ 

になって. Q て 武家 は 之に 與 つて- Q ない。 武家 は 何 を 以て 身命 を槃 ぐべき であるか、 宜しく 成敗に 與 

りたし と 云 ふので ある e 兼實卿 はこの 申出に 封して、 遂に 之を搫 退す る ことが 出來 なかった。 卽 

ち、 天下の 諸 莊園を 三分して、 その 一分 を 武家の 所領に 充てし むる こと、 し、 —— そのこと を 武家 

領 家と 云って. Q る —— 三分 ノニを 公家 側に て 領有す る こと、 した。 然るに、 今に 至って は 三分と も 

全部 武家 領 となって、 あまりに 甚 しき 公家の 衰微 を來 たした となし、 廟堂 列 衣の 公家の 一人、 海 住 

山 卿の 常に 述べ、 てぬると 云 はれる 言說を 引いて、 天下の 公家 を 減 倒す る もの は 月輪 殿 也と 激語して 

ゐ ると 書き留めて 居， o、 猶 聞く ところに よれば、 九條 家， の 本領 は、 足 利 義满將 軍の 證 判の 据 はつ 

て. Q る ものが、 四十 餘 所に 及んで. Q るが、 現在で は 型の 如き 知行 所 は七ケ 所に 過ぎない として- Q 

る。 義满將 軍の 時代 は 南北朝 末で あるから、 こ V 百年 許りの 間に、 斯 くも 痛嘆すべき 爲體 になった 

こと を、 春秋の 筆法 を 籠め て 感慨 を洩 してぬ るので ある。 この こと は、 云 ふ 迄 もな く、 文治 元年の 

賴朝 守護 地頭 設置 當 時の、 兼實 との 交涉を 斥して ゐる ものと 思 はれる ので あるが、 勿論 その 說 明に 

は、 之 を 玉 葉 や 吾妻 鏡 等の 記事と 相 照合して みて、 充分に 合致せ ぬ點は あるに しても、 この 問題に 

關 する 鎌 倉、 京都 II 武家、 公家の 兩立 役者と しての 賴 朝と 兼 實 との 交渉の 荒 筋 は、 大體 こんな 風 


だった と 云へ ぬ こと はなく、 恐らく 同時代 を 通じて、 公家 寺社 側の 感情 はこ、 に 示された 如き 筋合 

に考 へ られ て. Q たもので あると されても 餘 りな 無理で はない。 

而 して 今、 九條 家の 所領が こ V に 示された るが 如き、 斯る狀 態への 急激な 轉落 を具體 的に 羅列 立 

證 せしめて 吳れる 史料 は 一 寸簡單 に は 見付からぬ やうで あるが、 恐らく 其に 相違なかった ことで あ 

らう。 今 差當， o 之に 代 ふるに、 一條 家の 場合 を 以て 說 明に 充 つるならば、 あま. 0に 其 型體 が、 九條 

家の 場合の 輪廓の それに 酷似せ る ことに 驚かされる であらう。 

以下 その 證徵 とする、 一條 兼 良の 桃花 蘂葉 は、 文明 中の 記錄 であるから、 所謂 應仁亂 の連續 期間 

であり、 全國 的に 所在の 武家に よって、 所領の 奪取 運動が 最も 生々 しく 行 はれて ぬた 際で はあった 

が、 未だ 然し この 後 信 長の 統一 迄に は、 百年 許りの 期間が あるから、 その 間に まだく 領土 奪取 蓮 

動 は 繰 返された ので あるが、 それで さへ、 この 記錄 から 看取され る 公家 領 への 武家の 强 制轉換 方法 

力、 如何に 激化せ る ものであった か^、 あまりに も手嚴 しく 反映され る ものが ある。 こ 、に は 問題 

の範圃 を顧應 して、 請負 地に 附託した 各 所領の 併呑され たもの、 み を 摘記す るに 止める。 

一、 山城 久世莊 は 辰 市 某 を 奉行と して 預け入れ、 毎年 六十 人の 人夫 を 得分と したが、 近年 契約 を 

膊 行せられ てゐ ない。 

第一 莊圃に 於け る諝负  八 一 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  八 二 

一、 攝津福 原 莊預所 職 は 賴朝以 來の傳 領地で あるが、 守護 赤松 氏 之 を 四百 五十 貫 文で 請負うた に 

係 はら や、 漸次 減少して、 當時は 守護の 被官 某が 之を預 つて， Q る。 

一、 備後坪 生莊は 守護 山 名 氏の 被官 某々 等に、 年貢 三十 五 貫 其 他 を 以て 預 入れた が、 亂國 未進の 

狀に 置かれて ぬる。 

一、 和 泉 大泉莊 は 守護 細 川 氏の 被官 某、 三十 五 貫に 之 を 請 地と したる も 納貢愦 なら や e 

一、 越 前足 羽 御厨 は 賴朝以 來の傳 領地なる が、 土 豪 朝 倉 氏に 年額 四百 貫に 請負の 契約 をな したる 

もの を、 應仁以 來押領 されて ぬる。 

一、 右足 羽 御厨の 別納 安居 保 は 安居 某の 依託 管理で、 年貢 六十 五 貫のと ころ を 後 千 貫の 得分と も 

なった の を、 應仁以 來朝倉 氏の 押 領に歸 した。 

一、 右足 羽 御厨の 別納 行 俊 名 は 年額 十二 貫 を 以て 朝 倉 氏 之 を 請負 ひ、 家僕 給 恩の 地に 充 行して ゐ 

るが、 この 分 は押領 として 註記され てぬな いにしても、 安居 保の 別納 淸弘名 は、 年貢 負 額 四十 三 貫、 

これ 亦 惣莊に 混入して 押領 された。 

一、 同 國東鄕 莊は朝 倉 一族の ものに 年額 七十 貫の 預け 地と したが、 之 も 應仁亂 後 朝 倉 氏の 押領に 

歸 した。 


其 他 次田庄 ！ 之 は 越 前で なく、 或は 攝津の 次 田 か—〜 は 四十 貫の 請 地た る を、 應仁亂 後 押領さ 

れ たと 述べ、 京都 內の持 分た る 敷地 も三ケ 所に 亙って 連記され でぬ る もの、 中、 その 一ヶ所 は 預け 

地と した もの を 武家に 奪取され て今猶 落着せ ざる を 示し、 他の 一 ケ所は 誰と も 知ら や 之 を 奪取， L て、 

他方に 請負 契約 をして ゐ ると 記述して. Q る ものが ある。 之 を 以て 見る と、 流石に 五攝 家の 隨ー 丈け 

に、 これ 丈け の 莊園を 領有して ゐ たもので あるが、 この 記事の 示す ところ を 信 やれば、 地方の 土 豪 

が、 如何に 深 酷に 斯る 無抵抗の 所領 地に 喰； 5 込んで、 やがて 吞噬の 手段 を逞 ましう した かの 一斑が 

極めて^ 白に 曝露され てゐ るので ある。 

この 一條 家が、 協 ま. つた 所領 地と して 傳 承して. Q た 右 越 前の 足 羽 御厨 を 始めと して、 その 大部分 

が、 請負 管理人た る 朝 倉 氏の 手に よって 併吞 さる、 に 至った 事象 は、 一條 兼 良の 子と して、 南都 大 

乘院の 院主と して、 河口、 坪江兩 莊を傳 承して ゐ た尋 尊に とって は、 二重の 意味に 於て 悲痛 極り な 

き 痛恨 事と して 受 取られた。 彼 は その 日錄 に、 此 等の 一條 家の 家門 領を 並べた て、、 「合計 五 百 八十 

餘貫文 朝食 敎景押 領分」 と 力なげ に 注記して ゐる のみなら や、 前揭 桃花 蘂 葉に 示された 安居 保 は、 

文 正 元年 一 條家俊 之 を直務 せんとして 一 日 一入 部した のに 係 はら や、 朝 倉孝景 (敏景 ) の 弟 久侍之 を 

追 出して、 その 地に 占居す るに 至った こと をも敎 へて 居る。 玆に 於いて 春 日 社 兼 興 福寺領 としての 
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重要 傳 領地た る 河口、 坪 江兩莊 は、 正に 唇 破れて 齒寒 しの 境地に 置かる V に 至った ので ある。 先に 

莊 民の. 爭議を 論じた 際に、 この 兩莊 をと つて 例證 したが、 今 この場合に 當 つて、 同じく 例 證を猶 こ 

の兩莊 にと つて、 この 問題に よって 導かる V 莊 園崩壞 への、 道程への 一 代表的 觀察 資料に 充當 する 

こと 、したい。 

河口、 坪 江の 二つの 莊 園が、 それ^-成立 以來 如何なる 管理 方法 を 執って ゐ たかは、 鎌倉時代に 

ありて は あま. o 明瞭で はない が、 大體寺 家の 直接 管理に 置かれて， Q たこと に 相違ない であらう。 そ 

して 何れにしても、 形忒 上皇 室の 御 施 入と 云 ふこと になって 居り、 守護 不入 としての 特權は 可な り 

嚴 正に 保持 せられて ゐ たかの 如く 察せられる。 然し、 室町 幕府 時代に 至って は、 地方に ありて は殊 

更らに 前代の 統制 を 保持す る ことが 困難と なって、 建武 以來、 莊內 は國司 代、 守護 代の 如き 所謂 土 

豪の 脅威 を 受け、 それ はやが て 負 治 元年に 至って、 幕府 宿老の 隨 一人た る 越 前 守護 斯 波高 經の占 

據 すると ころと なり、 彼 は その 地 を 部下に 配給す るの 暴擧に 出で た。 但し この 際に ありて は、 未だ 

南都 寺院の 間に ありても、 斯る 不法 行爲 を糾彈 する 丈け の 勢力が 保持され て 居り、 やがて その 抗議 

は 奏功して 結局 高經の 失脚と なった ので ある。 それにしても、 與福 寺實嚴 僧正の 所 記に 「被 押領に 


よって 諸方の 要 脚 こと/^ \ く缺 如す、 是ー寺 滅亡の 基た るか。」 と 所見して ゐる ところの もの は、 月 

並な 常套語で あると は 云 へ、 やがて 遠から ざる 中に 迎り附 かねば ならなかった 最後の 蓮 命で ある こ 

とを豫 言す る ものであった。 幕府 は、 永享 十一 年 將軍義 敎の證 判 を 以て、 嚴に その 中の 一 鄕に對 し 

「守護 不入」 たる こと を 令 示して ゐる けれども、 それ も 空文と なって しまったの である。 而し てこ 

の 室町 幕府 時代の 初期 頃から、 南都と してと つて ゐ たこの 兩莊の 管理 方法 は、 や V 明細に 知る こと 

が出來 る。 

右方 法 は、 他の 多くの 莊 園の 慣行 例の 如く、 大 體直務 地と 請負 地との 二種 額に 分って 管理され た 

ので あり、 大乘院 として は 直務地 を本體 として、 請負 地 は 寧ろ 之 を 副と して 消極的に 之 を 作用して 

ゐ たもの V 如くで あつたが、 時代の 推移と 共に、 請負の 競 望 者 その 數を 增大 し、 又 武威 を 挾んで 請 

負 者た る ものが 激增 する に 至った。 此 等の 請負 者が、 如何に 暴戾な 手段 を寳 らして 所領 蠶 食の 目的 

を 達する に 至った かの 事情 は、 康正 乃至 文明 年中に 瓦る 大乘院 寺社 雜事 記、 卽ち當 時の 座主 尋 尊の 

日錄 に、 精細なる 實寫 を 見られる ので あるが、 其と 同時に、 主として 尋尊 によって 記錄 された 夥し 

さ 兩莊關 係の 抄記 にも、 亦參 照せられ ると ころが 多い。 

今此 等の 記 錄 によって 考察 を 進めて 行く と、 直務 地に ついては 兎も角と して、 請負に 關 する 重要 
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なる. 史料と して、 應永 二十 一 年 八月 河口 莊 職人 上洛 記事 (大乘 院寺門 事條々 事 書) に 莊內十 鄕を列 

記して、 その 一 鄕每に 代表者 を 上洛せ しめて 來た 職人の 名 列 を 列記して. Q る ものが ある。 これによ 

つて 見る と、 大體 職人 は、 公文、 政所より 成立し それ^ \ 代官と 相隸屬 して ゐる關 係が 示されて. Q 

る。 それと 相對 して 雜事記 (三十 四) に、 文 正 元年 七月の 條中 同じく 諸 職人 名 を 列記して. Q る もの 

が あり、 政所、 公文 を 列ね、 別に 專當、 別 當をも 列記して ぬる ものが あり、 この 四十 年 許り を距て 

てぬる 二つの 職人 表から、 少く とも 河口 莊に 於て は、 十鄕に 瓦って 殆ど 大部分 を 請 所 地と して 管理 

せし むる こと、 し、 その 預. o 人 を 職人と 稱し、 その 該當人 は、 例へば 本莊鄕 にあり て は 應永當 時 政 

所 は 朝 倉 氏の 任命され て. Q る こと を 示して ゐる が、 文 正の それに は、 公文、 政所と も 朝 倉 氏と な 

り、 越 前 守護 斯波 氏の 老臣と して、 彼は旣 にこ V に 確乎たる 根 據を据 ゑた る こと を 示し、 又 應永中 

溝 江 鄕には 公文、 政所と も 守護 代 甲斐 氏であって、 それに は 「守護 代 甲斐 美 濃 入道 押て 持 之 一 と 註 

記せられ、 斯 波義將 の老將 甲斐 祐德 のこ、 に 喰 ひ 入った 實證を 示して ゐ る ものが ある。 其 他、 同じ 

く斯波 氏の 重臣と しての 織 田 氏 は、 土 豪 堀江、 阿波 賀氏 等の 名 列と 共に 兑 出され、 更らに 文 正の 場 

合の 别當、 專當は 恐らく 其れ/^ \ の 鄕內の 寺社. y 於け る 取得 高 を 目的と した ものと 思 へ るので ある 

が、 それに は 地方 有力の 巨刹 等が 介在して 請負 者た る を 示す ものが 多く、 亦 他の 一方に は、. 猶 そこ 


にも 朝 倉 氏 及び その 一 族の 蹯居 せる ものが ある こと を 注意せ しめる ものが ある。 而 して 亦 その他 或 

る 一 鄕に は、 その 別當を 地下 請と なせる もの さ へ 見られる ので ある。 

然るに、 この 請 所 地の 預 入れ 事情 は 前に 例示した 東 寺 領若狹 太良莊 などの 場合と は 相違して、 大 

乘院 側に ありても 中 冷 巧みに 驅 引して 競 望 者 を 操縦し、 その 間に 巨額の 利得 を收 むる 如き 結果 を豫 

期した 場合がないで はなかった。 

例へば 文 安中で あつたが、 莊內の 大口 鄕は、 請負 者た る 阿波 賀 氏が 事 を 以て 莊 民の 彈 劾に 會 せる 

こと ある を 機と して、 寺 家 は 之 を 罷免す る こと、 し、 新 候補者た る斯波 氏から 多額の 補任 料 を收得 

して 後任と し、 其 中に 亦 他の 強力なる 口 入 者に よりて、 朝 倉 氏から 斯波 氏の それよ 6 も 倍額に 價す 

る 任 料 を收納 して 所 職に 補任し 該 納入 任 料 を 以て 寺院の 屋根 葺ェ事 費に 宛てた と、 尋尊は その 日記 

に 事 も なげに 書留め て .Q るので ある。 而 して 又、 職人 側と しても 亦 徒らに 斯る 契約 を 容易に 承諾し 

て. 1 結す る もので はない。 所詮 は、 利得 關 係に 歸 する ことであって みれば、 若し 入部した ところ 

が、 豫 想が 裏切らる 、やうな 場合に は、 さっさと 躊躇せ や 打 切る のが 當然の 措置であった。 故に、 

^^二 年戰禍 の爲め 一 莊荒 廢に歸 せんとして ゐた 際の 如き は、 莊 民の 大乘院 への 注進 狀に、 各鄕と 

も 多くの 職人 撤 返して あき 鄕 となれ る を 述べ、 急遽 直務 あらん こと を 申立て、 やがて 幕府 は 大乘院 
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家に 宛て、 r 當時 錯亂諸 職人 逐電に 付、 直 務全請 地」 すべき を 令 達して ゐ るので ある。 

而 して その 表示して ゐ る 職人 名 列に よれば、 十 鄕の內 三鄕迄 は、 公文、 政所 共 無人 缺員 となって 

ゐ るので ある。 然も それ は、 一旦 莊內の 秩序が 恢復され る や 否や、 直ちに 彼等 は來 集して 競 望の 手 

段に 出る AJ 常と する。 卽ち 大勢に 於て は、 依然として 見え透いた 形式的な 契約の 下に、 權 勢家の 口 

入 を 介して、 彼等 は それ^ \ その 職に あ. o 付いて、 やがて 亦計畫 的な 請 料 未進 刼 略に 終る ことが そ 

の 常套戰 術で あり、 終に は その 莊地は 横領され て 行く 段取りに なった ので ある。 幕府の 權臣 大館敎 

氏の 如き は、 康正ニ 年 細呂苴 上方 を 「任 料 七十 貫 年貢 百 十四 貫外雜 物納 入」 の 契約 を 以て 預っ たも 

の、、 果して 未進の 廉を 以て、 長祿 三年 興 福 寺 衆徒の 衆議 を 以て 罷免 せらる、 こと、 なり、 日 野 家に 

交代 させて ぬ るので あるが、 敎 氏の 未進 總額は 三百 二十 貫に 達して. Q るの を 以て 見る と、 單 に細呂 

苴 上方の みの 未納ではなかった こと は惜 かで ある。 而も か、 る 前科 ある 敎氏 をして、 再び 寬正ニ 年 

坪 江鄕を 請けさせて ゐる 如き 實情は 恐らく 國郡 在鄕の 代官 等が 不逞に して 撤退 を肯ぜ ざる 爲め差 向 

けた ものと 解せられ るので あるが、 やがて 敎 氏が 病歿した との 報 を 得た 尋尊 は、 「神罰 希代 之 事 也、 

就細呂 t 且等成 逢 亂之處 如此」 と 書き留め てぬるの を 見る と、 冷然た る尋 尊の 面目 を 躍如たら しむる 

と共に、 敎 氏が 平常 如何に 傍若無人の 行爲 にあった か ^ 想像され る。 尋尊は 亦、 別の 個所に 敎 氏の 


未進 額 を 三百 八十 餘 貫と 計上して ゐ るので あるが、 其 は前揭 三百 二十 貫 を 差 引いて、 殘額は 再任の 

際の 重なる 未進な ので ある。 

斯る所 例 は、 之 を 一 々並列して 例證 せんことの 餘 りに 煩 はしき 迄に 普遍的に 演出され る こと、 な 

つて ゐた。 而し てこの 河口、 坪 江 兩莊を 中心として 越 前國の 場合、 逆に 種々 なる 所領 併合の 手段と 

過程と を經 過して 來た土 豪の 雄 朝會氏 は、 最後の 目的に 到達して 之 を 殆ど 奪取す る 迄に 漕 付けた。 

霾 きに 河口 莊 民の 反錢 不納 爭 議に當 つて、 南都 任命の 職人た る 名目の 下に、 尋尊 によって 彼等 を 威 

嚇す るの 要具に 使 はれた 敎景 は、 勿論 南都 職人、 卽ち 請負人に は 相違なかった が、 その 横暴 振り は 

遙 かに 群 少 職人の 比ではなかった。 故に 大乘院 にあり て は、 窃に 彼を惡 むの 餘り、 咀呪 調伏して、 

命數を 縮める 手段に 迄 出た ので ある。 その 孫孝景 (敏景 ) に 至って は、 遂に 應仁 大亂 に際會 して 東 

陣細川 方に 屬 する、 卽ち 幕府 側の 有力なる 將帥 として 活躍し、 遂に 越 前 守護の 任 を捷ち 得て、 國內 

に 於け る その 反對黨 であった 甲 斑 氏を國 外に 放逐し、 領國 統一 の 大勢に 迄 築 上げる ことが 出來 た。 

故に この 河口、 坪 江 兩莊に 於ても、 職人と しての 違反 事件 は何囘 となく 惹起され て、 興 福 寺 衆徒の 

^遜と な. o、 又尋尊 をして 切. o に 甲斐 氏との 角逐に 際して 朝 倉 氏 を 非難す る 態度 をと らしめ たので 

ある。 それ も 文明 以降と なり、 最早 朝會 氏の 勢力 を 措いて、 例 ひ 僅少に もせよ 兩莊の 得分 を 雨 都に 
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收納 せし むる のに は、 從來の 態度 を豹變 して その 甘心 を 買 ふより 外なかった ので ある。 故に 明應三 

年 孝 景の弟 光 玖 侍者の 逝去に 際して、 尋 尊の 日記に 書き留めた 感慨 は r 兩莊 年貢、 一 向 不可 有 由 申 

處、 彼藏主 g ，砍 色々 意見、 如 形 侯、 半濟- 一成 事藏 主恩 候 也。」 半濟で すら、 之を洪 恩と して 感謝し 

て <Q るので ある。 

朝 倉 氏に よって 統 一 された 越 前の 領國 はやが て 織 田 信 長の 手に よって 討伐 併合 せらる、 段取りに 

なった。 天 正 二 年與福 寺に あって は、 所領 最後の 殘壘 とも 稱 すべき 兩莊の 復舊を 夢み て 百方 信 長の 

好意 を 求め、 一圓の 直務 によって 法會嚴 修の資 とせんと し、 新 寄進の 名の 下に-施 入せられ たき H を 

懇願し、 同時に 宮廷に 對 して、 綸 旨の 下 附を乞 ひ 奉り 「朝 倉 半 濟押領 之 由、 太 無 謂 次第」 たる を以 

て 「 一 圓直務 として 管理すべき」 歡盧 を大乘 院に傳 達せ しめらる、 の 目的に 迄 到達した。 

然し 信 長の 天下 一 統の 大方 斜の 下に は、 云 ふ 迄 もな く諸莊 園の 整理が 主要 眼目と して 置かれて ゐ 

た。 信 長 は永祿 十一 年大擧 入洛 以來、 疾風の 勢 を 以て 近畿 殊に 鎌 倉 幕府 以降 守護 不 入と 云 はれて ゐ 

た 大和の 諸 大寺領 へ の 指 出し を强徵 して 領地 檢 正の 開始 をな したので あるから、 今や 斯る 訴願 を受 

理 さる 、箬の ものではなかった。 天 正 三年、 信 長の 越 前 平定の 際 宣言して 發 布した 國淀 中の 一項に 

i 一、 京 家の 戰亂 以前 於當 知行 者 可 還付、 朱印 次第た るべき 事。」 と あるの は、 如何にも 莊園 領主の 


舊來の 關係を 認めた もの、 如くに もとられ るので あるが、 然し 其 は 名分 上の 申譯に 過ぎ やして、 却 

て 「朱印 次第」 を 以て、 之 を 思 ふが ま、 の處 分の 下に、 新しき 封建への 建設に 急いだ ので ある。 

此 等の 事情 を 子細に 摘記して、 多くの 見聞. の 中に 事の 眞相を 示して 吳れる ものに 多聞院 日記が あ 

る。 例へば 兩莊 返轉の 訴願に ついても、 之 を 受理され たかの 如く 誌し つ、、 傍 書して r ゥソ 也」 と 

せる ものが、 事の 眞 相に 相違な きこと を敎 へて 吳れ る。 

河口、 坪江兩 莊は斯 して、 信 長の 老臣 柴田勝 家に よって 封國 內の檢 地を勵 行せられ、 石高 細 調の 

端 を 啓お、 秀吉に 至って 丹 羽長秀 之を續 行した が、 後 所謂 太閤 檢 地の 施行 を 見る に 至り、 全國 劃一 

の 制度の 下に 舊 所領 は 董 正され、 莊園 機構と その 色彩 は 一 掃 さる V に 至った ので ある。 

「莊 園に 於け る 請負」 は、 以上 私の 企 園して ぬる 敍述の 殆ど 骨子に 屬 する もの を、 事件の 推移 を 

主眼と して 系統 付ける ことに 費して、 單に その 梗 槪を敍 する ことに 止った 爲 めに、 法制 的に 見ても 

もっと 深き ^察 を 要する 點が 多く 殘 されて， Q る こと は、 私自身よ く氣の 付い て 居る ところで ある。 

故に 敍述 の蹤を 顧る と、 それ は 多く 軍に 社 會經濟 史上の 事象と して 取扱 はれた 形ち になり、 重要な 

る 論點の 解明が 常に 粗笨に 流る、 を 免れなかった こと を 物 足らない と 思 ふ。 而 して 亦、 莊園 崩壞の 
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徑 路の說 明と して は、 尠くとも 鎌^時代に 於け る 下地 割 分 法、 室町 時代の 半濟 法の 如き 事象と、 こ 

の 請負 法 と の 交錯 點を 詳論す る 必要が あるので あるが、 問題の 廣汎に I る こと を 避けた 結果、 反つ 

て說 明の 不徹底に 陷 つたこと を遺慽 とする 外 はない。 更ら に莊園 崩壞の 末端に 於て 見ら る、 多くの 

重要なる 問題、 例へば 地下 請と 莊園 崩壊 後 成立した 近世 村落 制の 速 銷關係 等に 至って は、 未だ 多く 

を 論及し なかった ところで ある。 其 等の 問題に ついては、 更らに 筆硯を 新に して 別 稿を績 ける こと 

を豫 期したい。 (昭和 十 年 八月 成搞、 史學雜 誌 第 四十 八 編 第一、 ニ號 登載、 十三 年 七月 捕 正) 


第二 中世の 武士 圑と 神社の 維持 

—— 近 江多賀 神社の 場 合 —— 


凡そ 神社 は、 その 創立の 次第、 並びに 奉齋の 史的 變遷 によって、 或は、 或る 氏族 圑體、 或は 地域 

阁體、 若く は 或る 特殊の 階級に よって 維持 せらる、 等、 その 樣式は 多種 多樣 であ. o、 或は 又、 種々 

混同して 一 樣に 律す る ことの 出来ない の は 云 ふ 迄 もない。 

今 我が 中世史 上に 於け る 神社の 維持 を 題目と して 考察 せんとす るに 當 り、 その 一 樣式 として 主と 

して 地域 圑體を 以て 成立して ゐる近 江の 多賀 神社 をと つて 一 例證に 充てたい と 思 ふ。 

多贺 神社の 名が 史鐯 に顯 はれた の は 頗る 早い。 その 初見 は 古事記 神代 卷の多 賀卽ち 之で あると さ 

れる。 尤も それに ついては、 淡路の 多賀だ との 有力な 說が あり、 何れと も輕々 に は 決し 難いので あ 

るが、 こ、 では、 一先 づ 別に その 問題に は觸れ ないで 論旨 を 進める こと、 する。 平安朝に 至って、 
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神社 は延喜 式に、 犬 上 郡 多 何 神社 二 座と して 揭 出せられ、 更ら に新抄 格勅符 大同 元年 近 江 田 鹿 神に 

封 六 戶を充 つと 云 ふの や、 朝野 群 载康和 五 年 神 祗官奏 に 多 何 神と 見える の は、 之と 相照應 して、 

何れにしても 同社が 同時代に 於け る 地方 著名の 神社と して 儼存 して. Q たこと を 明證 する もので あ 

る。  . 

私の 本題 は、 以下、 この 平安朝 時代で 槃 がれた、 次の 鎌倉時代に 入って 初めて 展開され る。 現 

今、 同 神社に 所藏 されて ゐる數 多い 文 * は、 その 最古の ものが 鎌倉時代で、 この 時代から 以降 中世 

の 終りへ かけて 最も， 豊富に 殘 されて .Q るので あるが、 而も その 文 害に は、 訴訟 關 係の もの、 並びに 

锭甞、 申合^: 額が 可な り 多く、 其 等 を 通じて、 この 期間に 於け る 神社の 維持に つき、 一通りの 槪念 

を まとめる ことが 出來 るので ある。 

二 

多賀 神社 文誊の 示す 限， o では、 先づ、 正 元 冷 年 十一月 十七 日附 で、 六波羅 から 恐らく 近 江 守護 方 

の 然るべき 位置に ある 人と 思 はれる 磯部 次郞 入道 宛に 出された 執達狀 に、 多賀 神社の 神官 兼 御家人 

たる 郡座宗 盛と、 周 じく 神社の 神官で 御家人た る 某々 との 訴訟事件 にっき、 幕府の 御敎 書の 旨 を 傅 


へ、 卽ち、 神官 張 本の 輩 を 罪科に 附せ よと 令 達して ゐる ものが ある。 勿論、 訴訟の 內容が 何で ある 

か は 明らかで ない が、 この 執 達狀で 注意せられ るの は、 御家人が 同時に 神官 を 兼ねて ゐ る點 であ 

る。 それ は單 に多賀 一族の みで なく、 南北朝の 初め、 佐々 木の 統領 京 極道 眷が 同地 方に 蟄居して. Q 

た 頃、 幕府の 執事 髙武藏 守へ 宛てた る書狀 中に r 當社 神官と 申 候 者 多賀、 河瀨 一族 候 也。 i と 見え、 

多くの 御家人が 神官と して 勤 仕して ゐ たので ある。 この 點斯の 攝津の 多 田 神社、 若しくは 播磨廣 峰 

神社 等の 場合に、 由緒の 武家が 神官と して 勤 仕して ゐ た 所 例と 相 類似す る ものであるが、 然も 多賀 

神社に ありて は、 更らに 後述の 如く、 其 等よりも. >  つと 複雜 な關 係に 置かれて. Q る やうに 思 はれる。 

斯て其 後、 文 永 六 年 十月 七日 附で 幕府から 下附 せられた、 同社 神官の 訴 論に 對 する 判決文に よる 

と、 事件 は^なり 込み入って， Q るが、 特に その 文中 多賀 神社に 關 する 各種の 舊慣 が縷說 せられて ゐ 

る點に 注意が 向けられる。 先づ訴 論の 要旨 は 一 近 江 國多賀 神社 神官 兼 御家人 左兵衞 門尉宗 信、 左衞 

尉 忠庹、 平 盛 仲 代 子息 僧 與， 一日 吉社領 八 坂 勝庄 官資眞 法師 |§、 右馬允 行 長、 左 兵 衞尉家 員、 

及 行 安 等 『相, 一 論 神事 勤 否.， 事。」 とせられ、 多賀社 神事の 勤 仕に 關 する 事件な ので ある。 その 內容原 

吿多贺 社 神官 兼 御家人 宗 信の 云 分で は、 多賀社 は、 犬 上 東、 西 郡の 鎭守 である。 兩 郡の 御家人 等が 

祭 使 を 勤め、 鄕民 等が 馬上 使 を 勤める の は 先例に なって ゐ る。 然るに、 去る 建 長年 中、 郡 內の河 

笫ニ 中世に 於け る 多 K 神 瓧の锥 持に ついて  九 五 
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瀨、 八 坂 兩庄の 下司 家 盛と、 多賀庄 公文 資 直とが、 座 位を爭 うて 以來家 盛 は 神事に 從 はや、 新 社 

を 奉祀す るに 至った。 こ 、に 於て 狀を訴 へ、 先例に 從ふ べき を 命ぜられ たに 關 はら や、 又關 東に 越 

訴し、 庄民等 亦 神事に 從 はざる に 至った と 申立て、 ぬるのに 對し、 被吿 側で は、 祌 社の 古例で ある 

祭 使、 馬上 使に、 御家人 並びに 庄民 がその 器量に よって 撰定 せられ、 神事 を 勤 仕す る ことにつ いて 

は 之 を 認める が、 御家人と 庄官と は 別で ある こと を强 調し、 從 つて 郡 中 安食、 靑根、 長 曾禰、 後 三 

條、 佐 和、 松原 等に 倣； 5、 新 社 を 奉祀し、 その 方の 神事 を 勤 仕して. Q る 赴 を 述べて. Q る。 之に 對し 

て、 幕府 は 双方から 提出され た證據 書類 を 吟味の 結果、 「御家人 並庄 官等、 自， 一往 昔-令 レ勤ニ 仕 祭 使 馬 

上役 一之 條、 無 一 一 異議 一 歟。」 として、 御家人と 庄官 との 相互 關係 について は、 猶 明確に は 示して ゐな 

いが、 結局 原告の 主張 を容れ て、 その 提出した、 正 元、 建 長雨 度の 幕府 及 六 波羅の 下知 狀を 根據と 

せる こと を 明らかにし てぬる。  - 

之 を 以て 見る と、 被告 側の 言 分、 及び 文永當 時の 現狀は 兎も角と して、 未だ その 紛爭の 起ら なか 

つ 匸乂ム =- こ S つ VLi、  ^口  Tfii  一  ^^犬 上 東、 西 郡と 訴状に あるの は、 當時 一般に；; ンり. 具 午と ノ て^も 

つた 正 元お ぎに あって は 多 #\ 旭 ^一  君 (便宜上、 一郡 を兩 分して 呼んで ゐ たので ある。」 グー 糸 t ^とし マ- S が 

られ、 從 つて、 その 神事 は 一 郡 內各庄 とも 等しく 之に 與 つて ゐ たので ある。 

而 して、 被告の 云 分に しても、 もとより 幾分の 理由が あり、 全然 この 判決. に 承服した ので はない 


が、 然し 郡內各 庄の領 家と して は猶、 多賀 神官の 非 は 非と して、 神社の 奉祀に ついては、 舊 例に 據 

るべき 害の ものと して、 切りに 庄官を 慰撫して ゐ るので ある。 年號を 逸して ぬるが、 八 坂 庄に對 し 

て は、 院宣 並びに 梶井宫 の 令旨 を、 河瀨 庄に對 して は 尊 純 親王の 令旨が 見えて ぬる。 而し てこの 對 

策 は 何よりも 神社に 對 する 崇敬の 念 慮と、 亦 同時に 各庄 地の 安穩を 念願す る爲 めの ものであった。 

斯くて 亦、 幕府に あっても、 その後 頻々 として 起った、 神 役に 服せ ざる 庄官 に對 して、 その 義務 

を 履行せ しむる ことに 努力した。 例へば、 嘉元ニ 年 十月 廿日、 幕府 は 尙六波 羅に諜 して、 その 犯行 

者 を 梶井宫 に 申入れ しめてぬ る もの 、如 さは、 その 領家關 係から、 斯る 手續を 執った ものに 相違な 

いので ある。 又、 元應ニ 年中 御家人 河 瀨氏永 社命 を 用ぬ や、 祭禮使 を對悍 した 事件に 對 して は 三、 

五兩月 再度の 御 敎書を 以て、 漸く 請 文 を 出さ しめたと 見えて ぬる ものが ある 位で ある。 

三 

然るに、 鎌 食 末. に 至. り、 嘉暦 元年 十二月、 幕府の 裁決した、 多賀社 神官 兼 御家人 多 賀甚綱 及 盛 永 

によって 訴へ ら れた靑 連院領 後三條 住人 定賴 なる もの、 馬上 役不勤 仕事 件 は、 內容は 前 出 文 永の も 

のと 粗、、， 同様で、 唯 双方の 提出した 證據 書類 等が 徒らに 煩 離な 丈け であるが、 幕府と して は、 結局 
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定賴 方の 申立 を 峻拒して、 之を處 罰する ことに 一 決した こと を 示して. Q る。 

而し てこの 下知 狀の 中に 引用され た、 多賀基 綱の 訴陳の 一條に、 多 賀社は 得宗領 だと 云って ぬる 

の は 何よ， o も 注意 を惹 く。 卽ち 「當社 者、 爲， 一得 宗領， 之 由、 基 綱 等 申, 之。 訴陳具 書 等 相 副 目錄進 

上 候 云々。. 就 レ之自 ニ得宗 方-被 レ與， 一 奪 問 注 所-之 間、 所レ陚 n 出 引付-也。 一 と ある もので、 軍に 之 だけ 

の 文 言で は、 何の 必要あって 訴訟の 爲 めに 申出した のか 解り 兼ねる ので あるが、 兎も角、 德宗領 で 

ある 以上、 執^ 北條 氏の 得分 地であった ことに は 相違ない。 そうすると、 御家人 兼 神官で ある 多賀 

氏 等 は、 御家人と して 鎌 食 幕府 (源氏 及 其後繼 者) との 極めて 密接な 主 從關係 を 有って ぬる 上に、 

その 地 を、 又 神社と しての 得分お、 何等かの 方法 を 以て、 北條 氏の 所轄と なさし め、 肖ら その 地頭と 

して 神官 を 勤 仕して ぬた ことになると 考 へられる ので ある。 こ V に 於て、 多 賀氏等 は、 幕府 及 幕府 

の 鴕權を 把握した 北 條氏を 背景と して、 多賀 神社に 神官と して 占據 したので、 その 鎌 倉 幕府 初期 以 

來、 郡內の 御家人 庄 官等と 共に、 神社に 奉祀した 事實、 並に その 屢々 破綻 を^た 理. m を も、 この 背 

景の 下に 置く ことによって 解釋 する ことが 出來る やうに 考 へ られ る。 その 祌官兼 御家人の 稱號 が、 

多賀 氏の 外河瀨 一族に も 宛てられ たこと は 前述の 如くで あり、 猶郡內 の 御家人 は、 等しく 兼 神官 

であった ので ある。 その 中で 特に 多賀 氏が 柚で 、勢力 を 有して ぬた わけで ある。 而 して 同時に、 幕 


府の 判決が 奮慣 一 點 張りで、 較、、 -晦 S の點を 免れ 得ない の はさ も あるべき であった と^はれ るので 

ある。 

然し、 ともかく、 この 一郡 を擧 つて 多賀 神社の 神事 を 奉祀せ しむる と 云 ふ、 この どちら かと 云へ 

ば、 法制 上から 云っても、 實際 上から 見ても 比較的 當 時代に 至って は 結合 點の尠 くな つた 郡と 云 ふ 

行政！ 511 劃が、 斯の 如く 神社 を 中心として 意識され、 神社 は 一 郡の 鎭守 として 事實儼 示す るに 至って 

ぬるの は、 注意すべき 現象で ある。 同じく 近 江の 內 であるが、 竹 生 島の 蓮華 會 —— 平安朝の 中葉； y 

慈惠 大師に よって 瓶め られ たと 稱 せられる 會 式が、 その 所 屬郡淺 井一 郡に よって 行 はれ、 從 つて 竹 

生 島 は淺井 一 郡の 總鎭守 だとの 觀念を 有する に 至った 如き ものと 共に、 この種の 事例と して 特異な 

もので あらう と 思 ふ。 

以上 を 以て、 、、鎌倉時代に 於け る多賀 社の 位地 及び その 維持が、 如何なる 背景に よって 行 はれ 

たかを 簡 m. に說 明した 積り である。 要するに、 時代 を 終る 迄、 同じ やうな 理由に よる 紛擾 は絕 えな 

かった やうで あるが、 幕府 は舊 慣ー點 張で 神 役を强 制した ので、 嘉曆 元年の 定賴所 罰 以後、 翌々 三 

年 四月、 幕府 は 御家人で あり； e 瀨庄官 である 河瀨ニ 郞兵衞 尉に 宛て.^、 多賀 神社の 申出に よりその 

子 資^お 當 年の 祭 使役たら しむべき 旨 を 執 達して ゐる 如き は、 無双の 靈 社と は 云 ひ條、 地方 的な 一 
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神祠の 神事 を 如何に 重大視した かく 察せられ るので ある。 

四 

斯くて 南北朝に 移って くると、 第 一 に 得 宗領の 領主た る北條 氏の 滅亡 丈け でも、 神社に とって は 

一大 異變 と稱 すべきで あつたが、 然し、 足 利 氏 は、 この 御家人 兼 神官 を 利用して、 將 軍の 部 將京極 

道譽の 如き も、 彼等 を 目して 〖自， 始于レ 今 無二 軍忠 侯。」 と 云って ゐる 位で、 之に 對し 南朝 方の 提携 

も 時に 加 へられた ことがないで はなん つたが、 槪 して， 北朝 方の 壓倒 的な 勢力の 下に、 依然た る 一 郡 

の鎭 守と して 儼存 してぬ たので ある。 

神社の 史料 は、 この 南北朝時代 あたりから、 前代と は 丸で 違った 種類の もの を殘存 せしめて ぬる。 

卽 ちその 多く は、 神社の 對內關 係の もので、 所謂 衆議 狀と稱 する ものが、 最も 注意に 値すべき もの 

と考 へ られ るので ある。 

これより 先き 鎌倉時代から、 寺社、 殊に その 代表的の ものと して、 山門 延暦 寺、 寺 門 園 城 寺、 或 

は 高野山、 與福寺 兼 春 日 神社 等に-於て 公武に 對 して 嗷訴に 及ばん とする 場合に は、 先づ その 衆徒、 

.i- 人 等相會 合して、 頗る 組織的に、 事件に 對 する 議論 を 交へ て その 決議 をと り、 之 を 衆議と して、 


或は 決議文に 作製し、 若しくは 口上 を 以て 之 を 宣言す る を 常例と した。 その 事 は、 獨り 嗷訴の 場合に 

限られた のみで はなく、 神社に とって、 內外 共、 その 大事 を 決定す るに 當 つて は、 この 衆議の 形式 

を 執る の を 普通と する に 至った。 この 一種の 會議 制度 は、 民間に も 自然に 移されて い. つて、 各 庄々 

民 若しくは 郡鄕 村民の 集會 とその 衆議 書 は、 殊に 室町 時代 以降に 至って 續 出されて くるの を 見る の 

である。 

今、 この 多賀 神社に ありても、 この 時代に 至って、 御家人 兼 神官の 衆議 を 以て、 神社の 事務 を 決 

する、 所謂 衆議が、 きはだって 頻繁に 見えて きて ぬる。 而も、 その 衆議 は、 多く は 神社 維持に 關す 

る 事項な ので ある。 前代 鎌倉時代に ありて は、 專ら對 外的に、 御家人 兼 庄官を 糾合して、 神社の 繁 

榮を 割らん としつ V あった ものが、 玆に 至って、 彼等 は對內 的に 結合して、 專心 神社の 維持に 當っ 

て ぬ るの を 見る ので ある。 

五 

斯る 衆議 寄の 初見 は、 康 安二 年 正月、 祌 社の 造營 について 內談の 事に 係る もので、 先づ第 一 に、 

/；:^^ は當月 中の 吉日 を 撰び、 次に 大祭の 頭 役 を 定め、 最後に 年貢の 催促 をな すべき ことの 三ケ 
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條を 附議した ものである。 右に は、 十六 名の 所謂 御家人 兼 神官 (換言すれば 鄕士兼 神社 奉仕者) が 

それ/ ^連署して ゐ るが、 それに は 「右 衆議 如レ 件。」 と 云 ひ、 更らに 次第 不同と 斷 はって ゐる。 卽 

ち、 十六 名 は、 各々 同一の 發言權 を 有する、 鄕士兼 神社 奉仕者であった こと を 示して. Q るので あ 

る 0 

次で 又、 同月 第二 囘 目の 會 合に 及んで ねる が、 その 主要 議棻 は、 社 領造營 工事 開始に ついては 每 

日の 奉行 を 定め、 その 撰定は 「氏 一人、 郡 一人、 兩奉 行中 ヨリ 一 人、 兩 沙汰 人中 一 人、 神主 殿 三人 

中 一人 一 合せて 五 人と あるが、 その 奉行 沙汰 人、 神主と あるの は、 有資格者、 卽ち 鄕士兼 神社 奉仕 

人中から 當番 として 勤 仕して ゐる もの を 指す もので あり、 氏 一人 は、 多賀、 河瀨 以下 それ^- 续士 

兼 神社 奉仕 人の 氏 を 云； 5、 郡 は卽ち 鎌倉時代の 訴狀に 八ケ間 敷論爭 された、 犬 上 一郡 庄民 中の 資格 

者 (主として 分限者) を 指す もので、 之で 以て 見ても、 總 ての 各階 級 を 通じて、 一郡の 神社と して、 

公平に 勤 仕せ しめんと する 意志が 明瞭に される ので ある。 次に、 生粋 を 召す 爲 めに は、 氏 三人 郡 三 

人と して、 公平 振， o を 示し、 最後に 番 匠の 善葸 に付き 沙汰 あるべし と 附言し、 造營 にっき 遺洩 なき 

を 期して. Q る。 而 して、 前文と 同じく、 次第 不同と して、 十八 名の 署判を 加へ、 後 亦 翌年 二月の 衆 

議に は、 相會 して 神殿 移轉の 日限 を 定めて ゐ る。 


次に、 康 永の 神殿 造 營に關 する 衆議と は 別問題と して、 明德 元年 十一月、 當座、 卽ち 當番の 神官 

等 十二 名の 連署せ る 事 書に よると、 就中 之 は、 如何に 衆議 を 重視して. Q たかを、 最も 强く說 明して 

ぬる ものである。 その 大意 は、 神官 中大 神主 職 某が、 その 奉行せ る祌 田の 管理 を 過った 爲 めに、 神 

役 II 如し、 祭禮に 支障 を來 せる を 責め、 將來の 管理に ついて 取 極めた 決議 * であるが、 先づ、 大神 

主 職が 衆議に 問 はやして 雅 意に 任せて 放 券した るを資 め、 次に、 その 責を負 ふて 神主 職 を 返上 せら 

る V 儀 然るべ しとな し、 猶、 一 年分の 年貢 を 返 進せ しむべき 旨 を 衆議した， o と 述べ、 以上の 決議に 

つき、 若し 異議 を唱 ふるもの あらば、 罪科に 及ばん との 衆議 をな せる 旨 を 以て 結んで ゐる。 勿論、 

當座 神. ！目 十二 名 は、 次第 不同と せられて. Q るので ある。 

六 

この 衆議 制 は、 斯くて 神社の 維持の 爲 めに、 その 議定の 結果 を、 同時に 制裁 機關 とならし むる に 

至て ねる。 上例の 猶 一 層强 調され たものと して、 文明 十五 年 四月、 新開 駿河守 資綱等 三十 一 名の 鄉士 

兼神秕 奉仕者 は、 定事赛 を 出し、 神社の 大祭に 當り、 同類の 河瀨菅 兵衞 なる ものが 嚴 重なる 祭式 わ 

破った ことにつ いて、 氏、 郡 共に 之 を 承引すべからざる こと、 して、 同盟して 河瀨 方に 神輿 を 振. o 
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以て 之に 對 する 制裁 を 加 へんと し、 若し この 旨に 違背の 者 は 同罪 たるべく、 河瀨 方に 同心の もの は 

明 神の 冥罰 を 蒙らん と 云 ひ、 猶 附言して、 先方 合力の もの は 交 名 を 注して 末代 社家の 出入 を 止む ベ 

き 旨、 同座に て 定め 畢 ると 述べ、 更ら に、 河瀨 方の 合力 人 衆 四 名 を も 列記して .Q るので ある。 此三 

十二 名 は、 恐らく 當 時郡內 全部の 鄕士兼 神社 奉仕 人 を 網羅した ものなる ベく、 其 等が 悉く 相會し 

て、 同座の 下に、 祭祀 違犯者に 制裁 を 加へ たので、 如何にも 神社の 重大 事であった かく 知られる。 

所が、 室町 末から 戰國 時代へ かけて は猶 一層 厳重に 且つ 綿密に、 神社の 種々 の 方面に この 衆議の 

力が 加 はって ゐ るの が 頗^き は 立 つ て 見えて くる。 

例へば、 明 應七年 九月に. は、 二十 六 名の もの 衆議して 事 書 を 定めた もの は、 總て八 ケ條、 その 多 

く は 神社の 森林、 散錢、 供米、 神職の 始末に 關 する もので あつたが、 中に 「社家 寄 合 之 時 ひいきへ 

®〕  (意 Bo  (食 見) 

んは あるべ から や。」 「社家い けんの 事 氏、 郡、 宿老 六 人して 御い けん あるべき 事。」 の ニ條が 特に 注意 

せられる。 卽ち、 會議の 公正 を 期し、 神官に 對 する 意見 は、 氏、 郡 中の 長老 各 六 人 をして 之に 當ら 

しめたので、 此 時代と して は、 ー體 に淤、 老 衆の 權 威を認 むる こと 明る 篤き ものが あつたの である 

が、 而も 氏縣郡 双方に 亙って 之 を 撰ば しめたと ころに、 神社との 間に 於け る 深厚なる 慣習 を 保持す. 

る もめが 歴然として 反映して ぬる。 次で この 年 十二月、 亦 十六 人の 當座 衆議して、 神樂 料の 收入配 


分に つき 定む ると ころがあった。 然も 上例と 同じ 意味 を 示す ので ある。 

次いで その後、 永 正 四 年 十 一 月に 提出され た、 社家 神官 中 御 法條々 の定と 題す る もの は、 ニニ 十四 

名の 鄕士兼 神社 奉仕者の 署 判に なれる 頗る 嚴 重な ものである。 その 「太刀々 拔事、 匁 傷 事、 殺害 事、 

惡ロ之 事。」 など あるの は、 如何にも 殺伐な 時代の 反映で しかない ので あるが、 衆議の 常と して 議 

論 高潮に 逹 すると 自然 か 、る 事に もな つたので、 第 一 に 之 を 嚴禁に 及んだ もので あらう。 然るに、 第 

五條 以下 は、 當 時の 會議の 性質 を 明かに する 上に 殊に 重要な 事項で ある。 卽ち 「御 談合 之 時人 之異 

見 誹 誇 之 事。」 と 云 ひ 「同時 同音 仁不, 可 レ有ニ 異見 一之 事。」 と 云 ひ 「酒 之 時 互不， 可， 有 一一 友 事。」 と 

あるの は、 少し 明瞭 を缺 くが、 次に 一 御 談合 之 時 御 異見 之 事 者、 如 一一 先規 r 氏、 郡 之 宿老 上 五 人 宛 

之 異見 於 可い 用事。 但、 一老 ニ老 面々 無， 一 御 出， 候 共、 當座於 n3 之 上、 次第 仁 可^? 御 異見-之 事。」 

とあって、 前 出 明應七 年の 定 では、 氏、 郡 宿老 六 人 宛あった が、 之 は 五 人に なって. q る。 猶、 この 

定に は、 前の 規定に も 見えた 生 料の 神官と 稱 する ものが 等級 を 分って、 氏、 郡 各 五 人 宛 定められ、 

これ は、 神事 を本體 として 專ら 神事 退轉 なきやう 興行 すべさに つき 異見に 及んで はならぬ として ゐ 
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る。 結局、 この 定 により 判定 すれば、 神官 中には 奉仕 專任 者と、 一般 庶務 擔任 者と 云 ふ 風に 分掌せ 

ら れてゐ たので ある。 

此種 衆議 書の 現存して- Q る 最後の もの は、 天文 十一 年 三月 十一 日附、 二十 三 名の 鄕士 神官の 連署 

になれ る、 多賀 大社 勸進 坊主 修理 所の 定の寫 で、 本社 以下の 修理 を 社 內の各 坊に割 宛てた もので あ 

る。 然し、 その後と 雖、 爲政 者と して は 舊慣を 重 じて 依然として 古法に 則らし めて. Q たこと に 相違 

ない。 例へば、 永 祿八年 正月、 淺井 氏の 裨將 磯野 員昌の 極 書で 見る と、 五 人 三人 を 以て 神事 を定む 

る は勿體 なき を 以て、 往古 置 目の 證 文に 從ひ總 て集會 によって 事 を 定め、 拔懸の 働を禁 やる と 宣言 

して ゐ るが 如き 之で ある。 此の 宣言 は、 當 時に 於て 勿論 履行せられ たので、 無年號 では あるが、 大 

凡 この頃の もので、 寄 合に より 相定ら る、 條々 の 事と 題す る個條 書で 見る と 、神社 有の 山林に 對し、 

その 神木 返轉を 防止 せんが 爲め、 十五 歲 以上の 者 神前に 誓紙 を 取る ベ き 旨 を 衆議して ゐる ものが あ 

る。 


然るに、 神社の 大祭に 際して 差定 せらる、 馬上 役に ついては、 郡 中 漸次 この 莫大なる 费 用の 負 擔 


に堪 へやして 之 を 免れん とする もの 多く、 或は 名字 を 冠し、 新 侍と なって、 巧みに 免除の 理由と す 

る もの を 出す に 至った。 恰も、 鎌倉時代に 御家人 兼 神官の 中から 神 役 違犯者が 出た と 同じ やうに、 郡 

民の 中から も 之 を 避 否す る ものが 綾 出して くる ことにな つたので ある。 その 初見 は、 永 正 八 年 四月、 

幕府から 多賀社 神官に 宛てた 執 達狀に r 當社神 役 事、 犬 上 郡 中差定 之處、 百姓 等 近年 號な冡 n 名字 1 

難^ 云ク、 太不 レ可レ 然、」 と 云へ る もので、 例年 神官 對 百姓との 衝突 を 見る に 至った が、 爲政者 側で 

は 「蒙 二 名字 一 候と て 可 レ遁二 神 役 一義 太以 曲事 之 由 候。 侍 こそ 本に 神事 をば 可 二相 勤 一 候へ、 愚意 を 申 

裁 一向 不レ謂 之 由 候。」 と 述べて、 侍と なれば 猶ー曆 神事に 勤むべき 害の 由 を 極言した が、 然も 猶こ 

の 免役 方法 は櫞續 して 行 はれ、 淺井、 丹 羽、 高 野瀨、 石 田 等 郡 中 居城の 諸將、 皆 この 禁令 を 出した 

に 係ら や 依然として 肯 かれなかった らしく、 漸く 威壓 的に 氏、 郡の 差定を 舊規の 如くして 近世に 傳 

へ る ことが 出來 たので ある。 

然し、 鄕士兼 神官 I 多い 時には 一 郡內 四十 人に 達した 人々 は、 遂に 新時代の 出現と 共に、 遂に 

その 由緒に 卽 する 位置 を 保つ ことが 出來 なかった。 天 正 十六 年 九月、 豐臣秀 吉の爲 めに その 從來の 

祌 社^-仕 を 停止せられ、 之に 代 ふるに、 その 神宮 寺で ある 不動 院を 以てせら る 、に 至った ので ある。 

その、 こ、 に 至った 原因 は、 秀吉 から 神社に 寄進した 神領 三百 二十 餘石 を、 神官と して 恣に 私用し 
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て、 ^事 勤行 を 怠 行せ しめ、 堂舍を 大破せ しめた 爲 その 怒 を 買った ことが 當 面の 原因と されて ゐる。 

然し 緩急の 別 は あるに しても、 社寺 及び その 附隨 勢力の 失墜 は 中世の 終末に 課せられ たる 大 なる 轉 

換 期の 犧牲に 外ならぬ ものであった。 

斯の 如くして、 鎌倉以 來連續 した この 特殊の 神官の 存在と その 勢力と は、 こ V に 終焉 を吿 げたの 

である。 (昭和 四 年 六月 成 稿、 歴史と 地理 第二 十四 卷 第一 號 登載〕 
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1 社寺の 興隆と 所領の 特權 

二 寺院 都市の 發 達と 本願 寺 蓮 如 

|_| 各地の 寺 内 

1 河内 富 田 林  2 和 泉 貝塚 

5 越 中 古府 ，6 越 中 井波 

9 河 內八尾 寺 内  W 磺 津天滿 

四 寺 内 町 成立の 徑路と 源流 

K- 寺 内 町の 制度 

六 括 言 


近 江山 田 

越 中 城 端 

大和 今 井 


4 近 江 寺 内 

S 河 內久寶 寺 

S 伊勢 一 身 田 


一 社寺の 興 降と 所領の 特權 

我國 上代 以来の 社寺 與隆 の徑路 を槪觀 すると、 主として 不輸不 入の 特權 によって 保持 せられた 社 

寺領の 獲得に よって 勢力 を 助長し、 奈良朝 あたりから、 信 長、 秀吉 等の 所領 土地 整理に 至る 迄の 期 
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間八、 九 世紀 は、 此 等の 社寺 領を 有力なる 要素と する 莊園 によって、 國 土の 要 部 を 占有 せられた 形 

ちであった。 もとより 槪 括して 社寺 領とは 云 ふ もの、、 その 內容に は國家 乃至 貴族 武家 庶民の 施 入 地 

も あり、 社寺 自ら 主體 者と なって 經營 した 開拓地 も あり、 又 買得 地 もあって、 一様に 見るべき でな 

く、 その 所有して ゐた權 利に しても、 單に 不輸不 入の 簡單 なる 一言で 片付ける こと は 勿論 出來 ない 

ので あるが、 要するに 社寺の 興隆に つれて 增 大した 領有 地が、 この 殆ど 一千 年に 瓦る 間の 日本の 經 

濟に 重大なる 關係を 有って ゐ たの は、 如上の 槪 勢から 當 然の歸 結で ある。 然し 山門、 寺 門 乃至 南都 

の 東大寺、 春 日 社 兼與福 寺に しても、 高 野、 柬寺、 醍醐 寺 等に あっても、 彼等の 俗 勢 は 武人 勃與以 

來 特に 鎌 倉 幕府の 任命した 守護 地 地頭の 手厳しい 武力 強制の 下に は、 全國 に星羅 した 社寺 領地に 於 

て、 至る ところ 檢斷 可能 不可能の 問題で 睚み合 ひ を 繰り返して ゐ たのであった が、 存外 多くの場合、 

社寺 側が 無理 を 通して ぬた やうな 場合が 尠く なく、 到底 幕府と 雖 長らく 培 はれて ぬた 彼等の 惰性 を 

そんなに 早く 拔 去る わけに は いかなかった ので ある。 

但し、 南北朝から 室町 あたり へ かけて、 依然として 強暴ぶ り を發 揮して： Q た 大社 寺の 一 面 は、 例 

へば 足 利 義敎將 軍な どが あれ 丈け 山門 を痛擊 して さへ、 猶且 息の根 を 止める に 至ら や、 更らに 百 五 

十 年後の 信^ を 待たなければ ならなかった 實情 にあった ので あるが、 然し 斯く云 ふ もの、、 他の 一 


面に 於て は 彼等の 勢力 を 支持して ぬた 所領 そのもの は、 各地 ともおし なべ て 多くの 支配者 並びに 領 

民の 爲 めに、 漸次 年貢 徵收の 困難と なり 不納と なって、 穀倉の 窮乏 を 導いた。 この 現象 はしかく 簡 

單に說 得し 了 へらるべき 筋合の もので はない が、 莊 園崩壤 期に 於け る 共通 現象と して、 其 は 獨り社 

寺の みなら や 一般に 遭遇した ところの ものであった。 そして 結局 は、 地方 豪族の 爲 めに 此 等の 庄民 

乃至 社寺 使用人 等の 反抗 を 更らに 手ぎ はよ く轉換 せられ 統 一 せらる V こと、 なった ので ある。 

斯く觀 察して 行く 一方に、 時代 的に 云へば、 この 室町 末期 あたりから 眼に 立って 商工業の 發 達が 

注意せられ るので あるが、 社寺. の 間に あっても、 その 所領 地に 於け る 貢 納に對 する 頻繁なる 爭議と 

^人の 侵略と に 劫を煑 やして、 反って 市場の 興 立 や 諸 座の 保護に 力を入れて 利錢を 得ん とする もの 

が 著しく 嘱目され た。 彼等 商工業者 は 未だ 莊 園に 於け る 農民 程に 槪 して 常習的 爭議を 起して. Q なか 

つた やうで もあった から、 割合 容易に 收納 の實を 擧げる ことが 出來 た。 これ は、 我經濟 史上の 轉換 

期の 一 現象と して 見ても 與味 ある 事象で ある。 而 して 又 一 面 この 室町 末期 卽ち 中世 末 は、 斯る 時代 

を 背景と して 都巿 成立 期の 序幕 を 開いた 特記 せらるべき 時代で もあった。 

笫三 中世 末寺 內町 の發逹  一 1 一 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  一 一 二 

二 寺院 都市の 發 達と 本願 寺 蓮 如 

中世 末期から 近世 初 零へ かけて 發 達した 我國 主要都市 は、 大體 その 多くの もの は各國 領主 達の 構 

營 した 城下町の 形ち に 於て 出現した ので あるが、 我等 は 其 中に 更らに 特色 ある 可な り 多數の 寺院 都 

巿 としての 構成に ある もの を 認めん とする ので ある。 一 體 この 中世 末 以前にしても、 我國に 於け る 社 

寺 中心の 都市 は、 之 を 他の 種類の 都市に 比較して 特記すべき 位置 を 保って ぬた。 例へば 奈良、 京都、 

鎌 倉の 如き 全日 本の 政治的 中心として 構營 せられた 都市の 外に、 どれ 丈け 中世 末 以前の 都市ら しき 

ものが 存在した かと 示 へ ば、 博 多、 尾ノ 道、 兵 庫、 敦賀、 堺 などの 宿 驛港津 の 五六が 漸く 其ら しく 存 

在した 位の ことで、 地方 的の 中心 II 太宰府な ど は 別と して 奈良 朝以來 の國府 にした ところが、 お 

しなべ て 各、  >  格段な 都市 を 作る 迄に 發 達して. Q たと は斷言 せらるべき でない。 唯 然し、 その 中に 社 

寺 中心の 都市 はより 多く 鮮 かに 浮び 上って 見へ た。 上代に 於け る 市の 起源が、 社寺の 存在 を 要件と 

して 成立し 發 達した と 云 ふ 都市 發達 史上の 一 過程 は 今 暫く 措く としても、 社寺と して 擁して ぬた 多 

數の僧 衆 其 丈け での 存在で も、 自然の 要求と して 聚落 を 構成す る 理由 を 示す のに 充分であった。 況 

んゃ 神佛の 行事 は 民衆の 遊樂を そ、 り、 貴賤の 信仰と 結合して、 賽客を 雲集せ しめる こと は 古今 そ 


の 相違 はない 箬 であった。 斯くて 近 江の 坂 本 は 水陸 交通の 咽喉 を 占む る 要點に 位置した からと は 云 

ひ條、 地方と して は 中世 切ての 著名な 街衢 を 形成して： Q たの は、 一面 三千の 寺坊を 擁する 山門の 爲 

めに 發 達した 寺院 都市と して 取扱 はるべき もので あり、 大津 にした ところが、 水陸 交通の便 はさる こ 

とながら、 其 半ば 以上 西 浦 は 園 城 寺の 寺院 都市と して 見て あまり 甚 しい 間違で は あるまい。 而 して 

亦、 平安 遷都 以後に 於け る奈 良の 如き は、 純然たる 春 日 社 及び 興 福 寺と 東大寺の 擁する 寺院 都市と 

して 其 存在 を續 けて， Q たので あり、 長 谷、 石山な どに 至っても 規模の 大小 は ともかく として、 何れ 

も 名 だ V る 寺院 を 中心として 門前町の 街衢 を聯 ねて ねたので ある。 國家 宗廟の 所在地 伊勢の 宇治、 

山 田 も、 亦 この 例に 洩れ や、 特に 山 田の 發達 は顯 著た る ものが あった。 ところが 今 中世 末期 乃至 近 

世 初頭の 都市 勃與 期の 潮流に 乘 じて、 寺院 都市 亦 行粧を 新に して 數 多く 出現した。 然も この 大多數 

は、 この 時代に 最も 劇しく 活動した 一向 宗の 寺院 を 中心とする もので あ， o、 本願 寺 中興の 法主 八 代 

述 如の 手に よって 成立した ものが 多數を 占めて. Q るのに 注意 せらる、 ので ある。 

一世の 英傑 連 如に ついては、 嘗て 長 沼 賢 海 氏の 雄篇あって 以來、 最近に 至る 迄猶 且つ 屢ぷ 史界に 

論究 を絕 たしめ ぬ 程 多く 未決の 問題 を 保持して ゐ るので あるが、 この 重要なる 轉換 期に 常って、 常 
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に 事象の 尖端に 觸れて 解決 を 彼れ に 待つ ベ 3 多くの ものが ある 中に、 遠 如の 寺 地經營 と寺內 町の 成 

立に 關 する 問題 は、 この 小論に とっても 實は第 一 關門 となる 程に 重要な ものである。 

蓮 如の 越 前 吉崎を 手始めに 大阪 石山に 至る 迄、 直接 間接 構營 した 寺 地 は 可な， o の數に 達して ゐる。 

其 等の 寺 地 は、 蓮 如に とって 最も 重要なる 一 向 一 揆 との 關係 如何の 問題に い つも 論議せられ ると こ 

ろの ものである。 私 はこの 問題に 對 して は、 直截 的に 云へば 之 を亂 離の 世相よ 6 見て 彼の 統率した 

敎團を 保持す る 必要 上 選定せられ たもので、 發 動的に 別段 初めから 挑戰 的の 豫想を 以て 之 を 構營し 

たので はない と考 へて ぬる。 但し、 逮 如に 非凡の 世俗的 才能が あり、 又敎 團の發 達に 腐心し、 教徒 

に對 して は 彼れ の 世俗的な 人格の 一 面が 强烈に 烙印せられ、 彼に よって 選定せられ 敎線を 引かれた 

國々 から 生前 旣に 一 揆の 狼烟が 揚げられ たこと を 忘るべき ではない。 斯て蓮 如の 選定した る 寺 地に 

發 達した 巿邑 として、 先づ 第一 に 越 前の 吉崎 を擧げ てみ よう。 南北に 通 やる 馬場 大路の 兩 端に は 各 

各 大門 を 建て、 中に  一 二百 間の 他屋 が構營 された とする 吉 崎の 規模が 帖. 外 御文に 見えて ぬるの は、 

旣に 早く 文明 四、 五 年の ことであった。 之に 次いで 文明 十 年から 十五 年頃に かけて 構營 された 山 科 

本願 寺に は、 更ら に宏壯 なる 佛堂を 中心として 渠 濠と 土 居と に圍繞 せられた 八 町の 構えが 出来、 又 

多くの 他屋 が構營 された。 これ 卽ち 動かすべからざる 儼然たる 寺內 町の 成立で ある。 斯くて 亦、 明 


應五 年に 構營 された 大阪 石山の 寺坊 にも 寺 內六町 (北、 西、 南、 淸水、 新 屋敷、 檜物屋 町) の發達 

を 見た。 これ は當 時の 史料に は 一 々其 程 詳細なる 內容を 示して ゐ ない ので あるが、 後の 天文 日記な 

どから 推定して 粗、 、間違って ぬない だら うと 思 はれる。 以上 山 科と 大阪 との 寺內 町に. 關 して は 可な 

り 詳細に 1  記述せられ たもの が あるから、 重複 を 避けて こ V に は 再 記しない が、 其 他 蓮 如 選定の 寺 域 

中、 大津近 松に も 南、 北、 西の 寺內三 町が 開かれて 居り、 直接 間接に 開設した 北國 近畿の 各 寺院 を 

中心として、 大小の 別 は 兎も角、 何れにしても 其々 街衢の 發達を 示し、 都市 發生 時代の 登場 者と し 

て 充分に 發言權 を 有つ ものと してよ い と考 へ る。 

三 各地. の 寺內町 

上述の 如く 寺院 中心の 巿邑が 特殊の 都市の 形態 を 以て この 中世 末に 續出 したのに つい て は、 一 向 

^殊に 蓮 如の 時代が 一 の 新 時期 を 劃して. Q るので あるが、 この 傾向 は爾 來戰國 時代 を經て 安土 桃 山 

時代に 瓦り、 猶江戶 時代 初期に 迄 も 其 惰性 を 示しつ 、あった。 而 して 從來蓮 如の 手に よって 構營さ 

れた山 科 乃至 大阪の 寺院 都市 は、 前述の 如く 可な り學 者の 舆味を 喚起して. Q たが、 これと 同型の 拊 

&  くの 寺 內町 はいくら か 注意 圏外に 逸して. Q たやう にも 受 取られる。 もと 上. o 以下 歷敍 せんとす る 
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其 等の 類型 中には、 起源 發 達の 可な り 曖昧なる もの、 又は あまりに 規模の 小なる もの も 無論 挾雜し 

てゐ るが、 然し 此 等の 綜合 的觀 察に よって、 私は猶 少しく 具體 的に 從來考 へて ぬた 寺內 町の 槪 念に 

出來る 丈け 肉汁と なる-べき 內容 を與へ た い こと を豫 期す る ものである。 

1 河 內富田 林 

富 田 林 は河內 國舊、 石 川 郡 (今、 南河內 郡)、 石 川の 北岸 高燥の 地域に 位置 を 占めて. Q る。 此 市街 

は、 本願 寺で はなく、 同じ 一向 宗の與 正 寺 十四 代證秀 上人に よって 永祿の 初年に 構營 せられた もの 

とされる。 卽ち 永祿の 初年 (恐らく 三年 か) にもと 山 田 芝と 稱 せられた 荒蕪地 を 四 町 四方に 亙って 

錢百貫 文 を 以て 領主 三 好 山城 守から 買得し、 やがて そこに 寺 坊を營 み、 附近の 毛 人 谷、 新 堂、 山中 

田、 中 野四ケ 村の 庄家 にっき 一村 二 名宛の 寄 合 を 求め、 相 共に 協議して 開墾し、 街衢 を區 劃し 商 估 

を 移して ー邑を 作り上げた。 以上 八 人の 功勞者 は、 八 人 衆と して 爾來 子孫 相傳 へて 長く 町老の 任務 

に當 つた。 寺院 は 元 來毛人 谷に あつたの を、 町家の 中心に 移轉し 堂宇 坊舍 を新營 し、 之 を 本 寺の 掛 

所と したので ある。 現に 寺院に は 永 祿以來 の 證券 數十 通と 舊記錄 と を 有して ゐ るので あるが、 私 は 

未だ それ を 見る 機會を 得ない ので、 假 りに 坊間の 寫 しによ つて 以下の 記述 を 進めて 行く と、 所謂 四 

町 四方の 地 ほ は永祿 三年 六月 乃至 同 五 年 五月 迄に 支拂を 完了し、 同 三年 三月 美 作 守 在 判の定 書に は 
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諸 公事 免許、 德政 禁止、 商人 座 公事、 國質， 所 質 沙汰 

等、 寺 中大阪 並に 規定せられ T 與正寺 道場 富 田 林」 の 宛 

名の 下に 差 出され、 又 同年 六月 乃至 七、 九月に 亙って 三 

好實休 始め 同氏 一 族の 下附 した 禁制 狀は七 件に 及んで ゐ 

る。 斯くて 亦、 元龜 元年 九月 織 田 信 長の 「富 田 林 寺內」 

宛の 書狀に は、 寺內 一 同大 阪 方に 一 味せ ざる を欣 幸と し、 

依て 寺 內別條 なき 旨 を保證 してぬ るが、 其 前年 永祿 十一 

年 十月 朔日附 の證狀 にも、 佐 久間信 盛 等の 五 奉行 連署し 

て 寺內の 安全 を保證 してぬ る ものが ある。 猶 新に 探訪し 

た 元龜四 年の 賣 券に は、 一層よ く 住民が 寺 內の名 稱の下 

(一) - I  I 

に存 して ゐ たこと を明證 する ものが ある。 土地 は 當初免 

祖 地であった の を 豊臣氏 時代と なって 片桐且 元 寺社 奉行 

の 際 證券 紛失の 爲爾來 效カを 失した と 傅へ てぬるが、 之 

は 何れと も 確かに は 云 ひ 切れない。 
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然るに 江戶 時代の 中期に 出來た 同地の 町繪 n から 推定 せられる この 寺內 町の 構營 上の 特色 は、 周 

圍を 殆ど 全部 土 居 を 以て 圑繞 し、 四方の 出入口に 門 を 構え、 街衢 は 粗、  >  碁盤 目に 作られ、 中央に 開發 

(二) 

根本 寺院の 興 正 寺 別院の 一 廓が 盤 居して 居る 形狀 である。 この 土 居 は 自然の 地形 を 利用した もの 

か、 或は 人工的に 構營 した もので あるか は 明示せられ ない が、 大體に 於て 山 科 ゃ大阪 の寺內 町の 周 

圍に 築造され たものと 同型 式の もので あ. o、 又 一 面から 云へば 與正寺 別院 は 宛も此 時代の 城下町の 

領主の 城廓と しての 位置に ある ものと 云へ る。 この 點 について は更ら に後說 する ことにする。 而し 

て猶 この 防衞 的な 土 居 構への 外に、 街衢の 東南 隅^ 當 つて 更らに 城砦の 阯と傳 へる 個所が あり、 又 

城 內と稱 する 字 地が あり、 久 L く 町民の 間に 共有 せられて， Q たが、 寶永 元年に 町會所 建設の 費用 

に充 つる 爲 分割 賣 却した ことが、 これ 亦 最近 探訪の 文 * に 所見して. Q る。 此 等の 城砦 地 を 意味す 

る 地域に ついては、 種々 の 見解が 加 へられる であらう が、 私 は 之 を 以て 寺院が 非常の 際に 當 つて 

特に 戍兵を 置いた 構 へ の 場所と して 解釋 せんとす る ものである。 

( 一 ) 右賈 券に は 「限 永代 寶渡 ^作 職 之 券 文 之 事」 (中略) 

右 件 之 職 者 …… 富 田 林寺內 五郎 左 衞門寳 渡. &處實 正 明白 也 (下略〕 元 龜四年 酉 二月 吉日 富 田 林 寺 內賨主 彌左衞 門 (花押〕 

富 田 林 寺 內五郞 左衞門 殿參」 と 見えて ゐる。 

(二) 本圖 は赘曆 三年 十月 富 田 林 差 出圖を もと 、 し て 作製した。 


2 和 泉 貝塚 

和 泉々 南 郡 貝塚 は 同地の 草分けと 稱 する 三十 六 人 衆の 一 人 富田賴 雄が 天 正 十五 年 五月 書殘 した 由 

緖 書に、 古來 からの 系統 を 立て、、 町の 發達 を歷敍 してぬ る ものが ある。 右は猶 いくらか 當 年の-記 錄 

とする のに は 疑 はしい 點も あるが、 大體は 古傳を 誇張な しに 受付いだ ものと 思 はれる。 依て 右 由緖と 

並に 願 泉 寺 由緒 記な どに よって 市街 發 達の 大體を 述べる と、 同地 は 元來幅 五町の 海 濱に寺 庵 一 宇 及 

び 民家 三十 六 軒 を 有した 僧 行 基の 所緣 地と 稱 する 地域で あつたが、 應仁中 本願 寺 蓮 如の 來 錫に 際し 

邑 民相議 して 紀州 根來寺 在住の ト半齋 なる もの を迎 へ、 天文 十九 年 草庵の 再與 成って 宗風頓 に 盛に 

なった (由緒 記に は 天文 二十 四 年 三月の 取 立てと 見える)。 後天 正 三年 兵亂に 際して 寺院 は 一 曰 一 破 却 

せられた が、 八 年に 至り 板屋 道場の 名の 下に 復興せられ、 同 十 年に 至って 更ら に豐臣 秀吉の 命に よ 

つて 卜 半齋は 貝塚 を寺內 町と して 經營 する こと、 なった。 最も この ト半齋 は 通名で、 蓮 如の 仲介で 

始めて 根來 より 迎 へられた 初代から 後の 子孫で ある。 斯て翌 十一 年 七月から 十三 年 八月 迄 顯如此 地 

(1) 

に祖影 を^ じて 貝塚 本願 寺と なり、 文祿ニ 年の 淺野長 政の 檢 地に は 寺內地 子の 免除と なった。 然し 

江戶 時代に なって 以來慶 長 十五 年頃に は、 大久保 長 安の 代官 支配 時代に 頗る 苛政 を 蒙った ので、 寺 

(二) 

内 町； ir,  ：! 述. 署 して 幕府に 上訴し、 寺內 町と しての 特權を 冒 侵せられ た 個條を 申立て V ねる。 こ 
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の 結果 同年 六月 幕府 は 改めて 諸 役 免除の 朱印 を 出し、 家康は 別に 猶駿府 に 於て 船 役 免除の 黑印狀 を. 

出し、 八月に 至. o 大阪に 於ても、 片桐且 元の 手に よって 貝塚 寺 內ト半 宛に 寺 內諸役 免許の 黑印 並びに 

船 役 免除の 旨 を 達 示して ゐる。 この 後 幕府 は 相次いで 元 和 三年 七月、 寛 永 十三 年 十 一 月に も 先例の 

旨に よって 特權を 保持せ しめた。 而 して 亦 その後に 至り 正 保 三年 寺內 町人 三 好 長 兵 衞と稱 する もの 

出入の ことあって 江戶 町奉行へ 出訴に 及んで ぬるが、 寺 內は總 て 卜 半 地頭た る 間 重ねて 申出る に 於 

(Bn 

て は 曲事に 仰 付くべし との 言 渡 を 受けて ぬる。 斯くて 貝塚と しての 町家の 發達 は、 舊記 を抄錄 して 

左表の 如くに 示され、 江戶 時代の 中期 頃 迄引續 いて 急 劇の 勢で 發 達した ことが 如實に 示されて ゐる。 

年  代 

天  文 

. 天  正 

麋  畏 

寬  永 

慶  安 

享  保 (六) 

寬  政 (十) 


人 


六 0 


六、 八 〇 七 

五、 九 二 五 


戶 


數 


二 五 〇 

五 〇〇 

六 〇〇 

八 〇〇 


、 四 四 二 


^ 古 ^ 只 lai 二お 


「■ 


文 

元 


化 (七〕 

永 (五) 

治 (元) 

治 (二〕 


五、 七 一四 

四、 八 六 五 

四、 〇 七 五 

三、 八 五八 


九 四 


次に この 貝塚の 寺內 町と しての 範圍 は、 前 出 河 內富田 林 等と は 

違って、 街區全 體卽ち 北、 西、 南、 中、 近 木の 五町 は 事實貝 嫁御 

坊 (願 泉 寺) では あつたが、 幕府から 許可 せられて ゐた諸 役 免訴の 

朱印 地 は 前記 原由 槪略 「境 內 五ケ 町の 內 假名 附 のこと」 の 內に見 

えて <Q る 二十 一 字に 限られて ゐ たものと 思 はれる。 斯くて ト平は 

？王) 

「貝 嫁の ぬ し」 と して、 寺內の 支配 權を 有し 「寺 內商賣 以下」 總 ベ て 

(Ji  i 

その 領知 すると ころであった。 更ら に江戶 時代 中期の 町繪圖 によ 

ると、 この 寺內 町の 稍 i 中央に 蟠 居した 寺院の 東 境 を 劃して 城 濠 

園饞 せられ、 城 濠に 添 ふて 更らに 南北 邊を 町の 兩 端に 境す る 小 流 

に 至る 迄 一 帶の 松林が 繁延 してぬ るの を 見る の は、 實は當 初 天 正 十 年秀吉 によって 寺內町 開設 を 許 
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可せられ た 際に 構營 せられた もので はない。 それ は 寺 傳德川 家 康大阪 役 前 (恐らく 元 和 元年 夏ノ陣 

前 か) 卜 半に 命じて 貝塚 寺內 に-幅 二十 間の 濠渠 を 穿た しめ、 且駿府 より 松 苗 を 移植せ しめんと した 

が、 ト半カ 及ば やして 漸く 幅 三 間の 濠渠を 掘った と 見へ てぬる。 現在 氏神 附近に 殘 されて ゐる 溝渠 

も 幅員 三 間見當 であるから、 この 寺 傳は或 點迄信 やべ さもの、 やうに 思 はれる。 卽ち 貝塚 寺內 町の 

防禦 的 城 濠 は、 その 意味 合に あって は 夫 程 違って .Q ない にしても、 鑿 掘の 時代 は 草創の 際よりも 可 

なり 遲れ てぬる ことが 注意 せらる、 ので ある。  』 

( 一 〕 卜 半 了 達の 原由 概略に よる。 然し 次の 願 泉 寺 文書 中訴狀 個條番 によれば r 一 、 昔より 貝塚 之 御堂-一 付 候 佛供田 八 拾 

石 西 斗 八 升 二 合御应 侯、 淺野彈 正殿 (長 政) 寺 內御檢 地敉成 候、 則 右 之 ふく 田 付て 卜 半 御 帳 あ ひ 候 も 不在 候 故、 于今寺 

內之 者と も 不赛仕 候 事」 と 見へ 少しく 明確 を缺 いて ゐる。 猞願眾 寺 由緒 書に は、 天 正 十三 年初 度の 檢 地に 免訴 地と なり 

耩 いて 文？ i 二 年に も 別儀なかった と 見えて ゐる。 

(二) 願 泉 寺 文 誊慶長 十五 年 卯 J 十四日 年寄 彥左衞 門 等 言上 書 (大日 本 史料 第 十二 編 之 七 所 引) に、 十 五ケ 條に亘 り 詳細に 

大 久保& 安の 秕政 を彈 劾し てゐ る。 

(三) 大日 本 史料 第 十二 編 之 七 所 引 願 泉 寺 文書 

(四) 卜 半 丁 達 原由 概略 

(五) 願 泉 寺 文書、 江戸時代 初期 の もの と 思 はれる 年月 未詳 榮 信よ リ卜半 宛 並 に 松 下 總守宛 の 書状に よ る。 

3. 近 江山 田 


近 江 栗 太 郡 北山 田 は 琵琶湖に 沿 ふた 草津川 ^川口に 近い 一 漁村に 過ぎない" 然も 嘗て こ、 に構鸷 

せられん とした 本願 寺の 寺內町 は、 規模の 點は 兎も角、 成立の 徑路を 熟知せ しめる 參考 文書が 多く 殘 

存 せられて、 制度 上から 當 時代の 寺內 町の 內容を 明らかにする と共に 豐臣秀 吉の對 本願 寺 政策 を 知 

る 上に も 頗る 與 味が ある。 卽ち 本願 寺顯如 父子の 大阪 石山 籠城 中、 其 最も 信賴 した 敎 徒の 地盤 中 近 

江 南 郡 太 の 一 中心として 永久 坊と稱 する 一 門 侶. によって 統率 せらる、 寺坊が この 山 田に 存在し 

た。 然し 信 長の 死によ つて 急轉 直下した 時局 は、 秀吉對 本願 寺の 關係 となり、 秀吉は 寧ろ 反動 政策 

の 意味 合から 天 正 十 一 年 十二月 この 寺 地 を 擧げて 本願 寺に 寄進す る こと、 なった。 尤も 同地 方 は 織 

田三吉 郞信秀 gig 一の 所領であった ので、 手續 として は 信秀の 老臣 拓殖 宗丹、 森 總三兩 名から 本願 

寺の 家 宰下間 丹 後 法 印に 其 意 を 通じ、 大に. 寺 門の 興隆 を 期せし め、 信秀は 寄進 狀を下 間 少進法 印 及 

び 土 佐 法 橋 宛に 下附 し、 更らに 二 老臣の 名 を 以て 兩下間 氏に 宛て 「永代 御 寄進 本願 寺 御門 家 寺內家 

數之 事」 の 寄進 狀を 出し、 委細に 右 寄進 地の 字 地 を 明かに して ゐ るので ある。 右に よれば 南北 四 町 

^ボ西 推定 五町 餘の區 域た る を 示し、 更らに 後出 置 目に よれば、 まだ 同地 城 は ー帶の 荒蕪地で あつ 

たので ある。 ところが 同じく 十 一 年 十二月 二十 八日 附に 本願 寺 奉. 行から 出されて. Q る。 「山 田 寺 内 

^目 之 事」 は 九 ケ條に 亙って、 所謂 新に 經營 せられん とする 寺內 町の 規定 を 列記して 居. o、 他に 比 
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土地 及び 聚落 史上の 諸問題  一二 四 

類な き 詳細なる 內容を 示し、 之に 相參 照す る ことによって、 早く は 山 科 ゃ大阪 の寺內 町の 斷片的 記事 

が 初めて 理解 せられる 個所が あり、 凡そ 同時代の 一 般寺內 町の 樣式を 知る ことが 出来る ので ある。 

個々 の 內容に 至って は、 更らに 後 節に 詳論す る こと 、して こ、 に は 省略す る。 

(一) 拙著 「武家時代 社會の 硏究」 所收 「長 安寺 創立」 參照 

4 近 江寺內 

^  近 江 栗 太 郡 治 田 村寺內 は、 長 享年 中 足 利 義尙將 車が 六角 高賴 征討 

に當 つて 居陣 した 鈎の 中と して 知られて ねる。 同 郡大寶 村大寶 神社 

所 藏江戶 時代 初期 製作の 同地 古圖 によれば、 本丸、 ニノ 丸、 三 ノ曲輪 

を 籠め た 南北 百 二十 間 東西 百 十四 間の 方形の 地域が 右 遺構と して 示 

されて ぬる。 然るに 右 遺構に 據 つて 天 正 十 一 年 十月 同地 中 了 心 入道 

なる ものが 領主 脇 坂 安治から 寺內興 立の 免許 を 受け、 諸 役 免許の 特 

典 を 得て ゐる。 この 了 心 は 本願 寺 所屬の 僧侶と して 本 寺の 意向の ま 

まに 右 特權の 下に 街衢 を經營 した 趣 は、 同 十三 年 十 一 月 羽 柴秀次 か 
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ち 本願 寺 宛の 書狀に 窺知す る ことが ffi 來る。 斯くて そめ 後 歴代の 代官 領主から 隣鄕 よも 居住の もの 


ヒ呼 寄せ、 從義を 免除 せらるべき 旨の 特許 狀を 得る^ 例と し、 了 心の 後 住に 至って 永 正 寺と 稱 した。 

この 寺院 は、 一 面 亦 庄屋と して 寺內 一 村 を 支配した。 斯くて 現に 同 寺に は 前記 天 正 十 一 年 十月の 折紙 

を 最初と して、 嘉永ニ 年 十月の ものに 至る 迄 二十 九 通の 特許 狀を 所藏 してぬ る。 寺內 町と して は最 

も 規模の 小なる もので は あるが、 一 定の 內容を 具備す る ものと して 好適せ る ものと される であらう 

r 一 ) 永 正 寺 文書 二十 九 通の 中天 正 十三 十 一 月 三日 附の もの 一 通 は 本願 寺 宛の もので、 あと 全都 は 維て 了 心 力ら 始めて I 

意 夫 寧に つ v き、 享保 以後 は 單に永 正 寺と して ゐる。 寺 號を明 IS した もの は 冤 永 十 年 九月 十日 附の ものに 上 鈎 寺 内 永 I 

寺と した もの を 初見と す る 。 

5 越 中 古府 

越 中 古府 は 富 山 縣射水 郡 伏 木 町の 一 大字 をな し、 所謂 越 中 國府の 故 地で、 南北朝 以降 戰國に 瓦つ 

て 士豪こ V に 堡壘を 築いて 居城す る ものが あり、 蓮 如の 吉崎 在住 時代に 至って 男蓮乘 始めて、 寺甚 

ケん ため、 後遨誓 住職た るに 及び 一 旦 寺院 を同國 安養寺 村に 移轉 する こと 、なった。 寺 號勝興 寺 は 永 

PJ 十四 年 七月 本願 寺から 順 德院の 御舊蹤 によって かく 定められる こと、 なり、 北 國の本 寺と して 越 

中 一 國を與 力と せられた 程に 重せられ てゐ たので ある。 これ 實に 本願 寺に あって は 第 九代實 如の 時 

代であった。 
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次いで その 中に 天 正 十二 年に 至り、 富 山城 主 佐々 成 政の 諒解の ドに舊 地域に 還 住の こと、 なった。 

成 政から 同 寺 宛の 害狀に r 坊地は 守 山麓に 申 付」 と あるの は、 卽ち 古府の 故墟を 示す ものである。 

斯くて 成 政の 意 を 承け た 家 宰神保 氏 張 は、 國 中の 諸 坊主に 令して 同坊 地經營 につい て 馳走 萬 端油斷 

なんらし め、 其 他 一阒を 寄進す る こと v なった。 氏 張から 坊官下 間 右 衞門尉 宛の 書狀に 「於 府地之 

内 何と や 内々 理申者 有 之 由 承 候。 旣田畠 一圓-一 寄附 仕 候 上 者、 何 之 者雖爲 知行 分、 府之內 於 在 之 者、 

毛頭 不可 有 相違 候。」 と あるに よって 其 間の 事情が 悉 知され る。 而 して 此時、 卽ち天 正 十二 年 十二月 

附氏 張から 出した 勝與 寺の 制札 は總 ベて 七 ケ條に 亙って ゐ るが、 その 中 第 四、 五、 六の 三ケ 條は特 

に 同時代 寺內 町の 制度 を 明示せ る ものと して、 前記 長 安寺の 條 下に 述べた 天 正 十 一 年 十二月 本願 寺 

奉行の 規定と 相 待って 頗る 重要視 せらるべき ものである。 一 み、 の條 項に つ いて は 更らに 後 節に 讓る 

ことにしたい。 斯くて 翌十 三年 七月に 至. o 成 政、 秀吉 軍の 攻圃を 受けた 際に は、 秀吉 は古國 府寺內 

としてお 制 三 ケ條を 出して ぬるが、 更 らに翌 八月 前 田 利 勝の 出した 禁制 札に は 「當町 市日、 如 先々 

可 相 立 事。」 とあって、 單に 禁制の 慣用 文句た るに 止ら や、 當寺內 町が 當時旣 に 相當に 街衢 を 成立せ 

しめてぬ た 事情 を 示して ぬる。 而 して 亦 寺內の 具體的 記事と して は、 天 正 十六 年 十月 利 勝の 寄進 狀 

に 「於 御寺 內 近所、 以繩打 百 俵 之 地 進 置 了、 全 可 有 御寺 納」 と あるので 明示され てゐ る。 


( 一 〕 勝^ 寺 文 害の 中に 「 …… 其 地 御坊 北 國之本 寺 與御定 諸式 御 本 寺 同格、 越 中 一 國與 力に 御 付 被 成 候 (下略)」 と 見える。 

6 越 中 井波 

越 中 礪波郡 井波 は、 明 德九年 本願 寺 第五 代綽 如の 來化 によって 始めて 寺 坊を營 み、 爾來約 二百 年 天 

^九 年 佐， V 成 政の 兵火に 會 する 迄に は、 寺 內町相 當に發 達して、 盛時に は 町家 三千 餘戶に 達し、 文明 

七 年 運 如吉崎 時代に こ、 に 布 敎の陣 を 張った 盛況 は 旣に著 聞せられ てぬる。 又 一向 一 揆 時代に は顯 

秀更ら に 城廓 を 堅め、 時勢 を 甲 ふて 宛然た る 城下町の 體を 形成した ので ある。 その後 成 政、 秀吉 軍の 

重圃を 受けた 際に、 前 田 方から 出された 禁制 狀は 型の 如く 三 ケ條を 並べて ぬるので あるが、 唯 その 

中 第三 條に 「對 寺內 町人、 不謂儀 申懸之 事。」 と 見えて ゐる のが 注意され る。 卽ち之 を 以て この 寺內 

(二〕 

町 は、 成 政 兵火 後 更らに 復興せられ たものと 解せられ るので ある。 

( 一 ) 瑞泉寺 SS 錄 帳に 「然るに 井波の 有樣 を見耠 ふに 昔の 形と て は 土手 堀 而已萆 原に て樣々 東西の 井波に 小 家 百 軒 不足、 -成 

如上、 明徳： 兀 年に 此地 一 字の 坊舍御 建立 有りし より 七 代の 事務 兵 部 卿 佐 蓮に 至る 迄 凡 霜雪 百 九十 餘 年間 御 宗門 繁昌して 

…… 町家 三千 餘軒 有て 越 中の 府 とも 可 云 所な り、 然るに 去る 天 正 九 年-: ハ J 佐々 成 政 入 國之筘 一 宇 も 不殘燒 亡」 と あるに 

よれば、 共 火 前の 寺內 町と しての 規模が 知られる。 

(二) この 禁制 狀は越 中 M 北 野 寺內と あるが、 北 野 寺 は 卽ち瑞 泉 寺の ことで ある。 

7 越 中 城 端 
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土地 及び 聚落 史上の 諸問題  一 二八 

越 中 礪波郡 城 端 は、 元來 から 云 へ ば戰國 時代に 於け る 地方 豪族の 居城 地であった もの 、如く 解せ 

られ るので あるが、 當時 一般に 多くの 領主 間に 行 はれて ぬた 所 例に 倣 ひ、 城下の 規模 を 盛に せんが 

爲 めに 福 光 在住の 善德 寺を强 ひて 招請して こ、 に移轉 せしめた ので ある。 斯くて 遂に 城下町 は善德 

きを 中心として 發 達する こと 、なり、 やがて 轉 じて 寺內町 として 繁榮 する に 至った 次第で ある。 

(一) 「城 端 御坊 善徳 寺 由來」 に 「時に 福 光より 柬十 五町 を 隔て 國主 あり 荒木 善 太夫と 號す、 彼 地 を 大驛に 致す 望 あり、 是 

に 依 て、 福、 あ H 寺、 を 招請 し 給 ふ、 救 遍辭退 ありと 餽國 主の 命に そむきが たく 止 事 を 樽す して 御 掛所を 福 光に 殘し垅 端へ 

柊轉 なり、 頃 は 人皇 第 百 七 代 正 親 町院の 御宇 天 正 元年の 事 也、 衩國 主の 歸依淺 からず 世上の 人夫 力 を 盡し懇 志 を 持 運ぶ 事 

申 斗り なし、 扨 善德寺 大門 は 卽國主 の 城門 を 御 寄附 也。」 と 見える。 狁 拙著 「武家時代 社 看の 硏究」 所收 「狨 端雜 記」 參照。 

8 河 內久寶 寺 

河內^ 川 郡 (後の 中河內 郡) 久寶寺 は 所 傳聖德 太子 建立の 久寶 寺に よって 地名の 起源 をな し、 舊庄 

名 を 巨 摩と 稱し式 內許摩 神社 を 氏神と してぬ るのに よっても 其 奮 地た る ことが 知られる。 然るに 文 

明 十 一 年^ 至って、 本願 寺 蓮 如 こ、 に 西證寺 を造營 しその 子 實順を 在住せ しむる こと 、な. 5、 旣に 

して 嗣玄眞 早世した 爲、 大津近 松顯證 寺の 蓮 淳享祿 ニ年來 住し 山 號寺號 を 移して 爾來近 松 山 顯證寺 

と稱 したと 云 はれて ぬる。 然るに 亦 一方 この 地 は 畠 山家 國の支 裔満甚 居城し、 其子潞 川满貞 を經 
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て、 子 光 負 は 出で、 一旦 播磨 安井 鄕を領 したが、 三代の 

後定繼 再び この 邑を領 し、 其子定 重、 定正は 辙田信 長に 

仕へ、 天 正 五 年 本願 寺 光佐の 來攻の 際 殉難して 城 遂に 陷 

■§ つたと 稱 せられ、 右城 阯は町 西南 隅なる 城 土 居に 當 ると 

傅へ られ てぬる。 

以上の 所傳 によると、 大體久 寶寺は 一面に 於て 顯證寺 

の構營 地た ると 共に、 又 畠 山 氏の 支 城 地で もあった こと 

になる ので あるが、 寺院 側は假 りに 享祿ニ 年 蓮 淳來住 期 を 以て 久寶 寺發 達の 一時期と すると、 對畠 

山 氏との 關係は 時代 的の 重なりに ついても 今のところ 充分に 解せられ てぬな い。 然るに 江戶 時代 中 

期に 製作され た久寶 寺村圖 によると、 街衢の 周 圍は濠 渠と樹 薮とを 以て 完全に 圍繞 せられ、 四方の 

出入口に 七 門 を 設け、 別に 南方 氏神 を 中心として 同じく 濠 渠を繞 した 一 廓 を 作って ぬる。 之 を 如何 

に 観察すべき かにつ いて はもと より 速斷を 許さるべき でない が、 試に 一 の 假定說 を 出して 見る と、 

氏神 を 中心とした 一 劃 は 奮 久寶寺 そのもの であ， o、 顯證寺 を 中心とした 濠 渠內は 同 寺の 寺內 町と し 

て發逹 した もので あり、 西北 隅の 城 阯は畠 山 氏と 何等かの 關係を 保持し つ、 居城した 個所で はない 
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かと 思 はれる。 以上 はもと より 確乎たる 根柢な き 観察で は あるが、 この 一隅に 構營 せられた 居城 を 

中心とし てこの 街衢が 發 達した ものと 見る よ. o も、 顯證 寺が 尠くとも 文明 乃至 享祿 以前に 相 當の根 

據を 有した とすれば、 その 支配 下に 立って この 濠 渠に网 まれた る 全區 域が 發 達した と 見る 方が 合理 

的で なから うかと 思 はれる。 もとより この 問題 は猶 綿密なる 史實の 根本 を 捕捉す る ことが 必要で あ 

る こと は 云ム迄 もな い 。 

9 河內八 尾寺內 

河 內若江 郡 (今 中河內 郡) 八 尾寺內 は、 慶長十 一 年 十  一 o: 前記 久寶寺 村 森 本 七 郞兵衞 等 十七 名莊 

內の 荒蕪地に 移住して 開拓し 一村と 爲し、 翌 十二 年 三月に 至 6 本願 寺敎如 こ、 に大信 寺を營 み、 爾 

來八 尾寺內 村と 稱 した。 德川 家康は 同所 方 四 町の 地域 を 寄進した と傳 へて ゐ るが、 現在 右 寄進 狀は 

傳 へて. Q ない。 思 ふに この 方 四 町の 地域 は、 卽ち 最初 久寶寺 村民 等の 開拓した 土地 を 指す もので あ 

らう。 寺院 は 萬 治 三年に 至り 更ら に村內 北部に 移轉 し、 又寬文 三年 寺領を 幕府に 返附 したと 稱 して 

ぬる。 延寶七 年 七 WJ 本 多 兵 部少輔 の檢地 帳に よると、 寺內 村の 田畑 併せて 三十 八 町 四 反 九 畝 ニ步內 

屋敷 一町 一 反餘、 之 を 二百 八十 戶 前で 所有して 居り、 御堂 大信寺 は 七 反 九 畝 餘步の 屋敷 地 を 有して 

ゐる。 卽ち慶 長 十一 年 以降 七十 餘 年間に、 寺內 町と して これ 丈け の 發達を 示した ので ある。 


^攝 津天满 

前記 本願 寺顯 如が 和 泉 貝塚 三年 間 滞留の 後、 豐 臣秀吉 によって 寺 域の 寄進 を 得て 移住した のは大 

阪天滿 であった。 貝塚 日記に 「(天 正 十三 年) 八月 三十日 御門 跡樣 中島 寺內へ 御う つり 一 と ある もの 

で、 この 中島 寺內は 天滿の 中に 該當 して ゐ るので ある。 これより 先き 同年 五月 秀吉 によって 撰定せ 

られた 同 寺 地 は、 秀吉 自身の 繩打 によって 中島 天 满宮の 會所を 限， o、 東の 河 緣迄七 町 北へ 五町の 定 

めで、 淤 入用に 應 じて 割 渡される 害であった。 而も この 五町に 七 町の 區域 は、 もとの 大阪 石山の 寺內 

よ. o も廣 かった と 云 はれて. Q る。 

斯くて この. S 屋敷 は、 天 正 十八 年 二 月 五日 附屋 敷地 子 五百石と して 領 知の 旨 を 達せられて ゐる 

ので、 寺內 町と しての 發達を 示した M とが 知られる。 右 記 錄に小 帳 有 之と あるに よれば、 更らに 明 

細甞 的な 帳簿が あった こと を も 示して. Q る。 

( | ) ほ 塚 日記 天 正 十三 年 五月 三日 條 

U 大和 今 井 

火 和 高 市郎今 井町 は、 江 州 河 瀨の着 姓 河 瀨兵部 丞と稱 する 窣人、 本願 寺證 如に 歸 依して その子 院 

を この-地に 構營 せる に 創り、 四 町 四方の 彊 域に 濠渠を 廻し、 土 層 を 築き、. 後に 稱念 寺と 稱し、 自ら 

笫三 中世 末寺 內 の發逑  ニー 二 
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入道して 本願 寺に 隸屬 する この 寺院 を 中心とし、 町 割 をな し、 廣く 庶民 を 招致して 商工 を營 ましめ 

たのに 起源して ぬる。 又 一方で は、 荦人を も 招致して、 本願 寺顯 如の 石山 籠城に 際し、 一揆 を 起し 

て 之に 應 じたが、 後 信 長の 赦免す ると ころと なり、 先規の 如く 町內を 支配し、 宗門 を相續 し、 秀吉 

時代 亦 同じく 之に 准せられ たと 云 はれて ぬる。 これ、 和 州 軍記 ゃ國民 鄕士記 等に 所傳 されて ぬると 

ころで あるが、 それと は 別に、 稱念寺 先祖 由緒 書の 示す ところでは、 前記と 大同小異で 唯來 襲した 

信 長の 武將 を明智 光秀と し、 別に 對信 長との 關 係に 於て、 二通の 證狀 を所傳 して. Q るので ある。 そ 

の 一 は、 天 正 三年 十 一 月 九日 附、 信 長より 今 井鄕惣 中に 宛てた 赦免 狀で、 自今 以後 萬 事大 阪 同前 赦 

免す ると 云 へ る もので あり、 その 二 は、 光秀から 河瀨兵 部丞幷 びに 今 井郯惣 中に 宛てた 書狀で (信 長) 

去年の 仰 出の 旨に 任せ 「土 居 構 崩之國 次准士 民由尤 神妙 候。」 (下略) と 見えて、 その 意味 較、 > 明瞭 

(二 ) 

でな く、 天 正の 年次が 消されて 九月 廿 四日と されて ゐる ものである。 斯くて、 寺 傅と 家系 を 粉飾せ 

ん とする 意圖 が、 明ら さまに 見 透され る此 等の 史料に は、 猶考盧 すべき もの を殘 してぬ るので ある 

が、 街衢の 現狀に 至って は、 今日に 於て 猶、 寺坊を 中心に 稍、 > 長方形に 構營 された 街 區を繞 つて、 

四周に 濠渠の 遺阯を 儼存 し、 地形 上から 槪觀 して、 如何にも 戰國 時代に 成立した 城壘 型の 寺內町 を 

i 戚 なく 彷彿せ しめる ものが. ある。 


( 一 〕 稱念寺 文書 第 一 號 

「當鄕 事、 令敉免 之訖、 自今 以後、 萬 事 可 爲大坂 同前、 次 陣取 並亂妨 狼藉、 S 令 停止 之狀、 如 件。 

天正參  (信 長ン 

十 一 年 九日 广 朱印」 

今 井鄕惣 中」 

(二) 同文 書 第二 號  ， 

「  端 書 無 之 

當 在所 之 事、 去年 任 致 仰 出 旨、 土 居 構 崩之國 次、 准士民 由、 尤 神妙 候、 其 段 殊於無 相違 者、 重 而遠亂 族 不可 有 候、 陣所 

等 堅 可 令 停止、 家 M 別 而斷之 儀 候 之條、 n 令 心得 不可 有 疎 意 候、 猞 一：：： 藤田傳 五一 U 恐々 謹言。 

天 正 n  惟任 も 零 (花押) 

九月 サ 四日  う^ 

河 瀨兵郎 亟 殿 

今 井 鄕惣中 

^伊勢 一身田 

一 向 宗高田 派の 本山 專修 寺の 所在地 伊勢 國河藝 郡 一 身 田 は、 世間 周知の 如く、 同派 第 十 世眞慧 によ 

6 て、 宽正六 年下 野 高 田の 本坊を 移して 寺甚を 定めた ところで ある。 當時亂 離の 間に 處 して、 恰も 

本願 寺の 速 如と 相對 して、 大に宗 勢 を 張らん が爲 めに、 玆に 同派の 中央 進出 を 見た ので ある。 事玆 

に 至る 迄に は、 幾度 か 同阈の 中に その 候補地 を 代へ たので あつたが、 遂に 土 豪 下津氏 等の 援助 を 得 
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第五 @ 一身田 渠潦^ 構圆 (周 圍の黑 て その 目的 を 達成した ので ある。 斯くて 右 一身田 は、 八 「曰に 於て 

線 は 外濠、 内側の 黑線 は內潦 

の遗赛 な リ。〕  も淤、 依然た る 形狀を 以て、 寺 域の 周圑を 幅員 約 二 間に I る 水 濠 

を 以て 圑繞 し、 更らに 寺 域 町家 を 併せ 包圍 したる 幅員 約 三 間の 渠 

漆と、 一 部に は 明らかに 土 壘を附 接して 圍 環して， Q る ものが 見ら 

れる。 之 は 儼然たる 模範的 寺內 町の 構造に ある もので あり、 現 時 

桝此 間の 町家 は 殆ど 擧げて 同派 門徒と して 直接 間接に 寺院に よつ 

て 依存して ぬる 有體 である。 

然るに、 此 等の 城 濠 を 彷彿す る構營 は、 果して 何時 造作され たか 

と 云 ふこと になる と較、 > 明解 を 缺き、 寺傳 では 十四 世堯秀 (盟け 

時代に 係け てゐ るが、 そうすれば 江戶 時代に 人って からの 事と なる ので あるが、 恐らく 

其 は、 大規模に 修築され た 時代 を 示す ので、 斯る 規模の 根元 は眞慧 時代 以來旣 に 見られた もので は 

ないかと 思 はれる。 何れにしても、 この 代表的 寺內 町の 詳細 は、 本願 寺 系の それと 相對 して 更らに 

穿鑿の 餘 地が 充分に ある。 私 は 暫く 玆に 粗材を 提示す るに 止め、 將 來の闡 明を豫 期した ハ。 


ま.  M ふ. ん.. ) 


四 寺內町 成立の 徑路と 源流 

以上 第三 節に 於て 寺內 町と して 注意に 上った 例證を 凡そ 十二 箇所に 亙って 列擧 したが、 成立の 時 

代から 云 へ ば 早く は 文明 頃から、 降って 中には 江戶 時代の 初期に 至ってぬ る もの を も 包括して. Q る。 

史料の 不 揃から 何れも 不満足な 記述に 終って： Q るが、 兎も角 以上 この 時代に 於け る 普通の 城下町 (佐 

々木 氏に よって 觀音寺 城に 石 寺 城下町 を經營 された 天文 頃から、 乃至 天 正 以降、 大阪、 江戶、 名 古 

尾 等の 出現に 至る 迄) 若しくは 市町 (諸 大名の 銃 ふて 特 權を與 へ て 所在の 地に 構營 せしめた もの) な 

どん は 著しく 色彩 を 異にした 特殊な 都市 聚落が、 主として 一向 宗、 換言すれば 多く 本願 寺の 手に よ 

つて 經營 せられた 事情が 稍 ふ 明らかにせられ たと 思 ふ。 私 はこの 時代に あって、 種々 の 方面に 亙つ 

て相對 的に 類似の 形式 を 有して. Q た 日蓮 宗 によって 營 まれた 同型の 寺院 都市 を 未だ 以て 注意す る 迄 

に 至らない。 況して 其 他の 各 宗派に あって は、 猶更 ら斯る 例證を 求む る こと は 困難 かと 思 はれる の 

である。 

然 らば、 斯る 型式が 如何にして 一向 宗派に よって 多く 盛 行せられ たか。 私 は それ を 第一 本願 寺 速 

如に よって^ 熟せられた 一 向宗々 風宣傳 の大旆 が、 例へば 吉崎坊 に 於け るが 如く 奧羽、 東國、 北國の 
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僧俗 を菌橥 せしめ、 彼等の 爲 めに 營 まれた 多屋 乃至 は それに 準じた 舍屋 は、 寺坊 を圍繞 してい つの 間 

にか 一 の市邑 をな さしむ るに 至った、 この 飽く迄も 世俗的な 習 風の 影響に よる ものである こと を 主 

因の 一つに 數 へたい。 それが 山 科に 移る に 至って は、 この 一度 習熟され た 型式 を 最初から 豫 想して 

街衢 を 劃 り、 本坊 に附屬 せしめ、 相次いで 大阪に 及ぼして 行った。 其 は更ら に後敍 する が 如く、 證 

如 時代に 至ってより 明細に 寺內 町と しての 組織の 完成され たこと を 示して ねる。 而 して 亦、 此 等の 

寺 內町を 通じて 周 圍に土 居を繞 し、 渠濠を 具へ、 又 四方に 柵 門 を 設けた 理由 は、 一 方に 於て 本願 寺 法 

主 乃至 その子 院關 係に ある 諸 寺院 主が 蓮 如 時代に は 未だ 時勢の 上から 單に その 端緖を 開いた 丈け に 

止った が、 爾來實 如、 顯如、 敎如 時代に 至って は、 法主 は 一派の 敎權を 把握す る 外、 各地 大小の 領 

主と 同じく 領主 權をも 同時に 掌握し、 敎俗 兩界に 勢力 を 振 ふこと になった。 斯く なれば 當然 大小 領 

主の 城下町に 準 やべき もの を構營 して、 寺坊を 核心と し 四方の 防禦と 自領の 繁榮と を 期せざる を 得 

ざるに 至った。 玆に 於て 從來 社寺に 附隨 して 自然に 成立され た 門前と は 別の 意味の 市 きが、 當初か 

ら豫定 せられて 積極的に 構營 せられた ことになるの である。 而 して 上述 例 證の中 模型 的の 寺 內町富 

田 林 乃至 久寶寺 (純粹 の寺內 町と して 多少の 疑點は あるに しても) 今 井な ど をと つて 1 考 すると、 

その 附近 攝、 河、 泉、 大和 等 諸國の 都邑 中には、 堺、 平野 鄕等を 代表と して 數 十に 達する 環濠 若し 


く は 瑗壘の ものが 今日 拊 依然として 舊檨 遺影 を 示して _Q る ものが あるが、 此 等は必 やし も單 純に 其 

成立 を 論 やる わけに は 行かない としても、 就中 聚落 民自體 としての 圑結、 若しくは 大小 領主の 居城 

地と しての 遺構と せらる、 ものが 多い。 斯 くして みると 單に 寺院 を 中心として ゐ るか 否かの 相 逢 丈 

けで、 防禦 的 方式に 至って は當 然寺內 町と 此等 都市 聚落との 間に は 多くの 共通 點を 有して. Q, る もの 

と考 へ られ る。 

次に 寺內 町の 源流 を 更らに 溯って 考察して みると、 中世の 豪族が その 一 族 郞從の 住宅 を 同 一 郭內 

(多くの場合 土 居 若しくは 濠渠を 以て 圍繞 したる) に 設けた と 同じ ことに、 寺院に あっても 其 所屬寺 

坊 若しくは 門徒 百姓 等 を 構內に 居住せ しめて ゐる 例は少 から ゃ存 して. Q る。 一 例と して 洛西仁 和 寺 

(二) 

に は 永 正中 幕府から 出した 執達狀 に境內 住民の 存在 を 示し、 同じく 洛西松 尾 神社に あっても 室町 幕 

. (三】 

府の執 達 狀に同 樣境內 住民の こと を 示して ぬる。 斯て 亦、 三 河の 德川 家康領 下に 於け る 一向 宗の寺 

院に 例蹬を 多く 示す ところの 境內 居住の 住民が ある。 例 へ ば慶長 六 年の 上 宫寺境 內圖の 如き は、 

、  .  .  (S 

その^めら れた文 言と 共に この間の 事情 を 明白に 示して. Q る。 斯て 豪族の 場合で は、 郭內に 居住せ 

しめた 郞等を 包括して それが 核心と なって 城廓の 構 へ をな L、 周圍に 種々 の特 權を與 へて 街衢 を 
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'X  ]% お  >"] ェぇ 《、？ 上 え^， 久^ 九お 上 丈 
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三 八 


T?^^t^^,  i  fi^^^^if^.af^ さ ipse 


卞化  二 


發 達せし めて 繁華の 區と なさし めた と 

同じ やうに、 寺院の 場合に ありて はこ 

の寺坊 及び 門下の 住宅 を 包括した 一 廓 

を 中心として 寺內町 を構營 し、 之に 加 

ふるに 一 般 住民の 招致 を 以てし、 斯く 

て 寺 內町を 形成す るに 至った と考 へ る 

ので ある。 もとより 社寺に は 從來自 

然に發 達した 門前町が あり、 中には 

都市に 迄發 達した もの も少 くなかった 

こと は 上述の 如くで あるが、 今 寺 内 

町 はこの 旣に發 達した 門前な ど を も 取 

入れて、 その 組織 內に 包括した とこ 

ろ も 存在して ゐ るので ある。 故に 寺內 

と 門前と はもと よ. o その 區別は 明確 


に存 して 居る ので は ある. i、 實際 上に は區 別の つかない もの も あるの は亦異 とする に 足らぬ ので あ 

る。  . . 

(一) 代表 セの所 M として 第 六 圖 を 示す。 之は德 川家康 に^ 許せられ た 近 江甲賀 郡の 豪族 山中 氏の 邸宅で ある-力 中央の^ 

宅 を園繞 して 郧從の 居 宅が 並列し、 之を鐃 する に 土 居と 濠 渠とを 以て. し、 時代 はや 、遲 れてゐ るが 中世 豪族の 居住地と 

し て 代表的 の ブラン を 示す ものである。 

(二) 仁 和 寺 文書 永 正 五 年 十月 十九 日 附近 江 守 上野 守 連署 御室 御門 跡 雜掌宛 執達狀 「仁 和 寺境內 住民 等 事、 近年 寄 綺於亂 世 

不應御 下知 云 *  (下略)」 と 見えて ゐる。 

(三) 松 尾神瓧 文書 永 正 十六 年 第二 月 二十 三日 良 蓬、 基难 連署 當社御 師東殿 宛 執 達狀に 「松 尾 神社 境 內仁倉 林 土民 等 事、 或 

移住 他所 或 被 諸家 被 官下隨 神 役 云々 (下略)」 と 見える。 

(四) 本稿に 掲 出した 第七圖 によって、 上宫 寺の 內には 三十 軒 分 の家來 屋敷が 存在して ゐ た こ とが 明示 せられて ゐ る 

(五) 岡 峙文香 (三 河) より  一 二の 例證を 示すならば、 天文 二十 一 年 十 一 月. i 日滿性 寺^に 禁制 「一 、 寺內 門前 下人 之 事」 

弘治ニ 年 六月 二十 一 日附大 仙寺苑 禁制に 「一 、 寺內 門前 楝別諸 役 免許 之 事」 など 見え、 截然たる 區別を 示して ゐる。 

五 寺. 2： 町の 制度 

上述の 如く 速 如 時代に 注意に 上った 一 向宗關 係の 寺內 町は吉 崎、 山 科、 大阪 等の 例 證を殘 し 又 
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蓮 如の 足跡 を 印した 北國、 東國、 近畿の 各地に 更らに 多少の 想像 を附 加せられ つ、 其 創設に なった 

と 云 はれる 寺內 町の 創設 を 示す ものが 尠 くない。 然し 其 後 は あまり 注意 せらるべき 同型の 市 邑の出 

現 は 多くはなかった。 殊に 顯如對 信 長の 抗爭 時代に 當 つて は、 信 長 は 極力 一向 宗徒の 殲滅 を 謀った 

から- 信 長の 勢力圏に あって は斯 種の 都市 は 擡頭す る 間隙 を 有しなかった。 然るに 一 轉 して 秀. H 口の 

時代に なると、 反動 政策 殊に 一向 宗 (若しくは 本願 寺) に對 して は 好意 を 示して 從來の 態度 を變じ 

專 ら懷柔 政策に 傾いた ので、 天 正 十 年中 旣に 大規模の 寺內 町の 計畫が 成立した の は 上述の 例に よつ 

て 知られようと 思 ふ。 斯 て秀吉 時代に は、 この種の 計 畫の實 現せられ たの も尠 くな く、 天滿 から 京 

都に 移された 本願 寺 は 更らに その 寺 域に 後に 至って 寺 內町を 開く に 至った が、 家 康も亦 同じく 之に 

傚 ひ 殊に 東 本願 寺を對 立せ しめ、 亦 そこに 寺內 町の 發達を 見た。 而 して 家康は 先き に 三 河に 於て 苦 

き 經驗を 嘗めさせられた 一 向 一 揆の 後に 當 つて、 各 由緒の 寺院に は寺內 地の 構營を 許して 之 を 保護 

して 居る。 斯の 如くして 所在に 寺內 町の 發達を 見た ので あるが、 以下 此 等に 通じて 主として 制度の 

上から 其 組織 一 般を觀 察したい。 

先づ山 科に 於て は 八 町の 構 を 有って、 町內に 於け る具體 的の 锭を 示した ものと して は、 實 tes 記に 

見える 簡單な 一 節に 満足す るより 外 はない。 卽ち 「寺內 町の 捉を番 尾に て させられ 睽し、 定て今 も 所 


持せられ たる 人 あるべく 候歟、 その 內に吹 物 一昔 曲 停止の 事、 旣佛事 七日の 間、 每月 二十 八日、 廿五 

日、 盆 彼岸 等 停止の 事な り、 魚賣 買な き 日、 御遊 山な どの 日、 御迎 人の 儀 等 或鐘數 など 被 注 候し。」 

と あるに よって、 本 寺の 權 力が 如何にも 佛都 らしく 居住 民の 上に 及ばされて ゐた 事情が 想像せられ 

る。 大阪に 於て は 天文 日記 等を參 照して、 證如 時代 を 中心に 考察す ると、 寺內 町の 劃郭 をな して. 9 

る 門戶の 開閉 は 頗る 嚴 重で、 一 定の 時刻 を 限られ、 最初 は 寺院 側で 鍵鑰を 保管した ので あつたが、 後 

町方に 預けた と 云って ゐ るのに 見ても、 一 廓 警備の 樞機は 寺院の 手に あった ことが 知られ、 又 各 町 

に は 町長、 年寄、 總代を 置き、 寺內を 警備す るのに 番屋を 設け、 犯罪者 ある 時 は 懸賞 を 以て 檢擧せ 

しめ、 或は 町內 として 賴 母子 を 組織し、 講中 を 組んで 佛事を 重 じ、 本 寺に は總 風呂 を 設け、 或は.^ 

(二) 

時として 盆 踊 を 停止し、 新年の 嘉例に 舞曲 を 見せしめた ことな どが 散見して ぬる。 此等 によって 見 

ると， 或 程度 迄の 町民の 自治 を 許容し、 領主と しての 本願 寺 は 町の 樞機を 掌握す る と共によ く 之 を 

保護して ぬた 趣が 詳 知せられ、 恰も 之 を 諸侯の 場合に 當篏 めれば、 信 長の 居城 地 安土に 於け る 町民 

との 交涉を 彷彿せ しめる ものが ある。 されば こそ、 町民 は敎 如の 最後に、 退 城の 際に 至る 迄 困苦 を 

共に して 之と 行動 を 共に した こと を も 了解 せられる。 

然るに 以上の 所 例外に、 先に 列擧 した 十餘 の寺內 町の 內、 近 江山 田 幷に越 中 古府の 場合で は、 何 
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れも構 營の當 初に 出された 詳細な 淀 書 を 有し、 それによ つて 山 科 や 大阪の 如き 斷片 的の 記事 を 綜合 

する 迄 もな く、 個條 書と せられた 制度 一般 を 察知せ しめる ものが ある。 殊に 山 田の 場合で は、 正し 

く 本願 寺 奉行と して 發布 した もので、 當時 所在の 寺 領地に 對し斯 の 種 寺內町 經營に 際して 一 般 的に 

出された ものと 察せられる。 左に 一 通り 個 條書を 列記して 管 見に 及びたい。 

山 田 寺 置 目 之 事  - 

一身 三吉檨 gi 田 御 知行 之 荒 地 を 開、 猶何之 道 にても 御 奉公 可 申 上 候 事。 

、ま 11 まノ  、BJf^l ソ 

一 寺 1： の^ん かたりと いふ 共、 他鄕に 居住しながら 寺 內の田 畠 を 作 取 事 停止 之。 然上者 又 寺內に 

在 之 衆よ. o 作り 候て 他所 へ 出 候 事 も 同前 之 事 

(nsil:) 田畑 右 請 申 作 人 作 事 於 不相叶 者 御堂え 可 返上 之、 其 儘 相 拘下宛 無用 之 事。 

r 於.^ 內町 屋敷 右令觸 n: 主に 成と いふ 共、 家 於 不作 者 誰々 成 共 望 次第 可 家 造。 但右主 可 造作と 

於 約定 者貳 ヶ月 迄 者 可 被 相 待、 貳 ヶ月 過 侯 者 不及案 內望人 可 家 立 候 事。 

(第 五條) 

ー寺內 家作 役、 御堂 不相 屆而私 こぼす 事 あるべからざる 事 

(第 上；..^ ン 

1 寺內に g 住 ある 衆 中、 縱 他宗たり とい ふ 共 出 錢役錢 等 全 可 被 出 之 事。 


r 於.^ 內 町之內 喧嘩 口論 停止 之、 或從 他所 借錢 供米 雖號在 之 所 質鄕質 無用、 其外爲 何雖爲 科人理 

不盡 にからめ 取 事 あるべ から や、 以 衆議 任 道理 之 旨 可 裁斷之 事。 

(第 八條)  ト 

一 依 要用 令 寄 合 候 時、 多分に 付 可爲比 判事 

(笫 九條)  ， 

一 寺內 居住 在 之 衆 雖有私 之 遺恨、 爲 御堂 且爲其 身 間 互 可成 水 魚 之 思 事 

右條々 所定 置 如 件 

本願 寺 奉行 

天 正 十一 年 十二月 二十 八日 

〇 

卽ち第 一 條は總 括 的に 寺 內經營 の 努力 を强 調し、 第 九 條の本 寺の 爲 和親 を 主と すべき 個條 に照應 

せしめ、 第二 條 乃至 五條に 1 りて は寺內 地の 耕作 は必ゃ 定住者に 限定し、 町 尾 敷 も 亦 一定期間に 小 

作せ ざる もの は權 利を剝 奪し、 第 六條に 至って は 本 寺の 課 稅に對 して は 他宗 者 も 同 一 な 6 としてね 

る。 この 寺內 町の 居住者 は 大體は 本 寺 所屬の もの 卽ち 一向 宗徒に 限定す る ことが 原則で あり、 又自 

然 にかくなる 害で もあった が、 然し この 山 田の 場合の 如く 相 営の 規模に よって 新地 經營の 際に 當っ 

て は、 純然たる 宗徒の み を 集める こと は 可な り 困難の 事情が あった。 斯 して 亦 和 泉 貝塚の 場合の 如 
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く、 當初は 同一 門徒の みに 限定した もの、、 年代 を經る 中に 町 內の發 展に伴 ひ、 或る 條 件から 山 田 

-.  ニー) 

の 如く 課稅共 他の 義務 を該 門徒と 同一 として 仵 居の 免許 を 得た る 例が 多い。 次に 町內 保護の 爲 安寧 

秩序 を 保持し、 鄕質、 所 質 を 禁じ、 濫りに 犯 科 人の 捕 拿 を 禁ぜし めて 居り、 第 七、 第 八 兩條に 於て 

町內 としての 重要 事件 は會議 制度 を 執 6 多數 決に よ. O 決定せ しめる こと、 並に 道理 を 以て 衆議 裁斷 

のこと を 令して. Q る。 之 は 同時代に 於け る ー股士 民の 間に 發 達した 慣習法であった。 大體 以上に よ 

つて、 新に 經營 せられん とする 寺內 町の 綱要 は 明示され てゐ る。 然し この 山 田の 場合で は、 結果 か 

ら云 へ ば 空手形に 終って 遂に 期待した 理想的の 寺內 町は實 現せられ なかった ので ある。 

次に 一 領主の 手から 所在の 寺院に 對 して、 寺 地  一 M 寄進の 上 寺內町 開設の 許可 を與 へ た 場合に 於 

ける 町內 としての 規定 一斑 は、 越 中古 府勝與 寺の 例によって 知られる。 全文 は 左記の 如くに なって 

ぬる。 

き 札 勝 興 寺  - 

、第 1 乘ン 

一 府之分 0 古府 一 圓 寄進 候 事。 - 

一 當#寺1^,- 諸 役 免許 事 之 者 嚴重可 申 付 事。 ィ 

(第三 條) 

一 自 御坊 御用 付て 舟 於 有 通路 者、 舟 役 之儀自 此方 手 判 可 遣 事。 


一 公用 無沙汰 之 百姓 等 萬 一 御寺 內へ引 入 候 者 可 及 其屆候 間、 早速 可 被 相 掃、 若 理不盡 譴責 於 入 置 

者、 被 相 留可有 注進 候、 速 可 申 付 候 事。 

(第 五條) 

一 不依 貴賤 其 身 は 有 在所、 就 商 買 以下 御寺 內 別家 を 可 有 立 置 候。 彼 輩 中 不謂働 有 之 者、 曲事 之 31： 

申 付 候 共、 於 御寺 內相立 候 家 者 不可 及 其尋候 事。  ， 

(第 六條) 

ー不論 甲乙 依 爲犯過 人 可 加 其 成敗 之處、 御寺 內へ於 逃 入 族 者、 爲 御寺 內彼者 可 有 追放 事。 

(第 七條) 

一 自在々 參詣 輩、 諸 渡 舟 賃馬ハ びた 錢ニ 錢、 人 はび た 一 錢づ、 たるべき 事。 付 參詣之 衆 御寺 內者 

に は  一 W 可 有 免 事。 

右條々 聊 不可 有 相違 者 也。 仍如 件。 

天 正 ！：  一^ 日 . 神 保 安藝 守 

〇 

之 は 前に 擧 げた 近 江山 田の 淀と 稍、 > 同時代の もので は あるが、 前者 は寺內 町の 經營者 そのもの V 

出した 规ぉ. せで あり、 これ は 寄進 者 側で 出した 安堵 狀 とも 見るべき ものである 丈け に、 直ちに 相對 

照せ しめるべき もので はない。 卽ち第  一 、二の 條 下で 一 阒不輸 の 寺 地 を 寄進に 及べる こと を 明言し、 

第三、 七兩條 では 保護の 特 權を與 へて. Q る 內容を 示して ゐ るので あるが、 更に 第 四、 五條で は不入 

^三 中世 末寺 內 町の 發達  一四 五 


て、 uc  圖內境 寺宮上 圖七第 

あ ま T  ^か p  ^ み 


9 お お や 巧 
 'J _ 3i_ 


( 一 ) 此の 場合の 寺內町 は、 寧ろ 門前 地の 如くに 考察せられ る。 

(二) 主として 天文 日 IS による。 - 

(三) 原 田 概略 「境內 他宗 門 之 事」 の 一節に 

「當所 は 天 正 以來寺 內に仍 て 他宗 門 之 者 住居 不爲致 候處、 元 祿 年中 町 年寄 共ぶ 錐爲 他宗 門 住居 輦ハ願 泉 寺 門徒 同樣御 

堂に 爲蓮 報謝 之 志 候 之 間 住居 差 免 度旨顚 35、 夫ぶ 自 他宗 住居 令 差^ 候 。己と 見える。 この 他宗 派の 門 侶 を 居住せ しめる 

や 否や の問預 は、 各 時代に 於け る各宗 寺院の 門前 地に ありても 等しく 論議 せられて ゐ たので ある。 決 局 a じて 當^ にあ 
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地と しての 寺 內地を 厳重 保證 して _Q る こと を 示し、 斯くて 

寺 內地內 の 出入に ついては、 一切 寺 家の 權限 にある こと を 

明かに して. Q るので ある。 更に 第 五條に よれば、 古府 以外 

の 地に 在住の もの、 便宜 寺內に 住宅 を構營 せる もの ある を 

示して， Q るの は 頗る 興味の ある ことで、 斯 くの 如くして 新 

寺 內地は 漸次 癀充 せられて 行った ので ある。 而も 彼等が 寺 

內 以外の， 住家^ 於て 犯罪 を 構成した としても、 寺 內の持 家 

して は嚴 に抵觸 する を 得さし め やして、 出來 得る 限り 寺內 町の 發達を 期せし め つ、 保護した の 

な。 卽ち、 一種の 治 外法 權を 保持せ しめた 形に あるので ある。 


も さ化 


上 t  f 


n- て は 同 一 宗門 者で あり、 漸次 發 達する につれ て 他宗 門 を 交へ る やうに なつ てゐ る。 但し その 場合に 於て は、 同宗 門と 

同一 の 寺 坊に對 する 義務 を負擔 せし むる を 常と した。 

六 括 言 

以上 を 概括す ると、 私 は 我國の 社寺 を 中心として 發 達した 都市の 中には、 特に 中世 末に 生成した、 

大體 一向 宗 本願 寺の 下に 經營 せられた 寺內 町の 存在せ る こと を 云 はんとす る ものである。 論 やる 迄 

もな く、 社寺 中心の 都市 は 普通 門前の 形式に よって 發 達せら る V ものと 云 はれて ゐる。 同じく 中世 

末にあった としても、 一向 宗 寺院の 門前に 發 達した 市 邑亦必 やし もない と は 云 はれない。 門前と 寺 

內とは 軍に 用語 上の 相 逢に 止る とも 思 はれて、 實 際の 區別 は混雜 して 困難な 場合が^ i  くない それ 

に關 はら や この 寺 內町を 特記して こ、 に 貧弱な 例 證を擧 ぐるに 苦しみつ、 もこの 一 小篇を 提示した 

所以 は、 一 は 速 如に よて 中與否 改造 せられた 本願 寺 を 中心とした 一 向宗 は、 時勢の 趨く ところ 以下 

^代 漸次 敎權を 俗界に 攒充 しつ k、 遂に 近畿、 北國、 東國に 亙って 一面 諸國の 大小 領主と 同様の 俗 

櫬を 兼ね、 斯くて 當 時の 一般的 風潮た る 城下町 建設 時代に あたって これと 額 似した 市 邑を營 み、 前 

後の 期間に よって その 區別は 種々 あつたに しても、 通じて 從來の 門前町と は 特異な もの を 現出せ し 
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めた こと を 云 はんが 爲め である。  ft 

B  ノ、 蓮 如に よ？ 創 瓶 せら S 山 科 乃至 大阪？ 內 町の 構 營は、 霞 領主の 城下町 構成の 時代 

i  ノ  2  J,」 り，？、：) 見乂, .^s の史 粋で は その 內容 たる 到底 都市と 稱す へき 

よ. o も遙 かに 先鞭 をつ けた ものて あり よしみ 今 史^- に ギジ ^ 

程の 規模 に達 した もの は 無かった かも 知れない が、 然し 規模 の 大小で はなく、  ifiu 

或程 逢 充分に 城下町 經營期 I 式に 似通った ものが ある こと は 疑 塞れ ぬ。 え 丈け でも;， f 

とその 所屬 門徒 等が 如何にして 斯 くの 如き 新 雲の 都き 81 つまの 問題 は J  く 吟味 U 

I が ある。 私 は それと 5 つ 機會を 得て、 更に 門前と 寺內 との II として 法制 上より  一？ 

,  - JVJ こら &佳 翁 を 痛でした いと 私 ふ。 (昭和 五 年 六 J 成 稿、 史學雜 誌 第 四十 ー卷第 十雜 

細こ覷 察して、 この 如何にも 粗雜な パ^ を賴 T-L ブ 、さ 日， 

登載、 十三 年 七 月 坩補) 


第 四 散 居 制と 環濠 部落 


緒 言 

礪波 平野の 村落と 東大寺の 開 田 

中世 末 の 村落と 加賀藩 の 拓地 政策 

餘 論 

條 ™f 制の 施と 村落の 型體 

大和の 環濠 部落 

攝河 泉の 環濠 部落 

總 括 


一 鍺  言 

我國 村落の 著しき 特色 を 有する もの、 一 型 體に散 居 式と も稱 すべき ものが ある。 それ は旣に 早く 

小川 琢治^ 士 によって、 主として 越 中礪波 地方に 散在せ る 村落 を 適例と して 學界に 紹介せられ、 所 

謂 莊宅式 村落の 名 稱を與 へられた ものである。 要する ところ、 其 村落の 特色と すると ころの もの. H 
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土地 及び 聚落 史上の 諸問題  一 五 〇 

樹 叢に 圍 まれた る 各 孤立 家屋が 一 定の 距離 を 有して 散 居し、 その 周 園に 原則として 各自 所屬の 耕地 

を 有して ゐる點 より、 獨 逸の 莊宅 Hof に 酷似せ る を 見、 該名稱 を 採用せられ たもので ある。 この 

新 說の發 表せられた 頃、 私 は 北陸に あって 主として 文献 上から 同 平野の 村落 開 發に關 する 史料 を 採 

訪し、 自己の 所見 を錄 して r 舊加賀 藩の 散 居 村落 制に ついて」 の 稿 を 作製して 小川 博士の 紹介 を 忝 

(二. > 

うして 同じく 地學雜 誌に 發 表する ものが あった。 

その後に 至り、 小川 博士 は 更に 近畿 地方、 殊に 大和に 於け る 所謂 垣內式 村落に 關 する 新 說を發 

表された II それ は條 理制實 施の 結果 その 拘束 を 受けて、 村落 は 方形 若しくは 長方形の 密集 體 をな 

し、 本體 として 村落の 周圍に 溝渠 を 穿ち 縱橫賞 通の 道路の 出入口に は 門戶を 設けて 警備に 資した る 

もの を稱 し、 垣內 式と 稱 する 所以 は、 凡そ 二十 戶內外 を 一 單 位と して 集圑 となし、 之 を 一 垣 內と稱 

する ものと して、 斯く 論ぜられて， Q るので ある。 以上の 莊宅 式幷に 垣內式 村落の 研究 は、 命名の 如 

何 は 姑く 別問題と して、 兩者 別個の もので は あるが、 共に 我國 村落 型體の 特色 ある ものと して、 而 

も 亦 この 兩 型式の 根源の 闡明は 同時に 少く とも 我 村落 發達 史上の 重要 問題の 解決で ある こと は 云 ふ 

迄 もな い 。 

斯くて、 近時 人文地理 學の發 達 殊に 我 京都 大學に 於け る 小川、 石橋 兩敎授 の 提唱の 下に 、國 土に 


卽 したる 貴重なる 研究の 續々 發 表せら る、 と共に、 この種の 研究論文に は、 常に 以上の 特殊 村落 型 

體は 引合に 出されて ぬる 次第で ある。 而 して 其 等の 中. ^は、 例へば 藤 田 元 春 氏の 日本 民家 史 若しく 

は 尺度 綜孜 などの 中には、 斯 かる 問題に 言及して や、 それと 所見 を 異にして ゐられ る やう の もの も 

ないで はない が、 元來 それ を 主題と せられた もので はない 丈に、 あまり 詳說 せられて はぬな い。 ^ 

其 他の 額 書に 至って は、 槪 して ホンの 紹介に 類した もの 丈で、 深く 論究せられ てぬる もの はまお 見 

受けな い ので ある。 

小川 博士の 越 中莊宅 成立の 見解 は、 要するに 其 起源 を少 くと も 同地 方に 於け る 奈良朝 末期に 起さ 

れ たる 東大寺の 莊 園に 於け る 村落 樣式 を假定 して、 玆に 一 つの 出 發點を 求められる やうに 見受けら 

れる。 管 見で は 結論の 一部 を こ 、に 示す こと V なる が、 それ は 到底 かく 上代 迄 溯らん とする のに は 

少 からぬ 無理が あり、 今日の ところでは 恐らく 前 田 氏 入國の 時期、 卽ち藩 政 初期 以上に 至らん とす 

る こと は 不可能と する ので ある。 又 同 博士 は、 所謂 垣內式 村落に ついては、 我國に 於け る條 理制實 

施 期、 卽ち大 化 以後に 於て 主として 支那 輸入の 樣式、 殊に 唐よりも 寧ろ 隋の 制度 を 採用して 實 施せ 

られ たもので あらう とせられて ゐる。 私 はこの 點に つ い て は從來 未だ 管 見を發 表した こと はない の 

S) 

であるが、 最近 協め てみ た 一中 世 末に 於け る寺內 町の 發達」 中に、 や、 相交涉 すると ころが ある。 
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土地 及び 聚落 史上の^ 問題  一 五一 一 

要するに、 これ 亦 結論から 先き に 一言 すれば、 その 成立 根源の 全體を 大化以 後奈良 朝へ 迄 も 溯らし 

めんと する 假說に は 少しく 躊躇す るので あって、 今のところ では 中世 以前に 跡付けて 行かう とする 

こと は 至難と 思 ふので ある。 s: し 本文 中に も詳說 する 積. o であるが、 條理 制の 實施 によって、 一種 

の 特色 ある 村落 型式が 形成され たこと を 否定す る もので は 決してない。 唯 然し、 其 構成分子の 要點 

である 環濠 幷 びに 垣內の 解釋に 至って は、 少しく 異見 を 有する ので ある。 

( 一 ) 地 學雜誌 第二 十五 年 第三 百 十二 號 小川 博士」 越中國 西部の 莊宅 につ い て」 

(二〕 地 學雜誌 第二 十七 年 第三 百 二十 號拙槁 「薪 加 M 藩の 散 居 村落 制度に つ いて」 

(三) 小川 傅士 「近畿 地方の 住民」 中 「垣 内 式 村落」 の條 .0 

(四) 史學雜 誌 第 四十 一 編 第 十 號所载 拙槁。 

1 一 礪波 平野の 村落と 東大寺の 開 田 

散 居 村落の 適例 地と して 認められた 礪波 平野 は、 又吳西 平野と も 云 はれ、 詳記す る 迄 もな く、 两 

は 小 矢 部 川 沿岸、 東は庄 川沿^、 北方 は 富 山灣の 海岸、 南方 は 遠く 城 端 地方 を 以て 割られた る 長 方 

形の 一面の 臺地を 交へ たる 平原 地で ある。 而 して、 此 地方に 於け る 最も 開拓の 歴史的 沿革 を 鮮明に 

示して 吳れる もの は 東大寺の 開 田で ある。 奈良 朝に 於け る國 家の 總國分 寺の 位置に ある 東大寺が、 


諸大 寺の 內 でも 特に 大 なる 財力 を 擁して、 國 家の 手厚い 保護の 下に 所在の 地方 官の掩 助 を 受けつ、、 

邊疆の 沃土 を 物色して 寺 田 を經營 したの は隱れ もない 事實 である。 殊に、 三越 かけて 北陸 一 帶の地 

域 は、 同 寺院との 所緣 殊に 深く、 就中 越 中に あって は礪 波、 射 水、 新 川の 各 郡と も數ケ 所の 莫大な 

る 開拓地 を 獲得した ので、 こ、 にこの 村落 型體の 問題に 礪波 地方との 關係を 論ぜら る、 に 至った わ 

けで ある。 

正倉院 文書の 示す ところに よると、 天平 寶字 三年 十 一 月 越 中に 於け る 諸 郡 庄園の 總券を 作って- Q 

るが、 それ は 旣に九 年 前 天平 勝寶 元年に 占定 した 寺 地の 開墾 功 程 を 示した ものである。 卽ち惣 地 五 

百 八十 餘 町の 內、 開 田 百 五十 餘町、 未開 田 四百 三十 餘町 とされて 居り、 その 內礪波 郡に 屬 する もの 

は 伊加 流 伎 野 百 町の みで、 他 は 射 水 郡 所 屬四ケ 村、 新 川 郡 所 屬四ケ 村 一野 地で ある。 當時越 中大守 

として 國府 (今の 伏 木 町) に 赴任して. Q た 萬 葉 詩人 大伴家 持 は、 東大寺の 佐官 法師 平榮 を饗應 して 居 

(ョ 

6> 又右懇 田地 を 檢 察せん が爲 めに 礪波 郡々 吏の 家に 宿って 居る から、 此等 は礪波 郡に 於け る 寺 田 

—— 恐らく 伊加 流 伎 野の 開 懇に關 係しての こと、 思 はれる。 而 して、 右總 券に よると、 伊加 流 伎 野 

の 所在に ついては 四 至を附 して. Q るので あるが、 然し それと て 東 は 山、 北 は 未開の 寺 田、 南 及び 西 

の 二方 は 個人の 所有地た る こと を 示して 居る 丈け のこと で、 直ちに 之 を 何處 に該當 せし むる か は 至 
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土地 及び 聚落 史上の 諸問題  一 五 四 

難で ある。 唯 伊加 流 伎 野 を 伊須 流 伎 野と 解 すれば、 石 動 野の ことで、 久里殼 峠の 東 麓と 小 矢 部 川と に 

挾 在せ る 今の 石動驊 附近に 充てるべき で、 前 出 萬 葉の 端 書な ど、 相照應 する らしく 思 へ るので ある 

が、 これと てもとより 確言 せらる ベ さもので はない。 然るに、 前記 總庄 券の 作られた 天平 寶字 三年 

(ミ) 

よ. o 更らに 九 年後、 正倉院 文書の 示す ところでは、 天平 神 護 三年 五月 東大寺 懇 田地の 檢校 帳が 出來 

て 居. o、 これによ ると、 東大寺 は 見開 四百 二十 餘町 未開 三百 三十 餘町計 七 百 五十 餘 町の 墾田 地 を 有 

し、 その 中に 礪波郡 三 處を錄 して 居る。 それ は 井山 村 生地 (百 二十 町； S 舰 H 一騎 難、) 石 粟 庄地百 

十二 町 (鱸 乾 I 餘)、 杵名 蛭庄地 三十 七町餘 (^i ま) と、 射 水 郡 四 庄新川 郡 ニ庄と を列擧 してね 

る。 之に よると、 前記 礪波 郡で 撰定 せられた 伊加 流 伎 野 は 見えて. Q ない ので あるが、 恐らく 脫 漏で 

はなく、 一旦 野 地と して 寺 地に 編入した ものが、 未だ 開墾の 見込 をつ ける 迄に 至らなかった ものと 

思へ る。 そして 更らに 新地 名と して 前記 總 券に は 未だ 錄 上せられ や、 初めて 所見 せらる、 に 至った 

井山、 石 粟、 杵名 蛭の 三庄 について は、 從來 然るべき 個所 を 推定せられ てぬる か 否か は 寡聞に し 

て 知る ところがない。 ところが、 更に その 年 卽ち神 護 景雲 元年 十月に 出來た 越中國 東大寺 墾田 野 地 

圖目錄 帳に よると、 國中 墾田 合 九 百 三十 餘町 內、 見開 田 四百 四十 餘町、 未開 田 四百 八十 餘町 を錄上 

^ 今度 は 礪波郡 四處を 擧げ、 井山 村 百 一一 十 町 (就 I 剛？ ttl 騎聽 )、 伊加 流 伎 村 地 百 町お i 剛^ f 町餘) 


石 粟村 地 百 十九 町餘 (g 剛^ 匪騎 龍)、 杵名蛭 村 地 五十八 町餘 (競 關？^ I 餘)、 外に 射 水 郡 所屬四 所、 

新 川 郡 所 屬ニ處 を擧げ てぬる。 この 表に よって 再び 伊加 流 伎 野は錄 上されて ゐ るので あるが、 然 L 

それにしても、 初めて 東大寺の 爲 めに 占取され た 天平 勝寶 元年 以來 十九 年に して 漸く 百 町 步の內 八 

反步の 開懇を 示す 位で は、 之 を 他の 占定 地に 比して 經營 至難の 土地だった こと を 充分に 考 へしめ る 

ので ある。 

斯くて、 折角 當 代の 墾田 地 を列擧 してみ たもの、、 單に礪 波 郡と 稱 する 丈け のこと で、 伊加 流 伎 

野 は 別と して、 相當に 開拓の 功を擧 げたと 思 はれる 他の 三ケ 所の 寺 田地 は、 殆ど その 所在地の 推定 

に 苦しむ ので ある。 今 暫く 問題外と した 射 水、 新 川の 場合に あっても、 恐らく 容易に その 個所 を 推 

定 する こと は 困難と 思 はれる。 然し、 一 面 これより 後 平安朝に 入って 制定 せられた 式內 神社の 分布、 

若しくは 和名 抄の諸 i の 所在地 を傍證 として 考察 を 重ぬ るなら ば、 式內 社の 分布 は 郡 內鎭座 七 所の 

所在が、 反って 平野 を 避けて 東西 兩緣の 山地 若しくは 小 矢 部、 庄ニ 川の 沿岸 臺地 にある こと、、 和 

名 抄の鄕 の 本據が これ 亦 位置に つい て 多少の 議論 は 免れない にしても、 大體 以上 式內社 分布の 地域 

に 重なる やうに 思 はれる ので、 問題と なって. Q る 出 町 を 中心とする 東西 礪波郡 中の 大 平野 は、 未だ 

同時代に あって は、 水利 その他の 關 係から 開墾に 不適の 地域と して 後代に 殘存 せられて. Q たもので 

0^. 敉 居 制と «淹 部落  一 五 五 
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はない かと 思 はれる。 之 は獨. o この 地方の みなら や、 射 水、 新 川の 場合に 於ても 同じ こと を 云へ る 

と 思 ふ。 

試みに 我國 拓殖 史上の 徑 路を迎 つてみ ると、 上代に 於け る 土木 技術の 進步は 到底 近世の それと 比 

較 せらるべき でな く、 之に 大規模の 通 水 策 を 講じて 美田と 村落と を 起す こと は 容易の 業で はなく、 

開拓に 當 つても、 例へ 廣漠 たる 原野 を 占有した としても V 河內、 大和 邊に 多くの 池 溝 を 穿って 農 功 

に 資する やうな 多 數の勞 働 カを邊 境地に 求む るに は 困難なる 事情が あった。 されば、 近世に あって 

も 一 擧 にして 數萬 石の 開拓に 成功した 例證は 所在の 地に 求める こと は出來 やうが、 近畿に 於て すら 

近 江の 蒲 生 郡の 如き 近世 迄 森林 地の ま、 殘存 せられて 居る 例が あり、 ^藏 野の 如きに あって すら、 

漸く 一  通りの 開拓に 着手した の は 鎌倉時代に 入って からの ことで、 そこに 多くの 村落 を 構成す るに 

至った の は、 江戶 時代 も 中葉 以後の ことで あるの を 見ても、 今日に 於て こそ さも 美田 を 思 はせ ると 

ころに あっても、 存外 取殘 されて 先き へ， （-と 容易に 寄付 かれる ところへ より 喰 ひして 拓殖の 手が 

進められた こと を 思 はせ るので ある。 私 は 今 的確に か、 る 證左を 提示す る こと は出來 ない が、 礪波 

はじめ 越 中の 各 平原に 對 しても、 斯 かる 觀察を して. Q るので ある。 


次に、 然 らば 當時奈 良 朝 時代に 於け る 東大寺の 墾田 は、 如何なる 型體の 下に その 住民 を 定住せ， L 

めた か、 換言すれば、 右 開墾地に は、 或は 畿內 附近に 行 はれて ゐた集 村 を 作らせて ぬた か、 或は 亦 

散 居 村落 を 構成せ しめた か、 或は 亦 當時か 、る邊 境に あって はこの 種 開墾地に 如何なる 型體の 村落 

を構營 せしめた か、 この 問題の 鍵と なるべき ものと して は、 前記 正倉院 文書に 附隨 して 天平 寶字三 

年 十 一 月 東大寺 開 田の 中 射 水 郡須加 野圖が あ. o、 それに は 條理を 劃して 一 劃 毎に 開 田 未開 田の 區別 

. と 面積と を 列記して ぬる。 然し、 圖 上に は 住宅ら しきもの、 記 號はー つも 載せられて ゐ ない。 玆に 

於て、 私は單 に傍證 に過ぎない もので は あるが、 此等越 中の 庄園と 共に 殆ど 同時に 東大寺に よって 占 

有された、 越 前に 於け る 開 田 圖を參 照したい。 當時越 前に ありて は、 天平 勝寶 元年 糞 置 村 (麵§§| 

郷^ VT 默)、 道 守 村 (I 餅 肺 Iffl 部) 等 を 寺 田と したが、 天平 神 護 二 年 十月 越 前 國司解 文の 附圖 と認む 

..、、 きものに よれば、 同 占 野中 東大寺 道 守 家と 注せる ところに 家屋 六戶 集合 體に 記入せられ、 又 加 天 

山と せる 個所に 同じく 六戶 記入 せられて， Q る。 道 守 は 今の 社 村 下 江 守に 當り、 加 天 山と せる 個所 は 福 

井 市 橋 南の 一 區 域に 該當 する。 この 記號 は、 私の 考 では 決して 後世 屯田 式の 一 型式た る 散 居 を 表 は 

す もので はなく、 どこ 迄 も 集合 部落 を記號 する ものと 認定し なければ ならぬ と 思 ふ。 斯くて、 今日 同 

地方の 各 村落 は 確然と してす ベ て 密集 部落で ある。 私 はこの 傍 例 を 以て 越 中に 於け る 東大寺の 寺 田 
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地に 發 達した 村落 型體を 比較し、 越 中に 於 

て も 正に 斯 かる 狀 態に 發 達した るなる べし 

としょうと 考 へる わけで は 決してない。 然 

し、 同時に 同一 狀 態の 下に 同じ 寺院に よつ 

て 同じ 北陸に 經營 せられた 開田區 域に、 集 

村 型の 部落が 經營 せられて ゐ たと 云 ふこと 

丈け は、 こ、 に 確言す る ことが 出來 る。 云 

ふ 迄 もな く 村落の 型體は 地形に よ. o 地 種に. 

よって 必ゃ しも 同 一 であらねば ならぬ 理由 

はない。 故に、 越 中に 於け る 東大寺 開 田に 

興 立され た 村落が、 必ャ しも 集 村 型で あつ 

た i/ らうと 速斷 する ので はない が、 一 面前 

記礪波 はじめ、 越 中に 於け る 各 郡の 平原 地 

がま だ 開拓せられ やに 殘 された と寸 るなら 


ば その他の 地域 II 山地の 近緣臺 地に 成立した と 思 はれる 各部 落が、 その 型體に 於て 散 居と g: す 

べき ものよ， o も、 相 當に協 まった 集 村 型と して 點 在して ゐる もの こそ は、 上代 以降 早い 時代に^ 立 

した 村落で は ある ま い かと 考 へる ので ある。 

( 一 〕 大日 本 古文書 四 東大寺 越 中 國諸郡 庄園 總券 

(二) 萬 葉集卷 十八 「天平 勝寳 元年 五月. 五日 饗 東大寺 之 占 墾地使 僧 平 榮等于 時 守 大泮宿 禰家持 送 酒 僧 歌、 一首、 同緣 檢察墾 

山地 事 宿 礪波郡 主 帳 多 治 比 部 北 里 之 時 思 起 風雨 作歌、 一 首」 

(三) 大日 本 古文書 五 越中國 東大寺 塾 田地 檢校帳 

(四) 同 五 越中國 東大寺 墾田 野 地 田 目錄帳 

(五) 越 中 史料 卷 一 挿入 圆版參 照。 

(六〕 福 井 縣史第 I 卷 第二 章 第三 圆參 照。 

三 屮世 末の 村落と 加 の拓地 政策 

平安朝 以降に 至っても、 越 中に 於け る 東大寺の 寺 田 は 依然として 存立し 鎌倉時代に 迄連續 した。 

又西大 寺の 如き も、 鎌 倉 初期に は 射 水 郡 榛山庄 に 四百 餘 町の 大寺領 を 擁して ゐた から、 大 寺社 庄園 

の 設定が 彌、、 繁多と なると 同時に、 時代の 進み は從 來取殘 された 平原 中に も、 漸次 以上の 寺社 以外 
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土地 及び 聚落 史上の 諸問題  一六 〇 

に、 豪族 等の 手に よって 開發 せられ、 村落 を 構成せられ たもの が尠 くなかった こと を 思 はしめ る。 

斯くて、 殊^ 越 中の 此等 平野 中に 於て 注目せられ るの は、 中世の 模型 的 豪族 屋敷の 遺構の 存在で あ 

る。 彼等 は、 或は 源平 合戰に 際して その 居 館 を 出で、 驍名を 平語、 盛衰 記な どに 知られて ゐる もの 

が尠 くないが、 私の 考へ では、 江戶 時代 藩 政 期に 至って、 後說 する 如く、 前 田家に よって 十 村 役と 

して 撰ばれた 然るべき 土 豪 (一般に 云へば 大 庄屋と 目すべき もの) の 中には、 恐らく 大體は 中世 豪 

族の 末裔に 該當 して- Q る ものが 多かった こと 、思 はれる。 今 試みに 彼等の 居 館 を訪ふ ものが あら 

ば、 先づ 一 町歩、 若しくは それ 以上に も 達する やうな 屋敷 地に 濠渠を 廻し、 欝蒼たる 樹叢を 以て 取 

圍 まれた 居 宅の 宏大 さに 驚く であらう が、 古く は 右 館 內には 小 流 を 引て 通 水し、 その 廻りに 郞從の 

小 住宅 を數 戶に餘 つて 屛列 せしめ、 以て 主家の 農耕に 從事 させて ねたと 云 はれた ものが ある。 斯る 

種類の 居 館 は、 廣漠 たる 田野 中に 飛々 に 散在して ぬた。 私は此 等の 豪族 は、 恐らく 中世に 於て 此 等の 

平野 を その 一 族 郞從の 手に よって 開拓し、 其 等の 家宅 を 籠め て 居 館 を 構へ たものと 考 へ る。 而 して、 

此 等の 型式 は獨り 此 地方に 止る もので はなく、 近代の 新開地 帶 にあらざる 限り 所在に 之 を 認め る 

ことが 出來 るので あって、 特に 關 東に は その 分布が 著しい。 而 して 亦 その 一 例と して は、 近 江 あた 

.o に^てさ へ も 湖東 諸 郡に 散在して ぬる 豪族 屋敷の 所 例が それに 酷似して ぬるので ある。 之 は 中世 


以降 何れの 地方に も 共通して 存在した ものと 思 はれる のであって、 特に 尨大なる 原野 を 前人に よつ 

て殘存 せられた 丈け に、 越 中に 於て は、 所在の 地に 斯 かる 個所に 居 館して、 比較的に 大規模の 開拓 

を 事と する ものが 多かった と 思 はれる。 而 して、 この 居 館 はやが て 散 居 村落の 型體を 形成す るに 至 

る俑 をな すに 至った ものと 考 へ させられ るので ある。 

然るに 中世 末 I 凡そ 應仁 以後に なると、 何處 にあっても、 所在の 大小 領主 は 只管 領內の 富強 策 

を 講じて、 漸次 開墾 を 精し くし、 戶ロ を增殖 して 課稅の 目的物 を 多くす るに 力め、 あらゆる 手段 を 

取った。 之を礪 波の 場合に しても、 中世 末期に 至って 目立って 村落が 增 加して 行った こと 、思 ふ。 

文明 五 年頃、 越 前 吉崎坊 から 潜行して 礪波 郡に 入り、 井波 瑞泉 寺に 說 法した 蓮 如 は、 在々 より 參 

詣の 群集 殺到して 壓 死者 を 出す やうに なった ので、 野 尻 野に 假屋を 構へ たが、 それでも 猶押 寄す る 

信徒に 辟易した と 云 ふ 物語 は 之 を 裏書して ゐ る やうに 取られる。 斯くて この 地域 一 帶は、 一 向宗の 

流布 旣に 早く、 明德 元年に は 本願 寺綽 如に よって 井波 瑞泉 寺の 創立 を 見、 爾來 井波 は 寺院 都市と し 

(ョ  r 

て 一 街區を なし、 城 端 善 德寺亦 天 正 元年に 福 光より 寺坊を 移して 寺院 都市と なり、 福 光 は 斯くて こ 

れ より 前旣に 一 寺院 都市であった ことになるの である。 然るに 此等 寺院 を 成因と なす もの 、外に、 

當時 一般の 流行と して、 諸 領主の 間に は 市町 を 興 立して 領民 物資の 交換に 便し、 一面 商工業の 發達 
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土地 及び 聚落 史上の 諸問題  一六 二 

を 期せん が爲 めに、 新 町 を經營 する 風が 頗る 盛であった。 斯くて、 礪波 方面に あっても、 旣に 早く 

天 正 十四 年 八月 篠河は 領主 前 田 利 勝に よって 月 三歲の 市立 を 公許せられ 手厚き 保護 を 受けて 居. o、 

(四) 

元 和 三年 十一月に は、 同じく 加賀 藩の 許可 を 得て 戶出 野に 新 町 經營の 許可 を與 へ、 慶安 三年 正月に 

は、 杉 木、 太郞 丸、 深 江村の 民 相 謀って 高 百 石に 家 百 軒 を 建て、 杉 木 新 町と 稱し、 附近 町々 に 市日 

,  (五ゾ 

支障な き條 件の 下に 藩主 利 常の 許可 を 得て ゐる ものが ある。 此 等の 市町の 成立 は、 單に その 平野に 

村落が 充分に 發 達した 後に、 其 等の 中の 或 者が 市街に 迄 進展した もので はない。 杉 木 新 町 卽ち出 町 

の 成立した 慶安 頃に は 兎も角と して、 それ 以外の 町々 は 村落 あっての 街 區の 成立で はなく、 爲政者 

の爲 めに 若しくは 本願 寺の 布教 中心たら しめんが 爲め の 成立であった。 而 して 所謂 特色 ある 散 居 村 

落が こ、 に 盛に 構 立せられ たの は、 前 田家の 入部 以來 のこと、 察せられ るので ある。 卽ち、 天 正 十 

三年 八月 豊臣秀 吉大擧 して 越 中に 出陣して 佐々 成 政 を 降し、 加 能 二 州 幷に越 中の 中 新 川 一 郡 を 除く 

の 外 は 之 を 前 田 利 家に 與へ、 旣に L て 成 政 肥 後に 移さる 、に 及び、 文祿四 年に 至. o 新 川 郡 を も 利 家 

に 加 封し、 斯くて 加 能 越 三 州 は 總て前 田家の 封地と な. o、 江戶 幕府に 至って、 更ら に寬永 十六 年 六 

月 前 田 利 常 第二 子 利 次に 富 山 十 萬 石 を 分 知せ しめて 以來、 越 中の 內婦負 一 郡 及び 上下 新 川 郡の 一 部 

を 除く 外 は、 全部 加賀 藩の 領地と して 藩 末に 至った ので ある。 但し、 富 山 藩 はもと く 加賀 藩の 支 


流と して 藩 制 は大體 之に 則り、 殆ど 變る ところがなかった と 云 つてよ い。 

この 主として 加 賀藩幷 びに 富 山 藩の 制度 上に 表 はれた る 特色 ある 色彩 は、 何よりも 農政 上に 拂は 

れ たる 努力であった。 卽ち、 前 田 利 長 時代 慶長十 年に 初めて 十 村 を 設置し、 後 利常慶 安四 年に 至， o 

更らに その上に 扶持 人 十 村 を 置きた るが 如き は、 彼等 をして 重要なる 補助 官 として 領內の 開 發に從 

事せ しめた 點に 意味が あるので ある。 更らに 亦 改作 法 は 利 常によ つて 實 施せられ、 綱紀 時代 連續し 

て 大に勵 施せられ。 明曆 三年 稍 ふ 成就し、 幕末に 迄 慣行され たもので あるが、 之 は 領內に 於け る稅法 

の統 1 と 給 人に 對 する 祿 制の 改革 を 目的と した もので は あるが、 歸 すると ころ は領內 を開發 して 石 

高の 增加を 計った ことになるの である。 その後 寬文 三年に 至って 設置した 新田 裁許^ 役目の 如 さ 

は、 別に 解說を 加へ るまでの こ ともなく、 開拓 擴張を 司 掌せ しむる 專任 官吏の 設置であった。 

斯の 如くして、 所謂 微妙 (利 常) 松 雲 (綱紀) 二 公の 開拓 意圖 は、 領內 三國の 中、 加賀、 能 登の 

如き 山地 多き か、 或は 亦 旣に或 程度 迄 開拓せられ たる 地方と は 違って、 越 中に 對 して は 前述 礪波郡 

ケ- 始め、 他の 各 郡に あっても これより して 新規に 開拓の 功 を 起すべき 處女 地が 頗る 多かった. ので あ 

る。 天明 八 年 四月、 改作 奉行所の 覺 書に 「御領 國の儀 は 前々 より 開 作 第一 にて、 畠の 分 も隨分 水の 

手 等 相考、 田 形に 開立 申 御 定法に 候、 余 國と違 ひ 前々 よ. o 米穀 第一 の御國 法に 候。」 と 見えて わるの 
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土地 及び 聚落 史上の 諸問題  一六 四 

にも 擧藩、 一致の 開拓 方針が 充分に 窺知せられ るので ある。 

私 は 以下、 この 問題に 必要なる 程度の 範圍內 に 於て、 江戶 時代 藩 政 期 を 通じて、 越 中 國內に 於け 

る 加賀藩 經營の 新開地の 槪 要を歷 記す る こと 、したい。 

I、 文祿 三年 十二月、 利 家礪波 古納加 村に 開拓 せられた 新田の 本年度 祖米を 免除す。 (加 賀藩民 

事 志)  . 

2、 寛 永 十七 年、 常 願 寺 川 を 引て 新 川 郡 大岩邊 高原 野 を 新開す。 (國 事昌披 問答) ， 

3、 承應四 年、 婦負郡 奧田新 村に 水田 千 四百 六十 石 を 開く。 

4、 承應 年中、 同 郡 杉 原野 三ク村 水田 二 千 七 百 餘石を 開く。 (以上 前 田 舊記雜 聞) 

5、 明曆ニ 年、 利 常 加賀今 井村より 二十 乃至 三十 歲 迄の 夫婦 者 二十 戶を 移して 新 川 郡 舟 見 野 を 

開拓せ しめ、 今 江村 を 置く。 新開 高 四百 二十 四 石餘。 (微妙 公 御 夜話 其 他) 

6\ 明曆ニ 年、 新 川 郡 太 神 野、 大海 寺 野を拓 く。 (租税 志) 

7、 寬文四 年 乃至 八 年に 力け て、 新 川 郡 月 岡 野 開拓 高 四百 九十 餘石、 利 常 自ら 實地を 見 分し 十 

七 ケ村を 興 立す。 (富 山 御領 奮 事 略 等) 


を 開. 


第 

九 


越 

中 
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、 寬文 十三 年、 前 出 綱紀 改作 奉行 を 派遣し、 小 矢 部 川より 用水お 引て 礪波郡 山 田野 二百 餘町 

9、 延寶六 年、 富 山 藩 婦負郡 外輪 野 を 開き 用水 を 通じ 

て、 新田 千 九 百 五十石 を 得。 (前 田 氏 家乘) ， 

2、 寛 文 三年 乃至 延寶八 年の 間、 礪波郡 芹 谷 野に 庄川 を 

通 水し、 新 村 二十 四 を 開き、 下流 射 水 郡の 田地 六 千 

五百餘 石に 灌漑す。 

H、 寶永 三年 富 山 藩 婦負郡 古澤 用水 を通渠 し、 水田 千 八 

百餘 石を拓 く。 (前 田 氏 家乘) . 

u、. 元 和より 元祿に 百；. o、 射 水 郡の 開拓 家 安藤 兵 九郞礪 

波 郡 十四 町 餘射水 郡 六十 町餘、 合計 六 百數十 石の 水 

田を拓 く。 (越 中 史略) 

-， ^政 年間よ. o 享和 年間に かけ、 新 川 郡 金山 新 村 開發。 (前 田家 舊記雜 聞) 

； 享和 年中 開鑿し 始めた 新 川 郡 大久保 用水 は、 文化 十 年に 修營 せられ、 富 山の 商人 岡 田屋喜 

あ 四 散^ 制と 瓚滦 部落  一 六 五 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  一六 六 

兵衞 によって 巨費 を 投じて 同 野 を 開拓し、 遂に 二 千 六 百 九十 餘 石に 達した。 (前 田 氏 家乘) 

但し、 舊記雜 聞に よれば、 新 川 郡 大久保 野の 條 下に、 大久保 開 天明、 寬政中 六ケ村 開墾 高 

合 三千 六 百 七十 餘 石と 見えて. Q る。 

リ、 文化 十三 年 新 川 郡 舟 倉 野開懇 成る。 これよ. o 先き 寛 政 八 年 用水 を 引き、 文化 七 年 開墾に 着 

手した もので、 長楝川 沿岸 四 里の 間 千 八 百 二十 餘石 を拓 く。 (舟 倉 用水 沿革) 

_ル、 天 保 七 年 新 川 郡 高 野の 開拓 成り、 家屋 建ち はじむ。 卽ち松 本 開と 名 付く。 (記念碑 文) 別に 

舊記雜 聞に よれば、 文化、 文政 中 開墾に 着手せられ たやう である。 

ヮ、 新 川 郡 布施 山 開 (十二 貫 野) 椎名道 三に よって 開拓せられ、 文政 三年 着手、 天 保 八 年 乃至 十 

二 年に 成り、 入 百姓 を 募り 十六 ケ村百 餘戶を 興 立す、 四千 九 百 八十 餘石を 得たり。 

^、 新 川 郡宫野 開、 天 保 六 年 御手 前 開と して 改作 所 を 置き、 八 ケ村千 八 百 九十 餘石 を拓く 

新 川 郡 雲雀 野 開、 寬政十 年 乃至 享和ニ 年 用水 を 引き 天 保 九 年 七 百 六十 餘石 を拓 く。 

^、 新 川 郡 棚 野 開、 天 保 七 年 六 百 四十 餘石 を拓 く。  • 

； r 嘉永ニ 年、 新 川 郡 三 ッ屋野 を 拓く百 二 石餘。 永代 野、 松原 野 を 合せ、 砂 林 開と も稱 す。 

s、 明治 二 年 新 川 郡 上野 平 開拓、 八ケ村 五十 餘町。 


斯 くの 如くして 前 田 氏 入 國以來 藩 政 時代 を 通じて 殆ど 三百 年間に、 その 領土 加賀 よりも 能 登より 

も遙 かに 越 中に 於け る 開拓 は進埗 して 居り、 之 を加賀 藩より、 幕府 若しくは 明治 政府に 提出した る 

石 髙屆書 に徵 すると、 左表の 如く 一目瞭然 たる ものが ある。 卽ち、 

斤 I  、にや ノ  石. 新田  石、 >  - 

% 文 四 越 中 ノ內赚 5、^5" 高 四 七 九、 八 七 九、 六 九 〇 高 一一 一、 三 三 四 八 0〇 

苣享 元. 同  同  一 二 七、 七 四 七、 三 〇〇 

明治 二 同  同  一 九 三、 五 五三、 九 二  二 

となり、 藩 祖利家 入 國以來 八十 年 を 經た寬 文に は、 旣に 十一 萬 石を拓 き、 其 後 二百 餘 年間に 八萬餘 

石を拓 いた ことにな つてぬ る。 新 立村數 について は、 あまり 正確な 統計と 云 ふこと は出來 ない が、 

正德 元年の 調査に、 越 中に 於け る もの 千 百 二十 ケ村 とせられ、 明治 二 年に は 千 九 百 三十 ケ村を 示し 

てぬる。 これ 亦、 百 六十 年間に 八 百 七十 ニグ 村の 興 立 を 示して ぬるので ある。 而し てこの 石高に 比 

例して 村 救の 多い こと は、 一 面加賀 藩に 於け る 特色た る 新田 與 立の 狀態を 示す ものであると 解 せら 

れ るので ある。 

私 は、 以上の 如く 多くの 頁 を 割いて こ.^ 迄に 加賀藩 開拓の 事情 を縷述 したの は、 從來 問題と せら 
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れて .Q た 散 居 制 村落の 分布が、 獨. o 礪波 平野 方面の みに 局限され てあつ か はれ 過ぎた 傾きが あるの 

で、 その他の 方面、 殊に 婦負、 新 川 方面に も 同じ 狀 態に 於て 分布して ゐる こと を 注意したい 爲 めに、 

如上の 例證 を列擧 したので ある。 一 體礪波 方面に あって は、 前述の 如く 旣に 早く 中世 末 乃至 近世 初 

期に 成立した 數 個の 小 市邑を 有しつ、 も、 その 平野が 單 調に 割合に 廣く 展開して ぬる 爲 めに、 特色 

ある 村落が 典型的に 分散して. Q るので、 特に 注意 を惹 くからで あるが、 婦負、 新 川 方面に あって 

も、 地形の 關 係から それ 程 一面に 展開 せられて， Q ると ころ はない にしても、 同じく 散 居 制の 村落 は 

所在の 地、 卽ち 特に 前掲 新開地に 分布して. Q るので ある。 一例 を擧 ひるならば、 寛 文中に 開拓され 

た 上 新 川 郡 月 岡 野 附近、 若しくは 天 保 頃に 村落 を 作り 始めた 中 新 川 郡 松 本 開の 如き は、 寛 文 十三. 年 

に 開かれた 西 礪波郡 山 田野 や、 寬文 乃至 延寶 年中 同 郡 芹 谷 野に 開かれた 村落と その 散 居 狀態は 少し 

の 相違がない。 又單に 下 新 川 一郡の みに 徵 して みても、 藩 政 時代の 中葉 以降の 統計に よると、 粗ス 


左の 如き 部落 狀態を 示して ぬる。 

加 積鄕百 九十 一 村 及 a 內 二十 四ケ所 

布施 鄕四 十八 村 及垣內 五所 外 無 家 齊澤村 

大 布施 保 二十 九 村 及 垣 內ニ所 外 無 家 六ケ村 

三位 鄕 六十 村 及 垣 内 二十 一 所 


大 三位 鄕 二十 五村 及 垣 內ニ所 

入 K 鄕 十四 村 及 垣 內三所 外 無 家 一 村 

五箇 庄 十六 村 及垣內 一 所 

藤保內 二十 三 村 及 垣內 五所 (三 州 志 圖譜村 籍卷之 三) 


表 中の 垣內 は、 同地 方に あって は 一 村 をな すに 至らざる 一 戶 乃至 數戶 迄み 戶數を 有する 屋敷 地で 

ある。 之 を 以て みても、 村落の 型體が 著しく 散 居に 傾いて ぬる 證左を 示す ものである。 更に 明治 六 

年の 區分 表に よると、 左記の 如く、 一村と は 云 ふ もの、 無戶 或は 二三 戶に 過ぎざる ものが 多く 分布 

せら rl て. Q るの を 見る と、 更らに 同地 方の 村 居の 狀 態が 明確に せられる ので ある。 


明治 六 年 區 分 ( 抄錄) 0  ^龍 下 

新 川縣第 一 大區所 泊 町 第三 小區 

同 第二 大區所 三日 市町 第一 小區 

第二 小區 

第三 小區 


第五 小 IeM 

问 第三 大 KI 所 石 田 新 村 笫 一 小區 

第二 小區 

第一 ー讓 

第 四 小 區 

第 四 ^居 制と？？ 涞邡 « 


杉森區 一 戶、 中 野 村無戶 

入 膳 新 村 二 戸、 木 根 新 村ニ戶 

新 村 無戶、 高堂 新 村無戶 

北 野 新 村 ニ戶、 北 野 村 四 戸、 北 野 又 新 村 三戶、 木 鎌 新 村 無戶、 石 塚 新 村 無戶、 

四 ッ塚村 無戶、 比丘尼 新 村 無戶、 鶴 田 新 村 四 戸、 植木 又 新 村 三戶、 一千 蓮揚新 

村無戶 

沖 新 村 無戶、 大橋新 村 ニ戶、 清水 新 村 ニ戶、 堂 森 新 村 一 戶、 內野新 村 ー戶、 植 

木 又 新 村 無 戸、 天神 新 村 四戶、 石 野 村 無戶、 田 中 新 町 ニ戶、 筘根新 村ー戶 

大野 新 村 無戶、 四 ッ屋新 村 一 戶、 二 ッ屋新 村 無戶、 番田新 村無戶 

木 戶新村 一 戶 

石 田 新 村 四戶、 正 光寺 新 村 一 戶、 澤村 大野 

大海 寺 野 新 村 一 戶、 刈 安村 一 戶 
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第五 小區 住 吉新村 ニ戶、 魚 津町田 方 二 戸、 山 石髙村 一 戶、 上 椿 村 一 戶、 平 椿 村無戶 

同 第 四 大區所 魚津町 第三 小區 川津村 一 戶、 齋木村 一戸 

斯くて、 次に この 問題に 對 する 重要なる 論點 —— 如何なる 理由の 下に か、 る 村落 狀態を 成す に 至 

つた かの 一段に 移る。 私 は、 この 事に ついては 前年 發 表して 置いた 史料 を、 更に こ V に 持 出して 

再 言す るよ. o 外 はない。 それ は 前 出 礪波郡 山 田 新 村開懇 の 場合 を例證 としてみ ると、 開懇 稍、  >  終つ 

た 後屋敷 地の 設定 及び 家屋の 設置に ついて、 新田 裁許 役から 改作 奉行に 宛てた 伺 書に、 一村 は 頭 百 

姓 一 人に 小百姓 十 人 宛 を 限度と し、 五六 ケ村を 作り、 家 構へ は 村中バ -フ くに 建てさせる こと、 し、 

その 理由と して、 若し 一 ケ 所に 集合 すれば、 耕地への 距離 遠くな り、 不便なる べしと 云 ふ 意味 を述 

ベ、 それに 對 しての 囘 答に は、 伺の 如く 「作 所 手 遠くて は 惡敷可 レ有レ 之 候。」 として. Q るので ある。 

之 は 單に礪 波 地方の 一 新田 興 立の 際に 於け る例證 では あるが、 _ 加賀 藩の 方針と して、 大體各 郡と も 

開發の 場合に は 同様に 適用せられ たと 思 はれる の は、 彼の 加賀 藩の 農政に 關 して 歷代實 際の 施設に 

參與 した 射 水 郡の 算學 者石黑 家の 歷代 中、 信 基の 記述に 依る 居 屋敷 ー卷事 中に、 同じく 新 屋敷 は 凡 

そ 五十 間の 間隔 を 置いて 打 渡すべき を 云 ひ、 又 礪波郡 太 田 村の 田地 割定 書中に も、 同じく 五十 間の 

(*o  , 

距離 を 以て 家作すべき を 示して ゐ る ものが ある。 而 して、 獨 りこの 方式 は礪波 地方に 限られた ので 


はなく、 領內 一般に 慣行せられ たと 思 はれる の は、 前記 居 屋敷 居 屋敷 ー卷 は石黑 氏な どが 參與 した 

各地の 新田 地方に 行 はれた こと、 共に、 下 新 川 郡 若 栗 村の 天 保 九 年 田地 割 申 渡 中に も、 新に 家居す 

る もの は領內 まばらに なるやう 心得べき 旨 を 示して. Q るので 明らかにせられて ゐる。 

飜 て我國 開拓 史上より 一瞥す ると、 近世 初 以來、 藩 政 時代 を 通じて、 主として 食料 自給 問題 を 中 

心と して 諸 藩 一 般 に從來 見捨てられた 原野 附洲 その他 苟も 開拓の 可能性 ある 個所 は、 競て 新地 を拓 

き、 そこに 村落 を 作らし めて ゐ たのであった が、 それ は 地形、 面積、 戶ロ 等の 各種の 事情から、 强 

ち 一 樣の 型式の 下に 遂行せられ たわけで はない。 新 立の 村落に しても、 例へば 尾 張、 彥根、 備前等 

の 諸 藩の 如き を例證 としてみ ると、 そこに 開拓せられ たる 多くの 新田に は、 最初から 計畫 せられた 

る 集 村 を 見る こと を 普通と する。 又 この 越 中の 場合の 如き 散 居 制 も、 出 雲の 簸川 流域、 若しくは 讃 

岐 平野 等に 類似の もの を 見受けられる ところ を 以てすれば、 それ^ \ 特殊の 事 蓆 はあった にしても、 

型式 上 集 村と 散 村と を 形成せ しめる、 少く ともこの 二種の 型が 各地の 新開地 經營の 村落に 對 して 作 

られ てね たこと AJ 承認 せらるべき である。 

^して、 この 越 中の 場合に 於て は、 主として 加賀藩 (並に 富 山 藩) の 方針と して 明らかに 散 居 制 

^四 散 居 制と 環 * 都^  一  七 | 
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をと つて. Q たので ある。 

( 一 ) 蓮 如上 人 法語 

(二) 城 端善德 寺由來 

(三) 西 礪波郡 五位 山村 西 照 寺 文書 

(四) 戶出川 合 文書 

(五〕 小幡鹆 

(六) 御用 方後鑑 

(七) 拙稿 r 舊加賀 藩の 散 井村 落 制に ついて」 中に 引用した、 山 田 新田 閔墾 書類 中の 往復 書類に よる。  . 

(八) 石 黑信基 居 屋敷 一 卷事 

(九) 明治 四 年 太 田 村 御田 地 割 定蒈帳 

四 餘 論 

以上 を 以て、 粗 ふ 散 居 制 村落 成立の 主因に ついては 論述し 盡 した 積り であるが、 更に 餘論 とし 

て、 私は猶  一二の 條項を こ、 に附 加したい と 思 ふ。 その 第一 は、 加賀藩 殊に 越 中に 於け る 田地 割と 

村落 制との 關係 である。 云 ふ 迄 もな く、 田地 割 は 土地に 對 する 各 者の 地味 面積の 不平 均 を 免れし め 

徵^ の 便宜と して 公平 を 謀る にある が、 加賀 藩の 割 地 は 現在 迄の 硏究 では 利 常の 改作 法 施行の 結果 


藩內 一般に 行 はしめ たものと して 考 へられる やうで ある。 然も この 割 地 法に よると， 折角 定められ 

た 住居の 附近に 耕作地 を 有つ こと、 してぬ た 獨特の 慣習法が、 割 換每に 籤引の まに-/ \ 交換せられ 

なければ ならぬ ことにな つ て、 斯く すると 折角の 新田 耕作 法 は 根柢 を 破られる ことに^るの である 

が、 この 點 にあって は 先に 論述した 如く、 引地の 法に よって、 便宜上 各自 割 換の後 私の 契約に よつ 

て、 或 程度 迄 一定の 耕地 を 永く 傳來 する 方法 を 執った 如く 見える。 而 して 猶 その外、 更らに 主要な 

る 問題 は、 各 散在 家居の 周圍 を包圍 してぬ る樹叢 について く ある。 實際散 居 村落の 景觀 をい やが 上 

にも 數奇の 眼 をみ はらせる もの は、 矗々 として 孤立 家屋 を取卷 いた 主として 老杉 其 他の 樹叢 にある 

こと は、 同地 方 を 通過した もの、 永く 印象す ると ころで ある。 

然るに 割 地 制なる もの は、 前述の 如く 主と すると ころ は 耕地 を 公平に 配當 せんとす る點 にある の 

であるが、 然も 猶 多くの場合 にあって は、 この 割 地 法 を 中心として、 一般 村落 制に 關 する 土木、 交通 

等に ついて 一切の 村落 共同生活 上の 諸問題 を 同時に 相 規約して 定 むる を 常と してね る。 斯くて、 最 

近 私の 採訪 した 礪波郎 福 光村 田地 割定 書の 中に、 頗る 參考 とすべき 條 項が ある。 同地 は延寶 七年以 

來萬延 元年に 至る 迄の 間に、 十囘の 割地卽 ち大體 二十 年 一 囘の 割合で 施行せられ てゐ たので あるが、 

その 中に 「居：^ 铈外埙 跡々 ょり定 の逋り 四 尺より 上 伐 取 可 申 候、 垣の 內 植木 仕 間 敷 候、 惣て あぜ 畠 
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(二) 

へ かげ さし 不， 申 樣に可 仕 候 事。」 と 見えて. Q る 一 項が ある。 これ は 屋敷 地の 木立に 樹 叢の 簇生す る 

こと を 拒否して ゐ るので、 農作 本來の 上に 於て は當 然の處 置と すべく、 卽ち 規定 上 斯る樹 叢 は 之 を 

立てし めざる やうに したので ある。 然るに、 實 際にあって は 依然として 之 を 伐採した とも 見られな 

いのは、 矢 張 久しき 習慣から その ま、 墨守 せられて .Q たものと 思 はれる。 猶管 見と して は、 多くの 

場合 屋敷 地の 木立 は 家屋 建設 後に 植樹 きれた もの は 寧ろ 尠く、 大體は 原野 開墾に 際し、 從來 より 生 

へ拔 きの 樹木 を 利用して、 その ま V そこに 屋敷 地 を構營 した ものが 尠 くない こと を も 認められる。 

次に、 斯る 木立に 覆 はれた る 孤立 家屋 は、 この 地方に 特有なる 氣 節風フ ュ ー ンの 襲來に 際し、 起 

り 易き 火災 を 避けん が爲 めに 起. o しならん との 說は、 或る 程度 迄 承認 せらる ベ さで あらう。 然し、 

礪波 平野に 於け るフ ェ 1 ンは少 くと も 北陸 一 帶に 共通して 受ける ところの 現象で あり、 晚春 初夏に 

於け る この 魔風に よって 惹起 せられた 業火 は、 獨， o 越 中の みなら や、 越 前 を 初め 加賀、 越後 等 所在 

の 都市 村落 を 幾度 か 甞め盡 した 悲惨な 歴史 は 枚 擧に遑 なく 所見し、 現在に あ， o て も 生々 しき 慘狀を 

所在の 地に 演出して ぬる。 之が 爲 めに、 或は 特殊の 防火線 を 劃し、 或は 消防隊 を 組織したり などし 

て 具 ふるの 用意 決して 疎かではなかった ので あるが、 然し 散 居 制 を 以て 之に 具 ふる 法が 單に越 中に 

のみ 發 達して、 他に 及ばなかった と 云ふ點 になる と、 或は 越 中の 各 村落が 偶然 その 目的に 協 ふやう 


に 見られる に 至った ので は あるまい かと 察する より 外 はない。 

(一) 拙稿 「藝賀 藩の 發居 村落 制に ついて」 所 引 小作 證文。 

(二) 灭明六 年 福 光村 田地 割定書 に 二十 五ケ 條の 親 定を撂 ぐ。 

五 條理 制の 實 施と 村落の 型體 

次に 私の 問題 は 環濠 部落の 成立に 及ぶ ので あるが、 玆に 所謂 環濠と 稱す るの は、 近畿 地方 殊に 大 

和、 河內、 攝津、 和 泉邊の 平原 地に 猶多 くその 遺構 を囑 目せられ、 亦甞て 存在した、 渠濠を 以て 部 

落 を圍繞 せる もの k 謂で ある。 其は緖 言に 於ても 略記した 如く、 小川 博士の 所謂 垣內式 村落の 一 要 

件、 卽ち堀 AJ 繞す こと、 相關聯 する ものが あるので、 同 博士の その 起源 を 古代に 於け る 支那の 制度 

を 適用した もので あらう との 說に對 して、 勢 ひ大化 以降 奈良朝 時代に 於け る條理 制實施 時代の 村落 

の型體 に， 論及す る 必要 を 見る ので ある。 

一 體 班田の 赏 施に 伴 ふ條理 の畫策 は、 大和 は 勿論の こと、 近畿 幷 びに 畿外邊 境の 諸國 にあっても， 

殊に 國府 附近の 地方に 割合に 廣く 正確に 施行せられ たこと は 今更 疑 を 要しない。 斯くて その 村落の 

^^は 條 M の する ま、 に 拘束 を 受け、 所謂 碁盤 目に 依って 正方形 若しくは 長方形に 密集し、 幾何 
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學 的に 排列 せられて 今日に 及んで ゐ るの は、 大和 平野 若しくは 近畿 殊に 攝、 河、 泉、 近 江 平野 等に 

於け る實 例に よっても 容易に 之 を 肯定す る ことが 出來 る。 然し 小川 博 土の 所謂 「奈良 平野で は 其 外 

を 周ら すに 幅 約 二 歩 (十四 尺 許) の 堀 を 以てし、 其 四面に 各 一 門 (木戶 口) を 設けた る もので、 其 

內に 含まれた 戶ロは 二十 戶許 であった と 推測 さる」 として 垣內 式の 說明を 試みられ、 隋書 食貨志 を 

引用され て 近畿 地方に 於け る 村落の 成立 を隋、 唐 制の 範 によれる ものな. o とせられて. Q る 論 點には 

一 言すべき 要が ある。 

凡そ 大化 改新 以來 採用 せられた 支那 法制の 影響が、 如何に 濃厚な もので あつたか は、 彼我 令 制に 

見えた 彼 土 制度との 比較 研究に よって 充分に 窺知 せられる。 されば 本 問題に 關 係の ある 都 城 制 を 

一例と して みたところが、 平安朝に 至って 延喜 式に 明記 せられて. Q る 如く、 その 周圍に は羅城 AJ 廻 

して 居， o、 卽ち 六尺の 厚さ を 有する 垣、 七 尺の 犬 行、 一 丈の 溝、 二 丈の 餘地を 以て 作られて ゐる構 

造 は、 旣に 早く 天武 天皇 八 年 難 波 京に も營 まれて 居. o、 藤 原 京、 平城京に も 存在した こと >  思 はれ 

(二) 

る。 斯くて 「京 城 之 固、 溝渠 爲：， 本」 とも 云 はれて ゐ たから、 例へ 形式的な 手薄い もので あつたに 

しても、 隋、 唐 制の 襲用に 外なら ない ので ある。 然し、 其が 同時に 一.々 の 村落に 迄 例へ 形式的に で 

も 同じく 應 用され てぬ たか 如何と 云 ふこと になる と、 可な. o 困難なる 問題で、 之を證 明す るに 足る 


べき 制條に 於ても 之と 見る こと は出來 ないやう である。 斯くて この 點が 明かに せられない 以上 は 

垣內式 村落 成立の 證明は 容易に 成立 せらる ベ さで ない。 況ん や、 一 國莊嚴 の主體 たる 都 城の 外廓す 

らが、 上述の 如く この 特殊の 意義 ある 都 城 制が 隋唐制 を 斯く迄 襲用した かと 云って、 單に隋 唐 制の 

單 なる 形式的の 模倣で しかなかった こと を 一 考 したならば、 個々 の 部落が 如何に 形式的に 墮 した 律 

令 時代であった としても、 假 りに 百 歩を讓 つて 制度 上に 見えた としても 果して 勵 行せられ てあつた 

だら うか。 唯 特別の 地方、 例へば 防人 を 配置して ある やうな 東北、 若しくは 西 邊の邊 境に あって は、 

成お を 設けて ^ 民 を 保護し、 營田 などの 際に は壯者 出で V 田舍に 就く と 令 制に も 見えて 居り 義解 

に は 注して 「謂 堡者髙 土以爲 堡瑋」 と あるので、 其 構造 を 知る ことが 出來る 位の こと は ある 然し 

當時 中央に 於け る 村落が 大陸に 慣行され た 築 營法を 忠實に 模倣した か 否か は、 上述の 如き 城 堡は兎 

も 角、 未だ 我國の 側に 於け る 史料の 上から 之 を 首肯せ しむる に 足る もの は 見當ら ないやう である。 斯 

くす ると この 環濠 部落の 起源 は 果して 何れに 求むべき であるか、 私 は 卒直に 云 へ ば 今のところ 直ち 

に 上代に 於け る條理 制に 附隨 した 制度に よって 掘鑿され たもの だと 速斷 する を 憚る ので ある。 一 體 

渠滦の 用途 は 交通 用、 用水 用、 葸水用 等、 その他 種々 の 目的に 掘鑿 せらる、 場合 を豫 測され やう 力 

il し 第 1 に考 へられる の は 云 ふ 迄 もな く 軍事的な もので、 主として 防禦 用と して 構營 されて ぬる。 

^四 放 居 制と 琅潦 部落  一七 七 
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斯くて 我國の 史上に ありて は、 中世に 至る に 及び、 所在の 地に 蟠 居した 豪族 は 其構營 した 居 館の 周 

圍に渠 濠 を 穿ち、 又 大寺院な どに あっても 防禦 用と して 同 一 の 方法 を 執る に 至った もの を 見受ける 

やうに なって. Q る。 • 要する ところ、 時勢の 變移 と共に 當時 段々 發 達して 行った 軍事上に 於け る 城廓 

の 出現に 相照應 した 現象と して 說 明され るべき ものであると 考 へる ので ある。 

今 環濠 部落の 最も 多く 分布して. Q る畿內 地方の 舞臺を 一 瞥 して 見る と、 上代 以來 中世 へ かけて 幾 

度 かの 政變 によって 演出 せられた 爭劇 は數十 度の 多き に亘 り、 到底 一 々其經 過 を列擧 する 煩し さに 

堪 へない ので あるが、 然し 常習的に 攻戰 殺伐の 舞臺 とな. つた 最も 劇しい 時期 は、 鎌 倉 以降 室町 時代 

へ かけて くあって、 爾來 殊更 應仁、 文明 以降 戰國へ かけての 期間に 至って 其 極端な 場合 を 示現し 

た。 此 等の 時期に あって は、 活劇の 起らん とする 前に は、 村閭 街衢 を 擧げて 庶民 は 常習的に 所在の 

安全 地帶に 避難す るの 止むな きを 繰り返し、 更に 一面に あ. o て は、 自ら 豫め其 他に 出來 得る 限りの 

防禦 工事 を 施し、 庶民 互に 圑 結して 亂兵 侵入の 惨禍に 具へ、 斯くて 山城、 大和 を 初め 近畿 所在の 地 

にあって は、 村落 寺院 等の 自衞的 防禦 策が 頗る 發 達する に 至った ので ある。 而 して 亦、 在 名の 武人 

等が 居住の 部落 を 城廓と して 構營 する もの 多く、 從來發 達した 山地 利用の 城廓 は 漸次 平地^も 移動 


せらる 、こと 、なった。 斯くて、 此 場合に あって は、 山地 は 兎も角と して、 平坦 部に 於け る 村落 乃 

至 居 館 地 等 は、 防禦 方法と して は 何よりも 渠濠を 穿って 敵方の 來 襲に 具へ、 又 通路の 出入口に は橺 

e: を 構 ふる 一 つの 定型 を 示す やうに なった。 渠 濠に は 或は 土壘を 添加し、 或 場合に は 樹叢帶 を 重 園 

して、 更らに 居住地の 安全 を 期す る 方法 を 執った。 斯 かる 防備 方法 は、 必ゃ しも 確然た る 起源 を こ 

の 中世 末に 置く と 迄 は 云へ ないか も 知れない が、 然し 應仁、 文明 亂の 影響が 一 つの 劃然たる 限界 を 

なして、 爾 來戰國 へ かけて 殊に 斯 かる 防備が 所在の 地に なされた と 云 ふこと 丈け は 言明され る。 

例へば 大和に 於て は、 手近い 例が、 大乘院 寺社 雜事 記な どの 記錄 すると ころに よっても、 大亂以 

後 殊に 頻繁に 寺 領內の 各部 落に 領民 を 促して 急遽 穿 堀の 土工 を 創めたり した ことが いくら も 見えて 

S)  § 

居り、 紀州逡 の 各部 落に あっても， 一 村 防 衞の爲 めに 居 民相圖 つて 渠濠を 穿 掘して ぬる 適例が あり、 

或は 亦大亂 中、 京都に あって は 大規模の 渠濠 を構營 し、 兩陣 防衞の 用たら しめた こと は宗長 手記な 

ど を 一瞥しても、 その 一斑が 明示され る。 

されば 大亂 終熄の 報 を 耳に する 頃に あって は、 更に 一 日； 掘鑿され た 渠濠を 埋めた 記事が、 當 時の 

文献に 頻出す るの を 常と する。 而 して、 更に 其 後引續 いての 爭 劇に は、 例へば 禁裏 御所な どに あ 

-  (£ 

つても、 廷臣 相圖 つて 防衞 工事と して 堀 を 鑿った 記事 は、 これ 亦當 時の 日 錄に續 出して ゐる。 又 天 
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文 日記に よると、 石山 本坊を 廻る 大阪六 町、 殊に 新 屋敷に 防禦 用の 急ぎの 堀 を ひき、 りなし に 掘鑿 

して. Q る 記事が 續 出して わるもの V 如き も、 一 適例と して 充分で あらう。 

以上 斯る 多くの 所 例 を こ V に 引用した 私の 意阖 は、 これによ つて、 兎も角 京都 乃至 近畿 を 中心と 

した この 大亂 が、 從來 演出 せられた 何れの 場合の 變亂 よりも 甚 深なる 影響 を 與へ、 未だ 甞て なかつ 

たと は 云 はれぬ 迄 も、 これより して 所在 部落の 地に 於ても 盛に 自衞 行動 をと る 一 つの 方策と して、 

渠 濠の 掘鑿が 慣行 せらる、 ことにな つたこと を 云 はんとす るので ある。 故に、 本題 目に 取扱 はんと 

する 環濠 部落 中には、 その 遺構が 總てを 擧げて 防禦 用であった くらう と强 言す る もので はない。 用 

水路 其 他の 遺構に よる もの 亦あった くらう こと を認 むる に恪 かで はない。 

(一) 小川 博士 著 人文地理 學硏究 第二 篇 日本 之 村落、 三 r 莊宅式 村落と 垣內式 村落」 の條 

(二) 齊街ニ 年 九 J 十九 日 太 政官符 「靡 令 當處堀 作 溝渠 事」 

(三) 令 義解軍 防 令 

(四〕 例へば 大乘院 寺社 雜事 記 文明 七 年 二 年 六日 條に 「一、 古市 堀 掘 之、 越智 人夫 J. 母 日 三百 人 云々」 と 見えて ゐる ものが あ 

る。 書中 斯 くの 如き 例 は^ 頗る 多い。 

(五) 紀伊讃 風土記 古文書 部所 錄 芝の 條に 「一 、 彼 芝 掘 堀 事、 自 雜賀庄 日夜 寄來之 間、 爲防之 掘 之 云々、 堀 彼 堀 者被預 匿 國 

衆 以後 事 也。 (下略) 文明 十二 年 七 J 日」 と 見える。 

(六) 宗畏手 記に r 應仁 年中 諾國 守御歒 となり、 京 中 三分 二 大堀を かまへ 束 西 十 町 云々」 と 見えて， q ろ。 


(七) 例へば 『廿ー 口 方許定 引受』 に 「四 J 五日せ^: 一 、 寶持坊 ノ前ノ 堀 等 野 洲之前 其 外 一 亂堀共 ウメ サ セラ ル へ キ衆籙 治 

定了、 一  世上 SS 之 上 者 境 內木戶 等 可 被 開歟亊 披露 之處 -1 先 佛乘院 之 前 木戸 可 被 開 aa 治 定此旨 造 營方江 可 &云々 、 五月 

八日、 一 、 佛乘院 之 前 等 實相寺 前 木戸 指 之 事、 如 先々 可 申 付 旨治定 了。」 と あるの は 東寺關 係の 例で あり、 叉 皇居に つ い 

て も 親 §5igM^^ に、 「禁裏 御 近邊之 堀、 亂後未 被埋、 仍其堀 水源 切 落」 など 散見して ゐる。 

六 大和の 環濠 部落 

大和 平野に は 模型 的な 街衢 狀 をした 密集 部落、 所謂 條理式 村落、 小川 博士に よれ ぱ垣內 式 村落が 

秧び 正しく 並列して 居り、 殊に 都邑と して 發達 した もの は 多く 平野の 周邊 にあって、 中央 平坦 部に 

は 殆ど 總 てが 純然たる 村落と して 點 在して ゐる。 而 して 此 等の 村落 中には 往々 にして 渠濠 を繞ら 

し、 今猶 依然として 舊 樣を存 しつ、、 そこに 黃 濁の 水を湛 へて ぬる もの を囑 目す る。 私 は 其 等の 村 

落 中、 今日 迄に 實地を 踏査して 見取 圖を 取り 或 程度の 調査 を 行 ふたものが 約 二十 數ケ 村に 達して. Q 

るが、 勿論 其 等の 環濠 は 極めて 粗 雜な槪 見に よっても、 決して 簡單な 理由から 一様に 今日 迄 殘存せ 

られ てぬる ものと は 思 はれない。 又 村落 そのものに しても、 殊に 早くから 開拓し 盡 された 大和の 中 

心地！ ^に 位^す ると ころ を みれば、 其 成立 は 非常に 早く、 別に 新開 村を拓 成して いった 場合な ど は 

比^的 少 いわけで は あるが、 それにしても、 稀に は 明らかに 比較的 新しく^ 立され たもので ある こ 

^四 敉居！ I と « ^部落  一 八 一 
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と を 確 示す る もの もないで はない。 唯 然し 私の 所見と して は、 此 等の 渠 濠の 存在に 對 して、 先 づ^ 

て 考察せられ なければ ならぬ の は 前項 一 般論を 別にして 大和 國 そのもの 、國 柄， II 國全體 としての 

歴史的 經過 である。 事新しく 論 やる 迄 もな く、 大和 は 神武 奠都 最初の 地域と して 爾來 速續 して 帝都 

の 所在地と な. o、 奈良 に 至って 文化の 發達其 極に 達し、 從 つて 國 土の 開明 程度 も 全國の 首位に あ 

つたこと は 想像に 難くない。 然し、 平安 遷都 以來の 大和 は 最早 帝都の 所在地と して^ はなく、 更に 

寺社の 勢力圏 內に卷 き 込まる、 こと、 なった。 之 を 代表的に 見れば 卷日 神社 兼與福 寺、 或は 亦 東大 

寺の 二 大寺院 を はじめと して、 奈良 朝の 盛時に 淵源 を 有する 寺社の 勢力が 宮廷に 時め く 藤 原 氏の 勢 

力 を 背：^ として、 殆ど 1 國を 自由にす る こと、 なった。 斯くて 武家政治の 開始と 共に、 賴朝 によって 

着手 せられた 諸國の 守護 地頭の 專櫂 も、 この 國には 一 指 を 染めさせる ことが 出來 ない 狀 態で、 大和 は 

武家の 勢力 下 を 離れて 寺社の 領知 せらる 、ところと なった。 而 して、 特に 與福寺 管下. に 於け る 衆徒 

國 民の 勢力 強く、 時代の 推移と 共に 彼等 は 各々 干戈 を 手に して 庄園に 於け る 庄官と 同じく 職 權を揮 

ひ、 殊に 同 寺 內のー 乘院、 大乘院 の 二 大勢 力 を 始めと して、 もれ 等 寺院 を 背景と する 衆徒 國 民の 勢 

力 は 最早 拔く ベから ざる ものと なり、 いつしか 圓頂を 以て 堂々 たる 豪族と な. o 終えて、 寺 領地に 在 

館し、 攻戰 に從ひ 四方 を 睥睨す るに 至った ものである。 淤尠 しく 註記 すれば、 衆徒 は 原義と して は 


學侶 以外 を總稱 した ものであった が、 中世 以來 宛然た る 武人と して 發 達し、 殊に 典 福 寺に あって は 

六方 衆、 八方 衆と して 國內の 要所に 散在して 居った。 國民は 與福寺 所屬の 寺領、 卽ち莊 園に 於け る 

衆徒の 下に 附屬 して： Q る 兵士と して 寺院 防 衞に關 する 專 門の 武力 保持者で あり、 遂に 時代の 降下と 

共に その 勢力 衆徒と 同じき 迄に 伸張し、 應仁、 文明 以後に 至って は、 京都の 爭亂の 影響 を 受けて 互 

に相攻 伐し、 衆徒 中より は 筒井、 古市 氏の 如き、 國民 中よ. o は 越智、 箸 尾、 十 市 氏の 如き を 出す に 

至った ので ある。 而 して、 彼等 は 支配 下の 寺領 中に あって 本據を 固む る 爲城地 を 築造し、 それに は 

多くの場合に 於て 一部 落 を 籠め たる 渠濠を 繞らす を 常と した。 また 衆徒 國 民の 在住せ ざる 部落に あ 

つても、 各自々 13 爲め瑗 濠して 敵 徒に 對 する を 例と した。 

共 等の 一 々の 例證 は、 今 こ V に列擧 する 迄 もな く、 在來 普通の 地誌 頻、 例へば 大和 志 料な どに も 

散见 してぬ る ものが 尠 くない。 中世 以降 斯る 國柄 として 存在した 大和 を 背景と して 考察 を 加 へ る 

時、 私 は その 平野に 散在せ る 環濠 部落の 大多數 は 恐らく 上述の 衆徒、 國民 によって I 若しくは 更 

に 領民の 自衞的 防^ 方法と して 形成せられ たもので あると する ものである。 斯くて、 以下 數ケ听 に 

I つて 私自身の 踏査した 環濠 部落に ついての 考察の 大要 を歷 記したい。  ， 

一お：) この 糨 部落 中の 代表的の ものと して、 學者 間に 衆知せられ てぬる 稗 田 (添 上 郡 平和 村 大字) 

^四 K 居 制と 璨液 部落  I 八 三 
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にあって は、 圖 示の 如き 形狀の 下に、 幅員 最も 廣き ところでは 十 間に も 達する 巨 濠を殘 して ゐる。 殊 

にこの 稗 田の 渠^に つき 注意 を 逸して ならない 點は、 街衢 中の 南面 中央部に 接して 樹 叢に 覆 はれ、 

.  一一  稍 ふ 丘陵 地 をな して. Q る 氏神の 境內 地に、 環濠と は 別に 北方へ 一 

支 濠 を 有して， Q る ことで ある。 之 は、 恐らく この 部落 全 體をー 拒 守 

地と した 場合に 神社 境內を 本丸と し 本丸 を 支持す る爲 めの 濠と して 

こ 、に 掘鑿せられ たものと 解せられ る ものである。 斯くて 稗 田の 渠 

濠 は、 恐らく 部落民の 自衞的 ェ營に 係る ものと 考察せられ るので あ 

る。 この類 例 は、 猶 多く、 卽ち (第二) に 藥王寺 (磯城 郡 平野 村大 

字)、 (第三) に 保 律 (磯城 郡 平野 村 大字) 等が あり、 共に 單 なる 環 

濠の 外に 相 連接せ る 支 濠 を 有して、 部落 內の 要所 を防衞 して， Q る 如 

くに 考察され る。 

次に (第 四) 小川 博士の 例證 にも 見えて ぬる 井戶野 (添 上 郡 平和 村 大字) は、 これ 亦 南 境 菩提 山 

川、 北境 江川に 挾まれた 平野 中の 小 部落で あるが、 中央部 八幡 神社の 社 域 を 中心として 東北 西 三方 

に 環濠し、 殊に 西南 部に あって は、 別に 一 區劃を 分って 二重の 環濠に なって ゐる。 管 見で は、 この 


お^こ そ は 一般 城廓の 本丸に 該當 すると ころで、 この 部落に あって は、 恐らく 前記 稗 田の 場合と は 

異なり、 部落 全 體を城 構へ として 自衞 したので はなく、 この 所謂 條理 式に 發 達した 部落の 一部 を 防 

禦 陣地と し、 斯 る構營 をした もので あらう と考 へられる。 

次に、 環濠 部落と して は 可な り 複雜な ものと して 列擧 すべき も 

のに (第五) 伴 堂 (磯城 郡 三 宅 村 大字) が ある。 この 部落 は、 圖 

示の 如く 部落の 正面 入口 東方に 稍〜 間隔お 有する 外 南北に 延長し 

た 長方形の 街衢 を榘 濠に て圍繞 し、 稍ぶ 中央部に 至って 東西に 直 

角に 交 はる 一 濠 を存 し、 更に 北部に あって は、 明治 二十 一 年 調製 

圖 によれば、 別に 一 區劃を 形成す る渠 濠が 相斷續 して 罟 り、 里 民 

は その 區域を 本丸の 地と 稱 して ぬる。 斯くて 環濠 中 を 南、 中、 辻 

合、 北、 安養寺の 五 垣 內に區 分し、 南、 中 は 別と して、 他 は槪し 

て それく 一 濠 內に挾 在して ゐる。 而 して、 安養寺 垣內が 本丸と 

稱 する 地域に 該當 する ので ある。 この 伴 堂 は、 斯の長 川 流^馬 日記、 至德 元年 四月 春 日 若宮 祭禮出 

让. ま 士交名 中に も 「伴お 殿」 と 兌え， 國 民：？ 士記ゃ 筒井 記に も 其 名が 出て ゐ るから、 ^井 氏の 糜下 
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伴 堂 氏が 累代 其 領民 を 抱 有して 居 館した 遺阯に 相違ない。 卽 ち^なる 部落民の 自衞的 防禦 勿と して 

殘 された 渠濠 ではなく、 一  領主と しての 伴 堂 氏の 防 禊 遺阯と 解す る 方が 至 當と考 へ られ る。 

次に、 伴 堂の 場合と 相 類似した ものと して、 (第 六) 番條 (添 上 郡 治 道 村 大字」 が ある。 同 部落 は 

西 境 佐 保 川、 北境 菩提 山川 を 以て 挾まれ、 西北の 一部に 少 許の 間隙 を 有する 外 全部 環濠し、 殊に 東 

北 隅 神社 境內に 一 支 濠 を、 又 一 部落 三 垣內の 境界 

に それ- 支 濠 を 通じてね る。 この 部落 も 亦官務 

衆徒 番條氏 在 館の 地と して、 與福 寺長專 日記 應永 

二十 一年 六月 二十日 衆徒 國民 參洛交 名に 見え、 又 

大乘院 御領 段錢 日記 永 德ニ年 十二月 條に 「番 條庄 

下司 番條 入道 七 貫 文 上 之」 と 見えて ゐ るから、 恐 

らく 俚稱の 如く 中央部の 垣內 中に 居住して 斯る防 

衞 をェ營 した ものに 相違ない。 更に (第 七) 简井 

(生 駒 郡 筒井 村 大字) はこの 種 部落の 最大 規模 を 有 

する ものと 思 はれる。 卽ち寛 文 元年に 調製 せられた 村繪圖 によれば、 略ユ 方形に 近い 部落 は、 當時^ 


^  、  g 


北方の 一 部分 を 除く 外 四方に 環濠し、 東方 は 二重 濠と して 幅員 廣き ところ 十二 間 乃至 八 間に 百 一り 

中央部 神社 境內に 接して 支 濠 を 有し、 該區域 を 字 「城」 と稱 して. Q るの を 見る と、 中央 咅カ 本丸に 

該當 する ものであった らう。 この 部落 は 、• 縷述 する 迄 もな く、 官務 衆徒 中 第一 の 勢力 を 有して ぬた 

^井 氏が、 天 正 頃に 至る 迄 歴代 在住した ところと して、 防衞 設備 も 特に 宏壯 であった わけで ある。 

然し 今赏地 を 見ても、 矢 張旣記 一般の 型式に 共通して 立派に 環濠 式と なって ゐる。 この 外 私の 實地 

調査した 部落 中 (第 八) 秦庄 (磯城 郡 多 村 大字) の 如き も、 筒井、 番條 など、 類型 を 同じう する 環 

濠 を 有して ゐる。 

次に 猶、 大和に-於 ける 注意すべき 環濠 式部 落として、 寺院の 構營に 係る もの、 所謂 寺內 町と 稱す 

べき もの、 存在が ある。 之 は 一向 宗、 特に 本願 寺 第 八 代 蓮 如 以後 同派 系統の 僧徒 並びに 宗徒に よつ 

て構營 せられた 部落 を稱 する もので、 その 代表的の ものと して は (第 九) 今 井町 (高 市 郡) 力 ある。 

同町の 起源 及 成立 は 史料の 點 より 猶硏究 を 要すべき ものであるが、 大要 は、 河 瀨兵部 丞と稱 する 一 向 

坊主に よって 四 町 四方の 疆 域に 濠 を 廻らし 土 居 を 築き、 寺坊を 中心とする 市街 をな し、 屏 民 を 招 ま I 

たのに 起り、 純然たる 模型 的の 寺內 町で ある。. この類 型に 入るべき ものと して は、 猶 (第 十) 田 原 

本 町 (磯城 郡) が ある。 同町 は江戶 時代に 旗本 平野 氏の 藩邸 を 置いた ところで、 幾分 同時代に 街衢 
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は變更 せられて. Q る ものと 思 はれる が、 町の 西部に 於け る 本 誓 寺 (淨 土宗) 淨照寺 (眞宗 ) 兩寺 域の 三 

方 を 包 園し、 更に 町の 三面 (南北 西) を圍繞 して 

_Q る渠 濠が 恐らく 當 年寺內 町の 遣 構に 當る ものと 

察せられる。 然し、 この 項は猶 再考 を 要する 點が 

あるから、 單に豫 想 を 略記す る 丈に 留めて 置く。 

以上、 私 は 大和 平野に 於け る 粗々 代表的の 環濠 

部落 を點檢 して、 今のところ 凡そ 三種 額の 別 ある 

こと を 知る ことが 出來 た。 卽ち、 第一、 最も 單純 

なる 型式 i 部落の 全部 を 環濠し、 單に內 部に 一 

支 濠 を 有する もの、 但し この場合に 於て は、 掘鑿 

當時 にあって もこれ 以上の 複雜 なる 濠 を 有して ねなかった と豫 想され る もの、 第二、 環濠で は ある 

が、 內部は 可な り複雜 し、 中世に 於け る 平 城の 小規模なる ものと 目すべき で、 唯條理 式に 拘束せられ 

た 一 部落 全體を くるめて ある 點に 特色 を 有して ゐる もの、 最も、 內 部の 支 濠 は 何れの 場合で も 可な 

カ埋沒 されて ある 個所が ある。 第三に は、 主として 一向 宗 寺院 經營の 環濠 部落、 これ は 如上 第一、 


第二の 所 例に 倣った と 云 ふよりも、 中世 末に 發 達した 各地の 寺內 町と 共通の 樣式を 有して ぬる もの 

である。 私 は、 大和 中央 平野 部の 環濠 部落 は 粗々 以上の 三 型式に よって 總括 する 事が 出來 ると 思 

ふ。 而 して、 それ 等 は 何れも 起源と して は 中世 を 溯る もので はなく、 部落民の 自衛と 特殊な 大和の 

國 情から 發 達した 型式で あり、 唯條理 式の， 部落 を 原型と して 成立した 爲 めに、 單に 方形 若しくは 長 

方形の 型に はまった 環濠 を 有する こと、 なった ものと 解せられ る。 但し、 偶ス それに は、 上代 以來 

の 用水路 等の 遺構 を原據 として、 更に 防欒 用に 改鑿 した もの V 類が あった くらう こと は、 容認され 

なければ なるまい。 

更に 猶玆 に附說 すべき は、 各部 落に 於け る 出入口の 柵 門で あるが、 一 體柵門 は防鎮 作用に はいつ 

も 附随して 具備され るの を 常と する ので、 一 般 的に 云 へ ば 中世 末の 所謂 「世間 物騷」 から 之 を 必然 

的に 設置した ものである。 この こと は 與福寺 側の 史料 中に も 散見し、 江戶 時代に 至っても 領主 或は 

部 民の 意向に より、 之 を繼續 して 設置した ところが 尠 くない。 現に 京都、 堺其 他の 巿內に 於て 然り 

であった。 然し、 其 等の 劃一 的な 設備 は 起源の 點 になる ともとより 明瞭に は 示されな いが、 前に 縷 

述 した 如く、 屮世 以前の ものと して， 考 へる こと は 無理で ある。 何と なれば、 それ は 濠 若 L  く は 土 居 

などの 防^ 物と 切 離して は考 へられぬ からで ある。 
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次に、 垣內 について は、 私 は 未だ 秩序 的に 之 を 文献の 上から 精査して ゐな いので、 充分の 說明を 

試みる 迄に は 至らない ので あるが、 然し 大體に 於て は、 恐らく その 起源と すると ころ、 小川 博士の 

隋唐 制の 適用 を 云々 して ぬられる 以前より、 猶 早く 聚落の 發達 途中より 見られる ものと すべ きで は 

なから うかと 思 はれる。 而 して 或る 論者の 云 はる、 如く、 その 起源 說の 一として は 開墾に よって 占 

有せられた 一地 域 を 指す ことに 大體歸 着すべき もの かと 思 ふ。 何れにしても、 二十 戶單 位の ー區劃 

が 環濠し 四面に 門戶を 設けて 相防衞 し、 それ 以上に 戶 口の 增 加した 場合に は 第二の 同じ 様式の 區劃 

を 作って 次の 垣內 をな し、 漸次 第三、 第 四に 及ぶ と 云 ふ 風に 說 明せられ る隋唐 制の 適用 は、 單に現 

状の 形態 を 表面より 甚察 した ところでは 如何にも 斯く思 はれる かも 知れない が、 之 を嚴密 なる 史的 

過程より 說明 せんとす る こと は 恐らく 無理で あらう。 軍に、 私の 指摘した 大和の 條理 式部 落 中に 於 

ける 二つの 所 例に よっても、 (磯城 郡 伴 堂、 添 上 郡 番條) それ/, \ 當該 部落 を數ケ 所に 分って 各垣內 

として. Q る もの を 以て 見れば、 表面上 は 一 應 如何にも 右の 所說を 裏書す る もの 、如くに もとられ や 

うが、 然し、 各 垣內の 分界に 當る渠 濠 は 前述の 如く 瑗濠 中の 一 支 濠に 當る もので、 そこに 屯镇 した 

部落民が 便宜上 一 垣 内と して 小！！ 結 をな し、 或は 防禦 地と して 該 地域が 使用 せられた 後、 その 區劃 


のまに-/ \- 定住し、 各、、 垣 內と稱 した ものと 解す る 方が 自然で ある。 

實際、 今日 大和 以外の 所 例 II 近畿 地方 乃至 北陸地方の 垣 內例を 見る と、 概して 一部 落が 餘り大 

なる 時には、 程よ き圑 結の 爲 めに、 部落 內に 於て 地域 を 相 接して ぬる 集圑 (同一 の 開拓 集圑も あら 

う、 或は 氏族 を 共に して. Q る もの V 場合 も あらう、 或は 亦單に 居住地 域 を 相 接して ぬる 丈け の 理由 

による もの も 多から う。) が 一 垣內 として 結合し、 又 或 場合に は 部落の 本 據に相 集りて 集圑 し、 (この 

場合に は 多く 開懇を 起源と する。) 之 を 1 垣 內と稱 して ゐる。 卽ち、 集圑の 目的と して 村落の 存立が 

あると 同じ 意味に、 小規模の ものと して 垣內の 存在が あると 解して よい かと 思 ふ。 別段、 條理 式の 村 

落に のみ 見られる 原型と する こと は出來 ない ので ある。 それ は 更ら. y 集圑 部落 地方の 垣內 例に より 

て も、 合理的な 說明 がされる" 斯くて、 大和の 村落 中の 垣 內に渠 濠の 存在す る こと は、 恐らく 隋唐式 

の 遺構と すべきで はなく、 中世 以後 主として 村落 據 守の 遺構に 支配せられ た區 切で あらう と考 へ ら 

れる 方が 適切と すべきで あらう。 勿論 一 村落が 單 純なる 一 渠濠を 以て 防衞 した 如く、 一 垣內 每に獨 

立して ー渠滦 を構營 した もの もあった と 思 はれる。 而 して 亦、 更 らに渠 濠の 遺構に 入り込んで、 一 

^内分-形成した もの も尠 くなかった であらう。 何れにしても 垣內に 於け る渠 濠の 所 例 は、 上述せ る 

如き 徑路 によって 中世 以後に 成立した ものが 多い こと を考 へさせる ので ある。 
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( 一〕 大和 志 料の 各 郡 を 通じて、 城 SJ 部參 照。 

(二〕 筒井 氏 は、 與福寺 惻 として は至德 元年 四月 春 日 若宮 祭體 出仕 武士 交 名 中に 「筒井 殿」 、庭 永 二十 一年 三月 二十日 衆徒 國 

民 參洛交 名 中に 官務 衆徒と して 「筒井 (戊 亥 脇)」 と 見える。 

(三) 史學雜 誌 第 四十 一 編 第十號 「中世 末に 於け る寺內 町の 發建」 中 第三 節 「大和 今 井」 の條參 照。 

(四) 牧健ニ 教授 日本 法制 史論、 第二 編 笫四荤 第二 節 土地の 私有 參 &;。  ， 

又、 中 山太郎 氏の 「垣 內考」 に は cm 史地 珲 笫三 十二 卷 第一 號 所載) 詳細なる 論考 を鸫述 せられて ゐる。 この 項に も 同 

氏 の 所 說を參 照 し た と ころが ある。 

七 攝、 河、 ，M 水の 環-: お 部落 

次に、 大和に 於け る 環濠 部落と 相對 して、 攝、 河、 泉に 散在して ゐる 多くの 額 例が ある。 此 等の 

中には、 前述 大和の ものと 其 型式 共通す る もの も あり、 或は 少異の もの も 存在して ぬる。 元 來攝、 

河、 泉 地方 は、 大和と 同じく 畿內の 一部と して、 その 土地 早く 開明の 域に 進み、 大化 以降 條理 制實施 

せられ、 多くの 村邑 夙に 發 達した ところで ある。 この間に 所見 せられる 環濠 部落に ついて、 之 を 極 

く 一般的に 云へば、 共通して 著しき 特色 は、 第一 それ は 全然 上代より 構營 せられた もので はなく、 

明らかに 中世に 至って 出現し、 然も 各部 落の 自衞的 防禦 物と して 成立した こと を 如實に 示す 所 例が 

ある ことで ある。 而 して、 私 は 先 づ之を 中世に 於け る 代表的 都巿 として 存立した 和 泉の 堺に 見る の 


である。 堺 を包圍 して ゐる渠 濠 (但し、 渠濠 として 掘鑿せられ たもの は 北東 南 三方の みで、 西方 は 

當 初にあって は 海岸であった から、 防備 用と して 掘鑿の 必要な く、 後に 江戶 時代 中期 以降 新地の 發達 

著しき に 至り、 專ら 交通の便 を 目的と した 運河 を 開鑿し、 槪 見した ところ はで、 他の 三方と 同一 の 

渠 濠と 見える やうに なった。) は、 現今 猶粗々 その 原型 を 見る ことが 出來 るので あるが、 實は それ は 

堺に 於け る當 初の もので はなく、 江戶 幕府の 初頭 元 和 元年 以後、 これより 先き 大阪夏 ノ陣に 全市 街 

を擧 げて燒 撃せられ、 之 を 再興して 新 市街 を構營 した 際、 新規に 掘鑿せられ たもので ある。 而 して、 

中世 末 在留 外人の 通信 中に 所見 せらる 、所謂 渠濠 は、 現在の ものより は 其 位置 多少 內扁 してぬ たと 

想像され、 旣に 早く. 天 正 十四 年 十月 豊臣 秀吉 によって 埋沒 せられて しまって. Q る。 これ 蓋し、 秀吉 

として は 居城 地 大阪に 接近して この 武装都市の 存在が 不必要で ある こと を 顧慮した 爲め であらう。 

然 らば、 この舊 濠 は 何時頃 始めて 掘鑿せられ たか。 之 を 史料の 上に 憑徵 せられる 範團 として は、 耶 

蘇會士 日本 通信 中 ( 一 五六 二 年、 卽ち 永祿五 年) 堺發ビ レ ラの 書翰 中に、 市街の 出入口に は嚴 重な 

る 1： 尸 ある こと、 又巿 街の 三方 は 「深き 堀 を 以て 圑 まれ、 常に 水 充満せ り。」 と 云って. Q る ものが 

あり、 フ o イス も 亦、 日本史 中に 濠の 存在と 市街の 臀 備に 直大 なる 意義 を 有せる こと を 述べ， 日本 

叫敎史 中に も 亦、 眼目 を 驚かす に 足るべき 壯大 なる 塹 濠の 存在 を擧げ て、 この 特色 ある 自由 都市の 

^四 散 居 制と 瓒 « 部落  _ 九 三 
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一面 を 描出して- Q る。 此等を 以て 見る ときには、 尠くとも 當時 恐らく 秀吉 によって 埋沒 された 宏大 

なる 渠 濠が 嚴存 して- Q たこと を 明示す る ものである。 唯內部 史料と して は、 之 を 特記せ る もの は 比 

較的尠 く 、僅かに 總見 記な どに、 永祿十 一 年 織 田 信長堺 市民に 莫大の 賦課 金お 命じた 際に 「三十 

六庄官 一味 同心して、 櫓 を 上げ 堀 を ほり、 北の 口に 菱を 蒔き、 防戰の 用意し 待ちに けり。」 と 見えて 

ぬる 位に ±り、 その他の 戰記 も、 似たり よったり である。 然し この 文意に よれば、 新規 蒔 直しに 渠 

濠 を 掘った やうに も 受取ら る 、膪 念が あり、 何れにしても 確 的な 記述で はない。 斯く する 時 は、 堺 

の 渠濠は 兎も角 永祿 頃に 存在した の は 確かで あるが、 その 起源に 至って は 充分に 判然して ぬない。 ， 

W し、 これより 先き 大內 義弘の 應永亂 頃に は、. その 存在の 證 左が 得られな いので あるから、 恐らく 

應仁、 文明 以降に 係る こと、 想像 せられる。 又 柵 門に 至って は、 江戶 時代 を 通じて 舊樣 により 之 を 

具へ、 以て 警備に 資して 居り、 上述 宣敎師 の 通信 中に も當 時嚴設 せられて- Q た 事が 明記 せられて ゐ 

るから、 些 しの 疑を容 れる餘 地がない。  • 

然るに、 堺の渠 濠と 同じ やうな 意味 を 有する ものと して 對 比すべき ものに、 近接 地域 中 (第二) 

平野 鄕 (大阪市 住 吉區) の渠 濠が ある。 同地 は 元祿七 年同庄 年寄 一老 等の 書き上げた 由緖 書に、 坂 

上田 村 麿の 子廣 野の 知行 所と して、 四方 構 二重 堀 土手 を 廻し 惣門 十三 口 ありと 記されて ゐ るの は、 
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1 九 六 

しも 間違って. Q ない。 その 

後 版行 せられた、 寶曆 十三 年 

の攝州 平野 大繪圖 によって 

も、 更に 精細なる 形狀を 知る 

ことが 出來 るので、 

濠の 幅員 は 延寶七 年， の 檢地帳 

に 四 間 乃至 六 間に 亘 り、， 池 床 

をな す 個所に ありて は 二十 間 

にも 達する ところがあった や 

うで あり、 周 廻 延長 一 千 三百 

七十 八 町に 達し、 更に 元祿七 

年の 書 上げに 遠見 矢 倉の 阯猶 

殘存 せる を傳 へ、 十三 個の 大 

小門戶 は江戶 時代 を 通じ て 


猶嚴 重に 警備の 具へ を完 うした ので あ 

る。 而 して 亦、 長 井 日記に よれば、 先き 

に 元 和 三年、 末 吉孫左 衞門台 令に より 夏 

ノ陣 兵火 後の 町 割 をして. Q るが、 蕖 濠の 

掘鑿 は 勿論 それよりも 以前に 存在した こ 

との やうに 解せられ る。 又末吉 文書に よ 

れば、 天 正 元年 十二月 附の 衆議 狀が あり、 

所謂 町老 達が 一 鄕の 安危に つき 協議して 

居る 事實を 示し、 或は 亦堺に 於け る町老 

達との 間に 互に 緣姻を 通じ、 有事の 際 互 

に相扶 けて 外敵に 當 つて _Q る ことな ど を 

見る と、 一 の 模型 的の 防禦 市街と 自治 體 

と を 持って. Q た堺と 同じ やうな 型 體を具 

備 した 平野 鄕 との 間に は、 必ゃ相 聯關す 
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る ものが ある やうに 考 へられる。 更に 

(第三) として 平野 鄕、 堺の 類型 を相聯 

絡せ しめんと する ものに、 その 中間に 位 

置す る 遠 里 小 野 (大阪市 住 吉區) が ある。 

示して， Q る 同 部落 は 古くより 住吉 大社の 

供 油 調進 所と して 箸 聞して ゐ ると ころで 

あるが、 部落の 型體は 全く 平野 鄕と 同じ 

く、 方形に 近い 街衢 を 環濠し、 周 圍の七 

口に 柵 門 を 有し、 速績 して 明治 初年に 亘 

り、 現在 猶 その 遺構の 一 部 を明徵 ずる こ 

とが 出來 る。 こ V に 描出した 部落 圖は安 

永 七 年 十月の 下繪圖 によった ものである 

が、 渠 濠の 型 狀と柵 門の 配置と を 明瞭に 

示されて. Q る。 又 平野 鄕の 南方に 接して 


ゐ る (第 四) 喜 連 (大阪市 住 吉區) にあっても、 模型 的の 環濠 を 殆ど 原型の ま、 今日に 殘 して 居り 平 

野 鄕に對 する 縮圖 たるの 觀が ある。 其 他、 同じく 現今 大阪市に 編入せられ てぬる (第五 我 孫子 (第 

六) 堀 (第 七) 寺 岡 (第 八) 中 野 (第 九) 今 在家 (第 十) 新 在家 (第 十 一 ) 今 林 (以上 何れも 大阪市 住 

吉區) 等な どに あっても、 何れも 依然として 相當の 規模 を 有する 渠濠 を園繞 して 居る。 延寶七 年の 

檢地 帳に よれば、 右の 內中野 は 幅 二 間の 濠 延長 三百 八十 七 間に 一旦り、 今 在家 は 同じく 二 間の もの 三 

百 九十 五 間、 新 在家 は 三百 四 間、 今 林 村 は 三百 六十 二 間に 百 一り 環濠して ゐ たこと を 明記して ぬる。 

以上 (第二) 平野 鄕 以下の 數例 は、 一 應は (第 一 ) の 堺の渠 濠と 同 一 の 意味 を 以て 掘鑿 せられた 

ものと 解せられ るので あるが、 然し 一面に 其 等の 環濠 は、 戰國 時代に それ. t 然るべき 武人に より 

據 守せられ て. Q た 居城 地の 遺構の 場合 亦 多く、 落城の 後 里人 移住して 部落 を復 したと 傳へ てぬる 例 

が尠 くない。 斯く すると 、(第一) の堺の 場合の 如く、 必 しも 最初から 自衞 的に 構營 せられた ものと 

して は 受取れ ぬ こと、 なる ので ある。 この 點 はかく 傳 へて ぬる 史料に、 未だ 確實 性が 尠 いので、 遽 

かに 速斷 する こと は出來 ない。 

次に、 (第 八) 久寶寺 (中 河內 郡) の 如き、 大體 一向 宗の 寺院に よって 經營 せられた 寺內 町と して 

袋^ すら L る もの、 列が あ. o、 地 钐の關 係 上、 環濠の 代りに 土壘を 以てした ものと して 富 田お (南 
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m る。 亦 霊 土 g 兩 f 兼ねてき もの も g  くま。 新くて 攝河 泉の 所 例に あって 

も 第 "落の 自？ 圖 るが 5 にェ營 せられた ものと、 第二に 城 地の 霧に 部き 復 現せし めた 

急 三、 寺 g 手に よって 5¥られた 寺內 町の 型式に 1 する ものとの 區 別が つけら 

れる やうに 考 へられる。  ジ匚另 力 〈 

( 一 ) 堺市史 粱三卷 第二 章 A び 第 十窣參 照。 0^0sfiim  fk 

問題」 第二 節 i。  ，i -士爆 i、^asl 叢書 § 拙稿 「近世に 於け る 耕地 荒廢 と 小作 

(二) 顋 泉寺祕 記、 天 正 十四 年弒 カ倏。 

(三) 耶蘇 會. MB 本. 通-信、 上。 

(四) フ D イス 日本史、 第 十五 章。 

(五〕 SS 第 四十 一 編 第十號 ？ II Is? 璧ず、 91。 、 

八 括 言 

以上 樓說 した 大和 幷に 攝、 河、 泉に 於け る 雲 部 fl すると、 後 ft てま 比較的 5? 

その 靈の 時代と 起源と If る ことが 出來る やう 毒 へられる。 但し、 iHU 

f に 中世 以降の ものであると しても、 $si つて は、 或は 簾靈畤 代の fs 做した も 


ので はない かとの 意見が 出ない もので もない。 この 論點 になる と、 私 は假， o に 摸 本 を 求む ると して 

も、 中世の 城廓 若しくは 更に 古く 溯る としても 都 城 制の 敎 ふるところに 示唆 せられて、 必要に 迫ら 

れた 方策と して、 斯く 慣用せられ たものと する ので ある。 大和の 場合に 於ても、 前述の 如く、 私の 

實地 踏査した 所 例 を 以てして は、 幾分 攝、 河、 泉の ものと は 趣 を 異にする ものが あると は 云 ふ もの 

V、 所詮 中世 以降の ものと して 考察す る點. y 相違 はない。 又垣內 についての 考は、 前說の 如く 未だ 

こ、 に 確言す る 迄に は 至らない ので あるが、 之に 附隨 した 渠濠 そのもの 、意味に 至って は、 村落 そ 

の ものに 構營 せられた 場合の ものと 同じ やうに 考 へる。 若し、 大和の 伴 堂、 番條の 如き 場合 をと つ 

て 一 環滦 中の 一 部落が 更らに 支 濠 を 以て 數垣內 に 分 たれた る もの を 目して、 垣內の 成立 起源に 充て 

やうと する 例證 とする やうな ことがあり とすれば、 其 は 可な. o 見當 外れの 觀察. y 終る だら うこと を 

思 ふので ある。 

私 はこ、 迄、 以上 越 中礪波 地方に 於け る 散 居 制、 幷に 近畿 地方 就中 大和、 攝、 河、 泉の 瑗濠 部落 

の型體 を 考察して 來て、 漸く 前者 は 中世 末期 乃至 近世 初期、 後者 は 中世 乃至 中世 末期に 之 を 見る こ 

とが 出來 得る と 云 ふ 觀點に 迄 漕ぎつ けた。 然し、 私の 取扱った これ 迄の 所 例で は、 如何にしても 之 
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を 何れも 上代に 迄 跡付ける こと は出來 得ない。 

偶々、 こ、 迄 筆 を 運ばせた 際に、 私 は 最近 發 表された 二つの 村落 發達 史に關 する 輿 味 ある 論孜を 

手に する 事が 出來 た。 其 一 つ は 寺 田貞次 氏の 「讚 岐の 人口の 稠密なる 原因の 一 部に つ いて」 であ. o、 

他の 一 つ は 村 松繁樹 氏の 「伊賀に 於け る 聚落の 研究」 である。 而 して、 何れも 右論孜 中には、 我國 

の 村落 型 體に關 する 所見 を 各自の 論據 によって 述べられ • て ゐる。 卽ち、 寺 田 教授 は 我國に 於け る 人 

口 稠密の 地方と して 知られた 讚岐に 於て、 今日 猶依 然として 散 居 制の 行 はれつ、 ある 現狀に 及ばれ 

「此の 點 から 觀 ると、 散 居 は卽ち 開墾 を 意味す る もので、 人類 居住の 本來の 性質 を あら はして 居る も 

のと 申して よい。」 との 感想 を附 せられ、 村 松 氏 は、 我國 村落 型 體をニ 大別して 散 村、 聚村 とし、 前 

者 は 多く 新開地に 見る も、 地理 的條 件に より 古き 地域に も 之 を持續 する もの ありと し、 但し 全體ょ 

り 云へば 聚村を 普通と すと 論じ、 聚村は 大陸 文化の 影響 を 受けて 條理 制の 行 はれた る 地域に 多く そ 

の 存在 を認 むる 點を 示して ぬられる。 以上 は、 もとより それ-ぐ-問題の 異なる ところ、 必 やし も規 

を 一 にして 云 ふべき ではない が、 各自 特色 ある 各地 域の 深き 省察から 歸納 的の 觀察 をせられ たもの 

として 尊重すべき 議論で ある。 斯くて、 一般論と して は、 猶廣く 各地 方の 事例 を 比較 考察す る 必要 

を 急と すべ きものが あらう。 


私 はこ S の 還 S して は、 地理 的 條件露 f ま 5 ぎこと も， 大變化 S 響 I 盧 

する こと も、 共 5 大 である こと を 忘れない。 然し、 一面に 於て、 より 以上 個々 の 場合に 於け る 各 

方面 5 る嚴？ る 史的 研究の 讓甘 If 踏^き 忘れて S らまと 云き とお 實に 感 

やる ものである。 (昭和 五 年 十月 成搞、 展史と 地 理 第二 十七 卷 第一、 二、 三號 登載〕 

( 一 ) 小川 博士 還暦 紀念 史學 地理 學 論叢 昕枚 論文。 
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, 第五 初期の 馬 借集圑 

中世 末期の 社會 制度が 極端に 混亂 した 時代に、 新しき 登場 者と して、 天下の 視 聽を聳 動せ しめた 

庶民 階級の 中に 馬 借が ある。 馬 借の 本體は 何で あるか。 手近い 字書 を檢 すると 「うま かし (馬 借) 

(名) 荷物 を 馬に て 蓮び て賃錢 をと る こと、 又 その 人、 駄賃 取、 ばしゃく」 「ばしゃく  (馬 借) (名) う 

まかし (馬 借) に 同じ」 〔肚柳 大日 本國語 辭典〕 と ある もので 一 通. o 要 解せられ る。 猶 別に 「ばしゃく と 

ひや (馬 借 問屋) 馬 借を營 業に する 問屋、 馬 借の 問屋」 の 項が 見えて、 記錄の 中には、 較々 もす る 

とこの 問屋 を も くるめて、 馬 借と 大雜 把に 言 現 はして. Q る もの も あり、 又 事實上 不可分の 場合が あ 

る。 然し どこ 迄 も、 問屋 は假令 職業の 如何に 係 はら や、 この 單獨勞 働 者に 對 して 資本 主の 立場に あ 

る こと は 云 ふ 迄 もない。 斯くて 馬 借の 本體は 約言して 言へば 交通 勞働 者であった の だから、 近世の 

封建 都市に はよ く 彼等の 集 圑區域 を 表 はす 町名が 存在し、 當 時の 交通 勞働者 は 普通 馬 借と 稱 せられ 

てぬ たので ある。 猶車 厝卽ち 主として 車 を 使用す る もの も 同時に 見られた が、 それ は 馬 借 程に 一般 


的な ものではなかった。 

斯くて 彼等の 史上に 於け る 出現 は あまりに 突然に 見えた。 恰も 大洋 中の 無名 島が 大 噴火 を 起した 

爲 めに、 始めて 一般に 知らる 、やうに なった と 云った 風に、 その 馬 借と しての 職業的の 行動、 乃至 

は その 取締 規約が 出 來た爲 ではなく、 云 は^その 時代 を 背景と して 演出され た 過激な 彼等の 集圑の 

運動に よって、 その 名 を 天下に 烙印 せらる、 ことにな つたので ある。 足輕の 活躍に 驚嘆の 辭を洩 し 

た 一條 禪閤 にと つて は、 この 馬 借 も 亦、 同じ 類型に 入るべき ものであった. y 相違ない。 

二 

然 らば、 馬 借の 發達は どこ 迄 溯られる か。 彼等の 本業が 交通 勞働 者で ある 以上、 何よりも 先づ 一 

般交逋 史上に 當 つて 見る 必要が ある。 例へば 前述の 〔g 細大 日本 國語 辭典〕 の敎 ふるところに よれば、 

. う まかし は 庭訓 往來に 見え 「四月 大津、 坂 本 馬 借」 と 記され、 亦ば しゃく は 蓮步色 葉に 「馬 借 5^ ハ」 

と あると せられて. Q る。 斯 すれば、 うま かし、 ばしゃく 何れにしても、 南北朝 乃至 室町 時代 頃に 行 

はれた 語句と すべきであって、 それより 以前の 字書に は 未だ 寓目せられ ないやう である。 猶、 庭訓 

往來の 編者 玄慧の 時代 は 鎌 食に も 一旦って はゐ やうが、 往來の 著作 時代に よって、 南北朝へ 持って行 
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くの が至當 である。 

斯くて、 私 は それ を 更に 今度 は 交 通史の 上から 瞥見して、 上述した 大體 の見當 が妥當 であるか 否 

かを檢 察したい。 上代 乃至 中世に 亘 つて、 交 通史の 上に 於け る この種 交通 勞働 者に 該當 する もの は 

何で あるか。 大化 改新に あって は、 諸道に 驛 馬傳， 馬 AJ 置いて ゐ る。 之は大 化よ. o も猶 遡って この 

制度の 存在 を認 むべ さで あるが、 兎も角 この 驛馬傳 馬の 制度に 對 して は、 各 驛に必 や 驛子を 設置す 

る 制度が あった。 之 は、 大寶令 並びに 平安朝に 至って 延喜 式に も その 細則 を 示されて ぬるので 明白 

にされ て 居り、 交通 勞 働に 服す る ものであるに は 相違なかった。 集 解の 諸說の 中には 「驛子 は 嚮導 

人 を 云 ふ。」 と 解した ものな ども あり、 較々 明解 を缺 いてぬ るので あるが、 然し 何れにしても 自ら 交 

通勞 働を營 業と する もので はなく、 國 家の 義務 を 負うて 交通 勞働 を强 ひられた 形ち にあった もので 

あると 言 ふべき ものである。 この 點は、 大體 近世 德川 幕府の 驛傳 法に 現 はれた、 助鄕に 召集せられ 

る勞 役夫と 同じ やうに 解せられ る と^ふ。 「諸國 運送に 用 ふる 人夫 は 近 を 以て 遠に 及す、 その 日 を 前 

知し 生業 を 妨げて はならぬ。」 〔延喜 式 雜式取 意〕 と 云って. Q る ものに、 その 意味が 明解され る。 その 實 

例に 至って は 今一々 之 を 述べない が、 諸道 各驛 とも 頗る 多 數の徵 募 者 を 召集して 居り、 三代 格に よ 

れば、 齊衡ニ 年 正月の 符に美 濃 國惠奈 郡 坂本驛 にある 同 郡の 驛子 は、 全 郡 二百 九十 六 人の 課 丁 中二 


百 十五 人と 見え、 卽ち 全員の 三分 二 强を强 募して ゐる ことが 示されて ゐる。 その 爲 めに は、 勞 役に 

堪 へ られ ざる 驛 子の 遁走が 屢々 物 儀 を 起して， Q るので ある。 

然し、 鎌會 幕府の 時代に なると、 京、 鎌 倉 間 を 主として、 驛傳法 は 頗る 革新 せられて 居り、 令の 

驛 子に 該當 する 驛夫ゃ 脚 夫な ど は屢々 百姓に 對 して 暴行に 及んで. Q る ことが 著しく 注意に 上って く 

る。 〔束 鑑嘉觭 元年 七月、 弘き兀 年 二 J 條」 之 は 幾分 職業的の 從 業者む 置く やうに なり、 從 つて 幕府の 威權 

を 振りかざし たので はない かと 思 はれる ふしが ある。 斯くて 亦、 時代が 南北朝時代に 推移す ると 法 

制の 上で は 依然として 人夫 傳 馬の 驅 使 を 禁じた， o などして 〔建武 年間- 5 驛傳 法に 注意 は 向けられて 

ゐ るので あるが、 然し 僅かな 時代の 相 逢 は、 鎌 倉 幕府 治下の 制度の 整頓と、 南北朝 乃至 室町へ かけ 

ての 統制との 比較に は、 あまりに 甚 しい 距離が 出來 た。 私 はこ.^ で、 上述した 極めて 抽象的な 事例 

^摑ん で、 かう 云 ふこと に 約言した いと 思 ふ。 卽ち、 平安朝 時代 迄 は 假令紀 綱の 弛廢 はあった にし 

て も、 令 制に よる 驛傳 法が 行 はれて 居り、 鎌倉時代に 至って は、 賴 朝の 幕府に 於て 制定され た、 よ 

A 榴カ 的な 意味に 於け る 道路 法が 確立せられ、 その 時代^ 終る 迄 維持せられ たで あらう。 但し 平安 

朝と： ム つたと ころが、 史^の 上に 暴露され た 多くの 事例の 如く、 地方の 擾亂は 想像 外であった 丈け 

に、 上例の 如く 所定の 驛俾 法が 確 實に行 はれた ことで あらう と は 誰も 思 はない が、 然し 一面に は、 
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交通 そのもの も、 職業と しての 交通 勞 働^な す ものが 其 程 多く は發 生す るに 至ら や、 尠くとも それ 

が 各驛に 多くの 勢力 ある 集圑 をな す 迄に は 至らなかった と考 へ られ る。 次に 鎌倉時代に 至って は、 

一面 京、 鎌 倉の 交通が 頗る 頻繁と なった のみなら や、 各地 庄園の 發 達が 盛に なった ので、 此 等の 諸 

原因から、 幕府の 制度に 定められた 驛傳 法の 外に、 隨 所の 津頭宿 驛には 馬 借 業者の 出現 は必ゃ あつ 

たこと、 推定され る。 然し まだ、 其 程 記錄に 上らなかった 理由 は、 假 りに その 程度の 發達 はあった 

にしても、 未だ 一 の 社會的 背景^ 帶 びた 勢力 を 有する 集圑 迄に は、 生長して. Q な. かった と 思 はれる 

ので ある。 

三 

私 は 如上の 理由から、 世上の 注意に 上った 南北朝 乃至 室町 時代に 於け る 馬 借 を、 彼等の 發達 史上 

から その 初期に 宛て、、 以下 更に 社會 史上の 問題と なる 迄に 展開して い つた 過程 を觀 察して みたい 

と 思 ふので ある。 

先づ第 一 に 問題と なる の は、 庭訓 往來に 馬 借 は r 大津、 坂 本」 の 二 所 を擧げ てゐる ことで ある。 

勿論 之 は、 玄 慧 の 時代に 馬 借の 居住地が 以上 ニケ 所に 限られた と 云 ふべき ではない。 然し この 博識 


者の ノ ー トに 記し 込まれた 名 だた る 代表 個所が 大津、 坂 本の ニケ 所で あつたと 考へ て も 間違で はな 

い。 勿論 それ は 京 を距る 二、 三 里程の 近距離で、 京人との 交渉の 絕 えざる ところと して、 直ぐに 無條 

件で 列擧 せられた ことで あらう。 然し それにしても、 この ニケ所 は當時 彼等の 集圑 地と して 認めら 

れる 丈け の 充分な 理由が あった。 其 は 第 一 大津 にしても、 之 は 京、 鎌 倉 を 連接す る大 街道の 要衝と し 

てても あるが、 一 面に は 湖上 交通の 津 頭に 當っ たからであった。 延喜式 を 引合に 出して、 北國 筋の 廻 

米が 盡く 湖上の 各 港から こちらの 津 頭に 集 輸 された こと を 述べ る 迄 もな く、 鎌倉時代 以降 は 京都の 

各社 寺 II 天 龍 寺、 臨 川 寺 あた， o の 北國の 領地から 輸送され る 年貢米が こ、 に 集 ひ 〔臨 川 寺重誊 案文〕 

坂 本に 至って は、 延曆 寺の 門前町で も あり 又 中世に 於け る 代表的の 寺院 都市と して、 その 名 を實質 

以上に 高く させて. Q た。 近 江 は 勿論 北國、 東國へ かけて 持って ゐた 多くの 寺領 I 其 等の 貢 納物は 

多く 湖上^ 蓮 漕して、 こ、 に 集積され た。 強大な 勢力 を 持った 山門 は 斯くて この 都市 を 保護し、 坂 

本 は 山門 あっての 都市と して 繁榮 した。 私 は 其 等の 管々 しい 例證を 一 切 こ、 に は 省略して 論旨 を 進 

めたい。 〔溢 KM 史 第二、 三卷參 照〕。 然し、 唯一 つ 注意 を 逸して ならな いのは、 應永 元年 八月に、 やがて 

日吉 大社に 社 t すべき 將 軍足 利義滿 を迎 へんと する 準備の 爲め、 在 坂 本の 僧俗 代表者 間に 催された 

評定の 記事に ついて く ある。 右に よれば、 奉迎の 用意^ 整へ る爲、 この 時代に 通有した 富豪、 酒屋と 
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土 倉と を 點定 して 課役の 目安 を 造って ゐ るので あるが、 又 同時に 「唐 崎、 比 歡辻馬 借車點 定、 當 1 

之 舟 自唐崎 付戶津 比歡辻 了、 毎日 馬 二百 疋、 計 車 二十 輛計。 一と 特記 せられて ゐる のが 注意され る。 

1： 日吉瓧 室町 殿御 瓧袞 s.」 卽ち 水陸の 連絡の 爲め 現在せ る 馬 借數^ 調査し、 毎日 馬 二百 疋車 二十 輛を 使用 

せんとし たので ある。 この 數は當 時 坂 本に あった 總 ベての 馬 借用の 馬疋 及び 車輛の 總數 ではなく、 

總數の 中の 或數 であった ものと 考 へて よいの だら うが、 そうすると 最少 限度に 見 積っても、 當 時^ 

本に 集圑 して. Q た 馬 借の 數はニ 三百 以上に なって. Q たと 推測しても， 餘. o 間違 はな い と 田 3 はれる。 

然るに この 應 永の 末年から 正 長、 永享、 嘉吉 あたり 乃至 文明へ かけて 横暴の 極む 働いた 所謂 土民 一 

揆 の集圑 は、 坂 本の 馬 借が その 核心^な して ゐ たので ある。 

坂 本の 馬 借が 發 動して その 名 を 知られた の は、 應永 三十 三年 四月 上 卿の 乘 車に 狼藉し、 次いで 京 

師に亂 入し、 放火 掠 略む 擅に して 更らに 北 野 を襲擊 したの が 第一 號音 であった。 〔宣胤 S  、薩戒 ss〕 そ 

のこと あって 以來、 正 長 元年に は、 彼等 は我國 開闢 以來 のこと、 云 はれた 土 一揆の 首 動 者と して 發 

向し 〔春 日 若 宫瓧日 s〕 永享五 年から 六 年に かけて は 彼等 は大擧 して 京 中に 亂 入し、 幕府 は 之が 防御 ：- に 

苦しんだ 始末であった。 〔滿濟 准 后 日記〕 此等 について は、 私 は 別に 之 を詳說 した ことがあ るから 玆に 

は 再 言し ない。 〔l_g 社會の W 究所牧 土-一校の 發現〕 而 して 彼の 满濟准 后 日記に 見えた 5^f?s 細 信 濃 守護 


小 笠 原 氏が 上洛の 途次、 江 州 草津邊 にて 馬 借 土 一揆 數千 人に 出會 して 合戰に 及び、 互に 死傷 を 出し 

たが、 遂に 戰線を 突破す る こと 能 はやして 森 山に 引返した と ある 一條 は、 之 を 草 津に集 屯し つ k あ 

つた 馬 借と 解しても 差 支 はない が、 然し この 集圑の 主力 は 矢 張 坂 本、 大津の 馬 借に 歸 すべき もので 

はない かと 思 ふ。 その 記事 中には 僧兵が 交って ゐ るので、 常に 山門 勢と 合體 して 行動して ゐた 彼等 

を 容易に 想像 せらる 、ので ある。 草津は 勿論 東海、 東山兩 道. 分岐の 宿驛 として 發 達して- Q たので は 

あらう が、 當時 大國の 守護の 大 軍隊 を 支障す るに 足る 勢力と 云へば 之^つ い 近くの 坂 本、 大津の 馬 

借に 擬 する 方が 穏當と 解せられ る。 最も 時代が こ、 迄 旋轉 して くれば 諸國 とも その 同業者の 圑體 

は、 段々 と 記錄に 上って くる やうに なった。 例へば 正 長 元年の 土 一揆の 暴動に は 山城の 馬 借 は旣に 

その 名 を 列して ゐ るので あるから、 〔春 日 春 宮瓧日 s〕 草津に その 發 生がない と 云 ふので はない。 

斯くて、 馬 借の 存在 は 唯ぞの 暴動 行爲 によって 顯著 となった。 事 こ V に 至った 理由 は、 彼等の 職 

業が、 又 彼等の 素性が この 時勢 中に 於て 斯く激 成された のおと 云へば それ迄で あるが、 特に 坂 本の 

馬 借が 斯く 代表的の 行動 をな すに 至った の は、 一に はこの 地が 山門と 密接なる 關係 にあ， o、 然も 山 

法師と 槪稱 される もの、 中に 介在され た 不純な 衆徒が、 平安 末期 以來 如何に 狂暴の 限 6 を 常習的に 

^出した か、 この間の 消息む 明らかにしたならば、 彼等 を驅 つて 非常の 行爲を 敢行せ しめた 動機 を 推 

第五 初期の E? 惜^ 圑  二 一 一 


土地 及び 聚落 史上の 諧 問題  ニー 二 

測せ しむる ことが 敢 へ て 至難で はない。 況んゃ 彼等 は、 自ら 山 僧と 共に 出陣して、 共同 戰線^ 張る に 

及ぶ に 至って は、 その 間に 於て 傭兵と しての 訓練が 出來 たこと を も 充分に 思 はしむ るので ある。 〔滿 

濟准后 日記 永享 七月 乃至 閏 七月 條〕 

記錄の 上に 見出された 初期の 馬 借 は、 その 集圑 としての 職能な 如何に 時勢と は 云へ、 あまりに 方 

向 違 ひに 現出す る ことにな つた。 それ は 全く、 1 の 騒擾の 歷史を 形成す る 丈け のこと である。 この 

後 頻出して 來る奈 良、 京都 間 特に 木 津の馬 借に しても、 又は 京都 在住の 馬 借に しても、 多く は亂雜 

の 世 を 彩る 俳優と 相 伍して 登場す る 計りで ある。 其 間に 彼等の 集圑 としての 成立、 乃至 は その 組織 

等に 至って は あまり 充分に 之む 鮮明に せられな いので ある。 私の 知りた いのは、 斯る 非常の 行爲ょ 

り も 彼等の 常態に ある。 その 常態に 於て、 どれ 迄の 程度に その 組織 を 有って ゐ たか^ 問題で なけれ 

ばなら ぬ。 

然るに 偶然 私 は その後 少しく 時代 を 降下して、 更らに 如上 畿甸の 地と 隔 つた 一 邊陲の 地に 馬借關 

係の 一 括の 文書む 見る 機 <t 曰 を 有った。 之に よれば 常態 時に 於け る 彼等の 職能 を 窺知す るに 足るべき 


規約 類 を 充分に 持って 居り、 更ら に、 その 集圑 としての 行動 を も徵 すべき 券 文が 具備され て 居た の 

である。 卽ち、 越 前 南 條郡河 野 村 西 野 氏所藏 文書 數十 通の 中 馬 借に 關 する もの 十五 通 は、 この種 問 

題の 研究に とって は、 有力なる 資料と なるべき ものであった。 私 は、 以下 其 等 An 通じて 彼等の 集圑 

について、 出來る 丈け 精密に 考察して みたい と 思 ふので ある。 

其 等の 中、 先づ第 一 に 重要視すべき は、 永 正 五 年 十 一 月 二十四日 附の 仲間 淀 書で 、「永 正 五 年 十 一 

月 二日、 殿 樣御判 並 御 兩所御 一行 之 旨に まかせ 浦 山內未 代定之 事」 と 題す る ものである。 こ、 に 殿 

様と あるの は 越 前 守護 朝 倉貞景 で、 御 兩所は 守護の 任命した 二人の 代官 を 指して ゐる。 卽ち 守護の 

證判 及び 兩 代官の 證言 によって 定めた 淀の 謂で ある。 越 前 は、 應 仁の 一 亂に乘 じて 朝 倉孝景 守護に 

任ぜられて 以來、 歷 代の 政績 よく 擧 がり、 殊に 領國內 としての 交通 政策に は 注意 を拂 ふこと 深く、 

從 つて 馬 借に 對 しても 綿密 周到なる 制度が 勵 行せられ たこと 、思 はれる。 而 して 浦、 山內と あるの 

は 彼等の 集 園の 所在^ 現 はすので、 浦 は 河 野、 今 泉の 二字 を 籠め、 越 前 岬 を 南下した 敦賀 港への 津 

、  ことが ほら 

面に 當 つて 居. o、 山 內は此 等 沿海の 浦々 と峻 坂と を 境界と して 東方の 小 盆地 勾當 原、 湯屋、 八 田、 

巾 山、 別 所の 五 字 を 包括して 相 接し、 そこより 東方に 出で V 北陸 道に 沿へ る 舊國府 に 連接せ る 要所 

である。 (S 版參 照) 卽ち、 朝 倉 氏の 治下に 於て は、 國府を 南下して 敦賀 郡に 通 やる 北陸 道 は 古來有 
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名な 難路た る^ 以て、 自然の 發 達に 卽 しわ 以上の 如 

さ 別路 を 幹線と して 敦賀を 介す る 連絡 交通路 を 求め 

た 爲め、 「浦、 山內」 は遽 か^ 交通 上の 要點 となり、 

從 つて 彼等の 爲 めに は 好適な 足 溜と なった わけで あ 

る。 右 條項は 總て七 ケ條に 亙って、 可な り 長文に 亙 

つて ゐる、 が、 テツ キ ストと して 全文 を 引用 すれば 左 

の逋 りで ある。 

(ao  (搏〕  (直) (賣) (一- 

一、  しほ くれ 他國幷 に當國 浦より すく かい 之 事。 

cf) 

一 、 た ひ 舟の 鹽榑 を、 舟人 を つれて 里へ 出 あき 

(二. - 

な い の 事、 さす ましき 事。 

(我) 

一、 人に たのまれ 候て、 われ か あきない 物と か 


うして 舟^ か， o 候て つ むまし き 事。 

山 內馬借 中に て 候と も、 人の あきない 物 を 

(號〕  (3 

われ かかう して 舟 を か 6 候て つ むまし さ 事。 


浦の 馬 借 にても 候へ、 又 山 內之馬 借 にても 候へ、 れ うしの 儀：！ 者、 浦、 山 內之馬 昔と して 

あきない をと V め 可 申 候。 

(湯) (匂 當)  (マ、). (5 

馬 借の 人數の 事、 ゅ屋、 こうたう 原、 別 所、 中 山、 八 田、 今 泉、 川 野、 此分 ほんそ 门存候 也。 

(糠) (千 飯) (高 佐) (六 吕師) (都 邊) (將 監) 

山 內之馬 借 下 之 事、 ぬか 浦、 かれい 之 浦、 たかさろ くろし、 とへの しゃう けん 分、 五 口 四 

f  (都 邊〕  (甲樂 城) 

郎衞 門、 ふん 屋 すとの 左 衞門、 とへの 五 郞兵衞 、中 津原道 かう、 同 常 心 山內下 也、 かふら き 

(糠 浦〕 (高 佐) (干 钣〕  (里 買) 

沛は山 內兩浦 下 也。 此旨を そむき、 北 はぬ か うら、 たかさ 浦、 かれい の 浦に さと かい の あき 

§  (成 敗) 

ない 物の しほ 船に つむ 事 候 は^、 山內 として 堅せ いはい 可 仕 候。 萬 一 承引な く 候 は^、 書 

違の 旨に まかせ、 浦山內 として 公方へ 申 上、 其 在所 之 あさない 幷に馬 借 をと め 可 申 候。 此 

書ち かへの 外 は づれ馬 借の 人數 になす こと 候 はく、  ^山內 として 堅 成敗 可 仕 候。 仍爲 後日 

かきち がへ 證文如 件。 

永 正 五 年 十 一 月廿 四日 

中 山 良 永 

以下 十九 名 略 

殿様 御 判 候 事、 此御判 之 事 は、 御兩 所に てく； T 取に させられ 候處 に、 浦に 取 あた. o 候て 

(河 野) 

か はの 村に あ づけ 申 候。 若しう しな ひ 候 共、 か はの 村の あきない とくめ、 末代 申べき 定 
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ベく 候 也。 

〇 

以上の 個條書 を逋覽 してみ ると、 その 字句の 示して ゐる 如くに 別段 難解な ところ はない。 (一) 彼 

等 は、 領 國の內 外より 自由に 鹽 及び 搏^ 直 買す る ことの 出來 得る 特權を 有し (二) (三) (四) にあ 

つて は、 根本 馬 借た るの 外 他人の 商品 を賣 買す る こと を嚴禁 し、 (五) 假令馬 借たり とも 獵師を も 管 

業す る 時 は、 その 賣買 行爲 を嚴禁 し、 犯す とき は 同 浦に 對 して 一切の 賣買行 爲と馬 借 業と を 禁止せ 

らる べしと 云 ひ (七) 以上 規定 區 域外の もの 馬 借 業 をな す もの は、 浦山內 として 制裁 を 加 へん こと 

を 定めた ものである。 

以上 を 要するに、 兩 浦七ケ 字. V- 以て 浦、 山 内 二部の 馬 借 聯盟 を 形成し、 右兩 聯盟 は 互に その 勢力 

範 園に 於け る 馬 借 集 圑地を 管轄し、 山海の 主產 生活の 重要 品た る鹽 及び 榑の獨 占 的 專賣權 を 有し、 

全 個條を 通じて、 根本 馬 借と して は 絕對に 他の 紛 はしき 同業者 を 排除 せんとして. Q るので ある。 兹 

に 於て、 以上の 各 條項を 通じて 考察 せらる 、根本 馬 借 は、 字書の 敎 ふるが 如き 單 なる 交通 勞働 者と 

しての 色彩 は 殆ど 現 はされ てゐ ない。 その 示す ところ は 殆ど 商人と しての 行動 を 規定した もので あ 

る。 守護 朝 倉 氏の 管下に 於け る 一 領國內 の 出入 門戶を 擁して、 その 商權を 確實に 把握した 爲. めに、 


その 特權の 維持と 保 證とを 列記して、 浦、 山內 相互の 左 券と した ものである。 それ は 第 一條の 示す 

ところに より 最も 明白で あ， o、 而 して 亦 (七) に 示された、 浦、 山內兩 聯盟の 管轄 下にな つて ゐる 

馬 借 椠圑 こそ は その 地域に 於て、 根本 馬 借の 有して. Q る 如き 特權を 認められて 居ら や、 恐らく その 

軀 使に 從 つて、 專ら 交通 勞 働に 服して. Q たものと 解せられ る。 更に 亦、 浦、 山 內の兩 聯盟と して は 

その 享有した 權利 は、 こ の條 文の 追 書に よって 考察す ると、 對 等の 位置に あった ことが 看取され る。 

卽ち、 この 捉 書の 本書 は、 鬧取 によって 浦 方に 保管され る やうに なった と 云 ふの は、 彼等が 互角の 

權利を 有して， Q たことの 證左 としてよ い であらう。 

五 

根本 馬 借の 兩 聯盟、 浦と 山內と は、 それ f\ 特異の 位置 を 保って ゐた。 浦 方 は、 海上 交通 —— 敦 

賀港幷 に 三國港 その他 國外 へ の 聯絡 要港と して、 亦 二 大專賣 品 中の 鹽の 集散地と しての 獨占權 を 保 

つ ことが 出來 た。 山 内 は 之に 反し、 朝 倉 氏の 領域に 通 やる 交通 機 關の足 溜と して、 而 して 亦 榑の集 

散 地と して、 桝 その上に その 管轄 下に ある 諸 浦の 鹽を取 入れる ことが 出来た。 (尤も、 此 等の 鹽、 榑 

は國 外より 移入 せらる、 方が や つと 多かった ので ある。) 然 L>  二 大勢 力の 對峙は 時に 相反 目す る を 
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稀と しない。 彼等の 衝突 反目 は旣に 早く 永 正 五 年の 規約 前 寛 正中に 起されて ゐる。 斯くて 寛 正 六 年 

に は單獨 に山內 のみと しての 馬 借 中 契約 狀が殘 される こと 、なった。 尤も この 際に は對浦 方と 正面 

衝突^ 起した か、 或は その 一 部に 對 してく あるか は速斷 する こと は出來 ない が、 浦、 山內兩 部の 紛 

擾 によって 一 方の 契約が 固められ、 この種の 成文法と して 最も 早い 一 例 を 示， L て吳れ たので ある。 

(今 泉) 

一、 いま いづみ 中 屋左衞 門 所へ 立 候て 諸事 商す ベから や。 又、 左衞門 所へ 出 候 里 荷お ろす ベ か 

らゃ。 

(牙 僧) 

一、 一す わい 付の 荷おう せ 候 はんやる 者 を は、 馬 借の 中 をはづ すべく 候。 

一、 鹽搏の 里 買 見 かくした る 者 をば、 公方 樣馬 借の 中よ， o 罪科 をいた すべく 候。 

一、 山內輿 浦與の 公事 を 仕 候 時の 入用 は、 勾當 原、 湯屋と して 半分、 又 中 山、 八 田 村と して 半 

分、 此兩 村と して 沙汰 仕 候に よって、 浦里より 出荷 は 半分 宛おう せべ く 候。. 萬ー此 旨に そ 

むき 候 はんやる 輩 は 公方 樣 より 御 罪科 あるべく 候。 殊に 大佛 八幡宮、 山 干飯 白山 大權現 御 

惣社 五十八 所 御 罰を罷 蒙べ く 侯。 仍 末代 契約 狀如件 

勾當原 淨  觀 

. 以下 十四 名 略 

C 輩，" 

此馬 借の 中の 定の 事、 於 後日 そむかん ともがら は、 公方と して 堅 可 罪科 者 也。 仍爲 後日 


之狀如 件。 

寛 正 六 年 六月 廿 四日 

時 御^ 官 近 藤岡祐 (花押) 

〇 

これによ ると、 ( 一 ) と (四) とに 對浦 方との 紛擾が 明示され る。 その (一) は 恐らく 浦 方の 中の 

頭目と も 見受けられ るので 、手厳しい 制裁 を 加 へ ん とし、 中 屋左衞 門なる もの 、場所に、 立賣幷 びに 

その 収引 貨物 は 取扱 ふこと なから しめ (二) にあって は、 仲 S 貝の 手を經 たる 貨物 は 仲間と して 取扱 

は ざら しめ、 違犯の もの は圑 體を脫 退せ しめんと 云って ゐ る。 (三) は、 鹽、 榑の隱 取引 を 看過せ る も 

のを國 法に よって 處 罰せん と 云へ る もので あ， o  (四) は對浦 方との 訴訟に つ いて は、 その 費用 負擔 

に對 し、 山內を 二分 1-、 各區 域より その 半分 宛 を 醵出す る こと、 定め、 從 つて、 出入の 貨物 も兩區 

中分 宛 之 を 取扱 ふべ しと 定めた ので ある。 

此 等の 條項 を逋觀 した 結果 は、 永 正の それに 比して は 奢し く 簡略で は あるが、 然し (一) (二) 

(三) の 各條々 から は、 依然として 彼等 根本 馬 借は國 法の 下に 立って 山海の ニ大 貨物の 專賈權 を專有 

し、 殊に 货 物に 對し 仲買人の 手^ 經る こと を 拒否して. Q る點 に、 彼等の 商權獨 占の 傾向 を-認める こ 
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とが 出來 る。 坂 本の 馬 借が 殆ど 常習的に 一 揆 としての 色彩 を 濃厚に して 活躍して. Q た 時代の 直後に、 

北國 のー邊 土に あって は旣 にか、 る 馬 借 圑體が 結成せられ 存在して- Q たもので、 之に よっても、 私 

は 最初に 擧 げた 應永 元年の 坂 本に 於け る 馬 借 業者の 組織 は、 當時旣 に 頗る 分化 發逹 して. Q たもので 

あらう と 推測 せんとす るので ある。 發逹と は、 彼等の 一部 は 鬣-なる 交通 勞働 業者よ， o 脫 却して、 一 

面 商人と しての 色彩 を 多分に 有する に 至った こと を 謂 はんとす るので ある • 

次に 猶、 此 等の 問題 を 明瞭に せんが 爲 めに、 私 はこの 寛 正と 永 正との 規約が 單に 形式的の ものに 

非 やして、 立派に 朝 倉 氏の 國法 として 勸 行せられ て， Q た 證左を 有して. Q る こと を 述べたい ので ある。 

その 一 は、 明 應六年 七月に 守護 朝倉貞 景の兩 代官から 山 內馬借 中 宛の 證券で、 それに は鹽、 榑 共に 

寛 正 六 年の 奉書より 馬 借の 進 返た る^ 認め、 自由に 他人の 賣買を 停止すべき を 言明し、 唯 除外例と 

して、 兩 代官の 副書 ある もの、 み 之 を 通 やべき を斷 はって ゐ るので ある。 その 二 は、 永 正 五 年 十一 

月 卽ち之 は 浦、 山內 として 上述の 詳細なる 聯盟 協約が 締結 せられる 直前に、 守護 朝 倉貞景 から その 

代官 靑木、 印牧 兩氏 宛に 下附 した もので、 それに は 浦、 山內 共に 先 規に從 ひ商賣 すべき を 命じ、 殊 

に その 條件文 言 は、 上述の 協約と 相對 して、 頗る 明確に 彼等の 特權^ 認めて ぬる ものが ある。 「從他 

國鹽 並榑船 着岸 時、 自里直 買 事、 令 停止 訖。. 一と 云へ る もの 卽ち 之で、 賣買權 は 全然 兩部馬 借の 手中 


にあって、 里 買卽ち r 自レ里 直 買」 は、 絕對に 認められなかった ことが 極めて 明白に 示されて， q る 

ので ある。 されば 例へ 有力なる 士分の ものに あっても、 この 規約 を 無視す る こと は出來 なかった の 

で、 或 場合に は 有 勢の 代官の 交涉 によって 漸く 榑 板の 購買 を 許可した ものが あり、 千 駄に付 駄賃 四 

百 文 宛 浦、 山內兩 仲間に 支拂 はせ たと 認 ためた 一文 書に、 彼等の 實權が 相當强 く附與 せられて ぬた 

こと を 示す ものが ある。 

次に 永祿ー i 年に 至って 守護 朝倉義 景の兩 代官 靑未 景廣、 東 美紀と 浦、 山 內兩馬 借 聯盟 中に 取 交 は 

された 三 通の 往復 文書に よるとき は、 前記 永 正 五 年 十一月の 末代 定と稱 する もの は、 こ V に 至る 五 

十 年、 依然として その 效カを 維持して. Q たこと を 示す ので あるが、 唯 右の 重要なる 定書を 抽籤に よ 

つて 浦 方に 預る こと、 なった 際に、 兩浦 協定の 結果 河 野 浦に 保管し、 從 つて その 陈件 とし V 「若う 

(诃 酑) (商) (止) 

しな ひ 候 者、 か はの 浦の あきな ひと、 め 末代 申べき 定」 となった のであった。 然るに、 彼等 はこれ 

より 前^、 山內 三年に 一度 交互に 之 を 保管す る ことに 協定し、 若し その 保管 紛失の 場合に は、 右當 

番 の^; 買お 停止せ しむべき ことに 改めた こと を、 同年 十月 連署して 兩 代官 宛に 返諜に 及んで. Q る。 

^して 右 往復 寄狀 中、 更らに 注意すべき こと は、 彼等 は 一年中の 或 時期 を 選んで、 戎講^ 與 行して、 

彼等の 仲間と しての 重要 事件 を 協議して 居った ことで、 右定 書の 如き も、 戎講に 際して 代官よ. o 奮 
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儀 を 詮議せられ たので ある。 この 戎講は 一 般に德 川 時代に あって は 商家の 重要なる 年中行事 として 

商業に 緣故 ある 戎神^ 奉祀せ るに ちなみて 講名 とし、 商家と して 最も 重大 儀と して. Q たので あるが、 

こうした 行事 は相當 早くから 發 達して 居. o、 右講 日に 當 つて 仲間と しての 諸 打 合 をした やうで あ 6、 

この場合に 於ても、 斯る 意味で 彼等の 間に 例年 開催 せられて. Q たので あらう と 思 はれる。 唯 其 は 何 

れ にしても、 斯る 名目の 下に その 開催 を 常例と して. Q たものと すれば、 彼等 はこの 點 から 推しても、 

立派に 一 の 商人 組合 的な 圑體 として 存在して. Q たこと を 認められ ると 考 へる ので ある。 

次に 一考 を 要する の は、 彼等の 集圑 が負擔 すべき 義務で ある。 彼等の 守護 朝 倉 氏よ 6 拿 有して， Q 

た特權 は、 上述の 如く 頗る 强大な ものが あり、 その 保護 も 亦 特別であった。 殊に 交通 上の 要所に あつ 

て國策 を負擔 したと 云 ふこと から、 一般的の 課役 を 免ぜられ たこと も少々 ではなかった。 或は 船舶 

の 徵發を 減免せられ、 或は 總國の 道路 修繕に 彼等の 當 然負擔 すべき 人夫の 數を 減免せられ たこと も 

屢々 であった。 唯 然し、 永 正 十二 年閏 二月の 場合に は 馬 借 中 申 合の 上 浦 方へ 道路 修鐯を 仰せつかつ 

て ゐ る もの V 如き は、 馬 借と しての 義務 負擔 ではなく、 兩浦 として は 殆ど 馬肚 曰の 集圑 也と して、 總 

國 平均の 課役 を當然 彼等に 命令せられ たに 過ぎない と 思 はれる からの ことで ある。 


一括の 西 野 文書に よって 知らる V 馬 借の 發達は 以上に 止る。 然し、 私は猶 この 外に 當然 知られな 

ければ ならない 重要な 問題が 多く 殘 されて ゐる こと を 知って ぬる。 例へば、 前項に 云ひ殘 された 

彼等の 領主に 對 する 義務 行爲 にしても、 又 浦、 山內兩 部と して 各々 その 管轄 下と してぬ る 馬 借との 

關係、 換言すれば その 相互 間に 於け る權利 義務の 問題、 或は 亦 山內、 浦 方 並に 浦 方 內の兩 浦、 山 

內 としての 兩 組の それ^ \ の 間に 於け る 相互 規約、 その 賣買 方法 等 は 以上の 史料で は 直接 知る こと 

が出來 ない ので あり、 亦 その 輪廓 を 見る ばかりで 隔 履の 慽が少 くない。 然し それにしても、 彼等 は 

寬正、 永 正の 際 一 國 守護の 治下に あって、 一 國移 出入の 門戶を 擁し、 海陸 產 物の 專賣權 を 確 有し、 

その^ 方、 山 內は相 聯盟して、 その 配下に 勞働專 業の 馬 借 を 擁し、 毎年の 戎講に は 業務 上の 打合會 

を 開いて _Q た事赏 それ 丈け でも、 中世 末期の ー邊士 に斯る 新興 階級の 發 達が、 斯く 迄に 井然 たる 組 

織 を 見る に 至った こと を 知ら しめられ るので ある。 

而 L て 記して こ、 迄く ると、 私 は 彼等が その 本義の 示す が 如き 交通 勞働 者と しての 観念^、 殆ど 

念頭から 収り 去らねば ならぬ ことにな つた。 私 はこ、 に 於て 突如と して、 寧ろ 同時代に 活躍して ゐ 
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た 近 江 商人の 萠芽 を こ 、に 連想せ やに は ゐられ ない。 ー國の 守護と、 一 庄園の 領主で あると 山門と 

の 相違 は あるが、 近 江 商人の 根本、 得 珍 保の 商人 は 山門の 保護の 下に、 太 湖 を 渡り 九 里 半 街道 を濶 

步 して 若狹 方面 乃至 それから 日本海 沿-: がへ、 或は 亦 伊勢 街道 を横斷 して 濃 尾 方面に 活動し、 國內に 

あ， o て は 隣接 各所の 商 團と相 聯絡して 互に その 商權を 確保した。 殊に 興味 ある 事實 は、 その 商圑は 

多くの 足 子、 卽 ち募屬 の 貨物 運搬 業者 を 使用して. Q たこと で、 その 分布 は 伊勢の 丹 生 川、 四日 巿、 

桑 名 方面 並びに 鈴鹿關 前、 若しくは 得 珍 保 附近の 各部 落に その 著しき 屯 集 を 見た ので ある。 〔拙 搞、 

搖藍 期に 於け る 近 江 商人〕 勿論 之 は、 その 名の 示す が 如く 軍に 步行を 主と する 擔夫 である 丈け に、 こ V に 

云 ふ 馬 借と は 根本に 意義 を 異にする と は 云 ふ もの、、 前 出沛方 山內馬 借の 管轄 下に 立った 各 浦 馬 借 

との 關 係に 酷似して. Q る ものである。 

私 はこ、 にこれ 以上、 微細に 亘 つて 近 江 商人との 比較に 績け るつ もり はない。 唯 彼と 是 とその 名 

稱の 相違 こそ あれ、 その 時代 を 共に した 背景の 下に 多くの 額 似點を 有した 集圑 として 之 を 認めたい 

と 云 ふ 意味 は、 越 前の 場合に あって は 彼等の 集圑は その 根元 は 恐らく その 名の 示す が 如く、 所謂 馬 

借であった と 思 はれる ので あるが、 何時の間にか その 地 利と 領主の 保護と によって 商圑 化した ので 

旣に寛 正、 永 正の 定 書に 彼等 間の 規約が 示された 頃に あって は、 彼等の 集圑は 之を當 時の 商人 圑、 


例 へ ば 近 江 商人 團 などと 尠 から ゃ 共通 點を 示す に 至って. Q たものと 考 へられる ので ある。 

斯くて 次の 時代に 馬 借と して 引渡された もの は、 單に その 管轄 下に 列した 交通 勞働專 業の もの V 

仲間の みで、 定 書に その 名 を 列した 根本 馬 借 は、 全く 商人と して その 纏うて ゐた 古き ベ ー ルを脫 し 

去って 新規に 登場す る こと、 なつ-たの である。 (昭和 四 年 十一月 成槁史 林、 第 十五 卷 第一 號 登載〕  - 

本稿お 草して 後、 偶々 本文 中の 「山 內方」 に屬 する 同 郡 坂 口村 中 山 文書 中 馬借關 係の もの 數通 

を 寓目した。 其 は 西 野 文書と 相對 して、 この 問題に 資する もの 尠 くないが、 然し、 明應 乃至 天文 

に 亘る其 等の 文書 は、 浦 方との 紛 爭に關 して 發 せられた もので あり、 上記 本論 文の 論旨 を 左右す 

る 程の もので はない から 補說 する に 至らなかった。 
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第 六 近世 大阪 の發 達と 堺 

いみ じく も あやしき 大都市の 觸手は 際限な き 魔力 を 以て 擴 がって 行く。 それ は 詩人の 空想で も 何 

でもない。 震災 後の 東京に 代って 今 日本一 の 人口 を 集中して. Q る大 大阪市に も實 現せられ て， Q る 現 

狀 である。 而も その 大阪 は鎖國 日本であった 江戶 時代 ，！ 中期 以降に 於ても 旣に數 十 萬の 商工 を 抱 

擁した 世界 屈指の 大都會 であった。 

いにし 世に 於け る 幾度 かの 帝宫の 地域、 唐 韓の聘 客を迎 接した 客 館の 所在地、 或は 亦 巨刹の 建立 

地、 其 等の 輝かしい 文化の 一 中心として 難 波と 云 はれて ゐ た 上代からの 沿革 を こ V に說き 出さん と 

する こと は あまりに たどたどしい。 然し、 近世 大阪の 建設 を說き はじめん とする のに は、 如何にし 

て も 石山 本願 寺の 創立 を 忘れる こと は出來 ない。 斯くて この 小篇 にあって は、 石山 坊を 出發點 とす 

る大 阪の發 達が、 如何にして その 活力 を、 觸手を 四 境に 延ばして、 自ら を大 にして い つた かの 一例 

を 語らん とする ので ある。 


本願 寺， 八 代の 宗主 蓮 如が 絕 えざる 迫害に 屈せ や、 老來の 眼光 益々 冴えて 彼の 棹 尾の 活躍と も稱す 

べき 石山 坊 地の 選定 は、 正に 新しく 產れ出 でんと する 大阪の 第 一 礎石 を 置く ものに 相違なかった。 

明 應五年 九月 斯 して 虎狼の 棲 家 は 活眼 過た や、 やがて 本願 寺の 金城 湯 池たら しむる と共に、 そこに 

商 都 大阪を 出現せ しむる 機緣 を 結ばし めた。 

然し 顧みて、 當時 近畿に 於け る 都市ら しき 都市 を 一 通り 檢 索して 見るならば、 第 一 京都 は、 旣に 

應 仁の 兵禍の 洗禮を 受けて 創痍 癒え や 極度の 荒 廢に陷 つて， Q た。 南都 は、 所詮 東大、 興 福ニ大 寺の 

門前町で、 それ 以上 を 期待すべき 場所ではなかった。 兵庫津 にした ところが、 當時 にあ 6 て は適當 

なる 外 護 者 を 逸して しまって 寧ろ 失意 時代に 沈淪 して 居り、 近 江に 於け る 大津、 阪本 は、 一は 東西 

水陸の 要衝と して、 一は 山門 を 擁して 繁昌して. Q たと は 云 ひ條、 これ 亦專 ら對內 的の ものと しての 

み 存在せ る ものであった。 斯うして 一 わた， o 見渡して みると 當時 完成され た 都市と して、 最も 活氣 

に 富み 名赏內 外に その 名 を 高う したの は、 何としても 堺に 如く ものはなかった。 石山 —— やがて 大 

阪 となるべき 其 地から、 天 王 寺、 住 吉を經 て 三 里 そこくの 堺は、 發 達の 起源から 論じたならば、 

難 波 は 云 はや もがな、 南都、 兵 庫、 京都、 大津、 阪 本の 何れよ ゥも遙 かに 後れ、 鎌 倉の 末 頃に 漸く 
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街衢 を 造った 位に 過ぎなかった が、 全體 としての 地理 的條 件よりも、 港 湾よりも、 何 は 扱 置いて、 

港 市の 外 護 者と して 前に 大內 氏、 後に 細 川、 三 好 氏の 如き 爲政 者の 勢力の 下に、 應仁、 文明 I 京 

都 を 中心として 近畿 一 帶が 殆ど 名狀 すべから ざる 混亂狀 態に 陷 つた 際に 於て、 こ、 のみ は 逆に 京都 

の 避難 工匠 民を迎 へ、 これより 後天 文中の ことで は あるが、 洛中に 本據を 失うた 主として 多くの 日 

蓮 宗に屬 する 巨刹 を受 入れて、 餘裕綽 々たる ものが あった 程に 羨望すべき 都市であった。 斯くて、 

埠頭に は 遣 明 船 を 始めと して 出入の 船舶 常に 相輻湊 し、 天 晴對外 貿易港と しての 偉觀を 充分に 發揮 

した。 石山 坊の 礎石が 置れ た當 時の 堺は、 正に か、 る 活氣滿 々たる 狀態 にあった。 . 

されば 四方の 形勢に 通曉 した 連 如の 如き も、 石山 を 物色す る 迄に は 常に 山 科から 直接 堺に 往返し 

て、 只啻强 固な 根 據を築 立す るに 力め、 旣に其 地の 信 證院の ー坊を 篤信 者に よって 施 入せられ てぬ 

たので ある。 その上 眞宗懷 4C 鈔で 見る と、 石山の 坊地を 獲得す る 迄にな つた、 直接の 動機 を與 へた 

寄進 主 松 田 五良 兵衞 は、 元 來大坂 村の 住人で はあった が、 一 家の 緣邊は 多く 堺 にあって、 堺に 於け る 

蓮 如の 信者から こ、 に 至る 迄の 關 係に 結び付けられる やう に解釋 せられる ので ある。 斯うして みれ 

ば、 石山の 創立 はこの 堺の 存在 を 無視して は 到底 說 明が 出來な いので、 その後 五十 年、 天. 文の 禍難 

に證 如が 本願 寺の 本 據を山 科より 石山に 移す 迄、 或は 又 その 以後に 至ても、 堺 在住の 信徒が 如何に 


全力 を盡 して 百方 之 を 支持して. Q たかは 詳說を 盡す迄 もな く、 殊に それ は 財 的 援助の 點に 於て 著し 

きものが あった。 石山 本願 寺の 寺內六 町が、 商工 都市 大阪 としての 核心 をな す 迄に 發 達した のにつ 

いても、 到底 此等堺 人の 有形無形の 奔走が あった こと を 忘れる こと は出來 ない ので ある。 

旣 にして、 本願 寺 は顯如 時代に 至り、 石山 本 坊を織 田 信 長に 覬覦 せられる こと、 なった。 淸洲か 

ら 岐阜へ、 岐阜から 安土へ、 信 長の 根 據地は 一 步 一 步 天下 平定の 中心に 向って 躍進した。 然し 信 長の 

眼光 は、 流石に 蓮 如と 相 通 やる ものが あつたと 云 ふより は、 寧ろ 猶 一 步 高所から、 日本の 覇 主として 

彼 は 大願-望 を實 現す るのに はこの 石山 坊地卽 ち 大阪の 地域 を 要した ので、 其 は 彼れ の忠實 なる 祐筆 

大田牛 一 に 語らせて ぬる 大阪讃 仰の 一 節に 躍如たる ものが ある。 然し 不幸に して、 時期 未だ 至ら や、 

彼の 眼 玉の 黑ぃ 中には 漸く 本願 寺 屈伏の 大詰 迄に は 漕ぎつ けた もの、、 大阪經 營に迄 は 遂に 殆ど 手 

を染 むる ことが 出來 なかった。 斯くて 日本の 首府 安土の 名 は、 信 長の 偉 名と 共に 西史の 上に 迄 輝いて 

ねる もの、、 實は信 長と して 豫期 した 最後の もので は 決してなかった。 其に つけても 信 長 は、 信 長 

の 眼に は、 最早 時勢 を 知らざる 頑迷なる 大堺の 財閥 を 如何にも 苦々 しく 感じた こと は掩 はれぬ。 永 

祿 4 '一年 十 月、 軍資金の 名目の 下に 信 長から 賦課され た 矢 錢ニ萬 貫 は、 本願 寺に 對 する 五 千 霣に對 
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して、 富の 計量から 云へば、 勿論 堺を 破產 せしめる 程に 多額の ものではなかった らうが、 市民と し 

て は それよりも 未だ 甞 て經驗 せざる この 屈辱に 對 して、 反抗の 外な く 之 を拒絕 したので あった。 信 

長 もさる もので、 この場合に はー應 あっさり 手 を 引いて、 唯 其 地に 代官 を 置き、 平和の 手段 を 以て 

徐々 に 利益 を 引出す 方針に 代へ た。 斯くて 巧みに 軟化 組の 堺人今 井 宗薰等 を 厚遇して 民心の 復歸に 

力め、 然も 猶 彼等が 三好黨 との 內通 を絕 たざる に 及び、 一喝して 忽ち 二 萬 貫の 陳謝 錢 をせ しむる こ 

とに 成功した ので ある。 斯る 事情の 下に、 若し 信 長に して 本能 寺の 凶變 なか， o しなら ばとの 假想 を 

以て 考 ふるならば、 堺は 所詮 信 長の 手に よって は、 これ 迄堺 として 長く 見守って きた 所謂 自由 都巿 

の 姿に 愛育 せられて 行った くらう と は 想像され ぬ。 恐らく それ は、 全き 武装の 解除 を 要求 せられた 

後、 秀吉の 發動を 待つ 迄 もな く、 彼の 手に よって、 やがて 築造 せらるべき 大阪 への 一 主要 分子 を 構 

成す る 蓮 命に 際會 した ことで あらう ことに 寸毫の 間違 ひが あるまい。 

信 長の 忠實 なる 後繼 者と しての 秀吉 の經綸 は、 頗る 迅速に 大阪 城の 建設に よって 實 現せられ、 そ 

こ を根據 として 四國、 九州、 關 東の 攻 伐は畫 策せられ、 內外 共に 矢繼 早に 演出 せられた 秀吉 一代の 

軍事 經濟の 中心として 充分に 活躍した。 勿論 豊臣 氏の 根據 地と しての 大阪 は、 一の 封建 都市で は あ 


つたが、 其と 同時に 早く 信 長 記に 見えた 三國 一 の 大港津 としての 面目 を發 揮すべき 能力 は 充分に 見 

る ことが 出來 た。 この 際にあって、 一方の 堺 は秀吉 から 見れば、 それ は 甞て信 長に よって 經驗 せら 

れた 如く、 新時代 へ の 都市と して は餘 りに 壺 中の 天地 を大 として 排他 自尊の 雰圍氣 が 濃厚、 なの を 見 

逃す こと は出來 なかった。 

斯くて、 秀吉 によって 堺の甲 ふたる 武装都市 を圍繞 した 渠濠 は、 彼 自身 出馬に 及んで 迄 迅速く 一 

且埋沒 せらる、 蓮 命に 會 する こと、 なった。 それ は實 に、 天 正 十三 年の ことであった。 

然し、 斯く 云へば とて、 秀吉は 一面 尠くとも 堺を 大阪の 補助 都巿 として、 又甞て (或は 秀吉當 時 

にあ りても) 我國經 濟界の 一 重心と 目 せらる、 迄にな り 終せ た港巿 として 重要視し、 在住の 小 西 父 

子 は 勿論、 五 奉行 中の 頭目 石 田 三 成の 名に 於て 代官 を 駐在せ しむる 程に 注意 を 逸しなかった ので あ 

る。 唯 大阪の 城下町 發 達の 基礎と して 強請 的に 堺人を 大阪に 移住せ しめた こと は、 彼の 政策と して 

無理なら ぬ ことであった。 

斯くて 秀吉 薨去の 直後、 堺 港に は 慶長五 年 蘭船リ 1 'フヂ 號の 碇泊 を 見たり、 或は 同 十六 年 墨西哥 

人 ビスカイノの 入港が あった. o、 その 翌 十七 年に は 和 蘭 商館 員の 在留に も 及んで. Q る。 而 して、 更 

に 亦大阪 兩陣の 前後に は、 英吉利 商人の 在留 活躍 ともなった。 之 を 要するに、 豐臣氏 時代の 堺は都 
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市と しての 活力 未だ 猶 頗る 旺盛なる もの を存 して、 一 面 海外 通商の 雄 者 も 多く はこの 期間に 輩出し 

て. Q る 位であった。 唯 更に 一 顧して みるならば、 秀吉 は堺を 抑壓し 迫害して 迄 も、 大 阪の大 を圖ら 

ん とする 迄に は 至らなかった と は 云へ、 決して 堺を 撫育して 更に 積極的に 彼の 發 達を圜 つた もので 

はなかった。 然し 大阪 に對 して は、 勿論 片時 も 之れ が 發展策 を 忘れ や、 遂に 大阪 は實質 上旣に 近畿 

有數の 大都市と 成. o 終せ たので あつたが、 當 時の 堺は亦 之に 對し てま だ それ 程に 甚 しき 差額 を 示す 

程に 衰 へて は ゐな かった ので ある。 

元 和 夏 ノ陣に 於け る 大阪の 落城 は、 豐臣 氏の 手に よって 築造 せられた 大阪 にと つて、 殆ど 恢復す 

ベから ざる 悲惨な 結果 を もたらした こと は 云 ふ 迄 もない。 其 は 恰も 甞て 本願 寺に よつ て 撫育せられ 

た 石山 寺內六 町が、 開城と 同時に 兵火に 禍 せられた と 同じ 意味 を 持って. Q る。 但し、 重ねく の 兵 

禍に 罹った と は 云 ひ條、 大阪 のこれ 迄に 發 達して 來た 道程に は、 町人 其 自身の 間に 結合され て來た 

頗る 強固なる 意力が あった。  .. 

斯くて 德川 幕府の 支配 下に 立って、 松平忠 明の 手に 再 造せられ た 大阪に は、 それ こそ 劃期的 近世 

大都市の 色彩 を 充分に 盛 上げん とする 活力が 溢れて 見えた。 これよ， o して、 大阪は 實際上 封建 城下 


の俤を 消して、 漸次 商工 都市と しての 存在 を 濃厚に 染め付けて 行った。 嚴密に 云へば、 近世 大阪は 

こ、 から 出發 する ので ある。 

飜て堺 は、 これ 亦大阪 兩陣、 殊に 夏 ノ陣に 際して 受けなければ ならなかった 慘禍 は、 大阪 その も 

のと 同じく、 長らく 自由 都市と して 方 を 睥睨し、 豪奢の 夢 を 包んで. Q た 全市 街 を 一朝の 灰燼に 附 

せられて しまった。 然し 戰後 經營 として、 德川 幕府の 治 政 下に 於て 試みられた 再興 都市 は、 街衢 

井然、 從來の 渠濠迄 も再營 せられて、 堺の偉 樣を辱 かしめ る もので はな か. つた。 而 して 內は 再興 

の 活力に. 蘇へ り、 外 は 依然として 織豐 時代の 面目 を 持して ゐる 如く 見えた、 元 和、 寛 永の 際に あつ 

て はま だく この 地の 活力 は 消磨し 盡 されなかった と共に、 我 國全體 としての 經 濟的關 係に 於ても 

堺 港の 任務と する 使命 はま だ それ 程急變 する やうに は 見られなかった。 然るに、 それ は旣に 皮相の 

観察に 過ぎなかった。 英蘭 商人の 駐屯した と 云 ふの も、 それ は 豐臣氏 末期から ホシの 一時的の 現象 

に 過ぎなかった。 對外 貿易港と して は、 地位の 上から 當 然平戶 乃至 長 崎が 彼我 通商 船の 港 市と な. o、 

殊に 德川慕 村の 宗敎 政策 上 元 和 二 年 八月に 發 せられた 禁教 令 以後 は 外商の 近畿 地方に 滯留 する こと 

そ^^せられて しま ひ、 堺は その 存在に 遂に 殆ど 最後の 致命傷 を與 へられる こと、 なった。 斯 くな 
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つた 以上、 堺は對 外的に は 輝かしい 過去の 職能 を 再び 現出す る 願望 は絕 たれて しま； 5、 之 を 內國的 

に 見ても、 市街 を縱 貫す る 街道 は 僅かに 大阪 より 分岐して 南海への 一 支線で しかなかった から、 交 

通 都市と して は 殆ど 無勢 力と な り、 漸くに して 局限せられ たる 一 埠頭 を 持った 商工 都市と しての み 

の 存在より 外な き 立場に なった。 

唯 然し 全盛の 餘威 は、 幕府 をして この 市街 を 特別 行政の 一 區 として 奉行の 駐屯所たら しめたと こ 

ろに、 猶 その 潜在的 勢力 ある を 示し、 又 他の 一面に は、 糸 割符に 於け る 長 崎、 京都 を 凌駕した 此地 

商人の 優越 權に 面目 を 維持せ しめる ものが あった。 然し、 この 唯一の 特權 として 堺 人の 誇りと した 

糸 割符す らも、 特權 獲得 以來 二十 年、 早く も寬永 元年に は 遂に 大阪 商人の 割込み を 見る に 至って、 

例 へ その 題 糸 割 は 堺の百 二十 丸に 對 する 大阪の 五十 丸と して 半額 以下で はあった が、 斯る特 權は遂 

に大 阪に對 する 堺 人の 誇りで はなくな つてし まった。 されば 之 を 人口統計の 上から 見ても 大 阪は寬 

文 五 年頃に は旣に 二十 六 七 萬 を 擁し、 堺は 同年 度の 統計 面に 約 七 萬 を 表 はして ぬる 位で、 到底 活氣横 

溢の 新興 都市と 衰退 期に 入った 老 都市と は、 比較に ならぬ 開き を旣に 示して ぬた。 然し 何と 云って 

も、 これ 迄の 間に 獲得した 堺の聲 望、 換言すれば その 蓄積して ゐた 財力 は、 猶元祿 あたり 迄にあって 

は 一 般 的に 頗る 認められて 居， o、 大阪 人と 雖 決して 之 を輕視 する 迄に は 至らな か つた。 されば 、寛 永 


の 初年 堺 にあって 偉僧澤 庵の 提撕を 受けた 一 糸 和尙が 後年 南宗 寺の 晃 首座に 與 へ た 書中に も、 堺は 

寰中 富饒の 地攝河 泉の 佳 所なる を 云 ひ、 酒 肉の 美 坐 臥の 便 視聽盡 く 繁華に して 蜀の 成都猶 及ばざる 

を 述べて ぬるの は、 强ち單 なる 舞 文 形容で はなく、 長き 全盛期 間の 習俗と して、 大厦富 屋を建 並べ 

名器 を 弄する こと 京阪 を 凌駕して ゐ たと 云 はれる 時代相 應に 豪奢な 市民生活の 一 班 は、 M 多く 當代 

の 詞章に 屢々 描寫 せられて ゐ るので ある。 西 鶴が 日本 永代 藏に r 此津は 長者の かくれ 里、 根の 知れ 

ぬ 大金 持 其數を 知ら や、 殊更 名物の 諸道 具、 唐物 唐 織、 先祖より 五代 此 かた 買 置して 內藏に を さめ 

置く 人 も あ， o、 又寬 永年 中よ， o 年々 取 込 金銀、 今一度 も 出さぬ 人 も あり、 又內俵 十四の 娌 入して 敷 

銀 五十 貫目、 其 時の 箱 封入の ま V かさね 置、 其 娘緣に 付く 時 之 を 持せ てお くりけ る 人 も あり、 外よ 

り は 細々 として 內 證手廣 きなら ひ」 と活寫 した 一面 —— 內に財 寶を充 して 外 は質實 に、 而も 商機に 

敏な 町人と して 觀 察せられて ぬた。 

然るに、 元祿 以後に 至って、 兩市 のこれ 迄の 懸隔 を 更に 癀 大して 急轉 直下 遂に 到底 企及す ベから 

ざる 程度に なさし める に 至った の は、 新 大和 川 附換へ 事件に 懷胎 する ものであると 云 はれて ゐる。 

大和 盆地の 諸 流 を 集めて 河內 を横斷 し、 大阪城 東に 溢 出す る 大和 川の 常^的 洪水の 禍難を 避けん 
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が爲 めに 決行 せられた 新 川 開鑿 は、 河 內龜瀨 から 一 直線に 堺の 北岸に 出で しむる ものであった が、 

抑 もの 計畫 發表當 時、 大阪 側で こそ  一二の 反對者 は、 その 結果 恐らく 大阪の 港口に 流出すべき 泥沙 

の 堆積 を S へて、 その 旨陳 上に 及んだ もの もあった が、 堺側 として は 殆ど 風馬牛の 態度で、 誰 一人 

こ の 新 河川が 後年に 至る 迄絕 えざる 禍難を もたらす に 至るべき 豫想を 有する ものはなかった。 然る 

に、 結果から 云へば、 寶永 元年 新 河 開通 以來 その 搬出した 泥沙 は、 大阪ょ 6 も 堺に對 して 殆ど 豫想 

外に 少しの 猶豫 もな く 流出し、 僅かに 近海 交通の 港灣 として 餘喘を 保って. Q た堺の 唯一 の 生命と し 

た 埠頭に 向って 猛襲した。 斯くて 港口 へ の 泥沙の 堆積 は、 數 年なら やして 少しく 遠 廻 はりの 船舶の 

出入 を すら 不可能と ならしむ る こと、 なった。 唯 さ へ慶元 以降 精神的に 返 嬰 的と な つ て 往年 活躍の 

氣を 失った 堺人 は、 これよ， o 後 は、 更に 辛うじて 保持して ぬた 港灣に 倚らん とする 立脚 點を 失って、 

これより 以後 彼等の 提出す る 奉行所 宛の 愁狀に は、 必ゃ規 を 一 にして 一大 和 川 鑿通以 來港灣 埋沒」 

云々 の 語句 を 連ぬ る こと を 常習と しなければ ならない 實狀 になった。 事實新 大和 川 は斯る 結果に 直 

接堺を 導いた ので はあった が、 例へ この ことなき にしても、 當 時の 堺 として は 四 圍の狀 勢の 上から 

推斷 して、 決して 衰運 を 免れなかった ので あらう し、 一方 大 阪は假 りに 大和 川の 流沙 がその 港灣に 

流出した としても、 年 を 追う て攒 張され て 行く 勢 は 決して 失 はれなかった であらう。 


斯 くの 如くして、 慶 元以來 漸次 悲況に 陷 つた 堺人 は、 方向 をー轉 して 力めて 金錢の 逸出 を 警め、 

華美の 生活 を變 じて 質實 に復歸 し、 彼の 信 長、 秀吉 等の 流 涎す ると ころと なった 夥しき 茶道の 名器 

も、 遂に は 倉庫 を^し うして 多く 大阪に 於け る 富豪の 手に 引渡す ことの 止むな きに 至った。 勿論 港 

潜の 修築に 對 して は 努力に 努力 を 重ねて 市勢の 恢復に 力めた が、 それ も 結局 は 一 張 一 弛の 形 狀で終 

ら なければ ならなかった。 

大阪は 勿論の こと、 さしもの 堺 が尼ケ 崎、 兵 庫の 如き 二流 どころ に 迄 返け をと る やうに なった の 

は、 この^ 灣 の埋沒 から 導かれた 運命で はあった が、 一 に は 市民 全體が 無言の 裡に印 付けられて きた 

返 嬰 的の 氣持 からで もあった。 而し、 同じ 西 鶴 は、 その 日本 永代 藏に 於て 前と は 更に 穿った 觀察を 

下して 「2 水州堺 ほど 大 商人の ありた ると ころ はな けれども、 愛の 人氣 とかく 世智 賢く、 廻り 根性に 

して 人 を 疑 ひ、 懸商を 得せ や、 土地 次第に 衰微して、 昔に も 似ざる 人の 內性」 と 云って. Q る 一 段に 

は、 如何にも 意氣悄 沈した 當 代の 堺人を 思 ひ 浮べ られ やに はねられな いものが ある。 更に 亦 寶曆七 年 

に 上 木せられ た 全堺詳 誌に は、 增補 者髙志 養浩の 門人 萬 代 文 軌略敍 を 冠して 堺對大 阪の關 係 を 述べ 

「南方 之 稱都會 者、 莫舊於 吾堺府 也、 浪華 跨 北、 誠爲大 都、 閻閻 稠密、 士民 富强、 百倍 吾 邑焉、 雖然 僅是百 

年來之 所^ 營、 吾人 父祖 之 所 親^ 也、 然 則秦楚 雖大、 豈可列 杞宋之 上手、 浩 先生、 彫刻 全堺詳 志、 
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屬意 于此、 自邑居 之 與廢、 政府 之 沿革、 以迄 名刹 古祠、 人物 寶喜 土產 之微、 悉載無 造 漏矣、 披覽 之、 

則 知堺之 往昔、 爲 西南 諸 州 向 京師 之 要 律、 而其 繁華 無類 矣、 鳴 呼 隣 之 厚 者 吾 之 薄 也、 浪華 如此 滋蔓、 

如 彼 富 盛、 則吾邑 之大厦 高屋、 日撤移 北、 寶器 名畫、 屢鬵入 北、 商 賈不市 于此、 船 艦不繋 于此、 陵 

谷 之變、 可 謂 極矣。 (下略)」 と 痛嘆して ゐ るのに も、 當時 眼光 ある 堺 人の 所懷を 窺知す るに 充分な 

ものが ある。 又右詳 志の 最も 意 を 籠め たる 附錄篇 に、 養浩 自ら 椽大の 筆を揮うた 泉堺 盛衰 總 論に 於 

て は 「(上略) されば 治平 百餘 年、 生 齒万倍 四民 快樂 していつ となく 奢侈に 走る によって、 米穀 諸 物 

高直に 至り、 何方も 衰微 困窮す る こと 自然の 勢と い へど も、 當堺府 は 其 一 なり、 予 つら/ \考 ふる 

に 當府の 困窮 何方よりも 甚 しき は、 其 所以な きにし も あらや、 (蓮 如以 來の大 阪の發 達を敍 して) 四 

方の 商 旅、 西 州の 侯伯 晝夜を 分た ゃ此 に輻湊 し、 日本一 の大 都と なること 予が 見聞に 及べり、 誠な 

るかな 大木の 下に は 寸草不 生と 云て、 大阪に 間近くなる 故に、 自然と 堺 の勢衰 へ、 他國ょ 6 入来る 

金銀 米穀 彼 地への み 蓮 漕し、 商賈 工匠 も 彼 地への みと 馳 集る、 誠に 邦畿 千里 維 民 所 止と 云べ し、 是 

に 因て 當府に は 僅かに 人民が 朝タ 用意に 備 ふる 諸 物の 外 は 到着す る ことなし、 さらばと て當所 へ 引 

受て 家業に なるべき 土産 もな し、 六 七十 年 以前まで は 大賈富 商數多 有て 見 世 店 を 飾ら やして 店賃 賣 

買の み をせ し處 に、 子孫 漸く 衰 へて、 今 は 唯 四 五人ぱ かり は 有るべし、 其餘は 僅かの 毛 綿 組 糸の 類 


にて 渡世 を營 むまでの ことなり、 (漁船 さ へ も) 近年 は 西國の 漁船 は當所 金銀の 差 引 不自由な るに 從 

ひ、 大半 は 大阪へ 漕 寄す るより、 此ー業 も 次第に 減少すべき 樣 子に 見えたり (埠頭の 修築 を 叙し) 此 

一 業 も 大阪を 根本と して 聞 合せ 駆 引す る 故に、 此 にて 損 を すれば 彼 地へ 走り 取 かへ さんと し、 彼是 

騷立 るに 付， 終に 損 銀 を 彼 地に 持 運ぶ こと 眼前な り、 大阪は 元 來諸國 の拂米 夥しく 集る 故に、 其 現 

米 を 以て 時々 の 高下 を定 む、 是 によって たと へ 現 米な きとても 空なる 賣買 ある 喾の ことなり、 堺は 

それと は 格別、 最初より 大阪の 低昂を 待て 空なる 價を 立つ ことなれば 畢竟 頃刻の 勝負 を 爭て喝 雉 成 

盧 の所爲 なり、 (堺の 全盛期に 百貨 輻湊 したる こと を 叙し) 近代に 至って 邸宅 は 表口 を 除 置て、 本宅 

座敷 倉庳 を毁ち 撤て大 阪へ沽 却し、 古書 古畫 はいつ となく 大 坂へ 賣 却す …： 、 陵 谷の 變 誰が 所爲と 

もな きこと にて、 其 時 其 地に 生じ 合た る 人の 不幸と 知るべし、 古語に 曰く 隣の 厚き は 吾の 薄き 也と、 

是 偏に 大 坂の^なる 故に 堺の膏 液 を 吸 ひ とられた りと 云 ふべ し。」 と縷述 してぬ るので あるが、 結局 

掉 尾の 一句 r 大 坂の 盛なる 故に 堺の膏 液 を吸收 される」 こと を 嗟嘆して ぬるので、 大木の 下 寸草不 

生の 理を 以て、 今にして 遂に この 發達 し來 つた 大大阪 に 向って 何事 を も 爲す能 はざる 窮狀を 認め、 

生れ 合へ る もの、 不幸に 歸 して， Q るので ある。 

斯る述 命觀は 養浩が 時流に 抽 でた 眞 儒であった と は 云へ、 所謂 學 者の 机上 論と して 見ても、 あま 
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りに 同時代の 堺 人の 氣持を その ま V 暴露した ものと 云って よい。 所詮 一 種の 宿命 觀を 以て、 當 時の 

堺人は 到底 この 新興の 大都市に は絕 對に對 立し 難き を 思 ひ あきらめ たので ある。 

この 養 浩の差 嘆 は全體 として 較々 粗 雜な觀 察で、 必 しも 總べ て 肯綮に 當 つて. Q ると も 云 へ ぬ點が 

あるか も 知れぬ。 然し 之 を實際 的に 徵し、 極めて 鮮明に 從來堺 の 把持して. Q た特權 がいつ の 間に か 

大 阪の爲 めに 奪取され てし まった 適例 は ざら に 見えて _Q る。 例へば、 糸 割符に 附隨 した 唐物 取引の 

特權 にした ところが、 ； |1 述の 如く、 寬永中 江戶、 大阪の 商人が 堺、 京都、 長 崎の 三ケ 所に 代って、 

所謂 五ケ所 商人 之が 賣買權 を 得る こと 、なり、 每 年長 崎に 至って 各々 貨物 を 目 利 役に 吟味せ しめた 

上 入札に 及んだ ので ある。 之 を 延寶ニ 年頃の 書類で みると、 堺は當 時 唐物 問屋 十二 軒 都合 二十 九 軒 

に 定められて ゐ たが、 大阪 はこの 時 未だ 株 問屋の 制定 迄に は 及んで： Q なかった。 然るに 堺の 港灣が 

不如意に なった 元祿 以後 享保 頃に は、 多く 長 崎 持 下りの 此 等の 貨物 は 大阪に 入港して、 それより 三 

ケ 所へ 荷 分け をす る やう になり、 大阪に 許可せられ た 問屋 は事實 上に 於て 唐物 取引の 特權を 壓倒的 

に 把握す る こと、 なった。 堺 唯一の 特權 として 有 たれた 唐物 賣買 は、 斯 くの 如き 狀 態で 大 阪の爲 め 

に 死命 を 握られて しまった。 斯くて 亦、 寬政五 年頃に あって は、 堺に 於け る 問屋 仲間の 貨物 引受 銀 


の 積立缺 乏の爲 め、 大阪の 問屋 方と して 唐物の 堺仕送 6 を 中止せ しめる やうな. 躬狀を も 暴露せ しめ 

られる ことにな つた。 爾 來十餘 年、 嘆願に 嘆願 を 重ねて、 漸く 堺 港に 唐物 船 入津の 實現を 見る に 至 

つたが、 然し 堺 商人の 信用 は玆に 至って は 到底 大阪の 市場に 於て 恢復す る 迄に 至らなかった。 

之を猶 他の 一面、 當 時の 經濟界 に 於て、 堺の 背景と して ゐた攝 、河、 泉 殊に 泉 州 在方の 產物賣 捌 方 

より 観察して みても、 例へば 南北 兩 泉に 於け る 木綿の 如き は、 元 文 元年 以來堺 の 木綿 商 一定の 冥加 

金 を 納入し、 これが 獨占 購入の 特權を 得、 其 後 切， o に 冥加金 を增 し、 他國 殊に は大阪 への 賣込 を防遏 

せんとした ので あつたが、 地元に あって はこの 特許 を 得た 堺の 問屋へ 賣込 むこと を 嫌って、 一面 執 

拗に 自由 販賣の 許可 を 願 出で、 他面 密かに 主として 大阪 商人と 相 通じて ゐた。 地元 織屋 にあって は、 

製產 品を堺 以南の 各 海港から 積 出して 大阪に 出し、 以て 賣 込の 目的 を 達した ので あつたが、 文化 七 

年頃に は 遂に 事 を 法廷に 爭 ふこと、 なり、 結局 堺 問屋と して は 一 部の 製品 を 地元から 大阪に 輸出す 

る こと を 公に 認めなければ ならぬ 破目と なった。 又 砂糖の 如き も、 泉 州に あって は 寛 政、 享和頃 か 

ら旣に 所在の 村々 に 栽培 精製 せられる やうに な. o、 堺の 問屋と して は 唐 蘭 持 渡りの 砂糖と 共に 之 を 

一 手に 引受く る こと、 して 奉行所の 許可 を 得た ので あつたが、 肝腎の 產地 にあって は甚 しく 堺 商店 

への 賁込を 嫌 ひ、 產 額の 九分 通り を 海路 船積みと して 大阪へ 輸送して し ま つて ゐる。 その 結果 は、 
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例によって 堺 問屋 方の 抗議と なって ぬるが、 產地 にあって は 切りに 懇望して 大阪 出しの 利益 を 述べ 

諒解お 求めて ゐる。 これ は旣に 幕末 文久 頃の ことで はあった が、 阪堺 背後 地の 製 產販賣 上から 觀察 

して、 いつも 堺側は 彼等の 排斥 を 買 ひ、 大阪に 収入って. Q たので ある。 

近世に 取殘 された 中世の 代表的 都市 堺は、 かくの 如き 徑路を 以て、 進 世 日本の 經濟 都市 大阪 の發 

達に 接して、 一 世紀た 、やの 間に 全然 一 の 星座に 於け る 微小なる 一 衞 星に しか 當ら ない 位置に 甘ぜ 

なければ ならぬ やうに 顚 落した。 勿論 大阪の 膨脹 擴大 は、 決して 天與の 地位の みに よる もので はな 

•  く、 他面 幕府の 保護、 殊に 辛抱 强き巿 民の 努力 を 顧みなければ ならない ので あるが、 然し この 兩者 

の、 比較的 時の 步 みの 緩 漫な 時代に 於て すら、 この 抱懷 した 魔力 は、 遂に 多年 蓄積した 堺の膏 液 を 

吸 收し盡 さんと したと ころに 新興 大都市の 勢威 を 見る ので ある。 然し それにしても、 更ら にこの 間に 

於け る堺 人の 徒らに 意氣悄 沈して 遂に 立直しの 活力 を 飽く迄 振 翳さなかった こと を 惜しむ と共に、 

斯る 大都市 發 達の 一 面に は猶 幾多の f 堺」 があって、 強者の 勢力圏に 席卷 せられた 場合の 尠 くない 

こと を考 へさせられ るので ある。 (昭和 五 年 十 一 月 成槁、 弒濟史 硏究第 十五 號登载 ) 


第 七 福 井 藩の 割 地定書 

今日 乞 一の 間に 見られる 多くの 各地 方に 慣行され た 割 地 制度 調査の 結果 を綜觀 すると、 その 起源々 

流の 問題 は齊く 別と しても、 一 藩と しての 比較的 體制を 整備した 藩 法の 下に 行 はれた ものと 見られ 

る もの、 初見の 一 に加賀 藩が ある。 それ は 前 田家 一一： 代 利 常の 時代に 施行され た 有名な 改作 法に 連關 

する もので あり、 旣に 早く それ は 大正 初年に 版行され た 栃內禮 次 氏の 「加 賀藩割 地 制度の 硏究」 に. 

も 詳述され てぬる。 そして 同時に 私 も その 前後、 屢々 加賀 藩の 領域た る 越 中の 村落 制^ 論じた 場合 

割 地 制度に 言及して、 該問題に 觸れ ると ころがあった。 斯くて 亦、 該割地 制度 慣行 地と して 最も 廣 

汎な 範圃に S る 越後 地方に ありても、 明治 末期に 私の 調査した、 として 同 國蒲原 地方に 於て は、 

諸領 錯^ 中、 特に 大藩 たる 長 岡 藩の 各領 村に その 實 施された る を 見る と共に、 一方 新 發田藩 領には 

这に 行され てゐ なかった こと を 知り、 一面 該 制度が、 藩 制に よって 著しく 左右され てゐる ことな 

推定す る ことが 出來 たので あるが、 然し それにしても、 前記 加賀 藩の 場合の 如き、 改作 法と 稱 する 
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劃期的な 一大 領土 改修 工作に 伴 ふ 施設に ある もの は 別と して、 其 他の 諸 藩の 場合に ありて は、 或は 

それ は、 各領 村の 特殊の 地域に ある 事情から、 當初 先づ該 村の 情勢に 卽 した 淀 風な 型體 をと つて 發 

達し、 遂に 一 藩の 地方 制度と して 發 現せら る、 に 至った ので はない かとの 觀察を もな し 得られる の 

である。 而 して 其 は、 一に は、 從來 未だ 該 制度 慣行 地に、 明確な 全 藩 的の 條 令が 具 存 されて. Q る も 

の^ 見なかった ことから、 觀點の 一 致 を出來 難から しめた 理由 も存 して ゐ たこと を 知らねば ならぬ。 

斯 くの 如くして、 私 は 先に 福 井 藩の 場合 を 考察して 公表した 拙稿 「割 地と 村落 制との 關係」 及 

び 「割 地の 發生 幷に發 達に ついての 考察」 の 二 編 中に 於て、 大要 詮索の 結果 を歸納 して、 ー應 それ. 

は當 初より 一藩と して 主動的に 成立せ しめた 體 制と 看做す よ. o も、 或は 領村 それ 自體 が、 主と， L て 

一 村連帶 に負擔 せしめられた 納 貢の 萬 全 を 期す る爲 めに 之 を 慣行し、 藩 は 寧ろ 受動的に 之 を 認容し、 

その 施行に 當り 監督 的な 立場 を 必要と する ことから、 制度 化した もので はない かと 推論した ので あ 

る o 

. 二 

然るに、 最近 私 は 前記 拙稿 「割 地と 村落 制との 關係」 中に 引用した 寬文九 年 酉 二月 二十 六日 附岩 


本 あ (越 前 今 立 郡) 理右衞 門 等 三十 六 名の 署 判した 「地 割之覺 J 七ケ條 に連關 した 割 地 定誊、 及び 

その 請 書 を 嘱目す る 機會を 持った ので、 以下 全文 を揭 出して 同 學の士 に 提示した いと 思 ふ。 それ i 

前記 拙稿に 示した ものと 相連關 して 奮 福 井 藩の 地方 制度に 關 する ことで あり、 同藩 領に對 して 頒布 

された 淀 害 及び 之に 對 する 岩 本 村民の 請 書な ので ある。 

r  覺  Z  • 

(3 

一 去年よ. o 度々 申觸候 通、 諸事 正路に 仕義、 百姓 共不, 殘 可，, 承 屈， 侯。 尙以物 每有棘 可， 仕事。 

_1 つ、 11。、 1" "し"ト。 o  To  [o  o  0  -。。 。。。。。。。。。。。。 。。 。。。。。。 。。 

一 i 年 申 渡 候 村々 田地 内 割 之 儀、 村に より 割かね 申 候 由 其 沙汰 有レ之 候。 兼 而申觸 候 儀、 藥^ 

1。 ヽ^ T お、。 レ。 ^,  ",。-.。  。，  。，？-。。。。 。 。 。 。 。 。 。 (組) 。 。 。 。 (阚) 。 。 。 。 

不屈 候 早々 田地 高下 無， 之 様-一 內割 可レ仕 候。 割樣" 惣を くみに いたし、 くち 哎 に可レ ，± 

.31*  . 

T*、  ^T、"1" ひ-^ 卜 ひ ノ い 。よ、 ？ .ド/  、。 。レ。 。-? ； 。、。。。。。。。。。 。 。 。 。 。 。 

一 £ 分 有 ：■ 之 候 者 惣へ打 込 一村 當分 二割 可レ申 候。 久敷出 分た り とい ふ 共、 打 人 割 可， 申 事。 

一、 地 割 之 上、 一村-一 何 ほとの 出 分 有， 之 侯と 明に 書付、 指 上 可， 申 候。 i もき 一一 かき-お きし」 ん 

し --" o ヒ 1 い >。 Is、  .o.  ,,?、  o  o  -。  o  o  o  o  o  o  o  o  o  o  o  o  Co  o  o  o  o  o  o 

"-レ け^ 若 出分謄 馕候ハ 、、 其 村之庄 ar 長 百姓 壹人、 急 度 可, 爲ー, 曲事, 候 間、 毛頭 隱申 

間 敷 候 事。 

i-  ooooooooooooooooooo  oo 

一、 不足 之 田地 も 有 林に 割なら し 其 段 公儀へ 可， 申 事。 
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、於 二 村々 『 古 來諸役 免除、 或 尾 敷 役 免除 之 旨 申 者 有， 之 候。 急 度 判 形 可，, 證據 f 無， 之 分ハ用 

ひ 申 間 敷 候。 惣村 なみに 諸事 可, I 相 捌, 事。 

)  (質) 

、 借狀ニ 田地 を 書 入 申 分、 若濟申 儀不， 成 百 生ハ、 年符 にいた し 可 一一 相濟ー 候。 猥. o にしち 物 之 

田地 押へ 取 申 間 敷 候。 組頭 立 合可レ 然様に 可，, 相 捌， 事。 

ぐ 一作 賣之 田、 竝 本物 返し 之 田地、 去年 申觸 五年符 にいた し、 貳 割つ、 に 相濟し 田地 請 取 

可レ申 事。 付ヅ、 永代 賣之田 落高ハ 返し 申 間 敷 事。 

、 親子 兄弟 之 公事 者、 其 村 中 寄 合 承 屈、 理分之 方へ 可，, 相隨； 難 分 申侯ハ 、組頭 迄 相 達し 可， 1 

相 捌？ 若 非道 之 者 不-- 承屆， 候ハ 、其 村 を 致，； 追放 f 公儀へ 其 旨 可， 達。 但、 親少々 非 分 之 儀 

有， 之 共、 子と して 不一 一 相 背， 樣 可， ー申談 一事。 

、 諸事 相 極節證 文-一 判 形 仕ながら、 後日 二 其 旨不, 及 由 申候ハ 、、 急 度 可い 爲， 一越 度 f 證文任 二 

判 形， 可-相 捌， 之條、 自今 以後 證文判 形 仕 侯 者 能々 承屆、 其 村 竝近鄕 の もの 證據を 立證文 

に 判 形可レ 仕事。  ， 

、 公儀へ 御 訴訟 又ハ 公事 之 節 百 生 大勢 不， 可，, 罷出 f 自今 以後 御 訴訟 之 節 者 三人 ニ不， 可， 過、 

公事 者 相手く、 其 外 庄ゃ長 百姓 壹人可 „罷 出 『 證據人 者 各 別、 其 外用な くして 壹人 も罷出 


もの 過料 可, 1 申 付, 候 間、 急 度此旨 可， I 相 守, 者 也。 

(寬文 九) 

酉ノ 二月 日 

右 之 條々、 今度 從 n 御 公儀， 被，， 仰 出， 旨惜- ー承屆 候。 少も 違背 申 間 敷 候。 爲-, 後日， 村々 庄ゃ、 長 百 

生 判 形 仕處、 仍如， 件。 • 

寬文九 年 

酉 三月  日  岩 本 村 

吉右衞 門 (花押) 

〇 外 三十 五名 略」 

以上 逑續 二通の 全文で ある。 

この 定 書の 要旨 は 右 十 一 ケ條の 提示す ると ころに 見ら る 、如く、 總 ての 條 文が 割 地 施行に 關 する 

ものに 限られて. Q る もので はない。 その 中核と 見るべき (二) (三) (四) (五) の 四ケ條 がそれ を 示 

す もので、 あとの 七 ケ條は 之に 附隨 して 言及され たもので ある。 然も 個條の 多少に よら や、 その 表 
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明す る 目的が 割 地の 施行 を勵設 せし むる にある こと は讀者 をして 容易に 看取せ しめる であらう。 

卽ち (一) は 藩衝の 農民に 對 しその 本義 を括說 した もので あり、 (六) 以下 (一 一) に 至る 各個 條 

は 割 地の 勵 行に 連 關附隨 する 土地に 於け る 特權、 移動、 訴訟 等の 場合 を それ^ \ 規定せ る もので あ 

り、 その 中 (九) の 如き 濃厚なる 道德 法の 色彩 を 示せる もの さへ 夾雜 して. Q る。 

斯くて (二) 乃至 (五) の 各個 條を 切り離して 見ても、 以上の 各個 條で 以て、 當時福 井 藩の 土地 

政策に 對 する 極めて 重要なる 見解が 示される ので あるが、 今 暫く それ は 別問題と して、 直ちに 當面 

の個條 を檢按 してみ るなら ば、 (二) にあり て は、 前年 告知した 各領 村の 田地 內 割が、 各 村 々によ. り 

て 或は 實 施せられ ざる もの ある を 難詰し、 更に 手嚴 しく その 勵行を 期せし め、 その 實施 方法と して 

は、 一村 領民 を 各 組に 分ち 鬧 取の 方法 を 取るべき を 示し、 (三) に 於て は、 この 際 所定の 持 高より 加 

增 せられた る もの ある 場合に は、 之 を 各 持 分に 均分すべき を 令し、 更ら に、 (四) に 於て、 斯る增 し 

分 ある 場合 隱 匿すべからざる を嚴 示し、 (五) に は 之と 相對 的に、 若し 持 分 高に 不足 ある 場合に は、 

此亦 それ A  、、均分 負擔 すべき を 所 令して， Q るので ある。 (一) (二) の 個條に 見られる 去年 を 昨年と 

解すべき か、 若しくは 前年と 見るべき かにつ いて、 更に この 問題 は 明確の 度を變 やる ので あるが、 

恐らく こ、 では 前年 を 指示し、 而も それ は 標記の 歲 次より あま 6 以前に 遡る もので はない とすべき 


ではなから うかと 考 へ られ る。 

斯くて この 布令 中、 就中 その 主 核 をな すと ころの (二) に 儼 示された、 福 井 藩と しての 藩領 一般 

に 勵行ぜ しめた 割 地 制度 は、 實に その 起源 及び 普及 程度の 如何 は 別と して、 極めて 明白に、 この 年 

^以て 藩 令と して 領村 一 般に 布令され たこと を敎 へる ので ある。  ， 

卽ち福 井 藩 は、 宽文九 年 以前に. 藩 令を發 して、 ， 一 應領內 一般に 割 地を嚴 行せ しめたと される ので 

ある。 

而 して、 本文 書に 連記され た 岩 本 村民 三十 六 名の 署判 による 請 書 は、 正しく 右 布令 を 遵奉して 之 

を勵 行すべき 旨 を 誓言した ものである。 玆に 於て、 私 は 先き に 「割 地と 村落 制との 關係」 に 引用し 

た 寬文九 年 二月 二十 六日 附 「地 割 之覺」 七ケ條 は、 この 新 出 文書 中の 列記 覺十 一 ケ條の 布令に 對す 

る、 該 制度の 實 施に 着手した こと を 表明す る 村 極めで あり、 やがて この 同年 三月 日 岩 本 村民 三十 六 

名の 連署した 請 書 は、 斯 くの 如き 一村 納得の 約定 を 終った 後に、 藩に 向って 提出され た 誓 書で ある 

こと を 確 知した ので ある。 卽ち、 以上の 三文 書が 相連關 して、 始めて 福 井 藩の 割 地 制度が、 當時藩 

• 制と して 確 的に 各領 村に 對 して 實 施される こと、 なった こと を敎 示す るので ある。 

私 は 最近 この 新 史料 を、 岩 本 村 (福 井 縣今立 郡 岡 本 村 大字) 舊四業 河 崎 氏の 簿 書中に 得、 先き の 
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同區有 「割 地 之覺」 と相對 照せ しめる ことが 出來、 一見 些細ら しい 事で は あるが、 同 問題に 對 して 

一層 明瞎の 度を增 した こと を 窃かに 喜びと する ので ある。 若し 夫れ、 一福 井 藩に 限ら や、 斯る、 諸 

藩の 制度が 如何なる 徑路 によって 組織 立てられ、 更に 如何なる 徑 路を經 て興廢 していった かと 云 ふ 

やうな、 廣汎 且つ 錯綜した 問題に 對 して は、 あまりに 雜駁に 走り 過ぎて ぬる かに 思 はれる 割 地 研究 

の 現 犬 こ 於て は、 もっと 克明に その 根本 を檢 案すべき 必要が あるの は 勿論で あるが、 それ は 今 この 

題目の 下に 論及す る 限りで ない。 (昭和 十二 年 三月 成槁、 杜會絰 濟史學 第七卷 第三 號 登載) 

四  - 

も i 以上の 論考 を 草して 一 ケ 年後、 卽ち 昭和 十三 年 六月、 更らに 右 岩 本. 村の 共有 書類 を 調査の 際、 

一 覺、 岩 本 村」 と 題す る 子 八月 附の福 井 藩 達 書 一 通 を 見出す 機會を 持った。 この 子歲は 種々 の點 から 考 

察して、 後述す る 如く、 前揭 文書が 寛 文 九 年に 出された ものに 對 して、 之 は寬文 十二 年に 通達 せら 

れ たものと 考定 せらるべき ものである。 この 達 書 は、 全文 九ケ條 より 成り 總體 的^ 云へば、 福 井 藩 

としての 領 村に 對 する 當 面の 諸 法度 勵 行に 關 する ものと すべきで ある。 卽ち、 各個 條に 互って 要約 

す.. ばい 第一 非 分の 公事 を なすこと なから しめ、 次に 祌佛の 崇敬 を訓 へ、 耕作 カ營を 令し、 何事に 


も 五人組 協力せ しめ、 奢侈 を抑遏 し、 賭博 行爲 を嚴禁 し、 賄賂 を 止めし め、 酒類の 賣買を 制限す る 

等 彼の 普通 五人組 法度 書に 揭 出される 主要 個條と 相似す る もので あ. o、 一  般民治 上の 要項 を 摘記し 

たものと される ので あるが、 第 八ケ條 目に、 比較的 長文 を 以て、 田地 割の 始末に つ いて 一項 を 設け 

て 之 を 提言して .Q る ものが あるので ある。 卽ち、 田地 割に 闘して、 之 を 他の 多くの 條 項と 同じく、 

當面民 治 上の 問題と して、 こ、 に 相夾雜 せしめて ぬるので ある。. 猶云 はく、 この 條項 は、 前に 寛 文 

九 年の 割 地 勵行を 期せ L むる 覺 書に 對 して、 之 は それと 相對 して、 福 井 藩と しての 執るべき 一定の 

方針お 示した ものと 見られる ので ある。 斯くて、 右 個條を 原文の ま、 摘記 すれば、 以下の 如くに 示 

される。 

(不！ t)  (割 換)  (1) 

「一、 田地 割 之 事、 前々 田地 ふろくの よし 沙汰 在レ 之に 付. わ， o かへ 候樣 にと 先年 申觸 候。 三 四 年 

r 不綠ソ  (二) 

之 間在レ 之、 割替 もはや ふろく 之 分 事 濟可レ 申 候。 割換 によって、 面々 持 田地、 自然 無沙汰 之義 

(弓  (費) ，， 

可， 有 かにつ いて、 自今 以後 公儀より 割替之 儀不， 及， 一 沙汰， 候。 此上 は、 田地つ い へ 無 レ之樣 にい 

(S  (相 對) 

たし、 新地 少成共 ひらき、 德用 有い 之樣に 可レ仕 候。 此 以前 之 通、 百 生 中間に てあいたい 仕、 下 

(5  (割 換) 

にて 割かへ 申 分 は 各 別に 候。 又 當年割 替可レ 申 旨 相究樣 子に より さし 延、 來春 わり 力へ 可 レ申旨 

堅 約束の 田地 は、 如， 一 相定， 來 春割替 可， 申 候。 惣て、 兼 約束 之 義違變 仕 候 は惡き 事に 候。 申定通 
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(七. > 

に 可， 仕 候 事。.」 

以上 を 全文と する が、 之に よれば、 結局 前年度に 於て、 領 下の 村々 に 勵行を 期せ しめたる 田地 割 

換は、 一 應福井 藩と しての 庶幾せ る 目的 を 達成した る を 以て、 爾來は 最早 それに 及ばざる べき を 言 

明した ことになるの である。 更ら に、 便宜上 右 本文に 附記した る番號 と相對 照して 細說 すれば、 

(一) 前年 は、 田地 面に ふろく 卽ち 收納不 確の 場所 ある を 匡さん が爲 めに、 割 地 施 施行 を 令した 

ので あるが、 

(二) 爾來三 四 年 を 過 過し (八 年より 今年 十二、 年に 至る) て、 旣に右 ふろく は 匡正され たる を以 

て、 

(三) 割換は 反って 右目-的の 妨げと もなる べき 故、 最早 か V る 慣行 を 要せ や、 

(四) 爾今 は、 それよりも 新田 開發 によって 耕地の 擴 張を圖 らし めんと し、 

(五) 而も 猶、 村民 相互 間の 申 合に より 割 地 を 慣行 せんとす る もの ある 場合に は 格別の こと V し 

て 之 を要認 し、 

(六) 斯くて、 旣に來 春 割替を 約束せ る もの V 如き は 別段 取浒^ 要せ ゃ勵 行すべく、 

(七) 凡そ 一旦 約束せ る もの は違變 すべから や。 


として ぬるので ある。 要するに、 福 井 藩と して は、 徵稅 所得の 上より、. 田地 割換の 方法に よる 持 

地の 不公平の 匡正に 併せて、 田 面の 隱匿卽 ち隱田 等の 存在 を 防止 せんとし たので も あるが、 旣に右 

ー齊 慣行^ 聲 明して 以來、 旣に三 四 年を經 過せ る 後に 於け る 施行 狀況 は、 反って 割 換に伴 ふ 繁雜な 

る 作業の 爲 めの 功果な きを 察し、 更らに 農政 上の 方策に 一大 轉化を 試みて、 積極的に 新田 經營を 力 

說し、 以て 領 田の 增加 方法 を 講ぜん としたの である。 然も、 一日： 慣習 的に なった 右 割 換は必 やし も 

之 を 劃然と 廢 止勵 行す ベ しと 迄聲 名す るに は 至ら や、 藩と しての 聲 名は聲 名と して 猶 民意 による そ 

の 慣行 を 連 綾す る こと を も 容認して ぬるので ある。 

五 

私 は、 この 一 法度 書 及び 前揭の 割地關 係の 文書 一 聯を岩 本區有 書類 中に 求めて、 (前 揭川崎 氏 文書 

は、 も レ」/ \ 明らかに 岩 本區有 文書に 包含 せらるべき 性質の ものである。) 以上の 如き、 餘， o にも 明 

白なる、 福 井 藩 割 地 慣行に 關 する 根本の 典 據に迄 逢着した。 私 は取敢 へや、 福 井 藩の 藩是 としての 

釗地 施行に 關 する 惯 翌の顚 末が： この 簡 短なる 前後 三 通の 覺書 (一、 寬文九 年 酉 二月 二十 六日 地 割 

之^。  二、 (宽文 九 年) 酉 二月 日覺 同。 三、 (寛 文 十二 年) 八月 覺) に 於て、 公式に 明示され てぬる こ 

笫七 福 井 SS の 割 地 定讲  二 五三 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  二 五 四 

と を こ、 に 確言したい。 

從來 多くの 學 者の 論考 を 重ね， た 割 地 問題 は、 その 起源の 豚 絡に ついて、 將亦 各地 慣行 地 間の 關係 

について、 其他猶 多くの 殘 された る 考察 場面 を 持つ ことで あるに しても、 あまりに も その 慣行 起源 

の濛汞 たりし 狀態 にあった ものが、 こ V に 於て 軍に 一福 井 藩の 場合に 限定され る こと、 は 云へ、 こ 

れ だけ 明白に、 その 慣行 始末が 知られる ことにな つたこと は、 私 かに 割 地 問題の 闡 明の 爲 めに 欣び 

とすると ころで ある。 

唯 然し、 同玫學 者の 中、 此等 一 聯の 規定 書 は、 單に 一 岩 本 村に 對 しての み 提示され たもので、 福 

井 藩領全 體に對 しての 割 地 慣行に 涉る もので はない ではない かとの 疑問が、 出 ま い もので も ある ま 

いか を 恐れる ので あるが、 私と して は、 勿論 今のところ、 この 岩 本 村に 於け る もの、 外、 此 等と 書 

式 を 同じう する 書類 を 他に 寓目した こと はな い ので ある 以上、 こ の點 未だ 些の 懸念な く 福 井 藩領全 

地 或に 對 しての ものと して、 考察す る こと を 確言し 難い わけで は あるが、 併し 又 一 面、 以上 一 聯の 

文書 は、 一 岩 本 村に 對 しての み 宛 行され たもので はなく、 尠くとも 藩領 下に 於け る 同じ 事情に ある 

領 村に 出 だされた ものと すべきで あると 考 へられる 理由 は、 前 揭定睿 本文 を 推敲したならば、 或は 

一村々 田地 內割 之義 村に より 割かね K 酉覺 第二 條) と 云 ひ、 一 於 二 村々 -古來 諸 役 免除」 (酉覺 第二 條) と 


云へ る 如く、 多くの 領 村に 亙れる こと を 示し、 又 本文の 文意に あ， o て も、 單に岩 本 村に 止ら や、 何 

れも 多くの 領 村に 亙る ものと して、 始めて 解せられ る ものである ことが 認められる こと を もこ V に 

確言したい。 (昭和 十三 年 七 月 成槁) 


^七 SI 井 潘の剁 地定迸  二 五 五 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  二 五六  . 

第 八 越中國 新開地 帶散居 村落 制 三論 

一 散 居 村落 I 所謂 孤立 莊 宅の 記錄 上に 於け る 確認 

二， 所謂 孤立 莊 宅の 成立 條件 

|_| 散 居 村落 分布 地 帶の範 園 

四 散 居 村落 分布 地帶に 於け る巿邑 及び 集 村 

= 結 論 

づ  HV 

(一) 

相距る 二十 餘年 前、 大正の 初期 小川 琢治 博士に よって 提示 せられる 「越 中國 西部の 莊宅 にっきて」 

と 題す る 論文 は、 所謂 我 邦 代表的の 散 居 村落 分布 地帶 たる、 越 中 國礪波 平野の それ を 主題と して 取扱 

はれた る ものであるが、 それに は 未だ 發生 起源に つき、 決定的なる 斷案を 示される 迄に は 至らな か 

つたと は 云へ、 含蓄と 示唆と に 富んだ その 內容 は、 我 邦 聚落 制 發達史 の 上に 劃期的な 位置^ 占む ベ 

きものと して 注意^ 惹 いた。 その後 博士 は屢々 聚落 地理の 問題に この 例 證^ 擧 げられ 前說を 確言せ 


らる V 迄に 至ってぬ る。 斯くて この 好 題目 は、 多くの 追從 者、 殊に 地理 學の 立場から、 多方面の 角 

度に 精査 せらる 、ところと なり、 それ は 今日に 至って 猶斷續 しつ、、 殆ど 每年 學術雜 誌上に その 關 

係 論文が 發 表されて ゐ るの は 周知の 如くで ある。 其と 相 並んで、 同時に 亦 新刊の 地誌、 地理 書に あ 

りても、 事 同地 方 若しくは 聚落 問題に 關 する 限り、 多少と も 散 居 村 を 題目と して、 多くの 興味が そ 

こに 集中せられ てぬるの を 認められる。 

想 ふに、 我 邦に 於け る 所謂 孤立 莊 宅の 存在 は、 決 して 一 礪波 平野の 地域に 限定され てぬな いこと 

は、 小川 博士 も 旣に當 初の 論文 中に 言明され て 居られる 通りで あり、 その 例證に 乏しくない ので ある 

が、 然し 地域より 觀て、 同地 方 程標式 的に 協 まって 廣大な 面積 を 占めて ゐる 個所 は、 他に 多く 之を認 

める こと は出來 ない ので あり、 況んゃ 越 中の 殆ど 全地 域 —i 殊に 礪波郡 以東の 婦負、 新 川 地方に あ 

りても、 猶同 一 の 村落 型體が 分布 せらる V を觀 るに 於て は、 確かに その 成立 發 達に 關 する 過程の 追 

究は、 我 邦 聚落 發達 史上の 重要 問題と して、 充分の 價値を 有する こと は、 異論の ない ところで ある。 

私 は 小川 博士の 論文に 刺戟 啓發 されて、 その 直後 自己の 調査す ると ころに 從ひ、 私見 を略敍 して 

之を學 界に 提示した。 小川 博士の それが、 最初の 論文に ありて は 前述の 如く 確た る 結論^、 保留 さ 

れて ぬられる にしても、 大體の 意向と して、 奈良朝 時代に 於け る 越 中の 礪波 地方に 設定せられ たる 

^八 越 中國新 n 她帶散 居 村落 制 三論  二 五 七 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  二 五八 

東大寺 墾田の 記錄、 開田圖 等の 示す ところに よって 同地 域に 區 劃せられ たる 條理 上の 設定 莊 宅が 斯 

る 孤立 莊 宅の 源流 をな せる ものな らんとの 推察に 對し、 私見で は、 主として 同地 域の 全般的 開發過 

程を歷 史的に 考察した る 結果、 奈良朝 時代の 作爲に 求む る こと を 不可能な りと し、 恐らく 藩 政 時代 

前 田 氏 就封以 來加賀 藩に よって 企圖 せられた る 農業 政策、 殊に 改作 法の 施行に よって 助長 發 達せし 

ものな らんと し、 その 論旨の 根據 を、 同地 方 新開地の 村落 構成 法式^ 表明せ る 規約 條項 中に 求め、 

之に 加 ふるに、 同意 味 を 有する 二三の 村落に 亙れる 類似の 例 證^ 充用した ので ある。 

以上 は 私の この 問題に 對 する 第一 論考 「舊 加賀 藩の 散 居 村落 制に つきて」 の 要旨で あるが、 爾來 

今日の 私に あって は、 多少の 觀點の 相違 を來 した ものが あると は 云へ、 その 論據の 根本 は、 猶 依然 

として 些 しも 之 を 訂正す る 必要 を 認めない ので ある。 私 は 其 後、 昭和 五 年 更らに 第二 論考と して、 

(S  ,  , 

「散 居並に 環濠 部落に ついて」 を 草して、 その 中に 前說の 足らざる ところ を 補訂した。 先き に 小川 博 

士の 論文に 暗示せられ たる、 礪波 地方 以外の 越 中の 各部に 亘り散 居 村落の 分布 を檢 索して、 その 歸 

結と して、 其 等 も 亦 恐らく 總べ て 藩 政 以降の 新開地に 發 達した るべき ものなる を歷證 し、 以て 礪波地 

方の 問題 を こ 、に 連絡して 考察 せんと 企 闘した ものである。 卽ち 從來の 問題と なれる、 限定され た 

る 視野 を 更らに 廣く越 中 全 國に篪 大して、 そこに 統制され たる 一 藩 法規の 下に 於け る 歸結を 求めん 


としたの である。 

私 はこの 二つの 論考に 於て、 當初 その 取扱の 態度 を 表明して、 歷 史的 過程の 捃摭 に忠實 なると 共 

に、 地理 的條 件の 考察 を も 逸せない 積り だとして、 始終 その 立場 を 忘れない としたの にも 關 はら や、 

事 實私は 考察 を 史的 方面に 集中す る こと 急に して、 自然 的の 條件を 取扱 ふこと. y 疎かであった の は 

汗顔の 次第で あるが、 幸に も 私 はこの 間に 發 表せられ たる 多くの 眞摯 なる 關係 論文 —— 囑 目した 範 

園に 於て、 村 松、 石 井、 市 川、 竹內氏 等の 其 等の 中、 專ら 地理 學的 立場から 論究 せられた 部分、 そ 

の他猶 間接に この 問題に 觸 れられ たもの を も參考 として、 私 は 多大の 學恩を 受けた こと を 表明す る 

と 同時に、 自然現象 上の 觀 察に 於て は 最早 これ 以上 を 望む 必要 を 感ぜ や、 唯 歴史的の 考察に あって 

は、 この 問題に 關 する 限り、 以下 言及す る 如く その 過程に 重大性 を 有する に關 はら や、 猶鋤犁 を 加 

ふるの 餘地 頗る 多き 現狀に 鑑み、 少しも 早く この 缺陷 を補說 せらるべき を 思 ひ、 私 はこ、 に 第三 論 

考 として 暫定的に 中間報告の 意味 を 以て この 小篇を 重ねた 次第で ある。 

( 一 ) 地 學雜誌 第二 十六 年 第三  一 ニ號 所載、 後、 小川 博士 編著 「人文地理 硏究」 に所牧 せらる。 

(二) 例へば 地球 笫五卷 第 四號 所載 小川 博士 「人文地理 學 上より 觀 たる 日本の 村落」 三、 莊宅式 村落， v 垣內式 村落の 項に 

「(東大寺 墾田 地 を) 閉 墾の爲 めに 生じた、 孤立 莊 宅が 氣 候の 關 係で 永遠に 持 讚され たものと 考 へる」 と 見える。 

(三) 地 學雜誌 第二 十七 年 第三 二 〇 號 所載、 後、 牧野 論集 「武家時代 瓧會の 研究」 に收錄 す。 

第 八 越中國 新開地 帶散居 村落 制 三論  二 五 九 


土地 及び 聚落 史上の 諧問题  二 六 0 

(四) 歴史と 地理 第二 十七 卷第 一 號 所載。 

1 散 居 村落 ，11 所謂 孤立 莊宅 の 記錄 上に 於け る 確認 

歴史上に 示された る 越 中の 開拓 は、 奈良朝 時代 東大寺 占有の 墾田に よって その 端緒が 捕捉され る。 

然し 今に 至って 桝私 は、 礪波、 射 水、 新 川に 百 一れ る この 主要なる 問題への 键鑰 を、 そこから 引出す 

ことに 成功す る ことの 出來 ぬの-を 遺慽 としなければ ならぬ。 更に 亦 中世 莊園內 の 村落 制に 於ても、 

尙 未だ 充分の 資料に 逢着す るまでに 至ってぬ ない。 漸く 戰國 時代 を 終って 前 田 氏の 入 封 を 見る に 及 

び、 始めて 越中國 內の隨 所に、 この 問題と 相接觸 する 場面 を 注意 せらる V ので ある。 

事々 しく 論證 する 迄 もな く、 近世 封建 領主の 民政 上の 關心は 封建の 基礎と しての 疆 土の 充實を 計 

るに あり、 その 手段と して 出來 得る 限りの 多くの 方策が とられた ので あるが、 就中 時代の 經 濟的發 

達の 階段の 上に、 特に 村落 制の 機構に 留意して 納 貢の 萬 全 を 庶幾す る ことに 一致した。 而 して 所謂 

全國 的の 規模 を 以て 施行せ られつ 、あった 太閤 儉地を 一 の 契機と して、 封建 領主の 間に は 一 面 城下 

町の 開設と 相 並んで 疆 土擴充 策と しての 新地の 開發 が競勵 さる V の を 見た。 

斯の 如くして、 天 正 十三 年 豊臣氏 幕下の 一大 名と して 前 田 利 家の 越 中 就 封 は、 この 國の 開發に 


とって 極めて 明確なる 新しき 一線 を 劃す る ものであった。 前 領主 佐々 成 政の 時代に ありて は、 未だ 

其 程 鮮明に 囑 目の 域に 達せなかった 新地 開發 令と 相 並んで、 該令 違反の 際に は納 貢を總 百姓に 賦課 

せしめん とする 共同責任 負 擔の聲 令 は、 兵馬 猶倥惚 の 際 早く も 前 田 氏の 手 によ つ て嚴 達されて ゐる 

のに 注意され る。 それ は 能 登に 於ての 一例で あるに しても、 恐らく、 全 領域 加、 越、 能 三國を 通じ 

て隨 所に 布令され たものと せられる。 而 して 利 家から 利 長 時代へ かけて、 越 中 領內の 實例を こ、 に 

擧 示せられ る こと は、 この 問題に 對 する 一 つの 出發點 となる 可能性 を 有つべき 重要 さが ある。 卽ち 

その 一 は、 加 藩藩史 藁に 利 家 ゆ 判 物 を原據 として 記載した 「文祿 三年 十二月 二日 越 中 苗 加 村 新 墾地ノ 

今年 ノ稅ヲ 複ス」 となせ る ものである。 それ は 加賀藩 民事 志に、 別に 利 長の 押 書 二通に よって 同樣 

の 題目 を 立て 村 肝 煎の 任命 を も 併記して ぬる ものが ある。 右 苗 加 村 は、 礪波郡 野 尻 村の 一部と して 

出 町の 南方に 當. o、 元來親 村が あ， o 新墾 地と して そこから 分 村した ものと すべく、 以上の 文面に よ 

れ ば文祿 三年 を距る こと 遠から ざる 前 時期に 開發 された ものと 考 へられる。 同地 域に は、 狒 その後 

述續 して 開發の 手が 延ばされて 行った 明證が ある。 卽ち慶 長 九 年 三月 利 長の 「かの 島の 內ち いかう 

し 島」 開 發に關 する 判 物に よれば、 宛名の 一部 を 失って ぬるが、 恐らく それ は 村 肝 煎た る ものに 宛 

てた ものなる ベく、 右 個所ち いかうし 島と 云 へ る もの はま さに 前記 苗 加 村の 東方に 相 連接した る 五 
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鹿屋 村鹿ノ 島の 內瑞 光島に 該當 すべきで ある (ね 滅^、 分 出 一 猶 その他 この 問題に 寄與 する 候補 

地と して、 婦負 郡の 新開々 村が ある。 同年 九月 利 長の 判 物に よれば、 同 郡轡田 村、 塚 原 村、 鵜 坂 村、 

羽根 村 四 ケ村野 ノ內を 新開して 村落と 成さし めんと する ものが あり、 現地 域に 於て それ は 主として 

同 郡 鶴 坂 村に 包括 せられて ゐる (fcg^ &舰 U 部/ 次に 翌十年 三月 利 長の 判 物と して、 f 五位 庄 

之內ぅ ち 島 村 先高 の 外野 荒」 地の 開發 許可 令が 下附さ れて ねる "(ill 肝^，  IJ)。 

以上 は 前 田 氏 入國の 初期、 初代 利 家から 二 代 利 長へ かけての 所 例で あるが、 其 等の 簡單 なる 判 物 

から は 到底 新開地の 村落 構成に 迄 立 入った 記事 を證徵 する ことの 至難なる は 云 ふ 迄 もない。 然し 今 

此圖 面で 見る ところでは、 以， 上 四 例の 中 苗 加 村 及び 鵜 坂 村の 場合 は 本 村 を 離れて 當該 地域に 明白に 

分 出した る模計 的な 散 居の 存在 を 示して 居り、 鹿ノ 島の 內瑞 光島 は 全域 模計 的の 散 村で あり、 獨り 

內島 村の 場合 は現狀 では 集 村 を主體 とし 近接して 二三の 散 居 を 認められる 程度で ある。 もとより 單 

なる 現在地 圖 上の 観察に ありて は、 假 りに 散 村な りと しても、 それ は 天災 逃散 等の 理由に よりて 斯 

く なれる や も 知る ベから や、 或は 亦、 當 初の 散 村型體 がその 後の 事情に よ 6 集 村型體 になれ る も あ 

るへ く  簡  單に之 を 決定す る こと は 出來な いので あるが、 以下 敍 を 追う て說明 せんとす る  女く  ^ 

らく 以上の 四 例 は 充分に 當 初から 散 居 I 所謂 孤立 莊 宅の 型體を 取って 設計せられ たものと 見られ 


るので ある。 

旣 にして 前 田 氏 は 慶長九 年 地方 統制の 一方 策と して、 村 役に 十 村 役 を 設定し、 三代 利 常に 至りて 

有名なる が 作法の 實施 となり、 それ は 五代 綱紀 時代に 至って 完成した が、 爾來 幕末に 迄持續 した。 

ふ ち にんと むら 

利 常 は 亦 扶持 人 十 村 を 置いて 專ら領 內開發 の 任に 當 らしめ、 綱紀 は 其 上 新田 裁許 役 を も 特設して 改 

作の 精神 を 徹底せ しむる こと、 した。 私 は 今 玆で前 田 氏 —I 加賀 藩の 農政 を 詳細. y 詳錄 する 遑を持 

つ こと は 出来ない ので あるが、 兎も角 上述の 過程に よって、 初代 利 家 以來の 農政の 主眼 —— 開拓 政 

策 は 遂行せ られつ、 あつたので、 特に 利 常、 綱紀の 二 代 結局 寛 永 乃至 元祿に 亙る 藩 政の 前半期に 行 

はれた る 幾多の 領 內開發 は、 斯の 如くして 成された とすべき である。 猶藩政 後半期に ありて は、 開 

發 機構の 內容が 前半の それと 尠 しく 色彩 を 異にする に 至ってぬ るので あるが、 それ は 更らに 後說す 

る こと V した い。 

然 らば 利 常、 綱紀 二 代 を 最盛期と する 改作 法 作興の 際の 新開地 拓 成の 實例 的狀態 如何の 問題に な 

ると、 そこに 奢し く 前述 前 田 氏 就 封 初期の それと 比較して 計畫 的なる 方策に 出で たる 例證が 見られ 

とめが き 

る。 私 は その 適例の 一 として、 先づ 何よ， o も 舊十村 役 戶出村 川 合氏舊 藏の留 書に 見られる 一 指令 書 

の 全文 を 抄出す る ことによって 端的に 說 明が 出 來 ると 思 ふ。 留書は 十 村 役と して 施行 關係 事例 を 類 
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聚 したる もの、 中よ， o、 更らに 後年の 備忘と して 最 重要 事例^ 摘 書した ものである。 その 事例 文 は 

「金 屋本 江村 長 左 衞門組 下 苗 加 村 百姓 共、 作場 手 遠に て 難 義仕候 間、 村 を わけ 田地 手 寄 能 所に 家 

を 立 罷在度 由、 斷書 付出し 置 候。 村 を わけ 候て、 手つ かへ 申義 有， 之 候 哉、 彌、 > 吟味 仕、 滯申事 

も 無, 之 候ハ. 、、 田地 仕 廻 次第、 百姓 共 望 之 通 家いた させ 可レ申 候。 若 又、 其方 共存 知 寄 も 無， 之 候 

ハ 、、 委細 可，, 申 越， 候。 三ケ 村に 分 候て、 肝 煎 も 壹人宛 立 申 首尾 候ハ 、、 先 肝 煎 扶持米 三ッ にわ 

け 候て 渡し 候樣- 一可， 一 申 付, 候。 以上。 

(寬文 十) -  . 

戈 十月 二日  岡 田 左 七 

(以下 五名 略) 

宮丸村 二 郞四郞 

(、以下 四 名 略) 

と ある もので、 岡 田 左 七 等の 新田 裁許 役から 二 郞四郞 等の 十 村 役に 宛てた 指令 書と 認 むべき もので 

ある。 苗 加 村 は旣に 前述した 文祿 三年 新 墾田の 當年々 貢 を 免除され た それで あるが、 この 文面で 

は、 厳密に 云へば 元來 存在し^ 本 村 を 斥す もの か、 或は 亦 新開 村の それで あるか 何れと も 識別され 

難い。 然し その 文意 は、 同村の 農夫 等 耕地 遠距離に 散在して 不便なる を 以て、 分 村して 該域 地の 近 

接 距離に 移轉 せんとす る 意向 を 表明せ るに 對し、 支障な き 限り 之 を 許可して 三 箇の分 村 を 認めし め 

ん とする ので ある。 之と て三ケ 村に 分つ と 云へば、 こ V に 論題と する 散 居 孤立 —— 所謂 莊宅 ではな 


いとの 異論が 起る かも 知れない が、 文意 を 押して 「田地 手 寄 能 所に 家 を 立」 となせ る ものに 問題の 

骨子と なる 散 居 を 認めん とする ので ある。 「三ケ 村」 と 云へ る もの は、 多くの 事例に よって^ しも 三 

個の 集 村 を 指示せ る もので はない。 

次に 第二 例と して、 寬文 十三 年 二月、 これより 先き 當主前 田 綱紀の 見 立に よって 開 發の功 を 終へ 

た 礪波郡 山 田野の 山 田 新に あ ，0 て は (|«"|、 一難 鶴 fl)、 旣に 第一、 二の 論考に 引用した 新田 裁許 役對 

改作 奉行の 往復 書簡に よって 明白なる 如く、 著しく それ は 秩序 的に 新田 農場に 於け る 村落 構成 法の 

制定 を 示せる ものが ある。 卽ち頭 百姓 一 人に 小百姓 十 人 宛 を 統轄せ しむる こと V し、 之 を 一 單 位と 

して 可成 數 村に 分散し、 村落 そのもの も 亦ち り- f に 散 居せ しむる こと を 規約した ので ある。 理由 

とすると ころ は 勿論 耕作地 へ の 遠距離 を 支障と した 爲 めで、 現狀に 於け る 當該山 田 新 村の 型體 如何 

に關 はら や、 開發當 初の 村落 構成 は嚴 として 以上の 如くであった 箬 である。 斯る狀 態 は 一面 荒野の 

新開地に あ. o て は、 當初 熟成 容易なら や、 勢 過大の 耕作 面積 を 要するに 起因せ る こと を も 容認せ ね 

ばなら ぬ。 

斯る狀 態の 下に、 爾 來領內 各地の 新開地に ありて は 散 居 村落の 發 達を來 したと 認 むべき であるが、 

"政 中期 以後に 至り、 其 等の 具體的 規約 は 主として 當該村 方の 田地 割定 書中に 記載され たる を 以て 
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知る ことが 出來 る。 舊加賀 藩の 田地 割 制度 は、 今日 迄の 通說 では 寛 永 十九 年創定 せられ、 凡そ 正 保 

年中に 至って 封內 一 般に 普及し、 改作 法の 成立と 共に 爾來每 二十 年の 標準の 下に 一 囘割換 の 慣例 を 

見た. o とされる。 それ は納 貢の 完全 を 期す る爲 一村 持 高の 平均 を 得せし むる. y あるので あるが、 そ 

の煩雜 なる 方策 は 漸次 農民の 自治 相互の 納得に 委任す るに 至， o、 藩 政 後半期に 至って は 各 村落の 田 

地 割 施行 規約 は 割換の 精神 を 骨子と して、 村 法 萬般の 精細なる 規則 を も 共 約す る を 常と する に 至つ 

て, Q る。 

而 して 夫れ は 天 保 九 年 十 一 月 藩より 布令せ る 田地 割 定書申 渡に よって、 十六 ケ條に 達する 多くの 

條項を 包括して 完備せられ てね るの を 知る ことが 出來 る。 斯る 次第によ つて、 該當定 書中に は 村落 

構成の 問題に 接觸 する 要項 を も 包括して ぬるの は當然 である。 然 らば 新開地 家屋 設定に ついての 制 

約 如何に 該當 する 條項 として は、 

「二、 惡 水の 義は 田地 養に 相 成 候 義に候 間、 已後 新たに 家作 致 候 者、 領之內 まばらに 相 成 候樣心 

得 可， 申」 

と ある 條 項が、 正に 散 居 制の 勒行を 示して ゐ るので ある。 その 理由 は 耕作地 遠距離の 爲 めと 云 ふよ 

り も、 寧ろ 田地 養 水の 適當 なる 利用の 爲め 或る 程度の 散 居 を 要せ しめたと せられて ぬる。 この 田地 


V- 力た 

割 一件 は、 加賀 藩の 封內 一般の 地方に 對 する 適用の 模本たら しめた 理由から、 共通して 村 役人 殊に 

と むら 

各 十 村の 手に 交附 されて それ f、 以下 諸 村に 適用 依據 せしめら る、 こと、 なった。 先き に 第一 論考. 

に 引用せ る、 下 新 川 郡 若 栗 村 田地 割 申 渡 亦 その 一 つで ある。 従って 厳密に 云へば、 新 川 地方に 該規 

約が 存在す るから と 云って 必ゃ しも それ は 同地 方に のみ 行 はれたり とすべき ではなく、 又 若 栗 村 そ 

の ものに 限定され たる 規約で は 無論ない ので ある。 この 點前說 を 補訂して 置く 次第で ある。 

但し 同 規約 を 模倣した か 如何 は 別と して、 爾來藩 政 時代 を 通じて 各地 方 田地 割 規約 中には、 同意 

味 の 摘要が 指示 せられる の は 容認 せられなければ ならぬ。 そして 適宜に 慣用 さ れ てぬるの である。 

例 へ ば 天 保 十 一 年 七月 戶出村 御田 地割定 書に は、 

「家 建 候 節、 同 苗 相談 之 上場 所 取 極、 尤作所 手 遠 等 見 斗、 大體家 建より 五十 間 斗 除、 まばらに 爲 

レ 致-家 建， 可レ 申」 

と^めて ゐ るので ある。 而し てこの 事例に 於て 始めて 新築 せらるべき 各 家屋 間の 距離 を差定 して 凡 

そ 五十 間と なし、 從來單 に、 「ばら-/ \ 一との み 漠然とした 限定 を 具體 的に 示して. Q るので ある。 そ 

の 理由と しても、 前記の それと は 別に 從 前の 如く 耕作 農場 へ の 遠距離 を 不便と して 斯く 規定した の 

である。 更ら にこの 個條は 
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「尤、 取 極 候 屋敷.、 本 作 誰の 地面 にても 惣 高に 引揚、 是迄 屋敷 同樣 家主より 取 立、 尤、 貫き 物 等、 

惣高餘 荷 共、 地主へ 相 渡 事。」 . 

として、 右 距離に 設定すべき 屋敷々 地所 有 主の 誰た るに 關せゃ 之 を 使用す る を 得しめ、 徹底して 散 

居 制を勵 行せ しめて. Q るので ある。 

(19 

斯る所 例は猶 多く 後代に 互って 適用され た。 卽ち 明治 四 年の 西 礪波郡 太 田 村の 規約に ありて は、 

「新 屋敷の 義は、 作 所 手 遠の 所に 付、 領中 まばらに 屋敷 取 仕、 是迄立 來り候 家より、 五十 間 計り 

相 離候ケ 所、 村 役人 長 百姓 見 分 之 上、 屋敷 相 渡。」 

ぞメ かた 

として. Q るので ある。 而 して、 此 等の 通則 は 田地 割 一. 件と 相 並んで、 恐らく 當 代の 同地 方 地方 諸般、 

殊に 屋敷 取の 施設に ついて 典據 となって ぬた 規約 書に 則った ものと 考 へられる。 所謂 該 模本 は、 天 

明 乃至 天 保 時代に かけて 射 水 郡の 著名な 算學 者で 新田 裁許 役と して 活躍した、 石黑信 基の 自記した 

「屋敷 割ー卷 事」 と 題す る 地方 書 額に 規定す る もの、 やがて それで あらう。 卽ち、 

「新 屋敷 は 同 苗 相談、 作 所 手 遠見 計り、 場所 取 極、 大體家 立より 五十 間 程 まばらに 可 n 相 渡-事。」 

と 見えた る 箇條を 藍 本と 見て 誤りない であらう。 

以上 私 は記錄 的に 準據 せられる 限り、 前 田 氏 入 國以來 藩 政 終期に 至る 期 周 を 通じて、 越 ヰ 新開地 


家屋々 敷地 設定 條 件に 關 する 管 見 を 通 記した 積り である。 之 を 要約 すれば、 その 初期に 於て 旣に新 

開 村立の 企圖は 頗る 活潑に 行 はれ、 大體散 居 制が とられた る こと を 思 はしむ る ものが あり、 次で 改 

作法 盛 行 期 卽ち藩 政 前期に ありて は、 散 居 村落 は 明らかに 新開地に 適用の 型體 をと り、 藩 政 後期に 

至りて 一 般 村落 規約の 範圍に 置かれた る 割 地 適用 條項 中に 加 へられ 益、 >  一 般的 となった ので ある。 

但し、 斯く 云へば とて、 私 はこの 簡略なる 三階 段の 發展 型體の 例示に よって 此 等の 問題 を說 明し 

盡 したと する ので はない。 新開地の 村落 設定と 稱 する も 決して 軍 純で はない。 新開 そのもの も 軍に 

改作 法に 準據 さる 、もの、 みで はなく、 殊に 藩 政 後期で は、 一 般的 現象と して、 資本家の 進出に より 

純然たる 受負 的の 所爲 によって なされた る 新開地 亦尠 くな く、 そこに 構營 せらる、 部落の 構成 亦、 

^しも 彼等の 意圃 によって 舊 制に 依據 する を 利と する もの V みで はなく、 更ら に複雜 なる 狀 態に 置 

かる、 ものが ある。 其 等に つ いて は更ら に後敍 する こと、 したい。 

( 一 ) 加贺藩 史料 第 一 編 所 牧侥登 國 古文書 

(二) 越 中 史料 卷ニ 所收. 

(三) 加贺潘 史料 第 一 編所收 越中國 古文書 

(四) (五) 同上  • 

(六) 寬文初 終 十二 年留 * 全部 之內 後年 可用 處拔香 
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(七) 山 田 新田 開墾 書類 II 地 學雜誌 第二 十七 年 第三 二 〇 號、 拙槁 r 菘加賀 藩の 散 居 村落 制に つきて」 に 所收。 

(八) 栃内禮 次 r 曹加賀 藩 田地 剁 制度」 

(九) 戶 出村德 十 村 川 合 氏 舊藏天 保 九 年 田地 割 一 件 

( 一 〇) 明治 四 年 礪波郡 太 田 村 御田 地 割 定書帳 

二 所謂 孤立 莊 宅の 成立 條 件- 

小川 博士に よれば 所謂 莊宅は (Homestead,  Hof) の 約言で、 周邊 に附屬 せる 田畑 を 有する 屋敷で 

あり、 從 つて 孤立 莊宅 (Kinslcr,  H-f) は單に 孤立した る 農家と 稱 する のみの 意味で はなく、 その 周 

.  (1) 

邊の 土地 は該 家に よって 耕作 せらる V ことが 要件と なって ぬると 解說 せられて ぬる。 而 して その 完 

全に 適合 せられて. Q る 地域 を、 礪波 平野の 村落に 見られる とせられて ぬ るので ある。 

それ は 云 ふ 迄 もな く 多くの 事例に 於て、 村落 成立 當 初の 型體は 孤立と 集合との 如何に 關 はら や、 

各 家相 聯ん で出來 得る 限. o 自家の 耕地に 近接す る 狀態を 有して. Q たぐ らう こと は 寧ろ 普通 だと 考 へ 

られ る。 何と なれば、 當初 各自に 拓 成した る 個所に 家居す る ことが 自然であった からで ある。 

今 越 中 新開地 域 —— 主として 礪波平 毎に 私 は數ケ 所に 亙って 耕地 關 係に 於け る 居住 分布の 實狀を 

地籍 圖に 求めて 之 を 實證 せんと 企圖 したので あるが、 一 例と して 玆に揭 出した 西 礪波郡 石 黑村和 泉 


8* 鼴鈀 雜- まお^ 圑 


の 部分 圖 では、 阖 上に 現 はされ たる 二十 八戶の 屋敷の 內屋敷 所有者た る もの 二十 戶、 お 敷 請 地の も 

の 乂戶を 示して. Q る。 耕地 關 係に 小作 地と 自家 所有地との 區別を 示されて ゐ ない の は遺慽 である 

が、 所有者 側に よって 之 を點檢 したならば、 大體 一 定の 距離 を 以て 散 居せ る 各 家の 周邊 を圍繞 して、 

耕地の 分布され たる 狀 態が 歴然とされ てぬる (き 雌 德赠贿 tm^i せよ. 。と)。 殊に 興味 ある 事實 は、 

1： 中の 石 崎 一 家が、 累代 相 分家して 全地 域の 大半 を 所有して ぬる 狀 態が 石 崎系圖 によって 示される 

ことで ある。 右 地 鐯圖は 明治 八 年 地租 改正の 際 調製され たもので、 もとより 其 迄の 期間に は 特に 藩 

政 崩壞期 以後の 急激なる 土地 所有 權の 異動 を豫想 せらる、 に關 はら や、 比較的 所謂 孤立 莊 宅の 原義 

に 則って. Q るの を觀れ ば、 藩 政 時代に あって は、 一層 それ は 模型 的に 布置せられ たくらう こと を 想 

像せ しむる に 足る ものが ある。 ^以上と 同型 式に よる 地籍 圖は、 私の 手元に 西礪 波郡吉 江村 田 中、 

同 郡 西 太 美 村才川 七、 同 郡 廣瀨館 村靑垣 新、 同 郡 東 太 美 村 天 池、 同 郡 廣瀨村 天神 字才 勝の もの を蒐 

^して ゐ るが、 其 等は總 ベて 規を 一 にして 大體和 泉と 同様の 分布 狀態を 示して. Q るので ある。 

この 莊宅 として 自作 小作 地の 如何に 關 はら や、 當該 居住地と その 周邊の 耕地と は 後に 詳說 せんと 

ひ さ ち  rV ラち  / 

する ra 地 割の 實 施に 當. o て は、 引地 若しくは 惣 地の 名稱の 下に 抽籤に 際して 持 分の 變換 お免れし む 

る 仕組と なって. Q たので ある。 次の 圖解は 右說明 用と して 調製され た 假定圖 であるが、 右に よれ 
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二 七 二 

ば莊宅 を圍繞 して 各 家の 耕地が 布置され て ゐる狀 態 

を 明示す る ものが ある。 各 家每に 一 々之 を 示さ く る 

は、 槪要 說明圖 としての 明細 を 省略した 爲め であら 

ラ o 

更ら に文獻 上の 證徵 として は、 寬文ニ 年 改作 奉行 

3 

連署 覺眷 中に 重要視すべき 一 條が ある。 

「 一、 何 之 村 も 家、 近所 之 田地 之 分力、 大形 上田 

二 候 得ハ、 手 入 を以、 下田 も 上田- - 一可 レ 成候條 、手 

未 之 田 畠 も、 常々 情 を 出し 可レ申 事。」 

と ある ものに よれば、 その 語句 尠 しく 晦 溢の 嫌 ひが 

あるが、 要するに 

(い) 居 宅 周邊の 田地 は槪 して 上田な り。 

(ろ) それ は 常に 居 宅に 近接せ る を 以て 手 入 行屆け 

る爲め なれば、 遠距離の 田 畠に ありても 手 入 


を 怠ら ざれば 上田と なるべし。 

と 云 ふ 程の、 二つの 語意 を 有って ゐる やうで ある。 私 はこの 語句から、 一般の 各 農家の 現狀が 居住 

地の 周邊に 耕地 を 有し、 近距離 を 利用して 手 入に 努めて. Q たと 解す る ことが 出來 はしない かと 思 ふ。 

而 して 一般的の 原則として、 新開地の 場合に 於て 開 發人は 當該筒 所に 家居 耕作し、 義務 違犯の あら 

ざる 限. o 之 を 取上げられて 他人に 附 せられる ことはなかった とせら る、 ので ある。 例 之、 天 保 十五 

年 戶出村 田地 割 規則に 揭 出せられ たる. 個條 書中に、 

「一、 御田 地勢 子 場所 之 義ハ、 開發 人-一、 本 成-一作り 可い 申 候。 勿論、 御 年貢 未相滯 候つ、、 取揚、 

余人に 仰 付 可， 仕 候 事。」 

と ある もので、 「家居」 と は 明記され て： Q ない が、 新田 勢子 卽ち 開發 百姓 は、 普通 當該 場所に 定住す 

る こと を 示した ものである。 從 つて その 居住地の 周邊 が、 耕作地と なること に 定めら る、 ので ある。 

然も 田地 割の 慣行に 當 つて、 折角 手 入の 行 屈け る 以上 居 屋敷 阇邊 耕作地の 相轉換 せらる、 に 至る こ 

と は 苦痛 忍ぶべからざる を 以て、 田地 割 施行 當 初期に ありて は屢 ミこの 點に對 して 論議せられ、 前 

揭寬文 二 年 改作 奉行の 手に よって 出された る覺 書に は、 

「向後 田地 割 被， 一 仰 付， 間 離 旨に 候條、 持 高 無 ー| 油斷 r またく 情 を 出し 候樣」 
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と 規定して 割換制 を廢. ^して 迄 各自 周邊持 高の 手 入お 期せし めんと したので ある。 但し 一 般 的に は 

こ の 妥協 策 も 遂行 さる、 こと、 なら や、 これよ. o 先き 前述の 如く 旣に該 制度の 慣行 は改 動す ベから 

ざる ものと なった ので ある。 それにしても 右手 入行屆 ける 家居 周邊 地が 一 般割換 地に 編入 せらる、 

こと は、 特に この 周邊地 自家 耕作 慣行の 習俗が 早くから 續 いてぬ た 丈け に、 何等かの 除外例 を 要す 

る ことが 必須 條件 として 更らに 論議され る こと、 なった。 こ、 に 於て 前述 引地 乃至 耕地の 名目の 下 

なほし ろ 

に、 主として M 敷地、 苗代 地 等 割 換期每 に變更 すべから ざる 地目と 共に、 屋敷 周 邊地は 除外 何の 中 

に容 入せられ たので ある。 その 全 所有地に 對 する 比例 は、 時代と 地方と により 必 しも 一定して ゐな 

い。 引地 規定に ありて は、 寛 文 十 年 高 百 石に 對 して 六 反 (居 屋敷 共) となせ る を 最大限度 として 初 

見して， Q る。 天 保 九 年 田地 割 一件に よれば 新 屋敷の 外 苗代 田の 名目の 下に 百 石 六 反の 割合と し、 結 

局 新^ 敷の 分 丈け お 多くした ので あるが、 これより 先き 天明 六 年 福 光村 割地定 では 高 百 石 毎に 屋敷 

七百步 苗代 八 百 歩 計 千 五 百步の 引地と し、 天 保 十二 年に は 引 高 一 石に 十五 步宛卽 ち 百 石に 五 反の 割 

>  (七) 

合と なり、 新 屋敷 は 別に 耕地に 組 入る、 こと、 して ゐる。 

斯の 如くして、 田地 割 規約 そのものが 大體 農民の 自由に 委認 せられて ゐた爲 めに、 必 しも 各地 方 

一律と 稱 する を 得ざる ので あるが、 然し この 引地 百 石 六 反の 標準で は、 籤換に 際し 充分に 新 屋敷 周 


邊 也の 不變を 期す る ことが 至難であった 爲め、 實際 上に は 斯の天 保 九 年 田地 割 一件に 定 むる 如く 

「籤當 り 田 之內、 百姓 同志 tr- 田 之 儀 は 勝手次第 之 事。 一として 蓮 用せられ、 替 田の 名稱の 下に、 自由の 

談合 を 以て 相互 間の 交換 契約が 成立した ので ある。 斯の 如き 事例 はもと より 越 中 新開地の 場合に 限 

らゃ、 各地 一般の 割 地 慣行 地に も 亦 行 はれた 如くで あるが、 然し 越 中の 散 居 村落が 獨特の 型 體を保 

ちつ、 畏く之 を 保持して ぬた 爲 めに は、 か、 る 方法が 特に 必要と された こと は 疑 を容れ ない。 

以上 は 前記した るが 如く 專ら礪 波 地方の 資料に よって 解說 したので あるが、 市 川 氏に よれば 越 中 

吳羽山 以東 卽ち 中部 新開地 帶に 於ても、 

「宅地の 周 園の 土地 は (田と か 畑) 必 しも その 家の 所有と は 限らぬ。 

各 孤立 農家 は その 周圍の 田畑 を 耕作す る ものが 大部分で ある。」 

とせられて. q る ものが ある。 これ 私の 專ら 例證 した 礪波 地方の それと 同型 體が、 中部 新開地 帶 にも 

K 用 せらる >- こと を褢 書せ る もので、 恐らく 越 中東 部の 新開地 帶を 通じて 亦 その 型 體は觀 られる こ 

と、 思 はれる。 但し 石 井 氏の 報 文中 宅地 同邊 地が 必 しも 該 家の 所有に 限ら やと せられて ゐる點 は、 

f 人. 1 恐らく 前述 礪 波の 場合に 於ても 然 りし 如く、 何れの 場合に も斯る 原始 型體 が持續 さる、 ことの 

不可能なる 以上 當然の 成行きと せらるべき である。 恐らく それ は 小作の 形ち に 於て、 該 地域に あり 
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て も 宅地 周邊の 耕作が 持續 されて 來 たこと、 思 はれる。 

次に 屋敷 地の 面積に 關 する 制限に つ い て觀 察したい。 前 揭西礪 波 郡 石 黑村和 泉の 部分 圖に 分布せ 

る 屋敷 二十 八の 內、 最大 面積 を 有する 石 崎 彥三郞 氏 邸に ありて は 三 ^三 畝 三十 四步を 占め、 その 

他 一 反步 以上の もの 三戶を 示して. Q るが、 最少 面積の もので は 一 畝 三十 步の もの 一 戶 あり、 之に 近 

きもの 數 戶を算 して. Q る。 之 は後敍 する が 如く、 屋敷 地と して 最狹少 の 部類に 屬 すべき ものである 

が、 最廣の もの は 未だ そこ 迄 調査の 手を延 してない から 明言 は出來 ない が、 恐らく 或は 一町 歩 以上 

に 達する もの も 亦 存在す るので はな い かと 思 ふ。 それ は 多くの場合 藩 政 時代からの 設定で はなく、 

前代 以來 創設の 敷地 を傳 承して ぬた ものと 解せられ る。 然し 藩 政 時代に は、 此 等の 大小 居 屋敷 を 通 

じて 一部の 特 權を認 むる 外、 厳に 農政 上の 立場から その 廣狹 存廢の 如何 を 定め、 或は 改作 奉行 乃至 

十 村 役の 間に 於て 之 を 合議し、 或は 一村 申 合の 上 之 を勵 行した ので ある。 例 之、 天 保 十一 年の 戶出 

新 村 割地定 書に よれば、 小作 屋敷 は 五十 歩 を 定則と し、 大作り 若しくは 沼地に 限りて 增 步を認 むる 

こと、 し、 その他 新規の 付添へ を 厳禁し、 若し 小作人 病身に て 出 作 不能の 際 は、 屋敷 地 を減步 せし 

むる こと を 言明して ぬるので ある。 而 して、 若し 屋敷 替の 際に は その 跡 を 早速 上田に 耕作 復奮 せし 

め、 分散 人の 場合に は、 地主 等の 間に 示談して 之 を 開立せ しめる こと、 定めて ぬる ものである。 


前 出 天 保 九 年 田地 割 一件に よれば、 猥りに 田地 を 潰して 屋敷の 設定 をな す を 禁じ、 亦 設定の 際に 

ありても 出來 得る 限り 步數を 減少せ しむと 云 へ る もの を 見ても、 農耕 本位の 立場に 於て 屋敷 地の 設 

定が なされた るかく 知られる。 

更に 亦、 それよりも 早く 文政 二 年 野 尻 村 田地 割 規定に、 

「一、 領 之內、 屋敷 替並出 來家仕 候ハ、 村 方-一 無い 構 場所-一 爲， 致、 其 人 作る 御田 地 長 百姓 中 相談 

之 上、 傳 下し 之內 分ち 取、 爲：. 作 可レ申 事。」 

と あるに よって、 新規 屋敷 設定の 際 如何に 農耕 上の 立場から 周到に 檢査 して 當該人 を 耕作地 中に 移 

居せ しめた かの 實情を 知らし むる ものが あらう。 

更らに 亦 所謂 散 居 村落 特異の 景觀 をな して ゐる 屋敷 地 四周の 垣根 お！；^ 、ィぉ 、呼 カ稱ィ す" ュ、〕 について 

は、 之 を 通観して 前記 天 保 十一 年 戶出新 村 田地 割の 規定に 見ら る」、 居 屋敷 垣根の 植添は 作物 蔭 打 

になる を 以て、 西北 二方 三 步程宛 除去す る こと、 定め、 若しくは 一 定の 高さに 之 を 伐採せ しめな どし 

たの は、 此亦 農耕 地 本位に 基く ものである こと は 勿論で ある。 而も 何故に 思 ひ 切って 徹底的に 之 を 

除去 させなかった かと 云 ふ 問題に 對 して は、 識者 或は 風防 林と して 若しくは 火 防 林と して 若しくは 

Aiiffl として 之 を 存置した るなる べしとの 考察 を與 へ て. Q る やうで あるが、 勿論 斯る 目的に 於て 駿 
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存 したと する に 異論 はな いので あるが、 獬 その 源流に 溯っても つと 深く 省察すべき ものが あらう。 

私 は副貳 的の 意味で 充分に 斯る 存續の 意義 を認 むる と共に、 別に 源流に 關 しての 管 見 を後敍 しょう 

と 思 ふ。 

而 して 亦、 屋敷 地の 面積が 階級に よりて 拘束 制限され たと 同じく、 垣根の 存置に ついても 亦同樣 

の 規定が 彼等の 上に 置かれて ゐた。 文政 二 年 西 礪波郡 野 尻 村 割 地 規定に は、、 

あたま ふり 

「一、 小百姓、 頭 振 居 屋敷 之 義ハ、 木 竹 何 にても、 立 申 間 敷 候 事。」 

の 一 條が 所見す る。 もとよ， o 之 は 野 尻 村 一 村の 文政 二 年の 場合に のみ 規定され たもので はない かと 

云 はれ、 ば それ迄で あるか も 知れない が、 總體 的に 一 藩の 農耕 本位の 立場から 結果して、 斯る 方針 

を 示す に 至った ものと して 恐らく 大過ない であらう。 現に 鎖 葱た る 所謂 カイユ ョ屋 敷地の 點 在中に 

相 伍して、 樹叢 なき 露出せ る 孤立 家屋が 混交せ る もの ある を 以て 容易に 知られる ので ある。 それ は 

近時の 伐採の みで はなく 舊來旣 に斯る 型體に 改定せられ てぬ たので ある。 

( 一 ) 小川 琢治 博士 前 出 「越 中國 西部の 莊宅 につ い て」： 

(二) 明诒ニ 年 加賀藩 改作 尜行 の 諮閗 に 應じ て 田地 割算 者 によ" て 調製 せられた る^ 地 說明圖 (射 水 郡 作 道村齋 藤氏 所葳 〕 

による e 

(三) 川 合 氏^ 藏 書類 r 苋文初 終 十二 年留 * 全部 之內 後年 可用 處拔 書」 所 收寬文 二 年 四月 十日 附 改作 奉行 連署 覺蒈。 


(四) 天 保 十五 年 四月 戶出村 碁盤 割 納^ 定書帳 

(五) 前 揭川合 氏蔷藏 書類 留誊所 牧寬文 十 年 十月 二 R 附 指令 状 

(六) 天明 六年視 光村 田地 割定書 

(七) 天 保 十二 年 七 J 福 光村^ 盤 割定誊 

(八) 巿川渡 「越 中 吳羽山 以東の 聚落に つ いて」 (地理 學 評論 第 十卷第 四號) 所载 r 吳羽山 以東の 聚落 主として 散衬」 の 項。 

(九) 天 係 十 一 年七ヌ 戸出 新 村 御田 地 割定書 

( 一 〇) 野 尻 村 史料 所牧 文政 二 年 壬 二月 碁盤 割 定書帳 

三 散 居 村落 分布 地帶 の範圍 

次に 私 は 散 居 村落 成立の 分布 地に つ い て、 特に その 範圍 に關 する 考察 を 重ねて 見たい。 

この 問題に ついては 私 は旣に 第二 論考に 於て 一 應 その 槪要を 述べ 盡し たので あるが、 その後 主と 

して 地理 的觀 察の 下に、 礪波 地方 庄川 流域-——.. 礪波 平野の もの は对松 氏の 精細なる 調査に 之 を 確 知 

せし むる ものが あに、" 又 市 川 氏に よって 主として 神 通、 常 願 寺 流域に 於け る 考察 を 豊富なる 文獻と 

地理 學 的との 兩 面より 論究され たもの が あり、 更らに 黑部川 流域の それに 關 して は 竹內 氏の 主と し 

て 地理 學的 考察が 發 表せられた るの を觀 た。 玆に 於て 私の 第二 論考で 企圜 した 礪波 以來 越中國 全部 

に 視野 を擴 大した 場面の 明細なる 研究が、 殆ど 完備して 究明され たこと、 なった ので あるが、 私 は 
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以下 この 論文の 構成 を統 一 せし むる 必要 上 更らに 蛇足 を 加へ ん とする ので ある。 その 立場が 歷 史的 

考察の 歸結 にある こと は 云 ふ 迄 もない G 

旣に 前述した 如く、 越 中 開 發の稀 有の 史料と して 尊重すべき 東大寺 墾田の 始末が、 奈良 朝に 於て 

の 成果 如何 は 之 を 地域的に 觀て 多く 捕捉す る 能 はざる は遺慽 であるが、 然し 其 は 同時に 設定され た 

越 前の 場合の それ 程に 開墾され たと は考 へられない。 然し 其 後 中世に 至って 越 中 は 大國の 一 に 列せ 

られ、 京都、 奈良 等の 貴族 寺社 を領 家と する 多くの 莊 園の 設置 も 亦 所在に 散見し、 一面 式內 神社の 

分布に よって 從來 拓殖の 進展 は 充分に 認められ るので あるが、 而も 比較的 茫大 なる 面積 を 占めたる 

不毛の 曠野の 隨 所に 遺存 せられた る もの も 亦 頗る 多かった ので ある。 

それ は 一 般に臺 地と 名 づけら るべき ものと して 沖積平野の 一 段 上位に ある 平坦 面を稱 し、 之 を 沖 

積 地に 比較す る 時 は 著しく 自然 的の 制約 を 受ける の を 常と する。 就中 水利 關 係に 多大な 支障が ある 

とせられる。 

. それ は 比較的^ 規模の 場合 を 別と して、 近世 爲政 者の 工作、 資本家の 進出 未し き 時代で は、 近畿 

地方の 文化 濃厚なる 她帶で すら 久しく 遺棄され て 顧慮せられ なかった 場所が 多々 殘存 して. Q たので 

ある。 開拓 はか、 る 地 帶を置 去. o にして、 撰 食 ひ 的に 耕 住 地 を撰定 して 前進した ので ある。 玆^ 於 


て 自然の 地形が、 斯る臺 地に 富み 全國 的に 著 聞せ る 多 數の荒 河 を 有し 常に 氾濫し、 而も 北陸の 邊境に 

位 誇す る 越 中に、 其 等の 地域が 久しく 開拓に 撰り 殘 された こと は 敢て異 とする に 足らな いので ある。 

され ぱ礪波 地方に 於ても 斯の源 義仲西 上の 際陣 立せ る 般若 野、 栴^ 野の 如き、 降って 本願 寺 蓮 如 

時代 布 敎の陣 を 張った 野 尻 野の 如き は、 斯る狀 態の 曠野だった こと を 容認せ しむる ものが ある。 但 

し 各 臺 地に 接觸點 在して、 時代相 當の 規模の 下に 耕地 通 水の 便 ある、 若しくは 工作 を 施設し 得べき 

個所に 聚落の 形成せられ たる もの あるべき は 勿論で ある。 私 は 端的に 云へば、 下に 云 はんとす る戰 

國 時代 乃至 藩 政 時代に 入って から 發 達した 特殊 聚落 (市 邑) の 外、 裏地々 域に 散在 發 達せる 集 村 を 

斯る經 過の 下に 相當 早くより 旣 成せられ たもの があった と考 ふるもの である。 其 等と 相 伍して 同時 

に、 中世 莊 園の 發達 時代と して、 土着 武士 所謂 士 豪の 手に よって 然るべき 小規模の 可 耕地 を 占定し 

て 居 館せ る もの V 存在 を 考へ るので ある。 面積 一町 步 にも 達する 居 館 地、 繞 すに 防禦 農耕 兼用の 水 

濠、 更らに 居 館の 周 邊に繞 すに 一面 防禦 用と して 威厳 的 迷彩 を 有する 樹叢、 そうした 土 豪 屋敷の 點 

在 を 想定す る。 それ は 近畿 地方に も 所 例 を 見る ので あるが、 殊に 邊境筌 閑の 地域に 例證を 見る こと 

が 多い ので ある。 私 は 前に 第二 論考. y 管 見 を 略述して 置いた が、 爾來 未だ 具體 的の 調査に 及ばない 

ので 今 確證の 列擧が 出來な いのは 遺慷 であるが、 例へば 斯の富 山 市の 東南、 婦負郡 速 星 村 森 島、 御門、 
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同 郡 熊 野 村道 場、 上 新 川 郡 新 保 村 任 海、 秋ケ島 ^舰園 njl^.; 分) 等に 見ら る \ 散 居 村落 中に 介 

在し 濠渠 を圍繞 せる 比較的 大地 域 を 示せる 居 館 型の もの は、 恐らく 其 等の 遺構 を 今に 存 せる もので 

はない かと 考 へられる。 此は單 に 一の 地圆 面より 拾收 した ものに 止る ものであるが、 同じ 型體 にあ 

る各臺 地中の 散 居 村落 中に 之 を 撰 出す る こと は敢て 至難で はない。 但し 斯の 如き 私案 は、 史料 を 離 

れ たる 根柢 少き 臆測に 過ぎ や、 更に 私と して は 舊十村 役の 所在 尾 敷地 を 記錄 によって 相 照合し、 斯 

る豫 見が 果して 適 中す る や 否や を 檢 する の 機會に 到達した いと 思 ふ。 十 村 役 は その 設定 當 時の 人 

撰、 主として 當該 地方に 儼存 せる 土 豪の 舊裔を 以てし、 爾來藩 政崩壞 期に 至る 迄廢 任亦尠 から ざ， o 

しも、 その 人 撰は槪 して 斯る 由緖の 家から 任用せ しめたので あるから、 彼等の 居 館 地が 中世 土 豪の 

故阯 であった 場合 は尠 くなかった 箬 なので ある。 故に 之に 該當 した 居住 屋敷 は當該 地域 を開發 して 

彼の 隨從者 を その 近郊に 居住 耕作に 從 はしめ、 干戈に 際して 從 軍の 義務 を 負 はしめ た 棟梁の 占有し 

たと ころと 解して 大差な きを 思 ふので ある。 今昔 物語に 所見せ る 越 前 敦賀郡 麻 生 野に 居 館せ る 藤 原. 

利 仁と その 郎等の 關 係に 於て、 彼等の 居住が なされつ 、あった ことむ 思 はしむ るので ある。 而 して そ 

の 土 豪 居住の 型體 が、 散 居 村落 制 成立の 一 模本と なった ことお 提案した いと 考へ るので ある。 私 は 

斯る ものが 一 の 主要なる 源流と なって 模淤 せられ 藩 政 時代に 至り、 更らに 規約 的に 統制され 劃 一 さ 


れて 所謂 孤立 莊 宅なる もの を 形成せ しめたと 考 へる ので ある。 常に 問題と せられる 屋敷 地 周 邊の榭 

叢 —— 垣根 は、 居 館 地 を 防禦し カム フラ 1- ジ する 威嚴的 迷彩と して 發 達せる ものが、 その ま、 傳承 

された もので はない か。 そこに 起源 を 求むべき ではなから うか。 私 は 斯く考 へて， Q るので ある。 こ 

の 垣根 は 更に 著しく 地形 を 異にする 射 水、 氷 見 郡の 地域に も 亙って、 集 村の 場合に 於ても 猶 且つ 一 

： ^敷 每に之 を圍繞 せる ものが 尠 くない。 又 一 村 全域に 幾分 稀薄で は あるが、 之 を 有せる ものが ある。 

私 は その 型 態が 越 中に 見ら る、 それ 程 迄で はな い にしても、 更らに 一 般 的に 我國 中部 以東 —— 開拓 

後進 地域に はこの 景觀が 多分に 見られる と 思 ふ。 而 して それ は大體 論と して、 近畿 以西の 露出 的な 

る 村落^ 觀に 著しき 對比を 示して ぬる こと、 考 へ る。 

旣 にして 中世 末期に 至り、 礪波 地方の 本願 寺 系 を 主流と する 眞宗 の敎線 展開 せらる 、や 彼等の 布 

敎根據 地と して 二三の 寺院 都市 を さ へ 構成 さる V を 見た ので あるが、 それ は 同時に 地方 村落の 開發 

を 誘引 助長した ものと 考 へられる。 而 して 次に 來る もの は、 近世 初期 前 田 氏の 就 封に よる 農政の 革 

新で ある。 それに は 先 づ領內 多數の 河川 を 利用して 通渠 用水の 工事 切， o に 行 はれ、 十 村、 新田 裁許 

役 等， の 活躍と 共に 所在の 取殘 された る臺地 開拓の 功 漸次 進展し、. 殊に 著名の 土 功 家. の 輩出 庸聘 によ 

6 て大规 校の 開發 が^ 期 的に 成立す るの を 見た。 例へば 藩 政 初期 射 水 郡の 安藤 兵 九郞、 同 中期の 三 
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輪 日顯、 同 末期の 椎名道 三等の 如き、 何れも^々 の士 として 著 聞して ゐ るの は 衆知の ことで ある。 

而 して 亦 彼. 等の 手に 大土功 を 遂行せ しめた 町人 資本家の 投資が、 特に 中期 以降に 互って 濃厚な りし 

を觀 るので ある。 

更らに 私 は、 前 稿 「散 居並びに 瑷濠 部落に ついて」 の 中より、 越 中に 於け る 藩 政 期國內 新開地 表 

を 摘出して、 中世に 遺棄せ られつ 、あった 地域が、 新田 村落 地と して 相 並んで 出現し たかを 展望し 

たバ、 そ L は文豫 以後より 明治 初年に 亙る もの 凡そ 二十 二 項 を列擧 したので あった。 

それで 以て、 新開 立 村の 母胎の 大部分が 久しく 取殘 された 原野たり しこと を 知る に 充分で あらう。 

5 ンて 更らに 左表に よれば、 藩 政 時代 を 通じて 加賀 藩に 屬 する 越 中 國內の 本高對 新田 高の 割合 は 

約 四 割强に 達して ぬる こと を 示す ので ある。 

新田 高 

一 一 一、 三 三 四、 八 〇〇 

一 二 七、 七 四 七、 三 〇〇 

一 五 五、 二 九 二、 一 一  〇 

1 九 三、 五 五三、 九 ニニ 


年代  管 

寬文四 

M  享  三 同 

享保ニ 同 

明治  二 同 


轄 

越 中ノ內 15、 (默 i〕 


本  高 

四 七 九、 八 七 九、 六 九 〇 

同 

同 


之と 相對 照すべき 婦負及 新 川 郡の 一部 を 領有した 富 山 藩の 明細 資料 は、 加賀 藩の それと 同じ もの 

を 手元に 持たない の は遺戚 であるが、 大略 左表の 如くに なって ゐ る。 


年  代 

^ 文 

叨  治 


轄 


本 


高 


一 ，ノ 內耀、 (一部〕 

三 一 同 


石 


〇0、〇〇0、〇〇〇 

110、  I 九 八、 七 九 五 (古 高) 

I 〇、〇 六 五、 一 七 〇( 銀納 高〕 


新田 高 


二八、 0 八 一、 六 1 三 


玆に 新田 高と 記された る もの は、 前記 加賀 藩の それの 如く 年代 を 明記して ぬない ので、 果して 藩 

政 初期からの 開拓 鬼 計を擧 記せられ た， o や 否や は 明らかで ない。 そして 本田對 新田の 比例 は 約 二割 

三分 强 となって， Q る。 之 を加賀 藩の ものに 比較して、 約 半數の 成績に なって ゐる わけで ある。 

新 立村數 につい て は、 加賀藩 所管の もの は 寬文四 年の 公簿を 始めと して 以下 藩 政 期 を 通じて 千 "百 

二十 ケ村 とせられて， Q るが、 明治 二 年に は 千 九 百 三十 ケ 村と 書 上げられて： Q るので、 兎も角 藩 政 初 

期 以來八 百 七十 ニケ 村の 興 立と せらるべき である。 

お 山 瀋の分 は、 寬文四 年の 公簿に 二百 五十 三 村 を 誌せ る ものに 對し、 明治 三年の 害 上に 五 百 十五 

ケ村 とせられて， Q る。 正に 二倍 以上の 增加 である。 

次に^ 近 私の 矚 目した 左記 表示す ると ころの 「正 保 三年よ. o 元祿十 一 年 迄 之 內出來 新 村 名 記 申 帳」， 
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と 題.. る簿冊 れつ 加賀藩 領域の 新開 村落 を 年代に よって 歴 記せる ものであるが、 表記 年 號の示 1 力 

如く slsi 十 一 年 都合 五十一 一一 年間に f も？、  I 政 時代 fe する 五分 一 弱の 時期に 

しか I や、 又 前表と 同じく 越 中 I き f する に當 つて 富 山 藩 領の婦 負、 新 川の 一部 は 之き 

如した る を 以て、 僅かに I の  一 f 示す ものと しかなら まので あるが、 然し 具 體的籠 せられ 

たる も q きこと、 幷び にこの 時代 は加賀 藩と して 利 常より 綱紀 £ る isf、 改作 法の 完 

成と 開拓の II もこの 時代 まて I とした？ あるから、 年數に 比例して その 內容は 頗る 重 

要 I さるべき もの ある を 思 はしむ るので ある 

正 保 三年. 1 元祿十 一 年 新開 村落 表 

(一) 正 保 一一 一年 —— 寬文 三年 (十八 年間) 小計 百 二十 ーケ村 .  . 

加賀郡 ーケ村 (村 名 略) 石 川 郡 三 村 (同上) 能 美 郡 一村 (同上)」 加賀 

羽咋 H ーケ村 (村 名 略) 能 登 郡 二 村 (同上〕」 能 登 

礪波郡 十二 ケ村 

I 二 杉 本 新 町 同一 一一 I 同 福 岡 芹 s  i 元 小 矢 1 

承應ニ 石 坂 出 承應四 山 田野 出 同 新 又 明 暦 三 平野 新 

萬 治 元 下 麻 生新 同 二 野 尻 野 新 同一 一一 滓澤. ^文 二 竹林 新 


j  乂 す し r チ 

鹿 安二 十二 町 島 承應ニ 堀 岡 島 明曆三 西 廣上赞 

萬 治 元 上野 新 同 靑 井谷 新 寬文ニ 木津新 同 久々 江 新 

同 三ケ新 同一 一一 二 上 村 

新川邶 九十. ：ケ村 

正 保 四 ^本 新 同上 川原 同小 島 慶 安元 大塚新 

同 横 江 新 同 小 寺 叉 新 同 大窪新 同 柿 木 新 同 野 新 

M 住吉新 同 二 宮成新 同 月 山 新 同. 廣市新 同 川緣新 

同 有 山 麼 安二  M 田 新 off 同 大山 新 同 荒 川 新 

同 袖渾新 同 川 仕 新 同 前 叉 新 同 三 北 野 叉 新 

M 石 田 新 同 齊神新 同 二 ッ屋新 同 印田 新 同 立 野 新 

同 正 光寺 新 同 四 ッ屋新 同 内野 新 同 比丘尼 新 

同 四 ッ塚新 同 堂 林 新 鹿 安三 中 野 叉 新 同 淸水新 

同 £ 石 S 新 同 丹念 寺 问道寺 同 栃山田 新 of  | 

同 荒 俣 承應元 座主 坊新 问 臼 森 新 〇{fl 同 橋 場 新 

同 二 川篇 0ほ5 同 中 野 新 同 伊 S 林 同 大海 寺 野 

间 石 谷 同 佛田新 同 中 ノロ 承應三 fesog- 同 中 野 I 

fes 同 森 野 新 91^ 同 田 新 同 生地 新 

笫八 越 中 W 新 地 帶散居 村落 制 三論 


A 
七 


能以 加以 
登 上賀上 


土地 及び 聚落 史上の^ 問題 

同 北 野 新 同 天神 野 新 同 日吉新 同 四 石 田 新 

明 暦 元 大橋新 同 沖 新 同 能. 野 新 同 二 大松 

同 高原 上白 石^ I 同 大崎野 同 古川 同 ニッ厣 同 林 尻 

同 古畠 同 細 野 同中渾 同 下 林 同 西 中 同 搲 道 

同 島 速 同 藤 塚 同 中 i- 下野 同 g 見^  >3 同 中 野 

同 今 江い | 接 同 三 湯 峰 野 同 福 島 萬 治 元 植木 叉 新 OSS 

同 潷 端 新 同 石 塚 新 〇fs 同 木 鎌 新 同 柴 川原 新 

同 二 福 島 新 同 大島新 寬文元 柴垣 新」 01*1  , 

(二) 寛 文 四 年 —— 天 和 ニー 年 (二十 年 問) 小計 六十 三ケ村 

加賀郡 ニケ村 (村 名 略) 石 川 郡 三ケ村 (村 名 略)」 

羽咋郡 一.； ケ村 (村 名 略) 鳳 至 郡 一 ケ村 (村 名 略) 」 

礪波郡 四十 ニケ村 

寬文四 增山新 同 宫森新 K 東 保 新 同 島 新 同 今 泉 新 

同 德萬新 同 瀧 新 同 宮新 同 下山 m 新 同 福 岡 新 

同 中 野 若 杉 新 同 上 和 田 新 05tf 同 芹 谷 野 新 05^ 同 小 泉 新 

同 中條新 同 芹 谷 本 同 石 坂 新 同 賴成新 

同 五 柳瀨新 同., パ 栃上新 同 七 吉住新 同 十 庄新 

同 十一 千 福 新 延赘元 上 八ケ新 同 安川 新 同 二 新 家 新 


/、 
八 


同 大窪新 同 細 木 新 

同 五 山 田 新 同 松林 

同 一 一 安養寺 新 


同 十二 窪 新 


同 三 繩蔵新 同 天 池 新 同 大瘃新 

同 赤 坂 新 同 大西新 同 四 經嫁野 

同 示 野 出 同 六 國廣野 天 和 元 盛 新 

同 三 岩 武野開 0^- 同 原牧新 

あ 力！； S 十ケ村 

寬文四 長江 新 同 矢 田 新 同 平 田 新 

延^ 元 ^北 新 同 生 源 寺 新 同 下 八ケ新 同 二 中老 田 新 

同 三 大窪 同 七 東 老田新 

新 川 郡 三ケ村 

兌 文 六 埒神子 新 0 謂 延寳元 大海 寺 新 05^" 

(三) 良 享 元年 I 元祿 十一 年 (十五 年 問) 小計 一二 十六 ケ村 

能 美 郡 三ケ村 (村 名 略)」 og お 

礪波郡 三十 八ケ村 

良享ニ 熝栖. 出 同 池 田 新 同 荒 見 崎 新 同 四 三 合 新 

同  一二 館 新 同 宗守新 ogl 同 林 新 元祿元 米潷新 

M 苗 & 同 二 吉住又 新 og^ 同 駒 方 新 同 市 ン瀨新 

W  ハケ新 问 ^越 新 S 放 寺 新 同 二 竹 北 新 同 坪 北 新 

SS 荒野 新 M 谷 新 0 ほ^ 同 木 田 新 o^f 同 三 戶久新 

笫八 越 中國新 iE 地^ 散 居 村落 制 三論 


同 六 & 引野 叉 新」 〇g 社 


八 
九 


土地 及び 衆^ 史上のお 問題  二 九 〇 

同 五耶 丸 新 同 四 金 屋本江 新 同 顧久新 ofl 同 六 岩 安 新 

同 野お 叉 新 同 西 川原 新 0^1 问七 福 田 新 

財 水 郡 三ケ忖 

元祿ニ 北藏新 同 三 明砷新 问 西 老田新 ogw 

新 川 郡 ニケ村 

元祿三 梅原 01 同 I」 01 は 

ノ  以上 總計ニ 1R  二十 ケ村  . 

然るに 同簿 冊に は 別に 「正 保 三年より 元祿 十一 年 迄 之 內返轉 村 年 數三段 二相 分 村 名 記帳」 が 合 記 

せられて ゐる。 內容は 

(一) 正 保 三年 ，—— 寬文 三年 (十八 年間) 

百 四十 九 村、 ^三 ケ村村 名^ 高 共 1 一 退轉、 百 卜ケ 村高ハ 近在 村 1 一 一所 一一 成 村 名^ 退轉、 三十 六 ケ村村 名 退轉、 

高ハ 近在-一 一所 家へ 先規之 通り 村 居 

(二) 寬文四 年 11 天 和 三年 (二十 年間) 

七ケ 村、^: 三 ケ村ハ 村 名 (王： 问共退 轉、 ニケ 村高ハ 近在と 一所 村 名家 退轉、 二 ケ村村 名 退 轉高ハ 近在と 一所 二 

罷成家 ハ先規 之 通 リ村居 

(三) 貞享 元年 ！ 元祿十 一 年 (十 五ケ 年) 


一 ケ村 忖 名^ 返 i-ii 高 ハ 近在 二 一  所 - 一 罷成 

と 記載され てぬる ものが ある。 勿論 それ は 加 賀藩領 全地 域に 亙る もので あり、 その 由 因に 至って は 

別に 一 々注記され て. Q ない ので あるが、 恐らく 百姓の 逃散に より、 或は 天下に 知られた 荒 河の 流域 

としての 水災其 他の 禍難 による もので あらう が、 前 揭內容 注記に 見ら る 、如く 前後 五十 三年 間に 百 

五十 七ケ村 を名實 共に 全部 之お 亡失した もので は 勿論ない。 . 

斯る 考察の 下に 前記 新開 村落より この 返轉 村と 稱 する もの を 引 去る としても、 猶多數 の 新開地が 

今日. y 至って 相連績 して 村落 を 構成して ゐる こと は、 現行の 地圖 面に 引合せても 確 示せられ るので 

ある。 而 して 厳密に 一々 にっき 精査したならば、 以上の 表 中の 村 名 は 恐らく 或は 傳寫の 際 誤記 せら 

れ たる ものな さ を 保せ や、 或は 又 調査 違 ひの もの もな きを 保證 せられな いと は 云へ、 大體に 於て 前 

記國內 新^地 表の それと 相對 照して、 主として 原野の 開拓 立 村が 進展され つ V ある 途上の 一 場面 を 

この 村 名 表が 充分に 裏書す る こと を觀 るで あらう。 勿論 云 ふ 迄 もな く 射 水 郡の それ は 大部分 沿海 及 

び 湖沼 地帶の 沖^ 地と して 開拓の 樣式相 異るを 以て、 二三 共通の 場所 を 除いて 別 扱 ひに せねば なら 

ぬ。 そして 宽文頃 迄 は 新 川 郡の 開 村が 壓倒 的に 多く、 その 以後 元祿 にかけ て 礪波郡 は 漸次 開拓 盛 行 

の赏 を- "小 t てぬるの であるが、 尠くとも この 表の 示す 範圍 にあり ては礪 波よりも 反 つ て 新 川の 原野 

笫八 越 中阈新 SS 她帶散 居 村落 制 三論  二 九 一 


土^ 及び 聚落 史上の 諸問題  二.^ 二  • 

が當 初よ. o 多く 開かれて、 礪波 方面 は 反 つ て それより もや、 遲 れて拓 成さ る V 順序に な つて. Q る こ 

と を 明示して. Q る。 

斯の 如くして、 寛 文 以前 及び 元祿 以後に 於ても 上記の 如き 直截簡明なる 表記が 得られ さ へ すれば、 

更ら により 具體 的に 新開地 拓 成の 過程が 明示 せられる こと 、なり、 その上 更らに 富 山 藩に 屬 する 婦 

負 及 新 川 郡 一 部の 右の 如き 表記が 得らる 、とすれば、 より 完全に 地域 分布 上の 考察が 加 へられ、 從 

つて この 散 居 制 村落 成立の 問題に 對 して 重要なる 役目 を果す こと 、なると 考 へ られ る。 現在に あり 

て は、 軍に この 限られた る 一 時期の 一 場面の 史料 を 以て 他 を 類推す るの 止むな きを 遺愤 とする 計り 

である。 

然し 以上の 史料 を 以てしても、 私の 云 はんとす る 論旨 を 構成す る 上に は、 決して 其 程 正鴒を 過つ 

てぬな いこと を 重言したい。 唯 これ 以上々 述の 如き 史料の 出現が、 更らに 論旨 を 精細に させる だら 

うこと を 期待す るので ある。 

.:• ( 一 ) 村 松繁樹 r 礪波 平野の 部落 i 觀」 (地理 論叢 第二 辑所牧 )-  ... 

同 「礪 波 平野に 於け る 散 居 村落に ついて」 (展史 と 地理 第二 十八 卷第 四號 所收) 

(二) 市 川 渡 「越 中央 羽 山 以東の 聚落に つ いて」 (地理 學 評論 第 十卷 第四號 所收) 

§ 竹 內常行 r 黑部 川扇狀 地の 聚落 形態に 閼 する 二三の 考察」 (地理 學評論 第八卷 第二 號 所收〕 


(四) a 光繁 「直 地 村落の 形態」 (地理 學 評論 笫八卷 笫五號 所收) 

(五) 拙稿 「散 居 井び に 環濠 部落に つ いて」 第三 「中世 末の 村落と 加賀 藩の 拓地 政策」 參照。 

(六) 富 山 II 西礪 波郡吉 江村 下野 多 W 又 八 郞所藏 本に よる 謄寫、 福 光町 立 圆書館 本に よる。 

四 散-か 村落 分布 地帶に 於け る市邑 及び 橥村 

以上 縷 言した る 如く、 新開地 帶 に構營 せられた る 村落 型體は 改作の 根本 精神 を 遵奉して 耕作 利用 

本位の 極端なる 施設の 下に 散 居 ，1 所謂 孤立 莊宅を 常態と なすに 至ってぬ るので あるが、 藩と して 

も 農 商の 職業的 隔離の 高等 政策と して 全領 國に對 して 屢、  >  所 ，街 村の 如き 農 商 兼業に 移らん とする 

傾向 ある 狀 態の 新設 を 禁止して 居り、 例 へ ば 廳事通 裁 寬文七 年 三月 藩廳 算用 場の 令 達に、 

「各 御 裁許 宿々 往還 筋に 新 家爲， 作 間 敷 旨、 十 村 共に 急 度 有 候 」 

と 云へ る ものが あるの を^る ので ある。 其 は 勿論 特に 新開地 帶 村落の みに 對 する もので はない にし 

て も、 か、 る 法令に 拘束 さる、 こと は 同様であった 箬 である。 然し 如何に 制令 を駿 首-にした ところ 

で、 複雜 なる^ 會狀 態と 經濟 生活 上の 微妙なる 自然現象との 交錯 は、 開 發の歷 史的 過程に 彼の 驚く 

べき 均整 さ を 有って ゐる礪 波 平野 地方に 於て さへ 猶 且つ 散 居 村落の 點在 のみに 任せ 得な いのは、 仔 

^八 越中阈 新開地 帶散居 村落 制 三論  一一 九 三 


土地 及び 聚落 史上の 問題  二 九 四 

細に その 分布 地 圖を檢 索して 明かなる ところで ある。 そこに 集 村が 介在して. Q たと て 決して 異 とす 

るに 足らぬ 理由 は 旣に之 を 前節に 明示した、 C  ，—— 假 りに 藩 政崩壞 以後 今日 迄の 期間に、 斯る 型體が 

幾分 加設 せられた であらう として、 之 を 藩 政 時代に 還元して 考 へても、 それでも 猶相當 の數に 達す 

る ものが 前 田 氏入國 以前から 存在し 得た こと を 確認せ ねばなら ぬので ある。 而も その他に、 明白に 

藩 政 時代の それ も 比較的 初期に 於て、 藩 はこの 區 域に 多くの 密集 聚落 ！- 市邑の 設定 を計畫 的に 實 

施せし めて ぬる。 それ は 宿驛の 名に 於て 若しくは 藩 倉 所在地の 名に 於て、 更らに 亦 定期 市場の 設定 

を 要と する 上に 於て 企圖 せらる 、ところと なった。 

私 は礪波 平野の 區 域に 於て その 實例 を點檢 せんとして、 北緣の 限界 線卽ち 北陸 街道に 沿 ひたる 石 

動、 福 岡、 佐賀 野、 篠河 等の それに 關 する 前 田 氏の 巿邑與 立 令 を こ k に 問題と する こと は 暫く 之 を 

措く。 これ は 一面 北陸 交通の 大動脈に 對 しての 必須 施設と してな された ものなる が 故に、 相 混 維す 

る 恐れが ある 爲め である。 

それよ. o も 今 玆に當 面の 問題と なすべき は、 それより 南方に 入り込んだ 平原に 臨んで 形成され た 

る戶 出、 出 町 (杉 木 新)、 福 野、 津澤、 井波、 福 光、 城 端の 七巿邑 について、 その 成立 過程 を 一瞥し 

て 周 邊の散 居 村落との 相互 關 係に 及ばん と^ふの である。 


旣に 前記した 如く、 此 等の 巿邑の 中 殆ど 半 數は藩 政 時代 以前 中世 末に 於て 宗教 都市と して 旣に發 

達の 萠芽 を 有した ものである。 井波 は明德 元年 本願 寺綽 如の 來化 によって 瑞泉 寺の 構 營に本 づく門 

前 町の 發達 であり、 城 端 は 亦 本願 寺に 屬 する 巨刹 善德 寺の 移轉 によりて 門前町と なった ので あり、 福 

光 は 右善德 寺の 原據 地であった とせられ るから、 恐らく 天 正 初年に 至る 迄 同じく 門前町と しての 小 

規模な 存在が あった とす， べきで あらう。 然るに 天 正 末に 及んで 前 田 氏の 就 封と 共に 銳意實 行され た 

民政 上の 關心 は、 一面 領國の 基本た る 村落の 構成に 全力 を 注がる、、 と共に、 例へ 地域の 限定せられ 

たる 經濟狀 態に も、 有無 相 通の 便 を圖 らんと する 設備の 着手 を ゆるがせに する ものではなかった。 

當時巿 場 開設の 許可 令が 頻繁に 所見して ぬるの は、 その 爲 めの 應急 手段であった。 勿論 近世 初頭の 

諸 大名の 間に は斯る 施設が 共通して 盛に 見られる ことであって、 今や この 原頭に ありて は戶 出が 最 

も 早く 奥行の 聲を擧 げたので ある。 元 和 三年 十一月 横 山、 本 多の 兩藩老 から 開發 出願者 中 條村又 右 

衞門 宛の 野 開 御印狀 によれば、 

「越 中 國利波 郡 之內、 P 出 野に 新 村 を 立、 野 開 仕、 巿をも 可, 相 立， ほ、 申 上 通尤ニ 候。 則 新開 之 

所 者、 御 代官な しに 被 = 仰 付， 候 旨 -ー 候條、 彌ゝ家 數共取 立 可， 致， 一 開 作-者 也。」 

とせられ たる もので、 それに は ( 一 )、 原野 を 開墾し (二)、 市場 を 設定し (三)、 家屋の 增作を 31 らし 

^八 越 中 s; 新 II 地 带散居 村落 制 三論  二 九 五 
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むる 三 要件 を 以て 許可す る こと、 し、 「代官な し」 の區 域と して 之を寬 遇せん とする ので ある。 

斯くて 文面に 見ら る V 如く、 今 か 、る 市 邑を與 立 せんとした ところで、 そこに は 旣に戶 口の 飽和 

された る 村落が 聯立して ゐて その 必要 上 市邑の 出現が 見られた ので はなく して、 それ 自體が 新開 立 

を 要する 巿邑 の計畫 なので ある。 そこ を根據 として、 更らに 一面 周 邊開發 の 任務 を も帶び させられ 

たので ある。 故に 現存 町方 書類の 示す ところに よれば、 一 口 五 石、 十 石の 零細なる 開墾 高が 爾來長 

く 藩 政 中期に かけて 現出せられ、 . そこに 亦 この 市邑 を圍繞 して 多くの 散 居 村落が 衞 星の 如く 羅^ さ 

S 

れて 行く ことにな つたこと を 示す の である。 

^して この 過程 は、 引續 いて 出現した 他の 市邑の 場合に も 同 1 の 役目と なって 負擔 された ので あ 

る。 そして 亦 一面に は、 前代の 旣設 市邑が 新に 藩 政 時代の 別の 色彩に 塗り 代 へられて 別の 機能 を以 

て 再現す るの を 見た。 それ は 井波で も 城 端で も 同じであった。 城 端 は寬永 十. 三年に 至って 宿 並と な 

り、 これよ. o 先き 旣に 定期 市場 開設の 許可 を 得た る 近 村 北 野 市場の 不振に 乘じ、 慶長九 年 之に 代 は 

つて 月 六 才の巿 場 開設 を 見た ので ある。 福 光 も 亦 其規を 一 にす る ものと も 見られない ではない が、 

之 は 寧ろ 新规興 立の 色彩の 方が 濃厚 だと 云って よい。 

次に 前記 戶出^ 續 いて 出現した の は 福 野で ある。 福 野 は 野 尻 野の 一部 を 開拓し 當初百 二十 戶の街 


區を與 立 せんと 願 出した ものであるが、 慶 安二 年に 發 端して 定期 市場の 開設と 近在 振賣 標札の 下附 

を 乞 ひ、 傍ら 用水 を 調理して 周邊の 新開 を も 誓約した ので ある。 當 初の 開發に 際して は 十六 ケ 村の 

農民 こ V に 出で、. Q るが、 到底. その 附近の みで は 充用され やう 箬 がな くその 中には 遠く 石 動、 高瀨 

邊 にも 移住者と して 加 はる ものが ある 位であった。 而 して 亦 この 慶 安二 年 は 出 町 (杉 木 新) 再與の 

當年 でもあった。 同町 はもと 藩 政 初期から その 存立 を 見た ので あつたが、 慶長 十三 年庄川 氾濫の 際 

その 市場が 荒 廢に歸 したの を、 奮區 域太郞 丸、 深 江、 杉 木 新の 三 村 相 合して 高 百 石 を 屋敷 地と して 

百戶の 街區を 新造し 月 六才の 市場 を構營 せんこと を 願 出して 認可せられ たもので ある。 所定 條 件と 

(七： > 

して、 向 ふ 三十 年間に 町方に て 用水 を 調理し 高 百 石 を 開かん と 申立て V ゐ るので ある。 斯の 如くし 

て 亦 その 翌々 慶 安四 年に は 福 光 新の 開立と なった。 興立條 件の 如何なる もので あつたか は 町方に て 

早く 認可 書類 を 紛失して 仔細 を 明らかにする こと を 得ない ので あるが、 月 六才の 市場 開設の 許可 其 

他の 條 件に 苴 つて 藩 政 末 迄 慣用して ぬた それ を 類推す ると、 他の 巿邑と 大差な きものと 考 へられる。 

おおに 津澤の 興 立 は、 その 出願 書に よれば 淸水野 千 石の 荒 所 を 新 町に 開發 せんとす るに 付き 一 ヶ月 

九 口 間の 市立 を 願 出し、 野 方 は三ケ 年間に 五十石 を拓 成すべく 小 矢 部 川より 用水 を 調理して 之に 當 

らんと して ゐる ものである。 
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以上 略說 すると ころに よって、 粗、 > 如何にして 此 等の 市 邑が發 生した かの 徑路を 知らる、 と 思 ふ 

が、 猶此 等の 興 立に 當 つて はもと より 一藩の 方針と すると ころに 鑑みて 慎重に 之 を 考慮し、 徒らに 

願 出 者の 好餌に、 動かさる、 等の ことのなかった こと を 察知せられ るので ある。 而も 其 は 福 野、 福 

光 新、 津澤、 出 町 (杉 木 新) の 興 立 企業者と して 知られた 阿曾 三右衞 門の 碑銘の 一節に 示さる V が 

如く、 到底 此等 市邑の 出現に よって その 機能に 依存す るに 非ら ざれば、 開發 村落の 存續が 困難 視さ 

る、 の は 自明の理で もあった。 卽ち 碑銘 中に、 

「夫 爲， 一 礪波郡 之 地形-也、 南自 -1 城 端 邑-北 到-一 今 石 動 驛-六 里、 東自 -1 井波 邑-西 到 11 安居山 ニー 一里 〔 

其 間 里 民爲， 1 鰥寡, 者 多以レ 紡, 1 績 麻苧， 易 食矣、 而 東西 村落 雖， -相點 次， 道路 旋廻、 又 無， 可，, 市 廛之鬵 

レ貨， 焉、 或 出， 一城 石 (〇™l) 之 二。 巴- 以賣. 之、 然雄射 (§||、%き卽 ふち 庄、) 之 二 水 有， -其 間- 而時或 決 溢、 

以レ故 野 翁 村 婦動輙 有 T 至. 不， 能 二 糊口-者 P  (下略)」 

と 誌る された る もの は、 大體に 於て その 實 狀を冩 して 誤らざる ものと せられよう。 

斯の 如くして 以上の 散 居 村落 中に 介在 發 達せる 市邑 は、 徐々 に豫定 された 機能 を 遂行す る こと、 

なった。 元祿 三年の 公簿 に、 福 光村 二百 四十 八 軒、 城 端 村 七 百 二十 六 軒、 井波 村 三百 十 軒、 戶出村 

百 二十 三 軒と 所見して. Q る。 それ は 一 面 周 邊開發 の 一 根據 地た る こと、 共に、 物資 供給の 各 中心地 


を 形成した ので ある。 

今地圖 面に 於て 此等七 個の 市邑の 中心に 緘を當 て.^ 各直徑 五六 キ P の 長さに 一 圓を 劃す とすれ 

ば、 各 同心 圓は 殆ど 相 交錯す る ことなしに 並列す る を 見る であらう。 この 圈內は 大體に 於て 當該市 

邑の 取引 圏と して、 今日に 至る 迄持續 された ものと 見て よいと 思 はれる。 唯 その 中で も 城 端の 如き 

は 早く 製糸 織物の 發達 によって 金澤、 京都な ど、 相 交渉し、 後 背 地に は 五ケ山の 特別 通交 區を 擁して 

ゐた關 係 上獨. o 他の 市邑と 等しき 同心 圓 以外に 活躍した ので あり、 其 他の 市 邑と雖 それぐ 時代の 

進展と 共. y 商 勢 を 異にせる を 以て、 之 を 一 槪に論 やる は 不可能で あるか も 知れない が、 大體 上述の 如 

き狀 態に よって 相 律せられ たと すべきで あらう。 私 はこ k 迄 筆を馳 せて、 思 はや 北海道の 新開地 散 

居 村落 地帶 中に 設定せられ たる、 所謂 市街地 を 比較す る ことの 意味 ある こと を 想起せ しむる に 至つ 

た。 その 一例と して、 根 室標津 原野に 占定 せられた る 五町 乃至 十五 町 步ー戶 宛の 開墾地 區域 中、 五 

六 瓜 を^て V 豫め その 要件の 具備に よって 設定せられ た. る 市街地 は、 厚床よ， o 北上して 西 別、 中 春 

別、 中^ 別、 西して 計 根 別、 虹 別、 中標津 よ. o 東して 開 陽、 中央 を數 ふべ く、 其 等の 礪波 平野の 場 

合と 同じく 各 開墾 者の 入 地に 前後して 設定の 計畫 成り、 やがて 植， 民の 充實. に 伴 ひ、 一定の 散 村區域 

を 商闼 とする 豫定の もとに 構成され たので ある。 一面よ. o 云へ. ば、 この 市街地の 存在に よって 散 居 
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開墾 區 域の 部落 は、 永住の 目的 を 達成せられ るので ある。 故に 市街地 は、 主として 經濟 機構の 上より 

周 邊の散 居 農村 を 安定せ しむる 爲 めの 存在と も 云へ る。 而 して それ は、 獨り 以上の 例に よら や、 明 

治 初年 以來續 行され た 全 北海道の 新開地 II 石 狩、 空 知、 十 勝、 上 川、 倶知 安な どの 各 平原 地に 之 

が 例證を 求める こと は 少しも 困難で ない。 而 して 私は更 らに趟 中中、 東部 II 神 通、 常 願 寺、 黑部 

の 各 流域の 散 居 村 中に て發 達せる 市邑 につ い て も 更らに 一 應說明 を 試むべき 箬 であるが、 今の 私に 

とって は そこ 迄 資料が 準備され てぬな いので、 暫く 之 を 他日に 期 約す る こと、 したい。 唯 それ 等の 

中 問題と せられた 中部 新開地 帶に發 達せる 大久保 町の 如きに ありて は、 先き に 論者 或は 散 居の 原則 

に 違例なる ものと された ものが あつたかの 如く 記憶して ゐ るが、 該市邑 の 型體は 勿論 散 居の それと 

極端なる 相 逢 を來す ものである もの、、 それ は 恰も 前に 城 端の 五ケ山に 對 する 關 係の 如く もっと そ 

れょ， o も 重要なる 意味に 於て 飛驊へ の 主として 鹽の 移出 根據 地と して 成立し、 亦周邊 村落の 取引 中 

心と して 出現した と 見て 少しの 異 とすると ころがない ので ある。 況んゃ 右市 邑を 中心とする 大久保 

野の 開發 は、 富 山 藩が 有力なる 城下の 富 商 を 資本 主として 之が 工作に 着手せ しめたので、 特に 藩 政 

時代 中期 以降の 共通 現象と して 各地 方と も 町人の 資本 投下に 於け る 新地 開發は 盛に 見られる ので あ 

り、 彼等 はもと よ， o 單に營 利 的 見地より 企業した のであって 見れば、 その 手段と して 利益 多き 町家 


の 興 立 を 劃った ものと も考 へ られ る。 前記 礪波 平野の 市邑興 立の 場合の 阿曾 三右衞 門の それにして 

も、 旣 に斯 る意圖 を 示して, Q たこ と を 照合す ベ きで ある。 

次に 市街地と 稱 すべき 當 初より 一 の 明確なる 意圖の 下に 割 成せられ たる もの、 外に、 此等 新開地 

帶に集 村の 成立が 藩 政 時代 以來 果して 見られた か 否か。 それ は 現存の 地圖 上に 見ら る、 分布 圖の撿 

索に よって 決定す る こと は 至難で ある。 

屢 } 論及した 如く、 それ は 特に 藩 政崩壞 以後の 變化 によって 混雑され る。 然し 當事 者の 作 爲が集 

村 を 企圆 せしめた ことが 絕無 とすべき では 決してない。 例 へ ば 斯の前 田 利 常によ つて 新 川 郡 舟 見 野 

あたま ふ。 

發の爲 加 賀の今 井村より 移された 今 江村の 場合の 如き は、 頭 振 (加賀 藩に 於け る水吞 百姓の 俚稱) 

のみの 云 はく 貧民 救濟の 一 方策と せらる 、もので、 彼の 前 田 綱紀の 加 賀潟端 新に 非人 群 を 移 居せ し 

めた 場合の それの 如く、 恐らく 原型が 現在の 如く 集 村に 近き ものではなかった かと 想像され る。 そ 

れは 保護 統制 上の 一 の 便宜と しても。 

想 ふに 新開 村立の 當 初の 形態 は 一 股に 散 居と なり 易く、 殊に 原野 地帶の それが 斯く なり 勝ちで あ 

わ， 沿海 湖沼の 埋立 等の 場合に は 幾分 密居 になり 易い 傾向に あるの は、 一に は 土地の 沃度 による 關 

係 を も 認めざる ベ から やと せらるべき であるが、 然し 其よりも 當事 者の 作爲 如何によ つ て斯る 傾向 
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に 對し相 律 せらる、 場合 を 多し とせられよう。 彼の 越 中の それと 額 似の 原野 地帶 にある 武藏 野の 1 

部に は、 規則正しき 集 村が 當事 者の 意圖の 下に 構營 せられて. Q るの を 見ても その 一 斑 を 知らる V の 

である。 現 時に 於ても 北海道の 開拓地の それ は、 大體 明治 中期 以降 北米 乃至 濠洲 等の 型式 を參 酌し 

て 設定せられ たる 散 居 村落 制で あるが、 その 實施 地に 於て 爾後 廣ュ當 事 者の 作爲 によって 集 村の 設 

C! コ 

定 が試驗 的に 行 はれて ぬるの を 見る のは活 きた 例證 とすべき であらう。 

( 一 ) 加賀藩 史料 第 四 編所收 

(二〕 本稿 二  . 

(三〕 戶出町 川 合 氏所藏 文書 

(四) 戸出 史料 所 牧戶出 町役場 所藏 地方 書類 

(五) 拙著 「武家時代 社會の 硏究」 所收 「城 端雜 記」。  . 

(六) 文化 四 年 五^ 福 野 新 町 閲發^ S 

(七) 慶安 三年 ^月 願書， 

(八) 萬 治 三年 正月 願書 

(九) 福 野 町 正 光寺 藏阿首 三 右衛門 碑銘 稿 

( 一 〇.) 加賀藩 史料 第五 編收所 御箅用 場资書 御領 國 町方 宿. 方 家 数 (元祿 一二 年 調)。 

(一一) 新撰 北海道 史 笫四卷 


私 は 以上 粗ュ 第三 論考の 主旨 を 述べ 盡し た。 要 之、 

1、 加 賀藩及 同藩と 殆ど 組織 を 同じう する 富 山 藩と によって 管轄せられ たる 越 中に 於て は、 射 水 

郡 及び 其の 他の 沿海 幷に 湖沼 地 を 包括せ る 沖積 地に 發 達した る 新開 村落 を 別と して、 主として 

沖積平野の 一 段 上へ の臺 地に 遺された る 原野 を 主要 舞臺 として、 近世 以來前 田 氏 入國を 契機と 

し、 劃期的に 拓地開 村の 行 はれた る こと。 

二、 右 地帶の 村落 は 藩の 統制に よって 型 體を散 居 I 所謂 孤立 莊 宅と なせる こと。 i こ V に 藩 

の 統制と は必 やし も藩廳 より 下した る 法令の みに 限定せられ や、 主として 改作 法幷 びに その 實 

+ 施に 伴 ふ 割 地に 際しての 官民 間の 申 合 規約 を も 斥す。 然も 結局 それ は 一 藩の 認容の 下に 慣行せ 

られ たる 意味に 於て 藩 法と 云 ふこと が出來 よう。 

三、 ^る 村落 型 體の原 流に ついては、 恐らく 中世 以來土 豪 及從屬 者の 占居 方式に 出づる ものと 管 

見す る も、 考慮の 餘地 ある を 以て 猶 暫く 確言 を 保留したい。 但し 前 田 氏の 就 封と 共に その 緊張 

したる 開拓 立 村 政策の 工作が 進展 さる 、に 伴 ひ、 斯る 型體の 施設が 頗る 勵 行せられ たる こと を 
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强 調したい。 

四、 斯る 型體の 慣行 を 長く 存鎮 したる こと は、 派生的で は あるが 環境の 支配と 模倣の 方 則に 從ひ 

土地に 適合した 種々 の 利益 を 享有した こと、 相 待ちて、 制度の 力が 強固に 之 を 支持した ことに 

よるで あらう。 藩 政崩壞 以後、 殊に 近時 漸く 斯る 原型が 失 はれん とする に 至る の を 見る の は、 

. 當然 不可避の 徑路 とすべき であらう。 

最後に 私 は 第  一 、二 論考に 於て、 この 型體 成立の 起源 を專 ら加賀 藩の 法規に 求めた に 係 はら や、 同 

一 の 領國中 加賀、 能 登に ありて は 殆ど 斯る 村落が 發 達しなかった こと を 知った ので ある。 私 は それ 

を この 加、 能 兩國が 山地 多き 地形と 空 閑の 開 發は槪 して 早く 終れる を 以て 斯る 結果 を 示す もの だら 

うと も考 へたので あった。 事 實藩政 期の 開拓 行程 は 越 中 一 國に 比較して 加賀、 能 登 兩國の それ は 之 

を 合計しても 到底 問題に ならぬ 程尠 いので ある。 享保ニ 年の 高 辻 帳に 越 中 三 郡 (富 山 藩領を 除く) 

の 新田 高 十五 萬 五千餘 石に 對し、 能 登 は 六 萬 石 弱 加 賀は四 萬 六千餘 石で しかない e 然し それにして 

もこれ 丈け の 新開 區 域、. 例 へ ば 加 賀の手 取 川 等の 沿岸に しても、 そこに 一 つ の 散 居 村落 を 見る こと 

が出來 ない とあって は、 例 へ 加賀 藩の 散 居 村落 設定 上に 緣由 ある 法令が 越 中の それと 同じ 文面に 於 

て、 加賀 にあ りても 同じく 發 令され てぬるに しても、 加賀、 能 登 ニ國に はこの 型 體は行 はれなかった 


こと を 肯定 せざるを得ない。 私 は その 點に關 して、 恐らく 擔任 改作 奉行 等の 地方 當事 者が、 靳る 方法 

を 採用し なかった 爲 めに 遂に 慣行に 迄 立 至らなかった くらう と考 へ る。 然し それに は猶 少し 考慮す 

べき 點が殘 されて ゐる かも 知れない。 斯 くの 如くして、 私 は 取 敢ぇゃ この 第三 論考に 於て は 題目に 冠 

する に 地域的に 「越 中國 新開地 帶」 の 制限 を 加へ たので ある。 終， o にこの 小論 を 草す るに 當ク て、 

高 岡 高等 商業 學校圖 書 室の 所藏に 係る 舊河合 氏記錄 額の 閱覽 に、 多大の 便宜 を附與 せられた る、 同 

校 小 寺、 小山 兩 教授に 满胺の 謝意 を 表したい。 (昭和 十 年 J 成槁、 瓧會 M 濟史學 第一 卷第 ニ號登 载) 

( 一 〕 加贺藩 史料 第 六 編 所 收享保 二 年 鄕村高 辻 帳 
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第 九 所謂 木地 屋根 元 地の 史料 

I  ^  言 

二 柳 田阈男 氏の 「史料と しての： W 說」 

|_| 所謂 惟 為 親王 遗踣 地と 蛭 谷、 君ケ畑 

™ 蛭 谷 側の 史料 

Hi 君ケ畑 側の 史料 

六 結 語 

一 緒 言 

一般 庶民 階級 を對 象と する 史的 研究 は、 近時 殊に 盛に なって、 日本 社 會史、 經 濟史、 民俗 史 など 

の 上に 多くの 寄與 をな しつ V ある。 今 私 は、 庶民 階級の 中、 殊に 職業的に 移住 性 を 有って ゐる 木地 

屋 (或は 轆轤 師、 挽物師 など) の 一例 を 取って、 今日 猶. その 起源 を 殆ど 傳說の 中に 彷徨せ しめてぬ 

る 彼等の 本體に 少しで も觸れ てみ た いと 思 ふ。 

, 1ST 顧す ると 旣に 三年 前、 大正 十四 年 五月、 柳 田國男 先生 は、 わざく 『史 學』 の 第四卷 第二 號に 


發 表された 論玫 「史料と しての 傳說」 を惠 送され て 卑見 を徵 せられた。 私 は 恰も、 其 時旣に 滋賀縣 

で編史 のこと に關 係して 居って、 その 主として 取扱 はれた 同縣 愛知 郡 東小椋 村の 地域 を、 簡單 なが 

ら 自ら 踏査して、 その 史料 を も 一通り 見て ゐ たので、 取 敢ぇゃ 何 か 短い もので も 纏めて 御覽に 入れ 

る 積， o で 居て、 つい 疎懶の 性、 今日に 至った の を 恥づ るので あるが、 而も 三年 足ら やの 日子 は、 同 

問題に は無關 係に 馳せ 去った ので、 今更 禿 筆を呵 しつ、 も、 依然として 問題 は 「史料と しての 傳說」 

以上に は發展 しないの である。 唯 取扱った 史料が、 幾らか 遨 つて. Q るので、 少しく その 補遺と なり、 

道筋 をつ ける ことに なれば 本懷 之に 過ぐ る もの はない。 

中世、 殊に 室町 末期 あたり を 中心として、 その 前後の 時代 は、 商工業者 擡頭の 黎明期に 當 つて、 

その 由緒 を勿體 がらせる お 墨附を 持つ ことが、 何よりの 特權 維持の 方法であった。 斯 るが 故に 初期 

の 近 江 商人と して 聞え た 同 國蒲生 郡得珎 保の 集圑 は、 保 元 二 年の 白 河院々 宣と稱 する もの を 振 廻 は 

し、 同じく 近 江 坂 田 郡の 平方 庄民 は、 保安 二 年 山門の 補任と 稱 する 諸 商責八 座の 補任 狀を 持って、 

日 域の 諸 商齊之 頂上 幷的鞠 を 許可せられ、 廻 國の役 其 煩な き 勘 過の 特權を 誇稱 して- Q た。 彼の 越 前 

km  y^^,  ^^.nH に 北 m^f 下 2 商 嵇を獨 占す るに 足る 多くの-大名^から 特槠狀 七お て^る 仕 
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掛の 種子 は、 永享 再下附 の賣藥 免許 狀と稱 する、 如何 はしい 偽 文書 一通の 御蔭であった とも 見る こ 

とが 出来る。 而 して 亦、 彼の 鑄物師 業者に 至って は、 近 衞院の 仁 平 三年 を 由緒の 濫觸 として、 六條 

院の仁 安二 年 以下、 建久、 建曆、 貞應、 天福、 曆應 あたり 迄、 辻 裾の 合 はぬ 御綸 旨、 著しく は御敎 

書と 稱 する もの を 以て、 五畿 七道 大手 を 振って、 行商の 特 櫂が あると 稱 しつ V あった ので ある。 

今 亦、 玆に 木地 屋と稱 する ものに 至っても、 行き方 は 全く 同じで、 而も 之 を、 以上 例 出した 二三 

の ものに 比べる と、 彼等 は大體 室町 乃至 戰國 時代 あたり 迄に、 その 仕掛の 種子 は旣に 作られて、 そ 

の 頃 は 立派に 本 もの、 特權狀 が 有司に よって 附與 されて、 之 を 巧みに 利用し つ、 あつたの であるが、 

此 にあって は、 その 製作 は 少し 遲れ て、 精 々引き上げても、 天 正へ 迄 行く こと は 無理と 思 はれる 

程遲 く、 寧ろ 江戶 時代 も、 慶元 以降に 至って 作られた もので はない かと 考 へられる 理由が ある。 

然し 其に しても、 彼等 諸國 散在の 同業者 を 糾合して、 三百 年間 近 江の 山間 僻陬 地 を その 發祥 地と 

なさ しめてぬ た。 その 事實の 據て來 ると ころ は、 實 に幾逋 かの 曰く 付 さの 由緖 文書が 根本に なって 

ぬるので ある、 そして、 その 麹 母に よって、 多くの 確認 的 信用が 發展 し、 遂に その 傳說 は、 やん ご 

とない ベ ー ルを 被って、 長く 同業者の 仰いで 疑 はざる ものと なった。 

私 は 先づ、 その 被 物を剝 いで 本體を 究め、 更らに その 本體 によって 作され た、 彼等の 圑體の 相互 


交渉に 及びたい と考へ るので ある。 

二 柳 田國男 氏の 「史料と しての 傳說」 . 

柳 田 先生の 「史料と しての 傳說」 は 七十 頁に 近い 長 論文で、 例によって 該博 精緻、 その 主と する 

ところ、 傳說を 如何にして 史料と して 使用すべき かにつ いて 論及され たもので あるが、 その 具體的 

の 一 事例と して、 木地 尾の 問題 を 扱 はれた ので あり 、「比較 研究， によって 中 代の 國民 遷移 を 支配した 

る 理法 を 見出す」 爲め 「歴史に 見落され たる 國內 移住」 を 知らん が爲 めに、 先 づ安德 天皇の 徇潜幸 

を 手始めと して 廣く 平家 谷の 口碑に 及び、 用 明、 天智、 弘文、 文武、 宇多、 高 倉、 後醍醐の 諸 帝 巡 

幸、 降って は 表 米、 金 碗、 開 成、 蜂 子 諸， 皇子の 御 事歷に 亙り、 而も 其 等の 中、 大急ぎで 矛盾の 中 か 

ら將に 合理化 せんとす る 傳說の 本 來の姿 を 一瞥 せんとす るのに は、 小椋 氏の 記傳 は、 頃 合の 熟し 方 

だと 云 ふ 見地から、 その 大部分の 紙數を 木地 尾の 論考に 費され たので ある。 小椋氏 は、 卽ち、 木地 

3- の 根元に 最も 大事な 主演者の 姓で、 近 江の 愛知 郡 小椋庄 に繁延 したと 假稱 され、 同業者 中の、 仰 

いで^も 權威 あると する 家柄で あり、 延いては、 根元 地 及び 同業者 一般に 最も 普遍的に 名乗りと さ 

れ、 地名 姓氏 共に、 小 掠と 云へば 木地 屋を 連想す る 迄に 至った もの を 云 ふので ある。 
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論者 は更ら に、 所謂 根元 地 以外、 全國に 亙って 同業者の 集 圑地を 記錄 口碑に 徵し、 その 本 據地近 

江との 間の 交 涉關係 を 述べられ、 以て、 どれ 位の 程度 迄 その 連絡が 保 たれて. Q たかを 精査して、 そ 

の 論據を 固められた。 斯くて 論者の、 史料と しての 傳 說に對 する 態度 を 表白して、 一部の 歴史家が、 

傅 說を鵜 飲みに して^ 信す る ものと、 大部分が 之 を 史料の 敵の 如く 考 へて、 その 意味 を考 へる こと 

をす らしない ものと、 この 兩 極端 を 共に 非な りと して、 文字に 幾 十倍す るか 知れない、 口から 耳へ 

の傳承 を輕々 しく 抛擲すべき に 非ら やとし、 斯くて 所謂 木地 星の 根源 地に 發 達した 傳說 の發 生徑路 

を 捕捉 せんとして ぬられる ので ある。 

論究の 目的が、 旣に 表題に ある 如くで あるから、 當然の 結果と して、 順序 正しく 所謂 木地 屋の根 

元 地の 槪念を 得ん が爲 めに は、 この 論文 は 少しく 廣汎 多岐に 過ぎる。 然し、 其 丈け に、 引用 史料 は、 

私の 寓目した ところと は 出 所 を 異にした もの も 多く、 幸に 私 は 其 等 を も 以下の 敍述に 借用して、 拙 

稿の 內容を 出 來る丈 豊富に したい。 

三 所謂 惟喬 親王 遺蹟 地と 蛭 谷、 君ケ畑 

小椋庄 木地 屋の 話說 は、 惟喬 親王 を 主人公と して 展開され る。 藤 原 氏專權 時代の 犠牲と して、 悲 


摩 中の 一人と なられた この 文德 天皇 第一 皇子 は、 やがて 九 五の 皇位に 上らるべき 御身 を、 早く 自ら 

皇儲 を辭 退して 桑門に 入御され、 洛 北の 僻地に 幽居 せられた。 —— その 親王 は、 木地 尾 側で は、 山 

城から 近 江を經 廻せられ て、 小 椋庄に 入られ、 そこに 餘生を 托されて、 庄 民に 木地 繰. o の 法 を傳授 

せられ、 其 地に 薨去の 後、 斯業の 祖神 として 祀られ 給 ふたと 云 ふこと になって. Q る。 手近い. ところ 

で、 近 江と して 尤も まとまった 古い 地誌と して 知られる 近 江 輿地 誌 略 (享保 十九 年 成) にも そのこ 

と は採錄 されて ゐる。 

猶 少しく、 話說 を 進めて 行く 必要 上、 比較的 まとまった 「惟喬 親王 御 遺蹟 筒井 神社 誌」 で 見る と、 

親王 は、 貞 觀初曆 三月、 藤 原 實秀、 阿野 重 家、 堀川 中納言 等外 兩三 名を從 へて、 愛知川 邊を溯 行 さ 

れ、 ^本 城ケ橋 g|§§ に 着 御、 次いで 小 椋鄕に 入り、 隨從藤 原 實秀を 小 椋太政 大臣 實秀 と改稱 せし 

め、 鄕內 筒井に 永住し 給 ふこと、 な. o、 土民 宮殿 を 構へ て 奉仕して。 斯くて 貞觀 十四 年 七月 御 落飾、 

素覺法 親王と 稱 せられ、 偶々 考案 を 廻らせて、 轆轤 挽 物を發 明せられ、 之 を 里人に 敎 へて その 生業 

を 助けられた。 其 中天 下異變 があって、 龜 トの奏 によると、 惟喬 親王 東遷の 爲 めなる ことが 解かり、 

勅使 下向して 親王の 爲 めに 御領 を附與 しまねら せた。 その 彊域は 「岸 本 愛知川 堺八風 峠に 至る 迄、 

伊勢 堺祟雨 分れ 迄、 犬 上 郡 堺峯雨 分れ 筒井 賢 木の 坂に 至る 迄、 百濟寺 堺峯雨 分れ 大覺寺 門前に 至る 
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迄 を 籠め た 四至內 であった。 斯くて 親王 は简 井で 薨去せられ、 實秀亦 九十 八 歳で 仁 和 四 年 霜月、 阿 

野 大納言 は 八十 二 歲で延 喜 三年 四月、 何れも 薨去、 堀川 中納言 は、 親王 を 葬送 申 上げた 後、 歸洛し 

たと 云って， Q る。 雜と 筋道 を 立て、 要目 を抄錄 して さへ 如何に その 徑路 が、 矛盾と 出駄羅 目に 陷っ 

て. Q る ものである こと は、 問題に 無關 心な 人々 にも、 餘 りに 易す く 看取せられ るで あらう。 

而 して 之 は 勿論、 惟喬 親王 を 主題と する 

同地 方 共通の 筋 書で はない。 話說の 進埗と 

共に 明らかにせられる。 木地 屋 一 方の 根元 

地た る こと を 強調して ゐる蛭 谷 側の 云 分で 

ある。 故に 書中 同地の 鎮守 筒 弁 正 八幡宮 を 

說明 せんが 爲 めに は、 親王 は 貞觀七 年 霜月 

筒井 峠に 宇佐 八幡宮 を勸 請せられ、. その 薨 

後に は 御 神靈を 八幡宮の 相 殿と し て 合祀 

し、 筒井 神社と 合した と 云 ひ、 又 落飾 素覺 

法 親王と 稱し袷 ふた 後 は、 歸雲 庵を營 ませ 


掠 


庄域 1 


て佛 事を修 せられた と 云 つて ゐる 次第で あ 

る。 卽ち、 木地 星の 崇敬 を 集めし めた 筒井 

八幡と、 歸雲 庵の 起源 を、 こ 、迄 持って来 

て ゐ るので ある。 斯くて 之に 對 する 二方の 

根元 地と 稱 する 君ケ畑 にあって は、 大皇大 

明 神 glKJfl 及び 金 龍 寺 を， 有し、 其 等 

の 社寺の 創設 を說 明せ しめる 爲 めに は、 亦 

君ケ畑 中心の 親王の 御行 動說に 傾いて ぬる 

の は、 亦 問 はやして 明らかで ある。 

大體 上述の 如く 親王の 由緒 地と して は大 

體 同じ^ 度で、 君ケ 畑、 蛭 谷 盤^ 稀？^ ニケ 所に 主張 せられて ゐ たので あるが、 然し、 その 周 

M の、 所謂 親王の 御領 地と 稱し、 或は 亦傳 へて 由緒 地と 稱 する もの は 更に 一層 可な り廣ぃ 地域に 1 

り、 之は兩 所の 傳 へが 共通して その 跡 を 示して <Q る。 卽ち、 舊小 椋ノ庄 愛知 郡 東 小椋、 西 小椋、 角 

井、 高 野の 四 村に^ り、 先 さに 抄出した 四 至 I 大體、 南方 愛知 神 崎の 郡 境 愛知川 を 愛知 郡 西小椋 

第 九 所^ 木地 g 根元 地の 史料  三 ニニ  . 


土地 及び 聚落 史上の 諾問題  三 一 B 

村 岸本邊 から 溯って、 上流 八 風； t に 至り、 東 は 伊勢の 國境 を 北に 傳 うて、 犬 上 郡堺に 亙り、 北 は 犬 

上、 愛知 郡界を 西して、 犬 上 川の 上流 角 井 棹邊に 出で、 角 井村 大覺寺 あたりで 西 小 棕村岸 本 邊に會 

し、 その 西 境 をな して. Q る 一 區域を 御領 地と 傳 へ、. 更ら に其內 でも 愛知川 上流の 九 居瀨、 黃和 田、 

箕川、 蛭 谷、 君ケ 畑の 六部 落 を 六ケ 畑と 稱 して、 最も 親王と 由緒の 深かった 場所と 稱し、 更らに 亦、 

前述 四 至 外に 出で、、 蒲 生、 神 teri 愛知 三 郡に 亙って、 所在の 地に その 由緒 を 述べ立て、 ゐる。 ！ 

結局、 蛭 谷、 君ケ 畑から 六ケ 畑、 更ら に小椋 ノ庄、 更らに 亦 愛知、 神 崎、 蒲 生 三 郡へ 一 つの 原石が 波 

紋を畫 いて、 その 渦き を 震動 させて. Q るので ある。 然し その 投げられた 石 は、 今日 知られる 限りで 

は、 蛭 谷と 君ケ 畑ニケ 所が、 その 場所と して、 一般的に 聞え てわたので あるが、 猶 どうかす ると、 

その 石 はこの 地へ 投げられた のおと 稱 して ゐ た 所 は、 倂 二三 ケ所 はあった ので、 政所の 如き も、 そ 

お ち ほた 

の 主張の 形跡が あり、 所謂 小椋庄 と、 郡 を 隔て、 北、 犬 上 郡 大^ 力 畑の 如き は、 最も 强 くその 由緒 

を 主張して ゐ たので ある。 

然も、 結局 尠くとも 江戶 時代 中期 以降、 全國 木地 星の 根元 地と して、 惟喬 親王、 小 棕太政 大臣 實 

秀 ！ 一は 斯業の 祖神、 一は 同族の 祖先と して 彼等 AJ 引附 けたの は、 時に 勢力の 消長が あつたに し 

て も、 蛭 谷、 君ケ 畑の ニ邑に 外なら なかった。 而 して、 その 兩 地の 何れに も 親王の 靈社と 開山 寺院 


と 御 墓所と を 有し、 その 社寺に よって 德川 幕府の 法規に 抵癀 せざる 範圍 で、 全國の 木地 屋 を 總轄し 

て、 その 戶藉を 取扱 ひ、 同社の 氏子と して 一定の 義務に 服せ しめつ 、あった。 丽も その 背後に、 蛭 

谷に は吉 田家、 君ケ 畑に は 白 川 家が 働いて ゐ たこと は、 云 は e 或 事件に 對 する 顧問 辯 護士 格で、 そ 

の勵 きが 強く 影響して .Q たこと を 忘れる ベ き でない C 

四 蛭 谷 側の 史料 

こ、 で 史料と 云 ふの は、 その 大部分 は 文書と 記錄 とで、 二三の 金石文 を も 包括して ねる。 私 は、 

大正 九 年 四月に 同區 筒井 神瓧 * 務 所で 假 印刷され た 筒井 神社 誌に 收 めて ゐる 文書 寫し、 並びに 自ら 

探訪した 主として 筒 • 井 神社 所藏の 文書 を 手始めに、 一 冷列擧 して 所見 を 述べる こと、 する。 

fl) 朱 雀 天皇 御綸 旨と 稱 する もの。 之 は 全文 AJ 擧げる 迄 もな く、 餘. o に 明白な 偽作 文書で ある 

が、 同業者に とって は 最も 年代の 古い 而も 最 重要視 されて わるもの として 全文 を 示す と、 

近 江 州 愛 智郡小 椋居居 筒井 轆轤 師職頭 之 事、 稱四品 小野宫 製作 職 相 勤 之 所 神妙 之 由 侯 也、 專爲器 

^之 統領 諸國^ 山 入 之 旨、 西 者 櫓 權立程 東 者 駒 蹄 之 通 程 被 免許 訖者、 天 氣所侯 也、 仍執達 如 件、 

第 九 所 B 木地 屋根 元 地の 史料  三 一 五 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 一六 

承 平 五 年 十一月 九日  左 大 丞 0 花押 

器奎助 

とあって、 偽 文書、 假作 文書の 製作 地と して、 早くから その 技術 進步 し、 亦 その 輸入 地と して 聞え 

た 近 江と して は、 殊に 拙劣な もので、 恐らく その 製作 時代が、 凡そ 江戶 時代の 中期 前後で あり、 之 

を 必要と した 彼等の 階級が、 著しく 低級であった 爲、 尠くとも 當時 は、 それで 充分 納得され てゐた 

もので あらう。 綸 旨の 形式な ど を 切 出す 迄 もな く、 こ、 に は 見えない、 書體、 墨色、 紙質 —— 外部 

の條 件は—— この 字句の 使用 花押の 様式な どと 相伴って、 見る に 堪えない 程 拙劣な ものである。 然 

し 「西 者 櫓 櫂 立 程、 東 者 駒 蹄 之 道程」 と 云 ふ 一句 は、 室町 以降の 商工業者、 例へば 鑄物師 等の 所謂 

御綸旨 特許 狀 などに 見 馴らされた 慣用の 字句で、 その 模本が 何れに あつたか は、 之 を 以て も 推測せ 

られ るで あらう。 この 寫し は諸國 散在の 木地 師 中に 分布され、 その 資格 を保證 する 最 重要の ものと 

して 持傳 へ られ てぬるの を 例と する。 

(2) 應德ニ 年 二月 十 一 日 附ロ聞 事 • 

之 は、 實秀四 代 後藤 原 朝臣 小椋藏 人助實 元の 署名 を 表 はして ぬる、 前文 書と 同程度の 偽作 文書。 

(Co) 承 久ニ庚 辰 九月 十二 日附 御領 耆。 


： 抑 惟尊 親王」 と、 無雜 作に 喬を 尊に 作り、 皇 御領 傍爾 事と して、 前項に 揚げた 庄內四 至 を 表 はし 

て、 之 を 親王 由緒の 御領た る を 表 はした もので、 勿論 偽作 文書。  . 

(4) 後醍醐 天皇 宸翰と 稱 する もの。 

江戶 時代の 女房 奉書。 之 は 偽作 文書で は 無い が、 表記と は 全然 無關 係の もの。 

(5) 享德ニ 年努酉 二月 八日 附、 實秀廿 六 代 後胤 大岩助 之 丞實儀 自署、 木地 職特 權由來 書。 

之 も 明らかに 偽， 作。 

(6) 元龜 三年 十月 十 一 日 左大辨 小野宫 社務 宛 正 親 町 天皇 綸旨。 

之 は、 小 野 宮卽ち 筒井 社の 社 人 宛に、 諸國 轆轤 師の職 頭と して 諸 役 免許の 旨 を、 勅許に なった 次 

第 を 表明 せんが 爲 めに 作られた ものと 推定され る僞 作文 書。 この 寫 しも 諸 國の 木地 師 中に 多く 見受 

けられる。 

以上 六 通 は、 疑な く 少しの 問題な しに、 僞作 文書と して 葬り去ら るべ さもので あるが、 その 次に 

出て くる 二通の 免許 狀は、 文 言の 上から は、 強て 云へば その 寫 しとで も 云へ ぬ こと は 無い かも 知れ 

ぬが、 前後の 事情 を 推測す ると、 矢 張危ぃ 例の ものと 考 へるべき である。 而 して 之 も 共に、 諸國木 

地師 中に 多く その 寫しを 持傳へ られて ゐ る。 

節 九 所 fi 木地 根元 地の 史料  ， 三 一七 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 一人 

(7) 日本 國中 轆轤 師事、 從先規 如 有來、 諸 役 令 免除 之條、 商賣 不可 有 異議 者 也、 仍如 件。 

天 正 十一 年 六月 日 

丹 羽 五 郞左衞 門 尉 

長  秀 0 花押 

江 州 筒井 公文所 

〇 

(8) 當諸 商賣之 事、 於 惣國中 如有來 不可 別儀、 若 違 亂之族 在 之 者、 可 注進 可 申 付 候乜、 W 

如 件。 

天 正 十五 年 十 一 月 十五 日 

增田右 衞門尉 0 花押 

近江國 筒井 公文所 

〇 

時代 は 降って、 江戶 時代になる。 此に 至って 始めて 素性の よい 史料ら しい 史料 を囑 目す る ことが 

出來 た。 


先づ擧 ぐべき は、 筒井 八幡宮の 奉加帳で、 その 要點は 次の 如くな つて ぬる。 

(9) (前 缺) 當此時 所以 八幡宮 居 乎 筒井 峠 也、 ：… 

社 壇 造 ^之 奉加 兼 多少 希以之 而已、 奉加帳 如 件。 于時正 保 乙 实 四 天 今月 吉日 良 辰 

 , .  蛭 谷 年寄 十 人 

大郞 右衛門 (印〕 〇 以下 九 名 略 

京都 肝 煎 衆 

+ 口 丘ハ % 〇 以下 九 名 略 

(氏) (狩) 

うち 子 か， o 壹人 一一 付 貳匁ッ 、 

(直〕 (頭〕 

なをした ぅ壹 人-一 付 三 匁 五分 ッ 、 

(成) 

大夫 なり は貳匁 五分 ッ 、 

麻 生 村 あます 川 器 耻 若 狹根來 

(力) (伊勢〕 

丹 波 ひつ くら 田 藤 村 いよ 千 足 笈川村 

いよ 吉 井山 豫州今 治 木地 屋 朽谷村 

大 なる 村  

第 九 所謂 木地 屋根 1 兀 地の 史料  三 一 九 


土地 及び 聚落 史上の^ 問題  三 二 〇 

此古蜈 一 撒 は、 木地 尾 史料と して は、 非常に 貴重な^ ので、 之で 以て、 兎も角、 蛭 谷 八幡宮 社 壇 

造 立の 爲め、 年寄 十 人が 京都の 肝 煎 衆と 阖 つて、 所謂 小椋庄 最初の 分派と 云 はれる、 高 島 郡 麻 生 村 

を 筆頭に、 若狹、 丹 波、 伊豫 方面の 同業者に 宛て、、 寄進 を 申込み、 猶 氏子 狩、 卽ち 同社の 氏子と 

して 同業者の 關係を 結び付ける 料金、 直 頭、 大夫成 は 何れも 同業者 をして 神前に 擧式 せしめる 料金 

を 示して ぬるので、 少く とも 正 保 頃に あって は、 別記の 各地 方に 於け る 同業者との 間に は、 八幡宮 

を 介して 親密なる 交 涉が行 はれ てゐ たこと を 示して. Q る。. 

績 いて、 寬文五 年に 出された 奉加帳に は、 初めて 惟喬 親王の 由緒 を 明白に 揭 出して. Q る。 之れ 親 

王の 所 傳を揭 げた、 蛭 谷 側の 最初の 書類と 稱 すべきで ある。 その 全文。 ； 

(^) 抑 近江國 愛知 郡 筒井 峠の 正 八幡宮 は文德 天皇 第 一 の 御子 惟喬 親王の 御 願 所貞觀 七歲十 一 月 

八日に 宫 居した まふ、 夫よ. o 以來年 を ふること 凡 八 百 有餘年 也。 然處 に廿年 以前 御 本社 造 

立し 奉る とい へと も、 兩脇ニ 社 神明 山 王の 御宮 II  ：： 砌 修造に おもむかされ は 是を殘 し 置 令 

以 大破に 及； 3 幷御 神前の 長 床 阿 彌陀堂 御 本社の^ _ 丸 地震に 落ちい つれ も悉御 修理に 及、 然 

處に國 々御 氏子 衆の 助成 多少 を 以て 是を 成就せ しめんと ほっす。 或は 任 信心 或は 身分に 隨 

て 奉加 を 希 者 也。 仍意赴 如 件。 


.寬 文五曆 六月 吉日 ■  . 

江 州 愛知 郡 筒井 村  . 

神主 三 郞左衞 門 尉 

うち 子 か， o 覺 壹人 一一 付貳 分ッ、  - 

ゑ ほしき  三 匁 五分 

くわん とう 二 匁 五分 

なをした う 二 匁 

此文 によって、 八幡宮が 惟喬 親王の 願 所で、 同社 內に 宮居せられ たと 稱し、 猶 神明 山 王 ニ^が 勸 

^せられて あり、 阿彌陀 堂な どが あった こと を 示して ぬるが、 然し 八幡宮の 相 殿と して 親王 を祀る 

までに は淤 至って 居ない。 そして、 二十 年 前の 正 保で は、 年寄 衆 十 人が 神事に 當 つて， Q たので ある 

力、 宽文 では、 その 中の 一人が 專仕 神主と なって 居. o、 所謂 諸國 氏子と 結 付ける 諸種の 行事に も、 

.a^ 子^: が 加 へられ、 その 料金 等に も 出入が ある。 . • 

次で、 宽文十 年の 奉加帳に は、 神主に 小 倉 姓 を 冠して. Q るの が 見られる の は 注意され る。 

ところが、 延^にな ると、 百 尺 竿頭 更らに 一 步を 進めて、 左記の 石塔 婆銘の 存在に 出會 する。 

笫九 所 木地 屋根 元 地の 史料  三 ニー 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 ニニ 

(U) 諱宦 惟喬 親王 

素覺 法師 八 百年 會式塔 

神道 皇太明 神 

延寶六 戊 子年 十 一 月 九日 願主 大岩助 左 衞門尉 藤 原 朝臣 重 成 

若し この 會 式が、 その 正 忌の 年に 行 はれた とすれば、 八 百年 前 は元慶 三年で、 この 年 を 以て 親王の 

薨去の 年に 宛て、 史料の 上で、 佛 道の 素 覺、 神道の 皇太明 神の 名が 初めて 見えて. Q る わけで ある。 

續 いて、 元 祿には 左の 石 標刻文 を 見る ことが 出來 る。 

§ 惟喬 親王 御 願 所 筒井 正 八幡 日本 國中 轆轤 師等鎭 守 

當國麻 生庄山 京都 江 戶大坂 木地 屋. 惣中建 之 

元 祿七與 甲 年 三月 五日 

之で 以て、 史料の 上に 於て は、 筒井 八幡が 全國 木地 屋の 根元 地た る こと を 表明 せられて ゐ る こと 

になった。 

以上 十二 史料の 外、 煩 を 避けて 寛 文、 元祿の 奉加帳 二 冊 を 略した が、 兎も角、 正しき 史料と して 

は、 江戶 時代 以降に なって 初めて 見られる ので、 元祿に 至って、 承 平 以降の 多くの 僞作 文書が 具備 


せんとした 狀 件が、 漸く 確實な 金石文と して、 殘 されて- Q る 迄に 發展 したと 云 ふべき である。 

蛭 谷 側の 文書 は猶 數十逋 許り ある。 何れも、 江戶 時代 もやつ と 終りに 屬 する もので、 又 その 種 額 

から 云っても、 その 中の 或る もの は 以前 は 何百 通と なく 出された ものが、 偶々 標本 的に 殘 された の 

で、 之で 以て、 例へ 些細な 證券に 過ぎない ものと は 云 ひ 乍ら、 充分に 同時代の 木地 屋 仲間の 關係を 

明かに する ことが 出來 る。 前 出の 書類から 番號を 重ねる と、 

(55) 宗門 手形 一通 

之 は 萬 延ニ年 酉 正月に 出され、 「日本 國中 木地 師 本山 一 の 稱號を 冠して わる、 歸雲庵 確 翁なる もの 

から 諸國の 同業者の 役人に 宛て、、 木地 師友 三郞 なる もの を保證 して、 その 手形 を 交附 した もので、 

右 木地 師は、 一 筒井 八幡 宫 氏子」 たると 共に、 「當庵 檀那.」 紛れな く諸國 山々 に 住居し、 山木盡 きたる 

節 は 住所 を替 へて 諸國に 散在すべく、 若し 邪宗 門の 訴人な どあった 際に は 早速 飛 出して 落着せ しめ 

んと 確言して ぬる もので、 之で 以て、 歸雲庵 は 確かに 蛭 谷の 管轄 下に 於け る全國 散在 木地 師の 檀那 

寺であった こと、 幷 びに 所謂 木地 師 本山と して 重要な 同所の 一 機關 をな した こと を 知らし めて： Q る。 

次に、 

(M) 往來 手形 一通 
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この 一 通 は、 前 出 W 號 に連關 する もので、 萬 延ニ年 二月 附 「日本 國中 木地 職 支配」 と冠稱 してぬ 

る 公文所、 卽ち總 支配 役所から、 諸 國の關 所 役人 中に 宛て、 出され、 當所 支配者た る 前の 木地 師友 

三郞の 通行 を倚賴 した もので、 前例に より 職業 柄 一所 不在の ものと して 「往來 之 節 者 妻子 眷屬 不殘 

相 連れ 罷 越し 候 共」 通過せ しめられ 度と 述べて ゐる。 

(お) 免許 狀 一通 

慶應 元年 五月 附、 公文所の 支配人から 諸國の 木地 師に 宛て、 木地 師惣 平なる もの、 身元 を保證 し、 

免許の 轆轤 を 渡 置け る ものなる を 述べ、 諸國 山々 に 居住の 節 は 之 を 世話 あり 度 旨 を 告げて ぬる。 

以上 三 通 は、 木地 屋團 體の總 管と して、 幕府 及び 諸藩領 から 之 を 公， 認 せられた 組織 下に 於け る 彼 

等 日常 行動 上の 必要なる 券 文で ある こと を 示す ものであるが、 次に、 

(53) 執達狀 一通 

文政 元年 正月 二日 附で、 大行 事大 僧都 常觀 から 公文所に 宛て、 禁裏 御所 御用 器物 調進に つき、 舊 

例の 通り 式法 相違な く 献納すべき 旨 を 執 達した ものである。 此大 行事 は、 何れの 院 宫に屬 する もの 

であるか 確め られ ない が、 之に よると、 尠くとも 文政 頃に あって は、 この 木地 屋のー 元締た る 筒井 

公文所に あって は、 朝廷の 御用 器を钠 入して： Q たこと を 示す ので、 恰も 彼の 燈爐師 などが、 舊例を 


名と して、 その 製作 品 を 納入し、 以て 各種の 特權を 獲得した 如く、 この 木地 屋に あっても、 恐らく 

同樣の 方法 を 取って ゐた ことで あらう ことが 明示され る。 卽ち、 簡單に 云へば 中世に 於け る 供御 人 

の 形 をと つて， Q たこと になる と考 へられる ので ある。 之と 連關 して、 

(n) 請 書 一通 

天 保 二 年 九月 附で、 筒井 公文所の 首 腦者歸 雲 庵 及び 大岩、 小椋ニ 家が 相 連署して 理性 院に 宛てた 

もので、 大要 は 理性 院と舊 因 あるに より 種々 指揮 を 受けた る こと を 述べ、 諸國 木地 師 氏子 凡 六 千 軒 

の もの、 現在 衰微した る も、 精々 運上 取 立の 上定 益の 節 は 一軒に 付 銀 三 匁 を 上納 せんと 誓約して. Q 

るので、 理性 院の 威勢 を藉 つて 利得 を圖 り、 之に 對 する 報償の 意味で、 冥加 銀 を 納入して _Q た 事情 

が 明示 せられる。 但し 理性 院が 何處 であるか は、 他に 參照 文書 もない ので 明かに せられな いのは 遺 

慽 である。 

次に、 經濟 上に 關係 する ものと して は、 

(S3) 請収覺 一通 

麋應 元年 八月 公文所 取締 方から 美 濃 國加納 の松榮 講組惣 代に 宛てた もの は、 免除 二通に 對 し金壹 

兩壹分 印鑑 料 十四 軒 分 金 參兩壹 分の 請 取りで あるが、 之 は 加 納の和 傘 製造業 者に 對し、 公文所と して 
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の 許可 狀を與 へて、 その 免許 手數 料を徵 した 證據書 額で ある。 和 傘 製造業 者は卽 ちその 器具の 構造 

上 木地 を 使用して， Q る點 から、 公文所の 管轄 を 受けた ので ある。 斯くて 木地 繰 椀 を 取扱 ふ 上から、 

漆器 業者に ありても 同じく その 管轄 を 受け、 現今で 云へば 阒筒を 使用す る 上から、 萬 年 筆 製造業 者 

も猶 筒井 八幡 社 を 崇敬して ぬる 次第で ある。 此松榮 講に關 する 文書 は、 猶 

(^) 願書 一通 

が ある。 前記 松 榮講惣 代から 公文所に 宛てた もので、 その 大要 は、 昨年 傘屋 等に 許可 せられた 新株 

は、 或は 貸 株 若しくは 賣 物に 出されて ゐ るに 係 はら や、 古株 所持者 は 定法の 運上 を 納入せ る を 述べ、 

不公平 なきやう 處 置せられ たしと 懇願に 及んで. Q る もので、 その 半面に は 免許 料 徵收の 目的から、 

濫りに 新株 許可の 非なる こと を 云って ねる ので ある。 更らに 

(^)  口上書 一通 

無年號 であるが、 大體天 保 以降の ものと 思 はれ、 肥 前 國中津 領入山 木地 師ニ 名から 公文所に 宛て 

、、 木地 仲間の 窮狀 を縷述 して. Q る愁狀 である。 その 要點 は、 最近 十 年間に 米價 高値の 爲 めか 同業 

者 離散して 農家に 入 緣の者 多く、 同業者 間で 緣組 したくと も 四國、 中國 にで も 渡ら ざれば 相手が な 

い 位で、 又 一 方で は諸國 城下 者 }m 姓 等 轆轤 師と稱 して 同業 を營 み、 仲間 は 益々 衰微に 赴く 旨 を 告げ、 


「大 元締 御 本山 之 御 威勢 を以御 取調 無， 一 御座, 候て は、 仲間 中 家職 難， I 相 成， 彌纟以 仲間 衰微 之 甚に御 

li^ 間、 何卒 今般 御 法 御 立 被い 爲レ 下、 九州 筋 一圓に 大 元締 又は 諸々 方角 克 者え 吟味 目 附役杯 與申者 

御 立 置 被， 爲， 下 候 半 者、 已後 取締 農家に 入 込 候 者 稀に 相 成、 轆轤 師怀御 本山 御 支配 相 成 候 半 仲者繁 

::1 仕、 緣組等 は 勿論、 御 本山 御 爲筋共 相 成 可レ申 哉と 奉レ存 候。 一 と縷述 して ねる。 

之 は 九州での 一 例で あるが、 同時に 全國 共通して 大體 斯る狀 勢に 趨ぃ たものと 見られる。 

願書 一通 

之 は 明治 二 年 四月 附で、 木地 師 元締 大岩 及び 取締役 小椋ニ 家から 陳 上した もので、 所謂 明治維新 

に際會 した 政治 組織の 革新に よって、 舊來の 如き 「人別 取調 支配」 困難に なった 爲め、 舊 幕府 時代 

以來 その 特權を 維持した 通りの 免 狀下附 を 願 ひ 出で たもの V 控書 である。 この 願書の 採納 如何 は 明 

ら かにせられ ない が、 然し その後 數 年の 間に 明治 政府の 組織 も 整頓 せらる V に 及び、 遂に その 申出 

でが 不 採用と なった の は當然 であらう。 斯くて この 願書 は、 彼等 仲間の 一大 變 革に 會 した その 當面 

に 於け る 意味 深い 書面と されよう。 

以上、 «^な 側の 史料 を總 括す^ と、 大體 三種 類に 分 たれ、 その 一 は 木地 仲間の 由緒 を 飾る 最も 重 

要と 考 へられる もの、、 而も 殆ど 全部 を 擧げて あまりに 甚 しい 偽作 文書と、 第二 は江戶 時代の 初期 
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に當 つて 漸く 仲間の 組織 を 整頓し 初めた 神社 中心の 文書々 類、 幷 びに 紀念標 類で、 之で 以て 凡そ 其 

團體の 成立に 確實な 意味 合から、 一 つの 礎石 を體 かんとす る ものである。 而 して 第三 類と すべき 史料 

は、 仲間 成立 以後 明治の 政 變に會 する 迄の 間に 於け る、 實際上 所謂 本山と 支配人 間に 於け る 諸種の 

運用 を 明示す る 證券 額で、 之で 以て 確實 に江戶 時代に 於け る 木地 屋 仲間の 法規 的、 幷 びに 經濟的 生 

活の 一面 を 知る ことが 出來る ものと 云へ る。  • 

五 君ケ畑 側の 史料 

蛭 谷と 相對 して、 木地 師 元祖の 地た る を 主張して ゐた 君ケ畑 側の 史料 は、 之 を 前者に 比較す ると- 

所謂 その 祖神 惟喬 親王に 直ちに 由 緖關係 を 結 付けし めんと する 文 * は餘り 多く 傳 はって ぬない。 然 

し、 江戶 時代 中期 以降に 演出 せられた 對蛭 谷との 紛爭、 延ては その 使嗾 者た る 白 川家關 係の 書類 は、 

相 當に數 多く 殘 されて、 彼等の 如何にして 木地 仲間 を 支配して. Q たかの 裏面の からく 6 を 窺 ふこと 

が出來 る。 而 して 亦、 白 川 家の 詐謀 落着 以後、 幕府 社寺 奉行の 裁許 を經 て、 蛭 谷と 共に 相 妥協して 

その 仲間 を 取扱うて. Q たかの 實際を 示す 記錄が 一 通り 保存せられ、 次に、 第三 部 額と して、 所謂 全 

國 散在の 木地 師の 戶籍、 及び 彼等が 明治維新の 變 革に 會 して、 如何に その 戶 籍を處 置せられ たかの 


證券 を殘 して ゐる。 

以下、 蛭 谷の 例に 倣って、 その 史料 を解說 すると、 

(1) 天 正 三年 七月 四日 附金龍 寺 宛綸旨 一通 

之 は、 權右 少辨豐 長の 執 達した ものと して r 當 寺永爲 -i 勅願 靈 場-塞 惟喬 草創 之 地 也、 宜 下奉レ 祈， ー皇 

家 永久 一 者、 天氣 如， 此、 仍執達 如 _ 件。」 と 見え、 文體 として は 先づく あぶなげがない やうで も あ 

るが、 何分 寫し であって みれば、 恐らく 眉 唾 もので はなから うかと 思 はれる。 

(2) 天 正 三年 八月 十六 日 附柴田 勝 家君 ケ畠惣 木地 挽 宛 免許 狀 一通 

此亦、 寫 しを殘 して. Q るので 「諸 國椀挽 之 族、 山手 等 如，； 前々， 可 ，ー 沙汰， 候。 其 職不, 可， 有， 一別 儀- 

候、 仍 而如レ 件。」 と ある 全文 は文體 として は 差 支ない やうで あり、 結局 眞僞 未詳と 云 ふ 程度の ものと 

すべきで ある。 猶 一通 後の 申立 書の 中に、 天 正の 未年に、 豐巨 秀吉五 奉行の 一人た る、 增田長 盛の 

同じ やうな 免許 狀が あると 見えて， Q るの は、 前揭 (8) 號 文書と 同一の もの を 斥す ので ある。 猶ぉニ 

通の 史料に ついては、 更に 最後に 論及す る 積で ある。 

以上、 根本 由 緖に關 係 ある 文獻 は、 以前 は 猶蛭谷 側と 相對峙 せられる 程度に、 如何 はしい 仕 入物 
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を多數 具備して ゐ たもの、 やうに 察せられ るので あるが、 現在 は、 同地 共有 文書 中には 見えて. Q な 

い。 然し、 金石文が 之に 續 いて 現存し、 確實 に、 同地 をして 惟喬 祖 神の 御座所と して 崇敬 せられて 

來た 確かな 時代 を 示して. Q る。 卽ち、 同時に 建立 せられた 石 標がニ 某あって、 

(3) 全文 

「日本 國中 木地 屋 氏神 惟喬 法 親王 御廟 所 

享保 十三 戍ぉ. 歲 霜月 九日 改ぃ之 敬白 

江 州 愛 智郡君 之 畑 村 藤 原 氏子 等 造 n 立 之 I 

淸和 天皇 御 建立 寶塔」 

之 は、 所謂 親王の 御廟 所と 稱 すると ころの 入口に 建てられ、 更に 猶ー某 

(4) は 神社の 境內に 建てられて、 同時に 出來 たもので ある こと を 示して ぬる。 

「白雲 山 勅 諡大皇 大明神 御宮 

日本 國中 木地 屋之御 氏神 

享保 十三 戍ホ歲 霜月 九日 改 敬白 

江 州 愛 智郡君 之 畑 村 藤 原 氏子 造 立 之 者 也 二 


白. ま 山 勅 諡も變 な もので あれば、 淸和 天皇 を 持ち出し たの も 如何にも 拙い が、 然し 小 會實秀 I . 

藤 原 氏の 末裔た る 氏子と して 全國 木地 屋 から 祖 神に酬 い る爲 この 建立 をした 意味が 酌み 採られる。 

卽ち、 江戶 時代の 中期に 至って、 漸く 彼等の 地域が、 祖 神の 由緒 地と して その 仲間に よって 確か 

に. M めら れ たので、 天 正の 免許 狀が 生きらない 限り、 この 點 では、 蛭 谷 側より その 由緒 史料 は 可な 

り遲れ てぬる わけで ある。 そして、 前記 蛭 谷の 親王 紀念 石標 が、 旣に延 寶六年 乃至 元祿七 年に 建立 

せられて. Q るのに 對 して、 四 五十 年後れ て. Q るので ある。 

然るに、 前囘 にも 蛭 谷の 史料の 條で 少しく 言及した 如く、 此兩 所の 惟喬 親王 を祖 神と して 捏ね 上 

げる 迄に は、 當 時の 神道 家吉 田、 白 川 二 家の 後押しが 大體は 仕事 を 仕 終 はせ てゐ るので、 蛭 谷に 對 

する 吉田、 君ケ 畑に 於け る 白 川 家 は、 可な り 早くから その 關係を 結んで、 操りの 糸 を 延べて ぬた の 

である。 以下の 史料 は、 斯 くして、 主として 白 川 家と 交渉の ある 君 ケ畑宛 書類で あるが、 唯 その 中 

一通 丈け、 割合に 早い 頃の 吉 田家 側の 訴 狀が殘 されて ぬる。 卽ち 

(5) 资永八 年 卯 二  a、 吉 田家から 幕府の 寺社 奉行 宛の 訴狀 で、 明らかに 蛭 谷 側の ものが 何ん の 

ことで 君ケ 畑に 紛れ込んだ ので、 實は蛭 谷の 史料た るべ さもので ある。 訴狀 の內容 は、 前文が 缺け 

て ぬ て 少しく 解らない 點も あるが、 大要 は、 從來简 井 八幡宮に 於て 氏子 駆と 稱し、 七 八 年 乃至 十 年 
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毎に 一度 諸國 木地 山 を 巡 廻し、 今に 至って 八 百 五十 年 該^^ 違亂 なきと ころ、 

去る 寶永四 年 二月、 近 江 栃木の 麻 生 山 を 帳 始めと して、 美濃國 ほこら 澤、 稗 畑 山に 及んだ ところ、 

十二 人の 木地 師 式法に 違背の 故 を 以て 京都 奉行所に 訴 へ たが、 管轄 違 ひの 故 を 以て 更らに 幕府 寺社 

奉行に 訴訟に 及んだ と 云 ひ、 裏書に は 幕府 老中 等 十 一 人 連署して 相手方に 對決を 申 付けた 文 言を錄 

してぬ る。 

次に、 可な りの 年代 を 隔て、 

(6) 明 和 元年 十一月 君 ケ畑大 皇大明 神社 神主 神人 宛 白 川 家 下知 狀 一通 

を 手始めに、 極めて 密接に 白 川 家と 君ケ 畑との 交渉 を 示す ところの 數 通の 書 狀を殘 してぬ る。 此等 

を 以て、 凡そ この頃 始まった と 思 はれる 兩 者の 關係は 非常に 明瞭に なって 來 て- Q る。 

下知 狀の 內容 は、 此亦 一部 缺 損して. Q るが、 要するに、 在 因幡 國八束 郡の 木地 星に 訴願の ことが 

出來て 大皇明 神に 申入れ たと ころ、 社. 中より その 事件 を 白 川 家に 委任した に付き、 國主 方の 役人に 

對し 國法國 政に 障げ なきやう 應對 すべし と 云 ひ、 その 旨 を 通牒した ので、 白 川 家 は 君ケ畑 神主の^ 

辯 人た る を 示して ぬる ものであ^。 

次に、 


(7) 木地 作 祖神正 僞辯解 一冊 

は、 翌明和 二 年 四月 付で、 神祇 伯 家 神 祗道學 頭 太 庭 主 稅源顯 生の 稿本に なった もので、 可な りひ 長文 

おやかみ うさが み うぶすな 

であるが、 その 要領 は、 表題に 示された 如く、 祖神、 氏神、 亲 神の 區別を 明らかにし、 君ケ畑 奉祀 

すると ころの 大祖 大皇明 神の 氏神、 卽ち祖 神なる を 述べ、 やがて その 目的と する 蛭 谷の 筒井 八幡宮 

を祖 神と 云 ふことの 営らざる を 述べ、 結局 惟喬 親王の 祖神は 大皇明 神た る を 以て、 諸國の 木地 師之 

を 崇敬すべく、 简井 八幡 を 親王の 祖神 として 崇 むる ことの 謂な き 次第 を 痛論した ので ある。 此卽ち 

君ケ畑 側の 顧問 辯護士 として、 その 相手方の 蛭 谷 を攻擊 して、 諸國 散在の 木地 屋 を從屬 せしめん と 

した もので、 當時兩 者の 間の 所謂 氏子 奪取 問題 は、 旣に 露骨に 爭 はれて ぬた ので ある。 斯くて、 そ 

の 末 文に 「木地 作 其 元 君 之 畑に 在住せ しもの なれば、 筒井 八幡 官 01 谷 は 日本 木地 作の 產 神と 申さ 

ば、 由緣 ある 八幡宮 木地 作の 尊信 永久に 厚 かるべき を、 私欲に 迷 ひし 邪曲の 謀計、 遂に は國 中に 明 

白に して 筒井 八幡 大 神の 威德 まで も蔽ひ 塞ぐ に 至らん、 恐るべし 惡む べし。 初め 此僞說 を 設けし 神 

敵の 罪 置く に 所な かるべし …… 」 と 攻擊の 矛 を 向け、 ー篇の 主旨、 妄言 僞說の 惑 を 解かん 爲め 依願 

に 任せて 編述 したる ものなる を 述べ 「され ども 之 を 見る もの 有て 是を非 儀な りと する 人に は、 顯生 

これに 對 して 其 是非 を咎む ものな. 0。」 と 意 氣を昌 にして 戰を 挑んで ねる。 

^九 所 Fi 木地 虽 根元 地の 史料  三 三 三 


土地 及び 聚落 史上の 諾 問題  三 三 ゆ 

要するに、 顯生 のこの. ー篇 を縷述 した 目的の 那邊 にある か は 以上で 明白で あるが、 その 辯 解の 筋 

道 は その 誇稱 する 如く、 その 根柢の 如何 を 別と して、 全く その 通りで、 简井 八幡宮と して は、 體ょ 

くその 揚足を 取られた 形ち である。 その 應戰 は、 如何 榇に 發展し たかは、 蛭 谷 側に は 記 錄を殘 して 

ゐ ない ので 知る ことが 出来ない。 

斯くて、 白 川 家 は君ケ 畑に 對 して 非常な 密接な 關係を 結ぶ こと 、なって、 全國 木地 屋總轄 の 根本 

となった 大 1^ 神の^ 璣は、 同家の 把握す ると ころと なり、 從 つて その 威權 は寶曆 から 文化の 初め 

頃に 至る 迄、 約 五十 年間 白 川 家の 時代 を 作る に 至ってぬ る。 その 憑證 として 

(8) 明 和 二 年 四月 附白川 家 神人 免許 狀 一通 

之 は、 左記の 形式に なり、 もとより 公式の もので はなく、 近世 を 通じて 行 はれて ねた 神道 家の 傳 

授 物に 過ぎな いもので ある。 

神拜 作法 

. (中略) 

神 作 供 法 

右 江 州君ケ 畑 大皇大 明 神 乃 神人 小椋文 右衞門 尉矩治 依， 1 宿望 - 而 令- -授與 -畢。 


明 和 二 年 六月 

神祗 管領 學頭 源顯生 「し0 朱& 

斯の 如くに して、 遂に 木地 屋の 免許 狀も亦 白 川 家から 授與 せられ、 その 證據 として 印鑑 手札 を 交 

附 せらる、 に 至ってぬ る。 

(9)  免許 狀 

一、 其許義 從，, 往昔， 當 御殿 支配 下 有， 之 候。 依， 之 今般 御 改之上 木地 師職 免許 之 御金 印鑑 手 

札 被， 致- 1 授與- 之 候 間、 右門 下 之 锭堅可 n 相 守-者 也。 

白 川 神？ i 伯 王家 

文化 元 子年 四月  大貫 左衞門 □〇 朱印 

參州設 樂郡野 入 村 山 

小 椋與左 衞門殿 へ 

この 同形 式 を 具備した 免許 狀は 猶數 通を殘 して ゐて、 當時 一 般 に授與 されて ぬた こと を 知らし め 

る。 而 して、 これと 同時に 白 川 家で は、 一通の 锭書を 出して、 大皇 神社の 神人で あり、 又木 地屋で 

も ある 氏子 一 般に吿 知せ しめて わる。 次に 示す の は その 一 標本で ある。 

笫九 所艄 木地^ 极元 地の 史料  三 三 五 . 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 三 六 

(W)  申 渡 之 事 

一 、 公儀 御法度 之 御 制 事 急 度 相 守 可い 申 候 事。 

一、 御料 者 御 代官、 私領者 領主 地頭 其國々 之 锭相守 可い 申 候 事。 

附ヅ、 職分 之 外 猥之儀 無, 之 檨堅相 守 可 ぃ申 候 事。 

一、 此度御 改正 被， I 仰 出， 候 上 者、 以來其 許 神人 木地 師 職-一 付、 彼是 故障 之 事共 申 族 茂 有， 

之候ハ 、、 早速 京都 御殿へ 召連罷 出、 御 下知 可， 受之者 也。 仍如， 件。 

白 川 神 祇 伯 王 殿 家 

文化 元 子年 四月  大貫 左衞門 □〇 朱印 (下略) 

三 州 設樂郡 松戶山 

小椋方 左衞門 殿へ 

猶、 白 川 家の 威 櫂が 頗る 强大 に君ケ 畑に 及ぼされて ゐたか を 示す ところの 左 券と して は、 

(n) 明 和 四年閏 九月 君ケ畑 陳謝 一札 一通 

があって、 その 一面 を 語って ゐる。 內容 は、 在 信 濃の 木地 屋 との 間に 紛爭 があって、 京都 役所に 出 

訴に 及んだ ところ、 白 川 家を拔 きにして 直ちに 役所に 出た について 「御殿 檨江 御棻內 不一 一 申 上, 不屈 


之 義急度 御 吟味 可 一一 仰 付 一 旨」 で、 散々 に 油を絞られて、 結局 陳謝の 一札と なった わけで ある。 斯く 

て、 

($0 白 川 殿の 名の 下に 於て 免許 鑑札 を 出して. Q る。 その 一例 

文化 元 甲子 年 四月 

御 支配 下 木地 師 

小椋 藤兵衞 (表) 


白 川 殿御 印鑑 〇 改 (裏) 

と 見えて ゐる。 

然るに 一方 對蛭谷 II 筒井 八幡宮と 大皇明 神と を 表面の 立 物と して、 蛭 谷、 君ケ 畑の 全國 木地 屋 

支配に ついて， Q 葛藤 は、 前述の 如く 恐らく 明 和 二 年 「木地 作祖神 正僞辯 解」 を編述 して 筒井 八幡宮 

ケ- けち 付けた 頃が 火の手の 盛に 揚がった 時で、 爾來猶 醜い 爭を續 けたので あつたが、 漸くに して 明 

和 四 年 十月に 至って、 兩 畑の 間に 妥協 成立して 和議 を 結ぶ に 至って ぬる。 

-0^ 明 和 四 年 十月 爲 取替 一札 之 事 一通 

笫九 所 11 木地 屋根 元 地の 史料  三 三 七 


土地 及び 聚落 史上の^ 問題  三 三 八 

は、 蛭 谷 側から 君ケ 畑に 宛て、 出された ものと して 今君ケ 畑に 保存 せられて. Q る。 其 眼目と する 耍 

は、 

一、 君 ケ畑村 惟喬 親王 樣御神 號大皇 大明神 者 木地 師祖神 之 社。 

一 、 蛭 谷 村 筒井 八幡宮 者 惟喬 親王 樣御勸 請 二百 辘轤師 鎭守之 社。 

と 云 ふこと にして、 先^に 正 偽 辯 解で 論述した 筋 は、 筋と して 立て、 置いて、 巧みに 甲乙な さやう 

に諸國 木地屋 の 間に 振り分け たので ある。 斯くて、 兩 村から 公平に 札 配， o を なすこと、 し、 何れも 

親王 由緒の 兩村兩 社 なれば、 何れと も 相 分離し 難き 本意 だと 述べ、 爾來兩 村 和 協して 木地 屋を 支配 

せんと 契約に 及んで ゐ るので ある。 

然るに、 寶曆、 叫 和 以降 文化の 初年に 至る 約 五十 年間 君 ケ畑側 を 籠絡して、 木地： 支配の 目的 を 

逹 した 白 川 家 (淤、 事の 眞相を 云へば 同家 役員 等の) 惡辣 手段 も、 餘 りに 目に 餘る 横暴 さが 寺社 奉 

行の 知る ところと なって、 遂に 文化 四 年 九月、 關係者 一同の 所 罰 を 見る こと V なった。 

文化 四 年 九月、 白 川 家々 來大貫 左衞門 等差 上申 一札 之 事 一通 

は、 右 事件に 關 する 所 罰の 請 書と して、 寺社 奉行所に 提出せられ たもの、 寫し である。 內ぉ は、 可 

なりの 長文に I るので、 以下 便宜上 之 を筒條 書と して 要點を 摘記す ると、 


一、 白 川 家々 來大貫 左衞門 等、 木地 師は白 川 家の 配下と 申立て 、ぬるが、 之 は 天 正中 丹 羽、 增田 

から 交附 した 免狀、 及び 氏子 齪と稱 する 初穂 取 集の 帳簿に 筒井 公文所と あり、 大皇明 神に あ 

つても、 神主が 年 番に之 を 支配して 來た點 から、 今更 綸旨. V- 以て 取 極めるべき 筋合の もので 

はない。 

二、 白 川 家で は、 木地 師へ 會符 を交附 したと 日記に 見えて ゐ ると 主張す るが、 この 實證は 認めら 

れ ない。 

三、 貢 納枓を 出した と 日記に 見える の は、 元祿、 寶永、 寬延の 三度 限りで、 連續 的の もので はな 

い。 

四、 神祇官 記に、 木地 萬 物進獻 のこと が 見えて ぬるが、 然し 單に それ 丈け では、 支配 關 係の 證據 

に はならない。 

五、 君ケ 畑と 白 川 家との 關係 は、 寶曆六 年に 始まった ので、 而も 其以來 會符を 交附 し、 金 龍 寺 を 

配下と して 取扱った の は 不穩當 である。 

斯くて， 君々 畑、 蛭谷兩 村、 幷に 木地 尾 中から 拒絕 せられた 以上、 職業 免許 狀 鑑札 を 渡し、 綸旨 

金 貢 納枓ケ -徵收 し、 木地屋 を 支配す る こと は 許可し 難く、 從 前の 如く 彥根 藩の 取締りと して、 舊來 

第 九 所 木地 屎 根元 地の 史料  三 三 九 


土地 及び 聚落 史上の 敦 問題  三 四 〇 

の 仕方 を 改め や、 唯 神祇 方へ 木地 萬 物納 入の 例によって、 白 川 家と して 兩村宛 その 件に ついての 下 

知 を 許す こと、 し、 結局 「木地 師は是 迄 之 通 君ケ畑 村大皇 明祌、 蛭 谷 村 筒井 八幡宮 兩 社中に して 支 

配いた し、 君ケ 畑に 預り置 候 會符者 白 川 家に 返納いた し、 寶曆六 子年 巳 前 之 通 相 心得、 諸事 仕來之 

通 被レ計 侯樣」 と 取 極めさせ たので ある。 

斯の 如くして、 所謂 騒動の 首謀者 大貫 左衞門 は、 窃かに 木地 師 連名 帳簿 を 掠めて、 兩 社中に 斷り 

なく 廻國 し、 改正と 號 して 免許 鑑札 を授與 し、 冥加 納貢料 を詐收 し、 之 を拒絕 した もの は 道具 を沒 

收す るに 至った 廉を 以て 輕族 追と し、 從者三 名 は、 大賞と 行動 を 共に したので 押 込と し、 蛭 谷 側の 

简井 八幡 神主 大岩 右近 は、 木地^ 中の 白 川 家 新法に 對 する 訴願に 對し之 を拒絕 せしめた の はよ いと 

して、 週狀 の 認方不 行 屆の爲 め、 騷 動に 及べる を 難 じ、 叱りに 處し、 其 他 關係者 一同に 對 しても、 

それ，， ^\處 分す ると ころがあった。 要するに、 白 川 家 をして この 機會 に斷然 一大 痛棒 を 喰 はせ て、 

木地 尾との 支配 關 係を斷 たしめ、 その 詐謀 によって、 彼等から 冥加金 を徵收 する 能 は ざら しめた も 

ので ある。 この 請 書の 連名に よると、 騒動の 發端 となった 木地 屋は、 三 河 設樂 上、 下津 具、 信 濃 伊 

那郡根 羽、 坂 部、 平 谷、 向 方、 浪合、 の 諸 部落に 在住せ る ものであった。 而 して、 この 事件 は、 次 

の 願書に よると、 文化 元年から 四 年に 1 る ものであった ことが わかる。 


而 して、 文化 五 年 八月 を 以て 先き に 明 和 四 年 十月 君ケ 畑、 蛭 谷兩村 妥協の 旨 を、 更らに 白 川 家の 

關 係を脫 して 相 協約す るに 至った。 

(^) 文化 五 年 八月 大. dr 筒井 兩社 神主 願書 一通 

卽ち 之で、 白 川 家の 事件 解決に ついて、 古 來仕來 りに 復し、 木地 尾の 支配 を兩 社中と し、 居所の 

山み、 を 順 廻 せんとし、 その 許可 を與 へられた こと を泰 行に 陳 上した もので、 裏書して 「勝手に 罷越」 

す ベ き を 指令せられ てゐ る。 

(52) 文化 五 年 九月 氏子 人別 帳 一冊 

は、 その 結果 作製せられ たもので、 兩 社務 卽ち、 筒井、 大祖兩 社 神主から、 惣 木地 師 宛に 記 錄 せら 

れ てぬる。 

然るに この 許可 せられた 協約 は、 後 文政 八 年 十二月に 至って、 更らに 一 層 兩村相 融合して 同等の 

位置 を 保つ やうに 協定せられ た。 

r^) 文政 八 年 十二月 蛭 谷、 君ケ畑 願書 一通 

之で、 この 分 は 最も 明確に 兩村 として 相 協和した 旨 趣 を 示した ものと して、 全文 を採錄 すると 

乍， 恐以 -1 書付-奉-申 上-候 

第 九 所 II 木地 屋极元 地の 史料  三 四 一 


± 地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 四 二 

一 、 大皇大 明 神 は 君 ケ畑村 

一、 筒井 正 八幡宮 は 蛭 谷 村 

右甙ケ 村有， 之 候 得 共、 往古 は 全 一圓 之 深山-一 而貳ケ 村 別 所之譯 無い 之、 兩社ハ 惟喬 親王 一 

同 之 御 由緒-一 相違 無，, 御座， 候 事。 

一 、 木地 師、 轆轤 師兩樣 唱候儀 " 轆轤 を以 木地 を 製し 候 職業 -ー 付、 勝手 二 唱候儀 二 而、 無 一一 別意 一 

兩唱 一 同 之 儀 一一 御座 候處、 御 裁許 面 木地 師と 御座 候 上 者、 諸國 一 同 木地 師と相 唱可レ 申 事。 

一 、 兩村兩 寺 之 儀、 寺社 共 一 同 御 由 緖相逮 無い 之 候-一 付、 諸國 木地 師 一 同心 得 違不， 仕 候樣、 相互 

二 順 11 無， 滯 仕 候 事。 

一、 木地 師順廻 之 儀-一， 付 候 而ハ、 往古より 格 例 を以、 兩村共 一同 之 取 計 方 遠 國-ー 散在 之 木地 師 

共 若 心得 違 之 者 御座 候ハ 、、 右 之 赴 を以申 渡し、 改正 取締 可， 仕 候 事。 

右 之 趣、 諸國 散在 之 木地 師、 支配 之 儀 往古より 之 格 例 相 守、 於， 一江 戶御 奉行， 所， 蒙，, 御 裁許， 候 上 

者、 聊 弊風 も 相 省、 取締 改正 仕、 木地 師共 一統 心得 違 爲レ仕 間 敷 候。 此段 乍， 恐 奉，, 申 上， 候 以上。 

愛 智郡君 ケ畑村 大皇明 神々 主 

小 椋信濃 〇 


文政 八 酉年 

十二月 


愛 智郡蛭 谷 村 筒井 八幡宮 神主 

大岩 右近 〇 

君 ケ畑村 

金 龍 寺 〇 . 

蛭 谷 村 

歸 雲 庵 〇 


御 奉行 樣 


(處き 右 之 通 永世 不， 可レ 有，, 違犯， 候。 依い 之 奥書ヲ 加へ 相 下 ケ置者 也。 

酉 十二月 (文政 八)  横 賴 〇 

黑孫右 〇 

ところが、 神社と して は 白 川 家の 支配 時代に あっても、. 神主 は 神主と して その 一 部の 社務 を 取扱 

ひ、 換 一；"：： すれば、 所謂 氏子 狩に 從 事し、 唯收 入の 一部分 を 白 川 家に 奪 はれた のみで はあった が、 先 

さに 现 はれた 金 ま 寺、 卽ち 神社と 合體 して 各地 木地 星の 宗門 手形 を 出して その 戶籍 の實 權を搌 つた 

^九 所 Fi 木地 ^ 极元 地の 史料  三 四 三 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 四 四 

寺院 は、 恐らく この 白 川 家 時代 を 通じて、 その 法規 上 .！—— 宗門 關 係の 外 は 餘程壓 迫 を 受けて、 表面 

に は 立た されなかった と 思 はれる ので あるが、 今や 此 改革に よって、 俄かに 表面に 出で、、 殊に 突 

如と して  >  高 松 御所の 名稱を 冠す るに 至ってぬ る。 御所の 潜稱 は、 勿論 惟喬 親王の 由緖を 公認 せら 

れ ての 結果で ある こと は 云 ふ 迄 もない。 

(^) 文政 五 年 九月 繪符 免許 狀 一通 

(S) 文政 六 年 十一月 長 橋 殿達 書 一通 

前者 は 「高 松 御所 金 龍 寺 役 寮」 から、 一木 地屋に 宛て、、 その 使用 を 許可した もので あり、 彼等 

の 道中に 當り、 この 特權を 保持せ しめる 爲 めの ものであった。 後者 は、 禁裏 御所から 淸和 天皇の 御 

代 以來、 正、 五、 九月 納入 せられた 大皇大 明 神の 祈禱 札中絕 された るに つき、 爾來 奮に 依て 獻 上せ 

よと 云 ふ もので 「椀 器 根元 之 地、 君 ケ畑高 松 御所 金寵寺 殿」 と 記名して ぬる。 その 淸和 天皇 云々 の 

こと は、 改まって 僉議 立す る 迄に も 及ぶまい。 猶、 二三の 配 i の 例む 示す と、 

(^) 「木地 椀祖 神祈禱 御寶牘 高 松 御所 金 龍 寺」 となせ る もの 

s  r 藏皇山 金 龍鹂寺 本院 御所 大皇大 明 神 御 寶前專 祈家遨 興隆 子孫 繁昌 攸」 となせ る もの、 又 

(お) 「高 松 御所 御用 献上 高 松 御所 金 龍 寺」 と 認めた、 所謂 御用 札に は、 菊花 紋章 を 記して ゐる。 


斯くて、 木地 屋 中の 戶籍 にも 

§ 文政 十 年 四月 戶籍 一 撒 

の奧 書に 「椀 器 初 創 之 地 高 松 御所 金 龍 寺 知事」 として 居り  . 

(お) 同年 十月 宗旨 印證 一 通 

にも 「高 松 御所 本山 金 龍 寺」 と 見えて ぬるので ある。 

然し、 氏子と しての 關 係の 本末 は、 所詮 神社に よる ものであるから、 所謂 高 松 御所 金 龍 寺の 加判 

なき 證券 も、 幷び行 はれて. Q たの は 云 ふ 迄 もない。 

(^) 文政 十 年 四月 戶籍 一冊 

之 は (15) に 示した 戶籍と 同年 同時の ものであるが、 奧 書に は 古法 歸復の 始末 を 述べて 同業者の よ 

く 國法を 遵守して 祖神を 崇敬すべき を 云 ひ 「改正 兩社 印鑑 一枚 宛 相 渡 置 候 間、 巳後大 祖へ參 詣之砌 

も 相^ 合 候 間 無-失念 _ 持 參可レ 有い 之」 を傳 へ、 それに は 「椀 器 元祖 社中」 として、 印章に は 「器 地總 

司」 と銘 刻され てぬる。 辯いて 

(^) 文政 十 年 大皇大 明 神 御 初穂 帳  一^ 

に は 「社中 役人 小椋 某」 として、 此亦 社中の みの 署判 である。 而 して 亦、 その 配 札に も 

^九 所 pi 木地 W 根元 地のお 料  三 四 五 


土地 及び 聚落 史上の 諧 問題  三 四 六 

(M) 「大皇 大明神 守護 所」 の 一行 を 示して ゐる。 

以上 歷記 した 史料に よって、 君ケ 畑に 於け る 白 川 家專楨 以後の、 木地 屋 管轄の 復歸 事情 を 知る こ 

とが 出來る わけで あるが、 次に は、 ^君ケ 畑 側と して、 その 管轄して. Q た各國 散在の 木地 屋の 分布 

を 知る に 足るべき 史料、 卽ち 戶籍に 額す る もの、 及び 初穗帳 その他が 殘 されて、 具體 的に 或 時代に 

於け る 彼等の 實數を 示して 吳れ る。 

君ケ畑 共有 書類の 中で 囑 目した 右の 材料 は、 最も 古い もので 文化 五 年 氏子 人別 帳、 文政 十 年戶籍 

帳、 同年 御 初穂 帳 等が あり、 この 記 截文言 は、 旣に 前記して ぬる 如くで あるが、 肝腎の 連名 は、 今 

手元に 抄記を 失って. Q るので、 玆に 提示す る ことの 出來る ものと して は 

安政 三年 九月 紀州黑 江 木地 職名 前 之 帳 一冊 

が 最も 古いので、 有名な 漆器の 製造 地と して 聞え た 同地の 南 之濱、 西 之濱、 古皇敷 北 之 町に 於け る 

同業者 一 百 餘人を 連記し、 各 世話人 等 初穗銀 一 匁 宛 を 集め、 入用 差 引の 上 七十 三 匁 を 納入した と 記 

されて ゐる。 連名 中、 木地 星を稱 する もの 最も 多く、 又木 地 荒 仕と 云 ひ、 とぎ 尾と 沄ひ、 漆 屋と稱 

し、 總て 漆器 製造に 關 する 分業 者た る を 表し、 猶 弟子と して 連記せられ たもの も數 人に 上って. Q る。 

之 を 以て 見る と、 木地 繰 を 某 本と する 漆器 製造 —— 彼等の 相互 關 係から 云 へ ば旣に 最高 位に 發 達し 


て、 深山 を轉々 する 木地 屋 ではなく、 都會に 店舖を 構へ て 工業 品 を 精製す る 工匠 人 を も その 大祖明 

神の 氏子たら しめたので、 唯明證 のない 限り、 彼等 を 一般の 木地 屋同樣 その 戶籍で 管轄して ゐ たか 

如何の 點 になる と 明言 出來 ない が、 單に 一 般の 神社 崇敬 者が 講社 を 作って 初穂 を 納入して ぬる もの 

、例と は 相違して ゐ るので ある。 次に は、 

.(fn 安政 四 年 從濃州 奥州 筋 印鑑 帳 一 冊 

之 は、 木地 師 免許の 印鑑 及び 往來 手形 を君ケ 畑から 附與 した もの 、原簿で、 同年 四月 乃至 十月 約 

半 歳の 期間に 於け る、 同地 域の 同業者の 動靜を 見る ことが 出來 る。 

右に よると、 國は美 濃、 越 前、 飛驊、 信 濃、 武藏、 越後、 奥州、 會津、 出 羽、 相模、 甲斐の 諸方 

に 亙り、 取扱人 數は 二百 七 名で、 その 內 印鑑と 往來 手形 授與の ものと 相 半して ゐる。 猶 注意せられ 

るの は、 彼等の 多く は 木地 師 であるが、 挽 物師、 塗師 職な どの 加 はって. Q るの を 見逃して はならぬ。 

江戶 時代の^ W として は、 以上の 外 最早 殘 されて. Q ない。 但し、 猶 後述 せんとす る 如く、 明治 初 

年に は g 々の關 係から、 戶鐯 類の 編成が 猶行 はれて、 今日 迄に 殘 されて .Q る ものが 多い。 先づ 

(^) 明治 五 年 三月 諸國 木地 師 人別 帳 三 冊 〇li 

その 國別^ 計 を 示す と、 

铱九 所 M 木地 厘 根元 地の 史料  三 四 七 


土地 及び 聚落 史上の ^問題  三四ス 

奥州 百 七十 八 軒  逮江 八十 八 軒  美 濃 七十 八 軒  佶 濃 九十 六 軒 

越 前 二十 二 軒  三 河 二十 二 軒  因幡 四十 軒  伯 者 八十 一軒 

播磨 二十 九 軒  但馬 十三 軒  美 作 九十 七 軒  石 見 三十 一軒 

安藝 三十 九 軒  土 佐 十四 軒  日向 二十 四 軒  阿波 五十 三 軒 

となり、 一冊 缺 けた 分 を 合計す ると、 千 五 百 三十 六 軒と なること を 示して ゐる。 從 つて、 その 國々 

の 分布 も、 缺 冊が あるので 全 體を表 はした もので はない。 然し、 以上に 依て、 凡そ 當時 君ケ畑 側に 

屬 する 同業者の 大數を 知る ことが 出來る わけで ある。 

而 して 亦、 同年 付で、 各國 別々 に 作られた 同業者の 戶籍が 存在して ゐる。 例へば 

明治 五 年豫州 木地 職 戶籍控 一冊 

は、 伊豫 國浮穴 郡 北 坂、 河 之內、 大川、 東 川、 七 鳥、 同 國周布 郡 明 河 等に 於け る 同業者 二十 四戶 を 

錄し たもので あるが、 各戶 その 生國を 記して. Q る 中に、 土 佐、 阿波な ど、 肩書して、 國境を 越えて 

移住し 來る ものなる を 示して ゐ るのと、 併せて 廿四戶 全部が、 同じく 小椋姓 を名乘 つて. Q るのに 注 

意され る。 

次に、 前に 蛭 谷の 條 でも 述べた 如く、 明治維新の 變 動で、 從來の 如き 彥根 藩の 監督の 下に、 全國 

木地 屋の 戶籍を 管理す ると 云 ふ 風の 仕組 は 到底 維持 せられる 答がない。 玆に 於て、 戶籍 上の 多くの 


問題が 起って、 一々 新 政府の 指令 を 受けた。 その 交涉 一件 は、 事件と して は 別段の ことで もない が、 

然し、 その 書類 を 通じて、 舊慣の 1 斑 を 知り、 亦 この 結着 を 示す ことが 出來 るので、 その 主要な も 

の を 列記す る こと 、する。 

(ョ 明治 六 年 十二月 入籍 之 儀に 付 伺 書 一通 

之 は、 君ケ 畑の 總代、 副戶長 連署して 松 田 滋賀縣 令 宛に 諸國 散在の 木地 屋戶籍 法改正に つき 各地 

入籍 困難の 事情 を 述べ、 その 處置 にっき 指令 を 乞 ふたもので、 惟喬 親王の 由緒に 始まって 「往古 國 

々江 出 稼 渡世 仕、 其 職人 當時三 州、 信 州、 濃 州に 夥數 散在 仕 居候 處、 從來當 村-一而 右 之 木地 師共萬 

事 支配 仕 居候 處、 今般 御 改正-一 付人 別 入籍 之 御 布 吿嚴敷 …； 入籍 甚難潞 之 次第」 を 述べて ゐ るが、 

指令で は ともかく その 人別 帳 を 調査す る こと  >  して， Q る。 玆に 於て 

(お) 木地 師 人別 入籍 御 願書 一通 

が^ 出せられ てぬるが、 それに は、 人別 取調 濟 みの 旨 を 述べて、 當村 入籍と して その 儘 出 稼 を 願； 5、 

^も拊 その 實狀を 述べて 「然 ル處、 右 木地 師共 於， 一 當村， 地面 も 無， 一 御座 r 勿論 番號も 無，： 御座 f 此義 

如何 可... 仕 哉。」 を 伺って ぬる。 之に 對 する 指令 書に は 「数年間 他方へ 出稼ぎい たし 居候 處、 現今 彼 地 

-ー 無 籍之儘 居住 罷在 候義 ハ 如何 之 次第 一一 候 哉。」 の 反問 を 出して、 先方との 二重 籍の ことなき ゃを糙 

笫九 所 ^木地 M 根元 地の &料  三 四 九 


三 五 〇  • 

土地 及び^ 落 史上の 諸問題 

めし めんと してぬ る。 鑌 いて、  j  "一 

月 台 七 年 十一月 同 出 稼 木地 師 人別 入籍 御 願書 一通  f^l^^. 

£^  nrflr^  -  _  He.  fa-K ；、 お,^ 一 一而 ハ忽身 之 置 所 モ^ニ 

±、  2- の 旨 令に 對 して 「先 t ー於テ I  二相 成 候 儀 ハ決而 無-一 f- 此分 一而 S 一 一、 し 

は t 年の キ令に樂  きもの 等君 ケ 畑に 加 籍の上 出 稼 ぎ先に寄 留せ しむる ことし 

御座， 次第」 を 懇願し、 玆に 於て 漸く 右の もの 等 君々 おに 力き 

た。 斯くて その 戶籍は 左の 樣 式の 如く 作製され た。 その 一例  . n 

(^)  S: 冶 八 年 一月 日 信 濃 國器質 職 戶籍律 帳 一が 

書式 は、 

「本國 近 江^ 愛知 郡 第 一 區君ケ 畑キ 

筑攀縣 管轄 信濃國 伊那 郡 高見 村 居 召 

出 稼 木地 職 一 番 屋敷 

嘉永ニ 己 酉年 正月 三日 出生 定平ニ 男大藏 養お . 

(中略) 二十 五 年 一ヶ月 

氏钟  大皇神 社 

寺 禪 宗 . 金寵寺 (下略) 


戶籍は それと して、 猶ー つ 困難な 問題 は、 從 前の 如く 君ケ畑 配下と して 諸國の 山林に 立 入る こと 

は、 法律上 所有 權の 上から 不可能と なった ことで ある。 玆に 於て 

(^) 明治 八 年 五月 木地 職 出 稼 之 儀-一 付 御 願書 一通 

の 提出と なった。 それに は 「御 官林御 額 定-ー 相 成 候付而 者、 忽出稼 極 難 潞仕候 間、 何卒 諸 官林江 年 

々山税 何程 ト御 定、 諸 國御官 林 江 入 山 可, 致樣」 を 願 出で たも ゆで ある。 縣の 指令と して は、 それ ど 

れ 「各地 關係之 縣廳に 可レ願 出」 旨 を 諭示した のであった。 

而も 拊、 同業者の 寄留 先 は、 所謂 深山 僻地と して、 屆出區 々とな， o、 間々 無籍の ものな きを 保せ 

ざるに 至 り、 

(S) 明治 十二 年 五月 木地 職 戶鐯帳 上納-一 付 御 願書 一通 

を 村 總代戶 長 等 連署して 籠手 田 滋賀縣 令 宛に 進 達し 「右人 員 ハ當 村-一 而 ハ 無地 無償 者-一 候 得 共、 全 

ク當村 ヨリ 散在 之 者-一 付、 右人 員 當村籍 に 編入 爲レ致 度」 旨 を 申立てた。 斯くて、 縣 にあ. o て は 彼等 

の 原籍地と 稱 する 君 ケ畑を 通じて、 その 戶籍 編册の 統一 をな し、 それみ \ 出 稼 先に 寄留の 手續 きを 

なさし むる こと、 なった。 

^九 所^ 木地 Is! 根元 地の 史料  .  三 五一 


土地 及び 泶 落お 上の^ 問題  三 五 二 

^  士ロ  五 口 

私 は、 以上 出來 得る 限り 忠實 に、 表題に 關係 ある 史料の 殆ど ある 限り を盡 して、 簡單に その 內容 

を 紹介した 積り である。 勿論、 猶見殘 しも あらう し、 同地と L て 今日 迄. y 散^せし めた 史料 亦尠く 

ないで あらう。 然し 大體に 於て. s 緖を 道具と し、 若しくは 訴訟事件の 行 はわた ところに あって は、 

その 意識し 初めてから、 若しくは 後々 の. W. 券と 考 へ る もの は、 有る 限 6 を搜 索し、 有る 限. o を 保存し 

てぬるの を 常態と する。 故に 木地 屋 史料の 中、 特に ある 狀態、 例へば 江戶 時代に 於け る全國 同業者 

の 分布 統計 等の 史料に なると、 あるべき 箬で實 は 揃って. q ない ので、 物 足らぬ こと 夥しい ので ある 

が、 但し、 この 史料 解說を 書いて ねる 私と しても、 最も 興味 を 持って、 何とかして その 端 緖を搜 

し 出さう と 努めてぬ るの は、 彼等の 特權狀 獲得の 時代と、 彼等の 所謂 祖神 惟喬 親王 乃至 は 小 椋太政 

大臣 以下 を迎 へて その 看板に 押し立てた 時代、 乃至 はこの 動機 並びに 經過 について く ある。 然し、 

この 恐らく 多くの 人達が 知らん とする 問題 は、 訛へ 向に さう 易々 と は 出て 來 ない。 此 等の 史料が、 

幸に 何 か 見付かれば 問題 はわけ なく 解決す る喾 であるが、 それ は 恐らく これ 以上 無い 方が 本當 であ 

るか も 知れない。 私 は 兎も角、 以上 列擧 した 材料に よって、 或る 程度 迄 この 問題に ついて 何とか 見 


解 を 付けねば ならない。 

斯くて、 以上の 史料 を逋覽 したと ころで は、 主として 文書の 上で は、 江戶 時代の 初期 を 分界線と 

して、 それ 以上に 遡る こと は 不安になる。 蛭 谷 側の 史料の 中、 天 正 十一 年 六月 附丹羽 長秀、 及び 同 

十五 年 十 一 月 附增田 長 盛の 筒井 公文所 宛の 免許 狀 ((前 81si?)、〕 は、 少しく 疑 はしい 點 もないで はな 

いが、 之 は 先々 先き の r 危ぃ 側の もの」 と考 へる の を 肯定的の ものに 引き上げる こと、 して、 扱て 

歸納 して みても、 漸く 安土桃山時代に 落 付かせる 迄の 程度の もので、 それより 遡って は 一大 溝渠が 

穿 たれて、 全く 寄り付け ない ので ある。 所謂 確實 なる 史料と 稱 する もの を 使用して、 彼等の 素性 を 

知らん とする のに は、 私に はこの 一 線が 行きと ま， o である。 

然し 史料と して は 到底と， o 付く 島 もな いに せよ、 然し そこに は 猶無數 の 傳說の 波が 動いて ぬる。 

その 傳說を 導いて この 物 足らない 史實に 添加す る こと は、 どこ 迄 可能性が ある だら うか。 せめて は 

恐らく さう である ま いかの 豫察 をつ ける こと は、 此 種の 題目に とって 1 應 望まし いこと であるに 相 

0S い。 

^は餘 り 脇目 を ふらないで、 所謂 根元 地た る 小 椋ー庄 のみ を 見つめる の を 中止して、 尠 しく 各地 

笫九 所謂 木地 ^根元 地の 史料  三 五三 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 五 四 

の 木地 屋 仲間の 史料に 一 瞥を與 へたい。 幸； 5 に 柳 田 氏の 論文 中には、 殆ど 各地の 同業者に 亙って 眼 

ぼしい 持傳 への 史料 を列擧 せられて， Q るが、 而も 殆ど 總 てに 通じて、 何れも この 問題 を 解決す る參 

照 史料と して は、 小椋 から 持って 來た 計りの 偽作 文書の 寫 しのみ である。 唯 僅かに、 大和 吉野郡 川 

上 村 大字 高原の 木地 屋吉川 友 造 氏の 所藏 文書 中に ある、 大永 三年 十一月 二十 七日 置 文 は、 同 先生 も 

云って. Q られる 如く、 文意から 正しく 當 時の もので あらう (^鞭^ n)。 然も その 內容は 門地の 爭 

論の 解決 を 記した もので、 その 文中 「其 證據に は 堂の 別當春 象の 頭 木地の 座 衣類 身の ま はり 萬 方 人の 

なみに すべき もの 也。 但し、 名乘 は初瀨 川の 朝臣 胤淸 也。」 と あるよ しで、 之 は 轆轤 祖神 惟喬 親王 乃 

至 木地 師の特 權に關 係 は 一 言 も 言及 せられて は 居らぬ。 此を 以て 見ても、 存外 木地 屋 史料の 貧弱 さ 

がわ かるので あるが、 私 は 漸く それよ， 5 も猶 少し 前に 遡るべき 一文 書 を 見る ことが 出來 た。 それ は 

朽木 文書に 收 めら れ てぬる もので、 一通の 賣券 に過ぎないが、 左に 全文 を 引用す る こと、 する。 

〇 

椋川中 山 ひ物師  中 司賣卷 


永代 參上候 田地 之 事 


但、 在所 者 n 在坊新 閗 田 也、 此 

. 合 七 畝 者 內 一 畝 公事 代 引 申 候、 地 德三斗 

以上 可 申 候。  く 

右、 件 田地 者、 中 山中 司 重代 先祖 相 傳之爲 下地い へ 共、 借 米 二 石 六 斗 四 升 七 合に、 永代 雖然 

御 屋形檨 へ 參上候 處實正 明白 也。 然間、 此 田地 候と 逢 亂煩之 輩出 來候 はく、 御 罪科 被 行 可 申 

其 時 更に 一 言 子細 者 不可 申 候。 仍、 爲 後日 證文狀 如 件。 

o  o  o 

ひ物師 

文明 十一 季已 亥十二 月廿 三日  中 司 o 花押 


(別 难) 

費ぬ し 椋川中 山 

〇 

tsT 容は 文中に 見る 如く、 高 島 郡 椋川中 山の 檜 物師中 司なる ものが、 その 地の 屋形卽 ち朽木 氏に 所 

有 地 を^; 却した 證券で、 槍 物師は 木地 師辘 轤師 などと 同じ もので あり、 椋川中 山 は 前 出 蛭 谷 側 史料の 

屮正保 四 年 筒井 八幡宮 奉加帳 所載 寄進 先の 筆頭に 當る麻 生 村と 稱 する 部落に 谷 一 っ距て V 接近した 

^所で あり、 結局 文明 頃に 同地 在住の 檜物師 ある こと を 確實に 知らし めて ゐる ものである。 猶 同文 

^九 所 II 木地 屋根 元 地の 史料  三 五 五 


土地 及び 衆 落 史上の 諸問題  三 五六 

書 文明 十 一 年 十二月 附賣券 中 「椋川 鄕明原 谷 木 工大 夫」 と ある もの、 並びに 同年 頃の 麻 生 在住 數名 

の 同じ やうな 賣 券の 署名が 檜 物師と 但書 をして ない 迄 も、 同業者ら しく 思 へ る ものが ある。 

私 は 今 大和 吉野、 近 江 高 島の 例 を 引いて、 室町 中期 乃至 その 末期に 係る 同地 方に 於け る 木地 屋の存 

在 を 示した 目的 は、 木地^の 總 本家と 稱 する 小椋谷 以外に、 反て その 分派 地と 目され たと ころに、 そ 

れ よりも 古い 文獻を 有つ 正しい 同業者の 存在した 確證 によって、 必ゃ しも 小椋 谷の 君ケ 畑、 蛭 谷が 同 

業者の 發祥地 だと 云 ふ 事 は 出來な いで はない かと 云 ふ 事 を 云 はんと 欲する ので ある。 もとより 根本 

的に 木地 屋の 起源 を 調べ 上げる 爲 になれば、 偶々 殘存 して _Q る 僅かの 文獻を 漁って、 證據呼 はりす る 

事の 迂遠 さは 知らぬ でもない。 事實 轆轤 技術の 取得 は 所謂 惟喬 親王 御 在世の 平安朝よりも 遙 かに 遡 

やまびと うかれ ，ひと 

れる箬 であるし、 彼等の 山野 を 渡る 習慣に 至って は 所謂 山人、 浮浪 人な どの 習俗に 迄 結 付かなければ 

なるまい。 然し 今 差し 當 つての 問題 は、 出來る だけ 確實 なる 史料の 上に 彼等の 存在 を 捕捉し ようと 

欲する ので こ、 に 及んだ ので ある。 然し それにしても、 文明で は 「檜 物師」 の 存在して ゐ たこと それ 

丈け であり、 永 正の もので は 一 木地の 座」 制が あった こと を 示して 吳れる 丈け に 止まり、 それ 以上 

國 法の 上に その 營業を 公許せられ、 若しくは 諸 役 を 免除 せられて ゐ る 證左を 少しで も 認めさせて 吳 

れ るまでに は 至って 居らぬ。 況ん や、 惟喬 親王 祖 神の 由緒に ついては 片影 を すら 示す もので はない 


斯くて 私 は、 必 やし も小椋 谷が 同業者の 發祥 地と は 限ら や、 却て その 分派 地と 目す る 地方が 古い 

のか も 知れな い と 云 ふ 點に迄 言及した ので あるが、 こ 、に 至って 亦 はたと 行きつ まって しまった。 

私 は 更らに 一 轉 して、 この 問題の 考察に は、 中世の 商工 漁民の 集圑に 一 の 方便と して 執られつ、 あ 

つた 供御 人の 發生を 比較す る ことによって、 發明 すると ころが ある こと を 思 ふ。 一 面 中世 末期の 經濟 

社 會の變 動 期 —— 商工業者の 重要なる 發達 期に 於て、 他面 皇室の 陵 夷に 乘 じて 之に 接近し まつり そ 

の^ 寵を假 冒して 特權を 利用 せんとす る 遣 口 は、 もとより その 普遍的 樣式 にこの 木地 屋の 場合が ぴ 

つた， o と 適合す ると 云 ふので はな い にしても、 斯の假 作文 害 を 振， o かざした 彼等 供御 人と 比較 出來 

ない もので はない 。私 は 今 この 可な り 長く 書き つ^けた 主題 を 終らん が爲 めに、 玆 に引續 いて 更らに 

長々 と 供御 人 問題 を擴 げたて ようと は 思 はぬ が、 試みに 燈籠 供御 人で ある 鑄 物師の 一例 をと るなら 

ば、 京都 を 振出しに して 殆ど 全國に 亙って ゐる 同業者に は、 凡そ 近衞院 御宇 仁 平 三年 賴政射 化 鳥 御 

由緒 之 濫觴 を 始めと して、 仁 安、 建久、 建曆、 貞應、 天福、 曆應、 寶德 等の 御牒、 御 教書と 稱 する 

もの を 傅へ て その 由緖を 誇る こと、 木地 屋の 場合と 全く 同 一 で、 而も その 假作 文書で ない もの は、 

:」.x す 迄 管 見せられない 狀態 にある。 所謂 特權狀 の 正しい ものと して は、 恐らく 室町 末 天文 頃より 

遡， o 得る もの は 殆どな いで あらう。 

第 九 所謂 木地 屋根 元 地の 史料  三 五 七 


土地 及び 聚落 史上の 諧 問題  三 五八 

私 は 木地 屋の 問題に、 柳 田 先生の 論じて 居られる 如く、 小 倉 太 政 大臣 を 惟喬 親王の 脇 師に据 ゑた 

根據が 同地 方の 小 椋庄の 地名に ある 點も 同感で あり、 亦 親王の 傳記 一 代 要 記 や 源平 盛衰 記に よると、 

山城 小 野 里に 遷 居して 小 野 宮と稱 し、 平家物語に 木 原 親王と 申した と ある こと、 並びに その 不遇に 

して 出 塵 遊歴され たと 云 ふこと などから、 遂に は その 全傳 記の 辻 棲 を 合せる 隙 もな く、 之 を 大急ぎ 

で 皇大大 明 神 若しくは 筒井 八幡に 迄で つち 上げた 徑路 についての 想像 は當ら やと 雖 遠く はなから う 

と 思 ふ。 然し それ は 私と して は 今のところ 猶 暫く 論外に 置いて、 それよりも 寧ろ 中世 末に 於け る 各 

商工業者の 特權獲 取の 比較 研究から この 問題の 眞 相を摑 みたい と考 へる。 二つの 要點、 彼等 圑體の 

特權狀 が 室町 時代に 遡， o 得る や 否や、 惟喬 親王 祖神 記の 成立が 江戶 時代 初期 以上に あ. o や 否や、 私 

の列擧 した 如上の 史料 以上に、 この 問題 を發展 せし むる ことが 出 來るゃ 否や は、 興味 ある 問題と 云 

はなければ ならぬ。 (昭和 二 年 十二月 成 稿、 展史と 地 珲 第二 十一 卷笫 一 號— 第 四號 登载) 


第 十 日 野 商人 圑の發 達 

一. 序 言  ， 

二 日 野 市の 發 生と 蒲 生 氏の 保護  . 

HI 川 氏の 保 と 日 野 町人 

四 江戸時代の 行商人と 出店 

w 大^番の 組織と 變遷 

六 叨治 初年の 衰勢と 組合 規約の 改正 

セ 明治時代に 於け る 商 測の 現況と 組織 一斑 

一 序  言 

日本 商業史の 上に 特殊の 位置 を 占めて ぬる、 近 江 商人の 發 達に ついての 研究 は、 從來は 唯 成效者 

の列傳 羅列の 程度に 過ぎなかった 狀 態から、 近時 漸く その 系統 立った 本格的な 道程に 入り、 殊に 近 

仉 以前 凡そ 鎌倉時代 頃 迄 溯って、 その 黎明期に 於け る發 達の 過程 を も 知る ことが 出來る やうに な つ 

^十 日 野 商人 颶の發 逢  三 五 九 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  一二 六 〇 

而も、 この 槪 括して 近 江 商人と 稱 する もの は、 更らに その 根據 地の 相違に よって、 八幡、 日 野、 

五箇 庄 などに 分 たれ、 それ， t その 行商の 地盤、 商品、 商法 等に 相 逢 を 示して ぬる。 玆に 取扱 はん 

とする 日 野 商人 は、 所謂 近 江 商人の 根據 地た る、 中 郡の 中 蒲 生 郡 日 野 町 を 中心として その 周 圍の數 

十 ケ村を ー集圑 とし、 こ、 に發逹 した 商人 を總稱 する ものである。 

私 は數年 前、 同町 日 野小學 校で 編纂され た 『江 州 日 野 商人』 の 稿本 一冊 を觀、 その 內、 殊に 明治 

以後の 發達 を歷敍 した 部分に 頗る 興味 を 持ち、 その 中に 採錄 されて ぬる 內規 等を抄 記して、 その後 

筐 底に 收 めた の を、 今 玆に取 aS して 之 を復玫 し、 併せて その 初期 以來 の發 達の 徑路を も略敍 せんと 

する ので ある。 

二 日 野 市の 發 生と 蒲 生 氏の 保護 

平安朝から 鎌倉時代 へ かけての 近 江 商人の 最も 重要なる 位置に ある 集圑 は、 今の 中 仙 道筋に 於け 

る 馬 淵 あたりから 東 偏して、 八日 巿、 愛知川、 五筒庄 方面に 散 居して ゐ たものと 見る ことが 出來 る。 

彼等の 背景に は その 支配者で ある 山門 延曆寺 等の 勢力が あり、 その 勢力 を藉 つて 諸國に 比較的 自由 

な 行商と 又 その 根據 地に は 市 座 を 有しつ、、 その 保護 を恃 んでゐ た。 而 して その 行商 地卽 ち商圈 は、 


果して どの 邊迄 及んで， Q たかは 輕 やに は 云 へない が、 ともかく その 最も 主要なる 得意の 一 方面に、 

伊勢、 美 濃、 尾 張、 三 河 あたり を 包括して ぬた のは糙 である。 その 諸國 への 交通路と して は、 勿論 

北 不破關 に 出 づる中 仙 道、 南 鈴 鹿 峠を越え る 東海道が あった わけで あるが、 事實 彼等 は、 以上の 外 江 

勢の 國境 山脈に 於け る 千萆、 八 風 峠を越え て 伊勢に 出で、 それから 四日 市、 桑 名 を經て 濃、 尾 地方 

に 通商した のであった。 この 通路 をと ると なると、 この 江勢國 境に 於け る 最も 都合の よ い 足溜り は、 

凡そ 日 野邊に 定まる こと、 なる ので、 日 野の 一 都邑が 發 達した 徑路 は、 主として この 山 越 商人の 足 

溜. o にある と考定 する ことが 出來 る。 

斯くて、 日 野 市が 始めて 記錄に 登せられ たの は、 室町 時代であった にしても ノ 如上の 觀 察から、 

^くと も その 前 時代に は、 旣 に相當 聚落の 成立 を 示して ゐ たものと 考 へ て 差 支ない。 

而 して 亦、 一面 この 後長く 日 野に 關係を 有つ に 至った 土 豪 蒲 生 氏 は、 鎌 倉開府 頃に は、 當主 惟賢 

日 野に 近い 音 羽 城に 居 館して よ， o、 爾來 その 一族 は 日 野 谷 を根據 として. Q たので、 當時 恐らく 旣に 

蒲 生 氏との 關 係が 結ばれて. Q た く らう こと を 想像され る。 斯くて、 戰國 時代の 日 野に は 尠くとも 鹽、 

相 物、 檜 物の 三 座 を 有ち、 上下 二 市に 分 たれて 儼として 市 神を祀 つて. Q るまでに 發 達して. Q たこと 

が 今 堀日吉 神^ 文 ま： によって 憑徵 される。 —— この頃 蒲 生 氏で は秀 行中 野 城卽ち 後の 日 野 城 を構營 
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したが、 その後 定秀に 至って 天文 初年に は 町 割 を 定める 迄に 市街 は 生長して ぬる。 

定秀の 後 賢 秀を經 て 氏鄕に 至り、 天 正 十 年 十二月に 出された と稱 せられる 城下町 锭は總 ベて 十二 

條に 互. 5、 市街の 繁榮を 期せん が爲 めにあら ゆる 特典む 列擧 して. Q る。 この 條 文に は 正僞 果して 如 

何かと 思 はれる 點 もないで はない が、 大體信 長の 安土 山 淀に 共通した ところが あり、 特に 商人の 保 

護に 全力 を盡 して ゐる ことが 注目され る。 「土 山、 甲津畑 南北 之 海道 一切 相 一 i 留 之つ 當 町え 可し. 通。 

萬 一 直通 之 考有レ 之 者 可，, 申 付， 事。」 「領中 在々 所々 吳服 物堅 令，, 停止， 事。 於-無， 1 承引， 輩，： 者、 荷物 

等 押 取 事。」 と ある ニケ條 が、 殊に 極端に 城下 民の 利益 擁護の 態度 を 示して ぬるので ある。 而も、 後 

間もなく 同 十二 年 六月、 氏鄕の 伊勢松 か 島 城への 移 封 は、 この 町家と しての 非常な 打擊 であった。 

右に ついて 豐臣 秀吉の 町中に 下した 淀 書 は、 その 應急 保護 策と も 見ら るべき ものであるが、 へて 

七 ケ條に 亙る もの、 中で 「諸 役 免除」 と 「町人 之 義者如 二 前々 ， 可 一一 居住 『自然 他所 江 令 一一 退散， 者 可， 爲 一一 

曲事？ 但、 松ケ島 於, 1 相 越, 者 不レ及 n 沙汰, 事。」 の 二 ケ條は 就中 注意すべき もので、 成るべく 町民の 動 

搖を 防止した のであった が、 奮 主に 從 つて 松 ケ島 引越し 丈 は 之 を 免許して ぬるので ある。 斯くて こ 

の 秀吉の 保護 令 あるに 係 はら や、 氏 鄕の移 封 は 結局 日 野の 衰勢 を 導く ことにな つたので あつたが、 

然し 又 之に 伴うて、 日 野 商人の 國外 行商 はこれ よりして 更らに 新しき 氣 蓮に 乘 じて 活動 を 始める こ 


と、 もな つたので ある。 

三 德川 氏の 保護と 日 野 町人 

秀吉 時代の 日 野 は、 五 奉行の 一 人と して 時め いた 近 江 水口 城主 長 束 正 家に よって 支配され たので 

あつたが、 關ケ原 役に 敗亡して 後 は、 德川 氏の 管轄に 入り、 而も 德川 氏と は 關ケ原 後の 當時、 旣に 

その 慶長五 年 九月 十六 日附を 以て 禁制 三ケ條 AJ 申 受けて 居り、 又 陣中へ は 町中と して 銑 砲 三百 挺 を 

特參 したと 見え、 論者 或は 町民 その 累代の 主 蒲 生 氏 を 移 封した る 爲め豊 臣氏を 怨み、 復仇 的に 反つ 

て德川 氏に 好 を 通じた ので あらう と 推察して. Q る もの も あるが、 之 は そこ 迄考 へるべき もので も あ 

るまい が、 一考すべき 問題と して 暫く 保留したい。 

斯くて、 大坂夏 ノ陣に はこれ よ. o 先、 鐡砲方 奉行 堀 丹 後 守より 御用 筒 三百 挺の 調達 を 命ぜられ、. 直 

に 鉞砲百 挺 を進獻 し、 又 大砲 を も進獻 して 頗る 家 康の歡 心 を 買って， Q る。 之 は 勿論 日 野に 於て 幾 砲の 

^作が 行 はれて. Q た爲 めで はあった が、 德川 氏に 對 する 忠勤の 至情 はよ く 表明せられ、 この 江戶 時代 

初期に 於け る 幕府との 親近が、 後年 日 野 商人の 活躍に 非常に 有力な 効果 を 及ぼす に 至った ので ある。 

然し、 正式に 家康 から 下附 された もの は 禁制 三條 のみで、 之は戰 時に 於け る寇略 AJ 免れん が爲め 
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書 

の もので 所在の 地に とられた 普通の ものである。 平時に あって は 寧ろ 前の 秀吉 の下附 中に 於け る 地 

子 免除の 一 條が 効果 をな すべき 性質の ものである。 而も 町民と して はこの 特典 狀を 附與 された と稱 

して 屢々 上訴し、 寬文 十二 年 九月 代官の 報告に、 その 町 朱印 免許と 稱 して 役儀 を 勤め やと 云； 5、 延 

寶六年 七月の 町中 訴訟 狀に は、 家 光將軍 朱印 改に 際し 下附 延引と なり 其 儘と なった と 述べて ゐ るが、 

その 申 開き は 頗る 不充分で、 恐らく 一  關ケ原 御陣御 勝利の 翌日 御朱印 頂戴 仕 侯」 と 云って. Q るの 

は、 事實 禁制 三ケ條 丈け のこと であった くらう と 推測され る 理由が ある。 然るに 事實其 上に も猶町 

民 は 朝鮮人 來朝 人馬 高 役 を も 免除せられ、 賦役 も 亦 長く 之を遏 めら れ て- Q る。 又 その 町民の 行商に 

際し、 特に 便宜の 地に 於て 訴訟 を 許されて ゐる 如き は、 非常の 特典と 云 はなければ ならぬ。 其 等に 

ついては 更に 後述す る こと 、したい。 

四 江戸時代の 行商人と 出店 

凡そ 近 江 商人 發 達の 跡 は、 今のところ その 史料 を 示す ところに よって、 鎌 倉 以降 戰國 時代の 頃 は 

割合に 精細に わかって ゐ るので あるが、 その後に 至って 較々 不明に 歸 して 居り、 而 して 亦江戶 時代 

^初期に 至って 再び 頗る 明細に 且つ 活躍 を 新に した 彼等の 行動が 知られる やうに なって ゐる。 


然し 彼等の 中で は、 八幡 商人が 最も 早く 新興の 大都府 江戶を 初めと して、 名古屋 その他の 地に 開 

肆 して ゐ るが、 日 野 商人 は 八幡 商人よりも 一歩 遅れて、 漸く その 活躍の 迹を 示して ゐる 順序になる 

それにしても、 日 野 商人 は 猶蒲生 氏との 舊 緣を迎 つて その 進路 を 新に した。 先づ、 先き に 秀吉の 

定 書に、 日 野 町民の 松ケ島 移住 を默 許した 如く、 彼等 は松ケ 島に 日 野 町の 一 街 區を拓 いて 之に 從ひ、 

後 氏鄕奧 州に 轉封 せらる、 や 亦 日 野 町民の 相從ふ もの 少々 ではなく、 且又 絕ぇゃ 町民 は 彼 地に 往返 

して ゐ た。 斯し てこの 兩 地への 往返 は、 自然に 彼等 をして その 沿道に 物資の 供給 店 11 の 開設 等に 關 

し 慧眼なる 觀察を 怠ら ざら しめ、 後年に 至り 彼等の 勢力 を 扶持す る 地盤と なった。 江戶 時代の 初期 

に 於け る 日 野 商人の 多數 は、 依然として 伊勢方 面から 中 仙 道筋 を 行商に 從 事し、 その 商品 は 主と し 

て 檜 物卽ち 木地 類 漆器の 販賣 であつ. た。 此れ、 日 野 地方が 古 來檜物 庄と稱 せられ、 且つ 近接 小椋山 

中には 所謂 惟喬 親王 以來の 木地 師が潜 居した と 云 ふので、 その 起源む 玆に 求める 說が 一 般に行 はれ 

てゐ るので あるが、 其 等の 諸 說は必 やし も當ら ない にしても、 安土 時代 頃から 漸く 盛に なり かけた 

同地 方の 特康を 商品と して かく 持 出した の は、 頗る 沿道 各地の 需要 を充す ものであった。 然し、 こ 

の 漆器 所謂 日 野 椀の 寶買も 負 享、 元祿を 極と して、 爾來 その 需要 は 激減した。 この 一原 因 は 時好に 

伴 はざる この 貨物が、 奧羽 地方に 於け る 後進の 各地 產 出に 係る 漆器に 壓 倒せられ たこと を數 へな け 
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れぱ ならぬ。 

但し、 此 間に 於て 元祿 乃至 正德 中、 鄕人 正野玄 三等に よって 精製され た 感應丸 その他の 諸 賣藥の 

行商 は、 忽ちに して 盛名 を 博し、 やがて 行商 仲間 組織せられ、 旣に元 文 六 年に は 規定して その 得意 

爭ひを 防止す る 迄にな つて ゐ るが、 その 中に 「近年 資 藥商賣 繁昌に て 大勢 國々 へ 御 下り 被レ成 候。」 

と 見え、 寬保 年中の 記錄 によると、 仲間 數百餘 人に 達し、 その 規則 中他國 行商 中嚴に 作法 を 謹む ベ 

きを 令し、 手代 賣 子等の 欺瞞 行 爲を遏 めて. Q る ものが ある。 斯くて 「合 藥屋 作法 之 事、 每年 正月 廿 

七日 仲間 參會 仕、 申 合 急 度 相 愼可レ 申 侯。」 と 見え、 頗る 規律 を 重 じた 事情が 知られる。 而 して 亦、 

その 賣買 貨物 は 賣藥の 外、 茶、 吳服、 太 物 等 を も 包括し、 就中 此亦 同地 方 を主產 地と する 茶の 取引 

t< 頗る 巨額に 達する こと、 な つた。 

而 して 亦、 行商と 共に 所謂 出店の 開設 は、 彼の 八幡 商人が 逸早く 江 戶の草 分と なった のと 違って、 

多く は その 一時 行商の 不況に 陷 つた 元祿 以後の ことに 屬し、 その 場所 は 主として 中 仙 道筋、 殊に 片 

鄙の 地 を 撰んで 之 を 開設した ものが 多く、 「三 里 四方 鍋 钣を食 ふ 所へ 店 を 出せ」 との 諺の 如く、 全く 

草眛 なる 田舍 相手の 方策 を 取った ので ある。 今 具體的 事例 を 同 商人 列傳 中から 抽出して 見る と、 高 井 

作 右衛門が 關 東に 行商して 上野 藤 岡に 醸造業 を 初めた の は 元 文の 頃で あり、 小 谷 庄三郞 の 仙 臺に店 


鋪を 開い， たの も その 前後で あ. o、 島 崎 善 兵衞が 下野 烏 山に 吳服店 を 開いた の は寶曆 元年で、 中 井 源 左 

衞門 祖先の 日 野 椀 製造 販賣 を廢 して 上總 地方に 賣藥を 行商し、 巨利 を 占めたの は寶曆 中の ことで あ 

つた。 山中 兵 右衞 門の 駿河 御殿場に 開店して 吳服 を販賣 したの は、 少し 早く 享保 三年で、 更らに 竹 

村 茂 兵衞は 寶曆中 下野 谷 田 具に 醬油 醸造 を 始め、 矢 尾 喜 兵衞も 同じ 頃武藏 大宫に 醸造業 を 營み、 鈴 

木 忠右衞 門 は延寶 元年 上野 境に 醸造業 を 始め、 その子 安永 九 年 武藏行 田に 本鋪を 移し、 藤 崎 宗兵衞 

は 享保中 上野 鬼 石に 釀造舖 を 開き、 岡宗 一 郞は明 和 以後 上野 國綱 取、 下野 國佐 野、 上野 國大 間々 等 

に轉 々して 醸造業 を營 み、 外 村 宇 兵衞は 初め 下野 馬頭に 醸造業 を 開き、 天明 初年 常 陸 部垂大 子に 分 

店 を 創設し、 水戶 藩の 厚遇す ると ころと なり、 その子 正方 文化 初年 江戶 に出舖 し、 相次で、 氷 戶 下野 

久保 田、 常 陸 袋 等に も 開店し、 久田武 平 は 武藏兒 玉に、 同阆藏 は武藏 鴻巢、 並木、 兒玉 及び 宇都 宫 

に 酸 造 店 を 開設し、 同 淸兵衞 は 駿遠參 地方に 吳 服を賣 り、 懸 川に 開店し、 杉澤 五平 は その 父 常 陸 鉢 田 

に 酢 醸造 開店の 後 を 承け、 取手に 移って 關東 第一 醸の 名 を 得る に 至った。 更らに 中島 治 右 衞門は 甲 

斐 南部に、 野 田 六 左 衞門は 上野 板 鼻に 醸造業 を 開始し、 何れも 巨商の 列に 入った。 斯 して 亦、 山中 

正吉 始め 駿河 大^に 醸造業 AJ 始め、 轉 じて 大宫 に開肆 したの は、 天 保 前後の ことであった。 此 間に 

あって 亦關面 地方に 向った もの もないで はなかった。 前 出、 享保 中駿河 御殿場に 吳服店 を開肆 した 
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山中 兵右衞 門の 如き も、 一方 仙臺、 大阪 間の 行商に 從 事し、 遙 かに 降って 幕末 嘉永 頃に は、 細 田 善 

兵 衞備中 矢 掛に綿 店 を 開き、 文化 十二 年に 大阪に 合資 會社稻 西 星 吳服店 を 開いた 中の 一人 は、 この 

地の 西 村 四 郞兵衞 であった。 

以上に よっても、 彼等が 殆ど 揆を 一 にして 關柬 地方の 片樞に 醸造業 を 開始し、 何れも 適當の 距離 

を 隔て V その 得意 を 作って. Q た點を 看取す る ことが 出來 るで あらう。 左表 は江戶 時代に 於け る 出店 

の 統計 槪數 である。 
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これで 見る と、 元祿 以後 百 八十 年間に 百 十七 ケ 所の 開 肆と なり、 一 年 一 ケ所 迄に は 及んで. Q ない 

ので あるか、 寶曆の 十 ケ所を 別と して は、 文化 以降に 至り 漸次 增 加され て， Q る 形勢が 明確に される。 


五 大當番 の 組織と 變遷 

斯 くの 如くして、 日 野 商人 は 幕末に 至る に從ひ 漸次 店舗の 構營者 を增 すに 至った が、 而も 一面 日 

野 商人と しての 特色 は猶 行商に あって、 その 間に 於け る 圑體的 諸 規約 は、 當 代の 商業史 上 頗る 注意 

せらるべき ものが ある。 

右 日 野 商人 行商の 圑體は 之 を大當 番と稱 し、 仲間と しての 信用 を 保持し、 その 定宿の 契約、 荷物 

問屋の 請負 契約、 飛脚 請負の 契約 を 完全せ しめんが 爲 めに、 鞏固なる 規約 を 結び、 以て 當 時代の 交 

通 々信 機關の 不備 を 補 ひ、 頗る 自治 的に 經營 した ものである。 その 具體的 規約と して は、 年 紀を逸 

して ゐ るが、 凡そ 安永 頃の 定書 によ • ると 

1、 博爽を 停止し、 

2、 懸金滯 りの ものへ は 互に 賣 懸け を 停止し、 

3、 惣て關 東方々 宿幷 びに 在々 にて 仲間の 噂善惡 一 切 無用と し、 

4、 履 俯 人に して 主家に 叛 いて 自立し 商 賣を營 み、 關東 筋な どに て 我儘の もの は、 僉議の 上 京阪 

關 東の 宿 冷 その外 船の 積 合 を拒絕 し、 之 を 取 立てん とする もの も 同様の 制裁 を 加 へ ん とし、 

笫十 日 野 商人 颶の 發逮  三 六 九 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 七 0 

5、 關東 在々 の賣 掛金 滞， O 僉議の 際、 近所の もの は 互に 相談に 與 らしめ、 一向 不知の 體を愼 しま 

しめ、 

6> 仲間 中見缺 落の 者 無 穿鑿に て、 後日 右 商賈の もの あれば 飽く迄 僉議 せしめ、 

7、 江戶に 於け る 買懸. O 勘定の 正確 を 期せし め、 

8、 諸國 在々 宿々 に 於て 諸事 無作法 なきやう 注意せ しめ、 

9、 關東 在々 にて 荷物に 關し會 議の際 は、 仲間の ものに 充分 穿鑿せ しめ、 

w、 毎年 二月 五日、 關 八州 惣 商人 衆 中 袴 羽織に て 二人 宛 申合せ 出席して 諸事 を 協議し、 當 番を定 

めて 萬事處 置す る こと、 し、 

n> 弟子 上り 手代 分な どで 行商の もの を 密かに 主家の 隙 を 取らせて 抱 商に 下す を 禁じ、 

右條々 を 衆議して 違背せ ざる 旨 を 決議に 及んで. Q るので ある。 

斯くて、 日 野 を 中心として 附近 諸鄕に 互り、 右商圑 の所屬 番組 を 定め、 街道 筋に 於け る 貨物の 蓮 

賃を 定めて ゐる。 

その 定宿 荷物 問屋 飛脚 等、 總て 大當番 中へ 宛て、 請負 證文を 出さし め、 右 契約に よりて 大當番 は 

請負 者に 當番の 印鑑 を附與 し、 以て 契約の 左 券と した。 その 定宿に は、 日 野 商人 定宿の 標札 を揭出 


せしめて 之 を 識別し、 明 和 七 年に ありて は 京阪より 伊勢 街道、 東海、 東山兩 道を聯 ねて 奧 地に 至る 

間、 その 數 九十 戶に 達して. Q るので ある。 而 して その 荷物 請負の 證券 は 左の 如き 形式に よって、 當 

番 中に 提出 保證 せられて. Q た。 

請負 申 證文之 事 

一 、 江 州 日 野 町 惣請衆 中よ， o、 京、 江戶、 大坂其 外 諸國へ 被, 遣 侯 金銀 書狀 荷物、 不， 依 二 何 品， 同國土 

山 宿 日 野 屋太郞 左衞門 御請 負 中に 付、 我々 連 印 致 候 證文差 出 申 處實正 明白 也。 然上 者、 諸 品 共 太 

郞左衞 門 一 判に 而御渡 可 レ被レ 下 候。 卽銘々 御 申 付 之 表 を 以て 無二 相違 一 相屆け 可， 申 侯。 且又 各樣 

より 御爲 とし、 御用 向 は江戶 表に て 兩家之 同店 日本 橋 大坂星 茂 兵衞、 濑戶物 町 島 屋佐右 衞門兩 

人 之 者へ 向 寄々 御 渡可レ 被い 下 候。 此上萬 一太 郞左衞 門 方 間違 之 筋 御 坐 候歟、 或は 道中 以下 共に 

紛失、 又はい か 樣之儀 出來候 共、 我々 連 印 之 者 共何國 迄茂罷 出、 急 度 埒明少 も 御 損 難 相 掛申間 

敷 候。 爲- 後日， 請負 證文 如， 件。 

大坂 平野 町壹 丁目 

江 戶屋源 左衞門 

〇 以下 組合 四 名 略 

江 州 日 野 町 

^十 日 野 商人 颶の發 達  三 七 一 
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御 年 行事 中 

その他 猶 定宿 飛脚 等に 關 する 請負 狀は、 その 內容條 件に 至って 一 々之 を觀 察する と、 當代 商人 圑 

の 組織が 頗る 井 然として 一 糸亂れ ざる 統制に 服して ゐ たこと を徵 する ものが ある。 

次に 大當番 は、 毎年 正月 中大寄 合卽ち 總會を 開いて、 年內 諸般の 協議 を 遂げ、 道中 定宿 問屋 等の 

賀儀を 受け、 且つ 右 宿屋 問屋 飛脚 等の 不都合 なきや 否や を 評定し、 若しくは 新 願 出の 向 を 詮議す る 

を 例と した。 その 不都合と 認めた 定宿 以下に 對 する 制裁 は 頗る 强硬を 極め、 その 謝罪 狀は麇 々大當 

番 宛に 提出 せられて ゐた。 

更に 亦、 左の 大當 番由緖 書に よると、 彼等 は 頗る 厚く 京都 役所の 保護す ると ころと なり、 その 便 

宜を與 へ られて .Q た 事情が 明瞭に される。 

一、 村 井、 大窪、 松 尾 三 町 0 以上 日 野 町 之 儀 者、 先年 關ケ原 御 陣之節 御用 相 立 候 由 緖御坐 候に 付 御 

朱印 被， 一 下 置 『 依い 之玆 により 高 役 も 御免、 去年 

一、 御朱印 御 賜 之 節 茂 庄屋 年寄 京都 迄罷越 前々 樣子申 上 候處、 御尤に 被， 一思 召， 侯。 委細 由緒 之 儀 

庄屋 年寄に 御尋 可, 被い 成 候 事。 

一、 大窪、 村 井 兩町之 諸 職人 國々 へ 商 賣に罷 越し 渡世 仕り 候に 付人 多く 御 坐 候。 就 レ之櫻 田 御領 之 


節より 御 年 夏 未 所 相場 銀納に 被， 1 仰 付， 八 年 以前 御藏 入に 被， 成 候 節 亦々 銀 納之譯 け、 江 戶表御 勘 

定 所へ 相 窺 候 得ば、 前 々通り 申 付 侯 樣に御 下知 被， 下 所 相場 銀 納に爲 仕 候 事。 

1、 右 町國々 へ 商 賣に罷 越 賣掛等 滯候節 此方へ 訴申 候に 付、 帳面 吟味 仕、 御 勘定 頭 中へ 致 u 添狀， 

江 戶へ指 下 候 得 者 早速 御 裏 判 被い 遣 出入 相濟申 候。. 兩 町商賣 にて 渡世 仕 候 者 共故賣 掛金 滯候而 者 

難 義仕候 段 御 勘定 所 へ 申立、 添狀 にて 相 濟申義 に 御 坐 候、 御請 取 後き 左様と 可, 有 II 御 坐， 候 間 御 

被, 添候樣 にと 先年 之 譯け申 送 候 事。 

右 之 外 御 年貢 納方儀 二 ケ條御 坐 候 得 共、 長き を 恐れ 略し 申 侯。 以上。 

正 德ニ壬 辰 六月 

竹 田 喜 左衞門 (印) 

此 書付 之 儀、 往古 日 野 町 商人 仲間へ 頂戴 之寫書 也。 是迄證 文箱に 相 見へ 不, 申 候に 付， 此段 書留 

置 喉 者 也。 

文化 十一 年 B. 戍 二月  當番 

下 之 鍛冶 町 

更ら に、 元祿 三年 認の 仲間 記錄 に、 左の 一札 か殘 されて、 法度の 格 守と 併せて 幕府の 保護 を 示し 

笫十 日 K 商人 13 の發達  三 七三 
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て .Q る。 

一、 御 公儀 樣 御法度 赴 堅 可，， 相 守， 事。 

一 、 商 場 御 地頭 檨御锭 可，， 相 守， 事。 

一 、 諸 色市賣 糴不， 可い 致 事。  ■ 

一、 我等 仲間 之 儀、 從， 一先 年， 諸 國へ罷 越 商 致 候 事 者、 難 レ有も 達， - 御上 聞に r 依 I 之 何事 不， 依願 

書 奉い 捧候 時、 我 仲間 役人 當番 加判 之 上 致 n 先達 f 御 評定 所へ 召 連 被, 出 候。 尤急成 時 は 格別 何方 

樣迄茂 見込 訴置 後最 寄に 居候 仲間へ 致，, 逋逹 f 相談 之 上 渡世 之 障に 不， 一 相 成， 樣に 可， 致 候 事。 若 

商 之 障に 相 成 候 事 出 來候共 外聞 を 思 ひ 隱置仕 間 敷 事。  . 

一、 於 n 商 先に， 不法 を 云； 5 立て 渡世 之 障 致 候 者， 有 之 候て、 自分に 難い 斗 品 候 はく、 近 邊に店 候 仲 

間へ 致， 一通 知-相談 之 上 其 品々 寄-其 所 之 御 役人-御 領主 樣へ 可， 附事。 其 上に も不 n 相濟， 時は國 

本當番 へ 致， 1 披露 『 依，, 其 赴 意に， 江戶表 へ 可 „ 罷出， 事。 

斯くて、 大當番 より は 京都 東西 奉行に 對 し每歲 正月の 年頭 賀禮の 出頭 を 怠ら や、 享保 以來の 年頭 

控 によれば、 その 進物 は 其 程の ものではなかった にしても、 頗る 嚴 重に 之 を 格 守して ゐ たので ある。 

然し、 猶 こ の商圑 にも 早くから 盛衰が あって、 旣に享 保 十九 年 三月の 覺 書で 見る と、 左の 如く 記 


されて 居り、 併せて 當 時の 商況 を 知る ことが 出來 る。 

1、 關 東筋不 商に 付 仲間 人數 年々 減少 仕 候。 依 レ之參 會茂勤 兼 候に 付， 近年 之 御當番 にも 段々 御吟 

味 被， 成 候 得 共、 帳 拔之衆 中數多 御座 候。 尤 帳面 御ぬ け 被， 成 侯 衆 中に 御 尤之筋 者 可， 有，， 御座， 候 

得 共、 此參 會之義 者、 往古より 勤 來候樣 に 承り 候。 然ヲ此 仲間の 緣を 以て 關東之 出店 巿乘 商被レ 

成 候 赴に 御 坐 候。 依， 之 前々 之 通り、 關東、 信 濃、 越後、 出 羽、 奥州、 三 河、 遠 州商賣 筋に 付 御 

下. o 被 レ成候 衆 中 者、 一同に 仲間に 御 加り 可， 被， 成 候。 帳面 御 はづれ 被い 成 候 衆 中には、 京都、 江 

戶、 大坂其 外 諸方 之 問屋 中 在々 道中 之 中間 宿 は不ぃ 及い 申に、 荷物 之 積 送 書狀之 通路 迄 構 ひ不， 申 

候 様に 相 極 申睽。 

右 之 赴、 寅 二月 五日 披露 致 候。 所々 參會之 衆 中 御 得心 被い 成 候に 付、 町々 にて 御 吟味 被レ 成人 

數幷に 荷 印 被い 遣 候。 然共未 帳 はづれ 有レ之 侯樣に 承り 候。 向後 御 當番之 衆 中 被 レ遂- 一 吟味 r 商 

事 被い 成 候 衆 中、 一軒 一人 づ、 無 = 相違， 相 加 はり 候樣御 吟味 可， 被い 成 候。 以上。 

所？ i 帳 は づれ卽 ち 組合 脫退 者の 續出を 見、 さしもの 商圑 にも ひくれ 目が 見えた のであった が、 この 

文面に よると、 極力 之 を 阻止して 漸く その 維持に 力め、 爾來亦 盛況 を 示す に 至った とされる ので あ 

る。  . 

^十 日 野 商人 K の發^  三 七 五 
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而 して 亦、 その後 大當番 と は 別に 合藥 仲間の 組織 を 見、 規約 を 定めて 输に 活動した が、 延享四 年 

二月 大當番 に 合同して、 爾來 全く 一  圑體と なった。 

最後に、 彼等の 圑體 から 明 和 七 年 二月に 出した 印 札 渡 連名 帳、 及び 天明 二 年に 改めた 大寄會 名前 

控帳、 同じく 弘化 四年改 め の 名前 帳に よ つ て、， 大當 番祖合 員數を 示す と 左の 如くに な つて ゐ る。 


(町 村) 
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十 禪寺村 
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四 
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四 

6     0  J 

右に よると、 弘 化の 統計で は 著しく 仲間 數を 減じて ゐ る もの、、 加盟の 範圍は 更らに 他郡卽 ち、 

甲賀、 神 崎の 二 郡に 及び、 更らに その後に 至り 嘉永 以降、 八幡、 京都の 商人 亦 之に 加盟す る もの を 

m し、 その 地盤 は 頗る 擴大 され 優勢と なって ゐ るので ある。 


六 明治 初年の 衰勢と 組合 規則の 改正 

〜以上 縷述 した 大當 番組 織 も、 明治維新の 際に 當り、 諸般 舊制 破壞の 影響 を 受け、 紀綱 頗る 紊亂 し、 

私利 不正 を營む もの 增 加して、 從 つて 正路の 徒 多く 脫 退し、 一時 は 殆ど 日 野 商人の 面目 を 失墜す る 

狀 態に 迄 立 至った。 

斯くて 明治 十八 年に 至り、 この 狀勢を 挽囘 せんとし、 商人 中錚々 の 名 ある もの 相圖 つて 日 野 商人 

組合 を 組織し、 以て 新時代に 適應 する 方策 を講 やる こと、 なった。 右 は 日 野 町 及び その 附近 三十 S 

ケ 村に 居住して、 屐人を 有し 、出店 を營 み、 又は 行商 を 事と する もの を 以て 組織し、 條 文を定 むる 

もの 總 ベて 二十 九 ケ條、 大體の 根本 は 舊來の 慣習に 則り、 之に 新時代の 精神 を 加味した もので、 斯 

の 大當番 の 特色であった、 每驛 特定の 宿泊所の 如き は、 依然として 之 を 襲用す る こと、 した。 而し 

て 亦、 彼等の 最も 重要視した 屐人 規定に 關 して は、 特に 綿密なる 規約 を 定めて ゐ るので あるが、 そ 

の 誓約 寄の 中には ◦ 節 略 

一 、 御 家法 相 守り、 尙 貴殿 は 勿論 御 代理人 御 支配人 御 申 付の 儀 は 相 背 申 間 敷 事。 

一 、 御^ 諾を經 やして は 自己の 商業 一 切 仕 間 敷 候 事。 

笫十 日 野 商人 圃の 發违  三 七 七 


土烛 及び 聚落 史上の 諸問題  三 七 八 

一 、 御給 物の 外 一 切 御 借用 御 願 申 上 間 敷 候 事。 

の條 SE? が あり、 又 別の 誓約書 中には、 

一、 御 商業の 秘事 は 他へ 洩す間 敷 侯 事。 

一、 自己の 都合に て 御 解 傭 相 願 候 節 は、 必ゃ 一 ケ年 以前に その 事由 申 上 承諾 を受 くべき 事。 

と 云 ひ、 又 

從來の 御 家法 堅く 相 守り 候義は 勿論、 何事に よら ゃ専斷 を 以て 店 名に て 他の 保證に 一 切 相 立 申 

間 敷 候，。 

と 述べて ぬる ものが ある。 更ら に、 又 雇 傲 者 を 忠赏な らし め ん が爲 めに は賞與 に 若く はな しとして、 

賞 嬖 規定 を 設け、 別に 亦 宿泊所 規定、 談話 會 規定 等 を も 定めて、 時代に 順應 して 益 々その 結合 を 固 

めんと する に 努力した。 而 して、 右 諸 組合 規約 は、 組合員と 認 むべき 有資格者 百 十三 名の 中、 會合 

者 八十 七 名の 同意 を 以て 之 を 決議し、 縣の 認可す ると ころと なった。 

七 明治時代に 於け る 商圑の 現况と 組織 一 斑 

明治 十八 年 組合 規則 制定 後、 同 三十 九 年に 於け る 日 野 商人の 出店 分布 は、 左表の 示す 如くに なつ 
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更ら に、 その 營 業種 額 別の 統計表 は 左の 如 

(》 柒 種類) - (店 救) 


^  0  由 

央脲、 太 物 


(饶 業種 類) 

0 袖、 味 ^. 

洒、 锊 袖、 味噔 

0  種 

荒  物 


(店 數) 

3 

1 

o 


に 示されて ぬる 

(^業種 類) 


米 


货 


革 


(裏： 


^十 日 好^人 M の^ 逮 


(營 業種 類) 一 (店 數) 


生 


糸 


霄 
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三 七 九 


も の銶 店一 他 其 o 
略戶 九十の 


土地 及び^ 落 史上の ^問題  三 八 〇 

卽ち、 酒の 販賣が 全體の 三分 一 弱 を 占め、 酒、 醬油業 等の 醸造業 者 を 合する と 五分 三に 達して _Q 

るの を 兌る であらう。 一方 亦 行商 は、 多く 卸し 賣 業者と なり、 それ^ \ 組合 を 組織して その 營業を 

繼續 して ゐる。  . 

最後に、 江戶 時代 以來の 舊慣を 襲用して、 今日 猇大體 之に 準據 して ゐる 出店の 組織 一 斑に つ いて 

略述す ると、 日 野 商人 古来の 慣習と して、 一家の主 人 は 多く 鄕 里に 在住して 商店の 業務 は 之 を 支配 

人に 委任し、 唯 所定 時期に 決算報告 を領 し、 時に 各 出店 を 巡歴して 大綱の 指示に 與る のみに なって 、 

_9 る。 

その 出店に は 普通 

後見  一人  支配人 o 番頭 一人 

支配 脇 0 脇 番頭 一 人  廻. o 役 0 手代 若干 

店 番 0 手代 若干  • 小僧  若干 

を 置き、 支配人 之 を總轄 し、 後見 は 支配人 を 勤め上げた 元老と して 顧問 格と なり、 廻り 役 は 華 主 廻 

り、 店番 は 店頭 應接 役に 當る もの > 謂 である。 

斯くて、 店 內は元 則と して 全部 男子に よって 組織せられ、 僅かに 炊爨^ 當 らしむ る爲 老女 を慵ふ 


に過ぎない。 その 酒、 醬油 等の 醸造業 者に あって は、 初に 藏男を 置き、 杜氏 及び 頭 0 働 人の 監督^ 分 

ち、 店員と は 全然 區 別せられ 寢食を も 別にす るの を 常と する。 その 出身 は、 店員が 主として 日野附 

近た るに 對 して、 藏男は 北 越 出身の ものが 多數を 占めて ぬる。 右 店員の 中小 僧 は 普通 鄕 里の 主家に 

丁稚 又は 弟子と 稱 して 小 學 校の 課程 を 終へ た 年輩に 於て、 一 ケ年 乃至 數ケ 月間 見習と して 召使 はれ、 

见込 ある もの は 出店に 送られて、 仕着せ 無給 五ケ 年の 後、 初 上りと 稱 して 歸鄕 し、 斯くて 漸次 器量 

に從 つて 手代 級に 上され、 店番 若しくは 廻り 役に 使役せられ、 初め 町 廻， o を 命ぜられ、 更らに 遠隔 

の 得意 廻りに 轉じ、 三ケ 年の 後 中 上. o として 歸鄕 し、 これより 上級の 手代と して 廻り 役 を 勤め、 三 

ケ 年の 後上り として 歸鄕、 爾來三 ケ年は 隔年 上り、 その後 は每 年上， o を 許され、 給料と して は 漸く 

貯蓄 可能の 程度に 至る を 以て、 多く この 時期に 結婚す る を 例と して， Q る。 支配 脇 以上 は 缺員を 待つ 

て 昇進せ しめられ るので、 玆に 於て 店員と して は旣に 上位 を 占める ことになるの であるが、 而も 上 

りは^ 一年 一 囘を殿 守す る 規定に なって. Q る。 後見 役 は卽ち 店員の 最上級に ある もので、 旣に その 

位置 は鄕 里に あっても 頭分に 列し、 終生 主家よ. o 年金 を與 へられ、 上りの 期間 も 三 ヶ月 乃至 六 ヶ月 

に I る を 常と して. Q る。 又 利益 配當 についても、 手代 級 以上 は 俸給 外に 「 步 分け j を受 くる を 例と 

t てぬる。 

笫十 日 野 商人 圑 の發^  三 八 一 


土地 及び^ 落 史上の IS 問題  三 八 二 

以上 は 所謂 近 江 商人 中の 一 主要 圑體 たる 日 野 商人の 近世に 於け る發 達の 過程 を 通觀 したので ある 

、が、 之を慶 元の 際から 旣に 早く 江戶を 初めと して 新 與都府 に 店鋪を 開いて 活躍し、 或は 亦 蝦夷 地に 

渡って 商權を 確立し、 若しくは 亦 遠く 海外に 迄 渡航した 八幡 商人、 ^しく 時代 を 降下す るが、 麻布、 

吳服 額の 持 下り を專 業と し、 國禁を 冒して 薩攀、 土 佐邊に 遠く 販路 を 開いた 五箇 庄 商人と 比較す る 

と、 そこに 著しき 對照を 示しつ、、 その 獨特の 地盤 を 開き、 自ら 日 野 商人と しての 堅牢なる 位置 を 

保った ので、 この 題目の 下で は、 唯 彼等 商 圑の發 達 を歷敍 する に 止めた ので あるが、 猶 八幡、 五箇 

庄 以下 主要なる 他の 商圑 との 比較 交涉 等に 亙って、 考察 を 重ね、 近世に 於け る 彼等の 位置 を 更らに 

闡明 iJ ん とする こと を豫 期す るので ある。 (昭和 三年 一月 成 稿、 歷史と 地理 第二 十二 卷第 五號登 载) 


第 十 一 近世の 耕地 荒廢と 小作 問題 

堺 廻り 三ケ 村の 手餘り 地に 關 する 研究，； 

I 序  說 

二 堺の^ 郊 と巿徇 |« 造 期に 於け る 農 人 町 

II 一  ^人 町と 出^ 敷 

四 堺 廻り 諸 村の 訴願と 小作 問題の 發現 

N-  地^^と P 餘り 地の 發現 

六 小作人の 耕地 放 焚と 人 百姓の 失敗 

. V 屮餘り 地の^^と 地卞 S 級の 困攛 

八餘 論 

一 序 說 

n 本 經濟史 の 上に 於け る 近世の 特色 は、 平和の 速續に 伴ふ產 業の 躍進 的な 發 達が あり、 それに 附 

隨 して 庶民 階級 の^しき 擡頭 AJ 惹起し、 從來の 富の 所在が 轉換 して 多く 商工業者の 手中に 歸し、 結 

W お^ 制度の 根柢 を. 役へ す 一 の 主要なる 原因と なって 明治維新に 引渡された 形に なって ゐる。 而も 

笫十 1. 近^ s» 地荒淤 t 小作 問題  三 八 三 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 八 四 

寬永鎖 國以來 幕末に 至る 間 二百 年 は、 大體に 於て 一 國全體 が 孤立して 自給 自營 の關 係に あった 爲め 

に、 食料 自給の 問題 は爲政 者に とって 最も 重大な もの、 一 つと 考 へられて ゐた。 斯くて 家康 以來將 

軍 執政と 云 はや 諸 藩々 主 藩 老と云 はや、 右 解決の 手段と しての 耕地 癀 張の 方策 を講 やる こと 頗る 眞 

劎で、 ^世 を 通じて 平和的 施設の 中、 曠野の 墾拓 新田の 開發は 最も 嘱目すべき 事業た る を 失 はな か 

つた。 但し この 二百 餘 年間に あっても、 元祿、 享保 あた. o を 分水嶺と して、 その 前後に は 富の 重心 

に 著し さ變 化が あった こと を 認めなければ ならぬ。 其 は 富の 蓄積が 著しく 都 府の發 達に 伴うて 專ら 

商工業者の 手に 偏在す る やうに なった こと を 意味す るので、 これより して 其 等の 商人の 資本 放資が 

自然に 土地 を 主と する 不動産の 上に も 向けら る、 ものが 多くな り、 三 都 其 他の 巨商の 手に よ つ て經 

營 せらる、 新田 開拓 は 所在の 地に 盛 行され る こと 、なった。 この 狀勢は 耕地 を 潤澤 たらしめ たる 結 

杲、 農民 (小作人) をして 或 程度 迄 耕地の 撰擇を 自由にせ しめる ことが 出來、 從っ てこ、 に 彼等に と 

つて 本來の 不利益な 耕地 を 放棄せ しめる やうな 現象が 尠 から や 見ら る、 やうに なった。 故に 江戶幕 

府の 後半期に 於て は、 特に 新田 開發 全盛の 半面に、 旣 耕地 放棄の 行 はれて ぬた， こと を 忘れる こと は 

出來な いので ある。 而も 亦 殊に 同時代の 特殊 現象と して 起った 苛 歛誅求 を 免れん とする 所謂 百姓 一 

揆 運動の 一 面に は、 この 耕地 撰擇を 原因と する 最も 進んだ 形に 於け る 巧妙なる 小作 爭議が 所在の 地 


に 行 はれて 地主 階級の 脅威 を 招く に 至った 事 實をも 認めざる を 得な いので ある。 

以下 本 問題に て 取扱 はんとす る 特殊 研究 は 要するに 上述の 如き 徑路 によって 生じて 來た 耕地 荒廢 

に 伴 ふ 地主 對 小作、 地主 對 領主の 關係 を縷述 して、 斯の 如き 複雜 にして 深 酷なる 小作 爭議が 所在に 

行 はれて ゐた 1 つの 類型的な 例證を 示さん とする ものである。 然し この種の 問題 は 決して 蒐集され 

た 史料に のみ 看取 せられる やうな 簡單 なる もので はなく、 時勢の 一 斷片 として 非常に 複雜 なる 諸 原 

因の 輯成 された ものである こと は 云 ふ 迄 もな い。 

( 一 ) 拙著 武家時代 瓧會 の^ 究所载 「近世 開墾の 發建 特に 受食 新田に ついて」 參照。 

二 堺の 東郊と 市街 再 造 期に 於け る 農 人 町 

お 問題の 舞荼 となる 堺 廻り 三 ケ村は 堺巿の 東郊に 當り、 大正 末期に 市部に 編入 せられた 區域 であ 

る， に 岡。 この 區域は 地形 上から 云へば 大 體舊堺 (溝渠 を 以て 圍繞 せられた る辨プ パ ー) と 明瞭 

に^ 別せられ、 南北に 速 亙して 約 五 米 乃至 十 米 以上の 臺地 性の 段階 を 作し、 漸次 相 泉 山脈に 向って 

^度 を增 L てね る。 而 して 臺 地の 表面に は萠 谷と も稱 すべき 極めて 若い 谷の 發達を 示し、 又 附近に 

笫 十一 a 世の 耕地 荒胺と 小作 問 g~  三 八 五 


圖村箇 三 リ廻堺 圖ニ 十二 第 


土地 及び 衆 落 史上の 


河川と 缚 すべき 程 

の 水流が なく 通渠 

の 企てがなかった 

爲め、 耕地と して 

は 甚だ 不適 當で、 

辛うじて 二三の 用 

水 池 を 利用し 其 他 

多く は 深く 地層 を 

掘鑿して 灌水に 用 

ひたので ある。 其 

は 明治 十二 年 早春 

大阪 から 堺を經 て 

この 地域 を 撗斷し 

つ、 河內に 出で 奈 


良に 旅行した 英人ィ . ュフ. リ ー ドの 見， 聞錄 中に も 右 野 井戶の 拮槔が 林立して ゐた 形狀を 農圃 中の 

特色 ある 點贵 として 記载 してぬ るのに も 知られる ので ある。 而 して 其 後明 治 中期に 至り 大和 川 を 通 

水して 漑 用水に 供す る やうに なった が、 これと. て 無論 全地 域に 行渡った もので はなく、 今日 猶 依然 

として 井水 を 灌漑し、 三國丘 東北 部で は 面積 約 五十 町 步に對 して 井數九 百卽ち 一反 步にニ 個 弱、 田 

出 弁、 今 池、 淺香 山、 香 丘 町方 面の 畑地で は 面積 五十 町に 對し、 前者の 約 牟數卽 ち 一 反步宛 平均 一 

on 

個を數 へる ことが 出來 る。 其 中 最も 規模 大 なる もの は阆 周の 直徑 六尺に 餘り、 內 部に 至る 程 土瓖壞 

れて 周圑廣 く、 從 つて 貯水量 も 頗る 豊富で ある。 土俗 之 を 蝦蟇 池と 稱し、 專ら 灌水 用に 使. 用して. Q 

る。 岡 版 第二 十三に ある もの は、 その 桔槔の 林立せ る狀を 以て 其 最も 密椠 した 部分お 表 はし、 圖版 

第二 十四に 示された もの はこの 丘陵 地が 漸次 街 區に擴 張され て 文化 住宅な どが 建設せられ たる 間に 

介在して 猶 かく 多數の 桔槔が 現存して. Q ると ころ を 示した ものである。 而し てこの 農 井戶こ そ は、 

^仆^ 民の 地主 小作 共に 困憊 流離した 長き 時代の 記憶すべき 遺構と 稱 すべき ものである。 最も 今日 

^新 规に槃 井して 同じく 灌水 用に 供す る 向 も あるが、 其 は 僅かに 一 少 部に 止まり 漸次 住宅地 その他 

の經 營の爲 め^ 沒 せられつ、 其數を 減じて ぬるので ある。 

斯くて 姊-¥ は 、地形の 上から 中世 以前 所謂 自由 都市 堺の 成立 以前に は、 攝律 から 紀州 方面に 至る 交 

笫 十一 近^の 拼她荒 接と 小作 問遝  三 八 七 


地 耕 丘ケ 國三郊 ：»! 市堺 圔 三十 二 第 


地 宅 住丘ケ 國三郊 束市堺 IBi 四十 二 第 


嗎 


土地 及び 聚落 史上の 諸 問 凰  三 八 八 

通路の 幹線 を 通じ、 そこに 小規模の 聚落 を 作り、 所謂 大堺の 前身 を 形成し つ、 あった 區域 である- 


然し 鎌 倉 中期 頃から 南北朝 へ かけて 西方 海岸 低 平の 沙濱に 漁村の 聚落 漸く 多く、 遂に 室町 時代に 入 


り、 前にして は大內 氏、 應仁、 文明 亂 前後に は 細 川、 三 好 等の 大 諸侯の 保護に よって 當代 屈指の 井 

然 たる 都府 とな. o 終 はせ、 直接 間接 支那、 南蠻 との 交通 益 } 盛に なって、 遂に 在留 宣教師の 手に よ 

(ミ) 

つて： 其 地 塹濠を 以て 境界と なし、 濠 は 深く 水 は 満ち 見る 者の 眼目 を 驚かす」 に 足るべき 特殊な 一 

市^-型 を 海外に 迄 知らる、 に 至った ので ある。 この 堺の塹 濠に ついては、 こ、 に 細論 を 重ねる の は 

あまりに 岐路に 入る 恐れが あるから、 唯 本論に 交渉す ると ころ 丈け を簡說 したい。 當時宣 敎師の 見 

^した 塹 濠と 稱 する もの は、 讀 者が 現今 見ら る V ところの もの、 若しくは 地圖の 上に 指摘す る もの 

と は 同 一 でな く、 東側 は 後代の 再 鑿で あり、 南北 邊亦 舊阯 その ま 、と は稱し 難く、 西部 は其當 時に 

あって は大體 現今 通 水して. Q る 路線の 緣邊迄 海岸線であった と 見るべき である。 斯くて、 所謂 塹濠 

お 在の 理由と して はいくつ かの 想像 說が 立てられる。 或は 純 軍事的の 立場から 市街 部 を城內 と假定 

し、 防. 緩 用の 巨 濠 を 掘鑿し、 以て 自由 安全の 地域 を 保持した とも 考 へられる。 ともかく 此 問題に 關 

して は 他日の 別 稿に 讓る こと、 する が、 舊堺巿 街 を距る 北方 目 睫の 間に 中世 以來の 著名なる 聚落、 

遠 3： 小 野、 平野 鄕 等が 殆ど 同一 の 型體を 以て 存在して- Q るの は 注意すべき こと V 思 ふ。 管 見で は 寧 

ろ 之 を 軍事的に 見て、 防 襖 用の ため 鑿 掘せられ たものと 解釋 せんとす るので ある。 而し てこの 塹濠 

は 所詮 時局の 安定に 際して は 無用 有害 視 せらるべき 理由が ある。 こ 、に 於て 豐臣 秀吉は 大阪の 創設 

^十 1 近世の 耕地 荒 魔と 小作 間 題  三 八 九 


土地 及び 聚落 史上の 諾 問題  三 九 〇 

時代に 當 つて、 一面 利害 相反す る堺の 地の 勢力 を 殺がん が爲 めに 餒 令して 之 を 埋立てし め、 遂に は 

自身が 出馬して 迄 も その 土工 を 急いだ ので ある。 斯くて、 中世の 模型 的 武装 都府 はこ、 に 一 且其武 

(五) 

裝を 解除 せられる 形に 立た された ので ある。 

これより 先き 全盛期の 堺は、 先に 大內 氏の 亂に 市街 を 擧げて 焦土に 委した が、 今 亦大阪 夏， 陣の 

卷 添へ を 喰って 再び 全燒の 厄に 出會 した。 近世の 始め 元 和の 初年 は堺 にと つても 全く 新規 立直しの 

時期であった。 斯くて 着手 せられた 政所 長 谷川 藤 廣の新 都市 計晝は 頗る 井然 たる もので、 大 體は舊 

市街の 様式 を 襲用した もの、 如くで あつたが、 其 最大 特色の 一として 擧 ぐべき もの は、 街區の 東側 

に-嘗て 巿 中に 散在して， Q た 諸 寺院 を 南北 一 列に 並置せ しめたので、 之 は當時 一 般に用 ひられた 都市 

計 畫法を 襲用した ものであると 思 はれる ので あるが、 更に 猶ー つ、 右 寺 町の 東邊に 接して 農 人 町の 

ー區を 定め、 亦 右 農 人 町 を 限界と して、 東邊 から 南北 兩邊 にかけ て 溝渠 を 鑿 掘した こと は、 これ ま 

た此 問題に とっての 主要なる 論點 となる に 至った ので ある。 而 して、 この 寺 町と 農 人 町の 設定と は、 

始めて この 新 都市 計畫に 見られた ので、 槪略 その 地域 は 其 他の 部分と 共に、 舊 市街より は 市街 區域 

を癀 張した ことになるの である。 而 して、 この 農 人 町の 出現と 溝渠 再 鑿の 意味 は 如何に 解釋. せられ 


るか。 之 を 前代 卽ち 中世 末の 都市 殊に 城下町 は、 一般に 領主 本位に 構營 せらる V の を 常と した 爲め 

に、 防 澳區は 別と して、 ェ 商の 民 を 招致し、 或は 亦 一旦 籠城の 際 を 考慮して 早くから 農 人 町の 設定 

を 試みた もの もあった。 然し 堺の 場合で は、 同じく 中世の 都府 としても 一般の 城下町と 同一視す る 

こと は 無論 出來 ない。 商工 民 を 核心と した 所謂 自由 市であった 點 から、 史料の 上に も 同時代に あつ 

ては^ 民の 介在 を 認められない 箬 なので ある。 卽ち 新規の 方式に 出た もの、 樣に考 へ られる 溝渠の 

再 鑿 は、 當時德 川 幕府の 立場と して、 亦 直接 爲政 者の 考案に しても、 防禦 的の 意味と して 斯る 方式 

に 出で、 «樣を 摸した とは考 へられない。 此 等の 事情 を闡 明せ ん爲 めに は、 桝 少しく 元 和 都市 計騫 

當 時の 各種の 事情 を 詮索せ ねばならぬ。  . 

( 一 ) E.  R  Keed  ：  I  Japan,  its  History,  Trcl&tions、  wnd  Religions  with  its  narative 〇 a  Visit  in  1873  o^s+us 

rour  road  ^<  at  first  u!3  a  short  hill  and  over  an  open  plain,  which で resented  a  peculiar  appearance,  from  the 

number  of  shadoofs  (kvers  for  raisin ぬ water  from で its  and  distributing  it  over  the  landj,  which  u で like  llgjlt 

masts  by  hundred  ；  tls  ^SCDa  here  t>eing  abov ひ the  riv ひ r levels,  and  therfore  recjulrln^  spec  al means  for  its 

irigation.  As  the  level  of  the  land  (rose<3  become  lower,  these  shadoofs  become  fewer  5  numlsr,  ana  before 

lonw  altogether  disapp ひ wrcd に- (21st:  of  Feb.) 

(二) 昭和 四 年 堺巿產 柒踝調 杏報吿 による。 

(三) 日 木 TO^ 史^ 上、 笫 g:^、 一 五六 一 年卽ち 我が 永祿 初年 頃の 所見 を 在留 官. 敎師 によって 報告せられ たる SS 事に よる。 

笫十 1 近世の W 她荒麼 と 小作 問題  三 九 一 


土地 及び 聚落 史上の 諸 問 S  三 九 二 

S 例へば 资暦 十三 年 板 行の 平野 鄕繪 圆、 及び その 頃 作製 せられた 遠 里 小 野 村繪圆 は、 何れも 模型 的に 街衢の 周 園 を繞っ 

て 溝渠が 示されて ゐる。 狳 一 茁分ー 陸地 測量 部地圖 「平野 鄕 J 「埤 東部」 に 描出され た 同地の 地形 圆 によっても 明示せ 

られ てゐる o 

(五) 糨、 願 泉 寺 秘記天 正 十四 年 條に 

「 一 、 去月 M 十サ 六日より 堺 南北の 堀 をゥム ル、 十  一 三日 四日 之 時分 は大 かた ウメ 夂 ル也。 自身^^に 罷出瞽 請卽時 

に ハ カ行と 申 云 々」 

と 見えて ゐ る。 

三 農 人 町と 出 屋敷 

慶長 十九 年 冬 並に 翌元和 元年 夏の 大阪 兩陣の 惨禍 は、 遂に 大阪に 相 近接した 堺 市街 を燒燼 したば 

かりではなかった。 所謂 市街 周 圍の各 村落 耕地 をも戰 場に 委して、 そこに 生活した 農民 は 早くから 

(二 

四方に 離散し、 從 つて 納貢ど ころの 騷 ぎではなかった。 然し 流石に 民政に 卓越した 伎倆 ある 政所 長 

谷川 藤廣 は、 旣に 早く 冬/ 陣後元 和 元年 正月 早々 市街 周 圍の諸 鄕卽ち 幕府の 直轄 領 十四 鄕の 農民に 對. 

し、 還 住 令を發 して 前々 の 如く 耕作に 力めし め、 還 住の 百姓 は 何れ にても 希望の 部落に 定住 を 許可 

(二) 

し、 耕地 は鄕肝 煎と 合議して 宛 行すべき 旨 を 示して ゐ るので ある。 この 十四 鄕の 所在 は 今一々 指摘 

する こと は出來 ない が、 就中 東郊 北部より 數 へて 北庄、 中 筋、 舳ノ 松の 三 ケ村は 面積 廣く、 南 廻りの 


湊 一 ケ村 と共に 頗る 重要視せられ てゐ たやう である。 

然るに この 還 住 令の 出されて 後 間もなく、 引續 いて 夏 ノ陣の 災厄 を 重ね、 斯て彌 々戰後 經營の 大事 

業と して 市街 再 造の 運びと なった 。然るに、 前述の 寺 町、 農 人 町並び に 東南 北 三方 を圍繞 した 溝渠 

の 擴張區 域 は、 主として 以上の 東 廻り 三 ケ村幷 びに 湊 村に 屬 する 田畑 を 充用した ので、 其爲 めに、 

これより 先き 文祿四 年の 檢地 所謂 太閤 檢地 によって 計上され た 石 盛 高の 中 千 二百 一 石 六 斗 六 升 九 合 

の 濱地を 示す ことにな つた。 更らに 之 を 細別 すれば 

1 、 四百 七十 七 石 四 斗  北 庄 

1 、 三百 四 石 七 升 二 合  中 筋 

1 、 九十 石 五 升 四 合  湊 村 

1 、 三百 二十 石 一 斗 四 升 三 合  舳ノ 松 

高 合 千 二百 一石 六 斗 六 升 九 合 

となり、 卽ち 反別に して 六十 三町餘 步坪數 十九 萬 坪が 東に 延長し、 幅員 平均 百 二十 八 間餘、 內譯し 

て 寺 町 以東 四十 四 間、 以西 八十 四 間餘の 割合と なり、 明瞭に 高 引けの 理由 を 示して、 結局 其 丈け 各 

村落と して は 耕地の 減少と なった ので ある。 

而し てこの 地域 は、 耕地と して は 其 位置が 右堺 廻. o 村落 中 西 偏した 部分であった 丈け に、 比較的 

^十 一 近世の 耕地 荒廢と 小作 問題  三 九 三 
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土地 及び 聚落 史上の 諸問題 


三 九 四 
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成熟 地 を 奪 はれた ことになるの である。 この 農 人 町 は 第 

二十 五圖 版の 示す 如く、 北 は 柳 農 人 町に 始まり、 南 旅籠 

^人 町に 至る 十八 町 を 以て 成り、 北 七 町 は 北庄、 中 六 町 

は 中 筋、 南 五町 は舳ノ 松の 所 屬で更 らに右 十八 町 は 南北 

九 町づ、 を 分って 堺 南北 兩鄕に 分轄せられ、 支配 關係か 

ら 云へば 從來の 村 庄屋 は 所謂 百姓 束ねの 特權を 失 ひ、 そ 

れぐ 兩鄕惣 年寄の 支配す ると ころと なった。 

斯て 亦、 農 人 町 そのもの V 屋敷 割 も 舊巿街 部と は 頗る 

相違して、 大體 第二 十八 圖 版の 示す が 如く、 西側の 境界 

地 寺院 町 よ り 東 へ 道路 卽ち內 農 人 町 一 一 間 住宅 一 一 戶宛相 腹 

背して、 七 間 宛 十四 間續 いて、 干 場 五 間 土 居敷 八 間、 道 

路ニ間 土 居 川 (卽ち 溝渠) 平均 十 間、 中 土 居 三 間、 水道 

二 間の 順序に なり、 干 場 を 設置して ぬる 點に 最もよ く 農 

人 町と しての 特色 を 示して ぬる。 第二 十六 圖版は 寺 地 農 
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人 町 附近の 實測圖 である。 而 して 亦" 其 間 取 及び 敷地に しても 農 人 町 獨特の 光景が あって、 その 一 

例と して 今 和次郞 氏の 「日本の 民家」 に參照 せらる V が 

如く 今日の 實 測に よっても 猶 依然として 普 i 、通 町家の 樣式 

と は 著しく 相違して ぬる。 尤も この 敷地 設定 區劃 は後大 

に變改 せられて、 今日で は 道路 土 居 干 場の 位置 は 相違し 

てぬるが、 第二 十七 園に 見る 如く 往來の 行 客に 著しく 異 

つた 印象 を與 へて わるものが ある。 


この 特殊な 構造に 對 してな された る、 當 時の 設計者で 

あり、 並びに 爲政 者であった 長 谷川 藤廣 等の 意と すると 

ころ は、 或は 流離 轉廢 した^ 民 愛護の 考 から 大に之 を 優 

遇した 積り で斯る 方策 をと つたの かも 知れぬ。 然し 勿論 

農 人 町 は 所謂 農民の 住居 地と して 特殊の 形式 を與 へ たと 

、 之お 純然たる 堺 市街 民と 同 一 視 はしなかった。 幅員 十 間の 溝渠 を 第 一 の 外廓と すれば、 第 
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二の 外廓に 當る木 戶は農 人 町より 西 寺 町 境に 設けられた。 この 點 から 

夜間の 警備に は 造 人 町 は 寺 町 以西の 本 市街よりも 一段 疎外せられ、 城 

下なら ば ニノ 丸 外であった。 然し それ は單に 形式 上の ことで、 農 人 町 

の 住民 はかく 事實 上の 堺 市民の 一 部と なって、 こ、 に 當然其 職業 上^ 

びに 生活 上の 相違から、 早く も 問題 を 醸成す るに 至った ので ある。 

而 して、 夫に 農 人 町 成立の 後、 堺 廻り 村落の 中 主として 三ケ 村の 農 

民 は 耕地 出 働の 遠距離た る を 厭 ひ、 やがて それ どれ 右 村落 地籍 內に移 

住する ものが 出來 た。 卽ち 溝渠よ. o 外部の 耕地 田畑 中 便宜の 地に 聚落 

を 作った ので ある。 之 を 各 村の 出 屋敷と 稱 した。 出 屋敷の 發生 は、 斯 

くて 大體 から 云へば、 純 耕作 を 目的と してな された もの 丈け に、 原 農 

人 町の 住民に 比較して 純 農の 色彩が 頗る 濃厚だった。 然し 其 等 は 僅か 

に 溝渠 一 筋 を 境界と して 主として 河 內に通 やる 街路に 沿うて 作られた 

街 村 風な ものが 多かった 丈け に、 漸次 彼等 は雜 業む 兼ね、 戶數も 亦 時 

代に よって 一 樣 ではなかった が、 比較的 增 加せ や、 後に は 反って 減 返 


を 示した ので ある。 斯くて 地主 側から 云へば、 始めは 出 屋敷 戶數の 增加を 喜んだ ので あつたが、 後 

に はそんな に 期待した 程 彼等の 利益と なる 集圑と はならなかった ので ある。 而 して その 發現 は、 旣 

に 元 和 八 年に^ 町 出 屋敷が あり、 寛 永 十四 年に は 新 町 出 屋敷が 出來て ゐ る。 この 兩出 屋敷 は 最も 早 

く 市街 接續 地の 形ち に 整頓して、 反って 本 來の出 屋敷た る 特色 を 失った ものである。 

( 一 ) 南 正會著 老圃歷 史麼& 十九 年條に 「堺 兵火 民家 離散、 堺 廻り 鈉所 なし」 と 見える。 

.01) 南 文書に r 堺廼 御料 所 拾 四鄕之 百姓 早々 歸鄕仕 耕作 如 前々 仕 付 可 申 候。 去年 之 御年茛 悉被成 御 赦免 候。 假 何方 之 百 

姓 成 i 之 鄕於在 之 者 居住 可 仕 候。 K 畠 其 鄕爲肝 煎 見合 可 宛 行 候 者 也。 正月 七日 ogl 長 谷川 左兵衞 (印章 )0| 中筋庄 

垦」 と 見え、 同文の ものが 北庄、 舢， 松、 涛等 にも 出された ので ある。 

(一二) 南 文睿に 左の^ しが ある。 

堺淞 田地^ 之內町 屋敷 -ー 被 成 候 分 

(引髙 表 本文と 同じ。 略) 

右^ ハ 先代 左 兵衞殿 〇浪、 あ 川堺町 わ リ 被 成 候 時お 分 町 屋敷 平 堀 -1 被 成 卯年よ リ 0ー5 禾髙 ひけ. S. 候 分如此 候。 仍如 件。 

酉 十 カ^ 日 〇J^ 和  北庄判 三人 

中 筋 判 1 二人 

湊 判 二人 

舢， 松 判 1」 ,、 

北 見 五耶 左 衞門樣 

笫 十一 a 世の 耕地 荒睃と 小作 問題  三 九 七 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  三 九 八 

(四) 今 和 次郎氏 「日本の 民家」 中 ffi 堺の 住家 參照。 

四 堺 廻り 諸 村の 訴願と 小作 問 题の發 現 

大體 如上の 事情の 下に 置かれた 堺 廻りの 各 村落 は、 新 市街の 成立と 共に 土地の 一 部 を 割 除 せらる 

る こと、 な. o、 結局 當時村 高と して は 粗、  >  左記の 通. o になって 居た。 


、 二 千 七 百 十六 石 五斗 

、 二百 七十 五 石 四 斗 三 升 一 合 

、 二 千 五 百 八十 三 石 五斗 七 升 一 合 

、 二 干 四百 三 石 四 斗 三 升 

、 三百 四 十五 石 五斗 六 升 五合 

、 六 百 十五 石 七 斗 七 升 四 合 

内 四十 三 石 二 斗 四 升 


.ane  ノぁ 

甚左衞 門 分 

中  筋 

北  庄 

綿屋 SS 

湊  村 


荒閲七 郧右衞 門 

而 して、 此は 前述の 如く、 文祿四 年の 檢地 によって 石 盛， o せられた ところの ものであった。 斯く 

て、 要するに 舳ノ 松、 中 筋、 北庄 の三ケ 村が 各 二 千 五百石 見 當の村 高 を 所有し、 その他 湊ーケ 村 を 合 

せて 全 體で約 九 千 石に なって ぬる わけで ある。 この 一 萬 石に 近い 耕地 を 有して ゐる 村落が (主と し 

て 廻り 三ケ 村) 居住地 を堺 市街 部に 編入せられ たこと によって、 複雜な 問題 は 漸次 惹起 せられる こ 


と、 なった。 而 して その 問題の 骨子と なる もの は、 市街 部に 組 入れられた 部落民が 漸次 耕作 を 嫌忌 

する に 至り、 さらで だに 境堍不 熟の 耕地 は 荒廢甚 しく、 庄屋 を 始め 地主 階. 級の 窮乏 を 招致す る こと 

となった ことで、 其に は 新に 市街 部に 編入 せられた 十八 農 人 町 そのもの につ い て 職業的 相違より 來 

る 影響、 堺 そのもの V 衰勢よ， o 誘引され る 農民の 收 益の 激減、 幷 びに 比隣 目 睫の 間に 漸次 發達 し來 

つた 新田 地に 於け る 小作人の 耕地 轉換 等の 諸 原因が 相 合して この 趨勢 をな し、 奉行 代官 始め、 庄屋 

村 役人 地主 階級の 對抗 となり、 亦 地主 階級の 愁訴 小作人の 反 杭と なり、 遂に は 入 小作の 實現を 示す 

までに 至った ので ある。 斯くて、 史料の 示す 限りで は、 此 等の 問題に ついては、 寛 永 元年に 早く も 

前 揭老圃 歴史に 「井水 洞 大日 掼」 の 記事 を 見 「此年 木綿の 內檢有 之」 として、 當時旣 に 同地 方 一 帶 

山 主要 作物であった 木綿の 實地見 分が 要請 せられた 事情 を 示し、 同 五 年に は 又 空前の 旱 損で 收穫例 

年の 一 二分 ノ 一  となり、 爲 めに 小作人 動搖 して 諸道 具 を 典し、 庄屋 は 小作人の 婦女子 を 人質に 取 込まん 

とする 迄に 窮迫した 光景 を 示す に 至って ゐる。 

斯くて 之 を 軍に、 中 筋 一 ケ村 丈け に 例證を 求めても、 其定 免に は明曆 乃至 元祿 末年に 至る 約 五十 

年間に 日 ffi 幷びに 風水 掼 等の 爲め、 總村高 二 千 五百餘 石に 對し百 石 乃至 四 五百石 を 控除 せられた 囘 

救が 十數 度に ト ：6、 三 四 ケ年每 に 繰返して 特免 を 乞うて ゐた 事情が 知られる。 

第 十 1 近世の W 地 荒睃と 小作 間 题  三 九九 


土地 及び 聚落 史上の^ 問題  四 〇〇 

然るに、 この 廻り 諸 農村 は 前述の 如く、 住居 地 は 堺町內 の 農 人 町に ありながら、 村 高 は 全部 町 外 

にあった 爲、 領知 上から 云へば 農 人 町 は ともかく として、 村 高 そのもの は 他の 諸 村と 同じく 堺 奉行 

以外の 代官の 支配に 委せら るべき 方が 合理的に 考 へられた。 然し 當 初の 間 は、 特例 を 以て 農 人 町 及 

び 其 所 屬村高 は 共に 一 切堺 奉行の 管轄に 定められ、 年貢の 納入 等に 關 しても 種々 の 特典 を 有する こ 

とが 出來 た。 但し この 變 則な 支配 方法 は、 堺 奉行の 更迭 毎に 問題と なって、 寬文五 年 正月に は彌、 ュ 

之 を 代官 所に 引渡さん との 議に 決した と 見え、 農 人 町 在住の 廻. o 三ケ村 庄屋 及び 湊村 庄屋 等 は 連署 

t て 幕府に 訴 上し、 今度 奉行の 更迭に 際しても 支配 は 依然 堺 奉行 支配 附 代官 所に 附屬 せられん こと 

を 乞うて. Q る ものが ある。 その 趣旨と すると ころ は 第一 耕地 田畑 共 世に 隱れ なき 日 損 場と して、 而 

も 斗 代 は 田 方 二 斗 二 升 畑 方 一石 八 斗 を徵收 せられ、 其 上 地つ まりに て 牛馬 放牧の 餘地 なく、 到底 正 

規の納 貢 を 期す る ことが 不可能の 爲 めに、 町奉行に 直 納入と して 町人との 間に 相對 相場の 寛 典 を 得 

て ゐ た 慣例 を縷述 し、 以て 附近の 他村と 同 一 の 代官 直轄た るを豫 め拒絕 したので あった。 

斯の 如くして、 辛うじて この 訴願の 結果、 河 泉 三萬餘 石の 中 三 ケ村分 は、 堺付 代官 支配 地 (堺奉 

行 所預. o) として 連續 支配され る こと、 なった。 然し、 それ とても 暫定的の ことで、 やがて 元祿四 

年に 至り 農 人 町 及び 林 山 (田 出 井山 卽ち反 正 天皇 御陵 地) を堺 奉行の 支配に 殘 して、 四ケ村 所屬田 


畑 は 一切 代官 支配と し、 年貢 支配 は總 ベて 他村と 同じく その 手に 收 めら れ ると ころと なゥ た。 事 こ 

、に 至った の は、 支配 上から 云へば 當 然の處 置であった が、 然し 廻り 諸 村と して はこ 、に 居住地 は 

奉行所 屬、 耕地 は 代官 支配に 中斷 せられ、 彼等と して 不可分の 紐帶を 分離 せられる こと、 なった の 

で、 各 村自體 から 云へば 益え 其 立場に 無理 を 生やる やうに なった ので ある。  , 

その 中に 元祿 十五 年 十二月に 至り、 始めて 地主 對 小作の 問題が 表面に 顯 はれる やうに なって 來た。 

卽ち 同年の 年貢 納入に ついて、 堺兩 鄕の惣 年寄から 管轄 下の 農 人 町に 於け る 三ケ村 庄屋に 對し、 其 

^牒 によって 同年の 納 貢遲滯 せる を 吿げ、 之に 對 して 庄屋 側で は 三ケ村 年寄と も 二十 九 名の もの 連 

^(/て 代官 所に 陳 上），、 小作人の 言狀を 具陳し、 其 中 殊に 横暴 を 極めつ、 ある 黑表 中の もの 八十 餘 

人 を 列記し、 以て 貢 納遲滯 の 理由 を縷述 してぬ る ものが ある。 右に よると、 小作人 等 は豫め 分散の 

^悟 ヶ- 以て 住所 を轉 じ、 田畑の 收穫は 一切 之 を 出さ 乂 らんと し、 又 其 他の 小作人 等 は 形勢 を觀 望し 

て 私利 を^らん としつ、 あった こと を 示す ので ある。 更ら に引續 き、 翌 十六 年 十二月の 四ケ村 庄屋 

年寄の 奉行 宛訴狀 によると さは、 廻り 四ケ 村の 下作 百姓 町 內入込 は旣に ニ千餘 人に 及び、 年貢 不钠 

の もの 亦 過半に 及べる こと を 申立て、 嚴 重の 取締 を 乞うて； Q る。 斯くて 其翌 十七 年 正月 更ら に訴上 

〜て 「年貢 不納 小作 埒 明かざる」 旨 を 述べ、 漸次 對 小作 問題の 持久戦に 入った 事情 を 示して ゐる。 

^十一 近世の 拼她 荒餒と 小作 H 题  四 〇 一 
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此 によると、 出 屋敷の 戶數が 比較的 急 劇に 發 達した やうに 見える ので あるが、 然も 其 職業的 個別 調 

査に表 はれた 內容 によれば 或は 酒造、 鑄 物、 製 先 等の 製造業 を營む ものが あり、 必ゃ しも 其 多く 力 

純 農の みではなかった こと を 示す ので ある。 而， L て 亦、 表 中に 返轉 庄屋、 退轉 百姓の 數が斯 く 特記 

せらる、 迄に 至った の は、 これ 亦 見逃す ことの 出來ぬ 現象と 云って よい。 

ハ 一 ) 明 暦 元年 乃至 明治 六 年中 筋 村 年 K 皆濟狀 による。 

(二) 寬文五 年 巳 正 J 泉 州 堺四ケ 村 庄屋 中より 岡 W 璺前守 宛の 敬 願書に 左の 如く 見えて ゐミ 

「乍 恐 謹て 口上 

一、 御 訴訟 中 上 候 拙者 共ハ、 枭州堺 町な みに 罷在 候北庄 村、 中 筋 村、 舳， 松 村、 湊村右 四 ケ村之 庄屋 共に て 御座 候。 

一 、 堺御 奉行 今度 水 野庄左 衞門樣 へ 被 爲仰付 候 由 泰承候 得 共、 堺付御 代官 所之義 ハ 未だい つれ 様へ 被 仰 付 候共不 f. 承 候 

間、 乍 憚 御 ffi> 净上 候。 四 ケ村御 寨行付 御 代官 所に 罷成 候ハ九 代- 以來 及. 七拾ケ 年率 候、 四 ケ村高 合 八 千 九 百 四十 石 餘-ー て 


土地 及び 衆 落 史上の 諸問題  四 〇 二 

今參 考の爲 め、 當時 廻り 三ケ 村に 於け る 村 勢を槪 見す るに 左表の 如くに なって ゐ る- 


同上 惜虽 等家數 

九 一 

四 八 

1 四 二 


一 八 五 

五 七 九 


在 農 人 町家 數 一 


出 屋敷 家數 


御^ 候、 あ^ 物 成 御 米 大豆 共に 御撿她 初よ リ堺町 渡-一 仕來、 其 外 萬 事 御法度 御 觸等堺 町中 一 同-一 從御 奉行所 被 仰 付 候 事。 

一、 右 四 ケ村八 千 九 百 四十 石餘 之內、 半分 は 當方ニ 石 二 斗 代、 半分 は 畑 方 一石 八 斗 代に て 御座 候、 加 様に 斗 代 高く 地面 

狭惡 所と 中世に かくれ 無 御^ 日 根 湯 一一 て 御座 候。 然故 一一 毎年 御 米 すくなく 御座 候 一一 付、 町 渡 之節ハ 町人と 相對 いたし、 

ゆ 之 相場 を 以銀子 にても 相 渡御 皆 濟仕來 候、 就 其 百姓 之 勝手-一 能雜 有寒存 候。 然共 田畑 斗 代 高く？ 其 上 山林 ハ不 及屮上 

やお を饲可 * 草 野と て も 一 圓無 御座 候 故、 連々 百姓- W 之 外 困窮 仕 候。 萬 一 代官 樣 外へ 被爲 仰 付 御藏： IS などに 罷成 候ハ、 

Ice 姓悉 条^ 所に 可 罷^と 奉存 候。 以御 慈悲 を 如 前々 不相 I 御 政所 付-一 被 爲仰付 御 年 莨 町 渡-一 罷 成候ハ 、堺 南北へ 之 御 助 

成と 申 百姓 瞽維有 可亵存 候。 以上。」 

(三〕 元 脉 十四 年 和泉國 北庄、 中 筋、 舳， 松 村 諸色覺 帳に よる。 

ん 排地荒 廢と 手餘り 地の 發現 

以にハ 過 na ぉ經 て元祿 以降に 至って は、 堺 廻り 諸 村の 凶荒 幷 びに 年貢 特免 は 更らに 殆ど 常習的な 

ものと なった。 これ 當 時の 耕地の 常態と して は 到底 旱損を 免る、 ことの 出来なかった 根本 原因 を 持 

つてぬ た 事と、 加 ふるに 居住地 關 係から 小作人の 耕地 執着の 念 慮が 稀薄であった 爲 めに、 か、 る 結 

もお-. 小す に^った ものと 推察され る 理由が ある。 今 その 例 證を中 筋 村の 年貢 皆濟狀 によって 檢 察し 

てみ ると- ^、水 乃至 宽 保に 瓦-る 四十 年間に、 一 年 百 石 以上 千 三百 石に 達する 免除が 二十 六 囘を數 へ、 

その 中 左記の 六 囘は千 石 以上 卽ち 全納 貢の 五分 二 以上 を 免除せられ たこと になって ゐ るので ある。 

^十 一 近世の 耕地 荒 後と 小作 題  四 〇 三 
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斯る狀 態に あって は、 代官 所 側に あっても 收 入の 目安 AJ 一  定 する ことが 出來 ない と 云 ふ 理由から 

定免 地と なさん とし、 切りに 之を强 請した。 こ 、に 於て 廻り 三ケ村 (湊村 を 除く) 側. y あっても、 

止む を 得 や 年毎の 檢 見の 代， o に 最近 十ケ 年間の 平均 作 を 以て 定免 高と すべき ことに 妥協し、 一 旦請 

書に 及んだ ので あるが、 然も 猶 その後に 至って 賦率 低き に 過ぐ るとの 理由から、 更らに 代官 側から 

三ケ村 代表者に 再考 を 求め、 之に 對 して 庄屋、 年寄 等 は 地主と して 長文の 訴狀を 提出し、 當 時に 於 

ける 耕地 狀況が 如何なる 狀 態に あるか を 頗る 詳細に 陳 上した。 其 は寬延 三年 四月の ことで あるが、 

今 其 要約 を 列記す ると、 

一、 文祿檢 地の 際に はこの 地の 斗 代 檢出は 比較に ならぬ 程 高率で あつたが (上々 田 及び 上々 畑と 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  四 〇四 


も 二 石 二 斗)、 元 和 減 地の 後 更らに 新檢の 結果 四百 五十 餘石を 位 上げせられ、 極端な 畝つ まりに 

なった こと。 

二、 廻り 三 ケ村共 田畑の みあって 村 方な く、 耕地への 距離 は 最も 遠き もの 農 人 町より 三十 町に 及 

ぶ ものが あり、 下々 畑の 如き は 一反 三 斗 乃至 五六 斗なら では 小作す る ものな きこと、 上田 畑 二 

石 二 斗 代のと ころも、 赏際 は六ッ 五分 位の 割合で 扑し 作せ しめて ゐる こと。 

三、 堺 全^期 (元 和 以前 を 指す) 時代に は 田畑の 作物 は 何に よら や 之を賣 捌き、 從 つて 檢 地に 際 

しても 斗 代 高と せられた が、 漸年 市勢 衰微して 市中 明 屋敷 多く、 市民 は 蔬栾等 を 右 個所に 自作 

する 爲 めに 商品と しての 蔬茱は 一 切不 捌に なり、 且 田畑 共有 名なる 旱損 地た る爲 地味に 相應ぜ 

ざる 木綿 作り をな し、 又 新 大和 川 クロ 及び 浦 方に 新田 開發 せられて 以來 小作人 之に 轉 やる もの 

績 出し、 下田 畑 は 旣に荒 所と なれる こと。 

四、 田畑の 中、 殊に 東 偏せ る 部分 は 土地 高く、 漑水 用の 深 井 戶を鑿 掘す るに 七 八 間に 及ぶ も猶目 

的 を 達する こと 難く、 例年 旱損を 免れす、 又堺 市街 接近の 田畑 は 初冬 大汐の 候 潮 入の 爲め 一夜 

にして 損亡し、 

五、 年々 の 高 免と 不作の 連 績とは 小作人 をして 每歲必 や 減免せ ざれば 納 貢せ や、 然も 地主 は 一定 

^十一 近世の 耕地 荒 接と 小作 問題  ？ 10 五 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  四 〇 六 

の 納貢を 要する 爲、 止む を 得 や 田畑 家財 を賣 却して 之に 代へ、 遂に 居 宅 取 毀ちの もの 續 出し、 

六、 隣鄕に 比較して 石 盛 非常に 高く、 又 附加稅 も 多く、 格別の 出 銀に 苦め る こと。 

等を歷 記し、 この 上 定免は 到底 請負 ふことの 至難なる 旨 を 申立て、 ゐる。 勿論 この 六ケ條 中には 陳 

上書の 常と して 必ゃ しも 正鴒を 期し 難い 個條 もな いで はない が、 要するに 居住地 所謂 村 方 そのもの 

を、 殊に 當 時代の 槪念 として は 根本的に 相違して わる 街區 中に 編入せられ、 遠距離 且つ 境堍 不毛の 

耕作地 を 擁して ゐ る この 特殊 的な 村落が、 漸次 主として 小作 問題に 惱 まされて 行く 徑路 は、 他の い 

くつ かの 原因と 相 待って、 深 酷の 度を增 して 來 るの は當然 の歸 結で ある。 文中 云 ふところの 堺の全 

盛 は、 遂に 元 和の 再 造 を 劃期と して 亦 容易に 旋 つて 來 なかった。 其經 濟的餘 勢が 堺を 名高く してぬ 

たの も 漸く 元祿 前後 迄の ことで、 遂に 市民 は 之 を 前代の 華々 しさに ひさ かへ て、 みぢ めな 境涯に 墮 

ち、 斯くて この 全盛期の 堺を 背景と して 位地.、 つけられた 廻 三ケ村 は、 今や その 衞星 である 當然の 蓮 

命と して 漸次 悲境に 轉 落して 行った ので ある。 而 して 亦 新田 地 ！ 主として 新 大和 川 々口の 附洲開 

拓は、 元 文 乃至 寶曆に 亙って 着手せられ、 南 島 新田の 成立 をき つかけ に爾 來阪堺 企業家の 資本 投下 

となり、 こ、 に 有利な 條件を 以て 小作人 を 招致す る やうに なって 來た。 

而し てこの 寬延の 訴願あって 以來、 明 和、 安永 頃に 至って は 之 を 一般的の 世相に 徵 しても、 江戶 


幕府 時代 を 通じての 最も 陰惨な 時代であった 丈け に、 上述の 陳 上に 額した 訴狀は 年毎に 幾 通と なく 

代官 所 宛に 提出 せられて 居り、 殊に 當時 長く 代官の 任に あった 石 原 淸左衞 門 は、 在勤 地 江 州 大津に 

あった 關 係から、 庄屋、 年寄 等 は屢々 其 地に 趨 いて 哀訴 嘆願して、 ともかく 年 每の檢 免を受 くる こ 

とに 努力した。 斯くて、 其 等の 訴狀 中、 天明 元年 七月に 出された もの は、 前 出の ものに 重複の 點も 

あり、 陳 上書の 性質と して 屢、 >  同一 事項 を 繰返して ゐる ものであるが、 更らに 切迫した 窮 狀を實 際 

に當 つて 細敍 し、 併せて 舊來の 狀態を 併記して 餘蘊 なきものが ある。 

之 を 要約 すれば、 當堺 廻り 三 ケ村は 市勢 不振の 爲め 何等の 助成 もな く、 全くの 旱損所 困窮 村と な 

り、 村 方と して は 出 屋敷 百姓 合計 百 三十 人 程 地內に 居住す るに 止まり、 大多数 は 農 人 町 を本據 とし、 

之 を 村 高に 徵 しても 八 千 餘石中 五 千 四百 餘石迄 は 農 人 町の 住人 所有し、 僅かに 六 百 餘石を 出 屋敷 百 

姓に よりて 支持せられ、 又 二 千 二百 餘石 は堺 町人の 所有と なり、 而も 右 農 人 町の 居住者 は 村 方元祿 

四 年 代官 所へ 支配 換の 際以來 確然 堺 人別と なり、 出 尾 敷の み 代官 所に 支配せられ、 其 結 杲從來 より 

も^ 更 目立って 彼等 は 華奢なる 町人の 風俗 を棕擬 し、 男女 共 町 奉公 を 念願し、 本業 を 嫌忌し、 又堺 

町人の 爲 めに I" 得 流入した 田畑 は 勿論、 すべて 町人と して 耕作 そのものに ついては 冷淡で あり、 又 

収締 りの^から 見ても^ 人 町 在住の 百姓 は 前述の 如く 堺 人別と して 堺 奉行 管轄 下の 總 年寄が 支配す 

^十一 近世の 耕地 荒廢と 小作 間 超  四 〇 七 


土地 及び 聚落 史上の！ 3 問題  四 〇 八 

ると ころで あ， o、 奉公人の 濫出、 小作人の 轉業 等に 對 する 拘束 も、 庄屋 以下の 村 役人の 手に は 自由 

を遏 めら れ、 斯くて 遂に は 耕作 を 放棄す る もの 益、 > 多くな. o、 所謂 手餘， o 地の 發現 となった ので あ 

る o 

こ V に 云 ふところの 手餘地 は、 小作人に よって 耕作せられ ざる 廢棄 田畑の 謂で、 地主 側の 所有 主 

が 唯申譯 許りの 作付 をして ゐる もの を稱 し、 中 筋 村 年貢 免狀 では、 寬政ニ 年の ものに 初見し、 卽ち 

手 餘地七 百 二十 五 石 餘の內 二百 九十 三石餘 皆無と 記されて. Q る。 尤も これよ， o 先き、 享保 乃至 寬政 

に 亙って、 仕 付 荒、 不立返 分、 皆無 等の 名目の 下に、 多額の 免 引 を 示して ぬるの を 見る と、 實際は 

手餘 地と しても つと 早くから 出現した もので あらう ことが 推定され る。 殊に 明 和 八 年の 免狀に は、 

總高ニ 千 五百餘 石の 中二 千 五十石 足ら や、 殆ど 一村の 田畑 耕地 を 擧げて 差 引かれて， Q るの を 見る 

と、 こ 、にも 全國 的に 亙る 凶歳の 連續 の慘狀 を目睹 せしめ、 當然 右に 云 ふ手餘 地と しての 出現した 

こと を 思 はしめ るので ある。 斯くて、 兩 三年 以來檢 見の 官吏 廻 村に 際し 特に 注意した 多分の 大豆 作 

村 は、 作 人 不足の 手 餘地を 草 生えに 委 する 代. o として、 漸く 斯く 始末して ぬる 丈け のこと で、 僅か 

^旱 損の 憂な き 小 部分の 個所に は、 漸く 近 鄕と词 じき 木綿 作， o をして ゐる 現況 を 述べ、 又近來 大和 


川々 口の 新田 益、 >築 成せられ、 堺西濱 請 地と 合せて 百餘 町を算 する 迄に 至った 爲、 農 人 町 在住の 小 

作 人 等は自 村の 遠距離で 且つ 常習的な 旱損 田畑 を 返還して 耕作に 便利で 且つ 比較的 利益の ある 新田 

に趨 り、 又 町方 奉公の もの も激增 し、 爲 めに 廻り 三ケ村 地主と して は 作人慵 入れの 便 殆どな く、  .ir 

むな く麥、 ^種 等の 裏作 は 全部 小作人の 收益 として 與 ふること V 定めて、 漸く 秋作. の 大豆の 中 を 地 

主の 收益 とする 相對條 件で 畑作せ しめて ゐる 窮况を 述べ、 更らに 最後の 方策と して、 右 地所 を 村 方 

に 差 出し、 總作地 —— 一村 共同の 耕作地と せんとす る も、 適當 なる 小作人 を 求む る こと は 不可能 

で、 方法の 講 やべき なく、 されば とて 荒 地と すれば、 地主と して は 全部の 年貢 辨納に 困却すべく、 

更らに 窮策の 餘町 人中に 手 作 させんと すると、 これ 亦 常習の 職業 柄 到底 望みな く、 遂に は 日展ー n 

一 人 貨銀百 五十 文 宛 を 醵出して 差配せ しむる こと、 したのに つ い て、 右 費用 捻出の 爲め 年々 大豆 作 

付 をして. Q る 旨 を 述べ、 從來 とても 地主 側に あって は あらゆる 方策 を 講じて 納 貢に 力めた が、 斯く 

一同 極度の 困窮 を 見る に 至って は、 非常な 免 下げ 卽ち納 貢の 減額 あるに 非ら ざれば、 共 潰れの 外な 

さ^ 狀を 以てし、 結局 向 ふ十ケ 年間の 免 下げ を 願 出し、 その 間 餘カを 以て 作 人 ^雇傭し、 野 井 戶ぉ 

修築して 荒 麼地卽 ち 手餘. o 地の 復舊に 力めん と 云って. Q る。 

靳 る窮狀 は、 猶其 以後に 至っても 少しも 恢復の 曙光 を 望む ことが 不可能であった。 何分 営 時實際 
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土地 及び 聚落 史上の 問題  四 一 〇 

の 支配 關係 は、 庄屋、 肝 煎 以下 I 事實 上の 地主 階級 は 兩鄕總 年寄の 下にあって 庄屋と しての 何等 

權能 なく、  土地 は 代官 所の 支配と して 其 間に 別段の 連鎖な く、 代官と して は 一定の 協定せられ たる 

(實際 は 強請した る) 年貢 を徵收 する 丈け のこと で、 僅かに 出 屋敷の 住民の みが 各 村の 耕地と 共に 其 

所管と な つて， Q たのみで ある。 

斯くて 天明 八 年 六月 附の 手餘地 吟味 一 件に よると 更に 手餘 地の 作物 は 全部 收穫を 小作人に 與 へ て 

足留を 計って. Q るに 關 はら や、 家出 人と 捨 地の 續 出と なり、 町中に 耕作 人の 入札 を 募る も 請 人な く、 

遂に 又總 作りと なった ので あるが、 それでも 猶手餘 地の 續出を 阻止す る ことが 出來 ない 事情 を訴 へ 、 

此上は 幾度 も 訴願 を 重ねた 免 下げの 許可 を 得る にあら ざれば、 遂に 擧げて 其 地 を 荒土に 歸せ しむる 

より 外な きを 愁訴し、 翌寬政 元年 八月の 口上に は、 廻り 三ケ村 合計して 畑 方 は 六 分 通り、 卽ちニ 千 

三百 餘石、 田 方 は 遠 作 地 天水 場 を 合して 同じく 九 百 二十 餘石 以上 三千 二百 餘 石に 上れる を 示し、 右 

檢見田 方 は 一 ッ 五分 畑 方 は 二分に 免 下げと なれば、 如何にもして 二十 ケ 年後に 荒 廢地を 恢復 せんと 

述べて. Q る。 然も 此 等の 歎願 は 容易に 許可せられ なかった やうで あつたが、 遂に その 翌寬政 二 年に 

至り、 辛うじて 双方の 協定 成立した と 見え、 庄屋 中から 右 願 出の 免 下げ 律で 請狀を 出して. Q る。 但 

しこれ とても 一 時 的の ことで、 長く その 率 A, 一 以て 定免 とする 迄に は 至らなかった ので ある。 


而 して 亦 一 面に は、 更らに 具體 的な 荒 地復舊 策が 同年 八月 三ケ村 庄屋の 手に よって 劃策せられ、 

代官 所に 提出 せらる、 こと、 なった。 右に よれば、 先 づ三ケ 村 田畑 總 反別 四百 四十 六 町餘を 分ち、 

其 中二 百 四十 町 を 農 商 兼業の 小作人 千 二百 軒に 割當て 一 軒 平均 二 反 づ、、 その 中 百 二十 町 は 新田 引 

越 小作人の 放棄 田畑で 六 百 軒に 對し 一 軒 平均 二 反 宛 を 耕作せ しめ、 八十 六 町 は 純 小作 百 七ナ餘 軒に 

平均 五 反 宛を當 て、 地主 二百 餘 軒に はー戶 平均 六 反 宛と して 百 二十 町 を負擔 する こと V し、 田畑 配 

給の 原則として は、 割當地 を變更 せしめざる こと、 定め、 大阪 附近 村落の 例證を 引いて、 同地 方に 

行 はれつ、 ある 夏 秋 二 毛 其 他 度々 の 裏作 を も收穫 せしめる 理由 は、 斯の 如き 宛地不 變の爲 めの 特典 

な. o とし、 同地 方に あって は、 讓. o 地の 場合に は 相 當の權 利 銀 を 要する 迄にな つて ゐ る 實情を 述べ 

て、 この 地手餘 地との 間に 於け る あまりに 甚 しい 相違 ある を 述べ、 地主 側の 立場から 眺めた 如何に 

も 不逞 冷淡な 小作人の 暴慢な 態度 を 繰返し、 殊に 彼等が 容易に 耕作に 應ぜ ざる 實狀を 示し、 新田 地 

お始め 田畑 潤澤で いつでも 所要の 耕地 を 得られる に乘 じ、 所謂 渡り奉公 人の 氣持を 以て 少しも 耕地 

に對 する 手 入 をな さや、 直に 地所 換を 常習と して ゐ る 次第 を 述べ、 譜代 小作で ありながら、 近來地 

にへの^ 理 など は 一向 構 はや 我意 を 振舞 ふ を 以て、 耕作 田畑の 入芘ひ 夥しく、 これ 亦 手餘り 地を增 

加せ しめる 原因と なること を 申立て、、 進んで 右 小作人 等の 多く は 町家 裏店 體の ものと して、 一 時 
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土地 及び 聚落 史上の 問題  西 一 一一 

的に 利益 ある 稼 口 あれば 耕作地の 都合 如何な ど を 少しも 顧慮せ や、 或は 日 傭と な， o 或は 又 駄賃 取に 

出 づる爲 め、 田畑 共 全く 作 人 不作の 爲體 たる を 痛嘆し- 猶 繰返して 野 井戶修 覆の 容易なら ざる こと 

と、 小作人 は 一向 之が 修覆を 念と せざる 旨 を も 愁訴して. Q る。 而 して 亦 野井戶 不足の 爲め 新規 1® 立 

を 要する も、 巨費 を 支出せられ ざるべき を 以て 容易に 着手し 難き 爲、 從 つて 荒 地の 復舊も 容易なら 

ざる を 云 ひ、 折も折と て 從來堺 町方よ. o 供給 せられた 肥料 用の 屎尿 迄、 近 來不景 氣の爲 め 高 價な代 

償 を 貪らる 、を訴 へ、 今や 地主 階級 存亡の 瀨戶 際と て 問題 は 頗る 眞劎 味を帶 びて 來た。 

斯くて 亦、 寛 政 二 年 五月に は手餘 地の 詳細なる 統計 を 代官 所に 屆 出で、 又 廻， o 三ケ村 及び 其出屋 

敷の 戶數 につ い て も 取調 書 を 提出した。 之 を 摘記す ると 左の 通， o になる。 

三 ケ村手 餘り地 合 高  二、  二三 〇. 六 三 九 (反別  一二  ~. 三 一三) 

內譯  田  九 〇六* 五 七 五 (同 四 九 • 八 三 二 四〕 

畑  一 、 三 二 四 • 〇 六 四 (同 七 九 • 一 九 一九) 
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北  庄七五  同  is 出 |»|  一 

計  五 一 七  同 一 、九 三 九  出 I ま 雄  ^ 

之に よって 見る と、 出 屋敷 戶數は 農 人 町 在住 戶數の 五分一に 過ぎ や、 人口 亦 十分 一に 達して， Q な 

かった ので ある。 これ を 前 揭元祿 の 統計に 比較す ると、 反って 農 人 町 特に 出 屋敷に あって は甚 しく 

戶 口の 減 返 を 示して ゐ るので ある。 

又 之 を 地主 階級から 見ても、 庄屋 は延 寶の檢 地に 二十 六 人を算 して， Q たもの が、 二十 ケ年 以後に 

は 十四 人となり、 遂に 寛 政 時代に は 八 人に 過ぎざる に 至れる こと を 述べて、 斯 くも 甚 しく 沒 落せる 

を 示し、 地主 對 小作 百姓との 間柄 は 全く 路傍の 人と 同じき に 至れる を 嘆 じて. Q る。 

( 一 ) 天明 元年 七ヌの 訴狀は 可な リの 長文で は あるが、 堺 廻り 三ケ 村の 最 a 窮 時代に 於け る 代表的の ものと して、 以 F 訴訟 

狀留蜋 中から 抄出す る。  - . 

「右 は當 村々 之條堺 廻り 三ケ 村と 唱候村 方 一一 て、 堺涎锒 之 地所 故、 先年 右 町 繁昌 之節ハ 格別 助成 御座 候 一一 付、 外 村々 と 遠 

s 畑 石お： 至て おく 有 之 候 處、. 中飢 〔堺 町不 繁昌-一 相 成 候以來 一 切 助成 無 之、 至而之 旱桢所 困窮 村々 -ー 御 ^候。 然ル處 先 御 

支配：^ 六^ん？ §門 橾 御代せ 所 之 節、 去 酉年 百姓 寨公稼 之 儀- 一 付 一 統被仰 渡御 座 候處、 一 體當村 方之侥 ハ 村 居 無 之 出 尾 敷 

と g! 、百姓 百 三十 人 程 村. -f 地 內_| 住居いた し、 其 餘ハ堺 町 內農人 町 一一 住居いた し 候 もの 共-一 て、 村 高 八 千 三十 八 石 四 斗 有 

内-パパ M れ^に 出 敷 住居 之 百姓 所持いた し、 五 千 四 ！R 石 餘は堺 ^人 町 十八 町に 住居した し 候 もの 所持いた し、 二 千 

石^ ハ^ 町人 之 内所 持いた し、 右 農 人 町に 元 來北庄 村、 中 筋 村、 舳メ松 右三 ケ村 之內 にて、 元？ i 年中 は堺御 奉行所 御 

^十一 近 * の 耕地 荒 艇 と 小作 問題  四 一 三 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  四 一四 

支配-一 御座 侯處、 同 四 未年 地方へ 御 代官 所に 相 成、 其筘出 屋敷 百姓 ハ御 代官 所 御 支配- 1 罷成、 農 人 町 十八 町 之 百姓 ハ堺人 

別- 1 相殘 候。 右 農 人 町 之 もの 共 者 全 百姓-一 御座 候處、 堺 人別- 1 相 幾 侯 故 連々 人氣 代り、 堺 町人 之 風俗- 1 相 成、 百姓 之 所業 

一 向 無 之、 男女と も 町 奉公に 出 候 もの 多分 有 之、 殊に 當村之 田畑 之儀ハ 用水 不足 旱拔所 故 井戸水 を 以養 候-一 付 百姓 精力 

を 盡し候 村 方 故、 他所より 來り候 作人泰 公人 等 も 自然-一 相 減じ、 堺 地主 共 儀ハ 町人 之 渡世いた し 候 間 耕作 等閑 一 I 成 行、 田 

畑 手 入 も 不行屆 諸 作 年々 出來 劣り 候 得 共、 盘人町 之 百姓 ハ堺 人別 故、 堺惣 年寄 共 取 捌-一 付 ま 公人 作 人 等 之 儀 も 村 役人 取 斗 

雞相 成、 尤出 屋敷 百姓 共 奉公 稼 之 儀 ハ 差留 農業 出精 い たし 侯 樣可仕 候 へ 共、 農 人 町 百姓 共 ハ 御 支配 違 之 儀 故 村 高 人別 

割 等出來 難、 一 體畑方 手餘有 之、 此上不 取 /- 一  てハ彌 耕作 手 入 不行屈 侯 間、 堺 町人 共 儀 田畑 所持いた し 罷在侯 上 者、 町人 之 

氣風を 離れ 耕作 出精いた し 御 年 莨 筋 不納 不致樣 相 心得、 堺惣 年寄 中 之 俵 も 讲作筋 之 儀 者 村 役人 共珉斗 一一 准し 取 斗 候樣ぃ 

たし 度 旨 辻 六 郅左衞 門 様え 相 願 候處、 右 之 趣 御 勘定 所 へ 被 仰 上 S 堺御 奉行所 へ 御 達 御座 候 由に て、 堺 町人 農 人 町 の もの 共 

え 前書 之 趣 右 御 奉行所より 被 仰 渡御 座 候 旨 辻 六 郧左衞 門 樣被仰 渡 候。 然る 所 去々 亥年 村々 始て御 檢見御 廼村被 成 下 候 節 

遂 一 御 案 內仕候 通、 畑 方之內 多分 大豆 作 仕 付 候 場所 之 旨 申 上、 去 子年 之 儀 も 右同樣 一 筆 限 御 見 分 被 成 下 候 通 年々 大豆 作 仕 

付 候 # 所 相違 無 御座 候。 右 大豆 仕 附候儀 者 全 之 手 餘り畑 -ー 而年々 御 年茛諸 役-一 引 足り 不申、 年々 不足 之 分地 主辨納 仕罷在 

候處、 此節ー 同至而 困窮いた し 候 故 此上御 年 貫 辨納可 仕手 段 無 御座 必至と 差 支 候 間、 右手 餘り畑 之 分 畑 方 平 免定琅 積り 

被 仰 付 被 下 度 旨 頸 上 候-一 付、 當 五月 中猶 叉 右 場所 委細 御 見 分 被 成 下 候 處、 田畑 一圓 麥作 菜種 等 仕附有 之、 尤刈 甸- 一 相 成 

御座 候 故 右 之 通- てハ 大豆 仕附候 場所 難 相 分 旨、 井 兩毛仕 付 候 地所 を 手餘り 地と 申立 候 的 當之所 難 相 分 段 被 仰 聞 候 趣 御 

尤 至極-一 奉存 候。 年々 大豆 仕 付 候 場所 ハ麥 菜種 之 間-一 都而 植付 物 無 御座、 大豆 作 不仕分 ハ悉ク 木綿 植付 有 之 御 見 分之飭 

€. 上 候 通 相 分り 有 之 相違 無 御座 候。 旦兩乇 仕 付 候 場所 を 手餘り 畑と 由. 立 候 儀 ハ 、 元來堺 町方 之 儀 は 湊宜諸 國之船 着 繁昌 

之 場所-一 て 御座 候 故 右 町 廻り 地鑌之 田畑-一 付 格別 石 盛 高く 至テ畝 詰-一有 之、 寶永元 申年 大和 川 新 堀割 出來 いたし 出水 は 

勿論 常 水 にても 夥漱 土砂 押出 候 故 悉く 湊埋り 遠 淺-ー 罷成、 只今に て は 一 向 入船 無 御座 候 様相 成 度-一 付、 沲表附 洲出來 仕 


元 文 二 巳年よ リ资^ 七 丑年 迄 ニ甫島 新田、 北 島 新田、 加賀 新田、 松屋 新田、 山 本 新田、 平 田 新田よ リ六ケ 村丼堺 西裏濱 

講地共 凡 反別 In 十五 町 九 反 ゆ. 餘 新田 開 發出來 仕^  二 付、 農 人 町 小作人 之 内 勝手 不宜 13- 一  て 小作 地々 主へ 相 返し 右 新田 之 

小作いた し、 又は 無 高 百姓 小高 持 百姓 等 町方 奉公 相 稼 候-一 付、 自然と 作 人 數少- 一 相 成、 地主 共 儀 も堺町 連々 不 繁昌 一一 隨 

ひ此節 別て 困窮 仕 候 故、 小作人 無 之候迚 作男 等 抱 入手 作 可 仕 助力 無 御座、 尤少々 も 德用有 之 候 地所 分 ハ赏錢 差 出 其 度々 日 

雇 相 雇 作 配 手 入 仕 候 得 共、 此度免 下ケ御 願. &上 候手餘 り畑ハ 一 體地高 之 湯 所-一て 用水 之 外用 水 掛り無 御座、 至 而之旱 SW 

所 故 年々 出來 劣り、 御 年貢 諸 役 等 -ー 引 足 リ不申 地主 辨鈉仕 候 地所-一 付、 小作人 も 無 之故麥 菜種 之 夏作 ハ丸々 小作人へ 遣 

し 秋作 大豆 斗り 地主へ 取 候 積" 之相對 -1 て漸 小作 爲致候 間、 右 地所 村 方へ 差 出惣作 地-一 いたし 度 候 樽 共 村 百姓 無 御座 惣 

作 可 致 もの 無 之、 荒 地に したし 匱 候て ハ其 地主 丸々 御 年貢 辨納仕 候より 外 無 之、 實-ー 小作人 無 之 分 計無搽 町人 手 作 仕 候 

へ 共、 全 町人 之 儀 故 農業 不相 成、 日 雇 二 日 一 人 赏錢百 五十 文 宛 差 出し 相 雇 作 配 致し 候-一 付、 人夫 不相 掛樣 年々 大^ 作付 

仕 候 義-ー 御座 候。 是近 ハ 地主 共 品々 手段 を以御 年貢 上納 仕 候 得 か 一 同 困窮いた し 必至 一一 差 支 候 上 之 儀 一一 付、 何分 兔下ケ 

被 仰 付 不被下 候て ハ 地主 共 及 溃候外 無 御座 候間定 取^ 下 被 成 下候樣 仕度 f 存候。 尤定 免下ユ ハ難被 仰 付 儀-一 御座 候ハ 、 

十ケ 年季^ 下-一 被 成 下 候ハ、 右 年季 內之餘 力 を以出 百姓 取 立 作男 等 抱 入 候 手段いた し、 叉 ハ畑每 井 戶堀旱 报凌候 樣可仕 

候 間、 何分 免 下 ケ被仰 付 被 下候樣 偏-奉 願 上 候。 依 一札 差 上申 所仍如 件。 

天明 元年 丑 七月  和 泉 國大鳥 郡 舳ノ松 村 

庄屋 孫 太夫 

同  金次那 

•  年寄 惣  八 

「以下 甚左衞 門 分、 中 筋衬、 ン 

^北庄 村、 荒 開 庄屋 年寄 略 J 
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土地 及び 聚落 史上の ま 問題  四 一六 

六 耕地 復舊 の對 策と しての 入 百姓と 失敗 

上述の 如く、 小作人の 耕地 放棄 は 如何にも 廻り 三ケ 村の 廢亡 を豫告 する もの、 如く、 局面 はこ、 

に 全く 行 詰まって しまったので、 今や 之が 轉囘^ 策す るに 當 つて は、 猶數囘 に E つて 綿密な 代官の 

巡視と 地主 側の 協議と が 重ねられ たので あるが、 結局 右對 策と して は 小作人 を他國 よ， o 移入せ しめ 

て 之 を 耕作せ しめんと する 方針 をと る ことの 止むな さに 至った。 斯くて 當 時の 代官 石 原 淸左衞 門 主 

として 其 衝に當 り、 最初 は 美 濃 方面から 人口 過剰の 村落 を 物色し、 其よ. o 雇傭 せんとした のであった 

が、 その 事 は 簡單に は 行 はれなかった。 其 は 封建時代に 於け る 機構の 上から、 領主 對 領民の 關係を 

考察して みたならば、 大量 移住の 許諾が 容易で な いのは 當然 であった。 次いで、 當時 一般に 關 東方 

面に 慣行 せられた 島人 入 百姓の 法 を 執らん とし、 姬 り三ケ 村に 對 して 四百 三十 人 一 人 宛 三 反と して 

一 家族 三人 此總數 千 三百 人、 是 等に 對 して 家作 農具 夫 食料 を 合せて 一 人 宛 三百 四十 一 匁 一 分 總銀百 

四十 六 貫 六 百 七十 三 匁、 及び 肥料 代と して 田 方 一 反 銀 三十 匁 畑 方 一 反 五十 匁 計 銀 五十 四 貫 五 百 六十 

二 匁 共に 合して 二百 一 貫 二百 三十 五 匁 を 借用 せんとし、 寬政 三年 四月 三ケ村 庄屋 中と して 願 出し、 

次いで 亦 近 江淺井 郡に 六、 七十 人の 人餘. o ある を 聞き、 之 を； 展聘 せしめん との 計畫を 立てた。 併し 


此等は 何れも 其 程 確定した 譯 ではなかった ので あるが、 その 中に 更らに 隣 國河內 から 較、 > 具體 的に 

^夫の 移住が 實 現される やうに なった。 右 は、 上書に は 同 國志紀 郡 柏 原、 河 郡 新開、 同 郡 六步寺 

の 各庄， fei 之に 連署し、 其 附近の 百姓 を 募集した と あるので、 粗、、 出先 地が 明示せられ てぬる。 

彼等の 條件 として は、 この 年 九月から 五十一 人 許り 入 村 せんと 云 ひ、 代償 手當 として 田畑、 • 住宅、 

農具 等 を 支給 せられん こと を 乞； 5、 十月から 來夏麥 取 入れ 迄の 間の 夫 食 及び 肥料 代と して 一 反步銀 

三十 匁 宛 を 支給せられ たしと 一- ムひ、 將來の 納貢は 定免を 拒み、 向 ふ 三ケ年 は锹下 免許た らんこと を 

ハ 乙うて ぬる。 この 條件 とすれば、 當時 一般に 行 はれて. Q た 新田 開墾の 場合と 粗； 同様で、 當 時河內 

にあって は 新田 地 引越の もの 相當 多く、 從 つて 右 百姓 等 は 耕作 條件 を悉 知して ゐ たので、 斯る 要求 

に 及んだ ので ある。 斯くて 亦、 右 河內の 庄屋 等 は 追 願して 耕作 配分 地 は 熟 荒 を収 交へ て 向 ふ 五ケ 年 

間 鍬 下 免許と し、 住宅 は 二 間 三 間の 規模と し、 野 井戶の 修築 費 をも與 へられん こと を條 件と して ゐ 

る 

此 等の 要求 は、 之 を 公平の 立場から 見て 靱 しく 過大の 嫌 ひがないで はなかった が、 三ケ 村と して 

は 危^存亡の 際と て 大體之 を 承認す る ことに 1 決した。 然し、 地主と しての 最も 重要視し たの は 入 

小作の 人選であった。 德川 時代の 新田 耕作に は、 中世の 莊園 開拓の 場合の 如く、 所謂 浪人の 招致と 
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土地 及び 聚落 史上の 諸問題  四 一八 

云 ふ 風な 場合 は 殆どな く、 各藩 領の 制度 整備して それ/ i\ -領內 の 自彊に 力めて ぬた から、 斯る もの 

の 存在が 少 いわけで、 僅かに 藩 制の 許容 範圍 で、 附近に 於け る 過剰の 百姓 を 移入す る 方法 をと つた 

次第で あるが、 共 とても、 どちら かと 云へば 地主 側の 眼から 見て 素質 上 警戒 を 要する ものが 無いで 

はなかった ので ある。 況んゃ 今 入 小作の 場合に 當 つて は、 久しき に 亙って 苦き 經驗 を甞 めさせられ 

た 地主と して、 人體 よく 素性 明らかなる もの を 乞 受け、 且つ 一 時 的の ものと せ や、 永住の 覺悟を 期 

待し、 斯くて 代官 所に 宛て 、も 「土地 請負 體の もの 罷 越」 て は 新田 地と 同樣 なる を 以て、 先方 庄屋 

等 人選 を嚴 重に し、 實體に 世話せ る を 喜び、 彌ふ實 現せら る、 に當 つて は 「永久 相 續出來 る やう」 

工夫 せんとして ゐ るのに も、 彼等の 意の あると ころ を 知る ことが 出來 る。 然も 幾度 か 彼我 庄屋、 肝 

煎 等 地主 間の 交渉の 結果、 河內 方より 庄屋 付添の 上 百姓 等來 つて 手 餘地を 熟覽 する に 及び、 遂に 復 

興の 容易なら ざると、 且は 納貢步 合の 折 合成ら やして、 代官 を 介して かく 迄 熱心に 奔走した 引越 計 

畫は 遂に 破談に 歸 する 結果に なった。 

こ、 に 於て、 代官 は 再び 自己の 兼 領地であった 近 江淺. 井 郡の 小作人 二十 名 を 物色して 來往 せしめ 

る こと、 なり、 河內の 場合に 準じて 作 得 條件を 定めた が、 これ 亦 三ケ村 庄屋 側から 江 州 人の 耕作 方 

法 は 到底 この 地に 合 ひ 難 かるべ しとの 事に て 中 ± を 乞；： 5、 又々 河內 百姓 を 賃金 支拂 制度の 下に 二十 


人 許， O 移入せ しめんと し、 或は 亦 更らに 近江淺 井、 伊香 兩郡內 の 人餘， O を 直接 交涉 雇傭して 兩三ケ 

年間に 土地の 習俗に 慣れし めんとの 說も 出で たが、 唯 彼等 を 堺の明 屋敷に 住 込ませて 家屋 新築 費 を 

節約 せんとの 提案 は、 從前農 人 町 在住の 小作人が 町家 風に 感染して 遂に 實體な 勞働を 嫌忌した 前例 

あれば、 股鑑 遠から ざる を 以て 絕對に 許可す ベから やとして 謝絕 した。 斯くて 秋 納の期 切迫す るに 

及び、 漸く 近 江 伊香、 淺井兩 郡の 山 添 地に 希望者 を 募り、 更らに 美 濃に 及び、 漸く 右の 內淺井 郡 か 

ら彌ぶ 男女 三、 四 名來堺 する ことにな つたが、 而も これと て 翌寬政 四 年 二月 迄の 期間に 何れも 別に 

なすこと なくして 歸國 し、 折角の 企ても 地主 側の 費用 倒れと なって、 玆. y 入 小作 計畫の 失敗 を 繰 返 

す ことにな つたので あった。 恐らく 彼等 も河內 百姓と 同じく、 耕地の 現状 を 見て 到底 土着の 覺 束な 

さ を 知り 斷 念した もので あう う。 

(一) 究政 三年 亥十 月 江 州 百姓 當着 人別 帳に よる。 

七 手餘り 地の 給 出と 地 主 階歡の 困憊 

斯 くの 如くに して、 代官 庄尾 協力の 上 折角 企圖 せられた 入 小作 策 も 全く 失敗に 歸し、 其 以來は 依 

然として 庄^ 側から 年毎の 檢見を 乞う て 手餘地 全部に 對 する 免稅を 申立つ るに 對し、 代官と して は 

笫十 一 近世の 耕地 荒麼と 小作 問題  四 一 九 


土地 及び 聚落 史上の^ 問題  四 二 0 

依然として 定免 制と なさん とし、 亦手餘 地に 對 しても 切りに 起 返し を 迫 まって. Q た。 その都度 主と 

して 庄屋 側から 提出 せられた 愁狀に は、 旣に前 出した 口上書の それの 如く 小作人の 亡狀を 繰返して、 

只管 納 貢に 際し 寛 典に 與 らんこと を 乞 ふ ものであった。 而 して 亦 一 面 小作人の 態度 益、 >惡 化せる を 

陳述し、 例へば 寛 政 十二 年 十月の 廻り 三ケ村 庄屋から 代官 役所へ 差 出した 言上 書に は、 小作人 多く 

年貢 皆濟 前に 之を賣 却して 逃散せ る もの ある を 云 ひ、 爾來納 貢 前に は 斯る處 置 を 厳禁し、 念 入 納入 

の樣 代官 所より 堺 奉行所へ 掛合 はんこと を 以てして. Q る。 これ は 屢、、 - 前述した 如く、 農 人 町 在住の 

小作人に は、 代官と しても 將亦 庄屋と しても 直接 違犯 行爲を 禁止す る こと 能 はざる が 故であった。 

續 いて 享保 元年 十一月、 恰も 寺 地 農 人 町 小作人 某々 等 年貢 滞納の 上 遂に 逃亡した 際に、 北庄々 屋 

から 代官 所 宛 廻. o 三ケ 村の 實狀を 答申した ものに は、 對 小作の 實狀 を審 かにせ る ものが ある。 右陳 

上の 中には、 田畑に 利得 多ければ 小作人 を撰擇 して 作付せ しむる を 得べき も、 現在の 如き 狀態 では 

小作人 望 次第の 條件 によるより 外な しと 云 ひ、 他の 村落の 如く 御 仕置 五人組 中の 個 條を勵 行して 納 

貢に 力め、 災難の 際 は 隣保 相 合力して 一村の 總 潰れ を防遏 せんとす る ものに 對し、 當地 小作人 間の 

所作 は 全く 一  所 不定の 下層 町人と 撰ぶな く、 一  も 五人組 帳の 令條 などに 遵 ふやうな 純情な もの はこ 

れな きを 述べ、 又 他村で は 年貢 皆 濟狀は 大抵 年內冬 中に 結了す る を 例と せる に關 はら や、 當地は 年 


內 に皆濟 する やうな こと は 決してな く、 翌年 五月 乃至 八月に 至る 迄猶 不埒 未進の もの 多く、 遂に は 

逃亡す る もの あるに 至れる を 示して- Q る。 斯くて 亦 同年 ogl 九月、 當地々 主 等 小作人に 對し請 人 

を 取る や 否やの 下問に 對 して は、 以前 は 兎も角、 現今で は 小作人の 望み次第 として 請 人な ど 立て、 

は 小作人 迷惑して 彌、、 作 人 減少す る を 以て、 殆ど 之 を 取らざる 旨 を復牒 して. Q るので ある。 . 

靳 くの 如くに して 手餘 地の 續 出と 小作人の 耕地 放棄 は、 爾來 幕末に 1 つて 少しも 止ま や、 從 つて 

地主 對 小作、 代官 對 地主、 代官 對 小作人の 絕 えざる 交涉 を續 けて ぬた。 更に 飜 つて、 一面 農 人町始 

め 町方 在住の 小作人の 不埒 を 極言して 出 屋敷 移 轉の行 はれざる を 痛嘆して ゐる 庄屋、 肝 煎 等の 地主 

階級 も、 亦 其 自身 訴状に は 町 風の 感染と 耕作の 不熱心 を 認めて ゐ るに 關 はら や、 思 ひ 切って 出 屋敷 

在住 を 敢行す る ことが 出來 なかった 理由 は、 一 つに は 堺兩鄕 そのものが 元來 年貢 免許 地と して 地 子 

を徵收 せられなかった 恩典 を 持って， Q る 結果で もあった。 故に 庄屋 中の 申立誊 にも、 庄屋 敷 は 年貢 

地.^ 中 は 無 年貢 地た る爲 め、 兎角 百姓 町方へ 引越 勝で、 出 屋敷 は發 達しない 理由 を 明らかにし てぬ 

る ものが ある。 斯くて 漸く 地主 幷に 小作人と して 殘留 した 三ケ村 百姓に あっても、 天 保 十二 年 六月 

の 餱密な 見 分 寄 によれば、 手餘 地の 耕作に 從事 しつ V ある 「畫夜 無油斷 格別 出 情 一 の もの は 僅かに 

^十一 近世 9 耕地 荒 俊と 小作 题  四 二 一 


土地 及び 聚落 史上の^ 問題  四 ニニ 

十 名 を 出で や 「修理 等行屆 兼ね 草 生え j に委 する もの 合せて 百餘 名に 達して. Q る こと を 示して. Q る。 

斯る 窮狀を 暴露す るに 至る 迄に は、 殊に 一時的に 多くの 支障が 偶發 したので、 先き に 明 和、 天明の 

際に 對 しこの 天 保 十二、 三年の 頃 は 殊に 全國 的に 甚 しい 受難 期であった。 卽ち同 十二 年 五月の 一人 

少に付 作付 差 支 申立 內伺 案」 に は、 地主と して 一定の 小作人 を 得る ことの 至難なる 事情 を縷述 し、 

內容に は 願書の 常と して 依然として 前代の ものに 現 はされ た 理由 を も 詳記して ゐ るので は あるが、 

右 願書 中 最も 長文で 事の 眞相 を披擬 して ゐる ものである。 

其に は 先づ、 利得の 考に敏 なる 小作人 等 耕作の 引合 はぬ 爲 地所 を 放棄して 日用 稼に 奔走せ るを述 

ベ、 又 奉公人 を 傭 はんとす る も 村に よって は 他所 稼 を 禁^して 居り、 加 之 近來堺 では 波 戶場埋 立、 

溝渠 掘 立 等の 工事 續 53 して. Q る 爲め、 彼等 は 猶更ら 本業 を 捨て、 こ V に 集まり、 斯くて 小作人 は 勿 

論 高 持 百姓に 至る 迄、 其 田畑 を 親類 讓り 又は 本物 返、 年季 讓り其 他 質 地、 流 地 等と して 町內居 屋敷 

を 賣拂ふ もの 續 出せる を 云 ひ、 人夫 一 屐傭賃 の 如き は、 前 願書 提出 後 暫くの 間に 値上して 一人 金 三百 

五十 文 乃至 五 百 文より 下値で は 一 切 不參と 述べ、 小作人の 勝手の 振舞 を默認 して 漸く 其 年 を 送る 窮 

狀を 述べ、 又 返還 地に ついては 小作人 等 市中 諸 働 錢儲を 主として 耕作 は その 隙々 のこと 、し、 自然 

田畑 手 入 等閑と なる に 付 右嚴重 修理すべき やう 申 付る や、 不時に 返還しても 地主に て は 人 少なの 爲 


如何 ともなす 能 はや、 據 なく 我儘の 小作 を續 けさせて. Q る 赴 を 述べ、 代官 所に ありて は此等 耕作 不 

情の もの を 一々 申告せ しめんと する や、 あまりに 嚴 しき 亂 問に 會 せんか、 更らに 小作人 側の 不穏と 

惡 化と を蘧 慮し、 今や 「地主 共より 小作人へ 相 願 作付 爲致」 候 場合、 其た め 一 人で も 田畑 返還 者 を 

出さん こと を 恐れて ぬる 現狀を 述べて. Q る。 

天 保 以降 明治に 至る 三十 年間の 諸記錄 は、 更らに 窮迫 そのもの を 益 } 露骨に 示す ものば かりで あ 

る。 或は 家出 小作人の 注進と 云 ひ、 手餘地 一村 引 請と 云 ひ、 或は 又 旱天に 際して 用水池の 乾 干 報告 

の 如き、 一として 陰惨なる 光景 を 思 浮べざる もの はない。 然し 其 等 は、 此 等の 手餘り 地に 對 して 地 

主 階級 それ 自身 何等の 計 劃 を 有利に せしめる ことなくして やがて 明治時代に 入った。 

(一) 天 保 十二 年 丑 五 力 「人 少 一一 付 作付 差 支 立內 伺萆」 は、 先 出 天明 元年 七月の 訴状と 共に 相對 して 更らに 窮迫した 地主 

階級の 內情を 示す ものと して 注意す ベ きで ある。 以下 全文 を 抄出す る 。- 

「乍惮 口上  . 

1、 米穀 下^  _| 隨ひ、 市中 入 交り 之 不定 之 耕作 人 共-一而 至而利 倍之考 早ク、 耕地 方不仕 追々 餘 業-一 相 成、 小作人 共 不時 

-.. 地所^^、 地主 共 手 支 候へ 共、 荒し 匮候儀 恐 多々 分 之 町歩 作付 仕 候 0 然 ル所泰 公人 又 者 男女 雇人 等 精々 取調べ 候 而も、 

咋 冬より 谘弈 _1 至り 市中 諸 働 色々 臨時 働 迄 も 相 * 駄： K 取錢 儲-一 相掛、 且在分 迚も 近來 木^ 高直-一 隨ひ右 稼 專-ー 仕、 叉 者 

村 方 _1 より 他所 接^ 止 メ候分 も 儘 有 之、 彌 以人少 -I 而 耕作 差 支 候 故、 手 弱年 小 もの 雇人 奉公人 迚も 過分 货錢逝 候ても 手 

SS り^ 心痛 仕褪 在候敉 左-一中 上 候。  • 
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、 堺 市中 町々 不 陸相 直 候 -I 付 引 負 人 有 之、 同所 西 手 新 SE 目論見 場所-一 付： 您水拔 未付替 川筋 -ー 可成 所-一 塵芥 撰 土を以 

去 冬より 右 地 築 一一 持 運 候處、 元來 芥灰更 リ 土-一而 流 レ^レ 安ク 候-一 付 三ケ村 耕地 之 内-一水 一 之 地所 も 多分 一一 付、 右 

地下 ケ土 を以 築立爲 方-一 モ宜、 第一 田地 之 方 水 保 直 相 成 候-一 付 無 據下ケ 地 致させ 掛ケ 候處、 追々 錢 儲-一 相 成 小作人 者 

勿論 地 持 共 も 耕作よ リ土 連び 之方專 -I 仕 候 もの も 御座 候 段 迷惑 仕 候-一 付、 村內 地下 ケ者差 止メ候 義仕罷 候へ 共、 左 候 

而 ハ 右 新開 目論見 之 方 下 雇 井町 々築 土逑等 多分 -ー K 錢 仕事 有 之 故、 三ケ村 内地 下ケ -I 不抱外 - 一 稼 罷越候 へ 共、 市中 住 

居 之 耕作 人 共 村 役人 共 取締-一 ハ維 及、 且亦 此筘惣 堀大浚 目論見 願 之 通 被 仰 付 候-一 付て ハ、 追 々後方 ュ隨ひ 堀 上 ケ土町 

々築 立- 1 持 運び、 或 ハ右浚 方 請負人 も 右新閉 目論見 人と 同様 故、 他國 より 黑鍬體 ともの 一一ても 多 人 數-不 雇 入 候て ハ 

矢 張 市中 住居 三ケ村 耕作 人 共 雇人 共 右 等 之 方 へ 相 雇 立候而 ハ 彌以差 支 可 申 旨 心配 仕 候。 

、 堺 町人 小山 屋弓 兵衞 目論-一 て、 夜分 遠方より 湊 内え 入船 之 爲見常 篝火焚 場所 咋秋 K 立 候處、 御 聞濟之 由-一 て、 海 手 

小波 戶北 際にて 凡 五十 疊敷程 焚 台 築 立 此钫專 取褂 候處、 焚合璣 にて 候へ 共 何 歟と譯 合 も 有 之 由-一 て、 惣體之 地 取 者 凡 

二百 四 五十 間 程 東西 迚も 凡 二百 間 程 一一 も 杭 木し からみ 入御 座 候、 是亦 人足 多分 一一 入 可 中^、 先日 以來 追々 雇人 買 入 方 

仕 候 義共及 承 ゆ 候。 

、 市中 北 手 惣堀之 末 者 南 島 新田 地 先より 南え 當時 一方 川-一而、 則 右 3 兵衞 目論見 篝台 場所 川下-一 て 是迄海 手え 手廣ニ 

悪水 相 捌 候 所 迄、 近來惣 年寄 請 地 出來候 未え 叉々 此度篝 台地 取、 餘程之 間 敷-一 て尤 十五 間 川 通 之 末 川幅 相 極 除 ケ杭打 

御座 候 而も 水 行-一 ハ差支 可 中段 眼前と. S. 者、 海中 川幅- 1 挾り 漸々 海 手-一 遠く 相 成 候 義-ー 御座 候。 右 奉 上 候 通、 前々 

より 人少手 餘罷在 候處、 近頃 迄 ハ諸色 直 段 宜-ー 隨ひ漸 餘業兼 候 もの 、内に も 耕地に 心 を 寄 候處、 元 來利考 之 耕作 人 共 

一 兩年諸 色 直 段 相 弛 候-一 付て ハ 耕作 追々 相 止メ、 小作人 共ハ 勿論 高 持 百姓 廿： ハ 迚も 田畑 親類 讓り叉 者 本物 返 年季 讓り其 

他 質 物流 地 等に 致し、 町内 居 屋敷 寳拂諸 商 亶-ー 移り 代り 候 もの も 儘 有 之 候。 況 小作人 共 諸 働錢儲 等-一 相 越、 其 他 新 ra 

地 他領 面え 耕作 仕 候 もの も 有 云、 或他國 他領 等 見 競 候 而者當 時 一一 て も 御 年貢 拔 群-一 相 成 候 杯、 惣 百姓 共 追々 相 锬候譯 


柄- 1 も 無 御座 哉 候へ 共、 前々 ょリも 穂々 御 憐愍 を 以相 凌！ h: 成 者 相 總も可 仕樣 厚 御 賢 虑被成 下ても、 元來 前書 之 通 耕作 

人 共 旣當年 雇人 至而 無數、 去 冬よ り 拂底之 奉公人 E 付 候 もの 迚も 外 稼 -ー 相 泥 迫々 不柰公 仕、 先頃よ リ取入 丼 植付 等 -I 

付 老弱 男女 迄 も 雇 候と さ へ 申セ ハ 雇 入 候處、 一 人 分 三百 五十 文叉ハ 四百 文 或 ハ五百 文よ リ下直 一一 て ハ 一 切 不參、 殊支 

度 迄 も 心付逍 候て も 百姓 働 -ー ハ 雜參、 則 手 弱 之 女 にても さ なた 丼 色 々蛾 屋働有 之 女手 業 に て も 過分 之 錢儲有 之 候義、 

常 所 之 S 働ハ 格別 之 儀-一 候へ 共、 其 餘働も 不馴 之 も ひ右樣 多分 賃錢遣 候ても 間-一 合 兼 候義、 地主 共 者 小作人 自儘 申 候 

て も 相 宥何成 共 作 手 爲致候 義ハ、 右 等 之 振 合 殊更 袖粕 却て 肥し 手 ハ拔群 高直 之 上- 一 諸事 他 邦-一 無 之、 諸 雜費相 掛り候 

市中 入 交り 義-ー 付 何分 相 償六ケ 敷、 小作人 共ハ 前々 よりも 地主 共より 御 年 茛辨鈉 仕 候 程 之義、 兩 三年 者 別て 之 義-ー て、 

髙持 百姓 共 迚も 段々 借財 相 嵩 必至 之 分 も 御座 候-一 付彌々 作付 之 程 心痛 仕、 旣 f 年率 願 上 候 外 -I も 不納 人と も多數 御座 

候へ 共、 小作人 共ハ 地主 共より 色々 之 段-一 て 待合 高 持共ハ 借財 彌增 候へ 共、 村 高 借 入 等 年貢 を 以當然 凌-一成 共爲 致、 

何分 作付 第一 -1 仕 候 様相 宥、 此迄 迚も 新田 幷 他領 耕作 之 方 夫々 渡世-一 も 相 成 候 赴、 猃年 一  右 等 之 方え 耕作- 一 相 越 候 

^ハ 勿論、 新 WEfs 螫請 雇-一 も 專相越 候處、 此 上前 甞之譯 合之義 -I 諸人 足夥氣 入用 之 儀 碇と黑 鍬體の もの 不參、 殊多 

分之錢 儲-一 相 成 候て ハ彌 以饞之 耕作 人 雇人 共 も 右 之 方え 相 越 差 支 可. &段 何共 心痛 仕 候。 當西手 新田 場 ハ聊之 地 子 銀 之 

赴-一 て 追々 新田 新開 目論見 願 仕、 殊三ケ 村 水 咄等並 人少萬 端-一 差 支、 且餘 年- - て 村 高所 持 仕 候 もの 迄 も 多分 之 手 作 仕 

候 様相 成 候 程 之 折 柄、 夫々 雞 之 次第 追々 村 方え. &出村 役人 共 も 十方甚 心痛 之餘 り、 不樽止 事 憚 を も 不顧御 資盧之 程 

レ^ 候。 堺表之 方に も 差 支 之 儀 共內々 可 相 伺と 东存 候。 此段泰 申 上 候。 以上。」 

八餘 論 

にに-」 の 小 篇ケ- まとめる 爲 めに、 堺市 安井 町 南 治 好 氏 所蔵の 文書 簿冊 凡そ 八十 餘點を 抽出し、 併 

笫十 1 近^の 耕地 荒 接と 小作 問題 ，  四 二 五 
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せて 明曆 元年から 明治 六 年に 亙る 期間の 百 五十 餘 通の 年貢 免狀 を抄錄 し、 又老 圃歷史 一 冊 を 參考と 

した。 南 家 は その 祖慶 長、 元 和の 際來 つて 農 人 町に 土着し、 爾來 永く 相傳 へて 中 筋 村 庄屋 を 勤め、 

又舳/ 松 村 庄屋 を 兼ねた 時代 も あり、 この 波瀾 多い 時代の 廻り 三ケ 村の 世話役と して 取扱った 記錄 

文書 類 を盡く 整理して 今日に 傳 承し、 右簿冊 文書 等に よって 殆ど ギ ャ ップ なしに 二百 餘 年間の 事歴 

を 一 々摘記す る ことが 出來 るので ある。 唯 私と して は、 之に 加 ふるに 小作人 側の 記錄 (他村の 例に 

よれば 斯る もの を傳 襲して _Q る こと は 稀で あるが) 幷に 代官 所の 記錄を 同時に 參照 する ことの 出來 

ない こと を 遺慽 とした。 然し 其 等 も、 南 家の 書類 中には 相參 照して 一 々の 書類に 添 記參孜 せしめて 

ゐ る ものが あるので、 この 叙述 は 全然 地主 側の 記錄 のみに よって 成された もので はない。 

斯くて 序 說に豫 記した 如く、 この 都會 近接 地に 於け る 耕地 荒廢 II 地主 對 小作の 問題 は、 近世 經 

濟 史上に 於け る 一 般 現象と その 揆を 一 にす る ものと 云へ るので あるが、 猶 如上の 敍述 から 二三の 注 

意すべき 事象 を 摘記す るなら ば、 其 第一 は 都會對 村落、 換言すれば 商工 對 農民の 劃然たる 區別 であ 

る。 農民の 都會 集中 幷 びに 轉 業の 現 はれ は、 旣に 早く 戰國 末期 乃至 豐臣 氏の 時代に 於て さへ も爲政 

者の 注意し 且つ 之が 大勢 を 阻止 せんとす ると ころであった。 績 いて 德川 幕府の 諸侯 を 封建す る や、 


幕府 諸侯の 政策 は 特に この 點に 向って 留意せられ、 厳に 農民の 商工 行爲を 禁じ、 以て 耕地 放棄 村落 

衰亡の！^ なから しめん こと を 期した。 然し それ とても、 幕府の 中期 以後に 至って 大勢 は 遂に 之 を 如 

何ともす る こ. とが 出來 や、 農民の 移動 轉業 は爲政 者に 取って 憂 ふべき 力 レ ントを 作した。 斯くて、 

幕府 諸 藩と も 努めて この 兩者 階級 保持の 上に 厳重な 監視 を 送り、 五人組 規約 中な どに 於ても 必ゃ兩 

者の 分限 を嚴定 したので あった。 而も この 堺！！ り 三ケ 村の 場合で は 殆ど 之 を 裏切って、 場末の 都會 

民と 同じ 形に 於て 行動す る ことにな つた。 彼等 は 例 ひ 表面 丈け でも 五人組の 锭を 遵奉す る やうな 生 

優しい 小作農 民ではなかった ので ある。 これ 一 に は、 當 代の 政策と して 當然 居住地 帶の 上から、 彼 

等 を 商工 民と 分離せ なければ ならなかった ところへ、 反って 之 を 最初から 褒人 町と 稱 する 同 1 區域 

內に 住ま はせ た 矛盾が 累 して. Q るので ある。 それにしても 幕府 直轄の 代官 或は 奉行 等に あって は、 

其 政務 幾分 大雜 把の 點が あり、 この 長期 間に H る 前後 殆ど 同 一 理由の 地主 對 小作の 對抗を 頗る 不徹 

底に^ 過した 點を 見逃す こと は出來 ない。 斯くて 亦、 唯一の 救濟 策と しての 入 小作 策に あっても、 

極めて 小 箣函に 於け る 移民 を 試みられた 丈け のこと であった。 而し てこれ 一 に は、 當代 封建制度の 

機構に 於け る當 然の處 置の 現 はれと して 止む を 得ぬ 仕儀で もあった。 

(昭和 四 年 七月 成 稿、 小川 博士 還暦 記念 史舉 地理^ 論叢 所收) 
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第 十二 蝦夷 地に 於け る 東 西本願寺の 拓殖 

一 江戸 幕府 以前に 於け る 蝦夷 地開發 の大勞 と 諸 宗派 進 m の概 s 

二 眞宗の 優勢と 東 本願 寺 派の 燭 占 的敎^  . 

一一 I 蝦夷 地の 幕府 K 轄と W: 本 g 寺の 進出 

四 w 木 願 寺 s 敎と ー轾策 家の 登場 

五 朿 本願 寺 派の 反動的 對抗 

六 明治維新と 開拓 使 初期に 於け る 東 本願 寺の 活躍 

セ 結 語 

(文中す ベて、 本 派 本願 寺 I 本願 寺、 若しくは 厦、 大截 本願 寺 I 本願 寺、 若しくは 東 流の 俗 稱に從 ふ。〕 

1 江 戶慕府 以前に 於け る 蝦夷 地 開發の 大勢と 諸 宗派 進出の 概觀 . 

蝦夷 地、 卽ち 明治 以降の 北 霊が、 妻 上 曰 本內地 住民の 移住ず つて 開發の错§ くに 至った 

の は、 室町 中期に 於け る武田 氏の 統一— 武田 震の 時代 S て 111 立した と 云って よい。 

否より ず、 旣に 上代に 於け る 大和 朝廷 軍の 著と、 さ I 撫 久しき 中斷の 後、 平安朝 末 乃至 


鎌な 以來、 奧羽 系の 土 豪 達が 渡 道した 時代に 於ても、 口 蝦夷、 卽ち 今の 渡 島 半島の 沿岸に は 多少 

とも 皮 等の 根據 地の 占定を 見た のに は 相違なかった が、 そこに は猶、 相當の 武力 を 有って ゐた アイ 

ヌ 族との 交戰 や、 同志 搫が絕 え や、 未だ 四民の 安定 を 見る までに は 程遠い 狀 態であった。 然し、 斯 

る^ 疎な 開發 場面に 於ても、 宗教 的の 活動が、 相當 重要な 役割 を 演じつ V 示現され たこと を 忘る ベ 

きで ない。 そこに 播 かれた る、 幾 粒 かの 法 種 を 因子と して、 其後發 芽繁延 して、 政教 上に 迄 結 付 

さ、 如何に それが、 全島の 開發 上に 關係を 及ぼし たかを 闡明 せんとす るの が、 この 小篇 の意圖 とす 

ると ころで ある。 

L そ、 植民地に 於け る 宗教の 役割に ついては、 複雜 なる 角度から 種々 の 重要なる 意味が 看取され 

る。 例へば、 爲政者 側よ 6 すれば、 彼等 をして、 異 民族との 交綏に 具へ、 或は 庶民の 敎化 によりて、 

國禁 宗教への 反擊に 資する 場合が あり、 彼等の 民衆に 對 する 敎化 カを藉 つて、 拓殖の 目的に 迄 之 を 

3? ひんと する^ 八：：、 亦 多くの 所 例に 見ら る、 ところで ある。 進出 宗敎 そのもの k 立場から 見れば、 

この 新し さ敎 線への 占 得に よって、 寺院と して は 自己の 勢力 を擴 張す る絕 好の 機會 となり、 或は、 

敎 徒の 力お 藉 りて、 拓殖 そのものへの 助勢 をす る 場合が 豫 想され る。 ^し、 私 は あま 6 强く、 彼等 
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のかう した 場面への 進出 運動 を、 簡單 に、 あらゆる 場合、 敎勢隳 張の 一 語に のみ 結 付けよう ときめ 

てし まふ もので はない。 四國 への 配流 地に 漂った 法然、 奥 羽の 果てに 敎 化の 足跡 を 印した 遊行、 北 

越關 東に 流浪した 親 蠻、 其 等の 聖僧 達が、 等しく 邊 土の 衆生 を、 緣 あれば こそ 法 雨に 溶せ しむる こ 

とが 出來 ると 歡喜 しつ、、 そこ を經囘 した 佛心を も、 充分に 顧みなければ ならぬ であらう。 

蝦夷 地に 對 する、 內地旣 成 宗敎の 進出 は、 恰も 奧 羽の 土 豪 達が 渡 道し 始めた、 鎌倉時代に 期 を 同 

じうして、 最も 光彩 ある 運動 を 展開した 新佛 敎に嫫 する それであった。 卽ち、 日蓮 宗の耆 宿 日 持 上 

人の 開敎を 先頭と して、 それ は旣 に、 鎌 倉 末期に 於て、 今の 面 館 附近に 敎 化の 足 歩を殘 して 居り、 

續 いて、 室町の 初期に 至って、 淨土宗 所 屬の寺 刹 建立の 甚礎を 開く ものが あ， o、 更ら に、 曹洞宗 の 

進出 之に 次ぐ ものが あった。 而も、 日 持の 布敎 は、 多分に 民衆との 接觸が あ， o、 宗旨の 教示す ると 

ころに 從 つて、 もっと 深厚なる 根幹 を 張るべき であった に關 はら や、 その 運動が、 ® 刹との 連絡 を 

缺 いた 爲 めに、 多くの 發 展性 を 有する に 至らなかった。 淨土、 曹洞其 他に 至って は、 單に 領主 松 前 

(武 田) 氏に 附緣 して、 敎線を 張った 丈け のこと で、 こ、 に 問題と すべき 程の もので ない。 

然るに、 この 室町 中期に 當 つて、 恰も 親鸞 開宗 以來、 一旦 敎 勢が 衰へ たかの 如くに 見えた 眞宗に 

ありて は、 中興の 英主 蓮 如の 出現に 際會 した。 文明 乃至 明應 前後 三十 年に 亙る、 驚くべき 熱意 あ 


る 彼の 敎線攒 張 蓮 動 は、 遂に 大谷 本願 寺 をして、 各宗隨 一の 勢力に 迄 上騰せ しむる に 至った ので あ 

るが、 その 隨從 無名の 一法 弟が、 決然 海 を 渡って、 この 新しき 植民地 蝦夷に 寺 基を定 むる に 及び、 

蒔かれた る 一粒の 法 種 は、 遂に 本願 寺 をして、 斷然 その 先行 者 を 尻目に かけつ、、 眞宗 寺院の 繁延 

を來 さしめ、 その 斷 えざる 躍進 は、 江戶 幕府 時代から 明治 初期へ 迄 も 及ばして、 拓殖 敎 化の 上に、 

大 なる 役割 を分擔 せし むる こと、 なった。 その 記念すべき 一. 寺院 こそ は、 大谷 本願 寺に よって 夷 島 

淨願 寺と 公稱 せられ、 文明 以降 永 正 頃 迄 四十 餘年 を、 蝦夷 地 卽ち松 前に 本 寺と 相應 呼し つ、、 眞宗 

最 北の 法 城た る 位置 を 占 得せる そのものであった。 而も、 當時 蝦夷 地に 於け る 宗敎的 活動 は、 猶餘 

りに も、 强 暴だった アイヌ族 を 制禦す るに 困難 過ぎて. Q た。 夷 淨願寺 は、 本願 寺の 後方 援護 を 得た 

るに も關 はら や、 その 位置 を 保ち きれやして あっけなく、 出 羽 湊に轉 返す るの 餘儀 なきに 至らされ 

た。 但し、 辟 かれた る 種子 は 消えた ので はない。 その後 二十 年して、 天文 二 年、 本願 寺 は、 法主の 

^緣 をして、 領主 松 前 氏に 緣 因して、 その 本據福 山に、 一 寺 を 創始せ しめる ことが 出來 た。 專念寺 

と稱 する もの 卽ち 之で、 前 出淨願 寺との 舊緣 は、 淤 明らか ならざる ものが あるが、 旣に先 驅者を 有 

した 地盤に 旋 入した 丈け に、 そこ は、 比較的 容易な 立脚 點を 持ち 得た 箬で あった。 

斯る、 與宗 本願 寺 派の 進出と 共に、 前後して 入 地した 新舊各 宗派 は、 先 出、 日 連、 淨土、 曹洞以 
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外に 猶 眞言が あ. o、 更らに 各派と も 新に 寺 刹の 建設 相次いだ ので あるが、 而も 其 等の 敎 勢に 至って 

は、 到底 本願 寺 派に 頡頑 する ことが 出來 なかった ので ある。 

二 眞宗の 優勢と 柬 本願 寺 派の 獨占 的敎勢 

以上 は、 粗、 > 江戶 幕府 時代 以前の^ 夷 地へ 進出した、 佛敎 各派 敎 勢の 槪 略で ある。 旣 にして、 豊 

臣秀吉 によって、 全島の 版 阖に封 ぜられ た 松 前慶廣 は、 德川 幕府の 統制 下に ありても、 同じく、 無 

高の 蝦夷 島 領主と して 受 封した。 爾來、 世代 相紹 いで 幕末に 至. o、 寛 政 以降 北 魯の警 切りに 報ぜら 

る V に 及び、 前後 二度 迄、 その 地 は 幕府の 直轄と なって、 崩壞 期に 至った ので あるが、 その 間、 松 

前 氏の 藩^と すると ころ は、 出來 得る 丈け、 泔極 的に、 事勿れ主義 をと り、 全島の 沿岸に 受負人 を 

配置して 漁 利を收 め、 松 前、 江 差、 凾館三 港の 商人に 之 を 交易せ しむる 外、 力めて、 入 地の 旅人 を 

制限し、 アイヌに 對 しても 農 功を敎 へや、 從 つて、 拓殖の 見地から 云へば、 松 前 氏屬領 時代の 蝦夷 

地 は、 殆ど 助長 發展の 跡がなかった と 酷評 されても、 仕方がなかった ので、 三 港の 外 は、 遂に 格段 

なる 戶 口の 充實を 示す 迄に 至らなかった と 見られる ので ある。 


靳る 機構の 上に ありて は V 折角、 前代 以來 發展の 途次に ぁゥた 各派の 敎線擴 張 蓮 動 も、 其 程 展開 

の餘 地が 殘 された と は 云 ひ 得ない ので ある。 殊に、 松 前 氏の 藩是の 一として は、 從來入 地の 各 宗派 

に、 優先 權を 認めて、 後 來者を 拒否す る 慣習が あつたので、 之 を槪見 すれば、 旣に 前代に 形成され 

た 各派の 敎 勢が、 その ま、 引延ばされて、 惰性の ま、 時代 を 通過した とすべき である。 

斯 くして 見れば、 絕對的 優勢 を 占 得した の は、 眞宗 本願 寺 派 所 ー屡 の專念 寺で あり、 同 寺の 分 置に 係 

る. 寺院 數は、 遙 かに 他宗 派の それ を壓 して、 遂に 明治時代に 持 越し、 結局 今日に 至る 迄、 その 形勢 

を 保持して， Q るので ある。 但し、 如何に 事勿れ主義に 經 過した 松 前 氏 領有 時代に あつたと しても、 

車 念 寺、 換言すれば、 眞宗 本願 寺 派の さう した 位置 を 保有し 得た それに は、 幾つかの 原因と なる ベ 

さもの を考 へられなければ ならない ので あるが、 先づ 第一に、 眞宗 そのもの 、敎 勢が、 全 日本的に 

示しつ、 あった その 迫力 を 反映と する ものであるのに 異論 は あるまい。 尤も、 近世に 於け る、. 佛敎 

& (小 派の、 数量 上に 於け る 優劣の 消長 は、 曹洞、 臨濟を 合した る 禪宗、 若しくは、 淨土、 日 莲の如 

-; 1、 れ^ ^派お 合した る それと、 相 上下す る 位置に ある もので あらう が、 蝦夷 地への 出入 者 は、 

人 體漁獵 民と しての それ は、 奥 羽 を 主として、 北 越 地方 之に 加 はり、 商人と して は、 江 州、 南 越^ 

^ケ- 主として ねる。 就中、 福 山、 江 差、 凾 館の 三 港に 店舖を 張る もの は、 一般的に、 江 州 商人の 名 

^十二  Silg 她に 於け る 朿西本 K 寺の 柘戒  四 三 三 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  四 三 四 

を 以て 喧傳 された。 農民と しての 移住者 は、 旣に 上述の 如く、  ^ど 藩領を 終る 迄、 其 程 まとまって 

は 存在し なかった と 云って よい。 斯の 如くして、 以上 各 移住者の、 原 住 地の 宗教 は、 就中、 眞宗が 

多數を 占めて- Q たてら うこと は、 それ f 、の 細部に 亙って、 統計的 事 實を擧 r る 迄 もな く、 大體首 

肯 される。 此 等の 旣成 信者に 對 して、 本願 寺 派が 迎 接する ことに なれば、 多くの場合、 當 然、. 同派 

への 所 » となる の は 明かで ある。 更ら に、 本願 寺 派の 根本 道場と しての 專念寺 は、 その 第二 代 は、 

初代に 嗣子がなかった 爲め、 領主 松 前 家より 之を迎 へて 居り、 旣に 早く、 斯る 領主との 血 緣關係 を 

結び、 爲 めに、 自然 的に 多くの 特權を も 獲得す る ことが 出來 たので ある。 

旣 にして、 江戶 幕府の 始め、 慶長 中、 大谷 本願 寺 は、 東西に 分立して、 諸國の 寺院 門 侶、 互に 兩 

派に 歸屬 する に當. o、 激烈なる 銃爭の 後、 專念寺 は、 敎 如の 誘致す ると ころと なって、 東 派に 附隨 

し、 爾來、 眞宗は 專ら、 東 本願 寺 派が、 蝦夷 地の 敎權 を獨 占す ると ころと なった。 而 して、 領主 松 

前 家と 專念 寺との 姻戚 關係 は、 猶連續 して 結成せられ、 幕末に 至って、 同 寺 第 十二、 三世 は、 共に 

松 前 家の 緣族 入寺繼 法せ る もので あり、 明治に 至って、 第 十四 世亦然 りであった。 斯の 如くして、 

松 i 氏の 蝦夷 地 領有 時代に あ 6 て は、 同じく 本願 寺と 雖、 西 派 は 遂^、 ー步を 蝦夷 地に 入る、 こと 

を 得なかった ので ある。 


云 ふ 迄 もな く、 蝦夷 地 移住、 乃至 一時的 渡來 者の 中には、 彼の 江 州 商人 を 始めと して、 その 中に 

は、 元來 西本願寺 派に 歸屬 せる 門徒 亦尠 くなかった 箬 であるが、 而も、 斯る 鄕國に 於け る 宗派 關係 

は、 當 時代の 蝦夷 地に 於て は、 之 を 當然の 理由と して、 彼等 を 化導せ ん爲、 布教す るの 便宜 を與ふ 

る寬典 は， 決して 附 A 、されて， Q なかった ので ある。 故に、 一例 を擧 ぐるなら ば、 明 和 七 年、 西 派 門 

侶に 屬 する、 主として、 江 州 商人 教化の 爲め、 西本願寺より、 末寺 を 本島 中に 設置 せんとして、 松 

前 氏に 其 旨 願 出に 際し、 江戶 留守居より 交附 したる 口上書に は、 

r 锒內 門徒 ノ義 ハ、 往古 ヨウ、 東 本願 寺 一派-一 付、 縱令地 邦ョ" 出店 ノ モノ- 一  テモ、 當所專 念 寺 宗派 一一 相 成、 且東 御門 主樣 

3 リ、 年々 御使ブ 以、 末 井井 一一 門徒 御寺 法 一一 付、 御 吟味 ノ筋有 之 候 間、 若シ、 他ノ 本山 ヨリ 改派ノ is 有 之 候 共、 領掌 致間淤 

D3、 被 仰 聞 候 義-! 御 U 候。」 -  、 

として、 寺 法の 儼として 旣に 定まれる もの ある を說 き、 

「出店 ノ者 共ハ、 多分 江州產 -1 テ、 彥根樣 衆 ヨリ、 兼テ、 御 打合ノ 上、 五ケ 年宛ノ 年限-一 テ、 當方 出店 致 居候。 右 年限 中ハ、 

赏 方 百姓-一 相 迸 無 之、 且ッ、 出店 ノ者 共、 縱令 本國- 一而、 御 本 寺 派 (西 本頹寺 派) -ー候 共、 赏 地-於 テ ハ、 別-一、 御 本 寺 派 

無 之 候^ ハ、 專 念寺宗 一派-一 限リ申 候閬、 往古 ヨリ、 出店 ノ者 共ハ、 專念寺 宗派-一 相違 無 之 候 得ハ、 御 本 寺 ヨリ、 御敎 導-一 

被^, 候義 ハ 、 主人 家限リ -I テ、 御 挨拶 -I 雄 被 A 申述 候。」 

と縱說 して、 江 州 商人 滞在の 制度、 及び 宗儀 扱； 5 方の 故 例に 及び、 更ら に、 
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「常 所 ハ 專毒 一 派-候 5 、 御 本 寺 派ノ者 テモ、 當所 ，ー 於 テ相果 候 筋 ハ 、 f 寺 ヨリ 外- 坂扱 候 宗派 モ無 之」 

と 明言し、 終りに、 

「年々、 束 御門 主樣 ヨリ、 御 使-一 テ、 裏， 一 ハ、 此末、 S 共へ、 敎 、法談 法話 等被| 赴、 中立 モ有之 

候 半、 堅 ク不相 成 赴、 差留 候樣、 御賴談 被爲： ^0」 

と 迄 切言して、 東 本願 寺 派の 主張 を複牒 しつ、、 同派の 獨占權 を保證 して ゐる も. のが あるので ある。 

尙、 か 、る 專念寺 側の 主張に 係る 宣言 は、 種々 の 場合に、 頗る 露骨に 見出される ものが ある。 こ 

の點に 於て、 奥宗 以外の 他派に 比して は、 勿論 斯る 宣言 は、 專念 寺と して 行使す る 限 6 でもな く、 

^ お t 的 行動に 出られる 筋合の もので もなかつ たが、 唯、 其宗 一派の 敎權獨 占に 關 しての み、 領 

主 松 前 家の 威權を 擁して、 斯る 方法が 行使され たので ある。 

ハー) 専念 寺 住職 略 系に よれば、 同 寺と 領主 松 前 家との 姻戚 關係 は、 左記の 如くに 記さ わて ゐる。 

-—-^IRSf  II  二 年— silg 勝 f  Isg 黯 ：：：.：：. 0?  一  l^^lr^ 

きき 一. 10? 二世 特 li—s 十三 世 f  ItKS 就職 ：：： 

(二.) 北海道 寺院 沿革 誌、 aM 宗專念 寺の 攻所 牧。 口上書。 

三 蝦夷 地の 慕府 直轄と^: 本願 寺の 進出 


慶 長以來 二百 年、 その 間、 殆ど 無爲 無策に 始終した とも 云へ る 松 前 氏の 管領 地 蝦夷 は、 旣に 早く 

から 進埗 しつ、 あった 强魯 南下の 勢が、 明 和、 安永 頃に 至って は、 加速度 的に 急迫して 來 るの を、 

如何と もす る ことが 出來 なくなった。 事 重大と 見て とった 幕府の 當局 は、 遂に、 寛 政の 末、 松 前 氏 

を 奥州に 轉 封し、 東西 蝦夷 を收 めて 直轄し、 函 館に 政廳を 開いて、 駐在の 蝦夷 奉行 は、 活氣 思盧ぁ 

る 調査 施設 を、 この 植民地に 及ぼして 着々 實行 する こと、 なった。 採險と 測量、 移民と 屯田、 アイ 

ヌ 族の 撫育、 敎化 普及、 それから それへ と、 あまりに も 長く 、なげやりだった 領國 への 擴充 工作の、 

あらゆる 方針が 樹 てられた。 就中、 其 等の 結構の 中、 今 主題と する この 小篇 にと つて、 逸する こと 

の出來 ない^ 題 は、 所謂 三官 寺の 建設と その 宗敎的 機能の 發揮 とが 見られる ことであった。 

う す  あっけし  しゃ まに 

三官 寺、 卽ち、 有珠善 光寺 (淨 土宗) 厚岸 國泰寺 (曹 洞宗) 樣似 等樹院 (天台宗) は、 文化 元年 

それ 〈\、 柬 蝦夷 沿^の 要地に 配置され、 幕府の 朱印 地と して、 國土鎭 護に 兼ぬ るに、 夷人 敎 化の 

目標の 下に 高く 法燈を 挑げ る こと V なった。 アイヌ は、 彼の 長祿 中、 コシャ マ ヰ ンの亂 後、 松 前 氏 

の 桉撫に 去勢され た 如くに 見られた が、 それにしても、 猶、 寬 文に は、 シャ タシャ インの 反亂、 寬 

政に は、 國 後ェゾ の騷搔 が、 松 前 藩の 神 經を亢 ぶら せて. Q た。 今、 幕府 は、 一面 アイヌ族に 加 ふる 

に、 更らに 所謂 北狄の 領海 侵掠に 際し、 教化の 力 を藉. o て、 人心の 馴和 を圖. o、 殊に、 アイヌ族に 
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對 する 綏撫 を、 彼等の 手に 待たん としたの である。 此 等の 企 圖に對 する、 如上の 工作 は、 決して 期 

待 を 裏切らせなかった。 例へば、 有珠善 光寺の 第二 世鸞洲 は、 土人に 佛 道の 要諦 を 示して、 赤賊來 

寇の 非常時に 際しての 覺 悟を說 き、 第三 世辨瑞 は、 土語 を 以て、 子 引 歌 を 作り、 平易に 佛 道の 趣意 

を傳 へた 行蹟の 如き は、 植民地 宣教に 對 する、 特筆すべき 光彩 を 放つ ものと する ことが 出來 る。 

その後 第二次 幕府 直轄に 際し、 安政 四 年に 至. o、 善 光寺 は 更らに 東 蝦夷 地に 十三 ケ 所の 寺 庵 を 建立 

a コ 

し、 全島の 敎化 機關を その 指揮 下に 置かん と 建議に 及んだ こと さ へ ある。 

時局に 對應 したる、 幕府の 蝦夷 地 直轄 策 は、 靳の 如く、 變 化と 活氣 とに よって、 新しき 國 防的領 

土、 —— 內容の 充實を 求めん として、 あらゆる 方策が、 更らに 展開され て 行った。 之 を 結果から 見 

たなら ば、 久しき 經驗に 置 忘られた、 邦人の 規模と 才能と は、 遂に その 目的 を 到達す る 迄に 至らな 

かった と は 云へ、 就中、 植民地と しての 職能、 i- 移民と 開拓と を、 最も 重要なる 方策と して 實施 

する こと 、なった。 もとより、 此 等の 方策 は、 先き に 松 前 氏 時代に 於ても、 京 儒 並 河 天 民 や、 阪倉 

源次郞 等の 如く、 天下 經 世の 眼目と して 高唱 せられ、 實 行に 迄 移されん とされた こと も 無かった わ 

けで はない が、 今や、 彌么 幕府 當 局の 大方 針が、 決定的に、 主力 を こ、 に 向けられる こと、 なった 

ので ある。 


斯る新 機運が、 頑迷 政治に 沈滯し 切って ゐた 蝦夷 地 を、 活氣 横溢の 舞臺に 迄、 變換 せしめた 際に 

當 つて、 發 動の 目標 を こ、 に 定めて、 各 宗派の 進出が 見ら る V に 至った の は、 必ゃ しも 理由な しと 

せない。 旣說、 三官 寺の 如き は、 發 動の 過程より すれば、 猶 消極的であった とすべき であるが、 敎 

權 掌握の 筆頭に あるかの 如くに 見えた、 眞宗東 本願 寺 派に 對峙 して、 互角の 敎權を 保って. Q る 西 本 

願 寺に ありて は、 從來 幾度 かの、 蝦夷 地 進出 運動の 競爭に 敗れ、 來 たる 日の 機會を 期待して. Q た 立 

場から、 玆に、 猛然と して 割込 運動 を 開始し 始めた のであった。 尤も 此 際にあって は、 彼の 水戶齊 

昭の 如き 極端なる 排佛 論者 は、 國策 として 「邪敎 と 五十 歩 百步ー ゆ 眞宗の 蝦夷 地 進出 を 非と し、 神 

社の 建立 を 以て 之に 代 ふべ しとす る 如き 默言 もあった が、 必ゃ しも それ は 幕府 當局 者に 顧慮され て 

(ミ) 

ぬなかった。 

西本願寺の 蝦夷 地 進出 は、 廣如 法主の 主唱に よって、 天 保 四 年、 同地 開敎 運動の 着手 を 以て 明確 

なる 一線 を 劃す る。 厳密に 云へば、 上述した 幕府の 蝦夷 地 直轄 は、 當 局の 宣言す ると ころに よれ 

ば、 宽 政以來 二十 年、 文政 四 年 を 以て、 一先 づ北 顧の薆 なしと して、 再び 松 前 氏の 管理に 復歸 せし 

め、 同氏の 第二次 領有 時代と なる ので あるが、 然し、 其 は 種々 の 意味から、 決して 將來 を保證 して 

安定され たもので はなかった。 函 館が 對外 貿易港と して 急進的に 開港 さる、 に 及び、 安政 初年、 蝦 
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夷 地 は、 外 邦 折衝の 立場から 再び 幕府の 直轄に 歸 した。 然し この 第二次 松 前 時代 は、 松 前 氏に とつ 

て も、 四邊の 形勢が、 到底 前代の それの 如き 偷安を 許さなかった から、 從 つて、 その 內政 機構の 如 

何に 構 はら や、 一般的 施設 等に 關 して は、 幾分 進步 的な 寮 策が 見られた。 この 機 會に乘 じて、 西 本 

願 寺と して は、 開祖 以來 の敎義 とする 眞俗ニ 諦の要 法 を 翳して、 幕府の 要路 を 動かし、 先づ 同派の 

^侶、 但馬出 石 郡 專福寺 大蟲を 渡海せ しめて、 島內 要地の 形勢 を 視察せ しめ、 やがて、 同地の 門徒 

二十 餘戶 を勸 誘して、 移住 を 決行せ しむる こと、 し、 凾 館の 東北、 上 磯 盆地に 濁 川 村を拓 いて、 士 

着の 計を樹 てし むる こと 、なった。 斯る 西本願寺の 計畫 は、 時勢に 直面した 幕府の 方針 を 迎合した 

劃期的な 試みと して、 顯揚 せらるべき 卓 功で あり、 徒らに、 排他^ 獨占 的に 始終 せんとす る 專念寺 

派の それに 比較し、 王法 遵奉の 精神に 於ても、 異宗の 教義 上に 於け る、 忘られた る 魂 を 呼び 覺すも 

ので もあった。 

而も、 不幸 大蟲 病歿して、 . 事業 半ばに して 挫折せ る爲、 その後 を 承け て、 更らに 專志敎 線擴張 

に從 事した、 陸奧 南部 願 乘寺乘 經の渡 島した の は 安政 三年に 當り、 時 恰も 時局の 切迫 急なる もの あ 

り、 幕府 は 松 前 氏から 再び 管領 地 を 上 知して、 箱 館 奉行の 手に 移さし めた その 直後の ことで あつ 

た。 されば、 西本願寺 としても、 この 好機 を 逸せ や、 主力 を濺 いで、 更 らに敎 線を洪 張して 宿望 を 


到達せ しめんと する 策略 を 急いだ。 その 意圖 は、 同 四 年 六月、 凾館、 松 前、 江 差の 三 港、 及び その 

他 一 般のロ 蝦夷 門徒 中に 宛てられた 達 書に、 廣如 法主の 凛然たる 決心 を 確 示せし むる ものが ある。 

以下、 その 大要 を抄 記す るなら ば、 發端 先づ、 從來在 蝦夷 地 多數の 門徒に 對し、 一 の 寺院 建設の 許 

可 せらる V ものな か， o しを慨 し、 今や、 幕府と して 開拓 盛 行の 際に 當り、 門徒 出 稼 人の 奮起 を 促し、 

南部 願乘寺 門徒の 請願に より、 懸所 (別院) 設立の 義 許可され たる を 示し、 又、 凾館 近郊 在住の 江 

州 門徒が 開墾に 着手せ る を 報じ、 本願 寺と して 之 を 助勢せ る を 諭しつ、 r 聊ニ テ W 御國 益-一 相備候 

樣、 彌 i 以テ、 御宗則 ノ逋、 世間 仁義 五常 ノ道ヲ 守リ、 各 渡世 一一 不怠、 產業 一一 心ヲ 盡シ、 專 ラ御國 

恩 ヲ可奉 報、 御勸 誘被爲 在、 尤モ 出世 一一 付テ ，へ 念佛ノ 要、 信心 正 固 ノ旨ヲ 御 教導 被 爲在候 御 事 二 

候 得 者、 從來 出店 出稼ノ 面々. ハ 勿論、 追々 諸 國へ聞 傳へ出 稼 ノ人數 增進侯 義者申 迄で 無 之、 銘々 御 

國恩 ヲ相辨 へ、 一同 勇ミ 立チ、 荒 地 開發、 產業致 出精 候ハ 、、 自ラ 土地 繁榮ノ 基 二  w 相 成」 として、 

^ら、 開拓の 促進 を 以て、 國 恩に 報 ゆべき を敎 へて ゐる。 次いで、 ー轉 して r 將又 夷人 到來 候テ、 

万 一 密-ー 邪 敎ヲ傳 漸シテ 浸徭ス ル御 防-一 モ可相 成」 と說 いて、 時局に 直面し つ、、 國禁 邪教の 防遏 

としての 宗義 宣揚 を 言明し、 斯の 如き 法 義の弘 通 は、 開山 中興の 佳縱 なる を 以て、 今や 邊 境の 濟度 

にお. o、 因緣淺 からざる 法 流に 浴して、 出 離の 大事 を 決すべし とし 「出店 出 稼 通商 致 居候 御門 徒ノ 
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面々、 積年 ノ 愁眉 ヲ相開 候 時節 ト可被 奉 恐悅事 一一 侯。」 と； i して、 門徒 を 擧げて 奔走すべき やう 激 

勵の辭 を 送って ゐ るので ある。 

この 重要なる 宣言 は、 機 を 逸せ ゃ實 行の 手に 移され、 乘經の 出府と 共に、 幕府 寺社 奉行への、 蝦 

夷 地 西本願寺 別院 創立の 出願と なり、 翌四年 五月、 始めて 公式に 認可 せらる、 ところと なった。 そ 

れは、 當初先 づ願乘 寺 出張所と して、 西 蝦夷 ォ タル ナイに 地積 一 萬 坪 を 得て、 一 坊 宇の 創設と なり、 

玆に、 同派 開 數の發 端 を 見る こと 、なった。 オタク ナイ は 卽ち、 後の 小 樽で あり、 當時 未だ、 商港 

として は 成立して- Q なかった が、 漁場 受負 人と しての、 有力なる 江 州 商人の 巨頭、 西 川、 岡 田 等の 

店舖 所在地と して、 彼等の 支援に よって、 迅 早く、 この 施設と なった ものと 見られる ので ある。 

但し、 この オタ ルナ ィは、 斯の 如く 將來 の繁 榮を豫 約され て、 開 敎根據 地と して、 もとよ， o 不適 

當 ではなかった にしても、 之 を 旣成三 港、 殊に 對外 開港 場と して、 蝦夷 地 開拓の 足溜りた る 好 位置 

にある ことにより て、 凾館は 江 差、 松 前の それよりも、 現狀は 兎も角、 將 來の發 展を豫 期せられ る 

可能性が 多分に 認められて ゐ たので、 西本願寺 として は、 開 敎の本 據を更 らに凾 館に 定 むる を 良策 

として、 同地に、 本願 寺 出張 休泊所の 稱號を 有する 寺院の 建設に 決し、 二 萬 坪の 疆 域が 下附 される 

こと、 なった。 小 樽の それが、 同門 派に 屬 する 江 州 商人の 手に よって 成立した る 如く、 この場合に 


ありて は、 ^館 在住の 巨商 國領平 七 等 を 始め、 同 港に 通商 關係を 有する、 同門の 檀家 河 盛 仁 兵衞等 

が、 ^く 眾州堺 港より 之に 參加 協力した るが 如き、 熱烈なる 運動が 背後 に^られて ゐた。 一 1 館に 寺 

甚を定 むる ことに 成效 した 彼等 は、 やがて 敎圑の 地盤 造 立の 爲 めに、 法主に 建言して、 大規模の 移 

民 拓殖の 實現を 劃らん とし、 加賀、 能 登、 越 前、 但馬、 丹 後地 方の 門徒、 三百 餘名を 募集した。 彼 

等 は、 休泊所 を根據 として、 前に 專福 寺大蟲 によって 豫 約され たる 但馬 門徒の 開拓地、 濁 川の 地域 

五十 萬 坪の 規模の 中に 營 まれた る、 數十楝 の 耕作 小屋に 往返した。 これ 實に、 幕府の 蝦夷 地 直轄 以 

來、 絕 ぇゃ聲 明され た 拓殖 計畫 そのもの、 中、 集團 として 大規模の 一に 數 へらるべき もので あつ 

た。 而も 封建の 體制 下に 諸 大名 領の 農民 を 擅 まに 移動せ しむる こと は 頗る 困難であった 上に、 淤繰 

り 返して 論 やる 如く、 邦人の 稀れ なる 經驗 としての、 斯る 比較的 大 なる 拓殖 作業 は、 企圖に 於て、 

過てる もので は 決してなかった が、 その 結果から 見て、 到底 豫 期を完 うする こと 不可能で、 旣に早 

く、 移民の 離散 相繼 ざ、 最後 迄 踏 止まる もの 七十 名に 過ぎなかった 爲體 であった。 例 ひそれ は、 偶 

} 季節の 不順に 際會 した 不幸 を 主要なる 原因に 數 へなければ ならぬ にしても、 意義 ある 圑體 移民の 

始^が こ V に 立ち至った の は、 我 移民 史上 I 宗敎的 移民 史上の 名 * ではない。 私 は、 この 企業 

が、 赏 施せられ つ k あった 安政 六 年中、 西本願寺 出 役と して 同地に 派遣され てわた 江 州 伊庭 妙樂寺 
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+ 僧の、 箱 館 蝦夷 地 御用 留に書 留められた 明細 を檢按 する に 及び、 邊 境の 草 澤に、 峻烈た る氣 侯と 

懸絕 せる 技術と に 馴れざる 農民の 脅威、 此 等の 門徒 を慰劬 する 爲 めに 寸 陰を惜 みて 法談に 力む る 役 

僧、 或は 亦、 この 植民地に 於け る 先覺經 世の 士に、 收利 企業の 方策 を 問 はんとす る 焦燥、 殊に、 一 

面 同門と しての 對抗 者た る 上に、 久しき 獨占的 勢力の 保持者た る 東 本願 寺 派に 相 拮抗す る爲 めに 生 

じた 幾多の 波瀾、 其 等の 混亂 した 光景が、 並々 ならぬ その 目的 達成への、 困難なる 行程 を、 如實に 

示す ものが あるの を 知った。 

( 一 ) 松 浦 竹 四郎東 蝦夷 日誌 第二 編 

01) 大日 本 古文書 (幕末 外 國關係 文書 之 十六) 所牧 一 一七、 一八 五 文書 

(三) 大日 本 古文書 (幕末 外 國闢係 文書 之 十) 所收 一 四 七 文書 

(四) こ、 に 引用す る 括弧 內の達 書文苜 は、 すべて 北海道 寺院 沿革 誌、 函館 本願 寺 別院の 項 所收、 (安政 三年) 六 力 二十 九日 

附、 同 寺 坊官島 田 右兵衞 少 季正說 以下 四 名 連署、 函 館、 松 前、 江 差 其 他 門徒 衆 中 宛の ものに よれ リ。 

(五) 函館市 本 派 本願 寺函館 別院 所 藏鐘铭 其 他に よる。 

• 四 西本願寺 開敎と ー經策 家の 登場 

西本願寺の 拓殖 經營の 本據、 濁 川に 於け る 工作の 實際 は、 如何に 進埗 せられつ k あつたか。 右、 


濁 川 村 は、 後 明治維新、 開拓 使 時代に 至って、 開墾地 五十 五 萬 坪 (恐らく 大部分 未墾地)、 農夫 七十 

餘人、 耕作 小屋 十三 楝を、 一旦 開拓 使に 返納した とされて ゐる。 それ は、 西本願寺が、 遂に 豫期 

した 成績 を 將來に 期待す る ことが 不可能と された 爲 めに、 退嬰的 行動に 出た 總 決算 表で も あるが、 

然し、 それにしても、 尠くとも 安政 以降の 十餘 年間に、 相當の 成果 を 擧げる ことが 出來 たものに は 

相違ない。 而 して、 今、 前述 妙樂寺 御用 留. の 示す ところでは、 事業 着手 當 時の 實情 は、 實に 容易な 

らぬ 苦慮が 拂 はれて. Q た。 御用 留に歷 記される もの は、 開拓 百姓の 渴命 歎願と 救 米の 交附 であり、 

次に 續出 する もの は、 彼等の 歸國 歎願で ある。 土着 を 決意した 門徒 百姓の 中、 但馬、 丹 後地 方の そ 

れは、 特に、 異境の 風土に 馴致す る 見込な きを 理由と して、 脫 走者 續 出の狀 であった。 安政 六 年 十 

一月、 妙樂 寺々 僧より 蝦夷 地 御 掛衆中 記の 言上 誊條々 中に 「一、 御 差 下しに 相 成 侯 人夫 之內、 但後 

人 (丹 後、 S 有 之 候由ュ -フ、 市中 一 統人氣 に 相 抱. o、 御開 宗 にも 相 障り 候-一 付、 無據、 右人 夫 取 

調、 5： 後人 五十 七 人 爲差登 申 候、 此 義ハ、 口上-一て 可 申 上 候 事。」 と 云へ る もの は、 同地 方 門徒の、 

到底 用 ふべ からざる ものた る を 示す と共に、 市中の 人氣、 開宗の 支障と なる 迄 影響され たと ころ を 

見る と、 餘. o にも 無定見だった 寡 民の 失敗が、 早く も 志氣の 沮喪 を氣遣 はしむ るに 至った 一面 を、 

暴露せ しめて. Q るので ある。 但し、 北國 —— 能 登、 加賀、 越 前方 面の 門徒 は、 氣候 並に 生活 機能の 
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關係 等、 遙 かに 馴致 力強く、 よく その 能力 を發 揮す る ことが 出來 たと 見られる ものが ある。 それに 

は、 猶ー つ、 彼等 は 等しく 同門 派の 農夫と は 云 ひ條、 鄕國 にあって、 傳統 的に 教義に 染 潤せる こと 

深く、 軍なる 開拓 土着の 希望に 加 ふるに、 我が 本山 開敎の 壯擧に 際し 先鋒た らんと する 宗敎的 熱意 

おも、 そこに 認められな いと は 云へ ない。 

その 一例 證 として、 彼等の 作業 遲々 として 進ま や、 作 配 監督の 派遣^も 萬 策を盡 して 之 を 鼓舞し 

たのであった が、 猶或 個所に あって は 「八 町步 開發受 持のと ころ、 僅かに 二 反 一 より 成效 せざる 爲 

體を 見て、 遂に 開發 場に 臨んで 法話 說 得の 結果、 頗る 好轉 された 場面が 見られる。 一人 夫の 者へ、 佛 

祖善 智識 之 御 恩 澤之程 を爲申 越、 彼 地名 主の 宅に おいて、 兩席 法話 をいた し、 一統 奉 恐 承、 夫よ 

り、 追々 相 働、 纔七 八日 之 間に、 百 反餘相 開、 人夫 之 者より 再 見 願 出 候處、 人夫 之 者 之 申 條-ー 無 相 

異ー」 と 述べた る ものに、 宗教 的 感情の 融合が、 如何に かう した 場面に 特異の 成果 を蕭ら すか を 看過 

し 難き もの 力 ある 

斯の 如くして 亦、 西本願寺の 代表者 願乘寺 乘經、 及び、 門徒 代表者と しての 國領平 七 等の 發議に 

よる、 蓮 河 鑿 通の 實現 となった。 當時 恰も 對外 貿易港と しての、 .1 館の 發展の 首 途に當 り、 斯る開 

發狀 勢に 卽 した 工作の 企てられ たこと は、 西本願寺の 開 敎に當 つて、 一段と 光彩 を 副へ たものと し 


なナ rif ならぬ。 右 運河 は、 凾館 郊外 を 貫流. せる 赤 川の 中流 を 分って、 一面 連年の 水災を 除去す 

ると 共に、 新リ 沿道に 配水して、 移民の 集合 —— 幽 館の 發達を 促進 せんとす る 企てく あり、 箱 館 奉 

行の 快諾 を 得、 安政 六 年 五月 起工、 西本願寺、 資金 一千 兩を 下し、 在留の 檀家 數百名 拮据 勞 役し、 

支出 總 金額 七 千 餘兩を 費して、 遂に 同年 末に 至り 其 功を完 うした。 里程、 港口より 溯る も-の 二 里 

に 近く、 八 個の 橋梁 を 架設した。 翌萬延 元年に 至り、 開敎 の本據 休泊所 は 本願 寺掛 所願 乘 寺と 公 

稱し、 玆に、 所期の 目的 は 一先 づ 到達され たが 如くに 見られた。 然し、 私 は猶、 これ 迄の 序 を 追う 

た經 過への 途次に 於て、 關係 首腦者 等が 開拓 土 功の 施設に 焦心せ るの みなら や、 當 の競爭 者た る 

柬 本願 寺 派との 間に、 宗派 的對 立の 上に、 如何に 微妙なる 蓮 動が、 繰 返されて- Q たかを 示さねば な 

らぬ。 

始め、 安政 六 年 七月 以來、 西本願寺 派遣 使 僧の、 箱 館 休泊所に 開催され た 連 續法義 は、 豫想 外の 

^兄で、 他宗 他 門に 至る 迄聽 問に 押 懸け、 落莫たる 植民地の 人心 を 融和せ しむる ものが あくな かつ 

たこと を！^^ し、 當初、 淨玄寺 (東 本願 寺函館 別院〕 より、 若し 東 派の 信徒に して 同所へ 參 詣の辈 は、 

過料 を収 るべき 旨 を 殿 透した 程に、 反噬の 醜 さ を 示した ので あつたが、 それ もやが て 相 妥協して、 

人心 更ら に好轉 せる もの ある を 示して- Q る。 斯 く迄隱 忍して 苦 盧を甞 めた る 後、 漸くに して、 ぎ規 

お 十二  ^^地に 於け る 東西 本 顕 寺の 拓铋  四 四 七 


土地 及び 聚落 史上の 諸問題  四 四 八 

門徒 入 帳の 段取りに なった。 前途に、 成效の 曙光 を 認めつ、 あった 開墾地 濁 川に あ， o て は、 移民 相 

圖. o て、 新規に 一 寺 建立の 出願に 迄 及ぶ 勢 を 示して 來た。 斯る 小手調べ 的な 情勢 は、 然し、 其 以上 

の 飛躍、 舊來の 東 派の 敎線を 突破 せんとす る こと 迄に は、 猶 容易の 業ではなかった。 例へば、 この 

年 江 差の 布教に は、 右機會 に、 同地 方の 各派 混合 佛敎 圑體 として、 二十 餘 年中 絕 したる 觀喜講 を 新 

規に取 結び、 有力なる 町人 七十 餘名 加盟して 連日 法談 を 聽 問す る こと 、なった。 彼等 は 松 前 氏の 許 

可 を 得て、 同派に 屬 する 一 寺 建立 を 出願す る 迄にな つたので あるが、 而も それ は 忽ち、 早くより、 

同地に 儼 立した る 東 派 順 正 寺の 强 硬なる 抗議に よ， o、 遂に 不成立に 終らせた。 尤も、 西 派 側の 言明 

すると ころで は、 東 派 を 侵掠 せんとす る行爲 ではなく、 單に 一 の 混合 佛敎圑 體の敎 化、 並びに 該信 

徒の 希望 を聽 取せ るに 過ぎ やとして、 反って、 この 狭量なる 抗議 を憐 笑せ る 如き 口吻 を洩 すに 止つ 

たが、 然し、 四邊の 情勢 を 洞察 するとき、 遂に 割込の 餘地を 見出す ことの 不可能だった ことが 解る 

ので ある。 

而 して 亦、 東 派との 交涉 が、 舊 領主 松 前 氏との 間、 並びに 蝦夷 地 進出の 諸 藩との 間に も、 屢、 >惹 

起されて ゐ るの を 見る と、 敎 線の 爭 奪が 如何に 深 酷だった か を 窺知す るに 足る ものが ある。 先づ、 

松 前 家との 關係 は、 始め 松 前 家に 新田 開發を 企て、 資金の 出 所に 苦しんで、 西 派の 開敎 監督 願乘寺 


に 依 賴し之 を 借用 せんとし、 右成 立の 上 は、 開發從 事の 人夫 を 擧げて 西 派 門徒に 歸屬 せしめ、 松 

前， 江差兩 港に 寺 地 を 寄附す べしとの 證 言まで 與 へる こと 、なった。 但し、 願乘 寺と して は、 自院 

一存に て 承認す る ことの 至難なる 事情 を縷述 し、 直に 約諾 はしなかった が、 事件の 進行に つれて、 

上述の 如く、 松 前 氏 一族 老臣 等に、 專念 寺と 血緣者 多く、 領主と 雖 遂に その 意 を 達する こと は 一 應 

不可能と 見られた ので ある。 但し、 西本願寺 出 役妙樂 寺の 引揚に 際し 提出した 申繼 書に よれば、 在 

府中の 松 前 領主に 直奏の 上、 門徒 引 入、 寺院 設立の 申 •  出を實 現すべし として ゐる ものに よれば、 猶 

繰返して 運. 動 AJ 打 切らなかった ものと 見られる。 

次に、 當時 幕府 當 局の 勸 誘に 從ひ、 蝦夷 i 營の大 立 物と して、 好成績 を 擧げて ゐた南 越 大野 藩 

うし 

は、 一面 *1 館 を根據 地と して 大野 屋の 商店 を營 み、 藩老內 山隆佐 自ら 商機 を 左右し、 他面、 樺太鹈 

城 附近に 漁場 開設の 許可 を 得、 此 等に 附隨 して 多くの 土民が 渡来した。 之 を 見た 西本願寺 出 役 等 

は、 發励 的に 彼等 を說 得して、 門徒と なさん こと を圖 つたが、 然し それ は、 在國 藩主の 意向 を 要す 

る 旨 を 以て、 事 急速に は 蓮ばなかった。 之 を 要するに、 西 派の 開 敎蓮動 は、 江戶 幕府 時代 以來 よ. o 

のこと、 しても、 過去 二百 年の 間 殆ど 無爲 に、 同派の 門徒 を獨 占した 東 本願 寺 派の それに 對し、 熱 

烈ぉ 新なる 桢民 地に 適合した る 手段 を 講じた るに 係 はら や、 猶豫 期せる 遠大の 抱負 を 貫徹す るのに 

笫 十二 蜈 爽 地に 於け る 東 西本願寺の 拓戒  四 四 九 
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は、 多大の 支障 を 忍ばねば ならなかった ので ある。 

斯る 狀勢裡 に、 偶、 >  一人の 經策 家が 登場す る ことによって、 此 欝積せ る 場面 を 切開 せんとす るが 

如くに 見えた。 それ は、 齋藤三 平と 稱 する 一 處士 で、 小傳 によれば、 彼 はもと 南部 侯の 小吏で あつ 

たが、 才能 儕輩 を擢 でし 爲 忌まれて 脫 藩し、 外 舶來航 以來國 論 沸騰す る や、 幕府に 上書して、 蝦夷 

地 拓殖の 急務 を 論じ、 安政 四 年に 至りて、 箱 館 奉行の 聘用 すると ころと なり、 大に 開發の 術策 を按 

じて 實 地に 施設し、 奏功 尠 くなかった とせられて. Q る。 彼 は、 文久 元年 六十 五 歳 を 以て 歿して. Q る 

から、 旣に、 その 生涯の 最後に 近い 頃と なる ので あるが、 西本願寺の 開敎 運動 を 直視して 提出した 

熟達せ る 蝦夷 地の 形勢と、 實 際と を懇說 した 建言 書に ほ、 恐らく、 同派の 出 役 幹部、 並に 有力なる 

門徒の 間に 於ても、 大に その 意 を 動かす ものが あった こと を考 へさせる。 彼の 閱歷 と殘 された る 多 

くの 建言 書に よれば、 恐らく 彼 は、 枘民地 を舞臺 として その 才能 を發 揮し、 事業家と して 知られ 

た、 高 田屋嘉 兵衞、 松 川 辨之助 等の、 同類 型に 属する 偉才と 察せられる。 

三 平の 建議 書 は、 安政 六 年 十一月、 出 役妙樂 寺の 手を經 て、 當 局に 提出され てぬる ものに 初見 さ 

れる。 彼 は、 劈頭 第一、 凾館 根本 寺院の 建立に ついては、 尠くとも 速 枝 級の 渡海 を 要すと して、 頗 


る 大が、 りなる 計 畫を說 いて ゐる。 それ は 勿論、 東 派への 對抗 意識 を 熟慮しての 提言であった。 東 

派が、 敎勢 扶植の 方便と して、 幕府 取 入 策の 如何に 巧妙なる かにつ いて 多くの 實例を 示し、 之に 對 

して 計畫 ゆ」 られ たる、 あまりに 西 派の 貧弱なる 根據、 堂舍の 規模 を、 策の 拙なる ものと して、 斷 

然東 派を壓 倒す るに 足るべき 壯擧に 出で、、 門 侶の 氣勢 を擧 げんこと を 急務と し、 縷 言した ので あ 

る。 次いで、 事業の 根柢と しての 開發 地の 處分 は、 成 效の上 その 二割 を 公儀 上納、 四 割 を 本願 寺收 

納、 四 割 を 資本 主たる 町人に 附與 すべし として、 內地 新田 經營 法の 踏襲と 見られる ものであるが、 

然し それに は、 相照應 すべき、 詳細なる 彼の 新 立 開 村 案の 作製され たる ものが あって、 軍に それ は 

一 机上 論で はなく、 現に 彼 は、 箱 館 奉行の 依嘱に より、 近郊 三ッ谷 二十 五町 歩の 畑地 開墾に 成效し 

て 吾り、 斯る 經驗を 以て 豊富なる 抱負 を實 行せ しめんと する のであった。 彼 は どこ 迄 も 東 派との 對 

杭 意識 を 標的と し、 今や、 柬西兩 派と も、 蝦夷 地 進出の 新地 盤と して、 オタ ルナ ィ、 すッフ 。フ 

(小櫞 内、 札幌) に、 それ^ \ 所屬 寺院 設立 を企圖 して S るが、 當 時の 狀 勢から 歸納 して、 彼 は 百 尺 竿 

此 等の 地域よりも 更らに 北 蝦夷 —— 樺 太に 進出す る ことの 遙 かに 優れる を 論じ、 同地の 魯人雜 

HkT 北^の H 喉と して 容易なら ざる 重要 地帶 たる を 明らかにして、 今にして 逡 巡し、 東 派に 先手 を 

T たる、 のこと あらん か、 ^臍 も 及ぶ ベから やとし、 門徒 移住 後の 處置 として は、 「御 本山 實伏之 
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輩、 御 人 撰に て、 先に 夫婦 千 人 之 者 被 遣、 兩三ケ 年 之 間、 氣 侯に 相 馴候迄 之 中ハ、 前書 三業に て、 

人民 御 勞之御 仕方 被 仰 立 候 ハ、、 公邊 にても 御喜 悅格 別-一可 有 之」 とし、 移民 增加 と共に、 一村 一 

ケ寺 宛の 菩提寺 建立の 必要 を說 き、 幕府の 方針と して は、 新 寺 建立 を 禁制して. Q ると は 云へ， 新開 

地 人心 歸嚮の 上に は、 容易に それ は 許可され る だら うと 云って ねる。 

要するに、 敎 線の 進出 を 最も 有利な 方向に 展開せ しめんと し、 東 派に 對 する 抗爭を 洞察して、 暗 

々裏に 煽 嗾の意 を 表して. Q るので ある。 而も、 彼の^ 意 は、 單に 西本願寺 をして、 敎線攒 張 を 目標 

として、 樺 太に 進出せ しめんと する のみでな く、 抱懷 したる 豊富なる 對 策を實 施せし めんと する 惣 

決算 場た る こと を 所期した ので ある。 故に、 彼に とっての 本論た るべき、 西本願寺 をして 活躍せ し 

めんと する 拓殖 實施案 は、 頗る 詳細に 亙って、 經策 家と しての 面目 を 躍如たら しめて ゐる。 其 論旨 

によれば、 樺 太への 移民 は、 氣候 馴化に よって 活力 を 維持すべき 爲に は、 これより 前、 失敗の 苦盃 

を羝 めた る、 松 川 辨之助 乃至、 大野 藩 等の、 漁業 經營 を主體 とする ことに 反對 して、 須く 畑地 開墾 

を 主 業と すべし となし、 尤も 安全に して 利益 を收 むべき 作物 は 五升竽 (馬 鈴^) に 如くな しとし、 自 

己の 經驗 より、 蝦夷の 例よ， o 押して 樺 太に も必 適すべし となし、 これ 亦 詳細に 亙れる 收益表 を 示し 

つ、、 加工品、 例へば 燒酎ゃ 澱粉 を 製造す る 場合に は 更らに 莫大なる 收益 ある こと を も敎べ てぬ 


る。 而 して 此 等の 製 產品を 大阪に 輸送 せんか、 同地 有力なる 檀家 は、 製 產品を 通じて 蝦夷 地、 樺 太 

の 拓殖 舞臺 としての 適地なる こと を 充分に 識盧 して、 容易に 開墾 資金 を據 出す るに 至らん と 述べ、 

如何にも 狡 商 風の 一面 を 示して ゐる。 更らに 彼 は、 この 收益を 以てすれば、 五 萬 七 萬 石の 寺領 忽ち 

に 成就し、 之 を 基金と して 拓成を 重 ぬれば、 寺 運の 隆興 期して 待つべし として、 いやが 上に も 煽 熾 

の 熱意 AJ 送って ゐる。 

更ら に、 獨特の 收利策 案 は縷々 として 盡き や、 就中、 積年の 經驗 によれば、 鐵具 製造、 木地 挽ェ 

業の 二つが、 樺 太 移民に 課せら るべき 最適の 職業な りと し、 近畿の 檀家 中に、 該 渡世の もの を撰擇 

して 移住せ しむべし と說 き、 全收 益の 中、 五 割 を 土着民に 與へ、 以て 將來 子弟 分家の 資金に 充用せ 

しめ、 五， 割 を 以て 門徒 續 行の 費用に 與ふ べしと 說 いて. Q る。 

今 私 は、 餘り にも 長文に 互って. Q る、 此 等の 言上 書の 內容 を、 こ V に歷敍 する の 煩 を 避く るので 

あるが、 彼 は、 往年 西本願寺の 爲 めに、 水 野 越 前 守 等の 計畫 したる 印旛 沼 乾拓に 際し、 例 ひそれ は 

成效 しなかった にしても、 割込 運動に 盡 力せ る緣 故が ある こと を 述べて、 今 この 機會 に、 同派の 檀 

家た る を 許され、 餘命 幾何 もな きを 覺 つて、 本山 奉公の 爲、 諮問に 應 じて、 この 奉答に 及ぶ とせる 

衷情に は、 あながち 一顧の 惯値 なきものと すべきで はない。 但し、 私の 今 i 述 した、 妙樂寺 記錄等 
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i 地 及び 聚落 史上の^ 問題  四 五 四 

によって 知らる 、限. o では、 かく 迄張皇 された 開敎棻 が、 本願 寺に どれ 丈け の 程度に 顧慮 せられた 

か 否か は、 確言す る こと を 得ない ので あるが、 恐らく それ は、 着手せられ ざる 中に、 四 邊の狀 勢 

は、 更ら に急轉 前進した ものと 考 へられる。 

( 一 ) 安政 六 年 十 一 月 妙樂寺 言上 書。 

(二) 箱 館 蝦夷. g 御用 留所牧 安政 六 年 九月 四日 齊藤三 平 t  一 2 上 香。 

. 五 東 本願 寺 派の 反動的 對策  . 

蝦夷 地形 勢の 急 轉に伴 ふ、 東 本願 寺の 立場 を 代表せ る 專念寺 門 派の、 島內眞 宗門 侶に 對 する 絕對 

權は、 遂に その 一角 を破碎 されて、 西本願寺の、 箱 館根據 地の 設定と なった 現 狀に迄 直面した。 之 

に對 して 柬派 としての 對抗策 は、 如何に 策動せられ たか。 私 は 前節 中、 西 派の 發 動に 對 して、 東 派 

の 相穿揚 せる、 いくつかの 場面 を 示した が、 然し、 斯る弄 策が 如何に 傳統 的の 純情と 蒙昧と に馴さ 

れ たる 民衆に 對 すると は 云へ、 遂に 反感 を來 さやに は 措れ ない こと は、 もとより 自明の理で なけれ 

ばなら ぬ。 故に、 東 派と して は、 旣得敎 勢の 維持 を 一歩前進して 積極的 工作に 出で、 一面 益、  >  各 要 

地に 寺院の 創設 を 劃る と共に、 深く 幕府の 意向 を體 して、 拓殖 移民に 針路 を 向け、 その 規模. の 大小 


を 別と して、 相當の 成績 を擧 げんと する ことに 腐心した。 

先づ、 西 派に 對抗 すべき 惣帥 として は、 根本 寺 刹と して、 福 山專念 寺が、 歴史と 寺格の 上より 之 

に當 るべき は 勿論で あつたが、 旣に、 この 安政 第二次^ 夷 地 幕府 直轄 當時 では、 蝦夷 地の 中心 は、 

松 前、 江 差 地方に 局限せられ たる、 領土 支配者 松 前 氏の 本據を 去って、 新興の 貿易港、 凾館. の 上に 

移動 せんとし つ 、あった。 專念 寺の 支配 關係を 離れて、 落 部、 大野、 砂原の 三 道場が、 凾 館の 北邊 

に 接し 何れも 幕府 第一 次 蝦夷 地 直轄 時代に 創立され たの は、 この 狀 勢の 前哨と も 見られる。 故に、 

柬派 として は、 もと-^ 專念 寺の 配下と して、 先き に 根本 創建 地 木古內 より、 凾 館に 移轉 せられた 

淨玄寺 を、 安政 五 年、 卽ち西 派の 活躍が、 旣に 願乘寺 出張 休泊所の 名稱の 下に 建設 せられて 以來ニ 

年後、 柬 本願 寺掛所 となす ことに 決定した 凾館 御坊 淨玄寺 は、 爾來、 東 派 本山から 派遣され る 輪番 

の 手に よって 管理せられ、 玆に 於て、 東西 兩派 共に、 新しき^ 夷の 中心地 凾 館に 於て 相對峙 する や 

うにな つたので ある。 明治 初年に 至って、 瀨棚、 增毛、 浦 河、 幌泉、 久遠、 石 狩、 爾志等 全島 沿岸 

の 要所に 移轉 して、 該 地方 開敎の 重任に 就いた、 有力なる 各 寺院の 前身 は、 何れも この 凾館 別院の 

成立と 同時に、 郭 內に剑 建せられ たもので あり、 八坊に 達する 所謂 役 寺 は、 何れも この 別院 を 擁し 

て^ 勢撅 張の 任に あった こと を 示す ので ある。 別^ 役 寺關係 以外に、 この 好機 會に乘 じて、 同年^ 

笫 十二  地に 於け る 東 两本龃 寺の 拓戒  四 五 五 
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館に 寺 基 を 定めた もの は、 明治に 至って、 小 樽に 移轉 した 巨刹 量德 寺で あり、 又、 岩 內智惠 光寺の 

如き は、 嚴如 法主の 道場 創建 消息の 議 によって、 有力なる 門徒 を 糾合して、 大規模の 創建になる も 

のであった。 當時、 岩內 は、. 西 蝦夷 漁場の 內、 最大 人口 を 擁して 居. o、 この 企圖 は、 東 本願 寺に あ 

り て も、 頗る 重要視し たものと せられる。 安政 三年、 江戶淺 草本 願 寺 末 報恩 寺 慕府に 上書して、 西 

蝦夷 地に 一宇 を 建て、 所屬 門徒に 開拓と 生產 とに 當ら しめんと し、 箱 館 奉行の 嘉納す ると ころと な 

つた もの 、如き、 亦 こ、 に 特筆 せらるべき 運動で ある。 

斯の 如くして、 更ら に、 西 派の 濁 川 開拓に 相對應 する ものと して 、同じく 凾館 近郊 桔梗 野の 拓殖が、 

東 派に よって 着手され たこと を、 玆に 特筆し なければ ならぬ。 安政 六 年 二月、 機 至って その 實施を 

決する に 及び、 熟慮 ある 使 僧門 徒 等の 見 分と、 箱 館 奉行の 贊同を 重ねて、 遂に、 翌萬延 元年より、 

北國 門徒、 主として 加、 越、， 能 就中 能 登 門徒の 移住者に よって、 それ は 着手され る こと、 なった。 

當 初の 來住 四十 戶に 達し、 東 本願 寺開發 道場 安寧 村と， 公稱 して 開墾 役所 を 開設し、 別院 寺僧來 りて 

之を齊 し、 來住 門徒に は、 それ. /i\ - 桔梗 野 百姓 取 立の 鑑札 を附與 して、 寺領 百姓た る こと を 明らか 

^した。 その 農舍 構造、 及 支給 品 配給 方法に S る 細目に 至って は、 あまりに 煩雜を 厭うて 玆には 省 


略す るが、 その後 明治 初年、 開拓 使の 新政に 際して、 外人の 手に よって 拓殖の 技術 方法が 加 へられ 

ざる 以前に ありて は、 例 ひ斯る 小規模の 開拓 機構に あつたと は 云へ、 頗る 參考 すべき 經驗 となった 

こと は 云 ふ 迄 もな い。 

而 して、 斯る 一 部落の 育成 を 期す る爲 めに は、 延長 一 里 半に 達する 給水 溝の 開鑿、 十餘町 を算す 

る 七里濱 道路の 鑿 掘、 此等も 亦、 西本願寺の 願乘寺 川の 運河 開鑿の それと、 相對應 する 大 土工と し 

て、 萬延 元、 二 年の 中に 成效 し、 東 本願 寺と して、 諸經費 合せて 六 千 數百兩 の 支出 を 重ねて. Q る。 

而 して、 當 初の 移民 敎 化の 中心 道場と しての 廣大寺 は、 後寶皇 寺と 改稱 せられ、 この 東 派 拓殖 運動 

の 記念すべき 遺構と なった。 右 開墾地が、 東 本願 寺の 扶助 を 離れて、 桔梗 村の 名の 下に 全く 獨 立し 

たの は、 明治 四 年の ことであった から、 前後 十三 年の 長期 間 を、 その 育成に 費され たこと、 なる の 

である。 

この 桔梗 村の 拓殖 過程と、 西 派の 濁 川 村の それと お 比較して、 興味 ある 對照 は、 明治 新 政府 成立 

お 後、 人心 動搖の 際、 前者に ありて は、 依然として、 柬 本願 寺 請 地と して 儼に 豫定 方針 を勵 行し、 

益 i 強固なる 門徒 村の 圃結を 結成 せんとせ る ものに 對し、 後者に ありて は、 安政 以來、 結成 猶完 か， 

らャ、 制规 弛緩して^ 夫歸國 する もの 相次き、 彼等の 教化 中心 機關 としての 願乘寺 休泊所 は、 遂に 
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維持の 困難 を來 し、 後江 差に 移轉 する こと 、なり、 殘留の 門徒 を 以て、 漸く 濁 川 村 を 置き、 村並條 

例 を 確 示して、 僅かに 當年 壯擧の 遺構 を殘留 する に 至った ので ある。 之に よって 見れば、 安政 東西 

兩 派の 新地 盤 奪取 蓮 動 は、 その 結果より 見て、 遂に 猶、 西 派の 一籌を輸し たる 狀勢を 看取す るに 難 

くない。 而 して、 其 は更ら に、 維新の 開幕に 直面して、 開拓 使の 新政 を翼贊 する、 東 派の 大 なる 活 

躍と なって、 開敎 史上の 光彩 を收 むる こと、 なり、 西 派 は、 遂に 此 等の 壯 擧に參 加す る 機會を 有た 

ん とする ことに 於て、 到底 その 競爭を 許さく る 情勢に 置かれて. Q たので ある。 それ は 唯 僅かに、 敎 

部 省が 明治 五、 六 年の 交函 館に 中 敎院を 設置す るに 及び、 西 派 願 乘寺は 元の 有力なる 檀徒 國領平 七 

等の 支援の 下に、 その 建築費 を奉獻 して ぬ る 位の こと を 特記せ しめる 程度であった。 

( 一 ) 大. 日本 古文書 (幕末 外 國關係 文書 之 十三) 所收 一 八 四 文書。 

(二) 明治 十九 年龜 H 外七ケ 村劍立 閗取書 枯梗村 の 項 及び 北海 開 敎紀耍 による。 

(三) 明治 二 年 九月 開拓 使 御用 留所收 能 量 寺 言上 蒈。 

(四) 石 丸 八 郎函館 港 往復 綏所收 敎部省 書類。 

六 明治維新と 開拓 使 初期に 於け る 東 本願 寺の 活躍 

江 戶幕苻 の 崩 壞は大 廈の壞 る、 が 如く、 豫 期せられ たる 一 現象に 過ぎなかった と 云 へ ば それ迄で 


あるか も 知れない が、 然し、 之に 代って 明治 政府に とって は、 そこに 直面した、 內外蜩 集の 錯雜せ 

る 諸問題の 解決 を、 國際 的に 歐米 列强の 間に 伍し つ、、 整へ て 行かん とする こと は、 蓋し 容易な こ 

とではなかった。 この間に ありて、 舊 幕府 當 局の 手に よりて 行 はれり、 あった 北門の 鎖鑰 としての 

蝦夷 地の 經綸 が、 如何に 左右 せらる、 か は、 我 帝國の 運命の 上に 頗る 重大視 せらるべき であ づた。 

王政復古の 大號令 後、 旣に 早く、 明治 元年 三月、 廟堂 論議の 上、 箱 館 裁判所の 開設と なった の は、 

實に 何よ. o も 斯る國 防の 點を 顧慮して 迅 早く 實 現された ので あつたが、 然し それ は、 奮 幕府 脫走軍 

の騷擾 によって、 折角の 經綸を 中斷し 去られ、 やがて、 翌ニ 年、 ー亂 平定 を 期と して 開拓 使の 設置 

が、 そこに 新政の 綱領 を鮮 かに 顯揚 した。 蝦夷 は 北海道と 名稱を 新に して、 本府 を礼幌 に豫定 し、 

北方 樺 太 をも^ 治の 中心として 考慮され た。 

斯 くの 如くして 舊 政の 姑息 手段 を 一 蹴して、 新進の 人材が 一 路 拓殖の コ ー スに 邁進す る ことが 出 

來 たなら ば、 この 植民地と しての 北海道の 開發 は、 もっと 早く 刮目に 値する もの を、 出現せ しめ 

た 、らうと 想像され るので あるが、 そこに は、 新 政府の 財政 的の 欠陷 窮乏と、 諸 藩の 割據 が、 擀府 

縣と相 交錯 L て、 ％ 政の 機構に 依然た る ものが 殘 されて ねた。 但し、 刻下の 北海道の 問題に 則して 

は、 TM: 地の 府藩縣 割 據の狀 勢が、 一 應關係 はない にしても、 偷 安なる 當局 者と して は、 この 際、 新 
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政府 自體の 財政の 立場から、， 窮餘の 策と L て、 主として、 大 藩の 力 を 藉 つて、 大急ぎに この 廣漠た 

る 未開地の 拓殖に 當ら しめんと したので ある。 それ は、 獨り諸 藩に のみ 限定せられ や、 諸 省 府縣の 

割込が 認 許され、 政府に 緣 因して、 有力なる 寺社の 之に 參加 せんとす る もの を も 生やる こと、 なつ 

た。 折角の 新政 顯揚の 首 途に當 り、 斯の如 さ、 あま 6 にも 雜駁な 時代錯誤 的 方法 は、 開拓 使當 局の 

首腦 部と して は 勿論 喜ばない ところであった。 半ば 強制的な 斯る 方法に は、 諸 藩 そのもの 、中より 

も、 忌避 逡 巡の 態度 をと る ものが 出來 し、 然ら ざる もの は、 只管 利權を 求む るに 專ら にして、 拓殖 

の 基本的 工作 を 考慮 せんとす る もの は、 寧ろ 少數に 過ぎな かつ た。 

私 は 問題の 範園を 限定 せんが 爲 めに、 之 を この 小篇に 直接 關係 ある 寺社の 場合に 檢按， L てみ る 

と、 もとよ， O 彼等 寺院の 發言 は、 期せ やして 敎 化の 普及に よって、 人心 を 緩和 せんと 述べ、 特に 新 

政府の 煩 ひとした 外敎 の侵徭 を防遏 せんとす る 一面 を强 調した。 然も、 恰も この 維新の 黎明に 當 

つて 跳躍した 徘佛 毀釋の 運動 は、 斯る 場面への 割込 を 非常なる 困難の 立場に 置き 代へ させた。 例へ 

ぱ、 女府 緣 因して 特權を 握 取 せんとす る ものに 對 しても、 開拓 使當 局と して は、 頗る 峻烈なる 態 

度 を 以て 之 を徘擊 した。 彼の、 增上 寺の 計畫 せる 移民の 爲 めの 所 屬 寺院 設立 願に 對 して、 開拓 使と 

しての 意見 は 「寺 宇の 開立 素より 不急の 筋に 有 之、 第一 佛敎を 唱へ痴 民 を惑擾 せしめ、 詰る ところ 


地方の 膏血 を 吸 候 弊害 顯然の 儀に て、 聊も 開拓の 補 益 有 之 間 敷 一 と叱咜 し、 ー轉 して 一因て 願意 報 

國の實 意に 候 ハ、、 寺 宇 建造に 充て 候 丈け の 金 穀カを 以て、 目前 實效 相顯 し、 彼 地 新道 開方の 筋に 

赴 法 を 立 申出 候 様の 沙汰 可然」 と 諭 言して、 當 面の 急務 を 助勢すべき 旨 をカ說 して ゐ るので ある。 

ところが、 寺院 割込 蓮 動 は、 結果から 見る と、 彼等の 多く は、 舊 代の 遺風た る 射利 行爲 を、 教化の 

名に 於け る 美しき 楣に隱 して、 然も そこに は、 躍動す る 狡 商 達に 傀儡 視 された 場合が ある こと を、 

否定し 得られなかった ので ある。 卽ち、 上例 增上 寺の 如き、 將亦 京都の 泉 涌 寺の 如 さ、 何れも その 

範^と すべきで あり、 更らに 眞宗の 一派と して、 この 際 突如と して 登場せ る佛 光寺が、 遽 かに、 舊 

^領時 代よりの 旣得權 よ 6 との 理由の 下に、 寺 領地 設定の 奔走に 着手した もの V 如き も、 斯る額 例 

を 出る もので はない。 開拓 使當局 は、 もとより よく 彼等の 願意の 眞底を 洞察して、 如上 返 引なら ぬ 

提言 を 以て、 その 策謀 を 最少 限度に 阻止す る ことが 出來 たので ある。 而 して，、 それに は、 徘 佛毁釋 

の 勢威が、 常 局の 宣言に、 强く 拍車 を かける もので あつたの は 云 ふ 迄 もない。 

然 らば、 此 等の 寺 刹 を 別と して、 この場合、 奮 幕府 時代 以來、 傳統 的に 敎勢を 張. o、 幕府 施設の 

t;, てお ひ〜.」、 り^お^ 舉杩， L た、 眞宗 西本願寺の 動靜は 如何に 見られた か。 この 問題に 對 

I て、 然 t、  i: 本願 寺 は あまり 多くの 發言權 を 持って. q ない。 前述、 濁 川 開拓地の 處分、 幷 びに 
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該地 寺院の 江 差へ 移 轉引揚 の 一事 件が、 如何に 消極的な 結末に なつ たかを、 無言 裡に 示す ものが あ 

る。 恐らく、 その 一面に は、 天 保 以後 安政に かけての あれ 丈け 熱意 を 籠め た 經驗に 於て すら、 到底 

東 本願 寺の それに 對峙 する ことの 至難なる を 熟慮して、 强 ひて 積極的の 運動 を 繰 返さなかった と考 

へられる-  . 

東 本願 寺の、 斯る 場面に 登場して、 新政の 翼贊 51 開拓と 教化に、 尨大なる 運動 を 開始した それ 

に は、 種々 の 素因 を考 へさせる ものが あるが、 尠くとも、 その 一面に は、 江戶 幕府 時代 を 通じて、 

敎如以 來の傳 統的關 係に 於て、 親 幕 派たり し 立場 を、 この 際に 當り、 巧みに 轉換 解消 せんとす る 一 

の 賠償と して、 極力 その 旣得 地盤た る 北海道の 成業に 對 して、 誠意 を 披瀝した 行爲と 見る ことが 出 

來 得る。 而 して、 亦 一面、 新 政府に あ. o て も、 東西 兩 本願 寺の 如く、 敎 俗に 跨れる 大勢 力が、 直ち 

に 勤王の 意志 を 確 示して、 盛業 翼 贊の途 に 出づる こと を 切望した の は、 旣に 早く、 大政奉還の 直後 

に徵 した、 誓 書に も 窺知す る ことが 出來 る。 斯の 如くして 彌 ふ 明治 二 年 五月の、 北門 綏撫の 詔勅 「開 

拓敎導 を 蝦夷に 施し、 人民 繁殖の 域と なさん とす 。一との 聖旨に 對し、 翌 六月、 東 本願 寺の 願意が 

之に 容 合された。 卽ち、 同 寺と して、 從來 寺院 設定、 出 稼人敎 導の 由緒 を縷述 し、 同地 現狀 の缺陷 


に卽 して、 內 部への 道路 開通 を 急務と し、 併せて 移住の 急を說 き、 敎 化の 大任 を瘁 さんと する 誠意 

を 披瀝した ので ある。 

やがて それが 聽 許せら る k や、 舊家宰 松 井元 貞の、 開拓 御用 掛 としての、 實地見 分派 遣と なり、 

遂に 全 國門末 一般に 對 する 告諭 書の 渝達 となった。 この 壯擧 は、 同 寺と して 全力 を 賭しての • 「勤王 

護法の 御ー擧 j たる ものと して、 所謂 太 政官發 布の 「今般 東 本願 寺 北海道 新道 切開、 且 門徒 敎諭頹 

之 通 被 仰 出 候-一 付て ハ、 東海、 東 山、 北陸 三 道の 門徒 移住 等 願 出 候 ハ、、 府藩縣 に 於て 差 支 無 之 者 

、ノ， 可 差 許 候 事。」 となせ る、 堂々 たる 布告の 意を體 して、 發動 せんと 云へ る もの、 彼の 前例の 如き 

寺 刹の 割込 策動と は、 先づ 以て、 その 出發點 から 非常なる 差異 を 示して ゐ るので ある。 それ は 全く， 

開拓 使が 切望して ゐた、 當 面の 急務の 翼贊 であり、 之に は、 如何に 排佛 毁釋の 煽動 者と 雖 排斥す ベ 

き 間隙 を 見出せなかった ので ある。 但し、 門徒 移住の 地域 を 東海、 東 山、 北陸の 三 陸の みに 限定し 

たの は、 先づ 以て、 現 如 新法 主 自ら、 該 地方に 出動して、 勸誘敎 導 せんとす るに 當. o、 門徒の 隸屬 

せる 府藩 縣に對 する 支障 を 顧慮しての、 願意に 對 する ものであった。 故に、 三 道 以外の 門 末 一同に 

對 t て も、 勿 il 此際 その 應 分の 懇志を 運ぶべき を 諭示した のであった。 

お ペ年 二お、 現 如 新法 主 は、 北海道 開拓 御用 掛 一行 百 八十 餘名を 率 ひ、 勅書 を 奉じて 教化 渡 道の 
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首途に 立った。 今、 一行の 手に した 諸國 送り 狀の 示す ところに よれば、 新法 主 等 は、 先づ 一人 民 移 

住、 食用 等 蓮 送方勸 誘」 の爲 め、 京都 出發、 東 山道、 信州路 より 北陸 道を經 由、 兩羽陸 奥 を 巡歷渡 

海して、 石 狩本府 (礼 幌) 迄 出動すべき 旨 を 明示し、 此際 門徒と しての 本分 を盡 すべく！ 右 は 元來不 

容易 之 御 事柄に 候へ 共、 勤王 遵奉 專要之 尊意-一 候條、 御門 末 一同に おいても 上 論の 御 次第 厚く 敬 承 

致、 各 御手 傳可申 上 候。 尤彼 地へ 移住 ハ 勿論、 當分罷 下， o 候 輩、 其 府縣へ 被 申談、 精 誠 渡海 可 致、 

尙又、 同國 在住 之 輩ハ、 農具 を 始め、 食用 諸 器、 其 外國產 等、 何に よら や、 蓮 送 之 儀 も、 前段 同樣 

相 心得、 所詮、 天朝 之 御 赴 意 御 貫徹 有 之 候樣、 一同 盡カ可 有 之 候。」 と細敍 して、 熱心に 移住 同行 を 

勸 誘し、 目的の 貫徹 を豫 望した。 一行 は豫定 のコ— スを 執って 旅程 を 重ねた が、 當時府 藩 縣割據 

の 形勢 は、 幕府 時代の それと 大差な き 封建的 色彩 を 多分に 反映せ しむる ものであった。 從 つて、 

太 政官達 示す ると ころの 通行 自由 令 も屢、 > 拘束せられ、 就中、 出 羽 久保田 藩の 場合の 如き は、 萬 

一法 主 親敎の 結果、 徵 募者續 出の 場合に は、 藩內の 困憊と なるべき を 憂慮して、 領內の 通行に 嚴 

重なる 制限 を 加へ、 朝 旨に 悖らざる 程度に 之 を 敬遠して、 遂に 豫定 行路 を變更 する の 止むな きに 至 

らしむ る やうな 破目に さへ 出 會さサ てぬる。 而も、 總括 的に、 この 壯 擧を觀 察したならば、 沿道 諸 

國の 末寺 門 侶 は 勿論、 府藩縣 知事 以下の 官吏に 至る まで も 趣旨 を贊 して、 後援の 勞を惜 まざる もの 


多く、 特に、 北國 筋に 於て は、 熱狂に 近き 翼贊蓮 動の 行 はれる こと を すら 所見され る ものが あつ 

た。 

V  (二) 

斯の 如くして、 南 越 方面の 或學 僧の 手に よって 作製 宣弘 された 「鄙 ノ訛言 開拓 ノ瀨踏 十三 條」 に 

は、 佛 法の 要諦 を 平易に 說 示して 這般 の盛擧 を翼贊 する もの、 佛徒を 措いて 他に あらざる を 述べ、 

事を必 成に 期して 法主の 榮譽を 全うせ しむべし として、 蝦夷 地の 開敎 にして 成效 せんか、 宗風 これ 

よ. o 組 (起して 諸蠻亦 畏服 せんと 述べ、 煽 揚の聲 を 擧げて 居り、 更らに 「杖 ノ 用心 二十 六條」 に 至つ 

て は、 遂條必 やし もこの 壯 擧に關 する ことのみ ではなく、 或は 一般的 時勢 を 論じ、 儒佛の 優劣 を說 

さな どして. Q るが、 而も 多くの 個條 は、 直面せ る 北海 開拓 を 主眼と して 考述 された ものである。 前 

記 「開拓 ノ瀨 踏」 が、 主として 末寺 門徒 を 奮起せ しむる 趣旨に あつたのに 對 して、 これ は 北海 開敎 

の^ 本 的 對策を 論旨と して 居り、 或は 世智 ある. 學僧を 植民地 知事に 登用すべし とし、 新設 寺院に は 

領 所を與 へて 維持の 大法 を阖 るべ しとし、 更ら に、 內地無 擅の 寺 主 をして 蝦夷 地の 大寺を 管轄せ し 

めよ と 論じ、 或は、 開拓地^ 用の 貨幣 を 鑄 造 流通せ しむべし とし、 我 門徒 は 諸侯の 開拓 を 助勢す ベ 

しと 述 、へて、 彼等の 失敗 を豫 想せ る ものが あり、 此 等の 條項 は、 彼 地の 實狀 に卽 した 卓見と して 受 

収 にれ る ものが 多分に 認められる。 更ら に、 邦人の 通弊と すると ころ 膽小、 就中 僧徒の 小心 を擧げ 
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て、 這 般の壯 擧須く 巨 腕 を 要すと 論じて、 北門 切迫の 形勢に 處 して 鎖 鑰 たるの 急を說 き、 異邦の 詭 

計 魁と すると ころ 邪敎 にある を 以て、 之 を 防ぐ に 佛法を 以てすべき を 論じ、 朝廷 多端の 際我黨 死力 

を 以て 之 を 防禦せ やん ば あらやと 結言して. Q るので ある。 

此 論策 は、 時流 を 柚いて 識者 を敎 ふるものが あ. o、 徒らに 空論に 流れ やして、 遠大の 策 を 述べた 

ると ころ、 恐らく 當時 北海 開敎の 情勢に 精通せ る學^ の 手に なった ものに 相違ない。 然し 猶、 此等 

の 論 章と 相 並んで、 更ら に、 極めて K+ 易 低調なる 內容と 語句と を 以て、 門徒の 移住 行 を 使嗾 奮 躍 さ 

せ やに は 措かない ものが 同時に 記錄 されて. Q る。 それ は、 題して 「人ヲ シテ 蝦夷 二 往ク事 ヲ樂マ シ 

ム ル四 ケ條」 となせ る もので、 全く 野夫賤 婦を對 象と せる 意圖 が、 極めて 鮮明に 浮んで 見える。 開 

口 一番、 開拓に は 勇力 を 必要と なすと なし、 それに は、 肉食 を 所要と なすべき か、 蝦夷 は 魚 蝦璺富 

の 域 たれば、 庶民 蜡 集すべし と 說き、 次に、 人生 は 酒 を 嗜むを 以て、 新 土備附 の潤澤 なる 飲酒に よ 

り、 開拓 醉歌 中に 成らん と煽揚 し、 轉 じて、 開拓 墾 成の 新 域、 男女の 制 寛に して、 性行 弛恕、 旅愁 

の 憂な からしむ べしと 迄 弄 言して、 遂に 轉 じて、 斯る 口腹の 慾 は、 外部の 樂 として 限. o あれば、 內 

欲、 卽 ち佛敎 の示說 は、 說敎 僧の 派遣に よって 限りなき 法樂 味を嗜 愛せ しむべし と 結び、 この 內外 

無上の 享樂 あり、 四方の 士女 豈 蝦夷 行 を 希 はざる もの あらん やと、 巧みに 人心の 機微、 殊に 純朴な 


る 門徒 百姓の 弱點を 捕捉して. Q る ものが ある。 

而 して 猶、 この 四ケ 條に揷 むに、 醉 歌と 題す る もの 總 ベて 十二 曲 を擧げ てぬるが、 それ は 前揭飮 

酒の 樂を說 きて r 醉而 歌； て 開拓せ"、 數 千里の 新墾、 醉歌 中に 落成 せん、 あなお もし. ろ や 

/\ 一  と 言擧げ せる もの、 後に 連續 せし むる もので、 醉歌第 一 として、 「ト 、ナン、 力、 サン、， ユカ 

シャン セ、 ゥマヒ 肴 モ膽斗 アル、 ォヒシ ヒ酒モ 且斗ト アル、 ェゾ くく./ \ ェジャ ナイ 力」 と 云 

へ る もの、 如 さ、 卑 曲の 中に 煽情の 意 を 籠め、 或は 「蝦夷松 前ノ  、ノ テ マ、 デモ、 オヤ サマ ノ 御手 傳」 

をな すべきに あらや やと 敎へ、 終に 男女の 性慾に 及んで、 以て 新開地の 必須と せる 戶 口の 省 殖を圖 

るべ さ を 揚言して. Q るの は、 四ケ條 中の 第三 項に 相對應 する もので、 狀 勢に 卽 した 斯 る鄙言 が、 と 

も かく 1 應、 彼等 を 感奮せ しめた こと を 思 はしめ る ものである。 

現 如 新法 主の 一 行が、 久保田 藩の 抗議に より、 豫定の 行程 を變 じ、 海路 難航して 船中に て は 劇的 光 

景をさ へ 示した と 云 はれた 後、 函 館に 上陸して 以來の 行動 は 如何に 進埗 せられた か。 これよ. o 先き、 

赏地檢 案の 爲め 派遣され た. 松 井元 貞の 成案 は、 やがて その 目標の 大綱と なって 採用され た。 卽ち、 

道路 開^と して は、 函 館よ. o 北上して 噴火 灣を 渡り、 虻田 越 を 札 幌新府 に 出 でんと する 行程 を豫測 

し、 道場 建設 豫定 地と して は、 全島の 沿岸 要地 十 五ケ所 を擬定 し、 礼幌に 中心 寺 刹 を 構營 せんとす 
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るに あった。 この 道路 開鑿 は、 開拓 使と しても、 當 面の 急と して 最も 切望して ぬた ところで あり 

その 爲£ は、 道場 1 の 希管對 しても、 比較的 寛大なる 蟹に 出で、 個所の 制限 は 止 ^得な 

かった が、 一 寺 域彊域 一千 坪 宛の 制限 を、 後に 至って 倍加して わるに よっても、 その 好感 を 持 たれ 

た 一面が 知られる であらう。 こ 、に 於て、 現 如の 札幌 への 踏査 は、 遂に 敢行され る こと、 なった。 

西海岸 筋 をと つて、 未だ 殆ど 草萊 のま、 なる 新府に 安着し、 開拓 使當 局に よって 割讓 せられた る 寺 

剎創定 の 見 分し、 歸路は 再び 西 g ？、 更ら に江霍 出で 渡 島 海岸 甚 館 S 着した。 

佛光 初めて 新府に 入る！ この 現 如 一行の、 人跡未到 S 地各涉 して 遂に 舊& 元う せる * 

擧は、 在留 門徒 並びに 開拓 使當 局に とって、 如何に 渴 仰と 好感と を 贏ち 得た るか は、 想像の 外に 

あった。 而 して、 この 期間に、 遣路の 開鑿 は 着々 として その 功 を 進めつ、 あった。 半島 部 軍 川 

乃至 砂原 間 は、 直營 工事と して 先づ 成り、 江 差 道路 は、 請負制度 として、 三千 八 百 雨の 豫算を 費 

して 成功し、 遂に 延長 二十 六 里餘の 膽振紋 別より 有珠 山中 を經て 札幌に 達する 刈 分 道路 は、 門徒 僧 

侶 等しく 勇 奮して 土木に 從 ひて、 翌四年 十月に 至り 有終の 功を收 むる ことが 出來 た。 勞カ 以外の 

出資、 一 萬 八 千 雨に 上った と記錄 されて わる。 道路 は、 竣土 の 直後 開拓 使の 大擧 改革 成って、 ^ 

人 技師の 指揮に 屬 する 開 地以來 未曾有の 勞働者 を招徠 使役せ る 新道の 鑿 通と なり、 それ は、 . 函館 


と 森 港と を 連結し、 室 蘭より 膽振 海岸に 沿うて、 千歳 平原 を 札幌に 出づる もの、 その 規模 は 到底 

前者の 比する ところで はなく、 折角の 本願 寺 道路 は、 充分の 機能 を 示す 能 はやして、 不用に 歸 した 

如くで あつたが、 然し、 當 面の 急 を 補綴 せんが 爲 めに 顯揚 された 功績 は、 決して 沒 せらる べきで 

はない。  - 

现如返 道の 後、 行く/,. \奧 州 路を敎 化して 歸洛 する や、 第二 段の 工程と して、 先き に、 札 幌に占 

定の 公許 を 得た 「勅 賜 東 本願 寺 管 刹 地所」 に根據 寺院の 設立 を 期し、 主 僧 を 任命して、 財資を 得ん 

が爲め 越後 高 田地 方に 勸 化し、 非常の 成果 を收 めて、 堂宇 そのもの、 如き も、 同地 方に て 物色し 得 

たる 古刹 を解體 して 礼幌に 運び、 遂に 三年 十月に 至って 一 寺 を 建設す る ことが 出来た。 但し、 當初 

東 本願 寺 開懇 地と して 下附 せられた る、 十 萬 坪に 瓦る 地域の 拓成 について は、 成效 容易なら や、 彼 

の聲 威を昌 にして 移住 門徒 を 移さん としたる 折角の 企圖も 殆ど 實 現され や、 徒らに、 掛聲 のみ 大な 

りし^ 狀^ 否定す る こと は出來 ない。 然し、 それ は必ャ しも、 束 本願 寺の 開 敎策按 の 失敗の みに 歸 

せし むるべき ではなく、 變幻啻 なら ざ， o し 時勢に 支配され つ V あった、 開拓 使の 開拓 方 案に 對 する 

行 歩の 齟齬で もあった。 

^—二  ajw 地に 於け る來 s 本願 寺の 柘戒  四-: ハ九 
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邦人と して、 初めての 經 驗と考 へて よい、 大規^の 北海道 開拓 策 は、 幾度 かの 失敗 を 重ねた る 後、 

開拓 使 時代の 外人 工作の 實施 となり、 盤根錯節 を經 たる 試練の 後、 囂々 たる 世論 を壓 服して、 北海 

道廳 時代に 至り、 漸く 安定 順行の 域に 到達した。 此時 に當り 、 招徠の 移民 は 統計の 示す ところ、 そ 

の數に 於て， 奥 羽と 相 並んで、 眞宗の 最大 地盤た る 北國原 住の もの 最も 多く、 從 つて、 植民地に 於 

て も、 當然 東西 兩 本願 寺に 歸屬 する もの 最多 數を 占め、 兩派 寺院の 新設 は 他派の それ を遙 かに 超越 

する ものが あった。 而 して、 一面 特に 東 本願 寺 は、 所謂 本願 寺 農場の 名稱の 下に、 國有 未開地の 

特別 拂下を 得て、 所在の 地に 農場 を構營 した。 斯の 明治 二十 二 年代に ありて、 上 川 地方の 開 發熱叫 

(15 

せらる、 や、 當該地 實測圖 面に 本願 寺 用地の， 記號を 特筆 せられて _Q る もの V 如き は、 そこに 率先し 

て 入 地 權を占 得せん とした 企 圖の現 はれと 察せら る 、ものが ある。 • 而 して 亦、 彼の 三 條公を 盟主と 

する 雨 龍 原野の 貸 下地に 於ても、 束 本願 寺 は、 その 一部 を 得て 農場の 經 營を實 施した が、 然し、 斯 

る 類型の ものに 至って は、 猶 その他の 檜 山、 厚澤 部な どの それと 共に、 大敎圑 の 經濟的 維持と して 

の 財源 を 求めん とする にあった。 而 して 亦 西本願寺の、 明治 三十 年代に 至りて、 俱知 安地 方に 設定 

した 農場の 如き も、 全道 門徒 敎學の 資源と しての、 學 田の 計畫 だった と 云 はれる ものであるが、 然 

しそれ は、 結果から 見て、 どれ だけ 門徒 敎 護の 上に 資須 され たかは 疑問と すべきであった。 


爾來、 明治 末期から 大正へ かけて は、 反って 日蓮、 曹洞 等の 各派 寺院、 幷 びに 天理教、 金 光敎の 

如き 神道 各派の 中に、 純然たる 宗敎的 拓殖 を 所在の 地に 經營 して、 着々 として その 目的 AJ 達し、 堅 

實 なる 村落 をな せる ものが 尠 くない こと を 示す ものが ある。 此等 は、 更に 本題 を 離れて、 精敍 せら 

(ran 

るべ さ與味 ある 事實 である。 

(一) 與正寺 攝信日 5S  (中央 史塽第 十三 卷第八 號本多 博士 「維新 前後に 於け る眞宗 寺院の 勒王 事蹟」 所載)。 

(二) 加 焚 松 任 本 誓 寺 松 本 白 華 輯錄白 華 備忘 錄所收 「杖 ノ 用心 二十 六條」 「人ヌ シテ 蝦夷-一 往ク事 ヲ樂シ マ シ ム ル四 ケ條」 亦. 

同ジ o 

(三) 笫 七師搠 司令部 所 藏上川 地方 見 莰圖。 

(四) 例へば、 ^洞宗 は 明治 二十 五 年頃、 永 平 寺 農場 を經營 し、 日蓮 宗は、 明治 三十 二 年、 天鹽 國幌延 郡幌延 村に、 本 成 寺 

閲墾 八百餘 町を拓 成せん とし、 宫狨、 新 潟、 富 山各縣 ょリ、 信徒 小作 二百 餘名を 移して 一村 落 を構營 し、 釧路國 足音 郡 

利 別 村に は、 日蓮 宗農 * 開かれ、 山 梨、 熊 本兩縣 より、 本 派 農民 を 招致し、 俗 稱法華 村 を 作って ゐる。 叉、 金 光教 は、 

叫. お 四十 二 年、 北 見 國紋別 都 渚 滑 村に、 教徒の 移住に よる 一 村落 を 起し、 天理教 は、 十 勝 國河東 郡 音 更村ク テク ゥシ原 

野に、 未開地 七百餘 町の 贷附 許可 を 得、 大正 五 年 入 地、 信徒 は、 滋焚 外六縣 岐阜 外 五 ぼ 4 の 二 圑體、 合して 七十 餘戶、 全 

部滋 K 縣湖朿 大敎會 に 管掌され てゐ た。 


^十二  sfi*; 地に 於け る 柬西本 ©出寸 の柘衹  四 七 一 


土地 及び 聚落 史上の^ 問題  四 七 土  . 

七 結語  ， 

植民地と しての 蝦夷 地が、 歴史あって 以來、 明治維新 開. 拓使 時代に 至る 迄、 爲政 者の 立場から、 

宗敎の 力 を 必要と して、 發 動的に 之 を 要請した 場合 は、 江戶 幕府の 手に 構營 された 三官 寺が あつ 

た。 然し、 松 前 氏の 初 政に しても、 開拓 使 創業の 際にしても、 決して、 開拓 將來 の爲 めに、 之 を 要 

としなかった ので はない。 唯、 前者に は、 植民地と して 領國 を經營 せんとす る 構圖が 極めて 稀薄で 

あり、 後者に は、 恰も 明治維新の 時勢が、 寧ろ 彼等 を徘擊 せんとす る 思潮に 驅られ て 之 を 反映し、 

沮害した 迄であった。 若し 夫れ、 土着民 アイヌに 對 して、 如何に 教化 を 必要と し、 亦國禁 邪教の 潛 

入の 防遏 が、 當 局の 神 經を亢 ぶら せる ものであった か は、 三官 寺の 一、 善 光寺の 創設 期の、 同寺歷 

代の 敎化 事蹟に 顯然 たる ものが あり、 無人の 草 萊を拓 成す る 開拓 民に とって、 心の 平安 を そこに 求 

乞 せんとす る 強烈なる 思念 は、 古今 何れの 場合に あっても 變る箬 の もので なく、 それ は 特に、 植民 

地に 於て 濃厚なる もの 、 あ， o 得る こと を、 否定 さるべき でな い。 

この間に あって、 眞宗東 本願 寺 派が、 尠くとも、 江戶 幕府 時代 を 通じ、 明治 初 政に 亙る 期間に 於 

て、 殆ど 全島の 敎勢を 篛斷 して、 嶄然 たる 位置 を 占 得した 所以の もの は、 その 間に 醸成され てぬる、 


幾度 かの 廻 轉期を 顧みる 時に、 頗る 與味 ある 觀 察が 與 へられる。 

第一、 その 發 端に 於て、 日 蓬宗の 如き、 特に 庶民 を對 象と せる 新興 佛敎 が、 旣に 宣布 せられて ゐ 

た 地盤に 潜入して 播 かれた る 法 種が、 眞宗 中興の 傑 僧、 蓮 如の 意 を 承け たる 一法 弟に よってな され 

たと ころに、 將 來の發 展を豫 期す るかに 見える 深き 盟約 を 思 はしむ る ものが あり、 降って、 一旦 西 

本願 寺の 開敎 運動が、 植民地 開 發に卽 した 拓成 を旗號 として、 大に氣 勢を揚 ぐる や、 東 派 は 直に 相 

應 呼して、 更に 牢固た る 好 績を收 め、 續 いて 維新の 活躍に 至って は、 轉禍爲 福の 偉業 を、 鮮 かに 開 

拓 使の 意 圖に迎 へて、 そこに 確乎たる 位置 を完 うせる ものが あった。 而 して、 眞宗の 敎義の 示す と 

ころ、 眞俗 ニ諦の 要旨 を勵 行し、 特に、 幕末 維新の 際に 見られる 東西 兩 本願 寺 活躍の 一面に は、 極 

. めて 鄙 俗なる 彼等 を招徠 せしめん とする 煽情と 諭 言に も、 顯然 たる ものが あった。 又、 植民地に 於 

て 最も 要用 せらる、 資本の 投下に 就ても、 就中 兩 本願 寺の 財力 は、 必要に 應 じて 之お 支出す る 丈け 

の 能力に 富み、 この 點 頗る 爲政 者に 利用 好迎 せらる 、ところと なった。 その 爲 めにば、 一面 亦、 事 

業 家の 登場が そこに 見られる の も 理由な しとせ ない。 斯の 如くして、 領主の 威 權を藉 つて 獨占 的に 

教 線お 張った 柬 本願 寺 派が、 一日-情勢の 變 轉に會 せんとす る や、 忽ち 植民地. に卽 した 施設に 全力 を 

盡した 結果 は 遂に そか 位爾 を更ら に 保持せ I むる に 至った とすべき である。 この 植民地に 於て、 自 

第 十二  « 夷 地に 於け る 東 西本願寺の 柘戒  W 七 一二 


土地 及び 衆 落 史上の 諸問題  H 

餘の 他宗 派が、 遂に 之 を 追求し 得なかった 理由 は、 所^ 此 等の 要素 を 具備す る 

あった こと V 考へ られ る。 (昭和 九 年 四月 成 稿、 ^濟史 研究 第 十 £ 卷 笫ー號 登載) 


私の さゝ やかな 第一 論文 «が 刊行され たの は、 旣に 昭和 一二 年の 遠き にある。 爾来 十 年に もなる あは た^し. S 星霜 

は、 華々 しき 學界の 進步を 載せて、 須臾の 間に 通り過ぎた。 つもながら 疎懶 蒲柳の 资性 にある 私 は、 八/頃に なつ 

て 漸く 「土地 及び 聚落 史上の 諸問題」 の 主題の 下に 排列した、 僅かに 十 餘篇の 論^ を 協め て 公刊す るに 當 つで、 叉 

しても 心からなる^^ さを覺 える。 

然し 唯一 つ、 この 書の 生誕 を 記念す る爲 めに、 之 を わが 敬愛す る 柳 W 國男 先生に 捧げ まつる こと  >- したの は、 先 

生に はおめ し 御迷惑の こと、 思へ るので あるが、 わが 追憶 は 八， にして 頻りに 大正 初期の 未だ 若 か、 りし 學 徒の 頃 を 

:S:=>f して^まぬ ものが あるので ある。 當時、 博士の 日本 近世 史、 原 博士の 日本 中世史な ど \ 共に、 愛誦 熱讀し 

た 柳 出尤尘 Q 御 著^ は、 まさに 淸 新の 香り を 盛り h げた 「時代と 農政」 ー册 であった。 私 は 主として その 書 を 通じ 

てん^の^-問に 私淑し、 その 啓發を 受けた ので あつたが、 この 鈍漢は 遂に 永劫に 吳 下の 阿 蒙と して その 殊寵に 報 ふ 

るに；^ らざる を ^愧 する より 外 はない。 而も 鑌、 私 はこ、 に 結^した 論考が、 玉石 遂に 相似る こと はない にして 

も、 それ を^ 胎 にさせて s .S た當年 の わ が 意圇の 撅ご りで ある ことに は 相違な い こ と を玆 に^き つけん とする ので 

^  ...  C  ^後に、 こ まさに、 成らん とする に當 り、 恩師 岡 本 力 先生の 題簽 を 得て 扉 を 飾る ことが 出來 たの は、 亦 

3： よりの 贵 として 銘記したい。 
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